
2020年度

シ ラ バ ス

桐生大学　医療保健学部

栄養学科

平成23年度以前カリキュラム…【3・4年生】



講義コード 20010001
講義名 哲学・倫理学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 村上 隆夫 指定なし

授業の概要と教育目標
西欧の哲学および倫理学という学問に関する基本的な事柄について学ぶことを教育目標とする。
そのために、古代ギリシアにおける哲学・倫理学の成立と、古代ユダヤのヘブライ文化を源流と
するキリスト教の成立とを跡付けて、その後の西欧の哲学と倫理学の発展を近代にいたるまで概
観する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
広い基礎的な教養の獲得を目指す選択科目として卒業認定・学位授与の方針と関連する。
到達目標
古代および近代のヨーロッパの哲学・倫理学のみならず、現代の哲学・倫理学についての入門的
な文献を読解できるようにすることを目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラー
ニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
＜古代地中海世界の文化＞
古代地中海世界におけるギリ
シャ人の文化とユダヤ人の文化
について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第2回
＜ギリシア哲学の形成（１）＞
ソクラテスの生涯とその哲学・
倫理学について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第3回 ＜ギリシャ哲学の形成（２）＞
上に同じ

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第4回
＜ギリシャ哲学の展開（１）＞
プラトンの哲学・倫理学につい
て説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）



第5回 ＜ギリシア哲学の展開（２）＞
上に同じ

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第6回
＜ギリシア哲学の展開（３）＞
アリストテレスの哲学・倫理学
について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第7回 ＜ギリシア哲学の展開（４）＞
上に同じ

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第8回
＜キリスト教の成立（１）＞
イエスの生涯とその倫理思想に
ついて説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第9回
＜キリスト教の成立（２）＞
パウロによるキリスト教思想の
形成について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第10回
＜キリスト教神学の形成＞
アウグスティヌスのキリスト教
神学について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第11回
＜キリスト教神学の展開＞
中世キリスト教神学における普
遍論争について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第12回
＜宗教改革の思想＞
マルティン・ルターとジャン・
カルヴァンのキリスト教思想に
ついて説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第13回

＜近代哲学・倫理学の形成
（１）＞
トマス・ホッブズの哲学・倫理
学の近代的性格について説明す
る。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第14回
＜近代哲学・倫理学の形成
（２）＞
デカルトの哲学・倫理学の近代
的性格について説明する。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

第15回
＜総括と討論＞
これまでの講義について補講を
行い、さらに総括のための討論
の時間を設ける。

講義内容につい
ての意見と討論
を求める。

講義内容について、主にイン
ターネットで検索する
（30～60分程度）

教科書
特に使用しない。講義の際にレジュメを配布する。
参考書
講義のなかで適宜指示する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。学期末試験（１００％）による評価を行う。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業の後で関連する事項について検索をおこなうなど、復習することが望ましい。
評価は期末試験によって行い、要望があれば具体的に講評する。
履修のポイント



レジュメに関連してノートに補足してまとめることが望ましい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応ずる。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C070



講義コード 20020001
講義名 心理学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容 ×

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
ものを見ること、覚えること、考えること、泣いたり笑ったりすることなど、私たちが意識する
としないとにかかわらず、人のあらゆる活動に心はかかわっている。心理学は、そのような私た
ちの心のはたらきを明らかにすることを目的としているが、そのはたらきはさまざまである。そ
して、人は常に、状況に応じて適切な判断を下し、その場に合った行動をうまく選択し、自分に
とって必要で大切だと思うことをきちんと覚えておくような存在かというと、そうでもない。本
講義では、そうした人の心の多様なはたらきについて取り上げる。授業は講義形式で行うが、
テーマによって視聴覚にうったえる試みもする予定である。なお、人の心のはたらきについての
基礎知識の習得し、人に対する理解を深めることを教育目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から人に対する理解を深めることを目指し、心理的側面の理解を通してその目的
達成に資する知識を養う。そして将来的な展望としては、多様な人間のライフステージ、ライフ
サイクルを理解する基盤となる学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
１．知覚・記憶・学習・発達・性格・感情と欲求・適応機制などにかかわる専門用語の意味を理
解する。 
２．知覚・記憶・学習・発達・性格・感情と欲求・適応機制などにかかわる心理学理論について
理解する。 
３．日常的な出来事を心理学の理論に沿って理解する。 
４．人の心の全般的なしくみについて理解する。
授業計画

授業内
容と方
法、課
題

アクティブラーニングの内容
予習・復習
と
そのために
必要な時間
予習90分：
教科書



第1回
心理学
のいろ
いろ

オリエンテーション（授業の進め方、成績評価など）
心理学の系譜を概観しながら、日常生活から社会の動きまで
のトピックスをワークシートを使いながら理解を深める。

第1章を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第2回 知覚心
理学

錯視をはじめとし、見えの不思議について、教科書のワーク
をしながら知覚の不思議を体験する。
（DVDの視聴あり）

予習90分：
教科
書pp.20-
34を読む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第3回 学習心
理学

テスト勉強で何かを覚えるだけでなく、知らず知らず身につ
けてしまう学習について取り上げる。日常生活で我々が知ら
ず知らず身に着けている行動の例についてグループで考え
る。

予習90分：
教科
書pp.34-
43を読む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第4回 認知心
理学 記憶や思考についてのワークをしながら理解を深める。

予習90分：
教科
書pp.43-
54を読む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第5回 人格心
理学

いくつかの心理検査を行い、自分自身についての理解を深め
ながら、パーソナリティについての理解を深める。

予習90分：
教科
書pp.56-
70を読む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第6回 発達心
理学①

発達の基本概念について取り上げる。発達を促進する遺伝的
要因と環境要因について考えを深める。

予習90分：
教科
書pp.71-
83を読む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第7回 発達心
理学②

自分らしさを作り上げる過程から死を迎えるまでの発達につ
いて取り上げる。心理検査等により自分のアイデンティティ
についての理解を深めながら、青年期の発達課題について理
解する。

予習90分：
教科
書pp.84-
101を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第8回 社会心
理学①

対人関係における印象形成、対人魅力、恋愛について自分の
考えを深める。

予習90分：
教科
書pp.102-
118を読
む。
復習90分：
配布資料を



見直す。

第9回 社会心
理学②

人を動かす心理学について自分の考えを深めする。
（DVD視聴あり）

予習90分：
教科
書pp.119-
135を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第10回 社会心理学③ 援助行動と攻撃行動について自分の考えを深める。

予習90分：
教科
書pp136-
148を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第11回 健康心理学① 心の健康、適応について自分の考えを深める。

予習90分：
教科
書pp.149-
158を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第12回 健康心理学② ストレスについて自分の考えを深める。

予習90分：
教科
書pp.158-
163を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第13回 健康心理学③
心の健康の維持、回復について取り上げるが、まず正常と異
常の違いについて多面的に考える。
（DVD視聴あり）

予習90分：
教科
書pp.164-
171を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

第14回 臨床心理学 
無意識の発見から明らかになった知見について取り上げる。
心の病と心理療法について取り上げる。
（DVD視聴あり）

復習90分：
配布資料を
見直す。

第15回
社会現
象と心
理学

心理学から見た社会現象について取り上げる。
（DVD視聴あり）

予習90分：
教科
書pp.172-
182を読
む。
復習90分：
配布資料を
見直す。

教科書



藤本忠明他 『ワークショップ心理学』 ナカニシヤ出版
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから40問を出題）もしくは小論文テス
ト40％
レポート・課題30％ 授業への積極性・態度30％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業の
振り返りの資料とその解答を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。授業時間外の学習として、予習は各回の主題に該当す
る教科書の章に目を通すこと、復習は配布資料・ノートの整理することを勧めます。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C001



講義コード 20030001
講義名 教育原論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
教育に関する基本的な事項について学ぶ。これまで受けてきた家庭教育・学校教育・社会教育で
の経験を踏まえながら、「教育とは何か」について、また教育がもたらす弊害についても考え
る。そして、「主体的・対話的で、深い学び」とは何かついて理解を深めていく。※「読む」
「書く」「話す」という実践的訓練（スキル）を毎時間行う。特に「話す」については、授業内
容に即して発言を求める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーと関連して、人間のもっている社会・環境・コ
ミュニケーションなどの諸側面についての理解を深めることを目指して、人間の存在・成長・発
達に関わって教育のもっている意味を理解する。そして、そのことを通じて、学び続けることの
重要性を実感できることを目指す。
到達目標
教育とは何か、人間として生きるために、また人間として成長するために、なぜ教育が必要であ
るかということについて考えます。その上で、現実に行われている教育について考える視点をも
つことができるようになることを目標とします。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回
これまで受けてきた教育を振り返りな
がら、家庭教育・学校教育・社会教育
についての考え方を共有する。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第2回 人間が存在するようになった時代を想
像しながら、教育の有り様を考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。



復習90分：配付
資料を見直す。

第3回
乳幼児の成長を追いながら、親・家族
の存在と教育（保育）について考え
る。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第4回
児童期を迎えた子どもたちと小学校で
の教育（初等教育）と家庭・地域との
連携・協力について考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第5回
生徒期を過ごす子どもたちと中学校・
高等学校での教育（中等教育）と家
庭・地域との連携・協力について考え
る。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第6回
学生期を過ごす青年たちと大学の教育
（高等教育）と地域との連携・協力に
ついて考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第7回
人間についての観念（人間観）の歴史
的変遷と教育を踏まえ、その内容と方
法について
考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第8回

近代教育史を中心にして、その変遷と
価値観の転換について考える。また、
日本の近代公教育の成立を踏まえなが
ら、権利としての教育（憲法）、教育
基本法、学校教育法について考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第9回 学校の中心的な教育活動である授業と
学習の関係について考える。

「主体的、対話的で深
い学び」とは何かにつ
いて、考える。「アク
ティブラーニング」と
は何について考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第10回
学校という組織の運営と計画、教育内
容の組織化と形態、教育課程の編成、
学習指導要領について学び、考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第11回

教科外教育としての生徒指導（生活指
導）や特別活動、道徳教育の役割と課
題について考える。また、教科外教育
において、今日の学校環境を取り巻く
学校安全についての理解を深める。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第12回
学校保健安全法をとりあげ、生活安
全・交通安全・災害安全について学
び、その意義を理解する。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。
予習90分：教育



第13回 今日求められる「開かれた学校」について学び、その意義を理解する。
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第14回
教育や学習とは何かという問いに基づ
きながら、社会構成的学習（参加・対
話型）を実際に行ってみる。

「主体的、対話的で深
い学び」とは何かにつ
いて、考える。「アク
ティブラーニング」と
は何について考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

第15回 教育の現状を踏まえながら、これからの教育のあり方について考える。

予習90分：教育
に関する事象に
ついて調べる。
復習90分：配付
資料を見直す。

教科書
なし
参考書
『学生のための教育学』西川信廣・ほか編、ナカニシヤ出版。
文部科学省『幼稚園教育要領』（平成29年）。
文部科学省『小学校学習指導要領』（平成29年）。
文部科学省『中学校学習指導要領』（平成29年）。
文部科学省『生徒指導提要』（平成22年）。
※適宜資料を配付する。
成績評価の方法・基準
定期試験（80％）、授業時のレポート（20％）
単位認定基準60％以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので、授業の振り返りとして役立てるこ
と。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館
※授業終了後にも、適宜受け付けます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C002



講義コード 20040001
講義名 法学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 松原 直樹 指定なし

授業の概要と教育目標
社会において、生活を営み、職業に従事する場合、少なからず法が関わってくる。特に、保健医
療・健康・栄養に関する分野は、他の職業領域と比較して、国による規制および国によるサービ
スが実施されることが圧倒的に多い。そのため、保健医療・健康・栄養の従事者は法令により、
その業務を行わなければならない。また、最近は、法的紛争に巻き込まれるケースは以前と比較
して、格段に増加してきている。
本講座では、日常生活や職場において必要とされる最低限の法的ことがらについて学習し、生活
者として、また職業人として必要不可欠な法に関する知識を身につけることを目ざす。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間に対して社会的な側面から理解する。人間の健康を規定する要因である社会・環境を科学的
に理解し、健康生活と社会との関係について理解するための基礎である法的知識を理解する。食
の専門職としてのみならず、社会人として守るべき法令とその目的について理解する。
到達目標
１．法とは何か、また法令の基本構造、法令の読み方を理解する。
２．日常生活に関わりのある法令のうち、社会人として特に必要な具体的法令を理解する。
３．専門職として理解しておく必要のある具体的法令のうち基礎的なものを理解できるようにす
る。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティブ
ラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
私たちが生活している中で、法がど
のようにかかわっているのか、具体
的な場面を通して、理解していく。

予習90分： シラバスを読み、
授業計画について把握する。
復習90分：ハンドアウト第1回
に記載してある内容を読ん
で、復習する。

「法」には、いくつかの種類があ 予習90分： ハンドアウト



第2回
る。その種類とそれぞれの関係につ
いて学習し、それらが具体的な場面
において、どのような役割を果たし
ていくのか、理解する。

第2回を読む。
復習90分：ハンドアウト第2回
に記載してある内容を読ん
で、復習する。

第3回

法令は、条文という形で、一般的な
文章とは異なる形式で存在してい
る。医療保健関係の具体的な法令を
利用して、条文の法令全体の構造、
規定の意味等について理解する。ま
た、法令用語についても基本的なも
のについて理解する。

予習90分： ハンドアウト
第3回を読む。
復習90分：ハンドアウト第3回
に記載してある内容を読ん
で、復習する。

第4回
「法」の具体的種類である「法律」
「政令」「省令」「条例」がどのよ
うに形作られていくのかについて、
具体的な法令を利用して理解する。

グループご
とに法律・
政令・省令
の関わりに
ついての具
体例を発表
する。

予習90分： ハンドアウト
第4回を読む。グループごとに
指定された具体的な法律・政
令・省令の相互の関わりを調
べる。
復習90分：ハンドアウト第4回
に記載してある自分のグルー
プが指定された以外の法令の
条文を読んで、復習する。

第5回

「法」の多くは、時間がたつと改正
される。ここでは、法令の改正につ
いて学習する。改正の仕方はどのよ
うなものであり、また改正後に条文
がどのようになるのか、医療保健関
係の具体的な法令を利用して、学習
する。

予習90分： ハンドアウト
第5回を読む。
復習90分：ハンドアウト第5回
に記載してある内容を読ん
で、復習する。練習問題を
やっておく。

第6回

健康・栄養に関しては、職業として
携わる人に関する「栄養士法」、市
民の健康を守るための「健康増進
法」「食品衛生法」、その他の「健
康・栄養に関わる法」がある。それ
らの現状について概観する。

予習60分： ハンドアウト
第6回を読む。
復習120分：ハンドアウト
第6回に記載してある内容・法
令の条文を読んで、復習す
る。中間確認テストに向け
て、これまでのハンドアウト
を見直す。

第7回

他人の権利を侵害した場合には、民
事上の責任が発生する。不法行為に
関する基礎を学習した上で、特に健
康や栄養に関わる人による職場での
事故により、どのような責任を負う
か、具体的に検討する。

〈アクティ
ブ・ラーニ
ング〉
健康・栄養
に関する判
例のうちい
くつかを取
り上げ、議
論する。

予習60分： ハンドアウト
第7回を読む。
復習120分：ハンドアウト
第7回に記載してある内容・法
令の条文を読んで、復習す
る。授業で取り上げた判例を
読んで、復習する。中間確認
テストに向けて、これまでの
ハンドアウトを見直す。

第8回

保健については、さまざまな行政上
の規制が存在している。そうした行
政上の規制をいくつか取り上げ、免
許制度との関係で、検討する。
中間確認テスト(40分間)を実施す
る。

予習90分： ハンドアウト
第8回を読む。
復習90分：ハンドアウト第8回
に記載してある内容・法令の
条文を読んで、復習する。

第9回
家族について規定している法を学習
する。具体的には、結婚・離婚に関
する法規定について理解する

予習90分： ハンドアウト
第9回を読む。
復習90分：ハンドアウト第9回
に記載してある内容・法令の
条文を読んで、復習する。



第10回
前回につづき、家族について規定し
ている法を学習する。具体的には、
親子関係、相続に関する法規定につ
いて理解する。

予習120分： ハンドアウト
第10回を読む。レポー
ト(第12回提出)を作成する。
復習60分：ハンドアウト
第10回に記載してある内容・
法令の条文を読んで、復習す
る。返却されたテストの誤っ
た部分について、正解を検討
しておく。

第11回
労働者の権利を中心に学習する。労
働条件の最低基準を定めた労働基準
法を中心に、労働者保護のための諸
法令について、理解する。

予習120分： ハンドアウト
第11回を読む。レポー
ト(第12回提出)を作成する。
復習60分：ハンドアウト
第11回に記載してある内容・
法令の条文を読んで、復習す
る。

第12回

現代の労働環境において、大きな問
題となっている「過労死」、「ブ
ラックバイト」などへの労働者の対
処法を学習する。
授業終了時にレポートを提出する。
課題は「医療保健福祉に関する
ニュースもしくは課題を法学的に検
討する。」A４用紙１枚以上を条件と
する。

予習120分： ハンドアウト
第12回を読む。レポー
ト(第12回提出)を作成する。
復習60分：ハンドアウト
第12回に記載してある内容・
法令の条文を読んで、復習す
る。

第13回

情報化の進展、特にインターネット
を様々な分野で活用することによっ
て、利便性が向上する一方で、さま
ざまなトラブルが発生している。イ
ンターネットをもぐる法令、法的ト
ラブルの危険性について、学習す
る。

予習60分： ハンドアウト
第13回を読む。
復習120分：ハンドアウト
第13回に記載してある内容・
法令の条文を読んで、復習す
る。最終確認テストに向け
て、これまでのハンドアウト
を見直す。

第14回

AＩがさまざまな分野で活用されはじ
めている。爆発的な普及によって、
多数のトラブルの発生が予想されて
いる。医療分野をはじめとしたＡＩ
の普及状況と予想される問題や法的
規制について、検討する。

予習60分： ハンドアウト
第14回を読む。
復習120分：ハンドアウト
第14回に記載してある内容・
法令の条文を読んで、復習す
る。最終確認テストに向け
て、これまでのハンドアウト
を見直す。

第15回

これまでの学習について、健康・栄
養をめぐる法という観点から、再検
討する。
最終確認テスト(40分間)を実施す
る。

予習90分： ハンドアウ
ト8～14を確認する。
復習90分：最終確認テストの
解答・解説を確認し、間違っ
たところを解説でチェックす
る。

教科書
使用しない
参考書
『ポケット六法』山下友信・山口厚 編集代表 （有斐閣）
成績評価の方法・基準



平常点（授業への参加度・学習態度・授業内課題等）［25％］、レポート［25％］、確認テス
ト［50％］を総合して評価。総合点60点以上で単位認定する。
課題等に対する
フィードバックの方法
第8回に実施する中間確認テストの解答例と解説は、第11回の授業時に行う予定である。採点し
た答案は、第10回の授業時に返却する予定である。第12回に提出を義務づけたレポートについ
ては、採点および講評記載の後、第15回の授業時に返却する予定である。第15回の最終確認テ
ストについては、解答例及び解説を「桐生大学学生共有フォルダー」の「栄養学科1年・法学」
のフォルダーにPDFファイルで掲載する。採点した答案については、希望する者には返却す
る。11号館３階研究室11に取りに来ること。
履修のポイント
具体的な医療・福祉関係法令を学習する前提となることがらに関する授業なので、よく理解して
おくこと。「公衆衛生学」に関連する知識についても学習する。
オフィス・アワー
月・水・金曜日，11時～15時（授業時間以外），11号館３階研究室11
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C003



講義コード 20050001
講義名 日本国憲法
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 松原 直樹 指定なし

授業の概要と教育目標
社会保障費の増大と消費税増税、地方自治体の消滅可能性、働き方改革など、国の課題は山積し
ている。そんな中、選挙権年齢が18歳以上に引き下げられ、大学生全員が選挙権を有することに
なってから、すでに何回かの選挙が行われている。本講座においては、私たちの生活や安全に大
きな関わりをもつ国の基本法である日本国憲法を素材に、私たちの生活を考えていく予定であ
る。
憲法の基本原理とその根底に流れる思想を学習した後、われわれの生活に深く関わりのある現代
的なトピックを取り上げ、できる限りくらしとの関わりに留意しながら、主権者としての判断能
力を身につけられるよう、学習していく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
憲法を素材として、人間に対して、社会的諸側面から理解できるように学修する。憲法に関わる
事がらを学修し、人間の健康を規定する要因である社会を科学的に理解できるようにする。
到達目標
１．憲法とは何か、また法令の基本構造、および法令における憲法の位置づけを理解する。
２．憲法に規定されている基本的人権は何か、またその具体的内容について理解する。
３．国の政治のしくみについて、憲法はどう規定しているかを理解する。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティ
ブラーニ
ングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

現在、日本国憲法に関してどの
ような問題が生じているのかに
ついて学習した後、憲法とはど
のような法かを学習する。立憲
主義についても学習する。

予習90分： シラバスを読み、授業
計画について把握する。
復習90分：ハンドアウト第1回に記
載してある内容を読んで、復習す
る。

日本国憲法の制定過程につい 予習90分： ハンドアウト第2回およ



第2回
て、第二次大戦後からＧＨＱに
よる憲法案の提示、国会での審
議等について、ＶＴＲに沿って
学習する。

び『目で見る憲
法』p.ⅷ、p.2～p.4を読む。
復習90分：ハンドアウト第2回に記
載してある内容を読んで、復習す
る。

第3回

日本国憲法の基本原理である
「国民主権」について、規定と
意味について学習する。さら
に、「基本的人権の尊重」に関
する規定とその概要について学
習する。

憲法の制
定過程に
ついての
ドキュメ
ンタ
リーVTRに
対するコ
メントを
発表す
る。

予習90分： ハンドアウト第3回およ
び『目で見る憲法』p.5～p.7を読
む。
復習90分：ハンドアウト第3回に記
載してある憲法や関連法令の条文を
読んで、復習する。

第4回

日本国憲法の基本原理である
「平和主義」について、規定内
容を学習し、さらに日本の防衛
政策の現状、安保関連法制との
関係について、学習する。

予習90分： ハンドアウト第4回およ
び『目で見る憲法』p.8～p.10を読
む。
復習90分：ハンドアウト第4回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。

第5回

憲法が保障している法の下の平
等の意義・内容について学習す
る。現実に生じている平等をめ
ぐる問題について、判例を素材
として検討する。

予習90分： ハンドアウト第5回およ
び『目で見る憲法』p.23～p.29を読
む。
復習90分：ハンドアウト第5回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
判例、その他の内容を読んで、復習
する。

第6回

信教の自由を中心に学習する。
なぜ認められる必要があるの
か、その歴史的沿革、内容につ
いて学習する。また、政教分離
原則について学習し、信教の自
由に関する判例と政教分離に関
する判例を素材として、学習す
る。

予習60分： ハンドアウト第6回およ
び『目で見る憲法』p.30～p.33を読
む。
復習120分：ハンドアウト第6回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、復
習する。中間確認テストに向けて、
これまでのハンドアウトを見直す。

第7回

表現の自由の意義とその内容に
ついて、学習する。また、プラ
イバシー権との関係についても
学習する。さらに、表現の自
由・プライバシー権をめぐる判
例を検討する。

表現の自
由とプラ
イバシー
権に関す
る判例の
うちいく
つかを取
り上げ、
議論す
る。

予習60分： ハンドアウト第7回およ
び『目で見る憲
法』p.34～p.42、p.19～p.20を読
む。
復習120分：ハンドアウト第7回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、議
論について、復習する。中間確認テ
ストに向けて、これまでのハンドア
ウトを見直す。

第8回

憲法が保障する「人身の自由」
について学習した後、刑法との
関係について理解する。また、
犯罪と刑罰制度の概要を学習
し、特に死刑制度について、そ
の現状とそれに対する議論を検
討する。

予習90分： ハンドアウト第8回およ
び『目で見る憲法』p.48～p.50を読
む。
復習90分：ハンドアウト第8回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、復



中間確認テスト(40分間)を実施
する。 習する。

第9回

社会権と区分される人権につい
て学習した後、「生存権」につ
いての規定について学習した
後、医療保健福祉行政にどのよ
うに関わっているかを中心に、
その概要を学習する。

予習90分： ハンドアウト第9回およ
び『目で見る憲法』p.51～p.52を読
む。
復習90分：ハンドアウト第9回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、復
習する。

第10回
「労働者に関わる人権」と「教
育を受ける権利」について学習
し、理解する。

予習120分： ハンドアウト第10回お
よび『目で見る憲法』p.53～p.56を
読む。レポート(第12回提出)を作成
する。
復習60分：ハンドアウト第10回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、復
習する。返却されたテストの誤った
部分について、正解を検討してお
く。

第11回

国会のさまざまの権能、国権に
おける地位について概観する。
衆議院と参議院の関係、国会の
意思決定過程、具体的な役割に
ついて学習する。さらに、選挙
制度についても、学習する。

予習120分： ハンドアウト第11回お
よび『目で見る憲
法』p.57～p.61、p.69～p.84を読
む。レポート(第12回提出)を作成す
る。
復習60分：ハンドアウト第11回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、復
習する。

第12回

内閣の地位・役割について、学
習する。「議院内閣制」の内容
とメリット、内閣総理大臣の選
出方法、国務大臣の任免、さら
に内閣の具体的な役割、意思決
定の方法等について、主に学習
する。
※授業終了時にレポートを提出
する。課題は「憲法に関する
ニュースもしくは課題を法学的
に検討する。」A４用紙１枚以
上を条件とする。

予習120分： ハンドアウト第12回お
よび『目で見る憲法』p.85～p.92を
読む。レポート(第12回提出)を作成
する。
復習60分：ハンドアウト第12回に記
載してある憲法や関連法令の条文、
その他の内容を読んで、復習する。
授業で取り上げた判例を読んで、復
習する。

第13回
裁判のしくみについて、概要を
学習した後、刑事裁判で取り入
れられている裁判員制度につい
て、ＶＴＲに沿って学習する。

予習60分： ハンドアウト第13回お
よび『目で見る憲
法』p.93～p.103を読む。
復習120分：ハンドアウト第13回に
記載してある憲法や関連法令の条
文、その他の内容を読んで、復習す
る。授業で取り上げた判例を読ん
で、復習する。最終確認テストに向
けて、これまでのハンドアウトを見
直す。
予習60分： ハンドアウト第14回お
よび『目で見る憲



第14回

憲法が規定する「象徴天皇」の
地位・権能、またそれを規定し
ている皇室典範について、学習
する。また、地方自治に関する
規定内容について学習し、さら
に、憲法改正の手続、憲法改正
に関する各政党・学界・国民の
考え方について理解する。

裁判員裁
判に関す
るVTRに対
するコメ
ントを発
表する。

法』p.104～p.113を読む。 ハンドア
ウト8～14を確認する。
復習120分：ハンドアウト第14回に
記載してある憲法や関連法令の条
文、その他の内容を読んで、復習す
る。授業で取り上げた判例を読ん
で、復習する。発表されたコメント
について、自分の意見と対照させ
る。最終確認テストに向けて、これ
までのハンドアウトを見直す。

第15回

これまでの学習について、全体
をまとめ、憲法を取り巻く状況
とその課題について検討する。
最終確認テスト(40分間)を実施
する。

予習90分： ハンドアウト8～14を確
認する。
復習90分：最終確認テストの解答・
解説を確認し、間違ったところを解
説にチェックし、ハンドアウトで復
習する。

教科書
『目で見る憲法』初宿正典・大沢秀介・他 編著（有斐閣）
参考書
『ポケット六法』山下友信・山口厚 編集代表 （有斐閣）
成績評価の方法・基準
平常点（授業への参加度・学習態度・授業内課題等）［25％］、レポート［25％］、確認テス
ト［50％］を総合して評価。総合点60点以上で単位認定する。
課題等に対する
フィードバックの方法
第8回に実施する中間確認テストの解答例と解説は、第11回の授業時に行う予定である。採点し
た答案は、第10回の授業時に返却する予定である。第12回に提出を義務づけたレポートについ
ては、採点および講評記載の後、第15回の授業時に返却する予定である。第15回の最終確認テ
ストについては、解答例及び解説を「桐生大学学生共有フォルダー」の「栄養学科1年・憲法」
のフォルダーにPDFファイルで掲載する。採点した答案については、希望する者には返却す
る。11号館３階研究室11に取りに来ること。
履修のポイント
教員免許を取得しようとする学生は、必ず履修すること。
オフィス・アワー
月・水・金曜日，11時～15時（授業時間以外），11号館３階研究室11
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C020



講義コード 20060001
講義名 国際文化論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 篠原 貴子 指定なし

授業の概要と教育目標
グローバル化は、政治、経済、文化、歴史を含め、人々を取り巻く社会を大きく変容させた。本
講義では、近代以降を中心として、社会学の視点から歴史や文化について学ぶ。
本講義の目標は、幅広い視野に立ち、歴史や文化あるいは現代の問題を理解することである。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から人間に対する理解を深めるため、他者への理解として歴史や文化を学び、幅
広い知識を身に付ける。
到達目標
1．世界の歴史や文化への興味・関心を高め、国際的な課題に対する認識を深める。
2．多様な文化の成立過程を理解し、文化や歴史を説明できる。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回 国際文化論の
課題

予習90分：この分野への
知識や関心を高める。
復習90分：配布資料を見
直す。

第2回 近代社会の誕
生と成立

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第3回 近代人の精神
とＳＦの世界

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。
予習90分：事前学習をす



第4回 文明の探求と
世紀末の発見

る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第5回 欧米のツーリ
ズム

19世紀末の旅に関する作品を鑑賞し、
コメントを書き、意見を述べる。

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第6回 日本のツーリ
ズム

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第7回 オリエンタリ
ズム

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第8回 日本イメージ
の形成

日本のイメージについて事例を紹介す
る。

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第9回 アメリカ移民
の歴史

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第10回 移民と文化
予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第11回
ポストコロニ
アリズムと文
学

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第12回 女性と文化
予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第13回 戦争の世紀と人々の語り

予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第14回 歴史の見方
予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

第15回 他者への理解
予習90分：事前学習をす
る。
復習90分：配布資料を見
直す。

教科書
必要な資料は随時配布
参考書
授業時に随時紹介



成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業態度や試験結果で総合評価する。
（レポート60％、授業内課題40％）
課題等に対する
フィードバックの方法
リアクションペーパーを課す場合がある。重要点の確認や疑問点を解説し、学習内容の理解に役
立てる。
履修のポイント
授業内容に関して、意欲的に学習する。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で相談に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C080



講義コード 20070001
講義名 家族関係論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 篠原 貴子 指定なし

授業の概要と教育目標
本講義は、近代以降の家族をめぐる問題に関して、社会学や歴史学をはじめ多様な学問領域の視
点を踏まえ、教育やジェンダーの視点を用いて歴史的に読み解くことを前提とする。また、現代
の家族が抱える問題に着目し、家族を支援する諸制度も扱う。
本講義の目標は、家族の概念や歴史を学び、基本的な知識を身に付け、柔軟な思考力を養うこと
である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーの関連として、社会・環境・コミュニケーション
などの諸側面から人間に対する理解を深めることを目指し、家族について社会学をはじめとする
複数の学問の視点から学ぶことで幅広い知識を身に付ける。
到達目標
1．家族の概念や歴史についての基本的な知識や用語を用いて説明できる。
2．家族が抱える現状や課題を踏まえ、現代の家族が直面している問題を理解できる。
3．「ジェンダー」の視点から家族を考察することができる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習とそのために必要な時間

第1回 家族への着目

予習90分：この分野へ
の知識や関心を高める学
習をする。
復習90分：配布資料を
見直す。

第2回 近代社会と家族
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。
予習90分：事前学習を



第3回 家族研究の主題と方法 する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第4回 現代のライフコース ライフコースについてのプリ
ントを書く。

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第5回 育児支援政策の展開
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第6回 子どもの誕生と家族の役
割

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第7回 メディアにおける家族・
女性像

作品を鑑賞し、その時代の家
族のあり方や生き方の違いを
まとめる。

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第8回 恋愛結婚の誕生と未婚化
の時代

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第9回 女性の社会進出
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第10回 欧米の近代家族
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第11回 日本の近代家族と人口政策
日本の人口政策について考
え、意見を述べる。

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第12回 セクシュアリティ
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第13回
家族が抱える子の問題
（不登校、ひきこもり、
児童虐待など）

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第14回 高齢化と家族の課題
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第15回 家族の未来
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

教科書



必要な資料は随時配布
参考書
授業時に随時紹介
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上 授業態度や試験結果で総合評価する。
（期末レポートあるいは定期試験70％、授業内課題30％）
課題等に対する
フィードバックの方法
リアクションペーパーを課す場合がある。重要点の確認や疑問点を解説し、学習内容の理解に役
立てる。
履修のポイント
授業内容に関して、意欲的に学習する。
オフィス・アワー
授業日の、授業開始前もしくは終了後に教室等で相談に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C040



講義コード 20080001
講義名 スポーツ科学Ⅰ
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 武井 英夫 指定なし

授業の概要と教育目標
本授業は数種目の運動・スポーツを題材として、スポーツ心理学、スポーツ社会学、スポーツ生
理学などのスポーツ科学的側面を取り入れ実践していく。その際、運動・スポーツの楽しさを味
わいながら、基本スキルの習得・向上、仲間や教員とのコミュニケーション力の向上を重点的に
取り上げ授業を進めていく。なお本科目は運動・スポーツの科学的理解と健康的な生活を送るこ
とのできる能力の育成を目標としている。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部看護学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、人間に対して、社会・環境・コ
ミュニケーションなどの諸側面から理解していくことが求められており、スポーツの科学的な理
解や実践を通して、その目的達成に必要な知識や体力を養う。
到達目標
１．自己の体力レベルや健康状態を把握することができる。
２．運動・スポーツの基礎知識、トレーニング方法などを科学的に理解することができる。
３．スポーツの基本スキルを習得することができる。
４．グループ内の個人の役割を意識し、自らコミュニケーションをとって動くことができる。
５．技術の高低や得意・不得意にとらわれず、運動・スポーツを楽しむことができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
武
井
英
夫

オリエンテーショ
ン（授業の概要、
成績評価、諸注意
など）
体育概論①（運
動・スポーツのす
すめ）

予習60分：生活習慣病に
ついて調べる。
復習60分：配布資料を見
直す。



第2回
武
井
英
夫

体育概論②（運動
と筋肉）

予習60分：トレーニング
における「超回復」につ
いて調べる。
復習60分：本日の授業
「運動と筋肉」について
確認する。

第3回
武
井
英
夫

体育概論③（運動
と骨）

予習60分：「骨の構造と
役割」について調べる。
復習60分：本日の授業
「運動と骨」について確
認する。

第4回
武
井
英
夫

体育概論④（運動
とダイエット）

予習60分：「米国のフィ
トネスブーム」の歴史を
調べる。
復習60分：本日の授業
「運動とフィットネス」
について確認する。

第5回
武
井
英
夫

体育概論⑤（体
力・各種トレーニ
ング）

予習60分：体力やトレー
ニングの方法について調
べる。
復習60分：本日の授業
「体力・各種トレーニン
グ」について確認する。

第6回
武
井
英
夫

バドミントン
（基本スキルの習
得とルール把握、
ゲーム）

予習60分：バドミントン
の歴史や基本スキルを調
べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第7回
武
井
英
夫

ユニフォック
（基本スキルの習
得と、ゲーム）

各チームごとに話し合って、作
戦を練ってからゲームに取り組
む。

予習60分：ユニホックの
歴史と基本スキルを調べ
る。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第8回
武
井
英
夫

フットサル
（基本スキルの習
得とルール把握、
ゲーム）

予習60分：フットサルの
歴史とフットサルとサッ
カーとのルール比較をし
ておく。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第9回
武
井
英
夫

ソフトバレーボー
ル
（基本スキルの習
得とルール把握、
ゲーム）

予習60分：ソフトバレー
ボールの歴史について調
べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第10回
武
井
英
夫

バスケットボール
（基本スキルの向
上とゲーム）

予習60分：バスケット
ボールの歴史について調
べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第11回
武
井
英
夫

スポーツ大会１．
チーム分け

各チームごとに話し合い、ポジ
ションやフォーメーションを決
め、戦術を立ててゲームに取り
組む。

予習60分：出場するス
ポーツ種目の戦術を調べ
る。
復習60分：実践した戦術
を確認する。



第12回
武
井
英
夫

スポーツ大会２．
ゲーム

プレー中、積極的・協力的に
チームに関わる

予習60分：チームに積極
的・協力的に関わる方法
を調べる。
復習60分：チームへの参
加態度を確認する。

第13回
武
井
英
夫

スポーツ大会３．
ゲーム

予習60分：戦術やチーム
に積極的・協力的に関わ
る方法を調べる。
復習60分：戦術とチーム
への参加態度を確認す
る。

第14回
武
井
英
夫

スポーツ大会４．
ゲーム

ポジションやフォーメーション
を決め、戦術を立てて積極的・
協力的にゲームに取り組む。

予習60分：戦術やチーム
に積極的・協力的に関わ
る方法を調べる。
復習60分：戦術とチーム
への参加態度を確認す
る。

第15回
武
井
英
夫

スポーツ大会５．
ゲーム

予習60分：戦術やチーム
に積極的・協力的に関わ
る方法を調べる。
復習60分：戦術とチーム
への参加態度を確認す
る。

教科書
特定の教科書は使用しない。資料は必要に応じて配布する。
参考書
必要に応じて紹介する。
成績評価の方法・基準
実単位認定60点以上
実技試験40％、課題・レポート20％、授業への参加度40％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。特に指定はしませんが、季節にあった運動着、運動靴
（体育館用シューズ・グランド用シューズ）を準備してください。
オフィス・アワー
講義前後に、適宜受け付けます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C021



講義コード 20090001
講義名 スポーツ科学Ⅱ
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 武井 英夫 指定なし

授業の概要と教育目標
本授業は数種目の運動・スポーツを題材として、スポーツ心理学、スポーツ社会学、スポーツ生
理学などのスポーツ科学的側面を取り入れていく。その際、運動・スポーツの楽しさを味わいな
がら、スポーツ科学Ⅰで履修した内容の発展的な学習を目指し、生涯にわたってスポーツに取り
組む態度の育成を重点的に授業を進めていく。なお本科目は、スポーツの科学的理解と生涯ス
ポーツへの基礎を身につけることを目標としている。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療、保健学部看護学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、人間に対して、社会・環境・
コミュニケーションなどの諸側面から理解していることが求められており、スポーツの科学的な
理解や実践を通して、その目的達成に必要な知識や体力を養う。
到達目標
１．自己の体力レベルや健康状態課題を把握し、改善するための運動を実践することができる。
２．各スポーツ種目の歴史、ルール、マナーを理解し説明することができる。
３．各スポーツの発展的な技術をスキルをすることができる。
４．生涯にわたって運動・スポーツをすることの必要性や重要性を理解し、豊かなライフスタイ
ルを形成する資質を身につけることができる。
５．技術の高低や種目の得意・不得意にとらわれず、運動・スポーツを楽しむ能力を身につける
ことができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
武
井
英
夫

オリエンテーショ
ン（授業の概要、
成績評価、諸注意
など）
体育概論①（生涯
スポーツのすす

予習60分：シラバスを読
む。生涯スポーツと競技
スポーツの違いについて
調べる。
復習60分：配布資料を見



め） 直す。

第2回
武
井
英
夫

体育概論②（運動
と筋肉）

予習60分：トレーニング
における「超回復」につ
いて調べる。
復習60分：本日行った授
業「運動と筋肉」につい
て確認する。

第3回
武
井
英
夫

体育概論③（運動
と骨）

予習60分：「骨の構造と
役割」について調べる。
復習60分：本日行った授
業「運動と骨」について
確認する。

第4回
武
井
英
夫

体育概論④（有酸
素運動と無酸素運
動）

予習60分：有酸素運動の
効果について調べる。
復習60分：本日行った授
業「有酸素運動と無酸素
運動」について確認す
る。

第5回
武
井
英
夫

体育概論⑤（生涯
スポーツの現状と
課題）

予習60分：生涯スポーツ
の現状と課題について調
べる。
復習60分：本日行った授
業「生涯スポーツの現状
と課題」について確認す
る。

第6回
武
井
英
夫

ネットッボール①
（歴史とルールの
把握、基本スキル
の習得、ゲーム）

予習60分：ネットボール
の歴史、ルールについて
調べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第7回
武
井
英
夫

ネットッボール②
（基本スキルの向
上とゲーム）

各チームごとに話し合い、ポジ
ションを決め作戦を立ててゲー
ムに取り組む。

予習60分：各プレーヤー
の役割について調べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第8回
武
井
英
夫

バドミントン
（基本スキルの習
得とルールの把
握、ゲーム）

予習60分：バドミントン
の歴史やルールについて
調べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第9回
武
井
英
夫

ソフトバレーボー
ル①
（基本スキルの習
得とルールの把
握、ゲーム）

予習60分：ソフトバレー
ボールの歴史とルールに
ついて調べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第10回
武
井
英
夫

ソフトバレーボー
ル②
（基本スキルの向
上とゲーム）

各チームごとに話し合い、ポジ
ションやフォーメーションを決
め、作戦を立ててゲームに取り
組む。

予習60分：ソフトバレー
ボールの基本スキルを調
べる。
復習60分：本日行った運
動について確認する。

第11回
武
井
英
夫

スポーツ大会１．
チーム分け

ポジションやフォーメーション
を決め、戦術を立ててゲームに
取り組む。

予習60分：出場するス
ポーツ種目の戦術を調べ
る。
復習60分：実践した戦術



を確認する。

第12回
武
井
英
夫

スポーツ大会２．
ゲーム

プレー中、積極的・協力的に
チームに関わる。

予習60分：チームに積極
的・協力的に関わる方法
を調べる。
復習60分：チームへの参
加態度を確認する。

第13回
武
井
英
夫

スポーツ大会３．
ゲーム

予習60分：戦術やチーム
に積極的・協力的に関わ
る方法を調べる。
復習60分：戦術とチーム
への参加態度を確認す
る。

第14回
武
井
英
夫

スポーツ大会４．
ゲーム

ポジションやフォーメーション
を決め、戦術を立てて積極的・
協力的にゲームに取り組む。

予習60分：戦術やチーム
に積極的・協力的に関わ
る方法を調べる。
復習60分：チームへの参
加態度を確認する。

第15回
武
井
英
夫

スポーツ大会５．
ゲーム

予習60分：戦術やチーム
に積極的・協力的に関わ
る方法を調べる。
復習60分：戦術とチーム
への参加態度を確認す
る。

教科書
特定の教科書は使用しない。資料は必要に応じて配布する。
参考書
必要に応じて紹介する。
成績評価の方法・基準
実単位認定60点以上
実技試験40％、課題・レポート20％、授業への参加態度40%
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。特に指定はしませんが、季節にあった運動着、運動靴
（体育館用シューズ、グランド用シューズ）を準備してください。
オフィス・アワー
講義前後に、適宜受け付けます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C030



講義コード 20100001
講義名 環境論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期（重複②）
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

環境保全に関する研究と自治体の環境政策の立案支援に関する実務経験に
基づいて環境論の授業を行う。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 園田 陽一 指定なし

授業の概要と教育目標
環境問題は社会、経済、健康、自然環境への影響は多岐にわたります。過去の社会は、環境保
護、自然保護のように環境を人間活動から保護することが目的でした。しかし、これからの社会
は、環境共生型社会であり、持続可能な社会が求められています。私たちは、地球の生物多様性
を基盤とし、それらを消費して生きています。生物多様性は、地球の気象調節から国土や都市の
基盤であり、農林水産業、観光業など自然を利用するものだけでなく、多くの社会経済の基盤と
なる重要な要素です。本授業では、身近な環境問題を生物多様性の観点から概観し、持続可能な
地域社会の在り方について講義します。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学のディプロマポリシーに示すように、人間を取り巻く環境について、社会環境、自然環境な
ど多角的な側面から環境を科学的に理解し、人間が健康で豊かに暮らせる社会の実現にたいし
て、看護学や栄養学と関連付けて、貢献できるようになる。
到達目標
環境問題について、過去に問題となっていた公害や近年の地球温暖化など、劇的に変化する地球
環境について、学生が大学生活を通して、持続可能な社会を築くための活動を実践するととも
に、現代社会の中で話題となっている環境問題について科学的に説明できる基礎的な知識を身に
つける。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニング

の内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
園
田
陽
一

ガイダンスと環境問題
本授業の目的や到達目標と成
績評価の方法についてのガイ
ダンスと環境問題について概
説します。

学生のアンケート結果
に基づいて、環境問題
についての基礎知識を
確認し、授業計画に活
かす

毎日30分程度新聞に目
を通し、現代社会にお
ける環境問題に関する
記事を読む

園 生物多様性と持続可能な利用 生物多様性につい 授業の前後に1～2時間



第2回 田
陽
一

なぜ、生物多様性なのか。生
態系サービスとなぜ持続可能
な利用が必要なのかについて
理解する。

てDVDを視聴し、生物
多様性とはどのような
ものかを視覚的に理解
する。

程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第3回
園
田
陽
一

生態系サービスとは
地球と自然環境、生態系の構
成要素とその役割を理解しま
す。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第4回
園
田
陽
一

生物多様性への劣化
人間活動と生物多様性の危
機、生態系サービスの劣化、
公害問題等について理解しま
す。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第5回
園
田
陽
一

都市化と環境問題
グローバルな人口増加と都市
の集中がもたらす環境問題を
理解します。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第6回
園
田
陽
一

地球温暖化と都市のヒートア
イランド現象
地球温暖化とヒートアイラン
ド現象の違いについて概説
し、その影響がもたらす気候
変化のメカニズムを理解しま
す。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第7回
園
田
陽
一

小テスト
グローバルな地球環境の変化
オゾン層の破壊、砂漠化、酸
性雨、森林減少などグローバ
ルな地球環境の変化について
理解します。

6回までの内容について
小テストを行い、テス
トの成果を学生に
フィードバックし、内
容を復習する
地球温暖化による地球
環境への影響を映像を
通して体感する

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第8回
園
田
陽
一

環境をめぐる世界的な動き
地球環境問題を解決するため
の世界的な動向、日本の取り
組みについて理解します。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第9回
園
田
陽
一

わが国の環境に関わる法律
日本の環境施策について理解
します。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第10回
園
田
陽
一

環境アセスメントとミティ
ゲーション
開発行為に対して、公害や自
然環境の破壊を未然に防ぐ法
的措置とその代替技術につい
て理解する。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第11回
園
田
陽
一

カーボンオフセットと生物多
様性オフセット
二酸化炭素排出量削減の取り
組みや同様のオフセット制度

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に



の仕組みを理解する。 目を通す

第12回
園
田
陽
一

生物多様性地域戦略とは
わが国の生物多様性基本法、
生物多様性国家戦略に基づい
た生物多様性地域戦略につい
て理解します。

教員が自治体の施策立
案支援で行った戦略策
定のプログラムを用い
て環境政策への理解を
深める

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第13回
園
田
陽
一

環境への関心を高める取り組
み
環境共生型まちづくりや、エ
コツーリズムなど環境へ関心
をもつための仕組みづくりや
取り組みについて紹介しま
す。

実際のエコツーリズム
の内容を理解し、学生
自身が環境共生社会へ
の理解を深める

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第14回
園
田
陽
一

環境教育とESD
環境教育や持続可能な開発の
ための教育についてふれ、次
世代の子供たちの教育につい
て考えます。
企業の社会的責任と自然資本
現代企業の社会的責任として
の自然環境保全から自然資本
としての積極的な活用へ、企
業の取り組みについて理解し
ます。

ESDについて環境教育
プログラムを用いて、
授業の中で実践する。

授業の前後に1～2時間
程度テキストの内容と
インターネット等を活
用して、最新の記事に
目を通す

第15回
園
田
陽
一

試験の実施
14回までの内容について試験
の実施

試験に備えて、14回ま
での内容の復習する

教科書
東京商工会議所編著 ECO検定（環境社会検定試験）公式テキスト 日本能率マネジメントセン
ター
参考書
必要なとき講義中に提示する
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
レポートの提出(20%)、期末試験(80%)をもとに総合的に評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
アンケートや小テスト、試験を実施した際に、学生の回答に対して、正しい回答をフィードバッ
クする。
履修のポイント
レポートの提出を求めることがある。
オフィス・アワー
授業日の、授業開始前もしくは終了後に教室等で相談に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C081



講義コード 20110001
講義名 人間発達学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 篠原 貴子 指定なし

授業の概要と教育目標
本講義は、人間の発達過程に関して、社会学や心理学の視点から検討する。また、社会状況や社
会的役割の変化によって生じる個人の諸問題を具体的に取り上げ、誕生から人生の終わりにいた
るまでの人間の成長のあり方を考える。
本講義の目標は、それぞれの発達段階における課題を考察するとともに、現代人の抱える問題を
理解することである。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から人間についての理解を深めるため、社会・心理的側面から人間発達の基本的
知識を身に付ける。また、人間のライフステージやライフサイクルに関する知識は、他者への理
解を助け、実践の場でも役立つことになる。
到達目標
1．人間の発達に関する知識を学び、人の一生を社会学及び心理学の視点から説明できる。
2．人生のあり方を学び、自己や他者への理解と関心を深める。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回 発達課題
予習90分：この分野への知識
や関心を高める。
復習90分：配布資料を見直
す。

第2回 発達概念と発
達の理論

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第3回 生涯発達の視
点

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。



第4回 乳幼児期の発
達

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第5回 児童期の発達 児童期の発達に関する作品を鑑賞
し、コメントを書く。

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第6回 家族の役割と
社会化

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第7回 青年期の発達
予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第8回 成人期の発達
と課題

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第9回 現代社会と若
者

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第10回 就労と職業生活
予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第11回 女性のキャリア形成
予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第12回 中年期の抱える問題
予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第13回 老いと社会参加
予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第14回 道徳性の発達 個人で課題に取り組み、グループ
で話し合う。

予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

第15回 発達と自己
予習90分：事前学習をする。
復習90分：配布資料を見直
す。

教科書
必要な資料は随時配布
参考書
授業時に随時紹介
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業態度や試験結果で総合評価する。
（定期試験あるいは期末レポート70％、授業内課題30％）
課題等に対する
フィードバックの方法
リアクションペーパーを課す場合がある。重要点の確認や疑問点を解説し、学習内容の理解に役
立てる。
履修のポイント
授業内容に関して、意欲的に学習する。また、自分自身の成長と関連づけて考える。



オフィス・アワー
授業日の、授業開始前もしくは終了後に教室等で相談に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C004



講義コード 20120001
講義名 物理学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 椛沢 龍次郎 指定なし

授業の概要と教育目標
看護や栄養の専門分野を学習するうえで、「物理学」は重要な役割をもっています。本授業で
は、物理学の基礎知識や数的処理の方法、さらには、物理学の原理・原則を理解し、医療技術や
臨床現場での応用まで発展させて学習します。専門科目を理解するための導入・基礎科目とし
て、高等学校で物理を履修していなくても、十分理解できる内容と構成になっています(物理学
の基礎をまじえながら応用・事例の解説をする）。教育目標としては、看護教育や栄養教育に必
要な物理学的内容を、医療・看護・食と健康の現場との関連性を考慮していく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部看護学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から人に対する理解を深めることを目指し、物理現象の基本や法則性の理解を通
してその目的達成に資する知識を養う。看護学の基礎となる人体のしくみを理解する基盤となる
学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
・物理学の基礎「原理・原則」を理解できる。
・看護・栄養分野への物理学の応用を理解できる。
・基礎から専門分野への発展・応用ができるようにする。
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 ・物理量と単位系 ・物理量の測定 ・物理学と
医療機器

予習90分：高校の教科書があれ
ば見直す。
復習90分：配布資料を見直す。

第2回 ・人体のてこ ・垂直跳び ・歩行と振り子 ・医
療機器と力学

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第3回 ・大気圧と静水圧 ・圧力計 ・弾性薄膜 ・表面 予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。



張力 ・陰圧 ・肺胞と表面張力 復習90分：配布資料を見直す。

第4回 ・心臓と血液の流れ ・血圧の変化 ・血圧測定
予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第5回 ・気体を流す場合 ・液体を流す場合（点滴装置
の原理）

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第6回 ・温度と温度計 ・熱と比熱 ・融解と蒸発 ・熱
と仕事（エネルギー）

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第7回
・体温と温度調節 ・体内で発生する熱 ・身体
からの放熱
・生理的体温調節機構 ・物理的放熱機構

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第8回
・平衡温 ・水銀温度計 ・電子体温計 ・耳式体
温計
・サーモグラフィー

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第9回 ・音の性質 ・耳の構造 ・聴覚 ・音波の医療へ
の応用

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第10回 ・反射と屈折 ・スペクトル ・レンズとメガネ
・光の医療への応用

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第11回 ・電流、電圧、電気抵抗 ・直流と交流 ・電力
と熱

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第12回 ・生体における静電気現象 ・心臓の刺激伝導系
・医療における主な応用機器

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第13回 ・原子の構造と原子核 ・原子の定常状態 ・放
射線と性質

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第14回 ・放射線の基礎知識 ・放射線による障害とその
防護 

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

第15回 ・医療における放射線の応用 ・Ｘ線ＣＴ ・Ｍ
ＲＩ装置 ・ポジトロンＣＴ装置

予習90分：新聞や雑誌等で医療
保健の問題を考える。
復習90分：配布資料を見直す。

教科書
特に使用しません。
参考書
適宜紹介します。
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上。
最終レポート（各回に対応する課題をまとめて提出）100％で評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で課題を出した際には、その解説を行うので（フィードバック）、事後の学習内容の理解
に役立てること。



履修のポイント
新聞や雑誌・書籍等を通して、科学技術と人間及び医療保健について考えるようにする。健康や
医療に関する種々の事象・応用が、どのようなしくみで成り立っているのかを考えながら履修す
ること。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C005



講義コード 20130001
講義名 生物学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
管理栄養士になるために学ぶ教科目の中で、生物学が関与する内容は非常に多い。高校時代に
｢生物｣を履修してこなかった学生にも解りやすく、今後の授業で障害とならないよう、特に私た
ちヒトに関する内容（細胞、遺伝、免疫など）を中心に講義する。また最新のバイオテクノロ
ジーやバイオサイエンスの情報なども織り込んでいく。管理栄養士として“私たちのヒトのから
だのメカニズム”を知る上で必要な基礎的な知識を深めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、私たちヒトのからだのメカニズムに対する理解を深めることを目指し、さらに本学の建
学の精神である“社会に出て役立つ人材の育成”に基づき、管理栄養士として必要な生物学の基礎
を習得させることを目指すものとする。
到達目標
生命の基本単位である“細胞”に共通の基本構造および機能を踏まえ、細胞の発生・遺伝・進化の
しくみについて理解する。またこれらを通じて、私たちの生体内で起こる様々な生命現象を理解
するための基礎を身につけることを目標とする。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回

進化論の登場、
地球上の生物に
共通すること、
生物体のつくり
と階層性など

私たちヒトがどのようにして生まれて
きたのか、また進化してきたのかなど
質疑応答する。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で



きなかった内容につ
いて調べる。

第2回
細胞を構成して
いる物質、細胞
小器官の構造と
機能など

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第3回
形質を決めてい
るものを求め
て、遺伝子とし
てのDNAなど

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第4回
ATPの産生、代謝
経路のネット
ワークなど

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第5回 タンパク質のさ
まざまな機能

“たんぱく質とは何か”をもとに学生たち
がイメージするものを回答させ、私た
ちに対してたんぱく質がどのように機
能・関与しているのかを理解する。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第6回
細胞間の情報交
換、ホルモンと
受容体で情報を
伝えるなど

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第7回
DNAの複製、細
胞周期と体細胞
分裂など

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ



いて調べる。

第8回
減数分裂、生殖
細胞の形成、受
精など

私たちにとって体細胞分裂や減数分裂
が行われなかった場合にどのような不
具合が生じるかを意見させ、細胞分裂
の意義について検討する。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第9回

非特異的生体防
御機構、特異的
生体防御機構、
免疫機能の制御
など

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第10回
細胞の再生、細
胞が死ぬとき、
老化・寿命と遺
伝子の関係など

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第11回

内部環境を一定
に、制御中枢に
よる情報の処理
と調整、動物の
行動など

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第12回
進化と多様性の
創出、地球上の
生物多様性を守
るためになど

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第13回
遺伝とは、メン
デルの研究と遺
伝の法則など

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。



第14回 さまざまな遺伝

“さまざまな遺伝”について説明後、血液
型や耳あかなど私たちの身近な遺伝の
優劣について調査し、日本人全般の優
劣の比率とクラスの比率に差があるの
かを検討する。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第15回
性と遺伝、性染
色体と性の決
定、伴性遺伝な
ど

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

教科書
『基礎から学ぶ 生物学・細胞生物学』第３版 和田 勝著（羊土社）
参考書
単元ごとにプリント教材を配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 筆記試験100％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に問題を提示したり、課題を課すことがある。学期末の筆記試験にも関与する事柄なの
で、必ず復習しておくこと。また、単元ごとに復習問題を配付するので、必ず問題を解いて授業
内容の理解に役立てること。
履修のポイント
教科書の内容以外の事柄についても取り入れていくので、授業には積極的に参加すること。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C006



講義コード 20140001
講義名 化学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
化学の知識は、管理栄養士・栄養士として、栄養学を理解し、実践するために必須である。単位
換算や濃度計算、栄養学に関連する化学の基礎を理解することを目標とする。
高校で化学を学習していない、あるいは、化学に苦手意識の強い学生が、生化学や栄養学を理解
できるよう物質の成り立ち、溶液の濃度や性質、化学変化など化学の基礎を学習する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
化学は学部共通科目（人間と環境）に配当された選択科目であり、栄養学を理解するうえで、化
学の知識は必須である。本学の建学の理念である「社会に出て役立つ人間」となり得る知識を修
得した管理栄養士・栄養士になるために、そして、卒後に栄養学の理解をさらに深めるためにも
化学の基礎を身に着けることが大切である。
到達目標
栄養学を理解するための化学の基礎知識を身に付け、次の１）〜５）ができる。
１）パーセント濃度、モル濃度、希釈の計算 
２）SI 単位の理解、単位変換
３）原子、分子、イオン、化学結合の理解
４）酸・塩基、酸化・還元、浸透、pHの理解 
５）化学反応と化学平衡

授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習
と
そのために
必要な時間

第1回
小
林

第1章 単位 単位換算 有効
数字

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説

これまでの化学の学習状況について
意見交換し、自分に必要な勉強方法

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分



葉
子 する。理解度の確認のため、授業時間内に教科書の
問題を解く。

を考える。 問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第2回
小
林
葉
子

第2章 原子 イオン

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する。

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第3回
小
林
葉
子

第3章 元素 周期表 電子配
置

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第4回
小
林
葉
子

第4章 イオン結合 共有結合

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第5回
小
林
葉
子

第4章 金属結合 その他の結
合

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第6回
小
林
葉
子

第5章 原子量 分子量 物質
量

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第7回
小
林

第5章 化学反応式
スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分



葉
子
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第8回
小
林
葉
子

第6章 溶液の濃度
パーセント濃度 モル濃度 

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第9回
小
林
葉
子

第6章 溶液の濃度
パーセント濃度 モル濃度
の変換

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第10回
小
林
葉
子

第6章 
パーセント濃度 モル濃度
の変換 希釈 

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第11回
小
林
葉
子

第7・8・9章 酸化・還元 物
質の三態 気体の性質

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第12回
小
林
葉
子

第10章 化学反応と熱エネル
ギー

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第13回
小
林
葉

第11章 化学反応と化学平衡

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使



子 め、授業時間内に教科書の
問題を解く。 読んで理解する 用し、授業

内容を復習
する。

第14回
小
林
葉
子

第12・13・14章
水と溶液 浸透圧 酸・塩基
pH

スライド、教科書、参考書
を用いて、学習内容を解説
する。理解度の確認のた
め、授業時間内に教科書の
問題を解く。

前回の授業範囲の理解度を、小試験
として確認する。わからなかった問
題は、授業内の質問時間に質問す
る、あるいは、各自問題集の解答を
読んで理解する

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

第15回
小
林
葉
子

第1章〜第14章の範囲のま
とめ

課題
第1章〜第14章の範囲の総
合的な問題を解き、理解を
確認する。

化学の授業で学んだ範囲の総合的な
問題を解き、解答を出す。課題がわ
からなかった場合、各自で調べると
共に、相互に議論し理解を深める。

予習90分
学習範囲の
教科書を読
む
復習90分
問題集を使
用し、授業
内容を復習
する。

教科書
はじめて学ぶ化学 野島高彦 化学同人
インプレス基礎化学 浜島書店
サイエンスビュー化学総合資料
参考書
入学前教育テキスト
成績評価の方法・基準
授業内の総合的な問題及び小試験の評価が60点以上 （総合的な問題 80% 小試験 20％）
課題等に対する
フィードバックの方法
時間内の小試験は、インプレス基礎化学や教科書から問題を選ぶ。小試験の回答から、必要と判
断した場合は時間内に解説する。
履修のポイント
2回目以降は、前回の授業範囲のインプレス基礎化学の問題の小試験を行う。
自らで学習し、理解するようにする。授業内で理解したつもりになっても、自己学習をすると理
解できていないことに気づくことがある。その場合は、教科書を調べ、理解をするようにする。
授業のスライドは、配布しない。
理解度により授業進行を変更する場合がある。授業内容の変更は授業内で説明するため、授業は
休まないで出席すること。
高校までの履修状況に差があるため、各自の努力のみならず、受講者間での学び合いも必要であ
る。
オフィス・アワー
月〜金の昼休み（だたし、3限が授業の日を除く） 11号館3階16研究室
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C007





講義コード 20150001
講義名 生活とデザイン
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 久保田 恵美子 指定なし

授業の概要と教育目標
私たちは、多くの優れたデザインに囲まれ生活をし、大きな影響を受けています。
その デザインの言葉の語源はラテン（designare）から由来していると言われ、意匠、設計、創
意工夫です。
つまりアイデアを何らかの形として創意工夫しながら表現するともいえるでしょう。
本授業ではデザインの歴史を学びながら、生活とデザインの関係性について考察しデザインする
上で重要なカラー（色）についても多角的に学び、カラー（色）が人に対する影響、“色の持つ
パワー”により、生活空間を快適にさせ、” 目 ”” こころ ”で判断する以前に、色を肌で感じ、ま
た、体内で感じ、色が人間に与える影響等々を視野に入れながら生活とデザインを学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学科のディプロマ・ポリシーと関連させ、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面からデ
ザインや、色に対する理解を深め、生活とデザインの関係を考察し知識を養い、生活の中で実践
できることを目標とします。
到達目標
デザインの意味や歴史を学び、また、生活の中で色が人間に与える影響等々を考察し、いかに生
活空間を快適にさせ、より良い社会生活が営まれることを目標としながら、それを踏まえた上で
アイデアを何らかの形として表現することができる。
授業計画

担当者 授業内容と方
法、課題

アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 久保田
恵美子

デザインとは
何かⅠ

履修者に対し 
質問・ディスカッショ
ン等を行う

予習９０分：
デザインについて考察する
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

久保田 デザインとは 履修者に対し 
予習９０分：
デザインについて考察する



第2回 恵美子 何かⅡ 質問・ディスカッショ
ン等を行う

復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第3回 久保田
恵美子

デザインとは
何かⅢ

履修者に対し
質問・ディスカッショ
ン等を行う

予習９０分：
デザインについて考察する
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第4回 久保田
恵美子

デザインの近
代史Ⅰ

履修者に対し 
質問・ディスカッショ
ン等を行う

予習９０分：
アーツ・アンド・クラフツ運動
について調べる
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第5回 久保田
恵美子

デザインの近
代史Ⅱ 

→ レポート提
出

履修者に対し 
質問・ディスカッショ
ン等を行う

予習９０分：
アール・ヌーボーやアール・デ
コについて調べる
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをし、レポートをまとめる

第6回 久保田
恵美子 色の潜在力Ⅰ

履修者に対し 
質問・ディスカッショ
ン等を行う

予習９０分：
色のパワーついて調べる
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第7回 久保田
恵美子 色の潜在力Ⅱ

履修者に対し 
実験、体感、質問・
ディスカッション等を
行う

予習９０分：
色のパワーについて調べる
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第8回 久保田
恵美子 色の潜在力Ⅲ

履修者に対し 
実験、体感、質問・
ディスカッション等を
行う

予習９０分：
自分の好む色について調べる
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第9回 久保田
恵美子

快適生活の色
彩Ⅰ

履修者に対し 
体感、質問・ディス
カッション等を行う

予習９０分：
快適生活の中の色彩調査
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをする

第10回 久保田恵美子

快適生活の色
彩Ⅱ 

→ レポート提
出

履修者に対し 
体感、質問・ディス
カッション等を行う

予習９０分：
生活の中で一般的に多く使われ
ている色の調査
復習９０分：
授業内容の復習や配布資料の見
直しをし、レポートをまとめる

第11回 久保田恵美子
生活の中の雑
貨デザイン制
作

履修者に対し 
体感、質問・ディス
カッション等を行う

予習９０分：
自分で制作する雑貨を考える
復習９０分：
自分で制作する雑貨デザインを
考え素材を検討し研究する
予習９０分：



第12回 久保田恵美子
生活の中の雑
貨デザイン制
作

履修者に対し 
質問・ディスカッショ
ン等を行う

自分で制作する雑貨デザインを
考える
復習９０分：
雑貨デザイン考え決定

第13回 久保田恵美子
生活の中の雑
貨デザイン制
作

履修者に対し 
質問や意見交換等を行
う

予習９０分：
自分で制作する雑貨デザインの
素材を検討し研究／材料の準備
復習９０分：
材料の調達／作品の制作

第14回 久保田恵美子
生活の中の雑
貨デザイン制
作

履修者に対し 
質問や意見交換等を行
う

予習９０分：
制作する雑貨に必要とする素材
研究し準備する
復習９０分：
作品の制作

第15回 久保田恵美子

生活の中の雑
貨デザイン制
作

→ 作品を完成
させ提出

履修者に対し 
質問や意見交換等を行
う
作品の講評

予習９０分：
制作する雑貨を完成するよう準
備する
復習９０分：
作品を完成させる

教科書
使用しません
参考書
使用しません
成績評価の方法・基準
単位認定 ６０点以上
レポート ３０%
課 題 ５０%
授業に対しての姿勢２０%
課題等に対する
フィードバックの方法
プリントを配布しますので授業内での理解に役立てて下さい
授業内でレポートや実技課題を課します
履修のポイント
授業に対し積極的に取り組んで下さい
オフィス・アワー
月曜９時〜13時20分
11号館同窓会事務局内
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C071



講義コード 20160001
講義名 地域社会学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 篠原 貴子 指定なし

授業の概要と教育目標
近代社会は、社会構造や生活様式に大きな変化をもたらした。特に、農村から都市への人口流出
や都市化は、コミュニティや個人を取り巻く環境を転換させた。本講義では、都市や農村に関す
る社会学の展開を中心に学ぶとともに、社会を構成する主要な組織が担う役割や課題を経済や文
化の側面から把握する。
本講義の目標は、地域社会の歴史や課題を理解し、社会学的思考を身に付けることである。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から人間に対する理解を深めることを目指し、社会的側面から学ぶことで多角的
な視点から物事を捉える能力や柔軟な思考力を養う。
到達目標
1．講義内容を踏まえて、地域社会が抱える現代的課題を発見し、読み解く力を培う。
2．講義で紹介した概念や理論を用いて、地域社会の問題や身近な事象を説明できる。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回 地域社会学の意
義と課題

予習90分：この分野へ
の知識や関心を高める学
習をする。
復習90分：配布資料を
見直す。

第2回 都市社会学の展
開

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。
予習90分：事前学習を
する。



第3回 近代化論 復習90分：配布資料を
見直す。

第4回 都市空間と人間
形成

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第5回 高度経済成長と
農村社会

高度経済成長期を描いた作品を鑑賞
し、これまでの学習した知識を踏まえ
てコメントを書く。

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第6回 地域と政治
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第7回 町内会の変遷と
課題

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第8回 東京の都市空間
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第9回 グローバル化と
地域社会の変貌

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第10回
エスニック・コ
ミュニティの形
成

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第11回 住民生活と行政
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第12回 現代の農村社会
予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第13回 地域の復興と観光
地域活性化の観光事例の紹介やフィー
ルドワークでの経験を話し合う。

予習90分：課題内容を
学習する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第14回
新たなコミュニ
ティの創出と地
域社会

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

第15回 地域社会学の展望

予習90分：事前学習を
する。
復習90分：配布資料を
見直す。

教科書



必要な資料は随時配布
参考書
鈴木広監修 『地域社会学の現在』 （ミネルヴァ書房）
成績評価の方法・基準
成績評価 60点以上 授業態度や試験結果で総合評価する。
（レポートあるいは定期試験70％、授業内課題30％）
課題等に対する
フィードバックの方法
リアクションペーパーを課す場合がある。重要点の確認や疑問点を解説し、学習内容の理解に役
立てる。
履修のポイント
授業内容に関して、意欲的に学習する。
オフィス・アワー
授業日の、授業開始前もしくは終了後に教室等で相談に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C072



講義コード 20170001
講義名 人間工学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

両名とも理学療法士として医療・介護分野での勤務経験があります。本講
義では人体の運動機能の理解を深め、生活場面でどのように機能している
のかを学び体験します。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 松村 昌俊 指定なし
教 員 亀井 実 指定なし

授業の概要と教育目標
本講義では、我々を取り巻く社会環境への理解を深め、人間の運動機能を理解し、日常生活動作
を考慮した福祉機器、住環境に関して医療・福祉の分野での実践的知識や、日常生活における動
作を運動学的視点から分析する方法を学び、障害者や高齢者の日常生活を援助する観点から福祉
用具の活用や住環境整備の方法を説明できるようになることを目指します。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本講義では、偏見や先入観を持たずに、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面から全人
的に対象者を理解するために、精神面、身体面から人間の諸活動を考察できるようになることを
目指します。
福祉、臨床の現場でチーム医療の一員として活躍し、そこで調整する能力及び問題を解決する能
力を修得するための機会として、理学療法士の視点と考え方を共有します。
多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイクルを理解するための機会として、ノーマライ
ゼーションの視点から実生活を観察する考え方を共有します。
到達目標
1.人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面から理解している
2.人間の運動機能である関節可動域や筋力が力学的にどのように作用しているかについて説明で
きる
3.日常生活における動作を運動学的視点からの分析方法を説明できる
4.障害者や高齢者の日常生活を援助する観点から福祉用具の活用や住環境整備の方法を説明でき
る

5.看護学の基礎となる、人体のしくみ、健康の諸側面、健康生活と社会との関係について、理解
している。さらに、医療者として必要な倫理、守るべき法令を理解し、それに沿って行動できる

6.看護の基本精神・基礎技術を理解した上で、さまざまな健康レベル、あらゆる発達段階におけ
る科学的知識を修得し、実践的な援助技術を修得している



7.看護学を系統的に理解し、看護の基礎や健康問題別発達段階別看護で学んだ知識と技術を統合
することができる。また、臨床現場でチーム医療の一員として活躍し、そこで調整する能力及び
問題を解決する能力を修得している。
授業計画

担当者 授業内容と方法、課題
予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回 松村
昌俊

（オリエンテーション）
重心と姿勢、バランスについて学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第2回 松村
昌俊 日常生活動作における転倒と転倒予防について学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第3回 松村
昌俊

関節可動域の評価と日常生活動作に必要な関節可動域に
ついて学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第4回 松村
昌俊 筋力の評価と日常生活動作に必要な筋力について学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第5回 松村
昌俊 立ち上がり動作をはじめとする動作分析について学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第6回 松村
昌俊 歩行分析について学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第7回 松村
昌俊 歩行補助具の種類と杖歩行のパターンについて学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第8回 松村
昌俊

福祉用具の活用や住環境整備の実際の事例について紹介
する

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直



す

第9回 松村
昌俊

ノーマライゼーションとバリアフリーの概念を解説し事
例を紹介する

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第10回 松村昌俊
ユニバーサルデザインとアクセシビリティの概念を解説
し事例を紹介する

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第11回 亀井実 身体特性に応じた福祉機器について学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第12回 亀井実 車椅子操作を体験し、車いす利用者の視点について学ぶ

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第13回 亀井実
ボディメカニクスを使った援助、食事の援助について学
ぶ（講義）

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第14回 亀井実
ボディメカニクスを使った援助、食事の援助について学
ぶ（実演）

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

第15回 松村昌俊 これまでの講義のまとめを行う

講義内容につい
て
予習90分、復
習90分
配付資料を見直
す

教科書
なし（授業時に資料を配布する）
参考書
なし（授業時に資料を配布する）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上（定期試験100％評価）（授業中の提出物を加味して最終的な点数を算出す
る）
課題等に対する



フィードバックの方法
授業中に出た課題等は、当日もしくは後日の授業中にフィードバックを行います。
実技については、授業中に都度、フィードバックを行います。
履修のポイント
授業中の課題に積極的に取り組むことで、専門職としての学びが深まります。
小テストや試験に真摯に取り組むことで、国家試験受験時の準備ができます。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C023



講義コード 20180001
講義名 行動科学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期（重複①）
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 徐 淑子 指定なし

授業の概要と教育目標
この授業では、人々が健康を守る行動を起こすときにどんな心理社会的仕組みが働いているのか
について、学びます。また、それらの知識を健康教育や患者教育にどのように応用できるかにつ
いて、考えます。まずは、じぶん自身の行動をモデルに当てはめて考えてみることから学習を始
めましょう。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの以下に対応します。主として、健康の維持・増進
プログラムの実践にかかわることがらを学習します。
1. 人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面から理解している。
2. 人間の健康を規定する要因として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・
増進プログラムを実践するために必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知
識や技能を修得している。
到達目標
１．行動モデルを用いて，身近な健康現象を理解・説明することができるようになる。
２．国家試験の事例問題等を読み、保健行動のモデルで解釈できる記述を指摘することができ
る。
３．行動変容プログラムの骨組みを体験的に理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

アクティブ
ラーニング
の内容

第1回
徐
淑
子

健康と病気にかかわるさまざまな行動を、いくつかの視点で分類
しながら理解する。看護職者がとりあつかうケア範囲の広さを確
認する。

個人ワーク
／視聴覚資
料

第2回
徐
淑
子

生活構造論、段階的変化理論について取り上げ、保健行動の習慣
化、保健行動がどのようにして個人の生活の中に組み込まれてい
くのかについて考える。

個人ワーク
／視聴覚資
料



第3回
徐
淑
子

保健行動を説明する代表的な行動モデルについて学習する。
①教育モデルとヘルス・リテラシー 
②恐怖アピールモデルは人々の行動を変えるか
③保健信念モデルーグッド・ニュースとバッド・ニュースのバラ
ンス

個人ワーク
／視聴覚資
料

第4回
徐
淑
子

保健行動を説明する代表的な行動モデルについて学習する。
④保健行動シーソーモデルー保健動機と生活動機の連合
⑤計画的行動理論と人の判断

個人ワーク
／視聴覚資
料

第5回
徐
淑
子
社会的学習理論（自己効力感モデル）の考え方より、行動変容の
過程について考える。

個人ワーク
／視聴覚資
料

第6回
徐
淑
子
生活ストレス論の立場から、「なぜ、かんたんな保健行動が起こ
せない／続かない人がいるのか」について、考える。

個人ワーク
／視聴覚資
料

第7回
徐
淑
子

行動科学的知見を、生活習慣指導における個別支援にどのように
活用できるか、ワークをとおして体験的に学ぶ。
①認知行動療法の基本的な考え方

個人ワーク
／視聴覚資
料

第8回
徐
淑
子

行動科学的知見を、生活習慣指導における個別支援にどのように
活用できるか、ワークをとおして体験的に学ぶ。
②認知行動療法的な発想を、生活習慣指導にとりいれる

個人ワーク
／視聴覚資
料

教科書
指定教科書はありません。教員が資料を配布します。
参考書
授業中に、その都度、情報の出典を示し、より深く学習したい方のために関連書籍や文献を紹介
いたします。
成績評価の方法・基準
最終課題（レポート）100%で評価します。レポートは100点満点で、60点以上が合格となりま
す。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業の冒頭に、前回授業の復習を兼ねて、提出課題のふりかえりをいたします。
履修のポイント
・視聴覚資料を毎回視聴します。
・授業中に個別ワークにとりくんでもらいます。
・最終課題は授業中に実施するワークを統合したかたちで出題されます。学習成果を最終課題に
うまく生かせるよう、授業内ワークでその都度確認しながら学習に取り組んでください。
・私語厳禁でお願いいたします。
オフィス・アワー
非常勤講師による変則時間割（集中講義）となります。質問等は、授業の前後あるいは休憩時間
に受け付けます。講義室で声をかけるか、非常勤講師室までおいでください。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C082



講義コード 20190001
講義名 コミュニケーション論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
人との関係性に見られるコミュニケーションは、対人援助職にとって極めて重要であるとよく言
われる。では、現代においてコミュニケーション能力が求められるのはなぜなのか、そもそもコ
ミュニケーションとは何なのか、コミュニケーションが上手とか下手とかは何をもって判断され
るのか。この授業では、今日のコミュニケーション研究の成果を学修しながら、多面的にコミュ
ニケーションについて理解を深める。演習形式を取り入れながら、体験を通した学修を進める予
定である。日常的なコミュニケーション場面の特徴を広く学修し、その基本的な理論や原理を修
得し、自他を理解する基本的態度の修得を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーション
などの諸側面から人に対する理解を深めることを目指し、対人関係上で交わされるコミュニケー
ションの理解を通してその目的達成に資する知識を養う。そして、対人援助職として援助対象と
なる人の健康の諸側面、健康生活と社会との関係について、コミュニケーションの重要性を理解
し、自己理解と他者理解に基づいた援助実践ができるようになることを目指す。
到達目標
１．コミュニケーションにかかわる基本的な理論や原理を理解できる。
２．自己と他者の違いを実感し、自分の対人関係場面でみられる特徴を自覚できる。
３．他者とのコミュニケーションを通して、人の話を「聞く」とはどういうことか、自分のこと
を相手に「伝える」とはどういうことかを理解できる。
４．コミュニケーションに関する知見を、栄養指導等の場面での人とのかかわりに適用して考え
ることができる。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必
要な時間

人付き合いの
オリエンテーション（授業の進め方、成績評価等に
ついて）

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す



第1回 スタートの心
理学①

人付き合いのスタートでは、どのようなことが大切
なのかについて、グループで意見交換を行い自分の
考えを広めたり深めたりする。

る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第2回
人付き合いの
スタートの心
理学②

人間関係を深めていくためには何が大切なのかにつ
いて、グループで意見交換を行い自分の考えを広め
たり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第3回 自己理解
コミュニケーションの基本となる自分自身について
の理解を演習を通して深める。さらにグループで意
見交換を行い自分の考えを広めたり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第4回 人とかかわる
こと

対人場面での不安や緊張を軽減することについて、
演習やグループでの意見交換を行い自分の考えを広
めたり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第5回
グループメン
バーと知り合
う

仲間関係を深めることについて、演習やグループで
の意見交換を行い自分の考えを広めたり深めたりす
る。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第6回 聞き上手にな
ろう

相手の話の聞き方について演習やグループでの意見
交換を行い自分の考えを広めたり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第7回
傾聴スキルを
使って信頼関
係を築こう①

第6回で学んだスキルを活かして、よりよい関係を
築くためにロールプレイでスキルについての理解を
深める。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第8回
傾聴スキルを
使って信頼関
係を築こう②

傾聴の基本的なスキルについて演習を通して習熟す
る。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。
予習90分：



第9回 話し上手にな
ろう

自分のことを上手に伝えること、アサーションの考
え方について演習やグループでの意見交換を行い自
分の考えを広めたり深めたりする。

事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第10回
ノンバーバ
ル・コミュニ
ケーションを
学ぼう

ノンバーバル・コミュニケーションの重要性につい
て演習やグループでの意見交換を行い自分の考えを
広めたり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第11回
自分と他者の
「認知」の違
いを知ろう

自分が認知していることと他者が認知していること
にはズレが生じていることについて、演習やグルー
プでの意見交換を行い自分の考えを広めたり深めた
りする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第12回 自己理解・他者理解
ジェノグラムを使って自己理解を深め、他者理解を
深める。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第13回 恋愛の心理学
人に好意を持ったり持たれたりする仕組みについ
て、グループで意見交換を行い自分の考えを広めた
り深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第14回 職場の人間関係①
どのようなリーダーシップが生産性を上げるのかに
ついて、グループで意見交換を行い自分の考えを広
めたり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

第15回 職場の人間関係②
どのようなコミュニケーションがあれば仕事で頑張
れるのかについて、グループで意見交換を行い自分
の考えを広めたり深めたりする。

予習90分：
事前にシラバ
ス等を確認す
る。
復習90分：
配布資料の整
理、まとめ。

教科書
特に指定せず。
参考書
適宜紹介する。



成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから40問を出題）40％ レポート・課題30％
授業への積極性・態度30％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業の
振り返りの資料とその解答を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。演習を含めて授業を進めていきます。授業時間外の学
習として、幅広い興味関心のもと日常的な出来事の中の人の行動を見つめることを予習として、
本講義の配布資料・ノートの見直しやまとめを復習として勧めます。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R008



講義コード 20200001
講義名 基礎英語Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
英語の４技能は、Listening、Reading、Speaking、Writing と言われる。本科目では、基本的な英
文法や英語表現を学習し、基礎的な Listening や Reading 能力の向上を図る。またインターネッ
トを援用して英語で書かれた情報を理解する方法も習得する。これにより、後期に開講される基
礎英語Ⅱ(Speaking、Writing) の学習への円滑な移行を目標とする。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、「現代の食を考える」の教科書の学習を通し
て、英語の Listening、Reading の技能の向上を図りつつ、「現代の食」の諸側面についての理
解を深める。 
到達目標
1. 高校までの基本的な英文法を復習し、Reading 能力の向上を図る。
2. CDやインターネットの音声データを利用してListening 能力を高める。
3. Exerciseの解答や課題の提出はワードでできるようにする。
4. インターネットの辞書・翻訳機能を利用できるようにする。

授業計画
担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
野
中
博
雄

Outline 

評価方法、授業の進め方等の説
明
課題：英語に対する自己の印
象、自己紹介、ある語の連想語
などの質問に対する答えを作成
する。 



第2回
野
中
博
雄

Counting
Calories 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第3回
野
中
博
雄

A New Sports
Tradition 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第4回
野
中
博
雄

As American
as Apple Pie 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第5回
野
中
博
雄

Use as
Directed 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第6回
野
中
博
雄

The End of
Home
Cooking 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第7回
野
中
博
雄

Just Follow
the Recipe 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第8回
野
中
博
雄

Supplemental
Health 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第9回
野
中
博
雄

Time for Tea
Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第10回
野
中
博
雄

Fresh from
the Garden 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第11回
野
中
博
雄

Local
Delicacies 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第12回
野
中
博
雄

Trick or
Treat! 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す

 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 



る。

第13回
野
中
博
雄

Giving
Thanks 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第14回
野
中
博
雄

Turkey and
All the
Trimmings 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第15回 Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習
内容の復習をするので、配布
資料を確認し、まとめておく
こと。 

教科書
Food for Thought 「現代の食を考える」（南雲堂） 
参考書
Internet Materials （毎回英語の歌などの聞き取りをする） 
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 
筆記試験：50%、
課題、授業参加度等:50% 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。 
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R009



講義コード 20200002
講義名 基礎英語Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
英語の４技能は、Listening、Reading、Speaking、Writing と言われる。本科目では、基本的な英
文法や英語表現を学習し、基礎的な Listening や Reading 能力の向上を図る。またインターネッ
トを援用して英語で書かれた情報を理解する方法も習得する。これにより、後期に開講される基
礎英語Ⅱ(Speaking、Writing) の学習への円滑な移行を目標とする。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、「現代の食を考える」の教科書の学習を通し
て、英語の Listening、Reading の技能の向上を図りつつ、「現代の食」の諸側面についての理
解を深める。 
到達目標
1. 高校までの基本的な英文法を復習し、Reading 能力の向上を図る。
2. CDやインターネットの音声データを利用してListening 能力を高める。
3. Exerciseの解答や課題の提出はワードでできるようにする。
4. インターネットの辞書・翻訳機能を利用できるようにする。

授業計画
担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
野
中
博
雄

Outline 

評価方法、授業の進め方等の説
明
課題：英語に対する自己の印
象、自己紹介、ある語の連想語
などの質問に対する答えを作成
する。 



第2回
野
中
博
雄

Counting
Calories 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第3回
野
中
博
雄

A New Sports
Tradition 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第4回
野
中
博
雄

As American
as Apple Pie 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第5回
野
中
博
雄

Use as
Directed 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第6回
野
中
博
雄

The End of
Home
Cooking 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第7回
野
中
博
雄

Just Follow
the Recipe 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第8回
野
中
博
雄

Supplemental
Health 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第9回
野
中
博
雄

Time for Tea
Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第10回
野
中
博
雄

Fresh from
the Garden 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第11回
野
中
博
雄

Local
Delicacies 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第12回
野
中
博
雄

Trick or
Treat! 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す

 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 



る。

第13回
野
中
博
雄

Giving
Thanks 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第14回
野
中
博
雄

Turkey and
All the
Trimmings 

Listening, Reading, Exercises
会話文はペアで練習する。
Exercisesもペアで回答する。
課題はペアで作成し、提出す
る。 

予習90分：教科書該当範囲の
単語、表現等を調べる。復
習90分：既習内容の確認。 

第15回 Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習
内容の復習をするので、配布
資料を確認し、まとめておく
こと。 

教科書
Food for Thought 「現代の食を考える」（南雲堂） 
参考書
Internet Materials （毎回英語の歌などの聞き取りをする）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 
筆記試験：50%、
課題、授業参加度等:50% 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。 
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R009



講義コード 20210001
講義名 基礎英語Ⅱ（Aクラス）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
英語の４技能は、Listening、Reading、Speaking、Writing と言われる。本科目では、基本的な英
文法や英語表現を学習し、基礎的な Speaking や Writing 能力の向上を図る。またインターネッ
トを援用して Speaking や Writing に必要な英語表現を作成する方法も習得することを目標とす
る。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、教科書やインターネット資料の学習を通し
て、英語の Speaking や Writing 技能の向上を図りつつ、英語におけるコミュニケーションの諸
側面についての理解を深める。 
到達目標
1. テキストのUnitで学習するトピックスに関する Speaking, Writing 能力を高める。
2. Exerciseの解答や課題の提出はワードでできるようにする。
3. インターネットの辞書・翻訳機能を利用してSpeaking Writing に利用できるようにする。

授業計画
担
当
者

授業内容と
方法、課題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
野
中
博
雄

Outline 

Textbook, Course
Outline, Grading
System, 
Classroom
Procedures
評価方法、授業の
進め方等の説明 
Vocabulary,



第2回
野
中
博
雄

Self-
Introduction

Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第3回
野
中
博
雄

Self-
Introduction

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第4回
野
中
博
雄

My College 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第5回
野
中
博
雄

My College 

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第6回
野
中
博
雄

Family and
Home Town

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第7回
野
中
博
雄

Family and
Home Town

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第8回
野
中
博
雄

Pastimes
and
Hobbies 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

Speaking, Practice,



第9回
野
中
博
雄

Pastimes
and
Hobbies 

Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第10回
野
中
博
雄

Weekends 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第11回
野
中
博
雄

Weekends 

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第12回
野
中
博
雄

Friends 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第13回
野
中
博
雄

Friends 

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第14回
野
中
博
雄

High School
Days 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第15回
野
中
博
雄

Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習内容の復習を
するので、配布資料を確認し、まとめてお
くこと。 

教科書
Can't Stop Writing 「英語で書いてみよう」 （三修社） 
参考書



Internet Materials （毎回英語の歌などの聞き取りをする） 
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 
筆記試験：50%、
課題、授業参加度等:50% 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。 
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R023



講義コード 20210002
講義名 基礎英語Ⅱ（Bクラス）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
英語の４技能は、Listening、Reading、Speaking、Writing と言われる。本科目では、基本的な英
文法や英語表現を学習し、基礎的な Speaking や Writing 能力の向上を図る。またインターネッ
トを援用して Speaking や Writing に必要な英語表現を作成する方法も習得することを目標とす
る。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、教科書やインターネット資料の学習を通し
て、英語の Speaking や Writing 技能の向上を図りつつ、英語におけるコミュニケーションの諸
側面についての理解を深める。 
到達目標
1. テキストのUnitで学習するトピックスに関する Speaking, Writing 能力を高める。
2. Exerciseの解答や課題の提出はワードでできるようにする。
3. インターネットの辞書・翻訳機能を利用してSpeaking Writing に利用できるようにする。

授業計画
担
当
者

授業内容と
方法、課題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
野
中
博
雄

Outline 

Textbook, Course
Outline, Grading
System, 
Classroom
Procedures
評価方法、授業の
進め方等の説明 
Vocabulary,



第2回
野
中
博
雄

Self-
Introduction

Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第3回
野
中
博
雄

Self-
Introduction

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第4回
野
中
博
雄

My College 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第5回
野
中
博
雄

My College 

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第6回
野
中
博
雄

Family and
Home Town

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第7回
野
中
博
雄

Family and
Home Town

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第8回
野
中
博
雄

Pastimes
and
Hobbies 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

Speaking, Practice,



第9回
野
中
博
雄

Pastimes
and
Hobbies 

Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第10回
野
中
博
雄

Weekends 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第11回
野
中
博
雄

Weekends 

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第12回
野
中
博
雄

Friends 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第13回
野
中
博
雄

Friends 

Speaking, Practice,
Writing
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第14回
野
中
博
雄

High School
Days 

Vocabulary,
Reading, Listening
会話文はペアで練
習する。
Exercisesもペアで
回答する。
課題はペアで作成
し、提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表現等
を調べる。復習90分：既習内容の確認。 

第15回
野
中
博
雄

Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習内容の復習を
するので、配布資料を確認し、まとめてお
くこと。 

教科書
Can't Stop Writing 「英語で書いてみよう」 （三修社） 
参考書



Internet Materials （毎回英語の歌などの聞き取りをする） 
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 
筆記試験：50%、
課題、授業参加度等:50% 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。 
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R023



講義コード 20220001
講義名 実践英会話（Aクラス）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
テキストのトピックに応じた英会話表現やインターネットネットで映画のセリフの英会話表現を
活用して実生活に必要な英会話表現をペア・ワークで学習する。さらに、インターネットやプリ
ント資料などで時事的なトピックスや栄養学科専攻学生に必要な英会語表現も学習する。本科目
は様々な状況で実践的に応用できる英会話表現を習得することを目標とする。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、テキストとインターネットネット教材の学習
を通して、英語の Listening と Reading の技能の向上を図りつつ、多くの実践的な英会話表現を
学習する。さらに時事・文化的な表現も学習し、国際社会人として、外国文化の理解を深めるこ
とを目指す。 
到達目標
1. 各種の状況に応じた英会話表現ができるようになる。
2. 栄養学分野での専門用語の英語を理解できるようになる。
3. インターネットで専門分野に関するトピックスを検索し、その内容を英語で発表できるよう
なる。
4. 外国映画の会話表現と内容を理解できるようになる。 

授業計画
担
当
者

授業内容と
方法、課題

アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
野
中 Outline 

Textbook, Course
Outline, Grading
System, 
Classroom Procedures
評価方法、授業の進め



博
雄 方等の説明

課題：英語の質問に対
する回答の作成（個人
ごとで提出） 

第2回
野
中
博
雄

Self-
introduction

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第3回
野
中
博
雄

Family 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第4回
野
中
博
雄

Campus
Life 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第5回
野
中
博
雄

Hobbies 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第6回
野
中
博
雄

Subjects at
University 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第7回
野
中
博
雄

Club
Activities 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

野

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す 予習90分：教科書該当範囲の単語、表



第8回 中
博
雄

Pets る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第9回
野
中
博
雄

Traveling 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第10回
野
中
博
雄

Music 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第11回
野
中
博
雄

Sports 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第12回
野
中
博
雄

Part-time
Job 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第13回
野
中
博
雄

Watching
TV 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第14回 Cooking 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。

第15回 Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習内容の復
習をするので、配布資料を確認し、ま

 



とめておくこと。

教科書
Listen and Speak in English （三修社） 
参考書
Internet Materials （毎回映画のセリフなどの聞き取りをする）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 
筆記試験：50%、
課題、授業参加度等:50% 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C031



講義コード 20220002
講義名 実践英会話（Bクラス）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
テキストのトピックに応じた英会話表現やインターネットネットで映画のセリフの英会話表現を
活用して実生活に必要な英会話表現をペア・ワークで学習する。さらに、インターネットやプリ
ント資料などで時事的なトピックスや栄養学科専攻学生に必要な英会語表現も学習する。本科目
は様々な状況で実践的に応用できる英会話表現を習得することを目標とする。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、テキストとインターネットネット教材の学習
を通して、英語の Listening と Reading の技能の向上を図りつつ、多くの実践的な英会話表現を
学習する。さらに時事・文化的な表現も学習し、国際社会人として、外国文化の理解を深めるこ
とを目指す。 
到達目標
1. 各種の状況に応じた英会話表現ができるようになる。
2. 栄養学分野での専門用語の英語を理解できるようになる。
3. インターネットで専門分野に関するトピックスを検索し、その内容を英語で発表できるよう
なる。
4. 外国映画の会話表現と内容を理解できるようになる。 
授業計画

担
当
者

授業内容と
方法、課題

アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
野
中
博 Outline 

Textbook, Course
Outline, Grading
System, 
Classroom Procedures
評価方法、授業の進め
方等の説明



雄 課題：英語の質問に対
する回答の作成（個人
ごとで提出） 

第2回
野
中
博
雄

Self-
introduction

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第3回
野
中
博
雄

Family 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第4回
野
中
博
雄

Campus
Life 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第5回
野
中
博
雄

Hobbies 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第6回
野
中
博
雄

Subjects at
University 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第7回
野
中
博
雄

Club
Activities 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第8回
野
中 Pets 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。 予習90分：教科書該当範囲の単語、表

現等を調べる。復習90分：既習内容の



博
雄

Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

確認。 

第9回
野
中
博
雄

Traveling 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第10回
野
中
博
雄

Music 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第11回
野
中
博
雄

Sports 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第12回
野
中
博
雄

Part-time
Job 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第13回
野
中
博
雄

Watching
TV 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。 

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。 

第14回 Cooking 

Explanation, Listening,
Conversation Practice
会話文はペアで練習す
る。
Exercisesもペアで回答
する。
課題はペアで作成し、
提出する。

予習90分：教科書該当範囲の単語、表
現等を調べる。復習90分：既習内容の
確認。

第15回 Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習内容の復
習をするので、配布資料を確認し、ま
とめておくこと。 



教科書
Listen and Speak in English （三修社） 
参考書
Internet Materials （毎回映画のセリフなどの聞き取りをする）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上 
筆記試験：50%、
課題、授業参加度等:50% 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント
ペアワークでの課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に
臨むことが必要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C031



講義コード 20230001
講義名 医療保健英語
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 女鹿 喜治 指定なし

授業の概要と教育目標
私たちを取り巻く環境や食生活がますます急激に変動しつつあります。このような時代における
心身の健康や食生活に関わる英文を読みます。一応、講義計画表通り進めていきますが、場合に
よっては、みなさんの英語力と予習の出来を見ながら進度を調節します。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養に関わる基本的な英文を読み慣れて、将来、英語で書かれた専門的な論文などを読むことの
できる下地を作る。
到達目標
栄養に関わる英文を読み、基本的な語彙と表現を習得する。TOEIC 550点程度を目指します。
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 ある程度専門的な英語を読めるようにするためにはどん
なことをしなければならないのかを考えてみます。

予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第2回 Nutrition equals life
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第3回 Nutrition as energy source
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第4回 What essential Nutritions we need?
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直



し)：20分程度

第5回 What's body made of?
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第6回 Introducing the digestive system and digestive organs
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第7回 Mechanical digestion and chemical digestion
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第8回 All aboard the nutrition express!
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第9回 Powerful protein
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第10回 A healthey body needs fat
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第11回 Carbohydrate and energy: how glucose becomes energy
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第12回 Vigorous vitamins
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第13回 Mighty Mineral
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第14回 You can't live without water
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

第15回 Understand the difference between hunger and appetite
予習(単語と内容の大雑
把な把握)：20分程度
復習(全体的な読み直
し)：20分程度

教科書
清水雅子 (2007)『 はじめての栄養英語』 講談社
参考書
教室で適宜指示します。
成績評価の方法・基準



単位認定60点以上：試験の点数(80%)。教室での発言やその内容など(20%)。（履修人数が少な
ければ、平常点のみ。）
課題等に対する
フィードバックの方法
大雑把でいいですから、事前に英文を読んで、内容を把握しておいてください。そして、講義の
後には、その英語が英語のままで左か右にそのまま頭の中に入ってくるまで何度も読んでくださ
い。こういった積み重ねが英語力を高めます。
履修のポイント
ここで語られている内容そのものは栄養学科の学生なら既に知っているものです。英語は難しく
感じても、そのような場合、意外に読みやすいものです。恐れずにチャレンジしてみてくださ
い。
オフィス・アワー
基本的には、私の空いた時間ならいつでも研究室に来てください。ただ、それなりの話をするつ
もりなら、予約を取ってください。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C041



講義コード 20240001
講義名 英書講読
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

高校で「英文法」、英会話学校で「英会話」の講師として、また実用英語
検定面接委員 としての経験を活かし、実践的な英語教授法をもとに学生の
英語能力の 向上を計っている。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野中 博雄 指定なし

授業の概要と教育目標
Quality of Life (Making Smart, Healthy Choices) のテキストを使用し、食・健康や社会環境に関
する英文に触れ、英文読解能力を高める。毎回、英文理解の方法、英文和訳の方法についても
様々な視点から説明をする。本科目では英文理解の方法についての理解を深め、食・健康や社会
環境に関する英文を読解して理解を深めることを目標とする。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーの１つである「人間に対して、社会・環境・コミュニケーショ
ンなどの諸側面から理解している」ことを目指し、テキストとインターネットネット教材の学習
を通して、「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面」についてのトピッ
クスに関する知識を深め、さらに英文理解、英文和訳の方法についての理解も深めることを目指
す。 
到達目標
1. 一般的な英文、専門分野の英文、表、グラフ等が読解できるようになる。
2. 多くの医療・保健分野の英文に触れ、英文理解を線的理解によって読解できるようになる。
3. パラグラフでのキーワード、キーセンテンスを理解し、英文内容を要約できるようになる。
4. 英文の線的理解と英文和訳の違いについて理解できるようになる。 
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
野
中
博
雄

Outline 

Textbook, Course
Outline, Grading
System, Classroom
Procedures
評価方法、授業の進め方
等の説明



第2回
野
中
博
雄

Slowing Down
in a Fast-food
World 
何をどう食べ
るか－健康、
地球環境 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第3回
野
中
博
雄

Slowing Down
in a Fast-food
World 
何をどう食べ
るか－健康、
地球環境 

Reading ②, Reading
Comprehension,
Listening Practice,
Further Practice
英文理解と英文和訳の方
法 ②
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。 

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第4回
野
中
博
雄

Laugh Your
Troubles Away 
笑って健康 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第5回
野
中
博
雄

Laugh Your
Troubles Away 
笑って健康 

Reading ②, Reading
Comprehension,
Listening Practice,
Further Practice
英文理解と英文和訳の方
法 ②
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第6回
野
中
博
雄

Is It Possible
to Be Too
Clean?
清潔すぎる環
境がアレル
ギーの原因
に？ 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 



またはペアで問題解決し
ながら学修する。

第7回
野
中
博
雄

Is It Possible
to Be Too
Clean?
清潔すぎる環
境がアレル
ギーの原因
に？ 

Reading ②, Reading
Comprehension,
Listening Practice,
Further Practice
英文理解と英文和訳の方
法 ②
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第8回
野
中
博
雄

Sleep: How
Much Is Too
Much?
健康な生活の
ための睡眠時
間 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第9回
野
中
博
雄

Sleep: How
Much Is Too
Much?
健康な生活の
ための睡眠時
間 

Reading ②, Reading
Comprehension,
Listening Practice,
Further Practice
英文理解と英文和訳の方
法 ②
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第10回
野
中
博
雄

Save Your Life
and Others'
乳がんとピン
クリボン運動 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第11回
野
中
博
雄

Save Your Life
and Others'
乳がんとピン
クリボン運動

Reading ②, Reading
Comprehension,
Listening Practice,
Further Practice
英文理解と英文和訳の方
法 ②
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 



認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

第12回
野
中
博
雄

Alcohol on the
Brain
アルコールと
脳容積の関係 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第13回
野
中
博
雄

Alcohol on the
Brain
アルコールと
脳容積の関係

Reading ②, Reading
Comprehension,
Listening Practice,
Further Practice
英文理解と英文和訳の方
法 ②
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第14回
野
中
博
雄

The Dangers
of Cannabis
若者に拡がる
大麻汚染 

Vocabulary, Useful
Expressions, 
Readinｇ ①
英文理解と英文和訳の方
法 ①
英文の線的理解をするた
めに、文の主語、動詞の
認知学習を
PCを使って、個人で、
またはペアで問題解決し
ながら学修する。

予習90分：教科書該当範囲の単
語、表現等を調べる。復習90分：
既習内容の確認。 

第15回 Review Course Reviewing 
復習90分：コース全体の既習内容
の復習をするので、配布資料を確認
し、まとめておくこと。 

教科書
Quality of Life (Making Smart, Healthy Choices) 南雲堂 
参考書
Internet Materials （トピックスに関連したサイトを見る） 
成績評価の方法・基準
単位認定: 60点以上（期末課題50％、課題20％、授業参加度30％） 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は次回の週に返却し、共通する間違い等について説明するので、指摘内容を理解して以後間
違いの無いようにすること。 
履修のポイント



課題や授業での積極性（授業参加度）が最終評価に影響するので積極的に授業に臨むことが必
要。 
オフィス・アワー
授業の前後の時間が可能。 
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C042



講義コード 20250001
講義名 中国語
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 佐々木 百合 指定なし

授業の概要と教育目標
学生は教科書に沿って中国語の発音の基礎となる声調とピンインの発音練習から行い、中国語の
基礎的な単語や慣用句、文法を学び、簡単な日常会話ができる。そして、中国の文化が古くから
日本文化に大きな影響を与えてきたことの理解をいっそう深めることができる。学生は将来様々
な職業に従事し、一般社会において中国人と接した時、中国語で交流ができる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連で、社会・環境・コミュニケーションなど
の諸側面から人間に対する理解を深めることを目標としている。外国人増加と国際化を背景に、
コミュニケーションツールとして最低限の中国語会話能力を養成することを目指すものとする。
到達目標
中国語の正しい発音と簡単なあいさつから日常会話までの読む・聴く・話す・書くを総合的にバ
ランスよく習得する。基礎的な単語を覚え、基礎的な文法を理解することで、簡単な中国語の表
現ができることを目標とします。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 アクティブラー

ニングの内容
予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回
佐々
木
百合

発音1・声調・単母音・発音練習
グループ別に相
互に声調と発音
練習

予習(15分)：発
音の予習を行う
復習(30分)：発
音の復習を行う

第2回
佐々
木
百合

発音2・子音・複合母音・発音練習 グループ別に相
互に発音練習

予習(15分)：発
音の予習を行う
復習(30分)：発
音の復習を行う

佐々 発音3・ピンインの組み合わせ・発音のま グループ別に相
予習(15分)：発
音の予習を行う



第3回 木
百合 とめ 互に発音練習 復習(30分)：発

音の復習を行う

第4回
佐々
木
百合

第1課 挨拶と自己紹介
人称代名詞・「是」の文・単語の発音練
習・会話文の解説・トレーニング

グループ別に相
互に挨拶と自己
紹介の練習

予習(15分)：発
音と単語の予習
を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第5回
佐々
木
百合

第2課 疑問文
指示代名詞1・疑問詞疑問文・「的」の用
法・副詞「也」の用法・単語の発音練
習・会話文の解説・トレーニング

グループ別に疑
問文の会話練習

予習(15分)：疑
問文と単語の予
習を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第6回
佐々
木
百合

第3課 動詞の文
所有を表す「有」・省略疑問の「呢」・
単語の発音練習・会話文の解説・トレー
ニング

グループ別に会
話練習

予習(15分)：動
詞の文と単語の
予習を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第7回
佐々
木
百合

第4課 形容詞の文 
量詞・指示代名詞2・形容詞の文・「几」
と「多少」・単語の発音練習・会話文の
解説・トレーニング

グループ別に会
話練習

予習(15分)：形
容詞の文と単語
の予習を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第8回
佐々
木
百合

第5課 数のいろいろ
数字・日付時刻を表す語・動作の時点を
言う表現・単語の発音練習・会話文の解
説・トレーニング

グループ別に会
話練習

予習(15分)：数
と単語の予習を
行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第9回
佐々
木
百合

第6課 完了・所在のアスペクト
完了を表す「了」・所在を表す「在」・
助動詞1「想」・単語の発音練習・会話文
の解説・トレーニング

グループ別に会
話練習

予習(15分)：完
了文と単語の予
習を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第10回
佐々
木
百合

第7課 介詞の用法（1）
介詞1「在」「离」・存在を表す「有」・
反復疑問文・単語の発音練習・会話文の
解説・トレーニング

グループ別に会
話練習

予習(15分)：介
詞と単語の予習
を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第11回
佐々
木
百合

第8課 介詞の用法(2)
介詞2「从」・助動詞2「得」・「時間
量」・単語の発音練習・会話文の解説・
トレーニング

グループ別に会
話練習

予習(15分)：介
詞と単語の予習
を行う
復習(30分)：会
話文の復習を行
う

第12回
佐々
木

第9課 介詞の用法(3)
介詞３「跟，給」・過去の経験を表す
「 」・「是～的」文・単語の発音練

グループ別に会
話練習

予習(15分)：介
詞と単語の予習
を行う
復習(30分)：会



百合 習・会話文の解説・トレーニング 話文の復習を行
う

第13回
佐々
木
百合

単語と文法のまとめ
復習(30分)：単
語と文法の復習
を行う

第14回
佐々
木
百合

総復習と授業全体の解説 
復習(30分)：文
法全体の復習を
行う

第15回
佐々
木
百合

試験範囲の問題と総合練習
復習(30分)：授
業全体の復習を
行う

教科書
＜最新２訂版＞中国語はじめの一歩 尹景春・竹島毅 著 白水社
参考書
特になし
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上授業中の問答に１０％、期末試験を９０％として、合計６０点以上を合格とし
ます。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題に対する質問や解答例を次回の授業で詳細に解説を行う。
履修のポイント
中国語を母国語とする学生の履修は認めません。授業中は中国の様々なことについてたくさん質
問して下さい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C032



講義コード 20260001
講義名 スペイン語
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容 群馬労働局 和西通訳・翻訳 ー 実践的なスペイン語を学習します。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 伊勢島 セリア 明美 指定なし

授業の概要と教育目標
基本文型を確認しながら、初級会話の養成を目標とします。
適宜、音楽を初めラテン文化も紹介します。
卒業認定・学位授与の方針との関連
ディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーションなどの
諸側面から、多言語・多文化の修得を通じて、外国人との相互理解及び
コミュニケーション能力を有するグローバル人材の育成を図ります。
到達目標
スペイン語で挨拶と簡単な会話ができることを目標とします。
授業計画

授業内容と方法、課
題

アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 アルファベット、挨
拶

復習（４５分）：発音を確認する。
基本挨拶ができるようにする。

第2回
動詞ser、否定形
単語力UP: 国名、国
籍

会話発表：自己紹介を
する。

復習（４５分）：動詞serの活用形を
覚える。

第3回 疑問文と答え方、定
冠詞

復習（４５分）：疑問文の文型を確
認する。
定冠詞の変化形を覚える。

第4回 所有形容詞
単語力UP: 家族

会話発表：家族を紹介
する。

復習（４５分）：形容詞の変化形を
覚える。
親族名称を覚える。

第5回 指示詞
単語力UP：形容詞①

会話発表：持ち物につ
いて
話し合う。

復習（４５分）：指示形容詞の変化
形を確認する。
重要形容詞を覚える。



第6回 時間を表す表現
数詞①

復習（４５分）：時間を表現できる
ようにする。
数詞を覚える。

第7回
動詞estar、前置
詞en
不定冠詞

会話発表：居場所を尋
ねたり、
答えたりする。

復習（４５分）：動詞estarの活用形
を覚える。
不定冠詞の変化形を確認する。

第8回 動詞tener、数詞②
会話発表：所有物につ
いて
尋ねる。

復習（４５分）：動詞tenerの活用形
を覚える。
年齢が言えるようにする。

第9回
動詞poder、指示形
容詞
形容詞②

復習（４５分）：動詞poderの活用
形を覚える。
指示形容詞の変化形を確認する。

第10回
動詞gustar、前置
詞de
単語力ＵＰ：職業

会話発表：好みについ
て
話し合う。

復習（４５分）：動詞gustarの活用
形を覚える。
職業が言えるようにする。

第11回 現在形-ar、前置
詞con

復習（４５分）：-ar動詞の活用形を
覚える。
共同作業が言えるようにする。

第12回 現在形-er、動
詞poder

復習（４５分）：-er動詞の活用形を
覚える。
動詞poderの活用形を確認する。

第13回
現在形-ir、動
詞venir・ir
曜日の名前

会話発表：行先を尋ね
る。

復習（４５分）：-ir動詞の活用形を
確認する。
曜日の名前を覚える。

第14回
未来形、不規則動
詞hacer
月の名前

会話発表：予定を尋ね
る。

復習（４５分）：動詞hacerの活用形
を確認する。
月の名前を覚える。

第15回 過去形、「に」格人称代名詞
復習（４５分）：過去形の活用形を
覚える。
時の副詞を覚える。

教科書
¡Hola!
参考書
桜庭雅子・貫井一美「しっかり学ぶスペイン語」
ベレ出版
成績評価の方法・基準
単位認定：６０点以上
定期試験 １００％
課題等に対する
フィードバックの方法
モデル会話を参考にした応用会話の提出により、補足説明を行います。
履修のポイント
練習問題の解答、応用会話の提出等、積極的に取り組むことと
学習した文型の応用を広めることです。
オフィス・アワー
授業終了後に質問を受け付けます。
科目区分
学部共通科目



当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C025



講義コード 20270001
講義名 ポルトガル語
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容 群馬労働局 和葡通訳・翻訳 ー 実践的なポルトガル語の学習を行います。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 伊勢島 セリア 明美 指定なし

授業の概要と教育目標
基本文法を取り上げた後、練習問題を通して学習を確認し、
初級会話の養成を目標とします。
適宜、ポルトガル語圏の文化も紹介したいと思います。
卒業認定・学位授与の方針との関連
ディプロマ・ポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーションなどの
諸側面から、多言語・多文化の修得を通じて、外国人との相互理解及び
コミュニケーション能力を有するグローバル人材の育成を図ります。
到達目標
ポルトガル語で挨拶と簡単な会話ができることを目標とします。
授業計画

授業内容と方法、
課題

アクティブラーニン
グの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 アルファベット
基本構文、挨拶

復習（４５分）：発音を確認する。
基本挨拶ができるようにする。

第2回
動詞ser、否定
文、疑問文
前置詞de

会話発表：自己紹介
する。

復習（４５分）：動詞serの活用形を覚え
る。

第3回
所有形容詞とその
変化
単語力ＵＰ：家族

会話発表：家族を紹
介する。

復習（４５分）：所有形容詞の変化形を
確認する。
親族名称を覚える。

第4回
形容詞とその変化
単語力ＵＰ：形容
詞①

復習（４５分）：形容詞の変化を確認す
る。
重要形容詞を覚える。

第5回
定冠詞、比較の表
現 会話発表：持ち物の

特徴を
復習（４５分）：定冠詞の変化形を覚え
る。



単語力ＵＰ：形容
詞② 比較をする。 形容詞を確認する。

第6回
動詞ter、名詞の
性・数
数詞①

復習（４５分）：名詞の変化を確認す
る。
数詞を覚える。

第7回 動詞gostar、動
詞preferir

会話発表：好みにつ
いて
話し合う。

復習（４５分）：動詞gostarの活用形を
覚える。
動詞preferirの活用形を確認する。

第8回
不定冠詞、動
詞querer
色の名前

会話発表：願望につ
いて
話し合う。

復習（４５分）：動詞quererの活用形を
覚える。
不定冠詞を確認する。

第9回 動詞estar、前置
詞em①

復習（４５分）：動詞estarの活用形を覚
える。
前置詞emの変化形を確認する。

第10回 動詞ir、前置
詞aとde

会話発表：行き先を
尋ねる。

復習（４５分）：動詞irの活用を覚え
る。
前置詞aとdeの変化形を確認る。

第11回 -ar動詞の現在形
時間の表現

復習（４５分）：-ar動詞の活用形を覚え
る。
時刻が言えるようにする。

第12回 -er動詞の現在形
前置詞com

会話発表：スケ
ジュールに
ついて尋ねる。

復習（４５分）：-er動詞の変化形を覚え
る。
共同作業が言えるようにする。

第13回 -ir動詞の現在形
月の名前

復習（４５分）：-ir動詞の活用形及び月
の名前を覚える。

第14回
未来形、前置
詞em②
曜日の名前

会話発表：予定を尋
ねる。

復習（４５分）：未来形の活用形を確認
する。
曜日の名前を覚える。

第15回 過去形、再帰動詞 復習（４５分）：過去形の活用形を覚え
る。

教科書
Vamos falar português! Edição Revisada.
成績評価の方法・基準
単位認定：６０点以上
定期試験 １００％
課題等に対する
フィードバックの方法
Exercícios: Vamos praticar!及びリスニング問題の解答提出により、
補足説明を行います。
履修のポイント
練習問題に積極的に取り組むことと
学習した文型の応用を広めることです。
オフィス・アワー
授業日の授業終了後、相談に応じます。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C024





講義コード 20280001
講義名 統計学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
統計学は、偶然に起きると思われる事象から得られるデータを、数表化、視覚化したり、数学的
道具を用いてより科学的に分析したりして、その集団の特徴や傾向を把握し、その結果を人間の
活動や社会生活に広く役立てていくことを目的としている。そのためにこの授業は、統計学の概
念を理解し、科学的に考え、分析するための基礎的な見方を身につけることを目標にし、必要と
なる統計的手法について、記述統計から推測統計まで演習を通して学ぶ。
また、授業ではグループでの学び合いも取り入れたい。予習・復習ではMoodleを活用する予定
である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
この授業は、医療保健学部栄養学科DPの「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションな
どの諸側面から理解」を目指し、社会において数値や図表として表現されているデータの持って
いる意味を様々な側面から分析できるような力を養う。その上で、専門的な科目での健康の諸側
面、健康生活と社会との関係について、科学的な理解を行えるような学力を身に付ける。
到達目標
・統計学の概念を理解し、選択できる
・標本を抽出し、度数分布表が作成できる
・データを集計し、各種統計量を求められる
・正規分布などの確率分布の特性を理解し、活用できる
・母平均などの推定が行える
・統計的仮説検定の考え方を理解し、実際に母平均の検定などが行える
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティブ
ラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
母集団や標本などの統計学の基本概
念と数学知識の確認、電卓の使用方
法 振返り課題

予習45分：高校の数学「デー
タの分析」について、教科書
等で確認
復習45分：教科書および配布



【電卓を持参すること】 教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第2回 標本抽出 振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p17～32を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第3回 度数分布表の作り方 振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p33～48を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第4回 中心的傾向の特性値（平均、中央
値、最頻値など）の求め方 振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p49～62を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第5回 変動の特性値（不偏分散、標準偏差
など）の求め方 振返り課題

予習45分：配布教材・教科書
のp63～76を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第6回

確認テスト①
確率分布の性質について（離散型確
率分布）
（確率ｐ78～88については、授業中
扱いませんので、各自で学習してく
ださい）

予習45分：配布教材・教科
書p77～101を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、確認テストの
見直し

第7回
確率分布の性質について（連続型確
率分布）
正規分布とは

振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p77～114を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第8回 正規分布の性質や標準化、標準正規
分布表の見方などについて 振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p107～130を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第9回 統計的有意性（有意水準、信頼係数
など） 振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p131～138を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第10回
標本平均の分布、中心極限定理、推
定方法の基本的な考え方
正規分布と母平均の推定

振返り課題

予習45分：配布教材・教科
書p139～150を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第11回 t分布と母平均の推定
母平均の推定のまとめ 振返り課題

予習45分：配布教材・教科書
第5章・第6章を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

45



第12回
母平均の推定のまとめ
統計的仮説検定の考え方（有意水
準、有意確率、棄却域、仮説）

振返り課題

予習 分：配布教材・教科書
第8章を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第13回 母平均に関する仮説検定の方法 振返り課題

予習45分：配布教材・教科書
第8章を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第14回 母平均に関する仮説検定のまとめ 振返り課題

予習45分：配布教材・教科書
第8章を読む
復習45分：教科書および配布
教材の見直し、振り返り課題
の見直し

第15回 講義のまとめ、確認テスト②
予習45分：教科書・配布教材
の見直し
復習45分：授業全体の振り返
り、確認テストの見直し

教科書
「はじめての統計学」鳥居泰彦（日本経済新聞社）
参考書
「完全独習統計学入門」小島寛之（ダイヤモンド社）、「管理栄養士・栄養士のための統計処理
入門」武藤志真子編著（建帛社）、「わかる統計学 健康・栄養を学ぶために」松村康弘他（化
学同人）など
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。課題への取り組み30%、確認テスト70%。
課題等に対する
フィードバックの方法
確認テスト①について、返却をしますので、参考にしてください。
課題については解答を明らかにしますので、各自で確認し、疑問点は質問してください。
履修のポイント
数学的な理論には深入りせず、なるべく具体例で統計学の考え方を身に付けられるように配慮し
ていく予定であるが、理解のため演習課題は必ず自分で解くこと。
・講義には【電卓】『平方根の機能がついたもの！』を持参すること。
・課題については必ず自分の力で解き、疑問点などは質問すること（その際Moodleを積極的に
利用すること）
・授業に欠席（公欠も含む）した場合は、授業の課題等を確認すること
オフィス・アワー
火曜日の昼休み。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。また、研究室は9号
館3階第11研究室。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C010



講義コード 20290001
講義名 情報処理基礎演習（Aクラス）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
我々の生活やビジネスが情報化によってどのように変化しているか、コンピュータやネットワー
クの利用を通して理解し、積極的に関わっていく態度を養成する。ここではPCの基本操作やア
プリケーションソフトの入門を中心に、インターネットを利用しての情報検索・コミュニケー
ションなどについても学ぶ。
そのため、コンピュータやオフィスなどのアプリケーションソフト、インターネットなどの基本
的な操作方法を理解することで、今後の学習や研究の基盤として活用できるようになることを目
標とする。
また、授業ではMoodleを活用する予定である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のDP「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面か
ら理解している」に関連し、「人間」に対して、社会・コミュニケーションを特に情報化を通し
て理解し、専門的な科目での人間の健康に対する科学的な理解を行うための知識や技術の基礎を
身に付ける。
到達目標
・Windows及びオフィスソフトの基本的な使用法を理解し、説明できる
・オフィスソフトを活用し、自分のレポートや課題を進められる
・インターネットを利用して情報の検索・収集・整理がおこなえる
・情報倫理に配慮した資料を作成して、効果的なプレゼンテーションがおこなえる
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習とそのために必要な時間

第1回

基礎知識、Windowsの基本
操作、諸注意
（ネットワークの利用、学
習システム、電子メールの
活用）

予習45分：配布資料を
確認
復習45分：各種システ
ムのアクセス方法につ
いて復習



第2回

ネットワークの利用につい
て、Wordの基礎知識・文
書の作成
練習問題
レポート課題：食に関する
レポート作成

予習45分：教科書序
章・1章・2章1-3確認
復習45分：教科書の実
習問題

第3回 表の作成、文書の編集
練習問題

予習45分：教科書2章4-
5の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第4回
Wordでグラフィックの利
用
練習問題

予習45分：教科
書2章6の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第5回
論文やレポートの作成、課
題の作成
レポート課題の完成

レポート課題を作成し、また
相互にレポート課題について
評価する

予習45分：教科
書2章7の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第6回
PowerPointの基礎知識
課題：各自で考えた企画の
プレゼンテーション

プレゼンテーション資料の情
報収集

予習45分：教科書4章1-
2の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第7回
表・図などオブジェクトを
利用してのスライドの作成
プレゼンテーション資料の
作成

予習45分：教科書4章3-
5の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第8回
その他の機能、プレゼン
テーション資料の作成
発表シナリオ等準備

予習45分：教科書4章6-
7の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第9回 プレゼンテーション（1）
各自が作成した資料をもとに
プレゼンテーションを行う
自己評価・相互評価を行う

予習45分：プレゼン
テーション資料の確認
復習45分：プレゼン
テーションの振り返り

第10回 プレゼンテーション（2）
各自が作成した資料をもとに
プレゼンテーションを行う
自己評価・相互評価を行う

予習45分：プレゼン
テーション資料の確認
復習45分：プレゼン
テーションの振り返り

第11回
Excelの基礎知識、書式設
定
練習問題

予習45分：教科書3章1-
3の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第12回
見やすい表の作成、関数の
利用
練習問題

予習45分：教科書3章3-
5の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第13回 グラフの作成練習問題

予習45分：教科
書3章6の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第14回
データベースの利用、ソフ
トウェアの統合的活用
練習問題

予習45分：教科書3章7-
8の確認
復習45分：教科書の実



習問題

第15回 Excelのまとめと確認テス
ト

予習45分：教科書3章
全体の確認
復習45分：授業全体の
振り返り

教科書
「30時間アカデミック Office2019」（実教出版）杉本くみ子・大澤栄子
参考書
その他市販のOffice関連書籍やWebを参考にしてください。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。Word課題30%、プレゼンテーション（資料・発表）30%、Excel確認テス
ト30%、その他課題10%。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題については、学習者の相互評価を実施します。その状況について、Moodleもしくは口頭で
コメントを行いますので、参考にしてください。
履修のポイント
コンピュータを利用する機会を増やし、慣れることが重要です。また授業ではMoodleを活用
し、オンラインでファイルの提出などを行いますが、可能ならば各自のデータを保存するため
のUSBフラッシュメモリを用意しておくとよいでしょう。
Moodleには積極的にアクセスし、理解を深めてください。
欠席（公欠含む）した場合、課題等の確認をすること。
オフィス・アワー
火曜日の昼休み。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。また、研究室は9号
館3階第11研究室。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R011



講義コード 20290002
講義名 情報処理基礎演習（Bクラス）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
我々の生活やビジネスが情報化によってどのように変化しているか、コンピュータやネットワー
クの利用を通して理解し、積極的に関わっていく態度を養成する。ここではPCの基本操作やア
プリケーションソフトの入門を中心に、インターネットを利用しての情報検索・コミュニケー
ションなどについても学ぶ。
そのため、コンピュータやオフィスなどのアプリケーションソフト、インターネットなどの基本
的な操作方法を理解することで、今後の学習や研究の基盤として活用できるようになることを目
標とする。
また、授業ではMoodleを活用する予定である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のDP「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面か
ら理解している」に関連し、「人間」に対して、社会・コミュニケーションを特に情報化を通し
て理解し、専門的な科目での人間の健康に対する科学的な理解を行うための知識や技術の基礎を
身に付ける。
到達目標
・Windows及びオフィスソフトの基本的な使用法を理解し、説明できる
・オフィスソフトを活用し、自分のレポートや課題を進められる
・インターネットを利用して情報の検索・収集・整理がおこなえる
・情報倫理に配慮した資料を作成して、効果的なプレゼンテーションがおこなえる
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習とそのために必要な時間

第1回

基礎知識、Windowsの基本
操作、諸注意
（ネットワークの利用、学
習システム、電子メールの
活用）

予習45分：配布資料を
確認
復習45分：各種システ
ムのアクセス方法につ
いて復習



第2回

ネットワークの利用につい
て、Wordの基礎知識・文
書の作成
練習問題
レポート課題：食に関する
レポート作成

予習45分：教科書序
章・1章・2章1-3確認
復習45分：教科書の実
習問題

第3回 表の作成、文書の編集
練習問題

予習45分：教科書2章4-
5の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第4回
Wordでグラフィックの利
用
練習問題

予習45分：教科
書2章6の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第5回
論文やレポートの作成、課
題の作成
レポート課題の完成

レポート課題を作成し、また
相互にレポート課題について
評価する

予習45分：教科
書2章7の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第6回
PowerPointの基礎知識
課題：各自で考えた企画の
プレゼンテーション

プレゼンテーション資料の情
報収集

予習45分：教科書4章1-
2の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第7回
表・図などオブジェクトを
利用してのスライドの作成
プレゼンテーション資料の
作成

予習45分：教科書4章3-
5の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第8回
その他の機能、プレゼン
テーション資料の作成
発表シナリオ等準備

予習45分：教科書4章6-
7の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第9回 プレゼンテーション（1）
各自が作成した資料をもとに
プレゼンテーションを行う
自己評価・相互評価を行う

予習45分：プレゼン
テーション資料の確認
復習45分：プレゼン
テーションの振り返り

第10回 プレゼンテーション（2）
各自が作成した資料をもとに
プレゼンテーションを行う
自己評価・相互評価を行う

予習45分：プレゼン
テーション資料の確認
復習45分：プレゼン
テーションの振り返り

第11回
Excelの基礎知識、書式設
定
練習問題

予習45分：教科書3章1-
3の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第12回
見やすい表の作成、関数の
利用
練習問題

予習45分：教科書3章3-
5の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第13回 グラフの作成練習問題

予習45分：教科
書3章6の確認
復習45分：教科書の実
習問題

第14回
データベースの利用、ソフ
トウェアの統合的活用
練習問題

予習45分：教科書3章7-
8の確認
復習45分：教科書の実



習問題

第15回 Excelのまとめと確認テス
ト

予習45分：教科書3章
全体の確認
復習45分：授業全体の
振り返り

教科書
「30時間アカデミック Office2019」（実教出版）杉本くみ子・大澤栄子
参考書
その他市販のOffice関連書籍やWebを参考にしてください。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。Word課題30%、プレゼンテーション（資料・発表）30%、Excel確認テス
ト30%、その他課題10%。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題については、学習者の相互評価を実施します。その状況について、Moodleもしくは口頭で
コメントを行いますので、参考にしてください。
履修のポイント
コンピュータを利用する機会を増やし、慣れることが重要です。また授業ではMoodleを活用
し、オンラインでファイルの提出などを行いますが、可能ならば各自のデータを保存するため
のUSBフラッシュメモリを用意しておくとよいでしょう。
Moodleには積極的にアクセスし、理解を深めてください。
欠席（公欠含む）した場合、課題等の確認をすること。
オフィス・アワー
火曜日の昼休み。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。また、研究室は9号
館3階第11研究室。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R011



講義コード 20300001
講義名 情報処理応用演習
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
コンピュータの基本的な操作方法はすでに習得したものとして、基礎的な内容から発展させ、学
習や研究に役立てられるよう、より実践的な形での活用する方法を学ぶ。具体的には、PCとイ
ンターネットを活用して情報の収集・整理を行なう方法や、表計算ソフトを用いての統計的な処
理の仕方、さらにメディアを利用した情報のまとめ方とのその提示や発信方法について演習を行
なう。
これらの演習を通して、授業の課題や研究などで、コンピュータを利用し科学的に分析できるス
キルを身につけ、情報の発信が行えるような情報活用力を身につけることを目標とする。
また、授業ではMoodleを活用し、後半はグループによる作業を行う予定である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のDP「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面か
ら理解している」に関連し、「人間」に対して、社会・コミュニケーションを、特にPCを利用
した分析力・表現力を通して理解し、専門的な科目での人間の健康に対する科学的な理解を行う
ための知識や技術の基礎を身に付ける。
到達目標
・Excelを利用した統計的処理の方法を理解し、説明できる
・Excelを利用して課題の統計処理を行える
・Webを利用した情報の検索・収集・整理ができる
・メディアそれぞれの特性を理解し、説明できる
・様々なメディアを利用した情報のまとめ方・発信の仕方がわかり、行える
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回 度数分布表、平均値、標
準偏差

予習60分：教科書
第1章～3章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題



第2回 グラフによるデータのま
とめ方

予習60分：教科書
第4章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第3回 散布図と相関係数
予習60分：教科書
第5章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第4回 回帰直線
予習60分：教科書
第6章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第5回 確率分布とその数表
予習60分：教科書
第8章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第6回 区間推定
予習60分：教科書
第9章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第7回 仮説検定(1)
予習60分：教科書
第10章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第8回 仮説検定(2)
予習60分：教科書
第11章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第9回 クロス集計と独立性の検
定

予習60分：教科書
第7章・12章を確認
復習60分：理解度
チェックの問題

第10回

まとめの確認テスト

分析課題：データをもと
に各自で分析レポートを
作成

予習60分：教科書
第15章を確認
復習60分：課題

第11回

メディア編集の基礎(1)

グループ課題：各グルー
プでマルチメディアコン
テンツを作成

予
習60分：Moodle資
料を確認
復習60分：ソフト
ウェアの使用法確認

第12回 メディア編集の基礎(2) グループ課題の構想を練る

予
習60分：Moodle資
料を確認
復習60分：構想を
もとにコンテンツの
内容を検討

第13回 マルチメディアによるコンテンツのまとめ方
グループで協力してコンテンツの
収集・作成を行う

予
習60分：Moodle資
料を確認
復習60分：コンテ
ンツの収集・作成に



ついて検討

第14回 マルチメディアによるコンテンツ作成
グループでコンテンツをまとめ、
完成させる

予
習60分：Moodle資
料を確認
復習60分：コンテ
ンツの完成と発表準
備

第15回

情報の発信、授業のまと
め

課題：授業を通して学ん
だことの振り返りレポー
ト

グループ発表：各グループで作成
したコンテンツを発表、互いにコ
メントをおこなう

予
習60分：Moodle資
料を確認
復習60分：授業の
振り返り課題

教科書
Excelによる統計処理：「よくわかる統計学介護福祉・栄養管理データ編第2版」石村貞夫他（東
京図書）
参考書
「管理栄養士・栄養士のための統計処理入門」武藤志真子編著（建帛社）、「栄養情報処理」水
上茂樹（講談社）、「エクセル活用コメディカル統計テキスト」宮城重二（医歯薬出版）、
「Excelで学ぶ統計解析」涌井良幸・涌井貞美（ナツメ社）、他適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。確認テスト60%、課題とその取り組み40%。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題については、学習者の相互評価を実施します。その状況について、Moodleもしくは口頭で
コメントを行いますので、参考にしてください。
履修のポイント
1年次の「情報処理基礎演習」と「統計学」を基礎にして授業を進めるため、理解が不十分な場
合は各自で復習してください。また、教員免許取得には必修となっていることに注意してくださ
い。
Moodleに積極的にアクセスし、理解を深めること教科書の理解度チェック問題は必ず自分で
やってみてください。
欠席（公欠含む）した場合、課題等の確認をすること。
オフィス・アワー
火曜日の昼休み。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。また、研究室は9号
館3階第11研究室。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C026



講義コード 20310001
講義名 文献検索とクリティーク
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 石井 広二 指定なし

授業の概要と教育目標
研究を進めていく際に、資料や文献を集めることが必要不可欠であることはいうまでもない。特
に現在ではそれらの情報はインターネット上に電子的な情報として存在しているものも多くある
ため、その情報を検索する方法を身に付けることが必要である。また、論文やレポートを作成す
るために必要な事柄について学び、さらに具体的な論文などの文章内容を批評的に読解すること
で、より深く理解することができる。
従ってこの授業では、科学論文などの資料の検索・収集する方法について理解し、実践し、また
実際に論文の作成方法や構成・記述の仕方を身に付け、さらに論文に対する批評的な読解法につ
いても身に付けることを目標としている。このような深い学びのために、グループディスカッ
ションやプレゼンテーションなどの演習を取り入れて進めていく。
また、授業ではMoodleを活用する予定である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
この授業は、医療保健学部栄養学科のDP「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションな
どの諸側面から理解」するために必要な科学的根拠となる資料の収集と批評的読解について身に
付けることで、専門科目での科学的理解が行えるようになる力を養う。
到達目標
・レポートや論文作成のため資料の検索・収集・整理の方法を理解し、行える
・レポートや論文作成について基礎的な事柄を身に付け、作成ができる
・レポートや論文で作成した内容をプレゼンテーションできる
・レポートや論文に対する批評的な読解方法を理解し、実際に読解を行える
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニン
グの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回 授業の概要や進め方の説明
（情報、エビデンス）

予習60分：シラバ
スの確認と教科書
の0章と1章を読む
復習60分：資料の



確認と振り返り

第2回

レポート・論文の種類、基本構成、構
造、課題の発見、ワークシートで全体の
構成を考える

課題レポートの作成と相互評価

予習60分：教科
書2章を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り、
レポートのテーマ
を決める

第3回 参考文献の役割、表記の方法、文献の種
類と特徴

予
習60分：Moodle資
料を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り

第4回

電子的な文献資料の集め方、本学図書館
から医中誌、メディカルオンラインなど
の活用方法（OPAC、リポジトリ、シ
ソーラス）

課題：参考文献の検索

予習60分：教科
書3章とMoodle資料
を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り、
レポートの資料を
収集する

第5回
その他の電子的な文献資料の集め方、管
理の仕方（NDL-OPAC、PubMed）

予習60分：教科
書4章とMoodle資料
を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り

第6回 クリティカルシンキングとは

予習60分：クリ
ティカルシンキン
グを調べる
復習60分：資料の
確認と振り返り

第7回 文章の読解とクリティカルシンキング
予習60分：教科
書5章を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り

第8回
レポート・論文作成の流れと基本的な書
き方のルール

予習60分：教科
書6章とMoodle資料
を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り、
レポートの構想を
考える

第9回
データ分析とクリティカルシンキング
ワークシートをもとに課題レポートを文
章にまとめる

予習60分：教科
書7章を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り、
レポート作成

第10回 課題レポートを文章にまとめ、提出 課題レポートの相互
評価

予習60分：レポー
トの提出準備
復習60分：資料の
確認と振り返り

第11回 プレゼンテーション資料の作成
予習60分：教科
書8章を読む
復習60分：資料の
確認と振り返り



第12回
学生による発表とグループディスカッ
ション
（受講者の人数により、回数や内容を変
更する場合があります）

学生による発表とグ
ループディスカッ
ション
（受講者の人数によ
り、回数や内容を変
更する場合がありま
す）

予習60分：発表資
料の確認
復習60分：発表の
振り返り

第13回
学生による発表とグループディスカッ
ション
（受講者の人数により、回数や内容を変
更する場合があります）

学生による発表とグ
ループディスカッ
ション
（受講者の人数によ
り、回数や内容を変
更する場合がありま
す）

予習60分：発表資
料の確認
復習60分：発表の
振り返り

第14回 学術論文の読解
予習60分：検討論
文の準備
復習60分：資料の
確認と振り返り

第15回 学術論文等の読解発表、まとめ 学術論文等の読解発
表、まとめ

予習60分：読解発
表の準備
復習60分：授業全
体の振り返り

教科書
山田剛史、林創：大学生のためのリサーチリテラシー入門、ミネルヴァ書房（予定）
参考書
日本栄養改善学会：栄養学を志す研究者のための論文の書き方・まとめ方、第一出版
山崎茂明、六本木淑恵：看護研究のための文献検索ガイド、日本看護協会出版局
佐藤望ほか： アカデミック・スキルズ(第2版)――大学生のための知的技法入門 、慶應義塾大学
出版会
小笠原善康：最新版 大学生のためのレポート・論文術、講談社現代新書 他、授業中に紹介する
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。課題レポート40%、プレゼンテーション20%、ディスカッションへの参加
態度20%、その他の課題20%。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業中の課題に対して、個別もしくは全体にコメントをしますので、参考にしてください。ま
た、Moodleによるフィードバックを行うこともあります。
履修のポイント
講義では、各自で課題の文章を読み、発表や検討をおこないながら進めていく予定です。欠席
（公欠含む）した場合は、事後に授業内容について確認してください。
オフィス・アワー
火曜日の昼休み。それ以外の曜日・時間については、授業の際に伝える。また、研究室は9号
館3階第11研究室。
科目区分
学部共通科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C043



講義コード 20320001
講義名 医療保健論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

行政保健師として勤務した経験を活かし、社会制度と健康、地域特性と健
康について授業展開を行う。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 堀越 薫 指定なし
教員 髙橋 美砂子 指定なし

授業の概要と教育目標
地域社会は、保健医療の目的である「健康」に大きな影響力を有する。まず、地域社会のいかな
る要因が健康に影響を及ぼすかについて、自分が生活する地域の自然環境、生活環境、政治、風
土、特産物等の要因について検討し、それに対する現状の保健福祉施策について学習する。その
上で今後の地域社会の住民の健康のために必要な保健医療サービスについて考える。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学のディプロマ・ポリシーである医療保健分野に関する幅広い知識と確かな技術を修得するた
めの序章として科目であり、日本の国民健康づくり施策および身近な地域の健康づくり計画とそ
の背景について理解する。社会環境の質としてのソーシャルキャピタル、社会とのつながり
（ネットワーク）等をキーワードに地域を構成する人々の健康と保健医療福祉サービスの関連に
ついて理解・説明することができることを目指す。
到達目標
１．日本の健康つくりについて理解できる ２．地域社会での暮らしと健康の関連が理解できる
３．健康な生活を送りための社会資源とその活用が理解できる ４．地域力と健康の関係が理解
できる ５．これからの日本や身近な地域の保健医療問題を考えることができる
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
堀
越
薫

医療と保健⑴
・授業ガイダンス・日
本の保健医療福祉の現
状について

【アクティブ・ラーニング
の内容】
日本の歳入出と社会保障
費、医療費ことを自分の家
計に置きかえて考えたとき
についてディスカッション
＊毎回書き込み用ワーク

予習:90分 日本の保健医療
福祉に関する最近の話題を
調べる
復習:90分 ノートを仕上
げ、授業内容を整理する。
わからなことろは次回必ず



ノートを配布し、本日の授
業内容を整理する。

質問する。

第2回
堀
越
薫

医療と保健⑵
・日本の健康づくり政
策の変遷と健康日
本21(2次）

【アクティブ・ラーニング
の内容】
少子高齢社会の現状につい
て、意見交換する
＊毎回書き込み用ワーク
ノートを配布し、本日の授
業内容を整理する。

予習:90分 日本の保健医療
福祉に関する最近の話題を
調べる
復習:90分 ノートを仕上
げ、授業内容を整理する。
わからなことろは次回必ず
質問する。

第3回
堀
越
薫

地域と健康⑴
・健康寿命と健康格差
とは 
・日常の生活習慣と生
活習慣病について

【アクティブ・ラーニング
の内容】
自分たちの生活習慣を見直
すためのディスカッション
＊毎回書き込み用ワーク
ノートを配布し、本日の授
業内容を整理する

予習：90分 生活習慣病に
ついて調べること
復習:90分 ノートを仕上
げ、授業内容を整理する。
わからなことろは次回必ず
質問する。

第4回

髙
橋
美
砂
子

地域と健康⑵
・群馬県の特徴と健康
づくり計画 
・大学周辺の市の特徴
と健康づくり計画

【アクティブ・ラーニング
の内容】
自分の住んでいる町で行わ
れている保健事業や検診に
ついて調べる。
＊毎回書き込み用ワーク
ノートを配布し、本日の授
業内容を整理する

予習：90分 群馬県、みど
り市、桐生市の基本統計に
ついて調べる
復習:90分 ノートを仕上
げ、授業内容を整理する。
わからなことろは次回必ず
質問する。

第5回

髙
橋
美
砂
子

地域と健康⑶
・生活習慣病予防の啓
発方法について

【アクティブ・ラーニング
の内容】
・健康づくりワークショッ
プ
生活習慣病予防のための啓
発教材の作成

予習：：90分 ワーク
ショップに活用する資料や
教材を準備し、授業時に持
参する。
復習：90分 健康への関心
を高める、他の方法につい
て調べる

第6回
堀
越
薫

保健医療と社会資源⑴
・地域力としてのソー
シャルキャピタルと保
健、医療、福祉の関連

【アクティブ・ラーニング
の内容】
＊毎回書き込み用ワーク
ノートを配布し、本日の授
業内容を整理する

予習：90分 地域の持つ力
についての文献を検索する
復習：90分 ノートを仕上
げ、授業内容を整理する。
わからなことろは次回必ず
質問する。

第7回
堀
越
薫

保健医療と社会資源⑵
・保健医療の専門職に
ついて・地域ケアシス
テムとネットワーク
（チーム連携）のあり
方

【アクティブ・ラーニング
の内容】
連携する専門職ついて調べ
て発表する。
＊毎回書き込み用ワーク
ノートを配布し、授業内容
を整理する

予習：90分 保健医療の専
門職についてどのような職
種があるのか資料をみてお
く
復習：90分 ノートを仕上
げ、授業内容を整理する。
わからなことろは次回必ず
質問する。

第8回
堀
越
薫

保健医療の今後展望
・本講座のポイント、
振り返りとまとめ
・健康づくりワーク
ショップでの制作教材
の発表

【アクティブ・ラーニング
の内容】
医療保健論の中で興味関心
のあることについて、自分
の考えを述べる。

【授業評価】

予習：90分 論述課題の解
決に関する文献を見つける
復習：90分 これまでの授
業内容を振り返る。自分の
興味のあるテーマを選定、
記述できるようにする。

教科書



特定の教科書は使用しません。授業時に資料を配布します。それに各自書き込みを入れて、資料
が完成します。

参考書
国民衛生の動向、医療福祉総合ガイドブック(医学書院）、社会福祉士シリーズ17保健医療サー
ビス（弘文堂）
その他、必要時紹介します。
成績評価の方法・基準
単位認定は60点以上。記述問題60％、 ワークショップ30％、 ノート10％
課題等に対する
フィードバックの方法
自分で調べて、考える学習を取り入れます。体験型学習（ワークショップ）もしますので、準備
をしてきてください。
履修のポイント
私たちが生活している地域のことをよく知り、自然環境や習慣、世間体など様々な社会資源と、
健康・医療問題を関連付けて考えられる、そんな問題提起をしていきます。
オフィス・アワー
授業開講曜日および研究室在室（10号館2階）時は対応します。事前に在室確認にメールをして
いただくとよいでしょう。takahashi-mi@kiryu-u.ac.jp
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R120



講義コード 20330001
講義名 チーム連携論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院および施設における看護師としての勤務経験をふまえ、チーム医療の
実際と連携について講義を展開する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 片野 吉子 指定なし
教員 柏瀬 淳 指定なし
教 員 川﨑 美智子 指定なし
教 員 尾崎 恵子 指定なし
教 員 大谷内 千恵 指定なし
教 員 佐々木 杏奈 指定なし

授業の概要と教育目標
今日の医療ニーズの多様化に対応したより良質なサービスを提供するためには、医療・保健・福
祉などの多様な専門職による役割と機能の有機的な連携や協働が必要不可欠である。本授業で
は、チーム医療の意義を理解し、チームアプローチの実際についてグループ討議を通して学習す
る（オムニバス方式全15回）。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学のディプロマ・ポリシーである幅広い知識と確かな技術を修得するために医療・保健・福祉
領域の各専門職種の役割、機能、責任についてさらに学習し、より専門性の高い良質なサービス
提供を目指すチーム医療実現のための役割と機能について理解し、将来その一端を担う人材とな
ることを目指す。
到達目標
１．チーム医療の背景、あり方、倫理といった基本的な知識を習得し、説明できる。
２．各専門職に対する理解を深めるとともに、チーム構成員の役割、機能、責任を説明できる。
３．情報の伝達やコミュニケーションの重要性について、異なる専攻学生とのグループワークの
中で実践できる。
４．効果的で円滑なチーム医療を展開する方法についてグループ発表やレポート報告ができる。
授業計画

担当
者

授業内容と方法、
課題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

チーム連携の基本
（１）



第1回 片野
吉子

チーム医療の意
義・役割
・チーム医療とは
・チーム医療に必
要な機能
・チーム医療の役
割
・多職種間との連
携・協働について

〔予習90分〕これまでの実習を振り
返り、連携した職種について整理す
る。
〔復習90分〕授業時に配布した資料
を再度復習し、内容を理解する。分
からないことは次回必ず質問する。

第2回 片野
吉子

チーム連携の基本
（２）
リーダーシップと
マネジメント
・リーダーシッ
プ・メンバーシッ
プとは
・チームの一員と
しての役割

〔予習90分〕これまでの実習を振り
返り、連携した職種について整理す
る。
〔復習90分〕授業時に配布した資料
を再度復習し、内容を理解する。分
からないことは次回必ず質問する。

第3回 片野
吉子

チーム連携の基本
（３）
多職種間における
倫理 
・さまざまな価値
観の理解
・倫理的課題の特
徴
・協働と自立性

予習90分〕医療倫理について調べて
おく。
〔復習90分〕多職種の働きと自ら目
指す職種の違いについてワークブッ
クにまとめる。

第4回 柏瀬
淳

地域ケアにおける
連携（１）
・地域における多
職種連携について
・地域包括ケアシ
ステムについて
・退院支援におけ
る多職種連携の役
割

【アクティブラー
ニングの内容】
グループワーク
・ワークブックを
活用して、グルー
プ毎に学習を整理
する

〔予習90分〕地域包括ケアシステム
に関する文献から、療養者が在宅で
生活するために必要な支援について
調べておく。
〔復習90分〕学習した内容からワー
クブックを仕上げる。

第5回 柏瀬
淳

地域ケアにおける
連携（２）
・住み慣れた地域
で暮らす療養者の
生活を支える職種
の役割について
・療養生活を支え
る社会資源につい
て

【アクティブラー
ニングの内容】
グループワーク
・グループで話し
合った内容をワー
クブックにまと
め、学習を整理す
る

予習90分〕地域での療養に関する文
献を検索する。
〔復習90分〕学習した内容からワー
クブックにまとめる。

第6回 柏瀬
淳

地域ケアにおける
連携（３）
・療養者の生活を
支えるための支援
内容・方法の検討
・多職種間の情報
共有の検討

【アクティブラー
ニングの内容】
・情報共有ワーク
シートを使用して
のアセスメント

〔予習90分〕地域での療養に関する
文献を検索する。
〔復習90分〕学習した内容からワー
クブックにまとめる。

第7回
川﨑
美智

チーム医療の実際
（１）【外部講
師】

〔予習90分〕ＮＳＴについて予習す
る
〔復習90分〕授業時に配布した資料



子 施設におけるチー
ム医療 を再度復習し、内容を理解する。

第8回
佐々
木
杏奈

チーム医療の実際
（２）【外部講
師】 
施設におけるチー
ム医療

〔予習90分〕ＲＳＴについて予習す
る
〔復習90分〕授業時に配布した資料
を再度復習し、内容を理解する。

第9回
大谷
内
千恵

チーム医療の実際
（３）【外部講
師】
施設におけるチー
ム医療

〔予習90分〕糖尿病チームについて
予習する
〔復習90分〕授業時に配布した資料
を再度復習し、内容を理解する。

第10回 尾崎恵子

チーム医療の実際
（４）【外部講
師】
施設におけるチー
ム医療

〔予習90分〕褥瘡チームについて予
習する。
〔復習90分〕授業時に配布した資料
を再度復習し、内容を理解する。

第11回 片野吉子

チーム連携におけ
る事例検討(１)
・その人の生活を
支えるために必要
な職種の連携につ
いて検討
・職種間の共通認
識に必要な内容・
方法の検討

【アクティブラー
ニングの内容】
・事例検討グルー
プワーク 

予習90分〕事例の背景から、その人
の生活を支えるために必要な職種の
働きについて調べておく。
〔復習90分〕授業時に配布した資料
を再度復習し、内容を理解する。

第12回
片野
吉子
柏瀬
淳

チーム連携におけ
る事例検討(２)
・ワークシートを
用いて、情報の整
理とアセスメント
・かかわる職種の
役割と連携

【アクティブラー
ニングの内容】
・事例検討グルー
プワーク 

〔予習90分〕事例の背景について、
その人が地域での生活に必要な援助
について考える。
〔復習90分〕
発表資料を作成し、提出する。

第13回
片野
吉子
柏瀬
淳

チーム連携におけ
る事例検討(３)
・その人がその人
らしい生活を送る
ためのMapの作成
・地域包括ケアシ
ステムの姿を参考
にMapを作成する
・発表用資料の作
成、提出

【アクティブラー
ニングの内容】
・事例検討グルー
プワーク 

〔予習90分〕・事例の背景からその
人が生活する地域はどのような地域
なのか、地域の特性を考慮しなが
らMapに反映させていく。
・発表資料作成で必要なものを準備
する
〔復習90分〕発表資料を作成し、指
定日までに提出する。

第14回
片野
吉子
柏瀬
淳

事例検討のまと
め(発表）
・他のグループの
発表を聞き、気づ
きをワークシート
にまとめる

【アクティブラー
ニングの内容】
・事例検討グルー
プワーク 発表 

〔予習90分〕他のグループの発表に
ついて内容を理解した上で質問を考
える。
〔復習90分〕他のグループ発表を参
考にわかりやすく発表する練習をす
る。

第15回
片野
吉子
柏瀬
淳

事例検討のまと
め(発表）
・チームで協働す
ることの気づきを
まとめる

【アクティブラー
ニングの内容】
･事例検討グループ
ワーク 発表（つづ
き）

〔予習90分〕他のグループの発表に
ついて内容を理解した上で質問を考
える。
〔復習90分〕この授業で学修したこ
とからまとめレポートを書くテーマ



・レポート課題を
まとめる について考える。

教科書
指定の教科書はありません。必要時、資料を配布します。
参考書
授業中に紹介します。
成績評価の方法・基準
単位認定は60点以上とする。 
①グループワークの参加状況・・・・・・・・20％
②発表資料作成、発表への取り組み状況・・・20％ 
③ワークブックの書き込み・レポート・・・・60％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業で配布したワークブックは書き込みをし提出した後、まとめレポートと一緒にコメントして
返却します。
履修のポイント
対象や地域住民を中心とした良質な保健医療サービスを提供するためには、チームによる協働は
必要不可欠である。これまでの実習を振り返り、知識の補強をしましょう。認定看護師による
チームケアの実際を聞く機会を設けました。
オフィス・アワー
授業開講曜日ならびに研究室にいる場合、いつでも対応します。(10号館2階）
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-C160



講義コード 20340001
講義名 早期体験合同実習
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践栄養活動を行った経歴を有する教員が、管理栄養士
の使命や役割を理解しモチベーションを高めることができる授業を行う。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮原 公子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 増野 弥生 指定なし
教員 神戸 美恵子 指定なし
教員 島田 美樹子 指定なし
教員 齋藤 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
管理栄養士を目指す学生にとって専門職に対する職業観を育むことは、将来像を描くことがで
き、大学での基礎的な学習に対するモチベーションの向上にもつながる。
本授業では、大学入学後の早期に、医療・福祉・地域保健・学校教育および食品関連企業の現場
に触れる体験を行う。それにより、社会における管理栄養士の使命や役割及び活動分野を理解
し、管理栄養士を目指すことへの動機付けを目的とした体験型実習を行う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿った栄養教育の方法として、臨床栄養、公衆栄養および給食経営管
理分野等に関する必要な知識や技術を修得することを最終目標とする。そのために管理栄養士の
現場業務を体験学習をすることで大学での学習と自己の将来像を結びつけ、管理栄養士を目指す
気持ちを養う。
到達目標
1.管理栄養士という専門職に対する職業観を身に付ける。
2.管理栄養士の使命や役割、関連職種との関わりについて理解する。
3.早期体験実習に必要な基本的事項について習得する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時間

宮



第1回

原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

○ガイダンス：早期体験実
習へのアプローチ
・授業の概要の説明
・体験実習の学習内容（観
察・見学・参加）
○早期体験実習の意義や目
的
・実習施設
・今後のスケジュール

○早期体験合同実習に対し
ての期待や学習したい内容
をグループ内で発表し合
う。

予習60分：管理栄養士
の活躍する職域につい
て調べる。
復習60分：授業での学
びを整理し、理解を深
める。

第2回

宮
原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

○体験実習における基本事
項
・体験実習におけるマナー
・実習ノートの書き方
○体験実習施設ごとの管理
栄養士の役割
○看護学科との合同発表
会：事前学習の成果報告会

○事前学習を行った成果と
して「管理栄養士の役割」
に対して、プレゼンテー
ションを行う。
○看護学科の成果発表に対
して、積極的に質疑応答に
参加し、デスカッションす
る。

予習60分：体験実習施
設の概要について調べ
る。
復習60分：看護学科の
発表の踏まえ、授業で
の学びを整理し理解を
深める

第3回

宮
原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘

○企業（食品メーカー）で
勤務する管理栄養士の体験
実習
・観察学習
・見学学習
・参加学習

○事前学習の内容を実習施
設において、積極的に質問
をするなどし、双方向の参
加型学習を行う。

予習60分：企業で勤務
する管理栄養士の役割
について調べる。
復習60分：体験学習内
容を整理し、理解を深
める。



陽
子
齋
藤
陽
子

第4回

宮
原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

○企業での体験実習のまと
め（グループディスカッ
ション）
○職域ごとの体験実習の事
前学習（グループディス
カッション）
・医療施設：医療施設にお
ける管理栄養士の役割
・学校教育施設：学校教育
における管理栄養士の役割
・地域保健施設：地域保健
における管理栄養士の役割

・社会福祉施設：老人福祉
施設における管理栄養士の
役割
・児童福祉施設：児童福祉
施設における管理栄養士の
役割

○グループ内でディスカッ
ションを行い、事前学習の
内容を深める。

予習60分：体験実習で
の学びに関するまとめ
を仕上げる
復習60分：演習内容を
整理し、理解を深め
る。

第5回

宮
原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

○各職域（医療、学校教
育、地域保健、社会福祉施
設、児童福祉 施設で勤務
する管理栄養士の実習
・医療施設：病院の概要、
臨床における管理栄養士の
役割、
多職種連携
・学校教育施設：給食セン
ターの概要、管理栄養士の
役割、
学校の食育と給食管理の実
際
・地域保健施設：市町村保
健センターの概要、管理栄
養士の 
役割、乳幼児健診における
離乳食指導の実際 
・社会福祉施設：老人福祉
施設の概要、管理栄養士の
役割、 
食事提供や介護食の実際
・児童福祉施設：児童福祉
施設の概要、管理栄養士の
役割、 
食事提供や食育の実際

○事前学習の内容を実習施
設において、積極的に質問
をするなどし、双方向の参
加型学習を行う。

予習60分：実習施設で
勤務する管理栄養士の
役割について調べる
復習60分：体験実習内
容を整理し、理解を深
める。

宮
原
公



第6回

子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

○各職域ごとの体験実習
（観察・見学・参加）の学
習のまとめ
（グループディスカッショ
ン）
○実習ノートの整理・確認

○体験学習の成果をグルー
プ内でディスカッション
し、合同実習発表会に備え
る。

予習60分：体験実習で
の学びに関するまとめ
を仕上げる。
復習60分：実習ノート
を仕上げる。

第7回

宮
原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

○学内報告会準備
・発表スライドや発表資料
の作成
・発表原稿・内容の共有
○発表練習・確認

○プレゼンテーション計画
書に基づき、発表練習を行
い、効果的な方法を検討す
る。

予習60分：パワーポイ
ントを使用した発表ス
ライドの操作に慣れて
おく。
復習60分：報告会発表
資料を仕上げる。
予想される質問を想定
し準備をする。

第8回

宮
原
公
子
神
戸
美
恵
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子

○体験実習報告会
・発表
・質疑応答
○実習ノートのまとめ

○プレゼンテーションに対
して、積極的に質疑応答を
行い、実習の成果をまとめ
る。

予習60分：発表練習を
する
復習60分：他者からの
評価及び他者の発表内
容を整理し、本授業で
の学びを深める。



齋
藤
陽
子

教科書
○早期体験合同実習 実習ノート
○授業内で提示する学習ワークプリント
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上とし、筆記試験はしない。
授業への参加度50%、レポート・課題50%
課題等に対する
フィードバックの方法
学習の学びを発表する報告会、看護学科との合同実習発表会においてコメントする。
履修のポイント
実習前の事前の準備も含めて、授業には連続性がある。
また、学外においての体験実習のため遅刻・欠席は厳禁である。
オフィス・アワー
宮原 火曜日～金曜日 昼休み 研究室19（宮原研究室）
神戸 月曜日～金曜日 昼休み 研究室15（神戸研究室）
島田 火曜日～木曜日 昼休み 研究室12
橘 月曜日 昼休み 栄養教育準備室
齋藤 月曜日～金曜日 昼休み 研究室6
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-R110



講義コード 20350001
講義名 管理栄養士活動論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践栄養活動を行った経歴を有する教員が、管理栄養士
の使命や役割を理解しモチベーションを高めることができる授業を行う。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし
教員 吉村 英悟 指定なし
教員 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
食が起因する健康課題が指摘される現代、管理栄養士は、栄養教育の能力、マネジメント能力、
コミュニケーション能力などの総合力を習得し、高度な専門知識や技術を生かしてその役割を果
たすことが期待されている。本講義では、管理栄養士の導入教育として、社会が求める管理栄養
士の使命や役割について学び、複雑で多岐にわたる職務内容に加え、人を対象とする職業である
こと対しての理解を深めるとともに基本的な知識と技術を涵養する。そのことにより、自己が目
指す管理栄養士像を描き、目標を持って学習を進めることができること教育目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
社会が求める管理栄養士の使命や役割について学び、管理栄養士の職務内容について理解を深め
ることを目指し、基本的な知識と技術を養う。そして、社会・環境・コミュニケーションなど諸
側面から人に対する理解を深めることを目指し、実践的な職業人として活躍する管理栄養士像を
明確にする。
到達目標
1.現代社会が求めている管理栄養士の使命、役割を理解できる。
2.管理栄養士に必要な基礎的な知識、技術、態度および考え方の総合的能力を身に付けることが
できる。
3.管理栄養士のスキルである栄養教育の能力、コミュニケーション能力、マネジメント能力を理
解できる。
4.自己が目指す管理栄養士像を描くことができ、その目標に向かい学習を深めることができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

宮



第1回

原
公
子
齋
藤
陽
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○オリエンテーショ
ン
・自己分析
・基本的なマナー
○21世紀を担う高
度な管理栄養士の
使命、役割の理解
・栄養教育の能力
・マネジメント能
力
・コミュニケー
ション能力

自己が目指す管理栄養士像を発
表し、ディスカッションする。

予習：90分 管理栄養士
の活躍の場や仕事内容を
確認する。
復習：90分 授業で理解
したことをレポートにま
とめる。

第2回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○21世紀を担う高
度な管理栄養士の
スキル：栄養教育
能力
・医療施設（病
院・クリニック）
・地域保健（保健
所・保健セン
ター）
・給食経営管理施
設（学校・福祉施
設・事業所等）
○栄養教育の能力に
ついての学習の共
有

講義を受けて、管理栄養士にな
ぜ栄養教育能力が必要なのか、
グループ内で話し合い理解を深
める。

予習：90分 栄養教育能
力について調べる。
復習：90分 授業で理解
したことをレポートにま
とめる。

第3回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○21世紀を担う高
度な管理栄養士の
スキル：マネジメ
ントの能力
・医療施設（病
院・クリニック）
・地域保健（保健
所・保健セン
ター）
・給食経営管理施
設（学校・福祉施
設・事業所等）
○マネジメント能力
についての学習の
共有

講義を受けて、管理栄養士にな
ぜマネジメント能力が必要なの
か、グループ内で話し合い理解
を深める。

予習：90分 マネジメン
ト能力について調べる。
復習：90分 授業で理解
したことをレポートにま
とめる。

第4回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子

○21世紀を担う高
度な管理栄養士の
スキル：コミュニ
ケーション能力
・医療施設（病
院・クリニック）
・地域保健（保健
所・保健セン

講義を受けて、管理栄養士にな
ぜコミュニケーション能力が必

予習：90分 コミュニ
ケーション能力について
調べる。



吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

ター）
・給食経営管理施
設（学校・福祉施
設・事業所等）
○コミュニケーショ
ン能力についての
学習の共有

要なのか、グループ内で話し合
い理解を深める。

復習：90分 授業で理解
したことをレポートにま
とめる。

第5回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術
（１）
職域別で活躍する
管理栄養士
・医療分野（病
院）で働く管理栄
養士

予習した内容や講義を受けて、
理解したことをグループディス
カッションする。

予習：90分 医療分野
（病院）で働く管理栄養
士の役割を調べる。
復習：90分 聴講した内
容やディカッションで習
得できた知識をまとめ
る。

第6回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
齋
藤
陽
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術
（２）
職域別で活躍する
管理栄養士
・児童福祉分野
（保育所）で働く
管理栄養士

予習した内容や講義を受けて、
理解したことをグループディス
カッションする。

予習：90分 児童福祉分
野（保育所）で働く管理
栄養士の役割を調べる。
復習：90分 聴講した内
容やディカッションで習
得できた知識をまとめ
る。

第7回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術
（３）
職域別で活躍する
管理栄養士
・学校教育分野
（学校給食）で働
く管理栄養士

予習した内容や講義を受けて、
理解したことをグループディス
カッションする。

予習：90分 学校教育分
野で働く管理栄養士の役
割を調べる。
復習：90分 聴講した内
容やディカッションで習
得できた知識をまとめ
る。



第8回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術
（４）
職域別で活躍する
管理栄養士
・地域保健分野
（保健所・保健セ
ンター）で働く管
理栄養士

予習した内容や講義を受けて、
理解したことをグループディス
カッションする。

予習：90分 地域保健分
野（保健所・保健セン
ター）で働く管理栄養士
の役割を調べる。
復習：90分 聴講した内
容やディスカッションで
習得できた知識をまとめ
る。

第9回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術
（５）
職域別で活躍する
管理栄養士
・社会福祉分野
（高齢者福祉施
設）で働く管理栄
養士

予習した内容や講義を受けて、
理解したことをグループディス
カッションする。

予習：90分 社会福祉分
野（高齢者施設）で働く
管理栄養士の役割を調べ
る。
復習：90分 聴講した内
容やディスカッションで
習得できた知識をまとめ
る。

第10回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○管理栄養士に必要
な知識と実践力
（６）
職域別で活躍する
管理栄養士 
・食品関連企業で
働く管理栄養士

予習した内容や講義を受けて、
理解したことをグループディス
カッションする。

予習：90分 食品関連企
業で働く管理栄養士の仕
事内容を調べる。
復習：90分 聴講した内
容やディスカッションで
習得できた知識をまとめ
る。

第11回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術の実
際（１）
・栄養アセスメン

アセスメント結果を踏まえ、グ
ループ内で健康課題を抽出す

予習：90分 栄養アセス
メントちは、何かを調べ
る。
復習：90分 食育SATの活



吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

ト：食事診断（食
育SAT）、身体計
測

る。 用と管理栄養士としての
スキルなどの学習内容を
まとめる。

第12回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○管理栄養士に必要
な知識と技術の実
際（２）
・栄養教育教材作
成

グループに分かれ、栄養アセス
メントを踏まえた効果的な教材
作成を行い、グループ毎に発表
する

予習：90分 栄養教育教
材にはどのようなものが
あるか調べる。
復習：90分 作成した栄
養教育教材をレポート
し、学習内容をまとめ
る。

第13回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○自己が目指す管理
栄養士像（１）
・プレゼンテー
ション計画書作成
の基本と必要性
・プレゼンテー
ション計画書・原
稿の作成

プレゼンテーション計画書と原
稿の作成に取り組み、作成能力
を相互に高め合う。

予習：90分 自己が目指
す管理栄養士像をまとめ
ておく。
復習：90分 プレゼン
テーション計画書、原稿
を仕上げる。

第14回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○自己が指す管理栄
養士像（２）
・プレゼンテー
ション（前半）
テーマ「目指す管
理栄養士像」

「目指す管理栄養士像」をテー
マにプレゼンテーションを行
い、ディスカッションをするこ
とで相互評価をする。

予習：90分 発表の準
備・練習をする。
復習：90分 プレゼン
テーションの成果をまと
め、今後の学習につなげ
る。



第15回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子
吉
村
英
悟
野
沢
弘
子

○自己が目指す管理
栄養士像（３）
・プレゼンテー
ション（後半）
テーマ「目指す管
理栄養士像」

「目指す管理栄養士像」をテー
マにプレゼンテーションを行
い、ディスカッションをするこ
とで相互評価をする。

予習：90分 発表の準
備・練習をする。
復習：90分 プレゼン
テーションの成果をまと
め、今後の学習につなげ
る。

教科書
授業内で配布する学習ノート
参考書
日本食品標準成分表2015年版（七訂）（文部科学省 科学技術・審議会）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上
成績評価：課題50％、発表40％、授業への参加度10%
課題等に対する
フィードバックの方法
課せられた課題に真摯に取り組み、提出期日は厳守のこと。授業内で配布する資料を随時まと
め、理解を深めること。課題等については、コメントをつけて返却するので、それを参考に学習
を深める。
履修のポイント
管理栄養士の使命や活躍の場を学び、未来の管理栄養士像を描き大学での学びへと発展させる導
入教育となるため、積極的に学習に取り組んで欲しい。また、私語、講義と関係ない作業をする
こと、無断退席など厳に慎むこと。
オフィス・アワー
宮原：火曜日～金曜日 12:30～13:15 11号館 3階 研究室19
齋藤：月曜日～金曜日 12:30～13:15 11号館 3階 研究室6
野沢：月曜日～金曜日 12:30～13:15 11号館 2階 調理準備室
吉村：月曜日～金曜日 12:30～13:15 11号館 3階 研究室6
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R111



講義コード 20360001
講義名 生物有機化学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養学を学ぶ上で有機化学の基礎を理解する必要がある。物質の成り立ち、書き方、物質の構造
からみた性質の特徴などを理解する。
有機化学の知識を深め、栄養学・生化学の理解につなげることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、栄養学科専門基礎科目栄養学科
基礎科目必須科目である。生体内や食品に含まれる化学物質の多くは、有機化合物である。生化
学、食品学、基礎栄養学をはじめとする専門基礎科目を理解するための基礎的な知識を身に着け
ることを目標とする。
到達目標
化学の苦手意識を少なくし、自ら、読んで、書いて、解いて、学習し、知識を定着させる。

１）化学構造式から物質の名称、物質の性質、物質の構造及び特徴がわかる。
２）化学反応のルールが理解できる。
授業計画

担
当
者

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
小
林
葉
子

化学っておもしろ
い？？？

高校有機化学の問題に取り組
み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第2回
小
林
葉
子

第１章
元素・原子・分子
周期表の覚え方
有機化学に出てくる元素

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題



を解く

第3回
小
林
葉
子

第１章
原子価

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第4回
小
林
葉
子

第１章
原子量・分子量・式量の
求め方

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第5回
小
林
葉
子

第１章
化合物・構造式の書き方
構造異性体

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第6回
小
林
葉
子

第一章
分子の特性がわかるよう
な構造式の書き方
官能基

第3章
有機化学を理解するため
に必要な13種

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第7回
小
林
葉
子

第２章 飽和炭化水素
アルカンの性質
アルカンの命名

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第8回
小
林
葉
子

第２章 飽和炭化水素
アルカンの命名
アルカンの構造異性体

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第9回
小
林
葉
子

第４章 飽和炭化水素の誘
導体
アルコールの性質
アルコールの命名

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第10回
小
林
葉
子

第４章 飽和炭化水素の誘
導体
アルコールの命名
アルコールの構造異性体
エーテル

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第11回
小
林
葉
子

第４章 飽和炭化水素の誘
導体
アミンの性質
アミンの分類
アミンの命名

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第12回
小
林
葉
子

第５章 不飽和有機化合物
アルデヒド・カルボン酸
の性質
アルデヒド・カルボン酸
の命名・慣用名

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く



第13回
小
林
葉
子

第６章 芳香族炭化水素と
その化合物
芳香族化合物の構造とそ
の性質
芳香族化合物の異性体
芳香族化合物の命名

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第14回
小
林
葉
子

第７章 生体物質とのつな
がり
生化学・栄養学で学ぶ有
機化合物

前回授業範囲の小テストに取
り組み、解答を導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

第15回
小
林
葉
子

全学習範囲のまとめ

学習範全範囲の総合的な
問題に取り組み、解答を
導き出す。

終了後、各自、受講者相互間
で問題の正しい解の求め方を
導き出す。

予習90分：学習範
囲の教科書を読む
復習90分：学習範
囲の教科書の問題
を解く

教科書
有機化学 基礎の基礎 立屋敷哲 丸善
演習 有機化学 基礎の基礎 立屋敷哲 丸善
サイエンスビュー 化学資料 実教出版
成績評価の方法・基準
授業内の総合的な問題及び小テストで60点以上（時間内の課題問題80％ 小試験20%）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で受講者全員に小テストの簡単な解説を行う。また、その後に質問時間を設け、質問があ
る場合には、その解説を行う。
履修のポイント
「演習 有機化学 基礎の基礎」の問題を解き、化学に慣れる。必要な事項は、覚える。苦手苦
手、と逃げないで、とにかく、自分で取り組んでみる。
理解度に合わせ、授業の進行速度を変更する。進行の変更については授業内で説明する。授業に
は休まないで出席すること。
予習・復習で自分の理解度を確認し、理解不足の場合は、受講者間での学びあいをすることも大
切である。
オフィス・アワー
月～金 お昼休み（3限が授業のときは不可） 11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R112



講義コード 20370001
講義名 医療保健統計学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 吉村 英悟 指定なし

授業の概要と教育目標
保健統計学の考え方、用いる方法について講義する。医学·栄養学の領域における定量化や仮説
検証の歴史を理解し，統計学がどのように利用されているかを学ぶ。また，それらを比較するた
めの指標を紹介する。医学研究の企画・計画，データ収集・マネジメント，データ要約，データ
解析といった各段階で用いられる統計学的手法を学び，さらに現在行われている各種統計調査の
実情を学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマポリシーの関連として①での人間の社会・環境の理解と②で人間の健康を
規定する要因の社会や環境を理解することそして③での公衆栄養につながる知識の習得、④では
疫学データから読み解き社会のニーズや変化を理解することができるようになる。つまり統計資
料、統計を利用した研究結果を正しく理解、解釈できる。
到達目標
保健統計を見て正しく解釈できる。現実に行われている保健統計の種類をあげ、その仕組みを説
明できる。記述統計の方法が使える。推測統計の方法が使える。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
吉
村
英
悟

医学・栄養学領域にお
けるデータ解析と統計
学

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 統計学
を調べる
復習：45分 統計学
の概要の復習を行う

第2回
吉
村
英
悟

人口統計①
・人口静態統計
・人口動態統計

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 人口統
計を調べる
復習：45分 人口統
計の復習を行う

吉 予習：45分 人口統



第3回 村
英
悟

人口統計②
・生命表
・健康指標

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

計を調べる
復習：45分 人口統
計の復習を行う

第4回
吉
村
英
悟

保健統計調査
・基幹統計
・その他統計調査

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 保健統
計調査を調べる
復習：45分 保健統
計調査の復習を行う

第5回
吉
村
英
悟

統計分類
・疾病･傷害の定義と分
類
疫学
・歴史
・定義

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 統計分
類と疫学を調べる
復習：45分 統計分
類と疫学の復習を行
う

第6回
吉
村
英
悟

保健指標
・有病率
・相対危険
・寄与危険
・オッズ比など

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 主な保
健指標を調べる
復習：45分 保健指
標の復習を行う、課
題の作成

第7回
吉
村
英
悟

疫学研究
・疫学研究のデザイン
生態学的研究
横断研究
症例対照研究
コホート研究

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 疫学研
究のについてを調べ
る
復習：45分 疫学研
究の復習を行う。

第8回
吉
村
英
悟

疫学研究
・疫学研究のデザイン
介入研究
系統的レビュー
・誤差、バイアス、交
絡他

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 疫学研
究、誤差等について
を調べる
復習：45分 疫学研
究、誤差等の復習を
行う。

第9回
吉
村
英
悟

スクーリング
・有効性の指標
・ROC曲線

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 スクー
リングについてを調
べる
復習：45分 スクー
リングの復習を行
う。

第10回
吉
村
英
悟

保健統計と疫学のまと
め 左記まとめのテストの内容に

ついて学生と質疑応答を行
う。

予習：45分 1回か
ら9回までについて
を調べる
復習：45分 テスト
および今までの授業
の復習を行う。

第11回
吉
村
英
悟

統計学の基礎
・データの表現
・代表値
推計統計の基礎

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 統計学
について調べる
復習：45分 （授業
の記録をノートと資
料で再確認する）

第12回
吉
村
英
悟

統計学の基礎
・分布
推計統計の基礎１
・確率

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 分布、
推計統計について調
べる
復習：45分 （授業
の記録をノートと資
料で再確認する）



第13回
吉
村
英
悟

推計統計の基礎２
・点推定
・区間推定
・信頼区間

左記の内容について学生と質
疑応答を行う。

予習：45分 推計統
計について調べる
復習：45分 （授業
の記録をノートと資
料で再確認する）

第14回
吉
村
英
悟

推計統計の基礎３
・仮説検定
・ｔ検定
・F検定

ケーススタディ(食事調
査、計測データ)による
データ分析と解析①

データの解析および分析につ
いてアクティブラーニングに
てグループ毎にまとめる

予習：45分 推計統
計について調べる
復習：45分 （授業
の記録をノートと資
料で再確認する）

第15回
吉
村
英
悟

ケーススタディ(食事調
査、計測データ)による
データ分析と解析②
授業のまとめ

14回目のデータ解析および分
析についてグループで発表
まとめのテストの内容につい
て学生と質疑応答を行う。

予習：45分 前回の
資料をまとめ発表の
まとめる
復習：45分 （今ま
での授業およびテス
トをまとめる）

教科書
疫学・保健統計―看護師・保健師・管理栄養士を目指す―：建帛社
参考書
国民健康・栄養要調査成績，
国民衛生の動向
分かる統計学 健康・栄養を学ぶため松村安弘著他 化学同人 
他各種統計資料
電卓
エクセル栄養君建帛社。
エクセル栄養君FFQｇ 建帛社
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上 定期試験を実施します。
課題等に対する
フィードバックの方法
小テスト等の課題は採点後返却の後、解説をおこなう。
また発表についても評価を行う
履修のポイント
授業に連続性があります。また，修得度に合わせた内容の変更もあるので欠席はしないこと。
教科書を予め読むこと。
オフィス・アワー
曜 日：月曜日～金曜日 
時 間：12：30～13：15 
場 所：11号館3階 研究室6
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R140



講義コード 20380001
講義名 食文化論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 関谷 果林 指定なし

授業の概要と教育目標
伝承的な食文化における基礎を網羅し、その変遷・効用等について学修するすることで、日本の
食文化を構成する食事の素材・調理・食事方法についての知識を獲得する。
また、国外における食事情や食文化の類型について日本料理や郷土料理と比較し、人類における
食性と食文化のあゆみを理解する。
その上で日常生活における食の重要性について理解を深め、管理栄養士として必要な健康と栄養
に結びつく食文化の知識を身に付けることを教育目標とする。

卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、人間の健康を規定する要因として
幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必要
な食べ物と健康に結びつく知識の修得を目指して、日本の食を取り巻く環境や、食の文化的視点
に関する知識を養う。将来的な展望としては、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識の獲
得をを目指すものとする。
到達目標
1.食文化を理解することができる。 
2.食の歴史、行事伝統を学ぶことで食文化の関心を深めることができる。 
3.食文化の形成・発展に自然環境（気候・地形など）や社会環境（生活様式・風習・宗教 な
ど）が影響していることを説明できる。 
4.２１世紀の食糧問題について考え、食教育へつなげることができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 予習・復習と

そのために必要な時間

関
谷

【オリエンテーション】
シラバスについて、授業の進め方
【食文化とは何か】

予習90分：「和食」について調
べる。



第1回 果
林
・文化と文明（世界と日本の食文化）
・食文化の形成要因
・これからの食文化

復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第2回
関
谷
果
林

【日本の食材】
・米、小麦、雑穀の起源、伝播、近代の料理

予習90分：「米、小麦、雑穀」
の歴史を調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第3回
関
谷
果
林

【日本の食材】
・豆、肉の歴史、伝播、近代の料理

予習90分：「豆、肉」の歴史を
調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第4回
関
谷
果
林

【日本の食材】
・魚介、乳、卵の歴史、伝播、近代の料理

予習90分：「魚介、乳、卵」の
歴史を調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第5回
関
谷
果
林

【日本の食材】
・野菜、果物、茸、海藻、木の実の歴史、伝
播、近代の料理

予習90分：「野菜、果物、茸、
海藻、木の実」の歴史を調べ
る。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第6回
関
谷
果
林

【日本の食材】
・酒、茶、その他飲料の歴史
・菓子の歴史と洋菓子の伝来
・現代と古代の調味料
・薬味、香辛料の伝来と種類
【課題説明】
・課題に関するテーマ選択、まとめ方、提出
方法等の説明

予習90分：「飲料、菓子、香辛
料」の歴史を調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第7回
関
谷
果
林

日常で食される身近な食材をテーマに、その
食材の歴史、伝播、分類（種類）などを調査
し、レポートにまとめる
課題：レポート

予習90分：第1～6回のノートを
見直し、身近な食材を選択す
る。
復習90分：レポートの内容につ
いて見直す。

第8回
関
谷
果
林

【日本料理の変遷】
・料理の成立（原始・古代～近代・現代）
・日本料理、料理技術の変遷（原始・古代～
近代・現代）

予習90分：日本料理、料理技術
の変遷について調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第9回
関
谷
果
林

【日本料理の変遷】
・料理様式、食事様式の変遷（原始・古代～
近代・現代）
・飲食店の変遷（古代～近代・現代）
・食具、食器の変遷（古代～近代・現代）

予習90分：日本料理の様式、飲
食店の変遷について調べる
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第10回
関
谷
果
林

【行事食と郷土食】
・年中行事と食べ物
・人の一生の儀礼と食べ物

予習90分：日本の年中行事と儀
礼の種類について調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第11回
関
谷
果
林

【行事食と郷土食】
・各地の伝統食、郷土食

予習90分：出身地や群馬県の郷
土食について調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第12回
関
谷
果
【食事の作法】
・食事作法のはじまり

予習90分：食事作法、マナーに
ついて調べる
復習90分：ノート、小テストを



林 ・食事のマナー みなおす。

第13回
関
谷
果
林

【世界の食文化】
・世界の食の事情
・食文化の類型
・近世の食文化の精華
・人類の食性と食文化
【課題説明】
・課題に関するテーマ選択、まとめ方、提出
方法等の説明

予習90分：世界の食文化につい
て調べる。
復習90分：ノート、小テストを
みなおす。

第14回
関
谷
果
林

国、または地方の食文化をテーマに、料理様
式、技術の変遷、代表的な献立例などを調査
し、レポートにまとめる
課題：レポート

予習90分：第8～13回のノート
を見直し、食文化をテーマに興
味のある国、または地域を選択
する。
復習90分：レポートの内容につ
いて見直す。

第15回
関
谷
果
林

・第7回および第14回でまとめた、日常で食
される身近な食材、国、または地方の食文化
をテーマにしたレポートについて発表をおこ
なう
・食文化についてのまとめをおこなう

予習90分：第7回および大14回
のレポートを見直し、発表練習
をおこなう。
復習90分：食文化についてレ
ポートにまとめる。

教科書
使用しない（オリジナルプリントの配布）
参考書
「食文化論」 吉川誠次 編著（建帛社）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上
小テスト30%、レポート20%、発表20%、授業参加度30％（質疑応答など）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業の中で小
テストに関する答え合わせえを行うので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
旅行等に出かけた際に、その国の料理や郷土料理に目を向ける。
日頃から食に対する興味・関心を持ち、食文化についてのテーマに関わる新聞の記事や本などを
読む。
オフィス・アワー
TeamsまたはMoodleでのメールやチャットで対応
登学時は11号館 給食経営管理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C150



講義コード 20390001
講義名 栄養生命科学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
この数十年で生命科学は飛躍的に発展し、生命の持つ高度で複雑なシステムの一部が理解される
ようになった。生物は、食事から栄養素を取り込み、生存のためのエネルギーを獲得する。その
エネルギーを使い、生命活動を営んでいる。
食事からとった栄養素の代謝、情報の伝達、遺伝子発現調節、それぞれの相互調節、そして、食
事に関する味や匂い、生体リズムとの関連を分子レベルで学習する。
栄養素による生体現象の調節を学び、栄養と生命のかかわりを理解することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間と環境の理解」を主軸
に、「健康・環境・栄養・食品・生活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うととも
に、保健・医療分野を支えるための総合的な科目群として配置された栄養学科専門基礎科目栄養
学科基礎科目に配当される必須科目である。 
栄養士・管理栄養士として、生化学の理解を深め、生命活動と食との関連の理解を深める。さら
に、専門基礎科目である生化学と専門科目である基礎栄養学、応用栄養学、臨床栄養学との結び
つきを定着させることを目標とする。
到達目標
ニュースで流れる生命科学の内容を理解し、現代の医療へのかかわりを理解する。1，2年次で学
習した生化学を再確認し、生化学の理解を深めるとと共に、分子レベルで栄養学を理解する。
授業内の小テストを利用し、理解できていないところ、自分の弱点を見出し、自ら再度、学習す
ることににより、栄養素による生理機能、そして、生命活動に関する生体内の化学反応を理解す
る。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必
要な時間

分子栄養学につい
て
1．生物の多様性と 生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む



第1回
小
林
葉
子

進化
2．細胞の構造と細
胞内小器官の役割
の関連
3. 細胞間の情報伝
達

開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

第2回
小
林
葉
子

細胞内情報伝達
アドレナリン、グ
ルカゴン、インス
リン、レチノイン
酸をはじめとする
リガンドの細胞内
情報伝達

生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

第3回
小
林
葉
子

遺伝子発現調節
1．転写調節
2．ゲノム情報
3．エビゲノム

生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

第4回
小
林
葉
子

糖質の代謝と機能
発現
糖の代謝
糖質による遺伝子
発現

生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

第5回
小
林
葉
子

脂質の代謝と機能
発現
脂質の代謝
脂質による遺伝子
発現

生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

第6回
小
林
葉
子

アミノ酸の代謝と
機能発現
アミノ酸の代謝
アミノ酸による遺
伝子発現

生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

小 ビタミン・ミネラ
生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク



第7回 林葉
子
ルの作用と遺伝子
発現調節

小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

第8回
小
林
葉
子

感覚の分子栄養
学、時間栄養学
味覚・嗅覚の分子
栄養学
時間遺伝子の働き

生化学で学んだ学習範囲の小テストを授業
開始時に行う。授業後、再度、学習範囲の
小試験を行い、知識の定着を確認する。小
テストの解答は、自らで答えを導き出す。
試験前後の結果から、正しい知識を定着さ
せる。

予習90分：学
習範囲の教科
書を読む
復習90分：ク
エスチョンバ
ンクを使用し
て、学習範囲
の知識を定着
させる。

教科書
クエスチョンバンク2021 メディックメディア社
栄養科学シリーズ 分子栄養学 宮本賢一/井上裕康他 講談社
シンプル生化学 第6版 林典夫/廣野治子著 南江堂

参考書
サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修),長野 敬 実教出版
成績評価の方法・基準
補講日に行う総合試験及び授業後の授業内小テストで60点以上 （総合試験80% 小試験20%）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業開始時に、学習範囲の基本となる生化学I・IIの範囲の小試験を行う。小試験の内容に触れた
授業を展開する。授業の後半に再度試験を行い、理解の定着を確認する。
履修のポイント
生化学I・IIの内容が理解できていることを前提に、分子生物学的な視点で栄養学を発展させた分
子栄養学を学習する。
オフィス・アワー
月～金のお昼休み（3限に授業のある日は不可） 11号館16研究室
科目区分
専門基礎科目 栄養学科基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R161



講義コード 20400001
講義名 臨床医学概論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

大学病院で内科医として40年間診療に携わった経験を活かして、臨床医学
について講義を行う。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 山﨑 純一 指定なし

授業の概要と教育目標
我が国では高齢化に伴って生活習慣病がクローズアップされている。一方、疾病の発症には、遺
伝要因と環境因子が関与しているが、生活習慣病の治療には環境因子の是正が重要である。管理
栄養士は食事療法を介して患者の治療にも携わることから、疾病の病態や診断・治療に関する知
識が不可欠である。講義では臨床検査や人体の解剖・生理も含め、代表的な疾病について理解を
深めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーである「多様な対象や人間のライフステージ・ラ
イフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養
教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得しているこ
と。」を達成するための幅広い知識・技能とともに豊かな人間性が養われていること。
到達目標
１．人体の解剖・生理機能を理解し、自ら解説することができる。
２．代表的な疾病の原因・症状・診断・治療などを理解し、栄養学に展開できるよう知
識・技能を習得し、それらについて説明できる。
３．診断のための臨床検査について理解し、診断に至る過程について知識を習得し、説明するこ
とができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容

予習・復
習と
そのため
に必要な
時間

＜オリエンテーション 診断のための検査(1)：講
義の進め方、健康と病気、老化と加齢＞
15回の講義についてのオリエンテーションを行
う。同時に我が国の医療の現状について解説
し、管理栄養士を目指す学生に対して、これか

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認



第1回
山
﨑
純
一

らの栄養学の在り方について問う。
健康と病気の間に未病という状態がある。糖代
謝の場合、健康状態では血糖値は正常である
が、未病ではインスリン抵抗性が出現、病気で
は糖尿病の診断基準を満たすことになる。病気
を理解するために症状や検査から診断に至る過
程を解説し、基本的な知識の習得に努める。
グループ課題（プレゼンテーション・アクティ
ブラーニング）について説明し、グループ分け
を行い、具体的な学習テーマを与える。

する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第2回
山
﨑
純
一

＜診断のための検査(2)：一般的診察（医療面
接・身体所見）＞
医療面接の目的は、患者と医療者の間で良好な
信頼関係を構築することである。また、医師な
どが患者の身体所見を視診、聴診、打診、触診
を介して調べるが、これら一般的診察の重要性
を理解する。

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第3回
山
﨑
純
一

＜診断のための検査(3)：検査の種類と採取法・
臨床検査における基準値の設定の考え方（一般
検査・血液検査・生化学検査・免疫学検査）＞
一般・血液・生化学検査により、臓器などが障
害されると特有の物質が尿中・血液中に出現す
ることから、病状などを判定することができ
る。その基準値は、年齢で異なるが、健康人
の95%が入る範囲ある。検査の目的と検査値の
意味を理解する。

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第4回
山
﨑
純
一

＜診断のための検査(4)：生理機能検査＞
生理機能検査には、各種心電図、脳波、筋電図
などの電気的情報を調べる検査や、肺機能検査
（呼吸機能検査）、超音波検査、心音図、基礎
代謝、サーモグラフィなどの検査がある。これ
らの検査の意義と検査結果について理解する。

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。
（予



第5回
山
﨑
純
一

＜診断のための検査(5)：画像検査＞
画像診断とはX線単純撮影、CT検査、超音波、
核磁気共鳴、核医学検査、血管造影検査などを
用いて、主として疾患による形態上の変化を画
像化し、診断することである。これらの検査の
意義と検査結果について理解する。

習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第6回
山
﨑
純
一

＜栄養・代謝系疾患(1)：糖尿病・肥満＞
糖尿病と肥満の発症には過食と遺伝的要因が関
与する。生活習慣病の代表的疾患である糖尿病
と肥満の合併症には重篤な血管病変があり、発
症機序や合併症、治療など基本的な知識の習得
に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：糖
尿病とは？ 糖尿病
の3大合併症とは？
肥満とは？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第7回
山
﨑
純
一

＜栄養・代謝系疾患(2)：脂質異常症・高尿酸血
症・骨粗鬆症＞
生活習慣病である脂質異常症、高尿酸血症は動
脈硬化症の原因として重要な疾患である。ま
た、骨粗鬆症は特に閉経後の女性で急速に増加
する。これらの疾患の発生機序や合併症、治療
など基本的な知識の習得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：脂
質異常症とは？ 高
尿酸血症（痛風）
とは？ 骨粗鬆症と
は？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第8回
山
﨑
純
一

＜内分泌系疾患：先端肥大症・尿崩症・甲状腺
機能障害・副腎の異常症＞
内分泌腺の機能異常による疾患であり、一般に
機能亢進症および機能低下症がある。例として
脳下垂体の機能亢進では巨人症や末端肥大症な
ど、低下では下垂体性侏儒、シモンズ病、尿崩
症などがある。内分泌臓器とホルモンの関係を
理解し、ホルモンの異常分泌により生じる疾患
について、発症機序や合併症、治療など基本的
な知識の習得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：下
垂体ホルモンの異
常について。 甲状
腺ホルモンの異常
について。 副腎皮
質・髄質ホルモン
の異常について。

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の



関係領域
を通読す
る。

第9回
山
﨑
純
一

＜化器疾患(1)：食道炎・食道がん・胃炎・胃が
ん＞
上部消化管に発症する炎症性病変や悪性腫瘍は
発症頻度の高い消化器疾患であり、上部消化管
の解剖とその特徴や症状について基本的な知識
の習得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：食
道がんとは？ 胃が
んとは？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第10回
山
﨑
純
一

＜消化器疾患(2)：アカラジア・ダンピング症候
群・クローン病・潰瘍性大腸炎・イレウス＞
下部消化管の解剖と働きを理解し、各種消化管
疾病について症状や治療など基本的な知識の習
得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：ク
ローン病とは？ 潰
瘍性大腸炎とは？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第11回
山
﨑
純
一

＜肝・胆・膵疾患：肝疾患・膵・胆道疾患＞
肝臓・胆嚢・膵臓の解剖と働きを理解し、これ
らに関与する疾患について症状や治療など基本
的な知識の習得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：胆
石症とは？ 肝炎と
は？ 肝硬変とは？
膵炎とは？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第12回
山
﨑

＜循環器疾患：高血圧・動脈硬化・虚血性心疾
患・心不全・不整脈＞
高血圧の発症には、塩分摂取量と動脈硬化、つ
まり血液量（心拍出量）と末梢血管抵抗の２因
子が関与する。冠動脈狭窄や閉塞により発症す
る虚血性心疾患として狭心症、心筋梗塞が挙げ

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：高
血圧の原因井つい
て。 心筋梗塞の病
態生理と原因疾

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）



純
一
られる。心不全とは心臓の機能が低下して、体
に十分な血液を送り出せなくなった状態であ
る。不整脈の発生機序として刺激生成異常と刺
激伝導異常がある。これら疾患の病態生理や心
電図や画像所見などを解説し、症状や治療など
基本的な知識の習得に努める。

患、心電図所見に
ついて。 心室性期
外収縮について。
左心不全・右心不
全の原因疾患と血
行動態について。

配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第13回
山
﨑
純
一

＜腎・尿路系疾患(1)：急性腎炎症候群・腎不全
＞
腎臓は血液から水分や老廃物を濾過して尿を作
り出す働きをしている。急性腎不全は急激に腎
臓の機能が低下するが、原因として「腎前
性」、「腎性」「腎後性」に分類される。慢性
腎不全は腎の排泄機能の低下が非可逆的で、腎
機能が正常の50％以下の状態を指す。このため
腎不全では原因を知ることが重要であり、発症
機序や合併症、治療など基本的な知識の習得に
努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：急
性腎炎症候群と
は？ 急性腎不全と
は？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第14回
山
﨑
純
一

＜腎・尿路系疾患(2)：慢性腎臓病・末期腎不全
の治療・尿路系疾患・透析療法＞
末期腎不全が重篤化し、透析治療が導入され
る。末期腎不全に至る経過において原因を知る
ことが重要であり、発症機序や合併症、治療な
ど基本的な知識の習得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：慢
性腎臓病とは？ 末
期腎不全とは？ 透
析治療とは？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

第15回
山
﨑
純
一

＜神経・精神系疾患：脳血管障害・摂食障害・
認知症・変性疾患・精神疾患＞
脳血管障害とは「脳血管の病理学的変化、灌流
圧の変化あるいは血漿、血球成分の変化などに
より、脳に一過性ないし持続性の虚血または出
血が生じたもの」と定義されている。脳とは大
脳、小脳、脳幹部、髄膜なども示す。認知症に
はいくつかの種類があり、アルツハイマー型認
知症、脳血管型認知症、レビー小体型認知症な
どが挙げられる。認知症の種類によって、脳内
で障害される部位が異なり、症状も変わってく
る。意識障害は、意識混濁と意識変容に分けら
れ、さらに重症度分類されている。これらの疾
患の原因や発症機序、治療など基本的な知識の
習得に努める。

グループ課題（プ
レゼンテーショ
ン・アクティブ
ラーニング）：脳
血管障害とは？ 慢
性腎臓病とは？ 認
知症とは？ 変性疾
患とは？

（予
習90分）
講義の概
要を教科
書で確認
する。
（復
習90分）
配布した
講義資料
を参考に
教科書の
関係領域
を通読す
る。

教科書
「栄養科学イラストレイテッド－臨床医学－（疾病の成り立ち）」田中明（編）羊土社



参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
試験80％、課題10％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。授業での講義内容を配布するので、授業内容の理解
に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待する。予習：当日の講義の概要を教科書で確認する。復習：配
布した講義資料を中心に教科書の関係領域を通読する（90分）。
オフィス・アワー
講義終了後に適宜受け付ける。その他、火・木・金曜日に適宜受け付けるので、教務課に依頼し
予約すること。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C121



講義コード 20410001
講義名 公衆衛生学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 岩田 昇 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆衛生学の概念，方法論の基礎を学ぶ。一次予防，二次予防および三次予防の理論に基づき，
環境諸要因が健康あるいは社会生活に及ぼす影響について理解を深め，疾病予防や健康増進への
アプローチの方法等，保健予防・医療に関する知識を習得する。公衆衛生実践活動を学び，人々
の健康を守るための組織，機関および医療従事者の役割や機能への理解を深める。
なお、ほぼ毎回、公衆衛生学・社会医学に関する新聞報道等の題材を用いて、グループディス
カッション・プレゼンテーションの時間を設定し、身近な健康問題に対する自身の判断・見解を
持ち、それを他者に示すためのスキルも学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間と環境の理解」を主軸
に、「健康・環境・栄養・食品・生活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うととも
に、保健・医療分野を支えるための総合的な科目として、社会・環境の諸要因と健康問題との関
係や保健医療の公的システムを理解することを目指す。
到達目標
1. 健康の概念・ヘルスプロモーション政策の概要を説明できる。
2. 健康に影響する環境要因の概要を説明できる。
3. 主な健康指標を挙げて、その現在までの状況を説明できる。
4. 社会・環境と健康との関係性を調べる方法論を理解し、その概要を説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
岩
田
昇

オリエンテー
ション
公衆衛生学Ⅰに
ついて
国家試験出題
基準

環境と健康の関連について、各
自の意見を求め、グループ内で
討議する。

予習90分：国家試験出題基
準をダウンロードし、社会・
環境の学習内容を把握してお
くこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと



第2回
岩
田
昇

第１章 社会と
健康①
健康の概念/予
防の概念
ヘルスプロ
モーション/プ
ライマリーヘ
ルスケア

各自が考える健康および予防に
ついて、グループ内で意見を出
し合い、討議する。

予習90分：教科書P. 1～11に
目を通し、重要キーワードを
調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第3回
岩
田
昇

第１章 社会と
健康②
公衆衛生活動
の実践/歴史

予習に基づき、公衆衛生活動の
実践について意見交換する。

予習90分：教科書P.
12～26に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第4回
岩
田
昇

第２章 環境と
健康①
環境問題の概
念

予習に基づき、環境問題につい
て意見交換する。

予習90分：教科書P.
27～36に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第5回
岩
田
昇

第２章 環境と
健康②
世界の水問
題、廃棄物問
題

予習に基づき、世界の水問題、
廃棄物問題について意見交換す
る。

予習90分：教科書P.
37～49に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第6回
岩
田
昇
確認テスト１ 確認テスト１の実施

解答と解説

予習120分：1～5回の講義で
扱った重要キーワードを理解
しておくこと
復習90分：不正解個所を再
度確認し、ノートに記してお
くこと

第7回
岩
田
昇

第３章 健康、
疾病、行動に
関わる統計資
料①
保健統計の概
要、人口静態
統計、人口動
態統計

予習に基づき、人口静態統計、
人口動態統計について意見交換
する。

予習90分：教科書P.
51～64に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第8回
岩
田
昇

第３章 健康、
疾病、行動に
関わる統計資
料②
生命表、傷病
統計

予習に基づき、生命表、傷病統
計について意見交換する。

予習90分：教科書P.
64～72に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第9回
岩
田
昇

第３章 健康、
疾病、行動に
関わる統計資
料③
その他の保健
統計、国際比
較

予習に基づき、保健統計の国際
比較について意見交換する。

予習90分：教科書P.
72～77に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第10回
岩
田
昇
確認テスト２ 確認テスト２の実施

解答と解説

予習120分：7～9回の講義で
扱った重要キーワードを理解
しておくこと
復習90分：不正解個所を再



度確認し、ノートに記してお
くこと

第11回
岩
田
昇

第４章 疫学①
疫学の概念/健
康指標/有病率
と罹患率

予習に基づき、疫学の重要性な
らびに有病率と罹患率の違いや
それぞれの必要性について意見
交換する。

予習90分：教科書P.
79～85に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第12回
岩
田
昇

第４章 疫学②
疫学の種類、
バイアス

予習に基づき、様々なバイアス
について意見交換する。

予習90分：教科書P.
85～99に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第13回
岩
田
昇

第４章 疫学③
スクリーニン
グ、EBM

仮想データを用いて、スクリー
ニングに関する各指標の意味に
ついて理解する。

予習90分：教科書P.
100～108に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第14回
岩
田
昇

第４章 疫学④
リスク評価、
研究倫理

予習に基づき、研究倫理の意義
について意見交換する。

予習90分：教科書P.
108～115に目を通し、重要
キーワードを調べておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、疑問点を調べてくこと

第15回
岩
田
昇
まとめ 全体確認テストの実施

解答と解説

予習120分：1～14回の講義
で扱った重要キーワードを理
解しておくこと
復習90分：不正解個所を再
度確認し、ノートに記してお
くこと

教科書
古野・辻・吉池編『社会・環境と健康』 南江堂
参考書
・適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
・単位認定60点以上。
・３回の筆記試験90％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
・確認テスト(45分程度)の後、解答および解説を行う。
・ほぼ毎回のグループディスカッション・プレゼンテーションに対するコメントは適宜行う。
履修のポイント
・健康水準の高い社会に住んでいることを自覚し、俯瞰的視点を持って，積極的な取り組みを期
待します。
オフィス・アワー
・水曜日・木曜日12:30～13:20（昼休み） 11号館第5研究室
（講義終了前後にも適宜受付可能）
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R151





講義コード 20420001
講義名 公衆衛生学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 岩田 昇 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆衛生学の概念，方法論の基礎を学ぶ。一次予防，二次予防および三次予防の理論に基づき，
環境諸要因が健康あるいは社会生活に及ぼす影響について理解を深め，疾病予防や健康増進への
アプローチの方法等，保健予防・医療に関する知識を習得する。公衆衛生実践活動を学び，人々
の健康を守るための組織，機関および医療従事者の役割や機能への理解を深める。
なお、授業ではほぼ毎回、現代社会における健康問題・報道などを題材として、グループディス
カッションおよびプレゼンテーションの時間を設定し、自らの判断・見解を持ち、それを他者に
伝えるスキルの習得も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間と環境の理解」を主軸
に、「健康・環境・栄養・食品・生活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うととも
に、保健・医療分野を支えるための総合的な科目として、社会・環境の諸要因と健康問題との関
係や保健医療の公的システムを理解することを目指す。
到達目標
1. 生活習慣と健康との関係について、その概要を説明できる。
2. ガンやその他の５大疾患の危険因子と予防活動について、概要を説明できる。
3. 感染症に対する法律、国・コミュニティの対策の概要について説明できる。
4. 予防活動における栄養士の役割について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
岩
田
昇

ガイダンス
授業の進め
方・評価の仕
方等
公衆衛生学Ⅰの
復習①

公衆衛生学Ⅰの学習内容の確認テ
ストを行い、理解度の不十分な
領域を認識する。

予習90分：公衆衛生学Ⅰの資
料に目を通し、キーワードを
確認しておくこと
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと



第2回
岩
田
昇

公衆衛生学Ⅰの
復習②
環境保健の復
習
疫学の復習

環境保健および疫学の確認テス
トを行い、理解度の不十分な領
域を認識する。

予習90分：疫学の指標、計算
方法などについて、確認して
おくこと
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第3回
岩
田
昇

第５章 生活習
慣の現状と対
策①
健康日本21、
食行動

予習に基づき，健康日本21に関
する意見交換を行い、特に食行
動について討議する。

予習90分：教科
書P.117～137に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第4回
岩
田
昇

第５章 生活習
慣の現状と対
策②
喫煙行動、飲
酒行動

予習に基づき，喫煙行動、飲酒
行動の習慣化に関する意見交換
を行い、予防策について議論す
る。

予習90分：教科
書P.137～145に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第5回
岩
田
昇

第５章 生活習
慣の現状と対
策③
睡眠・ストレ
ス、歯科保健
活動

ストレスおよびその対処の経験
に関する意見交換を行う。ま
た、健康関連の生活習慣獲得に
向けた個人レベル～コミュニ
ティレベルの取り組みについて
討議する。

予習90分：教科
書P.146～158に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第6回
岩
田
昇
確認テスト１

確認テスト１を実施し、その場
で解答を行い、不正解の箇所を
各自で確認復習し、レポートに
まとめる。

予習90分：1～5回の授業資料
を見直して、理解しておくこ
と
復習90分：不正解の箇所を中
心に、資料を見直し、要点を
ノートに記すこと

第7回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防①
ガン、循環器
疾患

予習に基づき，ガン、循環器疾
患の年次推移や危険因子につい
て、グループ内で相互学習を行
う。

予習90分：教科
書P.159～168に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第8回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防②
代謝疾患、
骨・関節疾患

予習に基づき，代謝疾患、骨・
関節疾患の疫学と危険因子につ
いて、グループ内で相互学習を
行う。

予習90分：教科
書P.168～179に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第9回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防③
感染症 感染症
法・主要感染
症

予習に基づき，感染症に関し
て、グループ内で相互学習す
る。特に感染症法・主要感染症
を中心に学ぶ。

予習90分：教科
書P.180～185に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第10回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防④
感染症 予防接
種 検疫

予習に基づき，予防接種や検疫
についてグループ内で相互学習
を行う。

予習90分：教科
書P.185～188に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

岩 確認テスト２を実施し、その場
予習90分：7～10回の授業資
料を見直して、理解しておく



第11回 田
昇
確認テスト２ で解答を行い、不正解の箇所を

各自で確認復習し、レポートに
まとめる。

こと
復習90分：不正解の箇所を中
心に、資料を見直し、要点を
ノートに記すこと

第12回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防⑤
精神疾患

予習に基づき，現代社会におけ
る精神疾患の疫学や危険因子に
ついて、グループ内で相互学習
を行う。

予習90分：教科
書P.188～191に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第13回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防⑤
その他の疾患
（腎臓・呼吸
器・消化器・
肝臓・アレル
ギー疾患、認
知症）

予習に基づき，対象疾患をグ
ループに割り振り、説明のプレ
ゼンテーションを行う。クラス
全体で意見交換を行う。

予習90分：教科
書P.191～196に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と。疾患説明のプレゼンテー
ション資料をグループごとに
作成すること。
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第14回
岩
田
昇

第６章 主要疾
患の疫学と予
防⑤
外因（自殺・
不慮の事故・
虐待・暴力）

予習に基づき，自殺・不慮の事
故・虐待・暴力の実態および年
次推移・危険因子についてグ
ループ内で相互学習する。

予習90分：教科
書P.196～201に目を通し、重
要キーワードを調べておくこ
と。疾患説明のプレゼンテー
ション資料を各グループで作
成すること。
復習90分：配布資料を見直
し、要点を確認しておくこと

第15回
岩
田
昇
まとめ

全体確認テストを実施し、その
場で解答を行い、理解度を各自
確認する。

予習90分：1～14回の授業資
料を見直しで、理解しておく
こと
復習90分：不正解の箇所を中
心に、資料を見直し、要点を
ノートに記すこと

教科書
古野・辻・吉池編『社会・環境と健康』 南江堂
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
・単位認定60点以上。
・３回の筆記試験 90％、授業への参加度 10％
課題等に対する
フィードバックの方法
・確認テスト(45分程度)の後、解答および解説を行う。
・グループディスカッション・プレゼンテーションに対するコメント等を適宜行う。
履修のポイント
・健康水準の高い社会に住んでいることを自覚し、俯瞰的視点を持って，積極的に取り組むこと
を期待します。
オフィス・アワー
・水曜日・木曜日12:30～13:20（昼休み）11号館第5研究室
（講義終了前後にも適宜受付可能）



科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R162



講義コード 20430001
講義名 公衆衛生学Ⅲ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 岩田 昇 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆衛生学の概念，方法論の基礎を学ぶ。一次予防，二次予防および三次予防の理論に基づき，
環境諸要因が健康あるいは社会生活に及ぼす影響について理解を深め，疾病予防や健康増進への
アプローチの方法等，保健予防・医療に関する知識を習得する。公衆衛生実践活動を学び，人々
の健康を守るための組織，機関および医療従事者の役割や機能への理解を深める。
なお、授業ではほぼ毎回、現代社会における健康問題・報道などを題材として、グループディス
カッションおよびプレゼンテーションの時間を設定し、自らの判断・見解を持ち、それを他者に
伝えるスキルの習得も目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間と環境の理解」を主軸
に、「健康・環境・栄養・食品・生活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うととも
に、保健・医療分野を支えるための総合的な科目として、社会・環境の諸要因と健康問題との関
係や保健医療の公的システムを理解することを目指す。
到達目標
1. 社会保障に関する公的システムについて，その概要を説明できる
2. 医療制度に関する公的システムについて、その概要を説明できる
3. 地域保健・高齢者保健に関する現状と公的活動について説明できる
4. 母子保健・学校保健・産業保健など、ライフサイクルに則した保健課題の概要を説明でき
る。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
岩
田

オリエンテーショ
ン
授業の進め方、評
価の仕方等

公衆衛生学Ⅰ・Ⅱの学習内容の確認
テストを行い、理解不足の領域を

予習90分：公衆衛生
学Ⅰ・Ⅱの資料に目を通
し、重要キーワードに
ついて、確認しておく
こと



昇 公衆衛生学Ⅰ・Ⅱの
振り返り

見出す 復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておくこと

第2回
岩
田
昇

第７章 保健・医
療・福祉の制度①
社会保障、行政

予習に基づき、社会保障のポイン
トについて意見を求め、討議す
る。

予習90分：教科書P.
203～207に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第3回
岩
田
昇

第７章 保健・医
療・福祉の制度②
医療制度、福祉制
度

予習に基づき、医療制度、福祉制
度のポイントについて意見を求
め、討議する。

予習90分：教科書P.
207～221に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第4回
岩
田
昇

第８章 地域保健
地域保健活動、資
源、健康危機管理

予習に基づき、地域保健活動、資
源、健康危機管理のポイントにつ
いて意見を求め、討議する。

予習90分：教科書P.
223～231に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第5回
岩
田
昇
確認テスト１ 確認テスト１の実施

解答および解説

予習90分：1～4回の授
業資料に目を通し、理
解しておくこと
復習90分：不正解箇所
について、資料等で確
認整理し、ノートに記
しておくこと

第6回
岩
田
昇

第９章 母子保健
母子保健法、母子
保健事業、母子保
健施策

予習に基づき、母子保健法、母子
保健事業、母子保健施策のポイン
トについて意見を求め、討議す
る。

予習90分：教科書P.
233～244に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第7回
岩
田
昇

第10章 成人保健
生活習慣病の予
防、特定健康診
査、特定保健指
導、法律

予習に基づき、生活習慣病の予
防、特定健康診査、特定保健指
導、法律のポイントについて意見
を求め、討議する。

予習90分：教科書P.
245～254に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第8回
岩
田
昇

第11章 高齢者保
健・介護①
高齢者保健・介
護、介護保険法、
介護予防、要介護
認定、ケアマネジ
メント

予習に基づき、高齢者保健・介
護、介護保険法、介護予防、要介
護認定、ケアマネジメントのポイ
ントについて意見を求め、討議す
る。

予習90分：教科書P.
255～259に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第11章 高齢者保
健・介護②

予習90分：教科書P.
259～264に目を通し、



第9回
岩
田
昇

地域包括支援セン
ター、介護施設、
老人保健施設、地
域包括ケアシステ
ム

予習に基づき、地域包括支援セン
ター、介護施設、老人保健施設、
地域包括ケアシステムのポイント
について意見を求め、討議する。

重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第10回
岩
田
昇
確認テスト２ 確認テスト２の実施

解答および解説

予習90分：6～9回の授
業資料に目を通し、理
解しておくこと
復習90分：不正解箇所
について、資料等で確
認整理し、ノートに記
しておくこと

第11回
岩
田
昇

第12章 産業保健①
産業保健の目的・
制度、現状と対
策、労働災害

予習に基づき、産業保健の目的・
制度、現状と対策、労働災害のポ
イントについて意見を求め、討議
する。

予習90分：教科書P.
265～271に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第12回
岩
田
昇

第12章 産業保健②
職業と健康障害、
うつ
第13章 学校保健①
学校保健の現状と
対策

予習に基づき、職業と健康障害、
うつ
学校保健の現状と対策のポイント
について意見を求め、討議する。

予習90分：教科書P.
271～280に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第13回
岩
田
昇

第13章 学校保健②
児童生徒の健康、
学校保健安全対
策、学校感染症

予習に基づき、児童生徒の健康、
学校保健安全対策、学校感染症の
ポイントについて意見を求め、討
議する。

予習90分：教科書P.
280～290に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第14回
岩
田
昇

第14章 国際保健
地球規模の健康問
題、開発途上国の
健康問題、国際的
協力機関

予習に基づき、地球規模の健康問
題、開発途上国の健康問題、国際
的協力機関について意見を求め、
討議する。

予習90分：教科書P.
291～301に目を通し、
重要キーワードについ
て、調べておく
復習90分：配布資料を
見直し、要点を整理し
ておく

第15回
岩
田
昇
まとめ 全体確認テストの実施

解答および解説

予習120分：1～14回の
講義の中の重要キー
ワードを確認しておく
復習90分：不正解の個
所を再度確認し、ノー
トに記しておく

教科書
古野・辻・吉池編『社会・環境と健康』 南江堂
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準



・単位認定60点以上。
・３回の筆記試験90％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
・確認テスト(45分程度)の後、解答および解説を行う。
・グループディスカッション・プレゼンテーションに対するコメント等を適宜行う。
履修のポイント
・健康水準の高い社会に住んでいることを自覚し、俯瞰的視点を持って，積極的に取り組むこと
を期待します。
オフィス・アワー
・水曜日・木曜日12:30～13:20（昼休み） 11号館第5研究室
（講義終了前後にも適宜受付可能）
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R170



講義コード 20440002
講義名 解剖生理学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

大学病院で内科医として40年間診療に携わった経験を活かして、ヒトの生
理機能の基礎知識について講義を行う。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし
教員 山﨑 純一 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養面からの健康増進と維持、疾病の成り立ちや疾病のリスク低下とのかかわりを理解するため
は、人体の構造や機能を解剖学的および生理学的な両側面から修得する必要がある。本講義では
総論として4大組織の構造的特徴、各論として循環器および内分泌系に属する器官の構造と機能
について講義を行う。本科目では、解剖生理学で得られた知識をもとに、ヒトの生理機能の基礎
知識の修得を目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」並
びに「3．多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状
況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経
営分野に関して必要な知識や技術を修得している。」に基づき、正常の人体の構造と機能・役割
についての知識修得を目指す。さらには、専門科目、特に基礎栄養学、病理学、臨床栄養学を理
解する上で基盤となる知識の獲得を目指すものとする。
到達目標
1．人体の構成単位である細胞レベルから組織・器官・器官系レベルまでを体系的に理解し、構
造や機能を説明できる。
2．基礎栄養学、病理学、臨床栄養学に関わる基礎的な知識を具体的に述べることができる。
3．食・栄養・健康という幅広い分野で科学的根拠に基づく栄養の実践活動の場で、人体の仕組
みを応用できる。
4．器官を組織レベルで分類できる。
5．循環器および内分泌の機能と構造について説明できる。
授業計画

担
当
者

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間



第1回
影
山
晴
秋

オリエンテーション（授業の
進め方など）
解剖生理学Iの内容について
細胞から個体

予習90分：シラバスを事前に確認すること
復習90分：第1章をよく読み、解剖学の言葉
遣いに慣れるようにする。

第2回
影
山
晴
秋

細胞の基本構造（生体膜、細
胞小器官）

予習90分：教科書２章10-14ページを読んで
分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第3回
影
山
晴
秋

４大組織：上皮組織の構造と
はたらき、外分泌腺の構造と
はたらき

予習90分：教科書3章16-19ページを読んで分
からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第4回
影
山
晴
秋

４大組織：細胞間結合装置、
支持組織と筋組織の種類と構
造

予習90分：教科書3章20-25ページを読んで分
からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第5回
影
山
晴
秋

神経組織
骨の構造

予習90分：教科書3章24-33ページを読んで分
からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第6回
影
山
晴
秋

骨の構成細胞、骨の成長とリ
モデリング

予習90分：教科書3章32-37ページを読んで分
からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第7回
影
山
晴
秋

筋の構造と機能と運動のしく
み
血液の概要と血球の種類

予習90分：教科書4章16-59ページと5章73-
75ページを読んで分からなかったところを把
握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第8回
影
山
晴
秋

血球の分化・成熟、血漿成
分、赤血球の処理
凝固・線溶系

予習90分：教科書5章76-83ページを読んで分
からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第9回
影
山
晴
秋

免疫細胞、免疫機構（自然免
疫と獲得免疫）

予習90分：教科書5章84-102ページを読んで
分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第10回
山
﨑
純
一

心臓の構造、血液循環路、心
周期、心臓の刺激伝導系

予習90分：教科書6章103-113ページを読ん
で分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第11回
山
﨑
純

血管の構造、リンパ管の構造
と機能

予習90分：教科書6章112-119ペー
ジ、126−129ページを読んで分からなかった
ところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い



一 て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第12回
山
﨑
純
一

循環系の調節

予習90分：教科書第6章128-132ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第13回
影
山
晴
秋

内分泌腺の構造
ホルモンの種類とホルモン分
泌調節機構
視床下部ホルモンと下垂体ホ
ルモンと分泌機能

予習90分：教科書7章133-143ページを読ん
で分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第14回
影
山
晴
秋

甲状腺と上皮小体の構造と機
能、ホルモンの作用

予習90分：教科書7章142-147ページを読ん
で分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

第15回
影
山
晴
秋

副腎と膵臓の構造と機能、ホ
ルモンの作用

予習90分：教科書7章146-156ページを読ん
で分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用い
て必ず復習を行い、講義の内容をきちんと理
解する。

教科書
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂
解剖生理学まとめドリル—人体の基本を総チェック− SENKOSHA
参考書
栄養科学イラストレイテッド 解剖生理学 人体の構造と機能 志村二三夫，岡 純，山田和彦／
編・羊土社
得意になる解剖生理 美田誠二（著）・照林社
上記２つの参考書を挙げますが、図書館に解剖学や生理学に関する教科書がたくさんあります。
自分に合った読みやすいものを参考書として使ってください。または高校の時に使用した「生
物」「基礎生物」の教科書も参考書となります。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
期末試験85％、リアクションペーパー15％
課題等に対する
フィードバックの方法
リアクションペーパーで質問した内容については、Teamsのチャットで返信します。また多い質
問に対しては、授業の時に解説します。講義終了時に課題を出しますので、復習が終わったら課
題に取り組み、コメントを各自に返信します。
履修のポイント
膨大な情報量を教科書の図を使って講義しますので、しっかりと授業についてきて下さい。講義
はスライド中心となりますが、講義スライドをプリントアウトしたものは配布しませんので、
ノートを取るあるいは教科書に書き込んで下さい。解剖生理学IとIIが理解できると、専門科目の
基礎知識になるだけでなく、「健康やダイエットに関するメディア」に対して、深く理解できる
ようになる。
オフィス・アワー
月曜日から木曜日までの9:00-17:00（講義が無い時間）
11号館3階第10研究室にて対応。
またTeamsでも質問を受け付けます。



科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R113



講義コード 20450001
講義名 解剖生理学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養面からの健康増進と維持、疾病の成り立ちや疾病のリスク低下とのかかわりを理解するため
は、人体の構造や機能を解剖学的および生理学的な面から習得する必要がある。解剖生理学で得
られた知識をもとに、ヒトの構造や体しくみについて学ぶ。解剖生理学IIでは消化器系、呼吸器
系、腎・泌尿器系、生殖器系、神経系および感覚器に属する器官の構造と機能について講義す
る。特に栄養学全般で重要になる「食べ物の消化・吸収、代謝、排泄」という一連の流れを、ど
この器官系で行っているかを学習していく。本科目では、解剖生理学で得られた知識をもとに、
ヒトの生理機能について知識修得を目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」並
びに「3．多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状
況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経
営分野に関して必要な知識や技術を修得している。」に基づき、正常の人体の構造と機能・役割
についての知識修得を目指す。さらには、専門科目、特に基礎栄養学、病理学、臨床栄養学を理
解する上で基盤となる知識の獲得を目指すものとする。
到達目標
1．食べ物の摂取、消化・吸収、排泄といった消化器系や腎・泌尿器系、ガス交換をおこなう呼
吸系、生殖器及び神経系の構造と機能について、説明できる。
2．食べ物の摂取、消化・吸収、排泄の一連の流れ機能と調節法を含めて具体的に述べることが
できる。
4．器官について、組織レベルで分類できる。
3．食・栄養・健康という幅広い分野で科学的根拠に基づく栄養の実践活動ができるようにする
ために、人体の仕組みを具体的に述べることができる。
授業計画

担
当 授業内容と方法、課題 予習・復習と



者 そのために必要な時間

第1回
影
山
晴
秋

消化器の総論、口腔（歯、舌、味
覚器）、咽頭、食道の構造

予習90分：教科書８章157-165ページ
と13章322−324ページを読んで分からな
かったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第2回
影
山
晴
秋
食道、胃、小腸の構造

予習90分：教科書8章164-173ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第3回
影
山
晴
秋

大腸の構造、肝臓の構造と生理機
能

予習90分：教科書8章172-177ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第4回
影
山
晴
秋

胆嚢、膵臓の構造と生理機能
消化管の生理機能（唾液腺、嚥下
のしくみ）

予習90分：教科書8章160-163、177-
182ページを読んで分からなかったところ
を把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第5回
影
山
晴
秋

消化管の生理機能（胃液分泌の調
節、消化ホルモン、栄養素の消
化）
呼吸器系の概要

予習90分：教科書8章169，182-188ペー
ジ、9章169，189-191を読んで分からな
かったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第6回
影
山
晴
秋

鼻腔、咽頭、気管、肺の構造と機
能
呼吸のしくみ

予習90分：教科書9章192-204ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第7回
影
山
晴
秋
ガス交換と運搬、呼吸の調節

予習90分：教科書9章204-216ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第8回
影
山
晴
秋

腎臓の構造とはたらき（老廃物の
排泄）

予習90分：教科書10章217-
223、236−239ページを読んで分からな
かったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第9回
影
山
晴
秋

腎臓のはたらき（水分量、酸塩基
平衡、血圧、体内カルシウム量、
造血機能の調節）

予習90分：教科書10章224-234ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第10回
影
山
晴 男性・女性生殖器の機能と構造

予習90分：教科書11章241-253ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用



秋 いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第11回
影
山
晴
秋
性周期、受精から着床まで

予習90分：教科書11章256-261ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第12回
影
山
晴
秋

胎盤の形成、構造と機能、乳腺の
構造と機能
中枢神経系の総論、脊髄と脳の構
造と機能

予習90分：教科書11章260−256ペー
ジ、12章269−278ページを読んで分から
なかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第13回
影
山
晴
秋

脳の構造と機能
末梢神経系の構造と機能
視覚器の構造

予習90分：教科書12章278-300ペー
ジ、13章310-313ページを読んで分からな
かったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第14回
影
山
晴
秋

視覚器の構造と機能
聴覚器１の聴覚器の構造と機能

予習90分：教科書13章312-318ページを読
んで分からなかったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

第15回
影
山
晴
秋

聴覚器２・平衡覚器・皮膚感覚の
構造と機能

予習90分：教科書13章318-
323、302−309ページを読んで分からな
かったところを把握する。
復習90分「解剖生理学まとめドリル」を用
いて必ず復習を行い、講義の内容をきちん
と理解する。

教科書
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂
解剖生理学まとめドリル—人体の基本を総チェック− SENKOSHA
参考書
栄養科学イラストレイテッド 解剖生理学 人体の構造と機能 志村二三夫，岡 純，山田和彦／
編・羊土社
得意になる解剖生理 美田誠二（著）・照林社
上記２つの参考書を挙げますが、図書館に解剖学や生理学に関する教科書がたくさんあります。
自分に合った読みやすいものを参考書として使ってください。または高校の時に使用した「生
物」「基礎生物」の教科書も参考書となります。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
期末試験80％、単元終了時の講義内確認小テスト15%、リアクションペーパー5％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内確認小テストを採点し、答案で気になる点に関してはコメントを付けて返却するので、授
業内容の理解に役立てること。確認小テストで点数が30％未満の場合は、正答に直して再提出す
ること。リアクションペーパーで質問が多かった内容については、次回講義の時に解説する。
履修のポイント
膨大な情報量を教科書の図を使って講義しますので、しっかりと授業についてきて下さい。
講義はスライド中心となりますが、講義スライドをプリントアウトしたものは配布しませんの



で、ノートを取るあるいは教科書に書き込んで下さい。解剖生理学IとIIが理解できると、「健康
やダイエットに関するメディア」に対して、深く理解できるようになる。
オフィス・アワー
月曜日から木曜日までの9:00-17:00（講義が無いとき）
11号館3階第10研究室にて対応。
また講義終了時も対応。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R123



講義コード 20460001
講義名 解剖生理学実験Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 専門基礎科目
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
解剖生理学の講義内容を形態学的観点から確認する。解剖生理学の講義で使っている教科書では
組織像はイラストで示されているが、実際に顕微鏡を用いて、組織標本の観察・スケッチを行
い、組織像を確認する。第5回、第10回、第15回目に個人発表を行い、組織構造の理解を深め
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、各器官の構造ついての知識の修得を目指すものとする。さらには、顕微鏡を使って細胞
同定ができる技能の修得を目指す。
到達目標
1．顕微鏡を使って、組織標本を観察することができる。
2．解剖生理学の講義内容を形態学的視点から説明できる。
3．人体の組織的構造を実習を通じて理解し、臨床栄養学、基礎栄養学、病理学を理解する上で
必要となる基礎知識を説明することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と
方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
影
山
晴
秋

実習全体の
注意・説
明、顕微鏡
の使い方
細胞と4大組
織の組織構
造（上皮組
織、結合組

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ



織）の観
察・スケッ
チ

ないようにすること。

第2回
影
山
晴
秋

4大組織の組
織構造（骨
組織、筋組
織）の観
察・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また骨芽細
胞、破骨細胞、骨格筋につ
いて調べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第3回
影
山
晴
秋

造血器官と
一次・二次
リンパ性器
官の組織構
造の観察・
スケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また骨髄、胸
腺、脾臓について調べてお
くこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第4回
影
山
晴
秋

心臓、血
管、肺の組
織構造の観
察・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また心筋、大
動脈、気管、肺胞について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第5回
影
山
晴
秋

1回から4回
までのまと
め（プレゼ
ンテーショ
ン）と確認
小テスト

1回から4回までの実習内容の範囲
から、1つテーマを与えて、その
テーマに沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーションを行
い、形態学的視点から説明できる
ようにする。

予習45分：1回から4回まで
の配布プリントを使って、
組織構造を説明できるよう
にしておくこと。

第6回
影
山
晴
秋

唾液腺、
胃、小腸の
組織構造の
観察・ス
ケッチ
（唾液腺、
胃腺、小腸
の管壁）

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また唾液腺、
胃腺、小腸の管壁について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第7回
影
山
晴
秋

小腸、大腸
の組織構造
の観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また腸管免
疫、腸内神経叢、食道ｰ胃接
合部について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。



第8回
影
山
晴
秋

肝臓、膵
臓、胆嚢の
組織構造の
観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また肝小葉・
肝三つ組み、膵臓の内分泌
部と外分泌部について調べ
ておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第9回
影
山
晴
秋

下垂体、甲
状腺、上皮
小体、副腎
の組織構造
の観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第10回
影
山
晴
秋

6回から9回
までのまと
め（プレゼ
ンテーショ
ン）と確認
小テスト

6回から9回までの実習内容の範囲
から、1つテーマを与えて、その
テーマに沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーションを行
い、形態学的視点から説明できる
ようにする。

予習45分：6回から9回まで
の配布プリントを使って、
組織構造を説明できるよう
にしておくこと。

第11回
影
山
晴
秋

腎臓、尿
管、膀胱の
組織構造の
観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また腎小体と
糸球体近接装置について調
べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第12回
影
山
晴
秋

男性生殖器
と女性生殖
器・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また精巣、卵
巣について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第13回
影
山
晴
秋

4大組織の神
経系の組織
構造の観
察・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また神経細
胞、有髄線維、神経筋接合
部について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

影
白色脂肪組
織、褐色脂

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また白色脂肪
細胞、褐色脂肪細胞、表皮



第14回 山晴
秋

肪組織およ
び皮膚の表
皮の観察・
スケッチ

の構造ついて調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第15回
影
山
晴
秋

11回か
ら14回まで
のまとめ
（プレゼン
テーショ
ン）と確認
小テスト

11回から14回までの実習内容の範
囲から、1つテーマを与えて、その
テーマに沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーションを行
い、形態学的視点から説明できる
ようにする。

予習45分：11回から14回ま
での配布プリントを使っ
て、組織構造を説明できる
ようにしておくこと。

教科書
配布プリント
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂（解剖生理
学IとIIで使用した教科書）
参考書
使用しない
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
まとめの時間に行うプレゼンテーション5%、確認小試験15％、レポート課題60％および定期試
験20％
ただし、レポート(スケッチ)は毎回期日までに提出し、1 回でも未提出の場合、レポート点は無
いものとする。レポート提出が遅れた場合、減点とする。
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは、臓器の形態や体内における位置関係、組織の微細構造の正確性について 3段階評価
を行う。レポート返却後、誤っているところおよび指摘された箇所は必ずもう一度調べ、訂正し
ておくこと。
履修のポイント
実際の標本の組織像と教科書に載っているイラストの組織像を比較しながら観察し、詳細な組織
構造を観察・スケッチします。2次元の観察できる組織像を、3次元の構造をイメージできること
が重要です。解剖生理学の講義の復習になりますので、この実習を通して、知識を定着する。他
人に依存せず、積極的に実習に取り組むこと。
オフィス・アワー
実習開始前もしくは終了時、実習室で質問に応じます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R122



講義コード 20460002
講義名 解剖生理学実験Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
解剖生理学の講義内容を形態学的観点から確認する。解剖生理学の講義で使っている教科書では
組織像はイラストで示されているが、実際に顕微鏡を用いて、組織標本の観察・スケッチを行
い、組織像を確認する。第5回、第10回、第15回目に個人発表を行い、組織構造の理解を深め
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、各器官の構造ついての知識の修得を目指すものとする。さらには、顕微鏡を使って細胞
同定ができる技能の修得を目指す。
到達目標
1．顕微鏡を使って、組織標本を観察することができる。
2．解剖生理学の講義内容を形態学的視点から説明できる。
3．人体の組織的構造を実習を通じて理解し、臨床栄養学、基礎栄養学、病理学を理解する上で
必要となる基礎知識を説明することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と
方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
影
山
晴
秋

実習全体の
注意・説
明、顕微鏡
の使い方
細胞と4大組
織の組織構
造（上皮組
織、結合組

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ



織）の観
察・スケッ
チ

ないようにすること。

第2回
影
山
晴
秋

4大組織の組
織構造（骨
組織、筋組
織）の観
察・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また骨芽細
胞、破骨細胞、骨格筋につ
いて調べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第3回
影
山
晴
秋

造血器官と
一次・二次
リンパ性器
官の組織構
造の観察・
スケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また骨髄、胸
腺、脾臓について調べてお
くこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第4回
影
山
晴
秋

心臓、血
管、肺の組
織構造の観
察・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また心筋、大
動脈、気管、肺胞について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第5回
影
山
晴
秋

1回から4回
までのまと
め（プレゼ
ンテーショ
ン）と確認
小テスト

1回から4回までの実習内容の範囲
から、1つテーマを与えて、その
テーマに沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーションを行
い、形態学的視点から説明できる
ようにする。

予習45分：1回から4回まで
の配布プリントを使って、
組織構造を説明できるよう
にしておくこと。

第6回
影
山
晴
秋

唾液腺、
胃、小腸の
組織構造の
観察・ス
ケッチ
（唾液腺、
胃腺、小腸
の管壁）

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また唾液腺、
胃腺、小腸の管壁について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第7回
影
山
晴
秋

小腸、大腸
の組織構造
の観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また腸管免
疫、腸内神経叢、食道ｰ胃接
合部について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ



ないようにすること。

第8回
影
山
晴
秋

肝臓、膵
臓、胆嚢の
組織構造の
観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また肝小葉・
肝三つ組み、膵臓の内分泌
部と外分泌部について調べ
ておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第9回
影
山
晴
秋

下垂体、甲
状腺、上皮
小体、副腎
の組織構造
の観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第10回
影
山
晴
秋

6回から9回
までのまと
め（プレゼ
ンテーショ
ン）と確認
小テスト

6回から9回までの実習内容の範囲
から、1つテーマを与えて、その
テーマに沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーションを行
い、形態学的視点から説明できる
ようにする。

予習45分：6回から9回まで
の配布プリントを使って、
組織構造を説明できるよう
にしておくこと。

第11回
影
山
晴
秋

腎臓、尿
管、膀胱の
組織構造の
観察・ス
ケッチ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また腎小体と
糸球体近接装置について調
べておくこと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第12回
影
山
晴
秋

男性生殖器
と女性生殖
器・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また精巣、卵
巣について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第13回
影
山
晴
秋

4大組織の神
経系の組織
構造の観
察・スケッ
チ

予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん
でおくこと。また神経細
胞、有髄線維、神経筋接合
部について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。
予習20分：実習に該当する
範囲の教科書を事前に読ん



第14回
影
山
晴
秋

白色脂肪組
織、褐色脂
肪組織およ
び皮膚の表
皮の観察・
スケッチ

でおくこと。また白色脂肪
細胞、褐色脂肪細胞、表皮
の構造について調べておく
こと。
復習25分：配布されたプリ
ントと教科書を使って、組
織構造の理解を深め、忘れ
ないようにすること。

第15回
影
山
晴
秋

11回か
ら14回まで
のまとめ
（プレゼン
テーショ
ン）と確認
小テスト

11回から14回までの実習内容の範
囲から、1つテーマを与えて、その
テーマに沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーションを行
い、形態学的視点から説明できる
ようにする。

予習45分：11回から14回ま
での配布プリントを使っ
て、組織構造を説明できる
ようにしておくこと。

教科書
配布プリント
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂（解剖生理
学IとIIで使用した教科書）
参考書
使用しない
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
まとめの時間に行うプレゼンテーション5%、確認小試験15％、レポート課題60％および定期試
験20％
ただし、レポート(スケッチ)は毎回期日までに提出し、1 回でも未提出の場合、レポート点は無
いものとする。レポート提出が遅れた場合、減点とする。
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは、臓器の形態や体内における位置関係、組織の微細構造の正確性について 3段階評価
を行う。レポート返却後、誤っているところおよび指摘された箇所は必ずもう一度調べ、訂正し
ておくこと。
履修のポイント
実際の標本の組織像と教科書に載っているイラストの組織像を比較しながら観察し、詳細な組織
構造を観察・スケッチします。2次元の観察できる組織像を、3次元の構造をイメージできること
が重要です。解剖生理学の講義の復習になりますので、この実習を通して、知識を定着する。他
人に依存せず、積極的に実習に取り組むこと。
オフィス・アワー
実習開始前もしくは終了時、実習室で質問に応じます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R122



講義コード 20470001
講義名 解剖生理学実験Ⅱ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
解剖生理学の講義内容を自身の体や試験管内の生理学実験を通じで理解する。また栄養の消化・
吸収・代謝・排泄などの理解に役立てるような実験を行う。また計測した数値から自分の体の状
態を読み取り、体で起きていることを生理学的に考える内容となる。解剖生理学の講義で学んだ
ことが、日常生活の中で感じたり、イメージすることがほとんどない。そこで講義で修得した知
識と自分の体の中で起きていることを結びつけ、実感してもらうのが本実習の目標である。
また第5回、第10回、第15回目に個人発表を行い、体のしくみについて理解を深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、管理栄養士として、栄養アセスメント、栄養指導や栄養療法を行う上で必要となる人体
の生理機能について理解を深める。
到達目標
1．実験に積極的に取り組み、得られた結果に対して客観的な評価と生理学的な考察ができる。
2．人体の生理機能や仕組みについて正しく説明できる。
3．生理機能検査の意義・原理・方法を説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と
方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
影
山
晴
秋

実験のガイ
ダンス（実
験の注意事
項、成績の
評価法）
透析膜によ
る腹膜透析

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
また拡散、半透性、尿試験紙によ
る測定項目について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその



類似効果と
尿の観察

日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第2回
影
山
晴
秋

血液クレア
チニンの測
定、推算糸
球体濾過
（eGFR）の
評価

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またクレアチニンクリアランス、
糸球体濾過量、推算糸球体濾過に
ついて調べておくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第3回
影
山
晴
秋

肺活量、
ピークフ
ローメー
ター、パル
スオキシ
メーターに
よる肺機能
評価

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
また呼吸中枢、肺活量、1秒率、
慢性閉塞性肺疾患について調べて
おくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第4回
影
山
晴
秋

自己血圧測
定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
また収縮期血圧が示すこと、拡張
期血圧が示すこと、血圧の神経性
調節、血圧の液性調節について調
べておくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第5回
影
山
晴
秋

唾液による
消化と唾液
の性質

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またアミラーゼ、単糖類、アミ
ロース、アミノペクチン、α1,4結
合、膜消化、管腔内消化について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第6回
影
山
晴
秋

胃液、膵
液、小腸の
膜消化酵素
による消化

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またペプシン、トリプシン、リ
パーゼ、膜消化について調べてお
くこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第7回
影
山
晴

空腹時と自
由摂食時の
肝グリコー

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
また血糖上昇作用ホルモ
ン、GLUT4、ヘキソキナーゼ、グ
ルコキナーゼ、グルコース６−ホ
スファターゼについて調べておく



秋 ゲン測定 こと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第8回
影
山
晴
秋

血中遊離脂
肪酸の測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またホルモン感受性リパーゼ、リ
ポタンパク質リパーゼ、オート
ファジー、ユビキチンープロテア
ソーム系について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第9回
影
山
晴
秋

末梢血球の
観察と血球
数測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またエリスロポエチン、血液浸透
圧、血液の緩衝性について調べて
おくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第10回
影
山
晴
秋

ヘモグロビ
ン濃度とヘ
マトクリッ
ト値の測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
また平均赤血球容積、平均赤血球
ヘモグロビン濃度、平均赤血球ヘ
モグロビン量について調べておく
こと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第11回
影
山
晴
秋

血糖値の測
定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またインスリン、インスリン追加
分泌、インクレチン、深部体温、
皮膚温について調べておくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第12回
影
山
晴
秋

1回から4回
までのまと
めのプレゼ
ンテーショ
ンと確認小
テスト

1回から4回までの実習内容の
範囲から、1つテーマを与え
て、そのテーマに沿ってホワ
イトボードを使ってプレゼン
テーションを行い、生理学的
視点から説明できるようにす
る。

予習45分：1回から4回までの配布
プリントを使って、生理機能を説
明できるようにしておくこと。

第13回
影
山
晴

5回から8回
までのまと
めのプレゼ
ンテーショ

5回から8回までの実習内容の
範囲から、1つテーマを与え
て、そのテーマに沿ってホワ
イトボードを使ってプレゼン

予習45分：5回から8回までの配布
プリントを使って、生理機能を説



秋 ンと確認小
テスト

テーションを行い、生理学視
点から説明できるようにす
る。

明できるようにしておくこと。

第14回
影
山
晴
秋

身長・体
重、BMI、
体脂肪の測
定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲の
教科書を事前に読んでおくこと。
またBMI、インピーダンス法につ
いて調べておくこと。
復習25分：配布されたプリントと
教科書を使って、実習内容をその
日のうちにノートをまとめ、疑問
点を調べて解決する。

第15回
影
山
晴
秋

9回か
ら12回まで
のまとめの
プレゼン
テーション
と確認小テ
スト

9回から12回までの実習内容
の範囲から、1つテーマを与え
て、そのテーマに沿ってホワ
イトボードを使ってプレゼン
テーションを行い、生理学的
視点から説明できるようにす
る。

予習45分：９回から12回までの配
布プリントを使って、生理機能を
説明できるようにしておくこと。

教科書
配布プリント
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂（解剖生理学の
講義で使用した教科書）
参考書
使用しない
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
まとめの時間に行うプレゼンテーション10%、確認小試験30％、レポート課題60％で評価す
る。
ただし、レポート課題は毎回グループワークとし、グループの中で課題を解決すること。欠席し
た回のレポート課題点は無しとする。
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは、1）実験の結果に基づいて考察を行う、2）課題問題について生理学の理屈に合うよ
うにまとめる。以上 2点について3段階評価を行う。レポート返却後、指摘された箇所は必ずも
う一度調べ、訂正する。
履修のポイント
解剖生理学の講義の復習になりますので、この実習を通して、知識を定着する。他人に依存せ
ず、実習に積極的に取り組むこと。実験結果についてグループディスカッションとまとめを行い
ますので、予習欄に示したキーワードを必ず調べておくこと。
オフィス・アワー
実習開始前もしくは終了時、実習室で質問に応じます。Teamsのチャットでも質問に応じます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R130



講義コード 20470002
講義名 解剖生理学実験Ⅱ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
解剖生理学の講義内容を自身の体や試験管内の生理学実験を通じで理解する。また栄養の消化・
吸収・代謝・排泄などの理解に役立てるような実験を行う。また計測した数値から自分の体の状
態を読み取り、体で起きていることを生理学的に考える内容となる。解剖生理学の講義で学んだ
ことが、日常生活の中で感じたり、イメージすることがほとんどない。そこで講義で修得した知
識と自分の体の中で起きていることを結びつけ、実感してもらうのが本実習の目標である。
また今年度は第12回、第13回、第15回目に個人発表を行い、体のしくみについて理解を深め
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、管理栄養士として、栄養アセスメント、栄養指導や栄養療法を行う上で必要となる人体
の生理機能について理解を深める。
到達目標
1．実験に積極的に取り組み、得られた結果に対して客観的な評価と生理学的な考察ができる。
2．人体の生理機能や仕組みについて正しく説明できる。
3．生理機能検査の意義・原理・方法を説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
影
山
晴

実験のガイダン
ス（実験の注意
事項、成績の評
価法）
透析膜による腹

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。また拡散、半透性、尿試験
紙による測定項目について調べ
ておくこと。
復習25分：配布されたプリント



秋 膜透析類似効果
と尿の観察

と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第2回
影
山
晴
秋

血液クレアチニ
ンの測定、推算
糸球体濾過
（eGFR）の評価

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。またクレアチニンクリアラ
ンス、糸球体濾過量、推算糸球
体濾過について調べておくこ
と。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第3回
影
山
晴
秋

肺活量、ピーク
フローメー
ター、パルスオ
キシメーターに
よる肺機能評価

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。また呼吸中枢、肺活
量、1秒率、慢性閉塞性肺疾患
について調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第4回
影
山
晴
秋
自己血圧測定 実験結果と課題のグループ

ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。また収縮期血圧が示すこ
と、拡張期血圧が示すこと、血
圧の神経性調節、血圧の液性調
節について調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第5回
影
山
晴
秋

空腹時と自由摂
食時の肝グリ
コーゲン測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。また血糖上昇作用ホルモ
ン、GLUT4、ヘキソキナーゼ、
グルコキナーゼ、グルコース
６−ホスファターゼについて調
べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第6回
影
山
晴
秋

血中遊離脂肪酸
の測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。またホルモン感受性リパー
ゼ、リポタンパク質リパーゼ、
オートファジー、ユビキチンー
プロテアソーム系について調べ
ておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。
予習20分：実習に該当する範囲



第7回
影
山
晴
秋

末梢血球の観察
と血球数測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

の教科書を事前に読んでおくこ
と。またエリスロポエチン、血
液浸透圧、血液の緩衝性につい
て調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第8回
影
山
晴
秋

ヘモグロビン濃
度とヘマトク
リット値の測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。また平均赤血球容積、平均
赤血球ヘモグロビン濃度、平均
赤血球ヘモグロビン量について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第9回
影
山
晴
秋

唾液による消化
と唾液の性質

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。またアミラーゼ、単糖類、
アミロース、アミノペクチ
ン、α1,4結合、膜消化、管腔内
消化について調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第10回
影
山
晴
秋

胃液、膵液、小
腸の膜消化酵素
による消化

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。またペプシン、トリプシ
ン、リパーゼ、膜消化について
調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第11回
影
山
晴
秋
血糖値の測定 実験結果と課題のグループ

ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。またインスリン、インスリ
ン追加分泌、インクレチン、深
部体温、皮膚温について調べて
おくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第12回
影
山
晴
秋

1回から4回まで
のまとめのプレ
ゼンテーション
と確認小テスト

1回から4回までの実習内容
の範囲から、1つテーマを与
えて、そのテーマに沿って
ホワイトボードを使ってプ
レゼンテーションを行い、
生理学的視点から説明でき
るようにする。

予習45分：1回から4回までの
配布プリントを使って、生理機
能を説明できるようにしておく
こと。

5、6、9、10回 5、6、9、10回までの実習内



第13回
影
山
晴
秋

までのまとめの
プレゼンテー
ションと確認小
テスト

容の範囲から、1つテーマを
与えて、そのテーマに沿っ
てホワイトボードを使って
プレゼンテーションを行
い、生理学視点から説明で
きるようにする。

予習45分：5、6、9、10回まで
の配布プリントを使って、生理
機能を説明できるようにしてお
くこと。

第14回
影
山
晴
秋

身長・体
重、BMI、体脂
肪の測定

実験結果と課題のグループ
ディスカッションとまとめ

予習20分：実習に該当する範囲
の教科書を事前に読んでおくこ
と。またBMI、インピーダンス
法について調べておくこと。
復習25分：配布されたプリント
と教科書を使って、実習内容を
その日のうちにノートをまと
め、疑問点を調べて解決する。

第15回
影
山
晴
秋

7、8、11、12回
までのまとめの
プレゼンテー
ションと確認小
テスト

7、8、11、12回までの実習
内容の範囲から、1つテーマ
を与えて、そのテーマに
沿ってホワイトボードを
使ってプレゼンテーション
を行い、生理学的視点から
説明できるようにする。

予習45分：7、8、11、12回ま
での配布プリントを使って、生
理機能を説明できるようにして
おくこと。

教科書
配布プリント
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂（解剖生理学の
講義で使用した教科書）
参考書
使用しない
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
まとめの時間に行うプレゼンテーション10%、確認小試験30％、レポート課題60％で評価す
る。
ただし、レポート課題は毎回グループワークとし、グループの中で課題を解決すること。欠席し
た回のレポート課題点は無しとする。
課題等に対する
フィードバックの方法
レポートは、1）実験の結果に基づいて考察を行う、2）課題問題について生理学の理屈に合うよ
うにまとめる。以上 2点について3段階評価を行う。レポート返却後、指摘された箇所は必ずも
う一度調べ、訂正する。
履修のポイント
解剖生理学の講義の復習になりますので、この実習を通して、知識を定着する。他人に依存せ
ず、実習に積極的に取り組むこと。実験結果についてグループディスカッションとまとめを行い
ますので、予習欄に示したキーワードを必ず調べておくこと。
オフィス・アワー
実習開始前もしくは終了時、実習室で質問に応じます。Teamsのチャットでも質問に応じます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R130



講義コード 20480001
講義名 生化学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
ヒトの生命現象について、細胞及び分子のレベルで学習する。生体構成成分であるタンパク質、
糖、脂質、ビタミン、核酸など分子構造・機能・性質について学ぶ。また、遺伝情報の伝達系、
遺伝情報に基づく生体構成成分の合成及び生体応答の変化についても学ぶ。
本科目では、生体を構成する物質の特性を学び、複雑な生命現象を理解するために必要な基礎知
識の定着を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・環境・栄養・食品・生
活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うとともに、保健・医療分野を支えるための総
合的な科目群として医療保健学部栄養学科の専門基礎科目必須科目の1つである。栄養学を理解
する上で、生化学は必須である。生化学の知識を身に着け、専門科目（基礎栄養学、臨床栄養
学、応用栄養学など）の理解に密接につなげることを目標とする。
到達目標
生体構成成分の基本構造、機能、性質、および、遺伝情報の伝達について学び、生命現象と生体
分子のつながりを理解する。
１、生体基本構成成分である糖、アミノ酸、タンパク質、脂質、核酸、ビタミンの構造、機能、
生体内での役割を理解する。
２、遺伝情報の伝達系、遺伝情報に基づく生体構成成分の合成、及び、生体反応の変化を理解す
る。 
３、日進月歩で進む生化学領域の技術の原理を理解できるようにする。
４、自分で教科書を読み、大切なところを理解・記憶する力をつける。予習、復習の習慣をつ
け、授業の内容を理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な時間

今までの知識の確認
生化学第一章



第1回
小
林
葉
子

ヒトの体の基本単位であ
る細胞概説し、ヒトを構
成する基本物質の種類に
ついて、スライド、教科
書、参考書を用いて解説
する。

高校までの基礎知識を確
認するため、生物・化学
の問題を解く。
自ら及び学生相互に答え
を導き出す。

予習90分
復習90分：
テキストを読み、細胞の
基本構造と基本物質の特
徴をノートにまとめる。

第2回
小
林
葉
子

大学生物の教科書 第6章

DNAとRNAの構造 細胞分
裂 細胞周期 DNAの複製
について、スライド、教
科書、参考書を用いて解
説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら及び学生相互に答え
を導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：DNAとRNAの
構造 細胞分裂 細胞周期
DNAの複製の部分のテキ
ストを読み、ノートにま
とめる。

第3回
小
林
葉
子

大学生物の教科書 第8章

DNAと遺伝における役割
について、スライド、教
科書、参考書を用いて解
説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら及び学生相互に答え
を導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：DNAと遺伝に
おける役割の部分のテキ
ストを読み、ノートにま
とめる。

第4回
小
林
葉
子

大学生物の教科書 第9章

DNAからタンパク質、遺
伝子型から表現型につい
て、スライド、教科書、
参考書を用いて解説す
る。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら及び学生相互に答え
を導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：DNAからタン
パク質、遺伝子型から表
現型までの部分のテキス
トを読み、ノートにまと
める。

第5回
小
林
葉
子

大学生物の教科書 第11章

真核生物のゲノムと遺伝
子発現（微生物との違
い）について、スライ
ド、教科書、参考書を用
いて解説する。

真核生物のゲノムと遺伝
子発現の部分のテキスト
を読み、ノートにまとめ
る。微生物については、
各自で本を読み理解す
る。
前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら及び学生相互に答え
を導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：DNAからタン
パク質、遺伝子型から表
現型までの部分のテキス
トを読み、ノートにまと
める。

第6回
小
林
葉
子

生化学 21章 遺伝子解析
で分かること

遺伝子解析について、ス
ライド、教科書、参考書
を用いて解説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：遺伝子解析で
分かることの部分のテキ
ストを読み、ノートにま
とめる。生化学実験で理
解を深める

第7回
小
林
葉
子

生化学 第2章 糖質

糖質の分子構造と機能、
分類、生体内での役割に
ついて、スライド、教科
書、参考書を用いて解説
する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

 3  
予習90分：学習範囲の教



第8回
小
林
葉
子

生化学 第 章 脂質

脂質の分子構造、機能、
分類、特性について、ス
ライド、教科書、参考書
を用いて解説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

第9回
小
林
葉
子

生化学 第4章 アミノ酸・
タンパク質

アミノ酸、タンパク質の
分子構造、機能、分類、
特性について、スライ
ド、教科書、参考書を用
いて解説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

第10回
小
林
葉
子

生化学 第5章 核酸 

核酸の基本構造、ヌクレ
オチドとヌクレオシ
ド、DNAとRNAの構造に
ついて、スライド、教科
書、参考書を用いて解説
する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

第11回
小
林
葉
子

生化学 第6章 酵素1

酵素・酵素反応・分類、
酵素反応速度論につい
て、スライド、教科書、
参考書を用いて解説す
る。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

第12回
小
林
葉
子

生化学 第6章 酵素2

酵素の阻害について、ス
ライド、教科書、参考書
を用いて解説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

第13回
小
林
葉
子

生化学 第7章 ビタミン 

ビタミンの機能と細胞内
分布ついて、スライド、
教科書、参考書を用いて
解説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

第14回
小
林
葉
子

生化学 第8章 ミネラル

ミネラルの機能と細胞内
分布について、スライ
ド、教科書、参考書を用
いて解説する。

前回の授業範囲の小テス
トを行い、知識の定着を
確認する。小テスト後、
自ら、及び、学生相互に
答えを導き出す。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。



第15回
小
林
葉
子

生化学Iの全学習範囲のま
とめ

学習範囲全範囲の総合問
題を提示し、知識の定着
を確認する。

総合問題終了後、各自、
及び、学生相互で問題の
解答を見出し、誤ってい
た場合には、正しい知識
の定着をはかる。

予習90分：学習範囲の教
科書を読む
復習90分：章末問題を解
き、理解できたところと
できていないところを明
確する。理解できていな
い範囲を教科書を読み理
解する。

教科書
カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第2巻 分子遺伝学 D.Sadava ら ブルーバックス
生化学 人体と構造と機能 その疾病の成り立ち 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
石堂一巳/福渡勉 南江堂
増補新訂版サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版

参考書
特になし
成績評価の方法・基準
時間内の総合問題及び小テストで60点以上 （総合問題 80% 小テスト20％）
課題等に対する
フィードバックの方法
毎時間の小テスト終了後に簡単な説明を行う。解説をきいても理解できなかった場合には、解説
終了後に質問時間を設けるのでその時間に質問をする。
授業中に質問を促すので、わからないことは積極的に時間内に聞くようにする。
履修のポイント
生命現象を分子レベルで理解するために必要な生体物質の構造と機能を中心に学ぶ。理解度によ
りシラバスを変更する場合もある。
授業のスライド配布しない。ポストイットの利用など工夫をすること。
15回で範囲の講義を行うため、授業の進行速度が速い。予習、復習を自ら行う必要がある。小テ
スト問題や教科書内の問題を使って、授業後に理解の確認を各自で行うこと。
オフィス・アワー
月から金曜日の昼休み(ただし、3限に授業のある日は除く) 11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R124



講義コード 20490001
講義名 生化学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
生化学Ⅰで学習した内容を基礎として、エネルギー代謝、生体構成成分の代謝、代謝経路、代謝
調節について学ぶ。糖代謝、アミノ酸の代謝、脂質の代謝、さらには核酸からタンパク質の生合
成、細胞内情報伝達を理解する。体の中で自然と生じている生体応答を理解する。
本科目では、栄養素の体内での代謝、生体内での栄養素の相互作用を中心に学び、栄養素の生理
作用の基礎知識の定着を目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「人間と環境の理解」を主軸
に、「健康・環境・栄養・食品・生活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うととも
に、保健・医療分野を支えるための総合的な科目群として「医療保健学部栄養学科の専門基礎科
目必須科目に配当された科目の1つである。生化学の内容のみならず、専門科目である基礎栄養
学、応用栄養学、臨床栄養学の理解に結び付けることを目標とする。
到達目標
ヒトの体の中で生じてる様々な生命現象のもととなる栄養素の代謝を１）～４）を中心に理解す
る。
１）代謝経路の名称、役割、特性、反応、調節 
２）代謝にかかわる酵素と調節制御および臓器による違い
３）遺伝要因と代謝のかかわり
４）代謝を制御する仕組み

生化学の上記の4項目を中心に理解し、専門基礎科目 人体と構造と機能その疾病の成り立ちの全
体の理解につなげる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時間

生化学Iの復習 栄養素の構
造と機能の概論 



第1回
小
林
葉
子

タンパク質、糖質、脂質
の吸収、代謝の意味、代
謝にかかわる細胞内小器
官、物質の輸送
生体エネルギー、ATPと
高エネルギー化合物、電
子伝達系、酸化的リン酸
化
復習をかね、スライドを
用いて解説する。

授業前に生化学Iの学習内
容を確認する。

予習90分：学習範囲の
教科書を読む
復習90分：生化学ドリ
ルを用いて、学習範囲
の知識の定着を図る

第2回
小
林
葉
子

酵素・補酵素の役割、酵
素の反応の調節につい
て、スライド、教科書、
参考書を用いて解説す
る。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第3回
小
林
葉
子

糖質の代謝

解糖について、スライ
ド、教科書、参考書を用
いて解説する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第4回
小
林
葉
子

糖質の代謝

クエン酸回路について、
スライド、教科書、参考
書を用いて解説する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第5回
小
林
葉
子

糖質の代謝

糖新生、ペントースリン
酸回路、その他の回路に
ついて、スライド、教科
書、参考書を用いて解説
する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

脂質の代謝 前回の授業範囲の小テスト 予習90分：学習範囲の



第6回
小
林
葉
子

脂肪酸の分解 （β酸化）
について、スライド、教
科書、参考書を用いて解
説する。

を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

教科書を読む
復習90分：生化学ドリ
ルを用いて、学習範囲
の知識の定着を図る

第7回
小
林
葉
子

脂質の代謝
脂肪酸の生合成、コレス
テロールの生合成につい
て、スライド、教科書、
参考書を用いて解説す
る。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第8回
小
林
葉
子

アミノ酸の代謝
アミノ酸の分解、アミノ
酸の窒素の代謝、代謝に
よるアミノ酸の分類につ
いて、スライド、教科
書、参考書を用いて解説
する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第9回
小
林
葉
子

アミノ酸・ヌクレオチド
の代謝
アミノ酸からのグルコー
ス、ケトン体への代謝、
アミノ酸の生合成 ヌクレ
オチドの合成、分解、再
生スライド、教科書、参
考書を用いて解説する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第10回
小
林
葉
子

代謝の相互関係
糖質、脂質、アミノ酸代
謝の相互作用、ホルモン
の作用について、スライ
ド、教科書、参考書を用
いて解説する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第11回
小
林
葉

情報伝達１
情報伝達物質、細胞内情
報伝達（概要）につい
て、スライド、教科書、

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学



子 参考書を用いて解説す
る。

な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第12回
小
林
葉
子

情報伝達２
細胞内情報伝達 （受容体
と情報伝達経路）につい
て、スライド、教科書、
参考書を用いて解説す
る。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第13回
小
林
葉
子

情報伝達３
細胞内情報伝達（インス
リン、アドレナリン、グ
ルカゴンの作用機序）に
ついて、スライド、教科
書、参考書を用いて解説
する。

知識の定着を確認する。小
テスト後、前回の復習を兼
ね小テストの簡単な解説を
行うので、各自で解答を作
成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第14回
小
林
葉
子

遺伝子発現
栄養素による遺伝子発現
調節、その他の遺伝子発
現調節について、スライ
ド、教科書、参考書を用
いて解説する。

前回の授業範囲の小テスト
を行い、知識の定着を確認
する。小テスト後、前回の
復習を兼ね小テストの簡単
な解説を行うので、各自で
解答を作成する。

予習90分：授業の範囲
をシンプル生化学を
使って学習する。わか
らない言葉は、調べて
ノートにまとめる。
復習90分：：「生化学
ドリル」を使用して、
授業の学習範囲を復習
する。わからない点が
あれば、シンプル生化
学を使用して調べる。

第15回
小
林
葉
子

生化学IIの学習範囲の総
合的なまとめ
生化学II全範囲の総合問
題を解き、理解の確認、
弱点の発見を行う。結果
から、自ら学習し、理解
力の促進につなげる。

生化学IIの授業範囲の総合
問題に取り組む。指定され
た課題に対して回答を求
め、終了後、各自、及び学
生間で解答を求める。

予習120分：学習範囲の
教科書、小テストの再
確認を行う。
復習60分：政党のでき
なかった部分を教科書
を再度読み、正しい知
識の定着を勧める。

教科書
シンプル生化学 林典夫/廣野治子 南江堂
増補新訂版サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版
生化学ドリル 田村 隆明 南山堂
参考書
特になし
成績評価の方法・基準
時間内の総合問題及び小テストで60点以上 (総合問題 80％ 小テスト20％）



課題等に対する
フィードバックの方法
小テストは、試験終了後に簡単な説明を行う。解説をきいても理解できなかった場合には、解説
終了後に質問時間を設けるのでその時間に質問をする。
授業中に質問を促すので、わからないことはその時間に聞くようにする。
履修のポイント
2回目以降は、前回の授業範囲内の小試験を行う。生体構成成分の代謝経路の名称、特性を理解
する。授業で行った範囲を配布プリント・生化学ドリルを使って必ず復習すこと。理解度により
シラバスの変更をする場合がある。
授業で使用したスライドは配布しない。
15回で範囲の講義を行うため、授業の進行速度が速い。授業前に学習ノートを作成し、授業中に
学習したことを書き込むようにする。授業後は、教科書と合わせ授業内容の理解を深める。時間
内の質問など、積極的に授業に参加し、受講者間の知識の共有をはかる。
オフィス・アワー
月から金曜日の昼休み(ただし、3限に授業のある日は除く) 11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R131



講義コード 20500001
講義名 生化学実験Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
生化学・栄養学で使用する器具・機器分析の基本操作・技術を学ぶ。生化学で学んだ糖・タンパ
ク質・核酸などの構造、物性、化学的性質、生体機能に関する知識をさらに深めるための基本的
な実験を行う。また、自分の体から得た生体試料を用いることにより、自分の体の特徴を知る。
実験から得られた結果を読みとり、それをまとめ、文章、口頭で発表ができるようにすることを
教育目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・環境・栄養・食品・生
活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うとともに、保健・医療分野を支えるための総
合的な科目群として栄養学科専門基礎科目に配置された人体と構造機能・その疾病の成り立ちの
分野の必須科目である。生化学実験を通し、生化学の理解を深めることを目標とする。
到達目標
実験を通して生化学Iで学んだタンパク質や核酸の特性を理解する。
１、実験ノートを記録し、実験結果に対する考察ができる。
２、形式にそったレポートが書ける。
３、実験で得られた知見をパワーポイントを使って発表できる。
４、実験器具の基本操作、化学計算、単位換算を理解する。
５、生体成分であるタンパク質、核酸の機能、性質を理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
小
林
葉
子

実験の心得 
実験上の注意、器具
の取り扱い、試薬の
取り扱い、身支度、
事故、けがの対応に
ついて

自ら手を動かし、実験を行
う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の



器具を使った基礎実
習

レポートを書く

第2回
小
林
葉
子

実験準備 UV法による
タンパク質の定量-1

溶液をつくるための
の計算、試薬の調
整、UV法によるタン
パク質の定量

実験で使用する溶液量を計算
し、各班ごとに確認をする。
受講者の計算したものをもと
にして必要な試薬を作成す
る。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第3回
小
林
葉
子

タンパク質の定量 -2

検量線の作成、タン
パク質の定量 (ロー
リー法、UV法)。濃度
の算定

実験で使用する溶液量を計算
し、各班ごとに確認をする。
受講者の計算したものをもと
にして必要な試薬を作成す
る。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第4回
小
林
葉
子

タンパク質の定量 -3

タンパク濃度未知試
料のタンパク質の定
量 (ローリー法。濃度
の算定

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
各自の試料があるので、各自
が実験を行う。

レポート提出
レポート締切 2週間後の
前曜日
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第5回
小
林
葉
子

DNA の抽出 

試薬の調整 機器の取
り扱い トリ肝臓から
の DNA の抽出、DNA
の定量（UV法)

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
各自の試料があるので、各自
が実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第6回
小
林
葉
子

DNA の抽出 

トリ肝臓からの DNA
の抽出、DNA の定量
（UV法)及び濃度計算
DNAの性質について
の概説

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
各自の試料があるので、各自
が実験を行う。

レポート提出
レポート締切 2週間後の
前曜日
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第7回
小
林
葉
子

生体から抽出し
たDNA実験の基礎

PCR の概説、試薬の
調整、実験器具・機
器の整備

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

ゲノム使用の承諾書を次
週の実験前までに提出
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第8回
小
林
葉
子

DNAの扱いについて
の説明、各自の DNA
の抽出

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

小 抽出したDNAの定 各班ごとに議論を進めながら 1単位を1時間（60分）と
して



第9回 林
葉
子

量、PCR 反応溶液の
作成、PCR による遺
伝子の増幅

実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第10回
小
林
葉
子

アガロースゲル電気
泳動法による遺伝子
型の解析

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第11回
小
林
葉
子

PCR 産物の解析
制限酵素のよる切
断、アガロース電気
泳動による解析

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第12回
小
林
葉
子

生体反応とゲノム情
報との関連

アルコールパッチテ
ストによる生体応答
の検出/実験に使用し
た器具の片付け

プレゼンテーション
の方法の説明

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

レポート提出
レポート締切 2週間後の
前曜日
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第13回
小
林
葉
子

プレゼンテーション
授業で行った実験に
ついて、各自の結果
及び考察を含めた発
表を行う。

実験結果について各自、考察
し、実験についてのプレゼン
テーションを行う。他の発表
者の発表を聴き、質問、評価
する。

プレゼンテーション：講
義室
プレゼンテーションタイ
トル提出
プレゼンテーションのた
めのスライドの提出
1単位を1時間（60分）と
して
予習30分：発表のスライ
ドを作成する復習15分：
質問に対して答えられな
かったことを確認して提
出する

第14回
小
林
葉
子

プレゼンテーション
授業で行った実験に
ついて、各自の結果
及び考察を含めた発
表を行う。

実験結果について各自、考察
し、実験についてのプレゼン
テーションを行う。他の発表
者の発表を聴き、質問、評価
する。

1単位を1時間（60分）と
して
予習30分：発表のスライ
ドを作成する復習15分：
質問に対して答えられな
かったことを確認して提
出する

第15回
小
林
葉
子

タンパク質の定
量、DNAの定量、遺
伝子操作の範囲のま
とめの問題を解き、
理解度を測る。

授業で行った実験についての
まとめの問題を解く。

授業前準備：授業中に自
分の考えのまとめを作成
するため、必要なものを
各自で準備する。

教科書
実験書配布



参考書
カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第2巻 分子遺伝学 D.Sadava ら ブルーバックス
生化学 人体と構造と機能 その疾病の成り立ち 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
石堂一巳/福渡勉 南江堂
増補新訂版サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版
成績評価の方法・基準
レポート(3回のレポート）、プレゼンテーション、及び時間内のまとめの問題の得点の平均点
が60点以上 （レポート 3回分 60％ プレゼンテーション 20％、まとめの問題の得点 20％)
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートに対して授業内でコメントする。レポート課題についての質問は積極的に授
業内ですることが望ましい。
履修のポイント
実験前には実験テキストを読み、手順等を理解する。実験後は実験内容を整理し、内容を理解す
る。実験レポート(レポート課題含む）は各項目ごとに提出する。最終段階で、各自、プレゼン
テーションのためのスライドや原稿を作成し、発表を行う。

自分の体から得た生体試料を用い、自分の体の特徴を知る。実験に必要な計算も時間内で行な
う。実験結果の読み方、計算方法が理解できな場合は、実験の待ち時間等を利用し、積極的に質
問、受講者間での学び合いをする。

レポートは、Moodle (教育オンラインシステム）を利用して提出する。
オフィス・アワー
月、火、水、木 お昼休み （3限に授業のある日は不可）11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R125



講義コード 20500002
講義名 生化学実験Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期（重複②）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
生化学・栄養学で使用する器具・機器分析の基本操作・技術を学ぶ。生化学で学んだ糖・タンパ
ク質・核酸などの構造、物性、化学的性質、生体機能に関する知識をさらに深めるための基本的
な実験を行う。また、自分の体から得た生体試料を用いることにより、自分の体の特徴を知る。
実験から得られた結果を読みとり、それをまとめ、文章、口頭で発表ができるようにすることを
教育目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、栄養学科専門基礎科目人体と構
造機能・その疾病の成り立ちの分野の必須科目である。生化学実験を通し、生化学の理解を深め
ることを目標とする。
到達目標
実験を通して生化学Iで学んだタンパク質や核酸の特性を理解する。
１、実験ノートを記録し、実験結果に対する考察ができる。
２、形式にそったレポートが書けるようにする。
３、実験で得られた知見をパワーポイントを使って発表できる。
４、実験器具の基本操作、化学計算、単位換算を理解する。
５、生体成分であるタンパク質、核酸の機能、性質を理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
小
林
葉
子

実験の心得 
実験上の注意、器具
の取り扱い、試薬の
取り扱い、身支度、
事故、けがの対応に
ついて
器具を使った基礎実

自ら手を動かし、実験を行
う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く



習

第2回
小
林
葉
子

実験準備 UV法による
タンパク質の定量-1

溶液をつくるための
の計算、試薬の調
整、UV法によるタン
パク質の定量

実験で使用する溶液量を計算
し、各班ごとに確認をする。
受講者の計算したものをもと
にして必要な試薬を作成す
る。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第3回
小
林
葉
子

タンパク質の定量 -2

検量線の作成、タン
パク質の定量 (ロー
リー法、UV法)。濃度
の算定

実験で使用する溶液量を計算
し、各班ごとに確認をする。
受講者の計算したものをもと
にして必要な試薬を作成す
る。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第4回
小
林
葉
子

タンパク質の定量 -3

タンパク濃度未知試
料のタンパク質の定
量 (ローリー法。濃度
の算定

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
各自の試料があるので、各自
が実験を行う。

レポート提出
レポート締切 2週間後の
前曜日
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第5回
小
林
葉
子

DNA の抽出 

試薬の調整 機器の取
り扱い トリ肝臓から
の DNA の抽出、DNA
の定量（UV法)

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
各自の試料があるので、各自
が実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第6回
小
林
葉
子

DNA の抽出 

トリ肝臓からの DNA
の抽出、DNA の定量
（UV法)及び濃度計算
DNAの性質について
の概説

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
各自の試料があるので、各自
が実験を行う。

レポート提出
レポート締切 2週間後の
前曜日
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第7回
小
林
葉
子

生体から抽出し
たDNA実験の基礎

PCR の概説、試薬の
調整、実験器具・機
器の整備

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

ゲノム使用の承諾書を次
週の実験前までに提出
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第8回
小
林
葉
子

DNAの扱いについて
の説明、各自の DNA
の抽出

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

小
林
抽出したDNAの定
量、PCR 反応溶液の

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス



第9回 葉
子
作成、PCR による遺
伝子の増幅

自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第10回
小
林
葉
子

アガロースゲル電気
泳動法による遺伝子
型の解析

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第11回
小
林
葉
子

PCR 産物の解析
制限酵素のよる切
断、アガロース電気
泳動による解析

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第12回
小
林
葉
子

生体反応とゲノム情
報との関連

アルコールパッチテ
ストによる生体応答
の検出/実験に使用し
た器具の片付け

プレゼンテーション
の方法の説明

各班ごとに議論を進めながら
実験を行う。
自らの生体試料を用いた実験
のため、自分の試料は自分で
実験を行う。

レポート提出
レポート締切 2週間後の
前曜日
1単位を1時間（60分）と
して
予習15分：実験のテキス
トを読む
復習30分：行った実験の
レポートを書く

第13回
小
林
葉
子

プレゼンテーション
授業で行った実験に
ついて、各自の結果
及び考察を含めた発
表を行う。

実験結果について各自、考察
し、実験についてのプレゼン
テーションを行う。他の発表
者の発表を聴き、質問、評価
する。

プレゼンテーション：講
義室
プレゼンテーションタイ
トル提出
プレゼンテーションのた
めのスライドの提出
1単位を1時間（60分）と
して
予習30分：発表のスライ
ドを作成する復習15分：
質問に対して答えられな
かったことを確認して提
出する

第14回
小
林
葉
子

プレゼンテーション
授業で行った実験に
ついて、各自の結果
及び考察を含めた発
表を行う。

実験結果について各自、考察
し、実験についてのプレゼン
テーションを行う。他の発表
者の発表を聴き、質問、評価
する。

1単位を1時間（60分）と
して
予習30分：発表のスライ
ドを作成する復習15分：
質問に対して答えられな
かったことを確認して提
出する

第15回
小
林
葉
子

タンパク質の定
量、DNAの定量、遺
伝子操作の範囲のま
とめの問題を解き、
理解度を測る。

授業で行った実験についての
問題を解く。

授業前準備：授業中に自
分の考えのまとめを作成
するため、必要なものを
各自で準備する。

教科書
実験書配布
参考書



カラー図解 アメリカ版 大学生物学の教科書 第2巻 分子遺伝学 D.Sadava ら ブルーバックス
生化学 人体と構造と機能 その疾病の成り立ち 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
石堂一巳/福渡勉 南江堂
増補新訂版サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版
成績評価の方法・基準
レポート(3回のレポート）、プレゼンテーション、及び時間内のまとめの問題の得点の平均点
が60点以上 （レポート 3回分 60％ プレゼンテーション 20％、まとめの問題の得点 20％)
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートに対して授業内でコメントする。レポート課題についての質問は積極的に授
業内ですることが望ましい。
履修のポイント
実験前には実験テキストを読み、手順等を理解する。実験後は実験内容を整理し、内容を理解す
る。実験レポート、及び、課題は各項目ごとに提出する。最終段階で、各自、プレゼンテーショ
ンのためのスライドや原稿を作成し、発表を行う。

自分の体から得た生体試料を用い、自分の体の特徴を知る。実験に必要な計算も時間内で行な
う。実験結果の読み方、計算方法が理解できな場合は、実験の待ち時間等を利用し、積極的に質
問、受講者間での学び合いをする。

レポートは、Moodle (教育オンラインシステム）を利用して提出する。
オフィス・アワー
月、火、水、木 お昼休み （3限に授業のある日は不可）11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R125



講義コード 20510001
講義名 生化学実験Ⅱ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期（重複①）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
近年、生化学・栄養学領域では、遺伝子組換え技術を応用した開発が進んでいる。遺伝子組換え
技術の法的規制、法的規制に従い遺伝子組換え実験の基礎を学習する。そして、遺伝子組換え技
術の有効性、問題点を考察する。遺伝子組換え実験の過程で使用するざまざまな酵素を用いて、
酵素の特性、酵素活性検出法を学ぶ。
遺伝子組換え実験を通し、これらの技術の有効性を理解し、問題点を提案する力をつける事を目
標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・環境・栄養・食品・生
活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うとともに、保健・医療分野を支えるための総
合的な科目群として栄養学科専門基礎科目人体の構造と機能・その疾病の成り立ちの必須科目で
ある。生化学実験を通し、生化学の理解を深め、法的規制を理解する。法的規制を遵守し、実験
を行い、論文としてまとめる力をつけることを目標とする。
到達目標
１）酵素実験法、酵素の特性、機能、活性検出法の基礎知識を身に付ける。
２）遺伝子組換え技術の基本操作ができる。
３）自らで実験計画を立て、遂行できる。
４）行った実験を論文形式でまとめることができる。
５）法的規制の理解と遵守ができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
小
林
葉

遺伝子組換え技術の法
的規制
遺伝子組換え安全講習
を行い、組換え体の封
じ込み、法的規制、名

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む



子 称学ぶ。 
実験ノートの記述の必
要性についての説明 

復習45分：レポートとして、まと
める

第2回
小
林
葉
子

遺伝子組換え技術概論
1
遺伝子組換え実験の手
順、操作法を学ぶ。

ペーパークラフト
を使って、模擬遺
伝子組換え実験を
行う。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

レポート提出：遺伝子組換え実験
実験計画書の作成

第3回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

計画の立案
未知試料に対する情報
を提示する。情報をも
とに、各班で実験計画
を組み、結果から未知
試料が何か明らかにす
る。

各班ごとに実験計画を
組み、必要試薬を提示
する。

各班で実験計画を
組み、必要試薬を
提示する。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第4回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

遺伝子組換え実験に使
用する試薬の調整の濃
度計算
遺伝子組換え実験で使
用する英単語の意味調
べ

各班で必要な材料
を考え、作成す
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第5回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

未知試料を明らかにす
るための実験

各班ごとに考えた
実験方法で実験を
行う。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第6回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

未知試料を明らかにす
るための実験

遺伝子組換え実験の準
備：アガロースゲル、
寒天培地などの作成

各班ごとに考えた
実験方法で実験を
行う。

レポート提出・試験
1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第7回
小
林

遺伝子組換え実験
プラスミドの調整
GFP遺伝子を含むプラ 提示された材料を

使用し、各自で実

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む



葉
子
スミドの抽出、電気泳
動によるプラスミドの
確認 （P1実験）

験を進める。 復習45分：結果等をノートにまと
める

第8回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
制限酵素についての理
解と制限酵素を使用し
た基本的な実験
GFP遺伝子を含
むDNA領域の制限酵素
による切断 （P1実験）
実験講義（DNA断片長
の求め方、電気泳動に
よるDNA長の求め方)

提示された材料を
使用し、各自で実
験を進める。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第9回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
DNA断片の生成
制限酵素で切断したプ
ラスミドを電気泳動
し、目的のDNA断片を
切り出し、精製する。
（P1実験）

提示された材料を
使用し、各自で実
験を進める。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第10回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
DNA断片の接合
目的の DNA 断片をベ
クターに挿入(ライゲー
ション)、大腸菌への形
質転換 （P1実験）

各自で実験を進め
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第11回
小
林
葉
子

遺伝子組み換え実験
形質転換腸菌の確認、
コロニーPCR、講義
（P1実験）

各自で実験を進め
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第12回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
アガロースゲルによる
検出、形質転換大腸菌
の培養 （P1実験）

各自で実験を進め
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第13回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
大腸菌に発現したタン
パク質を確認する。タ
ンパク質の特性の確認
（P1実験）

各班で得られた結
果をまとめる。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める
時間内でまとめた実験ノート提出

第14回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
大腸菌に発現したタン
パク質を確認する。タ
ンパク質の特性の確認
（P1実験）

カルテヘナ法に従
い、遺伝子組換え
生物の廃棄する。

遺伝子組換え実験
のレポートを作成
する。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
めるまとめた実験ノート提出 （授
業時間内）

第15回
小
林
葉

遺伝子組換え実験につ
いて、法律、手技、結
果の読み方等について

遺伝子組換え実験
について、手法、
実験データの読み
方等についてまと

レポート提出：実験計画書、各自
でみどりに光る大腸菌を作成する
ための実験手順書を作成し提出す
る。各自で作成したものが今後の
実験書になる。1時間を60分とし
て



子 まとめのレポートを作成する。 め、実験を考察す
る。 

予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

教科書
実験書配布
参考書
シンプル生化学 林典夫/廣野治子 南江堂
増補新訂版サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上：レポート(実験計画書、および、制限酵素を用いた実験）、実験ノート、及
び時間内に作成したレポート（遺伝子組え実験）の平均点として求める。
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートに対して、授業内で全体にコメントをする。
履修のポイント
実験前に実験書を読み、実験内容を理解する。実験中に実験記録（ノート）を必ず作成し、実験
毎に実験内容を整理する。連続実験が多いため、実験内容の理解を怠らないようにする。レポー
トはMoodle（オンライン教育システム）を使って提出する。遺伝子組換え実験の実験ノートは
最終実験日の時間内に提出する。遺伝子組換え実験の内容の理解度は、時間内で作成したレポー
トではかる。
各班、及び、各自で考え、行動するアクティブラーニングを中心とする授業であり、積極的に参
加する。
オフィス・アワー
月〜金 お昼休み （3限に授業のある日は不可） 11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R132



講義コード 20510002
講義名 生化学実験Ⅱ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期（重複②）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
近年、生化学・栄養学領域では、遺伝子組換え技術を応用した開発が進んでいる。遺伝子組換え
技術の法的規制、法的規制に従い遺伝子組換え実験の基礎を学習する。そして、遺伝子組換え技
術の有効性、問題点を考察する。遺伝子組換え実験の過程で使用するざまざまな酵素を用いて、
酵素の特性、酵素活性検出法を学ぶ。
遺伝子組換え実験を通し、これらの技術の有効性を理解し、問題点を提案する力をつける事を目
標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、「健康・環境・栄養・食品・生
活」に関する理解に基づく観察力や判断能力を養うとともに、保健・医療分野を支えるための総
合的な科目群として栄養学科専門基礎科目人体の構造と機能・その疾病の成り立ちの必須科目で
ある。生化学実験を通し、生化学の理解を深め、法的規制を理解する。法的規制を遵守し、実験
を行い、論文としてまとめる力をつけることを目標とする。
到達目標
１）酵素実験法、酵素の特性、機能、活性検出法の基礎知識を身に付ける。
２）遺伝子組換え技術の基本操作ができる。
３）自らで実験計画を立て、遂行できる。
４）行った実験を論文形式でまとめることができる。
５）法的規制の理解と遵守ができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
小
林
葉

遺伝子組換え技術の法
的規制
遺伝子組換え安全講習
を行い、組換え体の封
じ込み、法的規制、名

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む



子 称学ぶ。 
実験ノートの記述の必
要性についての説明 

復習45分：レポートとして、まと
める

第2回
小
林
葉
子

遺伝子組換え技術概論
1
遺伝子組換え実験の手
順、操作法を学ぶ。

ペーパークラフト
を使って、模擬遺
伝子組換え実験を
行う。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

レポート提出：遺伝子組換え実験
実験計画書の作成

第3回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

計画の立案
未知試料に対する情報
を提示する。情報をも
とに、各班で実験計画
を組み、結果から未知
試料が何か明らかにす
る。

各班ごとに実験計画を
組み、必要試薬を提示
する。

各班で実験計画を
組み、必要試薬を
提示する。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第4回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

遺伝子組換え実験に使
用する試薬の調整の濃
度計算
遺伝子組換え実験で使
用する英単語の意味調
べ

各班で必要な材料
を考え、作成す
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第5回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

未知試料を明らかにす
るための実験

各班ごとに考えた
実験方法で実験を
行う。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第6回
小
林
葉
子

クイズ：制限酵素の特
性を使った未知試料の
同定 

未知試料を明らかにす
るための実験

遺伝子組換え実験の準
備：アガロースゲル、
寒天培地などの作成

各班ごとに考えた
実験方法で実験を
行う。

レポート提出・試験
1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第7回
小
林

遺伝子組換え実験
プラスミドの調整
GFP遺伝子を含むプラ 提示された材料を

使用し、各自で実

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む



葉
子
スミドの抽出、電気泳
動によるプラスミドの
確認 （P1実験）

験を進める。 復習45分：結果等をノートにまと
める

第8回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
制限酵素についての理
解と制限酵素を使用し
た基本的な実験
GFP遺伝子を含
むDNA領域の制限酵素
による切断 （P1実験）
実験講義（DNA断片長
の求め方、電気泳動に
よるDNA長の求め方)

提示された材料を
使用し、各自で実
験を進める。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第9回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
DNA断片の生成
制限酵素で切断したプ
ラスミドを電気泳動
し、目的のDNA断片を
切り出し、精製する。
（P1実験）

提示された材料を
使用し、各自で実
験を進める。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第10回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
DNA断片の接合
目的の DNA 断片をベ
クターに挿入(ライゲー
ション)、大腸菌への形
質転換 （P1実験）

各自で実験を進め
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第11回
小
林
葉
子

遺伝子組み換え実験
形質転換腸菌の確認、
コロニーPCR、講義
（P1実験）

各自で実験を進め
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

第12回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
アガロースゲルによる
検出、形質転換大腸菌
の培養 （P1実験）

各自で実験を進め
る。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める

第13回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
大腸菌に発現したタン
パク質を確認する。タ
ンパク質の特性の確認
（P1実験）

各班で得られた結
果をまとめる。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
める
時間内でまとめた実験ノート提出

第14回
小
林
葉
子

遺伝子組換え実験
大腸菌に発現したタン
パク質を確認する。タ
ンパク質の特性の確認
（P1実験）

カルテヘナ法に従
い、遺伝子組換え
生物の廃棄する。

遺伝子組換え実験
のレポートを作成
する。

1時間を60分として
予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：結果等をノートにまと
めるまとめた実験ノート提出 （授
業時間内）

第15回
小
林
葉

遺伝子組換え実験につ
いて、法律、手技、結
果の読み方等について

遺伝子組換え実験
について、手法、
実験データの読み
方等についてまと

レポート提出：実験計画書、各自
でみどりに光る大腸菌を作成する
ための実験手順書を作成し提出す
る。各自で作成したものが今後の
実験書になる。1時間を60分とし
て



子 まとめのレポートを作成する。 め、実験を考察す
る。 

予習15分：学習範囲のテキストを
読む
復習45分：レポートとして、まと
める

教科書
実験書配布
参考書
シンプル生化学 林典夫/廣野治子 南江堂
増補新訂版サイエンスビュー生物総合資料 牛木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上：レポート(実験計画書、および、制限酵素を用いた実験）、実験ノート、及
び時間内に作成したレポート（遺伝子組え実験）の平均点として求める。 
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートに対して、授業内で全体にコメントをする。
履修のポイント
実験前に実験書を読み、実験内容を理解する。実験中に実験記録（ノート）を必ず作成し、実験
毎に実験内容を整理する。連続実験が多いため、実験内容の理解を怠らないようにする。レポー
トはMoodle（オンライン教育システム）を使って提出する。遺伝子組換え実験の実験ノートは
最終実験日の時間内に提出する。遺伝子組換え実験の内容の理解度は、時間内で作成したレポー
トではかる。
各班、及び、各自で考え、行動するアクティブラーニングを中心とする授業であり、積極的に参
加する。
オフィス・アワー
月〜金 お昼休み （3限に授業のある日は不可） 11号館3階16研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R132



講義コード 20520001
講義名 免疫学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
免疫機構は、人体の防御機構として発達してきた。免疫機構がどのようにして、自己と非自己を
区別し、非自己を排除しているのかというメカニズムを学習するのが、主な内容である。また花
粉症や食物アレルギーといった免疫機能の変調によって引き起こされる疾患が身近に存在してい
ることから、免疫機構の障害による疾病の成り立ちについてもふれる。
この講義では免疫に関係する細胞や免疫機構についての幅広い知識を習得します。特に解剖生理
学で深く学べなかった内容について学習します。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」並
びに「3．多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状
況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経
営分野に関して必要な知識や技術を修得している。」に基づき、各種感染因子による食中毒や感
染症、食物アレルギー、自己免疫疾患など人体の防御機構についての知識修得を目指すものとす
る。
到達目標
1．炎症機構について説明できる。
2．自然免疫と獲得免疫の違いを説明できる。
3．免疫に関わる物質や細胞のはたらきについて説明できる。
4．免疫機構の障害による病気（アレルギー）発症のメカニズムを説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
影
山
晴

オリエンテーション（授業
の進め方、成績評価）
解剖生理学で講義した免疫

予習90分：解剖生理学で使用した教科書の免疫
の章（84〜100ページ）を読む。
復習90分：配布資料を見直し、授業内容を確認



秋 機構の振り返り する。

第2回
影
山
晴
秋

炎症の総論とその発症機序
から自然免疫まで

予習90分：教科書のチャプター1を読む。理解で
きない部分を把握しておく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第3回
影
山
晴
秋
リンパ系とBリンパ球

予習90分：教科書のチャプター2 Stage 8か
らStage 11を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第4回
影
山
晴
秋
抗原提示から抗原産生まで

予習90分：教科書のチャプター2 Stage 12か
らStage 16を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第5回
影
山
晴
秋

ウィルス感染による自然免
疫と獲得免疫の防御反応

予習90分：教科書のチャプター3 Stage 17か
らStage 22を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第6回
影
山
晴
秋

ウィルスに対する体液性免
疫と細胞性免疫機構につい
て

予習90分：教科書のチャプター3 Stage 23か
らStage 28を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第7回
影
山
晴
秋
補体・免疫細胞について

予習90分：教科書のチャプター4を読む。理解で
きない部分を把握しておく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第8回
影
山
晴
秋
抗体・抗原について

予習90分：教科書のチャプター5を読む。理解で
きない部分を把握しておく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第9回
影
山
晴
秋

Bリンパ球（B細胞）とTリ
ンパ球（T細胞）のはたら
きについて

予習90分：教科書のチャプター6 Stage 40か
らStage 45を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第10回
影
山
晴
秋

リンパ球の多様性とTリン
パ球の成熟

予習90分：教科書のチャプター6 Stage 46か
らStage 52およびチャプター９ Stage 82を読
む。理解できない部分を把握しておく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第11回
影
山
晴
秋

炎症、能動免疫と受動免疫
とアレルギーについ
て1（1型アレルギー疾患）

予習90分：教科書のチャプター7とチャプター8
Stage 61からStage 62を読む。理解できない部分
を把握しておく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第12回
影
山
晴
秋

アレルギーについて2（1型
アレルギー疾患）

予習90分：教科書のチャプター8 Stage 63か
らStage 69を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。



第13回
影
山
晴
秋

アレルギーについて3（2型
と3型アレルギー疾患）

予習90分：教科書のチャプター9 Stage 70か
らStage 72を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第14回
影
山
晴
秋

アレルギーについて4（4型
アレルギー疾患）

予習90分：教科書のチャプター9 Stage 73か
らStage 75を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

第15回
影
山
晴
秋

先天的免疫不全、後天的免
疫不全

予習90分：教科書のチャプター9 Stage 76か
らStage 81を読む。理解できない部分を把握して
おく。
復習90分：教科書と授業ノートを使ってまとめ
ながら、授業内容を理解できるようにする。

教科書
休み時間の免疫学 齋藤先紀（著）・講談社
管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト 岩堀修明（著）・文光堂（1年生の時に解
剖生理学の講義で使った教科書）
参考書
大学図書館に免疫学、感染症、アレルギー、自己免疫疾患に関する本が多数有ります。なるべく
わかりやすいと思ったものを探して読んで下さい。
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上 定期試験（100％）で評価。
課題等に対する
フィードバックの方法
講義中盤で学修課題について全体に対するフィードバックを行う。
履修のポイント
本シラバスの予習・復習にそって勉強して下さい。講義が終わったら復習として必ずノート整理
を行うこと。1チャプター終了時には、必ずチャプターの終わりにある「練習問題」を解いて、
理解度を確認してください。到達していない場合は、もう一度教科書・ノートを使って復習を行
い、知識を蓄積させること。
解剖生理学で使った教科書の免疫・リンパの章を復習しながら、免疫学の教科書で理解を深め
る。
オフィス・アワー
月曜日から木曜日：9:00-16:00、11号館研究室10にて対応します。講義前後にも、適宜受け付
けます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R133



講義コード 20530001
講義名 病理学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

大学病院病理部の病理医として長期間病理診断業務に携わってきた経験を
生かして、疾病の原因・成り立ちを実例をあげながら平易に解説する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 岡安 勲 指定なし

授業の概要と教育目標
健康維持の基本に適切な食・栄養があります。その栄養管理を行う上で、健康と病気との違い、
病気の原因・成り立ち、病態を理解していることが重要です。本科目は病気の原因・成り立ちを
理解し、基礎知識として習得して栄養学の学習につなげることを目標とします。
病理学は基礎医学と臨床医学にまたがる分野であり、マクロ・ミクロを含む形態的変化に機能変
化も加味して、病気の原因や病態を理解しようとする学問領域です。本講義では教科書に沿った
順序で進めます。
医療、栄養指導、給食管理などの現場で高頻度に使用されるキーワードも含めて解説・討論しま
す。可能な限り質疑応答を行い、理解を深めます（アクティブラーニング）。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科の目標である「自立した専門職としての知識・技能・態度を身につけた人
材」「保健・医療・福祉分野に対応できる食のスペシャリスト」「地域の保健・医療・福祉分野
における食と健康に関する実践的職業人」をめざして、そのディプローマポリシー「人体の構造
並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能」を修得する。
具体的には疾患の原因・成因、病態を理解し、さらにそれを自分の言葉で説明できるようにす
る。
管理栄養士として、患者さん、未病者、健康な方それぞれに適切な栄養指導を行えるように、疾
患の基礎および臨床的事項を基礎知識として修得する。
到達目標
１．疾患の原因・成因、病態の概念を理解して、説明できるようにする。
２．疾患に関する専門用語の意味を理解して、修得し、みずからその専門用語を発して使えるよ
うにする。
３．各臓器の主たる疾患の成り立ちについて興味を持ち、その予防・治療について、食・栄養の
面から自ら考えて、計画することができる。
授業計画

担
当 授業内容と方法、課題

アク
ティブ
ラーニ

予習・復習と
そのために必



者 ングの
内容

要な時間

第1回
岡
安
勲

16章 疾病の原因、発症機序などの理解のための導入
炎症と創傷治癒、変性、壊死・アポトーシス、萎縮・
肥大、化生
初回のクラス全体の課題： 炎症とは生体にとって悪い
こと？ 
細胞の壊死とアポトーシスの違いは？ 
アポトーシスは避けられないのか？ 
肥大と過形成の違いは？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p263-
268を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第2回
岡
安
勲

16章 異形成、腫瘍（良性腫瘍、悪性腫瘍＝がん）、発
がんのメカニズム、がん遺伝子・抑制遺伝子、がんの
増殖・浸潤・転移・播種 
加齢に伴う分子レベル・臓器レベルの変化：
課題： 腫瘍とはどういう定義か？
がんはどうやって出現して増殖して広がるのか？
悪性腫瘍の悪性である原因は？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p263,
268-273を読
む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第3回
岡
安
勲

1章 診断のための身体診察と検査
問診、診察、主な症候、臨床検査
課題： 
クリニックや病院では、病気の診断がどのような流れ
でなされているか？
感染症の診断のためにどのような検査があるか？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p14-
39を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第4回
岡
安
勲

2章 疾患の治療
治療法の種類と特徴、治療計画、治療方法の選択
課題： 
治療にはどのような治療があるか？ それぞれの特徴
は？ 
医療施設では、どのような流れで治療が選択されてな
されているか？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p40-
49を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第5回
岡
安
勲

3章 栄養・代謝系疾患
栄養・代謝にかかわるホルモン・サイトカイン、栄養
障害、糖尿病、脂質異常症、肥満、高尿酸血症、先天
性代謝異常症、ビタミン異常症、ミネラル異常症、ア
シドーシス、アルカローシス
課題： メタボリックシンドロームとは？ その予防と
は？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応

予習90分：
教科書p50-
84を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ



肥満はなぜ良くないのか？
生活習慣病とは？

答を行
う

ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第6回
岡
安
勲

4章 内分泌系疾患
下垂体異常、甲状腺機能異常、副甲状腺異常、副腎異
常
課題： 
甲状腺機能亢進、低下を起こす疾患は？その治療は？
副腎皮質ホルモンの機能障害を起こす疾患は？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p85-
95を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第7回
岡
安
勲

5章 消化管疾患
口腔、上部・下部消化管の炎症、腫瘍
課題： 胃潰瘍の原因は？
ピロリ菌感染の影響は？
下痢・下血をおこす疾患は？
消化管腫瘍の診断の手順は？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p96-
113を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第8回
岡
安
勲

6章 肝・胆・膵疾患
肝臓の炎症性疾患、肝硬変－肝がん、胆道、膵臓の炎
症、腫瘍、結石
課題： 黄疸はどのような機序で生じる？
肝、胆道系、膵臓の腫瘍の症候の特徴は？
慢性肝炎ー肝硬変ー肝細胞がん系とは？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p114-
132を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第9回
岡
安
勲

7章 循環器系疾患
虚血、血栓・塞栓、動脈硬化、高血圧、虚血性心疾患
（狭心症、心筋梗塞）、不整脈、心不全、脳血管障害
（梗塞・出血）
課題： 心不全とはどういう状態？
虚血性心疾患の発生機序は？
不整脈ー脳梗塞の発症系とはどのようなメカニズムで
おきるのか？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p133-
154を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第10回
岡
安
勲

8章 腎・尿路系疾患
糸球体腎炎症候群、ネフローゼ症候群、慢性腎不全、
尿路系結石、尿路系腫瘍
課題： 糸球体腎炎の種類・成因・治療は？
尿路系結石はどこに生じ、どのような症状があり、ど
のような治療方法がとられているか？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応

予習90分：
教科書p155-
180を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ



尿路系腫瘍の診断は？ 答を行
う

ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第11回
岡
安
勲

9章 神経・精神系疾患
摂食障害、認知症、アルコール・薬物依存症、神経変
性疾患、精神疾患、脳腫瘍
課題： 
認知症とはどういう定義？ その原因と病態は？
精神疾患の2大疾患とはどのような病態か？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p181-
191を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第12回
岡
安
勲

10章 呼吸器系疾患
上気道感染症、肺炎、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘
息、肺がん
課題： 
喫煙が関係する肺疾患は？
肺がんは近年予後がよくなっているが、その治療方法
は？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p192-
206を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第13回
岡
安
勲

11章 血液・造血器系疾患
貧血の分類と種類、出血性疾患、白血病、悪性リンパ
腫、多発性骨髄腫
課題：
貧血の原因による分類は？
血友病とは？ なぜ男性に多いのか？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p207-
222を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第14回
岡
安
勲

12章 運動器（骨格系）疾患、13章 皮膚系疾患
骨粗鬆症、変形性関節症、虚弱、サルコぺニア、ロコ
モティブシンドローム
皮膚系疾患の概要、創傷治癒過程、熱傷、褥瘡
課題：
骨粗鬆症の機序は？ なぜ閉経後の女性に多いのか？
熱傷の程度、重症度による評価は？

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応
答を行
う

予習90分：
教科書p223-
242を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ
ば、参考書を
読んで理解を
深める。

第15回
岡
安
勲

14章 免疫・アレルギー系疾患、15章 婦人科疾患
食物アレルギー、膠原病・自己免疫疾患、免疫不全
婦人科系腫瘍性疾患、子宮内膜症など、妊婦特有の疾
患
課題： 成人の食物アレルギーは？ エイズとは？
子宮体部がんと頸部がんとは発生の原因、メカニズム
が違うがどのように違うのか？ 不妊症の原因と治療

課題を
中心に
考察す
る
可能な
限り、
質疑応

予習90分：
教科書p243-
262を読む。
復習90分：
教科書・メ
モ・ノートを
見直す
必要があれ



は？ 答を行
う

ば、参考書を
読んで理解を
深める。

教科書
栄養科学イラストレイテッド 臨床医学 「疾病の成り立ち」 改訂第２版
編集/田中 明、宮坂京子、藤岡由夫、 羊土社
参考書
・臨床栄養学、臨床医学概論の教科書、病理学関連参考書
・ロビンス＆コットラン 「病理学アトラス」 （高橋浩幸、羽野寛、白石泰三、福田邦彦監訳、
エルゼビア・ジャパン） 
・「臨床病理・病態学 疾病の成り立ち」MCメディカ出版（ナーシング・グラフィカ 3）
・サクセス管理栄養士・栄養士養成講座 解剖生理学・病理学 人体の構造と機能及び疾病の成り
立ち 第５版、加藤昌彦、近藤和雄、箱田雅之、大荷満生著、 第一出版
・系統看護学講座病理学「疾病の回復促進I」医学書院
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
筆記試験 100%
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回の講義のはじめに前回の講義の重点課題を再度説明して、理解を深めるようにする。
定期試験の結果は採点して答案を返却する。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが理解力・知識を身につける力になり、総合的な学力増進につながりま
す。
範囲が広く、また理解が難しい点もありますので、興味のある箇所を読み込んでおいて、授業に
参加してください。また、授業の後に疑問を持った個所を自分で調べるのも効果的です。
一度の読み、聞きでは理解できなくても、繰り返すことで理解できることが多々ありますので、
疾病の原因・成り立ちにこだわって、修得するようにしましょう。
オフィス・アワー
講義のある火曜日 14:00-17:00。9号館3階9号室。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R152



講義コード 20540001
講義名 栄養生理学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養生理学では人の栄養に関する生理学的意義を中心に講義し、健康の保持・増進、疾病の予
防・治療における栄養の役割を理解することを目的とする。具体的には、糖・脂肪・蛋白質の３
大栄養素、これにビタミン、ミネラルを加えた５大栄養素を中心に摂取した場合の消化吸収や特
にミネラル摂取の生理作用・欠乏症や過剰症等およびエネルギー代謝について理解すること。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学位授与の方針と関連して、栄養生理学は、対象の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄
養・食事管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術
を修得する実践的栄養学の基となる知識を理解する科目と考えられる。それ故、栄養生理学で
は、栄養素等の生体内でのはたらき，それらの相互作用について理解し，健康維持・増進，疾病
予防の活用に発展させる知識を習得することを卒業認定の要件の一つとする。
到達目標
管理栄養士として栄養実践活動に対応できるように、その基礎知識を習得する。具体的には５大
栄養素の消化吸収、ミネラルの代謝排泄、水と電解質の代謝、栄養と遺伝、特殊な機能をもつ栄
養素、エネルギー代謝について理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
榮
昭
博

栄養素の機能 ミネ
ラル Ⅰ
:多量無機化合物の
生理作用、特にカル
シウムの生理作用と
欠乏症について述学
習する。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p117～122を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

栄養素の機能 ミネ



第2回
榮
昭
博

ラル Ⅱ
：多量無機化合物の
ナトリウム、カリウ
ムおよび微量無機化
合物鉄の生理作用と
欠乏症について学習
する。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p122～127を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第3回
榮
昭
博

栄養素の機能 ミネ
ラル Ⅰ
：微量無機化合物の
生理作用、特に鉄の
生理作用と欠乏症に
ついて学習する。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p127～132を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第4回
榮
昭
博

摂食行動 
：空腹感と食欲、食
欲の調節について学
ぶ食事のリズムとタ
イミングについて学
ぶ。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。また、小テス
トで理解度を確認する。

予習：教科書p13～18を読み理
解すること。復習：左記の内容
について講義ノートを作成する
こと。これらについて4時間以
上作業すること。

第5回
榮
昭
博

栄養素の消化吸収と
栄養素の体内動態Ⅰ
:消化器の構造と機
能について学ぶ
（食道・胃・小腸・
大腸・肝臓）。 ま
た、消化酵素（各消
化腺ごとの）につて
理解する。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p21～31を読み理
解すること。復習：左記の内容
について講義ノートを作成する
こと。これらについて4時間以
上作業すること。

第6回
榮
昭
博

栄養素の消化吸収と
栄養素の体内動態Ⅱ
：糖・脂質・たんぱ
く質等の栄養素別の
消化吸収について学
ぶ。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科
書p42～43、57～59、78～80を
読み理解すること。復習：左記
の内容について講義ノートを作
成すること。これらについ
て4時間以上作業すること。

第7回
榮
昭
博

栄養素の消化吸収と
栄養素の体内動態Ⅲ
：引き続き、栄養素
別の消化吸収および
栄養素の体内動態に
ついて学ぶ（門脈
系・リンパ系・細胞
外液）。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書教科
書p42～43、57～59、78～80お
よびp32～35を読み理解するこ
と。復習：左記の内容について
講義ノートを作成すること。こ
れらについて4時間以上作業す
ること。

第8回
榮
昭
博

栄養素の消化吸収と
栄養素の体内動態Ⅳ
：生物学的利用特に
消化吸収率や栄養価
について学ぶ。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。また、栄養素
の消化吸収について、小
テストで理解度を確認す
る。

予習：教科書p36～38を読み理
解すること。復習：左記の内容
について講義ノートを作成する
こと。これらについて4時間以
上作業すること。

第9回
榮
昭
博

特殊な生理機能を持
つ栄養素
：食物繊維（難消化
性糖質）の機能、特
に腸内における発
酵、吸収、短鎖脂肪

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p163～168を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間



酸、腸内細菌につい
て学ぶ。

以上作業すること。

第10回
榮
昭
博

水・電解質の代謝Ⅰ
：水の機能（分布、
機能、体内量、出
納、バランス）、酸
塩基平衡調節につい
て理解する。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p133～135を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第11回
榮
昭
博

水・電解質の代謝Ⅱ
：電解質の機能（分
布、機能、体内量、
出納、バランス）、
酸塩基平衡調節につ
いて理解する。

水および電解質について
小テストで理解度を確認
する。

予習：教科書p135～138を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第12回
榮
昭
博

エネルギー代謝
（１）
：エネルギーとは、
食品のエネルギー、
エネルギー代謝の測
定報、基礎代謝につ
いて学ぶ。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p139～144を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第13回
榮
昭
博

エネルギー代謝
（２）
:エネルギーの必要
量・消費量について
理解し、エネルギー
代謝の測定に関する
事項（メッツ等）に
ついて学ぶ。

エネルギー代謝について
小テストで理解度を確認
する。

予習：教科書p144～146を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第14回
榮
昭
博

栄養と遺伝
：生活習慣病の発症
と遺伝との関係につ
いて理解する。

左記の内容について、教
員が発問し、学生からの
解答についてコメントを
くわえる。

予習：教科書p147～161を読み
理解すること。復習：左記の内
容について講義ノートを作成す
ること。これらについて4時間
以上作業すること。

第15回
榮
昭
博

まとめ
：今まで学習したこ
とについて確認す
る。また、不足分を
補う。

まとめについての質疑応
答をおこなう。

予習：作成した講義ノートを確
認すること。これについて4時
間以上作業すること。

教科書
『Ｎブックス 改訂基礎栄養学』 林 淳三ら 建帛社
参考書
管理栄養士講座 基礎栄養学 第一出版 エッセンシャル基礎栄養学 医師薬出版
成績評価の方法・基準
学期末試験 95%、講義ノート5％、 60点以上にて合格とする。
課題等に対する
フィードバックの方法
事前の学習として、また、授業終了後に、講義ノートとは別の国家試験の基礎栄養学出題基準に
対応した講義ノートを作成すること。ノートは最終日に提出し、これを確認して点数を記して返
却する。



履修のポイント
前期基礎栄養学の内容とも関連するので、基礎栄養学をしっかり理解すること。また、生理生化
学的視点の講義内容を含むので生化学の教科書も参考となる。
オフィス・アワー
授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階第14研究室で行う。ただし、この時間帯以
外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うことができることがある。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R141



講義コード 20550001
講義名 食品学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
食品に含まれる個々の成分の特徴を把握しておくことは、食品自体を理解するためだけではな
く、栄養学的あるいは生理学的な視点から食生活を考えていくためにもたいへん重要である。本
講義では食品に含まれている栄養素がどのような元素から成り立ち、化学的性質をもつのかを解
説し、栄養素とはどのようなものであるかを解説する。また、食品は栄養素だけでは成り立た
ず、その他の成分（呈味成分や香気成分など）の構造・性質・役割や調理・加工による成分変
化、食品の物性などについても講義する。また、近年の食の国際化に伴う最新の食情報に加え、
現在注目されている保健機能食品や特別用途食品や食品に関する法規についても取り上げる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、管理栄養士として知っておかなければならない食品の基礎知識を理解することを目指
す。
到達目標
講義の最後に復習問題を配付する。講義の内容をふまえて、すべての問題について正答だけでな
く、その理由も解説できるようになることを目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回 食文化と食生活、食生活と健
康、食料と環境問題など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で



きなかった内容につ
いて調べる。

第2回
炭水化物とは、食品中の炭水化
物、単糖類の構造・種類・特
徴、二糖類、オリゴ糖類、多糖
類など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第3回 脂質とは、単純・複合・誘導脂
質、油脂（脂質）の性質など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第4回
たんぱく質とは、アミノ酸、ペ
プチド、たんぱく質の構造・分
類・変性など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第5回 ビタミンとは、脂溶性ビタミ
ン、水溶性ビタミン

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第6回

ミネラルの定義と分類、多量・
微量ミネラル、核酸、プリンお
よびピリミジンヌクレオチドの
合成と分解、食品中のプリン体
など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第7回
水の特性、食品中の水、自由水
と結合水、水分活性と水分含量
など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ



いて調べる。

第8回

食品中に含まれる色素成分の分
類、味とは、食品中の呈味成
分、香気・においとは、香気成
分の種類、官能評価とは、官能
評価の種類と方法など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第9回
炭水化物・脂質・たんぱく質の
変化、褐変、光・加熱・加圧・
減圧・酵素による変化

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第10回 食品の物性とは、コロイド、レオロジー、テクスチャーなど

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第11回
三次機能とは、機能性食品と
は、口腔内や消化管内で作用す
る機能、消化管吸収後の標的組
織での生理機能調節

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第12回
食品表示制度（食品表示に関す
る法律、期限表示、成分表示、
品質表示基準など）

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第13回
健康や栄養に関する表示の制度
（特定保健用食品、特別用途食
品、栄養機能食品、機能性表示
食品など）

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。



第14回
基準（製造・加工・調理基準、
保存基準、器具・容器包装の安
全性の規格基準など）

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第15回 今まで学んだ内容について補足、質問に対する解説など

授業内容についての質問
や疑問、意見などを教員
が答えるだけではなく、
学生間でディスカッショ
ンする時間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

教科書
『栄養科学イラストレイテッド 食品学Ⅰ 食品の成分と機能を学ぶ』水品善之、菊﨑泰枝、小西洋
太郎 編（羊土社）
参考書
単元ごとにプリント教材を配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 筆記試験100％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に問題を提示したり、課題を課すことがある。学期末の筆記試験にも関与する事柄なの
で、必ず復習しておくこと。また、単元ごとに復習問題を配付するので、必ず問題を解いて授業
内容の理解に役立てること。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力となり、試験対策にもつながっていく。教科書の内
容以外の事柄についても取り入れていくので、授業には積極的に参加すること。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R114



講義コード 20560001
講義名 食品学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
ほとんどの食品は、植物あるいは動物体そのものか、それらによって生産されたもの、あるいは
それらを調理・加工したものである。本講義では、まず食品成分表について理解し、次いで植物
性食品、動物性食品、その他の食品（油脂食品や微生物利用食品など）について、成分組織、栄
養特性、機能特性、化学的性質などを解説する。後半では、食品の加工原理や加工工程を中心
に、保存・貯蔵法とその原理、食品の包装、加工食品の表示や規格などについて解説する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、管理栄養士として知っておかなければならない食品学・食品加工学の基礎知識を理解す
ることを目指す。
到達目標
講義の最後に復習問題を配付する。講義の内容をふまえて、すべての問題について正答だけでな
く、その理由も解説できるようになることを目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
生産様式・原料・主要栄養素
等による分類、食品成分表法
の理解

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。



第2回 穀類およびいも類の種類・性
質・成分など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第3回 豆類および種実類の種類・性
質・成分など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第4回 野菜類および果実類の種類・
性質・成分など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第5回 きのこ類および藻類の種類・
性質・成分など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第6回 肉類の種類・性質・成分・変
化、食肉加工品など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第7回
魚介類の食品学的特徴・構
造・成分、魚の死後変化と鮮
度、魚介類の特徴と利用・加
工など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。
予習90分：教科書を



第8回 乳類の種類・性質・成分・変
化、飲用乳、主な乳製品など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第9回 卵類の種類・特徴・構造・成
分、卵の調理加工特性など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第10回
食用油脂の特徴と分類、植物
油脂、動物油脂、加工油脂な
ど

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第11回
調味料、香辛料の特徴・性
質、嗜好飲料（茶、コー
ヒー、ココア、清涼飲料）な
ど

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第12回

食品加工とは、加工食品の意
義・目的、加工食品の分類、
食品添加物とは（メリットと
デメリット）、食品添加物の
種類と用途など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第13回
微生物利用食品（発酵食品）
の分類と性質、アルコール飲
料、発酵調味料、その他の微
生物利用食品

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。
予習90分：教科書を
読み、わからない単



第14回
バイオテクノロジー応用食
品、最近の食品加工技術によ
る食品

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

第15回
今まで学んだ内容（食品学Ⅰを
含む）について補足、質問に
対する解説など

授業内容についての質問や
疑問、意見などを教員が答
えるだけではなく、学生間
でディスカッションする時
間を設ける。

予習90分：教科書を
読み、わからない単
語や内容について調
べる。
復習90分：配布した
試料をまとめ、復習
問題を解き、理解で
きなかった内容につ
いて調べる。

教科書
『栄養科学イラストレイテッド 食品学Ⅱ 食品の分類と特性、加工を学ぶ』栢野新市、水品善
之、小西洋太郎 編（羊土社）
参考書
単元ごとにプリント教材を配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 筆記試験100％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に問題を提示したり、課題を課すことがある。学期末の筆記試験にも関与する事柄なの
で、必ず復習しておくこと。また、単元ごとに復習問題を配付するので、必ず問題を解いて授業
内容の理解に役立てること。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力となり、試験対策にもつながっていく。教科書の内
容以外の事柄についても取り入れていくので、授業には積極的に参加すること。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R127



講義コード 20570001
講義名 食品学実験Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
食品の性質を科学的・栄養学的に理解する場合、その食品に含まれる成分含量を知ることが重要
となる。私たちが日ごろ食べている食品の成分値は日本食品成分表により知ることができるが、
本実験では食品成分表に記載されている栄養成分（水分、たんぱく質、脂質、糖質、灰分など）
を中心に定量分析を行い、食品成分表に関する基礎知識と実験技術を習得することを目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、“食品学”の講義で学んだ内容について、実験を通じて検証することで、さらに深く内容
を理解し、管理栄養士として第一歩を踏み出す際の、基本的知識の構築を目指す。
到達目標
各実験を通じて得た体験から、食品学で学んだ食品に関する知識をさらに深めるとともに“食品
とは何か”を知ることを目標とする。また、実験結果を実験報告書に的確にまとめ、表現できる
力を身につける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習
と
そのために
必要な時間

実験を行うための諸注意、実験器
具説明、レポートの書き方など

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：



第1回 実験を行うにあたって必要な内容
を問う小テストを実施し、その内
容に基づいて実験の重要性や危険
性などについて説明する。

実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第2回
常圧加熱乾燥法により、食品中の
水分含量を求める。直接灰化法に
より、食品中の粗灰分含量を求め
る。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第3回
数種の糖類未知試料を用い、いか
なる糖であるかを分析（同定）す
るとともに糖の化学的性質を理解
する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第4回

数種のたんぱく質、アミノ酸を含
む未知試料に呈色試験を行い、い
かなる化合物であるかを分析（同
定）するとともにアミノ酸の化学
的性質を理解する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。
予習60分：
実験書を読



第5回 粗たんぱく質の定量等で使用す
る0.1N NaOH溶液を調整する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第6回

ケルダール窒素定量法により、食
品中の窒素量を測定し、得られた
値から粗たんぱく質含量を算出す
る（蒸留過程）。調整した0.1N
NaOHを用いて0.1N 硫酸溶液を調
整する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第7回
ケルダール窒素定量法により、食
品中の窒素量を測定し、得られた
値から粗たんぱく質含量を算出す
る（分解過程→滴定）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第8回 エーテル抽出法により、食品中の
粗脂肪含量を求める。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容



について調
べる。

第9回

粗繊維の希酸・希アルカリ・アル
コール・エーテルに不溶である性
質を利用して、食品中の粗繊維含
量を求める（ヘンネベルグ・ス
トーマン改良法）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第10回

アルカリ性でヨウ素は還元糖によ
り還元されヨウ素イオンとなる。
残存するヨウ素量を濃度既知のチ
オ硫酸ナトリウムで滴定すること
によって還元糖により消費された
ﾖｳ素量、すなわち還元糖の量を求
める（ウィルシュテッター・
シューデル法）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第11回

アスコルビン酸（ビタミンC）にジ
クロロフェノールインドフェノー
ル色素溶液を作用させると、アス
コルビン酸の還元力で色素が還元
される。色素溶液にｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸を滴
下し、その紅点の消失する点を求
めて定量する（インドフェノール
法）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第12回

Caはシュウ酸と反応し、難水溶性
のシュウ酸Caの沈殿を生じる。過
剰なシュウ酸を除いた後、硫酸で
シュウ酸とCaに分解し、このシュ
ウ酸を過マンガン酸カリウムで滴

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告



定することによりCa含量を求め
る。（過マンガン酸カリウム滴定
法）

別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第13回
数種の未知油脂を用いて、ケン化
価およびヨウ素価を測定し、どの
ような油脂であるかを調べる。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第14回
保存状態の異なる数種の油脂を用
いて、酸価および過酸化物価を測
定することにより、油脂の劣化状
態を調べる。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第15回
数種のカルボン酸およびアルコー
ルを用いて果実の香りを合成し、
どの果物のものかを判別する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

教科書
「桐生大学 食品学実験書（第13版）」



参考書
実験毎に補足プリントを配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業内確認テスト（2回）50％、実験報告書（レポート） 50％を総合して評
価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
実験毎に実験報告書を作成・提出を義務付けている。報告書の内容（特に考察・まとめ）により
成績が左右するため、よく調べて自分なりの考えなどをまとめること。
履修のポイント
原則としてグループ実験を行う。初めに実験の内容や原理等について説明するのでよく理解して
から積極的な態度で実験に取り組んでほしい。また、実験報告書は期限を守って必ず提出するこ
と。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R126



講義コード 20570002
講義名 食品学実験Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
食品の性質を科学的・栄養学的に理解する場合、その食品に含まれる成分含量を知ることが重要
となる。私たちが日ごろ食べている食品の成分値は日本食品成分表により知ることができるが、
本実験では食品成分表に記載されている栄養成分（水分、たんぱく質、脂質、糖質、灰分など）
を中心に定量分析を行い、食品成分表に関する基礎知識と実験技術を習得することを目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、“食品学”の講義で学んだ内容について、実験を通じて検証することで、さらに深く内容
を理解し、管理栄養士として第一歩を踏み出す際の、基本的知識の構築を目指す。
到達目標
各実験を通じて得た体験から、食品学で学んだ食品に関する知識をさらに深めるとともに“食品
とは何か”を知ることを目標とする。また、実験結果を実験報告書に的確にまとめ、表現できる
力を身につける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習
と
そのために
必要な時間

実験を行うための諸注意、実験器
具説明、レポートの書き方など

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：



第1回 実験を行うにあたって必要な内容
を問う小テストを実施し、その内
容に基づいて実験の重要性や危険
性などについて説明する。

実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第2回
常圧加熱乾燥法により、食品中の
水分含量を求める。直接灰化法に
より、食品中の粗灰分含量を求め
る。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第3回
数種の糖類未知試料を用い、いか
なる糖であるかを分析（同定）す
るとともに糖の化学的性質を理解
する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第4回

数種のたんぱく質、アミノ酸を含
む未知試料に呈色試験を行い、い
かなる化合物であるかを分析（同
定）するとともにアミノ酸の化学
的性質を理解する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。
予習60分：
実験書を読



第5回 粗たんぱく質の定量等で使用す
る0.1N NaOH溶液を調整する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第6回

ケルダール窒素定量法により、食
品中の窒素量を測定し、得られた
値から粗たんぱく質含量を算出す
る（蒸留過程）。調整した0.1N
NaOHを用いて0.1N 硫酸溶液を調
整する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第7回
ケルダール窒素定量法により、食
品中の窒素量を測定し、得られた
値から粗たんぱく質含量を算出す
る（分解過程→滴定）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第8回 エーテル抽出法により、食品中の
粗脂肪含量を求める。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容



について調
べる。

第9回

粗繊維の希酸・希アルカリ・アル
コール・エーテルに不溶である性
質を利用して、食品中の粗繊維含
量を求める（ヘンネベルグ・ス
トーマン改良法）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第10回

アルカリ性でヨウ素は還元糖によ
り還元されヨウ素イオンとなる。
残存するヨウ素量を濃度既知のチ
オ硫酸ナトリウムで滴定すること
によって還元糖により消費された
ﾖｳ素量、すなわち還元糖の量を求
める（ウィルシュテッター・
シューデル法）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第11回

アスコルビン酸（ビタミンC）にジ
クロロフェノールインドフェノー
ル色素溶液を作用させると、アス
コルビン酸の還元力で色素が還元
される。色素溶液にｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸を滴
下し、その紅点の消失する点を求
めて定量する（インドフェノール
法）。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第12回

Caはシュウ酸と反応し、難水溶性
のシュウ酸Caの沈殿を生じる。過
剰なシュウ酸を除いた後、硫酸で
シュウ酸とCaに分解し、このシュ
ウ酸を過マンガン酸カリウムで滴

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告



定することによりCa含量を求め
る。（過マンガン酸カリウム滴定
法）

別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第13回
数種の未知油脂を用いて、ケン化
価およびヨウ素価を測定し、どの
ような油脂であるかを調べる。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第14回
保存状態の異なる数種の油脂を用
いて、酸価および過酸化物価を測
定することにより、油脂の劣化状
態を調べる。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

第15回
数種のカルボン酸およびアルコー
ルを用いて果実の香りを合成し、
どの果物のものかを判別する。

実験の前講義で、実験内容に
ついての質問を行い、予習の
成果を確認する。実験終了
後、得られた結果から、どの
ようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎
に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：
実験書を読
み、わから
ない単語や
内容につい
て調べる。
復習60分：
実験結果よ
り実験報告
書をまとめ
る。また理
解できな
かった内容
について調
べる。

教科書
「桐生大学 食品学実験書（第13版）」



参考書
実験毎に補足プリントを配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業内確認テスト（2回）50％、実験報告書（レポート） 50％を総合して評
価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
実験毎に実験報告書を作成・提出を義務付けている。報告書の内容（特に考察・まとめ）により
成績が左右するため、よく調べて自分なりの考えなどをまとめること。
履修のポイント
原則としてグループ実験を行う。初めに実験の内容や原理等について説明するのでよく理解して
から積極的な態度で実験に取り組んでほしい。また、実験報告書は期限を守って必ず提出するこ
と。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R126



講義コード 20580001
講義名 食品学実験Ⅱ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期（重複②）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
植物性食品や動物性食品、微生物利用食品などの性状に関する知識を修得するために、食品原料
及び加工食品の品質判別に関する実験を行う。また食品学の講義で得た知識について、さらに理
解を深めるために、食品の加工・製造に関する実験を行い、食品の保存の原理や加工食品の製造
原理を学習するとともに、製造技術を習得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、“食品学”の講義で学んだ内容について、実験を通じて検証することで、さらに深く内容
を理解し、管理栄養士として第一歩を踏み出す際の、基本的知識の構築を目指す。
到達目標
実験を通じて得た体験から、食品学で学んだ食品に関する知識をさらに深めるとともに“食品と
は何か”を知ることを目標とする。また、実験結果を実験報告書に的確にまとめ、表現できる力
を身につける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回

実験を行うための諸注意、0.1N
NaOH標準溶液の調整など
実験を行うにあたって必要な内
容を問う小テストを実施し、そ
の内容に基づいて実験の重要性
や危険性などについて説明す

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また



る。 理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第2回

米の種別、鮮度、搗精度合いの
違いを、試薬による呈色を用い
て判定する。
【アクティブラーニング】実験
終了後、得られた結果から、ど
のようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎に
発表してもらい、ディスカッ
ションする（第2回～第15回す
べてで実施）

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第3回
小麦粉のたんぱく質含量による
品質比較及び、グルテンの形成
と添加物の影響を観察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第4回

各要因によっておきる卵たんぱ
く質の凝固・沈殿反応を試薬に
よる呈色反応で確認する。ま
た、全卵の熱凝固性について温
度の影響と変化を観察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第5回

豆乳が凝固剤（塩化マグネシウ
ム及び他の塩類）によりどのよ
うな凝固の状態を示すか、ま
た、塩の濃度や温度条件の変化
でどのような状態を示すかを観
察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。



第6回

パイナップル（ブロメリン）と
キウイフルーツ（アクチニジ
ン）に含まれるたんぱく質分解
酵素の働きを、寒天とゼラチン
を基質とした凝固試験で観察す
る。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第7回
ヨーグルトの酸度を中和滴定を
用いて測定する。その結果をふ
まえて、糖分含量による酸度へ
の影響をみる。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第8回

食酢の主成分は酢酸、リンゴ
ジュース中の主成分はリンゴ酸
である。中和滴定により、これ
らの酸を有機酸として定量し、
重量％濃度に換算する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第9回
各種しょうゆ・みそを試料と
し、沈殿滴定法（モール法）を
用いて試料中の塩分含量を定量
する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

実験の前講義で、実験内容につい

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ



第10回
乳等省令における公定法である
ゲルベル乳脂計を用いて乳脂肪
を求める。

ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第11回

褐変反応のﾒｶﾆｽﾞﾑを、酵素的な
もの（ポリフェノールオキシ
ダーゼによる着色物質の生成）
と、非酵素的なものアミノ・カ
ルボニル反応、糖のカラメル化
など）に大別し、それぞれの反
応を観察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第12回
市販の緑茶飲料に含まれるポリ
フェノール量を酒石酸鉄吸光光
度法により定量する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第13回
材料や製造工程を変えること
で、マヨネーズの乳化の状態が
どのようになるかを調べる。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第14回
基本味（五味）の識別試
験、2点識別試験、2点嗜好試
験

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま



班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第15回 3点識別試験、3点嗜好試験、
順位法

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

教科書
「桐生大学 食品学実験書（第12版）」
参考書
実験毎に補足プリントを配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業内確認テスト（2回）50％、実験報告書（レポート） 50％を総合して評
価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
実験毎に実験報告書を作成・提出を義務付けている。報告書の内容（特に考察・まとめ）により
成績が左右するため、よく調べて自分なりの考えなどをまとめること。
履修のポイント
原則としてグループ実験を行う。初めに実験の内容や原理等について説明するのでよく理解して
から積極的な態度で実験に取り組んでほしい。また、実験報告書は期限を守って必ず提出するこ
と。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R134



講義コード 20580002
講義名 食品学実験Ⅱ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期（重複①）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
植物性食品や動物性食品、微生物利用食品などの性状に関する知識を修得するために、食品原料
及び加工食品の品質判別に関する実験を行う。また食品学の講義で得た知識について、さらに理
解を深めるために、食品の加工・製造に関する実験を行い、食品の保存の原理や加工食品の製造
原理を学習するとともに、製造技術を習得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、“食品学”の講義で学んだ内容について、実験を通じて検証することで、さらに深く内容
を理解し、管理栄養士として第一歩を踏み出す際の、基本的知識の構築を目指す。
到達目標
実験を通じて得た体験から、食品学で学んだ食品に関する知識をさらに深めるとともに“食品と
は何か”を知ることを目標とする。また、実験結果を実験報告書に的確にまとめ、表現できる力
を身につける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回

実験を行うための諸注意、0.1N
NaOH標準溶液の調整など
実験を行うにあたって必要な内
容を問う小テストを実施し、そ
の内容に基づいて実験の重要性
や危険性などについて説明す

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また



る。 理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第2回

米の種別、鮮度、搗精度合いの
違いを、試薬による呈色を用い
て判定する。
【アクティブラーニング】実験
終了後、得られた結果から、ど
のようなことが推測あるいは判
別・判定できるか、実験班毎に
発表してもらい、ディスカッ
ションする（第2回～第15回す
べてで実施）

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第3回
小麦粉のたんぱく質含量による
品質比較及び、グルテンの形成
と添加物の影響を観察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第4回

各要因によっておきる卵たんぱ
く質の凝固・沈殿反応を試薬に
よる呈色反応で確認する。ま
た、全卵の熱凝固性について温
度の影響と変化を観察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第5回

豆乳が凝固剤（塩化マグネシウ
ム及び他の塩類）によりどのよ
うな凝固の状態を示すか、ま
た、塩の濃度や温度条件の変化
でどのような状態を示すかを観
察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。



第6回

パイナップル（ブロメリン）と
キウイフルーツ（アクチニジ
ン）に含まれるたんぱく質分解
酵素の働きを、寒天とゼラチン
を基質とした凝固試験で観察す
る。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第7回
ヨーグルトの酸度を中和滴定を
用いて測定する。その結果をふ
まえて、糖分含量による酸度へ
の影響をみる。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第8回

食酢の主成分は酢酸、リンゴ
ジュース中の主成分はリンゴ酸
である。中和滴定により、これ
らの酸を有機酸として定量し、
重量％濃度に換算する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第9回
各種しょうゆ・みそを試料と
し、沈殿滴定法（モール法）を
用いて試料中の塩分含量を定量
する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

実験の前講義で、実験内容につい

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ



第10回
乳等省令における公定法である
ゲルベル乳脂計を用いて乳脂肪
を求める。

ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第11回

褐変反応のﾒｶﾆｽﾞﾑを、酵素的な
もの（ポリフェノールオキシ
ダーゼによる着色物質の生成）
と、非酵素的なものアミノ・カ
ルボニル反応、糖のカラメル化
など）に大別し、それぞれの反
応を観察する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第12回
市販の緑茶飲料に含まれるポリ
フェノール量を酒石酸鉄吸光光
度法により定量する。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第13回
材料や製造工程を変えること
で、マヨネーズの乳化の状態が
どのようになるかを調べる。

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第14回
基本味（五味）の識別試
験、2点識別試験、2点嗜好試
験

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま



班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

第15回 3点識別試験、3点嗜好試験、
順位法

実験の前講義で、実験内容につい
ての質問を行い、予習の成果を確
認する。実験終了後、得られた結
果から、どのようなことが推測あ
るいは判別・判定できるか、実験
班毎に発表してもらい、ディス
カッションする。

予習60分：実
験書を読み、
わからない単
語や内容につ
いて調べる。
復習60分：実
験結果より実
験報告書をま
とめる。また
理解できな
かった内容に
ついて調べ
る。

教科書
「桐生大学 食品学実験書（第12版）」
参考書
実験毎に補足プリントを配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 授業内確認テスト（2回）50％、実験報告書（レポート） 50％を総合して評
価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
実験毎に実験報告書を作成・提出を義務付けている。報告書の内容（特に考察・まとめ）により
成績が左右するため、よく調べて自分なりの考えなどをまとめること。
履修のポイント
原則としてグループ実験を行う。初めに実験の内容や原理等について説明するのでよく理解して
から積極的な態度で実験に取り組んでほしい。また、実験報告書は期限を守って必ず提出するこ
と。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R134



講義コード 20590001
講義名 食品衛生学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
人は生命維持のため、食物の摂取を欠かすことができない。また、食事に対して、健康維持・増
進等の期待が高まっている昨今であるが、食品とは常に安心・安全なものでなければならない。
食品衛生学では、食品の生産から消費に至るまでの過程において、安全な食品を選択し、提供す
ることができるよう関連法規や危害要因、衛生管理の方法について学修する。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
広く「食」を扱う職種において、食品の安全性を確保するために必要な知識を習得することが基
礎となる。 
到達目標
食品衛生学では、関連法規・食品の変質・食中毒・食品中の汚染物質及び食品添加物・衛生管理
手法・食品表示等の学修をとおし、食品による健康被害を未然に防ぐための基礎知識を習得する
ことを到達目標とする。 
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 食品衛生の概念と関連法規 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第2回 食品衛生関連組織 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第3回 食品の変質Ⅰ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第4回 食品の変質Ⅱ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第5回 食中毒Ⅰ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート
予習40分：教科書



第6回 食中毒Ⅱ 復習40分：教科書、ノート

第7回 食中毒Ⅲ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第8回 食中毒Ⅳ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第9回 食品中の汚染物質Ⅰ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第10回 食品中の汚染物質Ⅱ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第11回 食品添加物Ⅰ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第12回 食品添加物Ⅱ 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第13回 食品衛生管理 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第14回 食品表示制度 予習40分：教科書
復習40分：教科書、ノート

第15回 講義のまとめ 予習120分：教科書
復習40分：教科書、ノート

教科書
食品衛生学 田﨑達明ほか 羊土社 
参考書
食品の安全 有薗幸司ほか 南江堂、食品衛生学 一戸正勝ほか 講談社 
成績評価の方法・基準
小テスト(全3回)：20%、学期末試験：80%で評価する。単位認定は60%以上とする。 
課題等に対する
フィードバックの方法
課題実施後その都度。また、講義のまとめで講評する。 
履修のポイント
教科書の予習・復習及び配布プリントの復習をとおし、理解を深めること。不明な点は、早期に
解決するよう心がけること。 
オフィス・アワー
火曜日：12:30～13:20 、講義終了後。または、個別に相談のこと。 
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R135



講義コード 20600001
講義名 食品衛生学実験（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
人は生命維持のため、食物の摂取を欠かすことができない。また、食品とは常に安心・安全なも
のでなければならなず、食品衛生学ではその基礎知識について学修した。そこで食品衛生学実験
では、科学的な手法を用いて、講義で学んだ知識(食品の規格・基準、危害因子等)と各検査法の
原理をより一層深く理解し、習得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
広く「食」を扱う職種において、食品の安全性を確保するために必要な知識を習得することが基
礎となる。実験においては、その科学的検査法等を習得することとなる。
到達目標
実験をとおして、食品の安全性を確保するために必要となる食品衛生検査の基礎を学修するとと
もに、食品の規格基準等を科学的視点をもって評価できることを目標とする。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復
習と
そのため
に必要な
時間

第1回 食品衛生の分析
化学実験の基礎

食品衛生学の分析化学の基礎を学ぶ：使用する薬
品・器具・測定機器、試薬の調整、試料のサンプリ
ング

予
習40分：
教科書
復
習40分：
配布資料

第2回
飲料水の硬度測
定、残留塩素濃
度測定

清涼飲料水中の硬度を滴定法により測定する。
DPD法により水道水中の遊離型・結合型残留塩素を
測定する。

予
習40分：
教科書
課題：レ



ポートに
まとめる

第3回 分光光度計の応
用の基礎

分光光度計の原理（Lambert-Beerの法則）を理解す
る。メチレンブルーの未知濃度試料を測定をする。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第4回 未知試料の同定 アミノ酸、タンパク質、糖質について7種類の化学反
応を利用し、6種類の未知試料を同定する。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第5回 食品添加物【着
色料の測定】

食品中に添加された着色料を抽出し、TLC（薄層クロ
マトグラフィー）法により定性試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第6回 食品添加物【発
色剤の測定】

食肉製品中に添加された発色剤（亜硝酸根）を、ジ
アゾ化法により定量試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第7回 油脂の変敗の測
定

各種の油脂を用い、滴定法により遊離脂肪酸濃度
（酸価）の定量試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第8回 食品添加物【漂
白剤の測定】

食品中に添加された漂白剤（亜硫酸）をヨウ素酸カ
リウム・でんぷん紙を用いて定性試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第9回
食品衛生の微生
物実験の基礎
培地の作成

食品衛生学の微生物等の基礎を学ぶ：使用する培
地・薬品・器具・機器、試料のサンプリング、微生
物の形態と性質、培地の作成

予
習40分：
教科書
復
習40分：
配布資料

第10回 細菌数測定：ふき取り検査
・施設、器具等のふき取り検査による細菌数測定の
前処理を行う。
・次回実験の準備（培地作成）

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第11回
落下細菌・真菌
の分離
手指からの細菌

・前回実験の細菌数の測定
・落下細菌の測定、手指洗浄消毒の効果判定の前処
理を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ



分離 ・次回実験の準備（培地作成） ポートに
まとめる

第12回
グラム染色によ
る細菌・真菌の
形態観察

・前回実験の細菌数の測定
・グラム染色による細菌の染色、及び真菌の顕微鏡
による形態観察
・次回実験の準備（培地作成）

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第13回
食品からの細菌
数、大腸菌群の
測定

市販食品からの一般細菌数、及び大腸菌群の測定

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第14回
鮮魚介類からの
寄生虫の分離、
形態観察

市販の鮮魚介類からの寄生虫の分離、及び形態観察

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第15回 食器の残留物検査
食器の残留物を測定することにより各種洗浄効果を
確認する。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

教科書
食品・環境の衛生検査 桑原祥浩ほか 朝倉書店
参考書
食品安全・衛生学実験 岡崎眞ほか 講談社ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。実験レポート80%、実験への積極的参加20%を総合して評価
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートについて、その都度、講評をおこなう。
履修のポイント
実験は主体的に取り組むことで、より深く理解することに繋がります。積極的に参加すること。
オフィス・アワー
火曜日：12:30～13:20 、講義終了後。または、個別に相談のこと。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R142



講義コード 20600002
講義名 食品衛生学実験（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮本 雄基 指定なし

授業の概要と教育目標
人は生命維持のため、食物の摂取を欠かすことができない。また、食品とは常に安心・安全なも
のでなければならなず、食品衛生学ではその基礎知識について学修した。そこで食品衛生学実験
では、科学的な手法を用いて、講義で学んだ知識(食品の規格・基準、危害因子等)と各検査法の
原理をより一層深く理解し、習得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
広く「食」を扱う職種において、食品の安全性を確保するために必要な知識を習得することが基
礎となる。実験においては、その科学的検査法等を習得することとなる。
到達目標
実験をとおして、食品の安全性を確保するために必要となる食品衛生検査の基礎を学修するとと
もに、食品の規格基準等を科学的視点をもって評価できることを目標とする。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復
習と
そのため
に必要な
時間

第1回 食品衛生の分析
化学実験の基礎

食品衛生学の分析化学の基礎を学ぶ：使用する薬
品・器具・測定機器、試薬の調整、試料のサンプリ
ング

予
習40分：
教科書
復
習40分：
配布資料

第2回
飲料水の硬度測
定、残留塩素濃
度測定

清涼飲料水中の硬度を滴定法により測定する。
DPD法により水道水中の遊離型・結合型残留塩素を
測定する。

予
習40分：
教科書
課題：レ



ポートに
まとめる

第3回 分光光度計の応
用の基礎

分光光度計の原理（Lambert-Beerの法則）を理解す
る。メチレンブルーの未知濃度試料を測定をする。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第4回 未知試料の同定 アミノ酸、タンパク質、糖質について7種類の化学反
応を利用し、6種類の未知試料を同定する。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第5回 食品添加物【着
色料の測定】

食品中に添加された着色料を抽出し、TLC（薄層クロ
マトグラフィー）法により定性試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第6回 食品添加物【発
色剤の測定】

食肉製品中に添加された発色剤（亜硝酸根）を、ジ
アゾ化法により定量試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第7回 油脂の変敗の測
定

各種の油脂を用い、滴定法により遊離脂肪酸濃度
（酸価）の定量試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第8回 食品添加物【漂
白剤の測定】

食品中に添加された漂白剤（亜硫酸）をヨウ素酸カ
リウム・でんぷん紙を用いて定性試験を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第9回
食品衛生の微生
物実験の基礎
培地の作成

食品衛生学の微生物等の基礎を学ぶ：使用する培
地・薬品・器具・機器、試料のサンプリング、微生
物の形態と性質、培地の作成

予
習40分：
教科書
復
習40分：
配布資料

第10回 細菌数測定：ふき取り検査
・施設、器具等のふき取り検査による細菌数測定の
前処理を行う。
・次回実験の準備（培地作成）

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第11回
落下細菌・真菌
の分離
手指からの細菌

・前回実験の細菌数の測定
・落下細菌の測定、手指洗浄消毒の効果判定の前処
理を行う。

予
習40分：
教科書
課題：レ



分離 ・次回実験の準備（培地作成） ポートに
まとめる

第12回
グラム染色によ
る細菌・真菌の
形態観察

・前回実験の細菌数の測定
・グラム染色による細菌の染色、及び真菌の顕微鏡
による形態観察
・次回実験の準備（培地作成）

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第13回
食品からの細菌
数、大腸菌群の
測定

市販食品からの一般細菌数、及び大腸菌群の測定

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第14回
鮮魚介類からの
寄生虫の分離、
形態観察

市販の鮮魚介類からの寄生虫の分離、及び形態観察

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

第15回 食器の残留物検査
食器の残留物を測定することにより各種洗浄効果を
確認する。

予
習40分：
教科書
課題：レ
ポートに
まとめる

教科書
食品・環境の衛生検査 桑原祥浩ほか 朝倉書店
参考書
食品安全・衛生学実験 岡崎眞ほか 講談社ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。実験レポート80%、実験への積極的参加20%を総合して評価
課題等に対する
フィードバックの方法
提出されたレポートについて、その都度、講評をおこなう。
履修のポイント
実験は主体的に取り組むことで、より深く理解することに繋がります。積極的に参加すること。
オフィス・アワー
火曜日：12:30～13:20 、講義終了後。または、個別に相談のこと。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R142



講義コード 20610001
講義名 食事設計計画実習（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

保健所、学校、行政の勤務経験を有する管理栄養士が、それぞれ専門性を
いかして指導する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 齋藤 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
「食事設計計画実習」は、専門基礎科目にあたる「食べ物と健康」分野における食品学及び調理
学等と専門応用科目分野において、個人及び集団に対する食事設計に関する理論と技能を統合さ
せ、実践する能力を養うための必修科目として開講する。なお、食事設計に関する基本的知
識(食品に含まれる栄養素の体内での役割)及び食品成分表の注意点、献立作成の手順等を理解
し、健康人を対象にした食事計画における献立マネジメントができる能力を修得することを目標
とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象に沿って、利用者の
身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育に関して必要な基礎的知識や
技術を修得することを目指すものとする。
到達目標
1.食事設計に必要な指標として、日本人の食事摂取基準、食品成分表、食生活指針、食事バラン
スガイド等の概要及び活用方法を理解する。
2.食事計画に必要な基本的知識（食品の栄養と調理性、食事形態、調理形態、食文化、嗜好性）
を踏まえた献立マネジメントができる。
3.食事設計におけるアセスメントを踏まえた、献立マネジメント（計画、実施、評価、修正）の
仕方を説明することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

神
戸
美
オリエンテー
ション



第1回

恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

日本食品標準
成分表の概要
課題：授業の
まとめワーク
シート、日本
食品標準成分
表ワークシー
ト

日本食品標準成分表2015年
版（七訂）の10群を例に、
食品番号と索引番号の違
い、食品の収載順を確認す
る。

予習30分：日本食品標準成分
表2015年版（七訂）の第1章を読
んでおく。
復習45分：授業のまとめワーク
シート、日本食品標準成分表
ワークシートを仕上げる。

第2回
橘
陽
子

日本食品標準
成分表の活用
課題：授業の
まとめワーク
シート、食品
の調理による
重量変化の確
認シート

日本食品標準成分表2015年
版（七訂）のうち、食品選
択に注意を要する食品につ
いて第3章と照らし合わせな
がら確認する。

予習45分：教科書第2章1,2を読
んでおく。
復習180分：授業のまとめワーク
シートに記録する。02,06,10群
の食品の調理前後の重量変化を
確認しシートを仕上げる。

第3回
齋
藤
陽
子

栄養価計算の
留意点と方法
課題：授業の
まとめワーク
シート、栄養
価計算シート

栄養価計算の留意点をふま
え、日本食品標準成分
表2015年版（七訂)を用いて
基本的な栄養価計算の仕方
を理解する。

予習30分：教科書第2章3を読ん
でおく。
復習90分：課題：授業のまとめ
ワークシート、栄養価計算シー
トを仕上げる。

第4回
齋
藤
陽
子

食品の廃棄
率、重量変化
率、発注量の
計算方法と留
意点
課題：授業の
まとめワーク
シート、計算
例題シート

食品の廃棄率や重量変化率
の重要性を理解し、発注量
を正しく求める仕方を確認
する。

予習30分：教科書第2章1,2，6を
復習しておく。
復習60分：授業のまとめワーク
シートに記録する。計算例題
シートを仕上げる。添削された
栄養価計算シートの修正を行
う。

第5回

齋
藤
陽
子
神
戸
美
恵
子

自分の体位・
生活を知る
（身体計測、
身体活動）
課題：授業の
まとめワーク
シート、身体
活動記録

身体計測を行い、身体活動
量から1日に必要な摂取エネ
ルギー量を求める。さら
に、エネルギー摂取の過不
足の評価を行う。

復習60分：授業のまとめワーク
シート、各自の身体活動の記録
を行う。

第6回
橘
陽
子

食事評価、食
事記録の概要
課題：授業の
まとめワーク
シート、食事
記録

調理後に重量変化のある食
品について、調理後重量を
求める計算をし、食品選択
が栄養価計算結果に及ぼす
影響を理解する。

予習30分：食事調査の種類と特
徴について食事摂取基準
（2020年版）で確認する。
復習270分：授業のまとめワーク
シート、各自の3日間の食事内容
を記録する。

第7回
橘
陽
子

食事記録の整
理、栄養価計
算
課題：授業の
まとめワーク
シート、食事
記録の栄養価
計算

食事記録を基に栄養価計算
し、栄養素摂取量を求め
る。

予習30分：食事記録の確認と
第3回の内容を復習しておく。
復習120分：授業のまとめワーク
シート、食事記録の栄養価計算
を行う。



第8回
齋
藤
陽
子

栄養・食にお
けるバランス
の評価
調味パーセン
ト
課題：授業の
まとめワーク
シート、栄養
バランス計算
シート

1食分または1日分の献立の
栄養量の評価の仕方を理解
する。
調理の味付けの基本となる
調味パーセントを理解す
る。

予習30分：栄養比率について教
科書等で調べる。
復習90分：授業のまとめワーク
シート、栄養バランス計算シー
トを仕上げる。
添削された食事記録の栄養価計
算を修正する。

第9回
橘
陽
子

日本人の食事
摂取基準
（2020年版）
の概要
課題：授業の
まとめワーク
シート、食事
摂取基準活用
ワークシート

食事摂取基準を個人に適用
する場合の事例問題を解
き、理解を深める。

予習45分：日本人の食事摂取基
準（2020年版）の総論部分を読
んでおく。
復習45分：授業のまとめワーク
シート、食事摂取基準活用ワー
クシートを仕上げる。日本人の
食事摂取基準（2020年版）の総
論部分を再度読み込み、栄養素
に関する各種指標について理解
する。

第10回
橘
陽
子

日本人の食事
摂取基準
（2020年版）
の活用と評価
方法（個人）
課題：授業の
まとめワーク
シート、３日
間の食事摂取
状況の評価
シート

3日間の食事記録を基に、食
事摂取基準を活用して自ら
の栄養素等摂取状況を評価
する。

予習45分：日本人の食事摂取基
準（2020年版）の活用に関する
基本的事項の部分を読んでお
く。
復習90分：授業のまとめワーク
シート、３日間の食事摂取状況
の評価シートを仕上げる。

第11回

神
戸
美
恵
子

日本人の食事
摂取基準
（2020年版）
の活用と評価
方法（集団）
課題：授業の
まとめワーク
シート

第5回の身体測定結果をもと
に、本学年のアセスメント
評価を行い、集団（本学
年）に適した給与エネル
ギーや栄養目標量の計算を
行い、目標量の設定方法を
理解する。

予習30分：第9.10回の内容につ
いて復習する。
復習45分：授業のまとめワーク
シート、添削された３日間の食
事摂取状況の評価シートを修正
する。

第12回

神
戸
美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

献立作成の方
法、評価を踏
まえた献立計
画作成(1)
課題：授業の
まとめワーク
シート、集団
を対象とした
献立計画作成
シート

評価を踏まえ、集団を対象
とした献立を作成する。

予習30分：教科書
第3章.第4章1を読んでおく。
復習120分：授業のまとめワーク
シート、献立集団を対象とした
献立作成シートを仕上げる。

神
戸



第13回

美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

評価を踏まえ
た献立計画作
成(2)集団を対
象とした献立
計画作成
課題：授業の
まとめワーク
シート

グループワーク
・各自で作成した献立を発
表し、評価しあう
・グループで献立を作成す
る。
・作成した献立を基に発注
書を作成する。

予習30分：教科書
第3章.第4章2を読んでおく。
復習90分：授業のまとめワーク
シート、添削された献立集団を
対象とした献立作成シートを修
正する。

第14回

神
戸
美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

評価を踏まえ
た献立計画作
成(3)集団を対
象とした献立
計画プレゼン
テーション準
備
課題：授業の
まとめワーク
シート

グループワーク
・グループで作成した献立
を修正する。
・グループで作成した献立
のプレゼンテーションに向
け献立計画書を作成する。

予習30分：プレゼンテーション
に必要な資料を収集、準備す
る。
復習30分：授業のまとめワーク
シート、プレゼンテーションの
準備をする。

第15回

神
戸
美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

評価を踏まえ
た献立計画作
成(4)プレゼン
テーション
（集団を対象
とした献立）
とその評価
課題：授業の
まとめワーク
シート

グループワーク
・グループごとに献立のプ
レゼンテーションを行う。
・他のグループのプレゼン
テーションについて評価す
る。
・評価結果を基に献立計画
書を修正する。

予習30分：プレゼンテーション
の準備を行う。
復習30分：授業のまとめワーク
シートを作成する。

教科書
栄養士・管理栄養士をめざす人の調理・献立作成の基礎 坂本裕子・森美奈子編 化学同人
日本人の食事摂取基準（2020年版）
授業内で配布する学習ノート

参考書
日本食品標準成分表2015年版（七訂）
調理のためのベーシックデータ（第5版）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
定期試験70％、課題20%、授業への参加度10%で総合的に判断

課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題は、添削し返却します。再提出を求める場合もあります。
課題を共有し、授業内でディスカッションする場合もあります。
履修のポイント
授業内容に連続性があります。また、習得度に合わせた内容の変更もあるので欠席はしないこ



と。
予習復習の時間数：不足分については試験前の学習で補完すること。
オフィス・アワー
神戸：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3F 15研究室
橘 ：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館2F 栄養教育準備室
齋藤：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3F 6研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R128



講義コード 20610002
講義名 食事設計計画実習（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

保健所、学校、行政の勤務経験を有する管理栄養士が、それぞれ専門性を
いかして指導する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 齋藤 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
「食事設計計画実習」は、専門基礎科目にあたる「食べ物と健康」分野における食品学及び調理
学等と専門応用科目分野において、個人及び集団に対する食事設計に関する理論と技能を統合さ
せ、実践する能力を養うための必修科目として開講する。なお、食事設計に関する基本的知
識(食品に含まれる栄養素の体内での役割)及び食品成分表の注意点、献立作成の手順等を理解
し、健康人を対象にした食事計画における献立マネジメントができる能力を修得することを目標
とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象に沿って、利用者の
身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育に関して必要な基礎的知識や
技術を修得することを目指すものとする。
到達目標
1.食事設計に必要な指標として、日本人の食事摂取基準、食品成分表、食生活指針、食事バラン
スガイド等の概要及び活用方法を理解する。
2.食事計画に必要な基本的知識（食品の栄養と調理性、食事形態、調理形態、食文化、嗜好性）
を踏まえた献立マネジメントができる。
3.食事設計におけるアセスメントを踏まえた、献立マネジメント（計画、実施、評価、修正）の
仕方を説明することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

神
戸
美
オリエンテー
ション



第1回

恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

日本食品標準
成分表の概要
課題：授業の
まとめワーク
シート、日本
食品標準成分
表ワークシー
ト

日本食品標準成分表2015年
版（七訂）の10群を例に、
食品番号と索引番号の違
い、食品の収載順を確認す
る。

予習30分：日本食品標準成分
表2015年版（七訂）の第1章を読
んでおく。
復習45分：授業のまとめワーク
シート、日本食品標準成分表
ワークシートを仕上げる。

第2回
橘
陽
子

日本食品標準
成分表の活用
課題：授業の
まとめワーク
シート、食品
の調理による
重量変化の確
認シート

日本食品標準成分表2015年
版（七訂）のうち、食品選
択に注意を要する食品につ
いて第3章と照らし合わせな
がら確認する。

予習45分：教科書第2章1,2を読
んでおく。
復習180分：授業のまとめワーク
シートに記録する。02,06,10群
の食品の調理前後の重量変化を
確認しシートを仕上げる。

第3回
齋
藤
陽
子

栄養価計算の
留意点と方法
課題：授業の
まとめワーク
シート、栄養
価計算シート

栄養価計算の留意点をふま
え、日本食品標準成分
表2015年版（七訂)を用いて
基本的な栄養価計算の仕方
を理解する。

予習30分：教科書第2章3を読ん
でおく。
復習90分：課題：授業のまとめ
ワークシート、栄養価計算シー
トを仕上げる。

第4回
齋
藤
陽
子

食品の廃棄
率、重量変化
率、発注量の
計算方法と留
意点
課題：授業の
まとめワーク
シート、計算
例題シート

食品の廃棄率や重量変化率
の重要性を理解し、発注量
を正しく求める仕方を確認
する。

予習30分：教科書第2章1,2，6を
復習しておく。
復習60分：授業のまとめワーク
シートに記録する。計算例題
シートを仕上げる。添削された
栄養価計算シートの修正を行
う。

第5回

齋
藤
陽
子
神
戸
美
恵
子

自分の体位・
生活を知る
（身体計測、
身体活動）
課題：授業の
まとめワーク
シート、身体
活動記録

身体計測を行い、身体活動
量から1日に必要な摂取エネ
ルギー量を求める。さら
に、エネルギー摂取の過不
足の評価を行う。

復習60分：授業のまとめワーク
シート、各自の身体活動の記録
を行う。

第6回
橘
陽
子

食事評価、食
事記録の概要
課題：授業の
まとめワーク
シート、食事
記録

調理後に重量変化のある食
品について、調理後重量を
求める計算をし、食品選択
が栄養価計算結果に及ぼす
影響を理解する。

予習30分：食事調査の種類と特
徴について食事摂取基準
（2020年版）で確認する。
復習270分：授業のまとめワーク
シート、各自の3日間の食事内容
を記録する。

第7回
橘
陽
子

食事記録の整
理、栄養価計
算
課題：授業の
まとめワーク
シート、食事
記録の栄養価
計算

食事記録を基に栄養価計算
し、栄養素摂取量を求め
る。

予習30分：食事記録の確認と
第3回の内容を復習しておく。
復習120分：授業のまとめワーク
シート、食事記録の栄養価計算
を行う。



第8回
齋
藤
陽
子

栄養・食にお
けるバランス
の評価
調味パーセン
ト
課題：授業の
まとめワーク
シート、栄養
バランス計算
シート

1食分または1日分の献立の
栄養量の評価の仕方を理解
する。
調理の味付けの基本となる
調味パーセントを理解す
る。

予習30分：栄養比率について教
科書等で調べる。
復習90分：授業のまとめワーク
シート、栄養バランス計算シー
トを仕上げる。
添削された食事記録の栄養価計
算を修正する。

第9回
橘
陽
子

日本人の食事
摂取基準
（2020年版）
の概要
課題：授業の
まとめワーク
シート、食事
摂取基準活用
ワークシート

食事摂取基準を個人に適用
する場合の事例問題を解
き、理解を深める。

予習45分：日本人の食事摂取基
準（2020年版）の総論部分を読
んでおく。
復習45分：授業のまとめワーク
シート、食事摂取基準活用ワー
クシートを仕上げる。日本人の
食事摂取基準（2020年版）の総
論部分を再度読み込み、栄養素
に関する各種指標について理解
する。

第10回
橘
陽
子

日本人の食事
摂取基準
（2020年版）
の活用と評価
方法（個人）
課題：授業の
まとめワーク
シート、３日
間の食事摂取
状況の評価
シート

3日間の食事記録を基に、食
事摂取基準を活用して自ら
の栄養素等摂取状況を評価
する。

予習45分：日本人の食事摂取基
準（2020年版）の活用に関する
基本的事項の部分を読んでお
く。
復習90分：授業のまとめワーク
シート、３日間の食事摂取状況
の評価シートを仕上げる。

第11回

神
戸
美
恵
子

日本人の食事
摂取基準
（2020年版）
の活用と評価
方法（集団）
課題：授業の
まとめワーク
シート

第5回の身体測定結果をもと
に、本学年のアセスメント
評価を行い、集団（本学
年）に適した給与エネル
ギーや栄養目標量の計算を
行い、目標量の設定方法を
理解する。

予習30分：第9.10回の内容につ
いて復習する。
復習45分：授業のまとめワーク
シート、添削された３日間の食
事摂取状況の評価シートを修正
する。

第12回

神
戸
美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

献立作成の方
法、評価を踏
まえた献立計
画作成(1)
課題：授業の
まとめワーク
シート、集団
を対象とした
献立計画作成
シート

評価を踏まえ、集団を対象
とした献立を作成する。

予習30分：教科書
第3章.第4章1を読んでおく。
復習120分：授業のまとめワーク
シート、献立集団を対象とした
献立作成シートを仕上げる。

神
戸



第13回

美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

評価を踏まえ
た献立計画作
成(2)集団を対
象とした献立
計画作成
課題：授業の
まとめワーク
シート

グループワーク
・各自で作成した献立を発
表し、評価しあう
・グループで献立を作成す
る。
・作成した献立を基に発注
書を作成する。

予習30分：教科書
第3章.第4章2を読んでおく。
復習90分：授業のまとめワーク
シート、添削された献立集団を
対象とした献立作成シートを修
正する。

第14回

神
戸
美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

評価を踏まえ
た献立計画作
成(3)集団を対
象とした献立
計画プレゼン
テーション準
備
課題：授業の
まとめワーク
シート

グループワーク
・グループで作成した献立
を修正する。
・グループで作成した献立
のプレゼンテーションに向
け献立計画書を作成する。

予習30分：プレゼンテーション
に必要な資料を収集、準備す
る。
復習30分：授業のまとめワーク
シート、プレゼンテーションの
準備をする。

第15回

神
戸
美
恵
子
橘
陽
子
齋
藤
陽
子

評価を踏まえ
た献立計画作
成(4)プレゼン
テーション
（集団を対象
とした献立）
とその評価
課題：授業の
まとめワーク
シート

グループワーク
・グループごとに献立のプ
レゼンテーションを行う。
・他のグループのプレゼン
テーションについて評価す
る。
・評価結果を基に献立計画
書を修正する。

予習30分：プレゼンテーション
の準備を行う。
復習30分：授業のまとめワーク
シートを作成する。

教科書
栄養士・管理栄養士をめざす人の調理・献立作成の基礎 坂本裕子・森美奈子編 化学同人
日本人の食事摂取基準（2020年版）
授業内で配布する学習ノート

参考書
日本食品標準成分表2015年版（七訂）
調理のためのベーシックデータ（第5版）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
定期試験70％、課題20%、授業への参加度10%で総合的に判断

課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題は、添削し返却します。再提出を求める場合もあります。
課題を共有し、授業内でディスカッションする場合もあります。
履修のポイント
授業内容に連続性があります。また、習得度に合わせた内容の変更もあるので欠席はしないこ



と。
予習復習の時間数：不足分については試験前の学習で補完すること。
オフィス・アワー
神戸：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3F 15研究室
橘 ：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館2F 栄養教育準備室
齋藤：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3F 6研究室
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R128



講義コード 20620001
講義名 調理科学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての実務経験を活かし、調理を科学的に捉え確かな知識を
習得できる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
食物摂取の最終段階である調理を通して、食品が人に摂取されるまでの過程を理解し、人々の健
康をサポートする管理栄養士として必要な、調理の基礎について確かな知識を習得する。また、
衛生・安全に留意して日常の基礎的な調理を習得し、「食べ物と健康」において、食べ物の嗜好
性と機能、おいしさを演出する食品素材の科学、調理操作の科学、食事計画、食品食材の調理に
よる変化と科学等について学習する。食べることの意義を基点として調理科学の法則について学
ぶ。なお本教科は、食事計画の基礎となる調理科学や調理操作の科学に関する基礎知識を習得
し、調理科学に対する理解を深めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、2、人間の健康を規定する要因とし
て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必
要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識と調理技術並びに献立作成やその評価など食事設計の方法や修得を目指すも
のとする。
到達目標
１、食品食材の調理特性を理解することができる。
２、調理操作の理論を理解できる。
３、食事設計を行う上で食事摂取基準、食品成分表、食事バランスガイドの活用のための知識を
習得できる。
４、食べ物のおいしさと評価、食料と環境問題について理解し、他教科との関連付けできる。
授業計画

担
当
者

授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
野
沢
弘

オリエンテーション
〇調理の意義

グループディスカッション 調理科
学で学ぶ内容

予習90分：教科書
（調理の意義)を読
む
復習90分：学習内



子 容をノートにまと
める

第2回
野
沢
弘
子

炭水化物を多く含む
食品（１）
〇炭水化物の調理性
・米
・小麦粉

予習90分：教科
書P6～20を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第3回
野
沢
弘
子

炭水化物を多く含む
食品（２）
〇炭水化物の調理性
・いも類
・でんぷん
・豆・豆製品

グループワーク（復習問題）炭水
化物を多く含む食品(リモート）

予習90分：教科
書P20～29を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第4回
野
沢
弘
子

たんぱく質を多く含
む食品（１）
〇たんぱく質の調理
性
・食肉類

予習90分：教科
書P31～39を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第5回
野
沢
弘
子

たんぱく質を多く含
む食品（２）
〇たんぱく質の調理
性
・魚介類

予習90分：教科
書P39～45を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第6回
野
沢
弘
子

たんぱく質を多く含
む食品（３）
〇たんぱく質の調理
性
・卵類

予習90分：教科
書P45～51を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第7回
野
沢
弘
子

たんぱく質を多く含
む食品（４）
〇たんぱく質の調理
性
・乳類
・豆類

グループワーク（復習問題）たん
ぱく質を多く含む食品（リモー
ト）

予習90分：教科
書P51～58を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第8回
野
沢
弘
子

ビタミン・無機質を
多く含む食品（１）
〇ビタミンの調理性
・無機質
小テスト

予習90分：教科
書P59～64を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第9回
野
沢
弘
子

ビタミン・無機質を
多く含む食品（２）
〇ビタミンの調理性
・野菜類
・果物類

予習90分：教科
書P64～77を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第10回
野
沢
弘
子

ビタミン・無機質を
多く含む食品（３）
〇ビタミンの調理性
・きのこ類
・海藻類

グループワーク（復習問題）ビタ
ミン・無機質を多く含む食品(リ
モート）

予習90分：教科
書P78～81を読む
復習90分：授業で
課されたレポート
作成

第11回
野
沢
弘
子

〇その他の食品
・油脂類
・ゲル化食材
・調味料
・香辛料、し好飲料

グループワーク（復習問題）その
他の食品

予習90分：教科
書P81～98を読む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める



第12回
野
沢
弘
子

〇調理操作と調理器
具
・非加熱調理
・加熱調理
・調味操作

予習90分：教科
書P100～120を読
む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第13回
野
沢
弘
子

〇食事設計論
・食事設計に必要な
指標
・献立作成の実際
・共食における料理
様式と食事環境につ
いて

予習90分：教科
書P122～137を読
む
復習90分：授業で
課されたレポート
作成

第14回
野
沢
弘
子

〇食べ物のおいしさ
と評価
・味
・官能評価 
〇食料と環境問題

予習90分：教科
書P140～159を読
む
復習90分：授業内
容をノートにまと
める

第15回
野
沢
弘
子

〇まとめ
テスト（小テスト 配
布資料より出題 ）

予習90分：小テス
トの見直し
復習90分:テスト直
し

教科書
調理学 食品の調理特性を正しく理解するために 河内 公恵 化学同人
参考書
日本食品標準成分表2015年版（七訂）（文部科学省 科学技術・審議会）
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 
定期試験80% 小テスト15％ 授業態度5%
課題等に対する
フィードバックの方法
各章ごとに学ぶポイントを押さえ学習することが重要。また、学習後課せられた復習問題を解く
ことで、学習内容の理解度を確認する。
履修のポイント
調理科学の習得と授業への積極的な取り組み
オフィス・アワー
木曜日:12：30～13：15(昼休み)
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R115



講義コード 20630001
講義名 調理学実習Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての実務経験を活かし、調理の技術や確かな知識と技術を
習得できる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
食物摂取の最終段階である調理を通して、食品が人に摂取されるまでの過程を理解し、人々の健
康をサポートする管理栄養士として必要な、調理の基礎について実習をとおして学び、確かな知
識と技術を習得する。また、衛生・安全に留意して日常の基礎的な調理を習得することを目標と
する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、2、人間の健康を規定する要因とし
て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必
要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識と調理技術並びに献立作成やその評価など食事設計の方法の修得を目指すも
のとする。
到達目標
1．栄養面、安全面、嗜好面の各特性を高める食品の基礎的調理方法について調理理論と結びつ
けて調理ができる。
2．食品の安全性の重要性を認識し、衛生管理の方法について理解し、調理を行うことができ
る。
3．効率よく、適切な調理・非加熱調理操作ができる。
4．料理様式別に（日本料理、西洋料理）日常の献立を作成でき、実習の内容を実際の食生活で
活かすことできる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習とそのために必要な時間

第1回

オリエンテーション
調理の知識と技術の基本
（１）
〇調理実習を学ぶ意義
〇調理実習上の留意点
〇基本の切り方（非加熱調

調理実習を学ぶ意義を小グ
ループ内でディスカッション
する。

予習30分 教科書
Ｐ22～26を読む
復習60分 実習結果の
考察



理操作）
〇計量（非加熱調理操作）
課題：レポートの作成

計量についてのプリン
ト作成

第2回

調理の知識と技術の基本
（２）
〇調味パーセントの計算の
仕方
〇廃棄率 計算の仕方を知る
〇栄養計算の仕方を知る
〇だしの取り方の習得
課題：レポートの作成

調理の知識と技術の基本につ
いて、学んだことをグループ
ディスカッションする。

予習30分 食品成分表
の調味料、廃棄率を読
む
復習60分 実習結果の
考察
家庭での技術の向上

第3回

日本料理（１）
〇白飯、みそ汁、厚焼き
卵、菜の花のお浸しの調理
を通し
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ28～31を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第4回

日本料理（２）
〇魚料理
豆ごはん、かきたま汁、か
れいの煮つけ、きゅうりと
わかめの酢の物
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 前回までの
授業の要点を確認し実
習に活かす
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第5回

日本料理（３）
〇炒め物
三色ごはん、けんちん汁、
きんぴらごぼう、野菜の即
席漬け
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習90分 教科書
Ｐ36～39を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第6回

日本料理（４）
〇あえ物
白飯、沢煮椀、なす肉みそ
田楽、青柳とわけぎのぬた
まんじゅう
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ40～43を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をし関連事項
を調べる
家庭での技術の向上

第7回

日本料理（５）
○魚の取り扱い方
白飯、吉野鳥の澄まし汁、
あじの塩焼きき、白和え 
○切り方、魚の手開き、計
量の仕方、廃棄率の算出を
学び、献立の栄養計算をす
る
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ44～47を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をし関連事項
を調べる
家庭での技術の向上



第8回

日本料理（６）
〇小麦粉の調理
うどん、天ぷら、あえ物
うどんのゆで方、てんぷら
の揚げ温度を学び、実習す
る
調理の知識と技術の基本
（３）
〇廃棄率 計算の仕方の復習
〇食品成分表の使い方の復
習
〇栄養計算の仕方を学習す
る 課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことをグ
ループディスカッションす
る。
日本食品標準成分表を使用し
て、料理の栄養価計算の方法
を学び、グループワークを行
う。

予習30分 教科書
Ｐ41、P148を読む
復習60分 実習結果の
考察
実習した計算や食品成
分表の使い方を確認す
る
家庭での技術の向上

第9回

西洋料理（１）○肉調理
（２）〇サラダの種類と特
徴
ピラフ、コンソメスープ、
ハンバーグ、トマトサラ
ダ、ババロア
〇西洋のスープの基本を学
ぶ
○サラダの種類と特徴、ド
レッシングを学ぶ
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習90分 教科書
Ｐ92～95を読む教科書
Ｐ96～99を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第10回

西洋料理（３）〇西洋料理
のソース①（４）〇西洋料
理のソース②
ハッシュドビーフ、ポーチ
ドエッグ、ポテトサラダ
（マヨネーズソース）、マ
ドレーヌ
○ソースの種類とソースを
使用した料理を覚える○カ
レーソースの作り方を学ぶ
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ100～103を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上復
習

第11回

西洋料理（５）
〇小麦粉の料理法
スパゲティーミートソー
ス、クラムチャウダー、
コールスロー、クッキー
○小麦粉の特性を生かした
料理方法を学ぶ
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ108～111を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第12回

まとめ

調理技術と知識の到達度の
確認
〇前期で習得した内容の確
認 切り方、計量、廃棄率、
献立作成等 
実技テスト 切り方の基礎

1回～14回までの実習で学ん
だことや理解したことをグ
ループディスカッションす
る。

予習30分 教科書今ま
で学習した内容切り
方、計量、調味、栄養
計算
復習60分 教科書や今
まで学習した内容のそ
れぞれのポイントをま
とめる

教科書
流れと要点が分かる・調理学実習 香西みどり・綾部園子編著 光生館 
日本食品標準成分表2015年版（七訂）（文部科学省 科学技術・審議会）



参考書
栄養士・管理栄養士を目指す人の 調理・献立作成の基礎 坂本裕子・森美奈子編 
他 適宜紹介
成績評価の方法・基準
単位認定 ６０点以上 
成績評価：実技試験５０％ レポート３０％ 実習への参加度２０％
課題等に対する
フィードバックの方法
実習後のレポート（調理の要点や実習内容）と関連した事項を調べてまとめ、それを活用し
フィードバックする。また、実習した料理の栄養価計算をする。
履修のポイント
基礎技術の習得と実習への積極的な取り組み
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12：45 ～13：15（昼休み）
11号館 調理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R116



講義コード 20630002
講義名 調理学実習Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての実務経験を活かし、調理の技術や確かな知識と技術を
習得できる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
食物摂取の最終段階である調理を通して、食品が人に摂取されるまでの過程を理解し、人々の健
康をサポートする管理栄養士として必要な、調理の基礎について実習をとおして学び、確かな知
識と技術を習得する。また、衛生・安全に留意して日常の基礎的な調理を習得することを目標と
する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、2、人間の健康を規定する要因とし
て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必
要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識と調理技術並びに献立作成やその評価など食事設計の方法の修得を目指すも
のとする。
到達目標
1．栄養面、安全面、嗜好面の各特性を高める食品の基礎的調理方法について調理理論と結びつ
けて調理ができる。
2．食品の安全性の重要性を認識し、衛生管理の方法について理解し、調理を行うことができ
る。
3．効率よく、適切な調理・非加熱調理操作ができる。
4．料理様式別に（日本料理、西洋料理）日常の献立を作成でき、実習の内容を実際の食生活で
活かすことできる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習とそのために必要な時間

第1回

オリエンテーション
調理の知識と技術の基本
（１）
〇調理実習を学ぶ意義
〇調理実習上の留意点
〇基本の切り方（非加熱調

調理実習を学ぶ意義を小グ
ループ内でディスカッション
する。

予習30分 教科書
Ｐ22～26を読む
復習60分 実習結果の
考察



理操作）
〇計量（非加熱調理操作）
課題：レポートの作成

計量についてのプリン
ト作成

第2回

調理の知識と技術の基本
（２）
〇調味パーセントの計算の
仕方
〇廃棄率 計算の仕方を知る
〇栄養計算の仕方を知る
〇だしの取り方の習得
課題：レポートの作成

調理の知識と技術の基本につ
いて、学んだことをグループ
ディスカッションする。

予習30分 食品成分表
の調味料、廃棄率を読
む
復習60分 実習結果の
考察
家庭での技術の向上

第3回

日本料理（１）
〇白飯、みそ汁、厚焼き
卵、菜の花のお浸しの調理
を通し
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ28～31を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第4回

日本料理（２）
〇魚料理
豆ごはん、かきたま汁、か
れいの煮つけ、きゅうりと
わかめの酢の物
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 前回までの
授業の要点を確認し実
習に活かす
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第5回

日本料理（３）
〇炒め物
三色ごはん、けんちん汁、
きんぴらごぼう、野菜の即
席漬け
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習90分 教科書
Ｐ36～39を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第6回

日本料理（４）
〇あえ物
白飯、沢煮椀、なす肉みそ
田楽、青柳とわけぎのぬた
まんじゅう
○切り方、計量の仕方、廃
棄率の算出を学び、献立の
栄養計算をする
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ40～43を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をし関連事項
を調べる
家庭での技術の向上

第7回

日本料理（５）
○魚の取り扱い方
白飯、吉野鳥の澄まし汁、
あじの塩焼きき、白和え 
○切り方、魚の手開き、計
量の仕方、廃棄率の算出を
学び、献立の栄養計算をす
る
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ44～47を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をし関連事項
を調べる
家庭での技術の向上



第8回

日本料理（６）
〇小麦粉の調理
うどん、天ぷら、あえ物
うどんのゆで方、てんぷら
の揚げ温度を学び、実習す
る
調理の知識と技術の基本
（３）
〇廃棄率 計算の仕方の復習
〇食品成分表の使い方の復
習
〇栄養計算の仕方を学習す
る 課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことをグ
ループディスカッションす
る。
日本食品標準成分表を使用し
て、料理の栄養価計算の方法
を学び、グループワークを行
う。

予習30分 教科書
Ｐ41、P148を読む
復習60分 実習結果の
考察
実習した計算や食品成
分表の使い方を確認す
る
家庭での技術の向上

第9回

西洋料理（１）○肉調理
（２）〇サラダの種類と特
徴
ピラフ、コンソメスープ、
ハンバーグ、トマトサラ
ダ、ババロア
〇西洋のスープの基本を学
ぶ
○サラダの種類と特徴、ド
レッシングを学ぶ
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習90分 教科書
Ｐ92～95を読む教科書
Ｐ96～99を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第10回

西洋料理（３）〇西洋料理
のソース①（４）〇西洋料
理のソース②
ハッシュドビーフ、ポーチ
ドエッグ、ポテトサラダ
（マヨネーズソース）、マ
ドレーヌ
○ソースの種類とソースを
使用した料理を覚える○カ
レーソースの作り方を学ぶ
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ100～103を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上復
習

第11回

西洋料理（５）
〇小麦粉の料理法
スパゲティーミートソー
ス、クラムチャウダー、
コールスロー、クッキー
○小麦粉の特性を生かした
料理方法を学ぶ
課題：レポートの作成

実習した内容について、学ん
だことや理解したことを家庭
で実習する。

予習30分 教科書
Ｐ108～111を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算
家庭での技術の向上

第12回

まとめ

調理技術と知識の到達度の
確認
〇前期で習得した内容の確
認 切り方、計量、廃棄率、
献立作成等 
実技テスト 切り方の基礎

1回～14回までの実習で学ん
だことや理解したことをグ
ループディスカッションす
る。

予習30分 教科書今ま
で学習した内容切り
方、計量、調味、栄養
計算
復習60分 教科書や今
まで学習した内容のそ
れぞれのポイントをま
とめる

教科書
流れと要点が分かる・調理学実習 香西みどり・綾部園子編著 光生館 
日本食品標準成分表2015年版（七訂）（文部科学省 科学技術・審議会）



参考書
栄養士・管理栄養士を目指す人の 調理・献立作成の基礎 坂本裕子・森美奈子編 
他 適宜紹介
成績評価の方法・基準
単位認定 ６０点以上 
成績評価：実技試験５０％ レポート３０％ 実習への参加度２０％
課題等に対する
フィードバックの方法
実習後のレポート（調理の要点や実習内容）と関連した事項を調べてまとめ、それを活用し
フィードバックする。また、実習した料理の栄養価計算をする。
履修のポイント
基礎技術の習得と実習への積極的な取り組み
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12：45 ～13：15（昼休み）
11号館 調理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます
科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R116



講義コード 20640001
講義名 調理学実習Ⅱ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士の実務経験を活かし、調理の技術や確かな知識と技術を習得で
きる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
食物摂取の最終段階である調理を通して、食品が人に摂取されるまでの過程を理解するととも
に、人々の健康をサポートする管理栄養士として応用的な知識と技術を習得する。調理実習Ⅰの
基本的な調理操作をふまえ、日本料理、中国料理、西洋料理の調理手法や季節や行事を取り入れ
た献立構成や食事時の約束事や食文化について理解する。また、食事摂取基準や食品構成にそっ
た、１食分の献立作成や調理を行うことで、食事設計について理解し習得することを目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、2、人間の健康を規定する要因とし
て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必
要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識と調理技術並びに献立作成やその評価など食事設計の方法の修得を目指すも
のとする。
到達目標
1．調理実習Ⅰの基本的な調理操作をふまえて、素材別、手法別（煮る、焼く、蒸す、揚げる等）
に発展させて理解することができる。
2.料理様式別に（中国料理、日本料理、西洋料理）日常の献立を作成でき、実習をとおして実際
の食生活で活かすことできる。
3.１食分の食事設計について学ぶとともに、季節や行事を取り入れた献立構成について理解でき
る。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

調理の知識と技術の応用
（１）
〇ガイダンス
調理学実習Ⅰを振り返って
計量、調味、廃棄、だしの取

中国料理の基本を調べ、ポ
イントを話合う（グループ

予習60分 Ｐ2～20を
読む
復習60分 レポート作



り方、切り方
中国料理について知る
課題：レポート作成

ワーク） 成

第2回

中華料理（１）
〇片栗粉の特性
ラ白菜、古老肉、玉米湯、蝦
仁焼売、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことグ
ループディスカッションを
する。

予習60分 教科書
Ｐ64～67を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第3回

中華料理（２）
〇高温短時間加熱調理
チャン黄瓜、青椒牛肉絲、西
湖魚羹、杏仁豆腐、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ68～71を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算をして
栄養価を知る 家庭で
の技術の向上

第4回

中国料理（３）
〇中国の調味料、乾物の種類
と特徴
涼拌茄子、干焼明蝦、搾菜肉
絲湯、杏仁酥餅、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ72～75を読む 
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算をして
栄養価を知る 家庭で
の技術の向上

第5回

中国料理（４）
〇蒸菜の特徴とポイント
拌墨魚、珍珠丸子、豆腐蛤仔
湯、抜絲地瓜、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ76～79を読む
復習60分 実習結果の
考察 
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第6回

日本料理（１）
〇旬の食材を使った料理
玄米ごはん、三州味噌汁、ぶ
りの照り焼きと菊花かぶ、ひ
じきの煮物
・切り方、計量、調味、廃棄
率の確認
・旬の食材について知る
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ56～59を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第7回

日本料理（２）
〇行楽弁当、会食に活かせる
料理
太巻き、はまぐりの潮汁、茶
碗蒸し、炊き合わせ
・切り方、計量、調味、廃棄
率の確認
・す飯の作り方について学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
P52～55を読む
復習60分 郷土料理に
ついて調べる 家庭で
の技術の向上

第8回

調理の知識と技術の応用
（２）
〇教科書の応用・発展・単品
料理を参考に1食分の食事計

グループで実習献立を決定
する。材料や作り方を献立
作成シートに明記し、食材

予習60分 調理学実
習Ⅰ、Ⅱで作った料理
の確認
復習60分 実習の献立



画を立てる（食事摂取基準に
基づいた作成）
課題：レポート作成

の発注書を作成する。
（グループワーク）

計画の確認と作り方の
シミュレーション 家
庭での技術の向上

第9回

西洋料理（１）
〇シュー生地作りのポイント
さけのムニエル、オニオング
ラタンスープ、にんじんサラ
ダ、シュークリーム
・小麦粉の膨化調理について
学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ112～115を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第10回

西洋料理（２）
〇パン生地の作り方
手作りパン、ミネストロー
ネ、シーザーサラダ
一次発酵、ガス抜き、二次発
酵について学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ120～123を読む
復習60分 実習結果の
考察 家庭での技術の
向上

第11回

行事食（２）
〇正月料理
田作り、松風焼き、伊達巻、
栗きんとん、紅白なます、野
菜の煮しめ、かまぼこ、えび
のうま煮、黒豆、雑煮
・行事食について学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ124～129を読む
復習60分 実習結果の
考察 家庭での技術の
向上 切り方、煮方、
詰め方の練習 

第12回
まとめ
調理技術と知識の到達度の確
認
実技テスト

予習60分 プリント
復習60分 プリント

教科書
流れと要点が分かる・調理学実習 香西みどり・綾部園子編著 光生館
参考書
栄養士・管理栄養士を目指す人の 調理・献立作成の基礎 坂本裕子・森美奈子編
他 
これからの調理学実習（基本手法から各国料理・行事食まで）新調理研究会編 オーム社
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上
実技試験３０％（レポートの提出がない場合、実技試験不可）レポート５０％ 実習への参加度
２０％
課題等に対する
フィードバックの方法
実習後のレポートに、調理のポイントと実習内容に関連した事項を調べてまとめる。家庭での技
術向上に努める。実習した献立の栄養計算をする。
履修のポイント
基礎技術の習得と実習への積極的な取り組み
食事設計の基本と栄養計算ができる
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12：45～13：15（昼休み）
11号館 調理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。



科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R129



講義コード 20640002
講義名 調理学実習Ⅱ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士の実務経験を活かし、調理の技術や確かな知識と技術を習得で
きる授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
食物摂取の最終段階である調理を通して、食品が人に摂取されるまでの過程を理解するととも
に、人々の健康をサポートする管理栄養士として応用的な知識と技術を習得する。調理実習Ⅰの
基本的な調理操作をふまえ、日本料理、中国料理、西洋料理の調理手法や季節や行事を取り入れ
た献立構成や食事時の約束事や食文化について理解する。また、食事摂取基準や食品構成にそっ
た、１食分の献立作成や調理を行うことで、食事設計について理解し習得することを目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、2、人間の健康を規定する要因とし
て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必
要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識と調理技術並びに献立作成やその評価など食事設計の方法の修得を目指すも
のとする。
到達目標
1．調理実習Ⅰの基本的な調理操作をふまえて、素材別、手法別（煮る、焼く、蒸す、揚げる等）
に発展させて理解することができる。
2.料理様式別に（中国料理、日本料理、西洋料理）日常の献立を作成でき、実習をとおして実際
の食生活で活かすことできる。
3.１食分の食事設計について学ぶとともに、季節や行事を取り入れた献立構成について理解でき
る。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

調理の知識と技術の応用
（１）
〇ガイダンス
調理学実習Ⅰを振り返って
計量、調味、廃棄、だしの取

中国料理の基本を調べ、ポ
イントを話合う（グループ

予習60分 Ｐ2～20を
読む
復習60分 レポート作



り方、切り方
中国料理について知る
課題：レポート作成

ワーク） 成

第2回

中華料理（１）
〇片栗粉の特性
ラ白菜、古老肉、玉米湯、蝦
仁焼売、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことグ
ループディスカッションを
する。

予習60分 教科書
Ｐ64～67を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第3回

中華料理（２）
〇高温短時間加熱調理
チャン黄瓜、青椒牛肉絲、西
湖魚羹、杏仁豆腐、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ68～71を読む
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算をして
栄養価を知る 家庭で
の技術の向上

第4回

中国料理（３）
〇中国の調味料、乾物の種類
と特徴
涼拌茄子、干焼明蝦、搾菜肉
絲湯、杏仁酥餅、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ72～75を読む 
復習60分 実習結果の
考察 栄養計算をして
栄養価を知る 家庭で
の技術の向上

第5回

中国料理（４）
〇蒸菜の特徴とポイント
拌墨魚、珍珠丸子、豆腐蛤仔
湯、抜絲地瓜、白飯
・切り方、計量、調味、とろ
みづけ、廃棄率の確認
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ76～79を読む
復習60分 実習結果の
考察 
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第6回

日本料理（１）
〇旬の食材を使った料理
玄米ごはん、三州味噌汁、ぶ
りの照り焼きと菊花かぶ、ひ
じきの煮物
・切り方、計量、調味、廃棄
率の確認
・旬の食材について知る
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ56～59を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第7回

日本料理（２）
〇行楽弁当、会食に活かせる
料理
太巻き、はまぐりの潮汁、茶
碗蒸し、炊き合わせ
・切り方、計量、調味、廃棄
率の確認
・す飯の作り方について学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
P52～55を読む
復習60分 郷土料理に
ついて調べる 家庭で
の技術の向上

第8回

調理の知識と技術の応用
（２）
〇教科書の応用・発展・単品
料理を参考に1食分の食事計

グループで実習献立を決定
する。材料や作り方を献立
作成シートに明記し、食材

予習60分 調理学実
習Ⅰ、Ⅱで作った料理
の確認
復習60分 実習の献立



画を立てる（食事摂取基準に
基づいた作成）
課題：レポート作成

の発注書を作成する。
（グループワーク）

計画の確認と作り方の
シミュレーション 家
庭での技術の向上

第9回

西洋料理（１）
〇シュー生地作りのポイント
さけのムニエル、オニオング
ラタンスープ、にんじんサラ
ダ、シュークリーム
・小麦粉の膨化調理について
学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ112～115を読む
復習60分 実習結果の
考察
栄養計算をして栄養価
を知る 家庭での技術
の向上

第10回

西洋料理（２）
〇パン生地の作り方
手作りパン、ミネストロー
ネ、シーザーサラダ
一次発酵、ガス抜き、二次発
酵について学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ120～123を読む
復習60分 実習結果の
考察 家庭での技術の
向上

第11回

行事食（２）
〇正月料理
田作り、松風焼き、伊達巻、
栗きんとん、紅白なます、野
菜の煮しめ、かまぼこ、えび
のうま煮、黒豆、雑煮
・行事食について学ぶ
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 教科書
Ｐ124～129を読む
復習60分 実習結果の
考察 家庭での技術の
向上 切り方、煮方、
詰め方の練習 

第12回
まとめ
調理技術と知識の到達度の確
認
実技テスト

予習60分 プリント
復習60分 プリント

教科書
流れと要点が分かる・調理学実習 香西みどり・綾部園子編著 光生館
参考書
栄養士・管理栄養士を目指す人の 調理・献立作成の基礎 坂本裕子・森美奈子編
他 
これからの調理学実習（基本手法から各国料理・行事食まで）新調理研究会編 オーム社
成績評価の方法・基準
単位認定６０点以上
実技試験３０％（レポートの提出がない場合、実技試験不可）レポート５０％ 実習への参加度
２０％
課題等に対する
フィードバックの方法
実習後のレポートに、調理のポイントと実習内容に関連した事項を調べてまとめる。家庭での技
術向上に努める。実習した献立の栄養計算をする。
履修のポイント
基礎技術の習得と実習への積極的な取り組み
食事設計の基本と栄養計算ができる
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12：45～13：15（昼休み）
11号館 調理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。



科目区分
専門基礎科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R129



講義コード 20650001
講義名 基礎栄養学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
基礎栄養学では栄養素の機能と生理学的意義を中心に講義し、健康の保持・増進、疾病の予防・
治療における栄養の役割を理解することを目標とする。具体的には、糖・脂肪・たんぱく質の３
大栄養素、これにビタミンを加えた栄養素を中心にその化学・摂取した場合の消化吸収・生理作
用・欠乏症や過剰症等について理解することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学位授与と関連して、基礎栄養学は、多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイクルに
沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養
ならびに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得する実践的栄養学の基となる
知識を理解する科目と考えられる。それ故、基礎栄養学では、栄養素等の生体内でのはたらき，
それらの相互作用について理解し，健康維持・増進，疾病予防の活用に発展させる知識を習得す
ることを卒業認定の要件の一つとする。
到達目標
管理栄養士として栄養実践活動に対応できるように、その基礎知識を習得する。具体的には三大
栄養素および水溶性・脂溶性ビタミンの代謝及び排泄を学習しその栄養学的意義を理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
榮
昭
博

栄養の概念と歴史および栄養素
の基礎
:栄養と栄養素の定義、栄養素
の分類、食品の機能について学
び、また栄養学に関する歴史に
ついて学ぶ。 課題（第２回）
を配布する。

事前課題の「課題
１」について学生
が発表し、これに
ついてディスカッ
ションしてその内
容の理解を深め
る。

予習：事前課題として課
題１：官能基（高校化学
等の教科書やインター
ネットを参考にする）お
よび栄養の概念（教科
書p1～5）を参考にまと
める。復習：栄養の概念
等のノートを作成する。
合計で4時間以上。



第2回
榮
昭
博

栄養素の機能 糖質Ⅰ
:糖（炭水化物）の分類、機能
等、糖の栄養学的意義ついて学
ぶ。 課題（第3回）を配布す
る。

課題（第2回）につ
いて学生が発表
し、これについて
ディスカッション
してその内容の理
解を深める。

予習：教科書p39～41を
読み理解する。課題
（第2回）をまとめる。
復習：本日の授業内容の
ノートを作成する。合計
で4時間以上。

第3回
榮
昭
博

栄養素の機能 糖質Ⅱ:
でんぷん等の糖を摂取した場合
の、消化 、吸収、代謝につい
て学ぶ（血糖の調節）。

課題（第3回）につ
いて学生が発表
し、これについて
ディスカッション
してその内容の理
解を深める。 左記
の内容について、
質問し、学生から
の解答にコメント
をする。

予習：教科書p42～47を
読み理解する。課題
（第3回）をまとめる。
復習：本日の授業内容の
ノートを作成する。合計
で4時間以上。

第4回
榮
昭
博

栄養素の機能 糖質Ⅲ
：糖代謝の臓器差について学ぶ
（コリ回路等を含む）。また、
他の栄養素との関係についても
学ぶ。課題（第4回）を配布す
る。

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p48～52を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。

第5回
榮
昭
博

栄養素の機能 脂質Ⅰ 
：脂質の分類と定義，脂肪、リ
ン脂質、ステロイド等に分類
し、特に脂質の消化吸収につい
て学ぶ。（プリント配布）

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p53～59を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。

第6回
榮
昭
博

栄養素の機能 脂質Ⅱ 
：脂質の臓器間輸送と脂肪酸の
代謝について学ぶ。また、脂肪
細胞の役割について学ぶ。

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p59～64を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。

第7回
榮
昭
博

栄養素の機能 脂質Ⅲ
：必須脂肪酸・エイコサイドの
代謝および脂肪酸・脂質の栄養
機能について学ぶ。 また、他
の栄養素との関係（B1節約効
果）についても学ぶ。

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p64～68を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。

第8回
榮
昭
博

栄養素の機能 脂質Ⅳ
：コレステロールの作用と生体
に及ぼす影響と脂質の食事摂取
基準を学ぶ。

糖・脂質のまとめ
として模擬試験
（糖・脂質）を実
施し、その解答に
ついて学生同士お
よび教員で確認す
る。

予習：教科書p68～70読
み理解する。糖と脂質の
確認模擬試験に対応でき
るように対策する。 復
習：本日の授業内容の
ノートを作成する。合計
で4時間以上。

第9回
榮
昭
博

栄養素の機能 蛋白質Ⅰ
：アミノ酸の分子構造と種類、
ペプチド、必須アミノ酸，さ
らに、不可欠（必須）アミノ酸
について学ぶ。また、蛋白質の
構造と種類，理化学的性質にも
とずき蛋白質を分類し、それぞ
れの特性について説明し、また
立体構造についても理解する。
（プリント配布）

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p71～78を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。



第10回
榮
昭
博

栄養素の機能 蛋白質Ⅱ
：蛋白質・アミノ酸の代謝（食
後、食間期と臓器間輸送等）に
ついて学ぶ。

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p78～83を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。

第11回
榮
昭
博

栄養素の機能 蛋白質Ⅲ
：蛋白質の代謝と栄養価につい
て学ぶ。

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科書p83～91を
読み理解する。 復習：
本日の授業内容のノート
を作成する。合計で4時
間以上。

第12回
榮
昭
博

栄養素の機能 蛋白質Ⅳ
：蛋白質の代謝と栄養価につい
て学ぶ。

まとめとして模擬
試験（蛋白質）を
実施し、その解答
について学生同士
および教員で確認
する。

予習：教科書p91～92を
読み理解する。アミノ酸
と蛋白質の確認模擬試験
に対応できるように対策
する。 復習：本日の授
業内容のノートを作成す
る。合計で4時間以上。

第13回
榮
昭
博

栄養素の機能 ビタミンⅠ
：脂溶性ビタミン（ビタミ
ンA.D.E.K等 の生理作用と欠乏
症について学ぶ。（プリント配
布）

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科
書p93～102を読み理解
する。 復習：本日の授
業内容のノートを作成す
る。合計で4時間以上。

第14回
榮
昭
博

栄養素の機能 ビタミンⅡ
：水溶性ビタミン（ビタミンＢ
１、Ｂ２、Ｂ６、ナイアシン等
の生理作用と欠乏症について学
ぶ。

左記の内容につい
て、質問し、学生
からの解答にコメ
ントをする。

予習：教科
書p102～108を読み理解
する。アミノ酸と蛋白質
の確認模擬試験に対応で
きるように対策する。
復習：本日の授業内容の
ノートを作成する。合計
で4時間以上。

第15回
榮
昭
博

栄養素の機能 ビタミンⅢ
：水溶性ビタミン（ビタミ
ンB12、葉酸、ビオチン、パン
トテン酸、ビタミンC等 の生理
作用と欠乏症について学ぶ。

ビタミンの確認模
擬試験を実施し、
その解答について
学生同士および教
員で確認する。

予習：教科
書p108～116を読み理解
する。ビタミンの確認模
擬試験に対応できるよう
に対策する。 復習：本
日の授業内容のノートを
作成する。合計で4時間
以上。

教科書
『Ｎブックス 三訂基礎栄養学』 林 淳三ら 建帛社
参考書
管理栄養士講座 基礎栄養学 第一出版
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 期末試験 91％、課題 9%
課題等に対する
フィードバックの方法
事前の学習課題を行い提出するまたは発表すること。課題レポートは授業担当が確認し、評価点
またはコメントを記して後日返却する。また、講義ノートとして基礎栄養学出題基準に対応した
ノートを作成すること。ノートは最終日に提出し後日、その評価点を記して返却する。
履修のポイント
解剖生理・生化学的視点の講義内容を含むので生化学の教科書が参考となる。



オフィス・アワー
授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階第14研究室で行う。ただし、この時間帯以
外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うことができることがある。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R210



講義コード 20660001
講義名 基礎栄養学実験（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養素の基本的性質を理解し、生体成分のいくつかを実験により定性あるいは定量し、その生理
栄養学的意味を理解することを目標とする。尿中成分では通常に含まれるものとを測定し生体内
で行われている代謝の状況を推察し、異常成分の試験では、臨床的判断材料になることを知る。
血液成分の実験では、各栄養素の生理的役割や病気の診断に用いられることも理解する。酵素活
性に関する実験では消化の過程等を理解する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学位授与の方針と関連して、基礎栄養学の分野は、栄養管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆
栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得する実践的栄養学の基となる知識を理解す
る科目と考えられる。それ故、基礎栄養学実験では、基礎栄養学・栄養生理学で学んだ内容につ
いて、実験を行うことで栄養素等の生体内でのはたらき，それらの相互作用について理解し，健
康維持・増進，疾病予防の活用に発展させる知識を習得することを卒業認定の要件の一つとす
る。
到達目標
実験を通じて尿・血液検査等に関する生理的意義を理解し、栄養評価ができる能力の取得を目標
とする。
授業計画

授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

尿中成分 異常成
分 
:尿中の蛋白質、
糖、アセトン体等
異常成分の検出を
おこう。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりそれらの生理学的
意義と疾病との関係を理解する。

予習：尿たんぱく、尿
糖、アセトン体（ケトン
体）ビリルビンについて
調べておく。復習：実験
結果・考察等をレポート
にまとまる。これらに要
する時間は1時間以上とす
る。



第2回

ビタミンの定性試
験Ⅰ
:脂溶性ビタミ
ンAの定性試験を
行い、肝臓中の存
在を確認する。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりビタミンAの生理学
的意義と疾病との関係を理解す
る。

予習：ビタミンAについて
調べておく。復習：実験
結果・考察等をレポート
にまとまる。これらに要
する時間は1時間以上とす
る

第3回

ビタミンの定性試
験Ⅱ
:水溶性ビタミ
ンB2の定性試験
を行い、肝臓中の
存在を確認する。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりビタミンB2の生理
学的意義と疾病との関係を理解す
る。

予習：ビタミンB2のみで
なくその他の水溶性ビタ
ミンについても調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする

第4回

血漿総蛋白質およ
びアルブミンの定
量
:血漿蛋白質およ
びアルブミンを測
定し、その生理学
的意義と栄養状態
の判定を行う。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により血漿アルブミンや
グロブリンの生理学的意義と疾病
および栄養状態との関係を理解す
る。

予習：血漿蛋白質と低栄
養について調べておく。
復習：実験結果・考察等
をレポートにまとまる。
これらに要する時間は1時
間以上とする。

第5回

血漿コレステロー
ルの定量:血漿コ
レステロールを測
定して、その生理
学的意義と疾病と
の関係を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりコレステロールの
生理学的意義と疾病および栄養状
態との関係を理解する。

予習：血漿コレステロー
ル（LDL、HDL）と疾病と
の関係について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。

第6回
血糖の定量
:血糖を測定し、
疾病特に糖尿病と
の関係を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により血糖と糖尿病との
関係を理解する。

予習：血糖と糖尿病の関
係について調べておく。
復習：実験結果・考察等
をレポートにまとまる。
これらに要する時間は1時
間以上とする。

第7回

血漿尿酸の定量
:血漿尿酸を測定
し、高尿酸血症と
痛風との関係を学
ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により尿酸の生理学的意
義と疾病との関係を理解する。

予習：血漿尿酸と痛風の
関係について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。

第8回

血漿カルシウムの
定量
:血漿カルシウム
を測定し、カルシ
ウムの生理学的意
義を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりカルシウムの生理
学的意義と疾病との関係を理解す
る。

予習：生体内におけるカ
ルシウムの作用について
調べておく。復習：実験
結果・考察等をレポート
にまとまる。これらに要
する時間は1時間以上とす
る。

第9回

肝臓の鉄定量
:貯蔵鉄としての
肝臓鉄を測定し、
鉄の生理学的意義
を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により生体内の鉄の生理
学的意義と疾病および栄養状態と
の関係を理解する。

予習：生体内の機能鉄と
貯蔵鉄について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。



第10回

唾液アミラーゼ活
性
:唾液アミラーゼ
活性を測定し、デ
ンプンの口腔にお
ける消化を理解す
る。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により糖の消化について
理解する。

予習：でんぷんの消化過
程を調べておく。復習：
実験結果・考察等をレ
ポートにまとまる。これ
らに要する時間は1時間以
上とする。

第11回

膵臓プロテアーゼ
活性
:膵臓トリプシン
活性を測定し、蛋
白質の消化を調べ
る。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により蛋白質の消化につ
いて理解する。

予習：胃、小腸内におけ
る蛋白質の消化酵素につ
いて調べておく。復習：
実験結果・考察等をレ
ポートにまとまる。これ
らに要する時間は1時間以
上とする。

第12回
膵臓リパーゼ活性
:膵臓リパーゼ活
性を測定し、脂肪
の消化を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により脂質の消化につい
て理解する。

予習：脂肪の消化、脂質
の乳化について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。

第13回

腸管マルターゼ活
性
:ラット腸粘膜の
マルターゼ活性を
測定し、糖の膜消
化を学ぶと同時に
活性阻害物質につ
いても学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により糖の膜消化につい
て理解する。

予習：糖の膜消化につい
て調べておく。復習：実
験結果・考察等をレポー
トにまとまる。これらに
要する時間は1時間以上と
する。

第14回

エネルギー代謝
:メッツの概念や
基礎代謝、活動時
消費エネルギー等
について理解した
うえ、個人の消費
エネルギーを計算
によって求める。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により生体内のエネル
ギー代謝について理解する。

予習：エネルギー代謝
（参考書三訂基礎栄養
学p139～146）について
調べておく。復習：結
果・考察等をレポートに
まとまる。これらに要す
る時間は1時間以上とす
る。

第15回

栄養アセスメント
:メッツの概念や
基礎代謝、活動時
消費エネルギー等
について理解した
うえ、個人の消費
エネルギーを計算
によって求める。

仮想患者の身体計測や各血液検査
データを読み、栄養評価の実践を
行う。各グループごとに実験結果
について考察し、実験終了時に担
当教員に報告する。これらの作業
により栄養アセスメントの基礎に
ついて理解する。

予習：栄養アセスメント
（参考書p171～177）に
ついて調べておく。復
習：結果・考察等をレ
ポートにまとまる。これ
らに要する時間は1時間以
上とする。

教科書
使用しない（レジメを配布する）。
参考書
栄養学領域からみた生理生化学実験 五島孜郎編 建帛社、Nブックス改訂基礎栄養学 林淳三監修
建帛社
成績評価の方法・基準
学期末試験は中止。レポート(ノート）点等を合計した総合点で60点以上で合格とする。 実験
ノート点 90%、実験への参加度（サンプル提供他）10％。



課題等に対する
フィードバックの方法
実験終了後レポートを各単元ごとに作成し、これを綴り実験ノートを作成すること。 ノートは
８週目と１５週目の実験終了時に提出する。このノート内容について評価（点数化）しノート最
終ページ等に評価点を記載し返却する。
履修のポイント
実験操作のみでなく各測定成分の栄養・生理学的意義をよく理解すること。白衣着用のこと。電
卓等持参のこと。
オフィス・アワー
授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階第14研究室で行う。ただし、この時間帯以
外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うことができることがある。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R240



講義コード 20660002
講義名 基礎栄養学実験（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養素の基本的性質を理解し、生体成分のいくつかを実験により定性あるいは定量して、その生
理栄養学的意味を理解することを目標とする。尿中成分では通常に含まれるものとを測定し生体
内で行われている代謝の状況を推察し、異常成分の試験では、臨床的判断材料になることを知
る。血液成分の実験では、各栄養素の生理的役割や病気の診断に用いられることも理解する。酵
素活性に関する実験では消化の過程等を理解する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
学位授与の方針と関連して、基礎栄養学の分野は、栄養管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆
栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得する実践的栄養学の基となる知識を理解す
る科目と考えられる。それ故、基礎栄養学実験では、基礎栄養学・栄養生理学で学んだ内容につ
いて、実験を行うことで栄養素等の生体内でのはたらき，それらの相互作用について理解し，健
康維持・増進，疾病予防の活用に発展させる知識を習得することを卒業認定の要件の一つとす
る。
到達目標
実験を通じて尿・血液検査等に関する生理的意義を理解し、栄養評価ができる能力の取得を目標
とする。
授業計画

授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

尿中成分 異常成
分 
:尿中の蛋白質、
糖、アセトン体等
異常成分の検出を
おこう。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりそれらの生理学的
意義と疾病との関係を理解する。

予習：尿たんぱく、尿
糖、アセトン体（ケトン
体）ビリルビンについて
調べておく。復習：実験
結果・考察等をレポート
にまとまる。これらに要
する時間は1時間以上とす
る。



第2回

ビタミンの定性試
験Ⅰ
:脂溶性ビタミ
ンAの定性試験を
行い、肝臓中の存
在を確認する。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりビタミンAの生理学
的意義と疾病との関係を理解す
る。

予習：ビタミンAについて
調べておく。復習：実験
結果・考察等をレポート
にまとまる。これらに要
する時間は1時間以上とす
る

第3回

ビタミンの定性試
験Ⅱ
:水溶性ビタミ
ンB2の定性試験
を行い、肝臓中の
存在を確認する。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりビタミンB2の生理
学的意義と疾病との関係を理解す
る。

予習：ビタミンB2のみで
なくその他の水溶性ビタ
ミンについても調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする

第4回

血漿総蛋白質およ
びアルブミンの定
量
:血漿蛋白質およ
びアルブミンを測
定し、その生理学
的意義と栄養状態
の判定を行う。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により血漿アルブミンや
グロブリンの生理学的意義と疾病
および栄養状態との関係を理解す
る。

予習：血漿蛋白質と低栄
養について調べておく。
復習：実験結果・考察等
をレポートにまとまる。
これらに要する時間は1時
間以上とする。

第5回

血漿コレステロー
ルの定量:血漿コ
レステロールを測
定して、その生理
学的意義と疾病と
の関係を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりコレステロールの
生理学的意義と疾病および栄養状
態との関係を理解する。

予習：血漿コレステロー
ル（LDL、HDL）と疾病と
の関係について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。

第6回
血糖の定量
:血糖を測定し、
疾病特に糖尿病と
の関係を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により血糖と糖尿病との
関係を理解する。

予習：血糖と糖尿病の関
係について調べておく。
復習：実験結果・考察等
をレポートにまとまる。
これらに要する時間は1時
間以上とする。

第7回

血漿尿酸の定量
:血漿尿酸を測定
し、高尿酸血症と
痛風との関係を学
ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により尿酸の生理学的意
義と疾病との関係を理解する。

予習：血漿尿酸と痛風の
関係について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。

第8回

血漿カルシウムの
定量
:血漿カルシウム
を測定し、カルシ
ウムの生理学的意
義を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業によりカルシウムの生理
学的意義と疾病との関係を理解す
る。

予習：生体内におけるカ
ルシウムの作用について
調べておく。復習：実験
結果・考察等をレポート
にまとまる。これらに要
する時間は1時間以上とす
る。

第9回

肝臓の鉄定量
:貯蔵鉄としての
肝臓鉄を測定し、
鉄の生理学的意義
を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により生体内の鉄の生理
学的意義と疾病および栄養状態と
の関係を理解する。

予習：生体内の機能鉄と
貯蔵鉄について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。



第10回

唾液アミラーゼ活
性
:唾液アミラーゼ
活性を測定し、デ
ンプンの口腔にお
ける消化を理解す
る。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により糖の消化について
理解する。

予習：でんぷんの消化過
程を調べておく。復習：
実験結果・考察等をレ
ポートにまとまる。これ
らに要する時間は1時間以
上とする。

第11回

膵臓プロテアーゼ
活性
:膵臓トリプシン
活性を測定し、蛋
白質の消化を調べ
る。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により蛋白質の消化につ
いて理解する。

予習：胃、小腸内におけ
る蛋白質の消化酵素につ
いて調べておく。復習：
実験結果・考察等をレ
ポートにまとまる。これ
らに要する時間は1時間以
上とする。

第12回
膵臓リパーゼ活性
:膵臓リパーゼ活
性を測定し、脂肪
の消化を学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により脂質の消化につい
て理解する。

予習：脂肪の消化、脂質
の乳化について調べてお
く。復習：実験結果・考
察等をレポートにまとま
る。これらに要する時間
は1時間以上とする。

第13回

腸管マルターゼ活
性
:ラット腸粘膜の
マルターゼ活性を
測定し、糖の膜消
化を学ぶと同時に
活性阻害物質につ
いても学ぶ。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により糖の膜消化につい
て理解する。

予習：糖の膜消化につい
て調べておく。復習：実
験結果・考察等をレポー
トにまとまる。これらに
要する時間は1時間以上と
する。

第14回

エネルギー代謝
:メッツの概念や
基礎代謝、活動時
消費エネルギー等
について理解した
うえ、個人の消費
エネルギーを計算
によって求める。

各グループごとに実験結果につい
て考察し、実験終了時に担当教員
に報告する。教員から質疑がある
のでこれについて応答する。これ
らの作業により生体内のエネル
ギー代謝について理解する。

予習：エネルギー代謝
（参考書三訂基礎栄養
学p139～146）について
調べておく。復習：結
果・考察等をレポートに
まとまる。これらに要す
る時間は1時間以上とす
る。

第15回

栄養アセスメント
:メッツの概念や
基礎代謝、活動時
消費エネルギー等
について理解した
うえ、個人の消費
エネルギーを計算
によって求める。

仮想患者の身体計測や各血液検査
データを読み、栄養評価の実践を
行う。各グループごとに実験結果
について考察し、実験終了時に担
当教員に報告する。これらの作業
により栄養アセスメントの基礎に
ついて理解する。

予習：栄養アセスメント
（参考書p171～177）に
ついて調べておく。復
習：結果・考察等をレ
ポートにまとまる。これ
らに要する時間は1時間以
上とする。

教科書
使用しない（レジメを配布する）。
参考書
栄養学領域からみた生理生化学実験 五島孜郎 編 建帛社、 Nブックス改訂基礎栄養学 林淳三監
修 建帛社
成績評価の方法・基準
レポート(ノート）点等を合計した総合点で60点以上で合格とする。1学期末試験（ペーパー試
験）は中止とします。 実験ノート 90%、実験への参加度（サンプル提供等）10% について加



点することがある。
課題等に対する
フィードバックの方法
実験終了後レポートを各単元ごとに作成し、これを綴り実験ノートを作成すること。ノートは８
週目と１５週目の実験終了時に提出する。このノート内容について評価（点数化）しノート最終
ページ等に評価点を記載し返却する。
履修のポイント
実験操作のみでなく各測定成分の栄養・生理学的意義をよく理解すること。白衣着用のこと。電
卓等持参のこと。
オフィス・アワー
授業開講日の１２：３０～１３：２０に１１号館３階第14研究室で行う。ただし、この時間帯以
外でも講義・会議・出張等の校務がない場合行うことができることがある。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R240



講義コード 20670001
講義名 応用栄養学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし

授業の概要と教育目標
少子・高齢化社会を迎え、子供たちの健康の保持・増進を図ることはもとより、次世代を担う思
春期、青年期への正しい食生活の知識の普及、成人期の生活習慣病の予防、高齢期の自立した健
康な暮らし、これらのどのライフステージでも日常の食生活が健康に深く関わっている。各ライ
フステージの正しい食生活について修得することを目的とする。妊娠期、授乳期、新生児期、乳
児期、幼児期、学童期、思春期、成人期、閉経期（更年期）、高齢期の各ライフステージについ
て生理的・精神的特徴を踏まえ、栄養状態の変化、栄養アセスメントの方法、栄養ケアのあり方
について学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、多様な対象や人間のライフステー
ジ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係わる栄養・食事管
理に関して必要な知識や技術の習得を目指し、各ライフステージの正しい食生活について修得す
る。
到達目標
各ライフステージに応じた生理的特徴や栄養アセスメント指標、病態・疾患、栄養ケアプランま
での栄養管理に必要な知識を修得することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
増
野
弥
生

栄養管理発育・発
達・加齢
栄養管理、栄養アセ
スメント

プリントを使ってグループワークを行
う。（栄養アセスメント：身体計測な
ど）

予習：テキスト
第1章を読んでく
る。
90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分



第2回
増
野
弥
生

妊娠期、分娩期、産
褥期の栄養アセスメ
ント、栄
養と病態・疾患、栄
養ケアのあり方

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト妊
娠期の章を読んで
くる。 90分
復習：配布プリン
トを見直す 90分

第3回
増
野
弥
生

妊娠期の栄養アセス
メント、栄養と病
態・疾患、栄養ケア
のあり方

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト妊
娠期の章を読んで
くる。 90分
復習：配布プリン
トを見直し要点を
まとめる。 90分

第4回
増
野
弥
生

分娩期、産褥期の栄
養アセスメント、栄
養と病
態・疾患、栄養ケア
のあり方

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト分
娩期、産褥期の章
を読んでくる。
90分
復習：配布プリン
トを見直し要点を
まとめる。 90分

第5回
増
野
弥
生

授乳期の生理的特
徴、栄養アセスメン
ト、栄養と
病態･疾患、栄養ケ
アのあり方

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト授
乳婦の章を読んで
くる。 90分
復習：配布プリン
トを見直し要点を
まとめる。 90分

第6回
増
野
弥
生

新生児期の生理的特
徴、栄養アセスメン
ト、栄養
と病態･疾患、栄養
補給法、栄養ケアの
あり方

プリントを使ってグループワークを行
う。

予習：テキスト新
生児期・乳児期の
章を読んでくる。
90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第7回
増
野
弥
生

乳児期の生理的特
徴、栄養アセスメン
ト、栄養と
病態･疾患、栄養補
給法、栄養ケアのあ
り方

新生児の模型、歯の模型など視覚的教
材を使ったフィジカルアセスメント、
身体計測からアセスメントシートに記
入する。

予習：テキスト新
生児期・乳児期の
章を読んでくる。
90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第8回
増
野
弥
生

幼児期の成長・発
達、栄養状態の変
化、栄養アセ
スメント、栄養と病
態・疾患、生活習
慣、栄養ケ
アのあり方

プリントを使ってグループワークを行
う。

予習：テキスト幼
児期の章を読んで
くる。 90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第9回
増
野
弥
生

学童期の成長・発
達、栄養状態の変
化、栄養アセ
スメント、栄養と病
態・疾患、生活習
慣、栄養ケ
アのあり方

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト学
童期の章を読んで
くる。 90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

思春期の成長・発



第10回
増
野
弥
生

達、栄養状態の変
化、栄養アセ
スメント、栄養と病
態・疾患、生活習
慣、栄養ケ
アのあり方

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト思
春期の章を読んで
くる。 90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第11回
増
野
弥
生

成人期（青年期）の
生理的特徴、栄養ア
セスメン
ト、栄養と病態･疾
患、栄養補給法、栄
養ケアのあ
り方と栄養状態

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト成
人期の章を読んで
くる。90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第12回
増
野
弥
生

成人期（壮年期・実
年期）の生理的特
徴、栄養ア
セスメント、栄養と
病態･疾患、栄養補
給法、栄養

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト成
人期の章を読んで
くる。90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第13回
増
野
弥
生

更年期の身体の変
化、栄養アセスメン
ト、栄養と
病態・疾患、栄養ケ
アのあり方

プリントを使ってグループワークを行
う。

予習：テキスト更
年期の章を読んで
くる。90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第14回
増
野
弥
生

高齢期の生理的特
徴、栄養アセスメン
ト

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト高
齢期の章を読んで
くる。90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

第15回
増
野
弥
生

高齢期の栄養と病
態･疾患、栄養補給
法、栄養ケア
のあり方と栄養状態

ケーススタディからアセスメントシー
トに記入する。

予習：テキスト高
齢期の章を読んで
くる。90分
復習：配布プリン
トを見直す。
90分

教科書
五明紀春・渡邉早苗・小原郁夫・山田哲雄 編著、「応用栄養学」、朝倉書店
参考書
日本人の食事摂取基準（2020年版）第一出版
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上
前期定期試験（定期試験80％、小テスト20％を総合的に評価する）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で行う確認テストは添削した後、講義期間中にフィードバックする。
履修のポイント
学習内容は、他の基礎科目と結びつけて理解をすること。



シラバスを参考に予習を行なうこと。テキストを読んでくること。
授業の内容を復習し、各自のノートにポイントをまとめておくこと。
オフィス・アワー
月・科・水・木・金曜日の昼休み、11号館研究室18にて対応
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R230



講義コード 20680001
講義名 応用栄養学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし

授業の概要と教育目標
前半では、栄養管理に必要な栄養アセスメントについて、その方法・項目・意味などについて学
ぶ。後半は、日本人の食事摂取基準（２０１５年版）の食事摂取基準策定の基礎理論についてエ
ネルギー、各栄養素の策定方法やその数値の意味について学ぶ。各ライフステージに適した栄養
管理は、管理栄養士にとって大変重要である。健康維持・増進するための栄養管理について、そ
の方法や指標、特に食事摂取基準の策定の知識、数値の意味を理解できることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、「3.多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態に関して必要な知識や技術の
修得している」に基づき、人間の健康を規定する要因として幅広く社会・環境を科学的に理解
し、栄養管理に必要な知識を身につけることを目指すものとする。
到達目標
各ライフステージに応じた栄養アセスメントの知識、ケアプログラムを作成する知識を身につけ
ることができる。食事摂取基準値の策定根拠や数値の意味を理解することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
増
野
弥
生

栄養ケア・マネジメントの概
念、栄養スクリーニング、栄
養アセスメント （栄養アセス
メントの意義と目的）
栄養アセスメントの方法 （身
体計測指標）

ケーススタ
ディからアセ
スメントシー
トに記入す
る。

予習：応用栄養学Ⅰのテキスト
第1章、第2章、第3章を読んで
くること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第2回
増
野
弥

栄養アセスメントの方法 （臨
床検査指標）
栄養アセスメントの方法 （食

プリントを用
いてグループ
ワークを行

予習：応用栄養学Ⅰのテキスト
第1章、第2章、第3章を読んで
くること 90分



生 事調査方法他） う。 復習：配布資料を見直すこと
90分

第3回
増
野
弥
生

栄養ケア計画の実施、モニタ
リング、評価、フィードバッ
ク
（目標設定・実施・評価）

ケーススタ
ディからア
セスメント
シートに記
入する

予習：応用栄養学Ⅰのテキスト
第1章、第2章、第3章を読んで
くること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第4回
増
野
弥
生
食事摂取基準の概要と各指標

プリントを用
いてグループ
ワークを行
う。

予習：「日本人の食事摂取基
準（2020年版）」の食事摂取
基準の概要について読んでく
ること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第5回
増
野
弥
生

エネルギー・エネル
ギー摂取量の過不足の
評価方法

プリントを用
いてグループ
ワークを行
う。

予習：「日本人の食事摂取基
準」のエネルギー摂取量につ
いて読んでくること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第6回
増
野
弥
生

たんぱく質の指標と策
定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行
う。

予習：「日本人の食事摂取基
準」のたんぱく質の章を読ん
でくること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第7回
増
野
弥
生
炭水化物の指標と策定

プリントを用
いてグループ
ワークを行
う。

予習：「日本人の食事摂取基
準」の炭水化物の章を読んで
くること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第8回
増
野
弥
生
脂質の指標と策定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行
う。

予習：「日本人の食事摂取基
準」の脂質の章を読んでくる
こと 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第9回
増
野
弥
生

エネルギー産生栄養素バラン
スの指標と策定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行
う。

予習：「日本人の食事摂取基
準」のエネルギー産生栄養素
バランスの章を読んでくるこ
と 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第10回
増
野
弥
生

ビタミン①（脂溶性ビタミ
ン）の指標と策定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行う

予習：「日本人の食事摂取基
準」の脂溶性ビタミンの章を
読んでくること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第11回
増
野
弥
生

ビタミン②（水溶性ビタミ
ン）の指標と策定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行う

予習：「日本人の食事摂取基
準」の水溶性ビタミンの章を
読んでくること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第12回
増
野
弥
生

ミネラル①（多量ミネラル）
の指標と策定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行う

予習：「日本人の食事摂取基
準」の食事摂取基準の多量ミ
ネラルの章を読んでくること
90分
復習：配布資料を見直すこと



90分

第13回
増
野
弥
生

ミネラル②（微量ミネラル）
の指標と策定根拠

プリントを用
いてグループ
ワークを行う

予習：「日本人の食事摂取基
準」の微量ミネラルの章を読
んでくること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第14回
増
野
弥
生

乳幼児・高齢者の食事摂取基
準の概要と各指標

ケーススタ
ディからアセ
スメントシー
トに記入する

予習：「日本人の食事摂取基
準」のライフステージ別の策
定（乳幼児・高齢者）につい
て読んでくること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

第15回
増
野
弥
生

妊産婦の食事摂取基準の概要
と各指標

ケーススタ
ディからアセ
スメントシー
トに記入する

予習：「日本人の食事摂取基
準」のライフステージ別の策
定（妊産婦）について読んで
くること 90分
復習：配布資料を見直すこと
90分

教科書
「応用栄養学」五明紀春・渡邉早苗・小原郁夫・山田哲雄 編著 （朝倉書店）
「日本人の食事摂取基準（2020年版）」 第一出版
参考書
特になし
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上
定期試験（定期試験80％、小テスト・提出物20% を総合して評価する）
課題等に対する
フィードバックの方法
課題プリント・小テストは添削後、返却する。
履修のポイント
配布プリント・小テストで重要な事柄を確認し、必ず復習を行なうこと。
オフィス・アワー
月・火・水・金曜日の昼休み、１１号館１８研究室にて対応する。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R241



講義コード 20690001
講義名 応用栄養学Ⅲ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし

授業の概要と教育目標
本講義では、前半は食事摂取基準策定の基礎理論をふまえ、ライフステージ別にエネルギーや栄
養素等の策定根拠やその数値の意味について学ぶ。後半では、運動・スポーツと栄養管理、特殊
環境と栄養について、生理的特徴と栄養補給法について学ぶ。各ライフステージに適した栄養管
理、健康・スポーツ及び特殊環境の栄養管理を行う上で必要な基礎知識を習得することができ
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「3.多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事
管理に関して必要な知識や技術を修得している」に基づき、各ライフステージに適した栄養管
理、健康・スポーツ及び特殊環境の栄養管理を行う上で必要な基礎知識を身につける。将来的な
展望としては、これまでの学習を統合・発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知
識・技術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる知識・技術の習得を目指すものとする。
到達目標
各ライフステージの食摂取基準策定根拠及び運動時や特殊環境の特徴をを理解し、高齢期や運動
時や特殊環境に適した栄養管理を立てることができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラー
ニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
増
野
弥
生

成人期の食事摂
取基準の基礎的
理解のまとめ

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第1章、第9章を読んでくる
こと。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の食
事摂取基準の基礎的理解について読んでく
ること。 90分
復習：配布資料を見直し、まとめること
90分



第2回
増
野
弥
生

食事摂取基準で
対象となる乳
児・小児の特性

予習：テキスト第5章、第6章を読んでくる
こと。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の乳
幼児の食事摂取基準について読んでくるこ
と。 90分
復習：配布資料を見直しまとめること。
90分

第3回
増
野
弥
生

乳児・小児の食
事摂取基準策定
根拠

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第5章、第6章を読んでくる
こと。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の乳
幼児の食事摂取基準について読んでくるこ
と。 90分
復習：配布資料を見直しまとめること。
90分

第4回
増
野
弥
生

食事摂取基準で
対象となる妊
婦・授乳婦の特
性

予習：テキスト第4章、第5章を読んでくる
こと。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の妊
婦・授乳婦の食事摂取基準について読んで
くること。 90分
復習：配布資料を見直しまとめること。
90分

第5回
増
野
弥
生

妊婦・授乳婦の
食事摂取基準策
定根拠

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第4章、第5章を読んでくる
こと。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の妊
婦・授乳婦の食事摂取基準について読んで
くること。 90分
復習：配布資料を見直しまとめること。
90分

第6回
増
野
弥
生

食事摂取基準で
対象となる高齢
者の特性

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第10章を読んでくること。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の高
齢者の食事摂取基準について読んでくるこ
と。 90分
復習：配布資料を見直しまとめること。
90分

第7回
増
野
弥
生

高齢者の食事摂
取基準策定根拠

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第10章を読んでくること。
「日本人の食事摂取基準 2020年版」の高
齢者の食事摂取基準について読んでくるこ
と。 90分
復習：配布資料を見直しまとめること。
90分

第8回
増
野
弥
生

運動とエネル
ギー代謝
健康増進と運動

予習：テキスト第11章を読んでくること。
90分
復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

第9回
増
野
弥
生

スポーツと体力
トレーニングと
栄養補給

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第11章を読んでくること。
90分
復習：配布資料を見直し、まとめるこ
と。90分

第10回
増
野
弥
生

ストレス時の栄
養管理、生体リ
ズムと栄養

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第12章を読んでくること。
90分
復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

第11回
増
野
高温環境・低温
環境時の栄養管

ケーススタディ
からアセスメン

予習：テキスト第13章を読んでくること。
90分



弥
生
理、災害時の栄
養管理

トシートに記入
する。

復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

第12回
増
野
弥
生

高圧環境・低圧
環境と栄養管
管、無重力と栄
養管理

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第13章を読んでくること。
90分
復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

第13回
増
野
弥
生

成長と発達に伴
う身体的・精神
的変化と栄養管
理

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第2章を読んでくること。
90分
復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

第14回
増
野
弥
生

加齢に伴う身体
的・精神的変化
と栄養管理

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第2章を読んでくること。
90分
復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

第15回
増
野
弥
生

各ライフステー
ジの食事摂取基
準策定根拠のま
とめ
各ライフステー
ジの栄養管理プ
ロセス

ケーススタディ
からアセスメン
トシートに記入
する。

予習：テキスト第1章～第3章を読んでくる
こと。90分
復習：配布資料を見直し、まとめること。
90分

教科書
「応用栄養学」五明紀春・渡邉早苗・小原郁夫・山田哲雄 編著 （朝倉書店） 
「日本人の食事摂取基準（2020年版）」第一出版
参考書
特になし
必要に応じてプリントを配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上
前期定期試験（定期試験80％、小テスト・提出物20％を総合して評価する）
課題等に対する
フィードバックの方法
課題レポート・小テストは添削後、返却する。
履修のポイント
応用栄養学Ⅰで学んだ各ライフステージの特徴と、応用栄養学Ⅱで学んだ成人期の食事摂取基準の
各栄養素の策定根拠について復習し、各ライフステージの食事摂取基準の策定根拠について十分
に予習を行なうこと。配布プリント、小テストで重要な事柄を修得すること。
オフィス・アワー
月・火・水・木・金曜日の昼休み、１１号館研究室18にて対応する。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R250



講義コード 20700001
講義名 応用栄養学実習（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし

授業の概要と教育目標
①～⑥の各ライフステージの対象者について栄養ケア・マネジメントを学ぶ。PDCAサイクルに
基づき栄養アセスメント・食事ケア計画の作成と食事の調整・供食実習を行い、各ライフステー
ジの食事摂取基準を理解し、対象者に適した栄養ケア・マネジメントのスキルを身に付けること
ができる。
①妊娠期・授乳期 ②乳児期・離乳期 ③思春期 ④成人期 ⑤高齢期 ⑥スポーツ時
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「3.多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係わる栄養・食
事管理、栄養教育、臨床栄養並びに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得し
ている」に基づき、各対象者に適した栄養ケア・マネジメントのスキルを身に付けることを目指
すものとする。
到達目標
・各ライフステージの特性を理解できる。
・各ライフステージにおいて対象者に応じた栄養アセスメントを実施し、ケアプログラムを作成
するスキルを身につけることができる。
・各対象者の栄養管理を、食事計画やその実習を通して習得できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
増
野
弥
生

（演習）実習･演習の内容
説明。班分け、実習・ 演
習の注意事項、栄養ケア・
マネジメント（栄養 アセ
スメント及び栄養ケア・計
画の作成）につい て女子

アセスメントシートの作
成、評価表を用い、理解 を
深める。：グループワーク

予習：テキスト
第1章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分
復習：配布プリント
を見直す。ノート整



大生を対象者として学ぶ。 理を行う。 60分

第2回
増
野
弥
生

（演習）栄養ケア・マネジ
メント（栄養アセスメ ン
ト及び栄養ケア・計画の作
成）について女子大生を対
象者として学ぶ。

発表(プレゼンテーショ
ン）：アセスメントシー ト
を作成・パワーポイントを
用いて発表を行い、 理解を
深める。

予習：テキスト
第1章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリント を見直す。
ノート整理を行う。
60分

第3回
増
野
弥
生

（演習）妊娠期・授乳期の
生理的特徴を理解し、栄養
アセスメント・食事計画を
行う。

アセスメントシートの作成
を行い理解を深める： グ
ループワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る60分 復習：配布プ
リントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第4回
増
野
弥
生

（演習）妊娠期・授乳期の
生理的特徴を理解し、栄養
アセスメント・食事計画を
行う。

自主献立作成・発注：グ
ループワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第5回
増
野
弥
生

（実習）妊娠期・授乳婦の
食事の調整・供食実習を通
して妊婦・授乳婦の栄養ケ
ア・マネジメントについて
学習する。

自主献立の実習：グループ
ワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第6回
増
野
弥
生

（演習）妊娠期・授乳期の
食事の調整・供食実習を通
して妊婦・授乳婦の栄養ケ
ア・マネジメントについ
て、班ごとにPPにて資料を
作成し発表する。

作成したアセスメントシー
ト・献立を使用し、妊娠時
の栄養ケア・マネジメント
をパワーポイントを用いて
発表する。：プレゼンテー
ション、グループワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリント を見直す。
ノート整理を行う。

第7回
増
野
弥
生

（実習）調乳と調乳器具の
滅菌。離乳食の調整・ 供
食実習を通して、乳児期の
栄養ケア・マネジメントに
ついて学習する。

調乳・提供献立(離乳食）：
グループワーク

予習：テキスト
第6章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第8回
増
野
弥
生

（演習）思春期の食事の調
整・供食を通して思春期の
栄養ケア・マネジメントに
ついて学習する。

アセスメントシートの作
成、献立作成、発注： ディ
スカッション、グループ
ワーク

予習：テキスト
第8章、第9章及び応
用栄養学Ⅰで使用し
たテキストをよく読
んでくる。 60分 
復習：配布プリント



を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第9回
増
野
弥
生

(実習）思春期の食事の調
整・供食を通して思春期の
栄養ケア・マネジメントに
ついて学習する。

アセスメントシートの作成
を行い理解を深める： ディ
スカッション、グループ
ワーク

予習：テキスト
第8章、第9章及び応
用栄養学Ⅰで使用し
たテキストをよく読
んでくる。 60分 
復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第10回
増
野
弥
生

（演習）高齢期の生理的特
徴を学び栄養アセスメン
ト・食事計画を行う。

アセスメントシートの作成
を行いパワーポイント を用
いて発表し、理解を深め
る：ディスカッショ ン、グ
ループワーク

予習：テキスト
第12章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第11回
増
野
弥
生

（実習）後期高齢者の食事
の調整・供食を通して、高
齢者の栄養ケア・マネジメ
ントについて学習する。

提供献立によるグループ
ワーク

予習：テキスト
第12章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第12回
増
野
弥
生

（演習）後期高齢者の食事
の調整・供食を通して、高
齢者の栄養ケア・マネジメ
ントについて学習する。

アセスメントシートの作成
を行いパワーポイントを用
いて発表し、理解を深め
る：ディスカッション、グ
ループワーク

予習：テキスト
第12章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第13回
増
野
弥
生

（演習）スポーツ時のエネ
ルギー代謝を学び、栄養ア
セスメントを行い、さらに
食事計画を学ぶ。

献立作成・発注表作成：
ディスカッション、グルー
プワーク

予習：テキスト
第13章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。 60分
復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第14回
増
野
弥
生

（実習）スポーツ時のエネ
ルギー代謝を学び、栄養ア
セスメントを行い、さらに
食事計画を行う。

自主献立の実習：グループ
ワーク

予習：テキスト
第13章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。 60分
復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第15回
増
野
弥

（発表）スポーツ選手の食
事の調整・供食実習を通し
て、スポーツ時のエネル
ギー代謝を学び、栄養アセ

作成したアセスメントシー
ト・献立を使用し、スポー
ツ選手の栄養ケア・マネジ
メントをパワーポイントを

予習：テキスト
第13章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。 60分



生 スメント、食事計画を検討
する。

用いて発表する。： プレゼ
ンテーション、ディスカッ
ション、グループワーク

復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

教科書
「応用栄養学実習－ケーススタディ-で学ぶ栄養マネジメント-」五関正江・小林三智子編著 建帛
社
参考書
「応用栄養学」朝倉書店（応用栄養学Ⅰ・Ⅱで使用した教科書）
「日本人の食事摂取基準（2020年版）」
食品成分表（7訂）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。
本試験（50%）、レポートなど提出物（50%)を総合して評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
献立、アセスメントシートは添削後、返却する。
履修のポイント
応用栄養学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学んだ各ライフステージの特徴と食事摂取基準（2020年版）を復習して
おく。
課題は、出来るだけ授業時間内にレポートにまとめ、提出期限を厳守する。
個人レポートは各自完成させ、グループワークには積極的に参加すること。
調理実習時は管理栄養士を目指す学生としての自覚をもち、体調管理と清潔な身だしなみを心が
けること。
オフィス・アワー
月・火・水・金曜日の昼休み、１１号館研究室１８にて対応する。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R260



講義コード 20700002
講義名 応用栄養学実習（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし

授業の概要と教育目標
①～⑥の各ライフステージ及び特殊環境の対象者について栄養ケア・マネジメントを学
ぶ。PDCAサイクルに基づき栄養アセスメント・食事ケア計画の作成と食事の調整・供食実習を
行い、各ライフステージの食事摂取基準を理解し、対象者に適した栄養ケア・マネジメントのス
キルを身に付けることができる。
①妊娠期・授乳期 ②乳児期・離乳期 ③思春期 ④成人期 ⑤高齢期 ⑥スポーツ時
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「3.多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係わる栄養・食
事管理、栄養教育、臨床栄養並びに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得し
ている」に基づき、各対象者に適した栄養ケア・マネジメントのスキルを身に付けることを目指
すものとする。
到達目標
・各ライフステージの特性を理解できる。
・各ライフステージにおいて対象者に応じた栄養アセスメントを実施し、ケアプログラムを作成
するスキルを身につけることができる。
・各対象者の栄養管理を、食事計画やその実習を通して習得できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
増
野
弥
生

（演習）実習･演習の内容
説明、班分け、実習・ 演
習の注意事項、栄養ケア・
マネジメント（栄養 アセ
スメント及び栄養ケア・計
画の作成）について女子大

アセスメントシートの作
成、評価表を用い、理解 を
深める。：グループワーク

予習：テキスト
第1章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分
復習：配布プリント
を見直す。ノート整



生を対象者として学ぶ。 理を行う。 60分

第2回
増
野
弥
生

（演習）栄養ケア・マネジ
メント（栄養アセスメ ン
ト及び栄養ケア・計画の作
成）について女子大生を対
象者として学ぶ。

発表(プレゼンテーショ
ン）：アセスメントシー ト
を作成・パワーポイントを
用いて発表を行い、 理解を
深める。

予習：テキスト
第1章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリント を見直す。
ノート整理を行う。
60分

第3回
増
野
弥
生

（演習）妊娠期・授乳期の
生理的特徴を理解し、栄養
アセスメント・食事計画を
行う。

アセスメントシートの作成
を行い理解を深める： グ
ループワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る60分 復習：配布プ
リントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第4回
増
野
弥
生

（演習）妊娠期・授乳期の
生理的特徴を理解し、栄養
アセスメント・食事計画を
行う。

自主献立作成・発注：グ
ループワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第5回
増
野
弥
生

（実習）妊娠期・授乳期の
食事の調整・供食実習を通
して妊婦・授乳婦の栄養ケ
ア・マネジメントについて
学習する。

自主献立の実習：グループ
ワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第6回
増
野
弥
生

（演習）妊娠期・授乳期の
食事の調整・供食実習を通
して妊婦・授乳婦の栄養ケ
ア・マネジメントについ
て、班ごとにPPにて資料を
作成し発表する。

作成したアセスメントシー
ト・献立を使用し、妊娠時
の栄養ケア・マネジメント
をパワーポイントを用いて
発表する。：プレゼンテー
ション、グループワーク

予習：テキスト
第5章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリント を見直す。
ノート整理を行う。

第7回
増
野
弥
生

（実習）調乳と調乳器具の
滅菌操作、離乳食の調整・
供食実習を通して、乳児期
の栄養ケア・マネジメント
について学習する。

調乳・提供献立(離乳食）：
グループワーク

予習：テキスト
第6章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第8回
増
野
弥
生

（演習）思春期の食事の調
整・供食を通して思春期の
栄養ケア・マネジメントに
ついて学習する。

アセスメントシートの作
成、献立作成、発注： ディ
スカッション、グループ
ワーク

予習：テキスト
第8章、第9章及び応
用栄養学Ⅰで使用し
たテキストをよく読
んでくる。 60分 
復習：配布プリント



を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第9回
増
野
弥
生

(実習）思春期の食事の調
整・供食を通して思春期の
栄養ケア・マネジメントに
ついて学習する。

アセスメントシートの作成
を行い理解を深める： ディ
スカッション、グループ
ワーク

予習：テキスト
第8章、第9章及び応
用栄養学Ⅰで使用し
たテキストをよく読
んでくる。 60分 
復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第10回
増
野
弥
生

（演習）高齢期の生理的特
徴を学び栄養アセスメン
ト・食事計画を行う。

アセスメントシートの作成
を行いパワーポイント を用
いて発表し、理解を深め
る：ディスカッショ ン、グ
ループワーク

予習：テキスト
第12章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第11回
増
野
弥
生

（実習）後期高齢者の食事
の調整・供食を通して、高
齢者の栄養ケア・マネジメ
ントについて学習する。

提供献立によるグループ
ワーク

予習：テキスト
第12章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第12回
増
野
弥
生

（演習）後期高齢者の食事
の調整・供食を通して、高
齢者の栄養ケア・マネジメ
ントについて学習する。

アセスメントシートの作成
を行いパワーポイントを用
いて発表し、理解を深め
る：ディスカッション、グ
ループワーク

予習：テキスト
第12章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。60分 復習：配布
プリントを見直す。
ノート整理を行う。
60分

第13回
増
野
弥
生

（演習）スポーツ時のエネ
ルギー代謝を学び、栄養ア
セスメントを行い、さらに
食事計画を学ぶ。

献立作成・発注表作成：
ディスカッション、グルー
プワーク

予習：テキスト
第13章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。 60分
復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第14回
増
野
弥
生

（実習）スポーツ時のエネ
ルギー代謝を学び、栄養ア
セスメントを行い、さらに
食事計画を行う。

自主献立の実習：グループ
ワーク

予習：テキスト
第13章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。 60分
復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

第15回
増
野
弥

（発表）スポーツ選手の食
事の調整・供食実習を通し
て、スポーツ時のエネル
ギー代謝を学び、栄養アセ

作成したアセスメントシー
ト・献立を使用し、スポー
ツ選手の栄養ケア・マネジ
メントをパワーポイントを

予習：テキスト
第13章及び応用栄養
学Ⅰで使用したテキス
トをよく読んでく
る。 60分



生 スメント、食事計画を検討
する。

用いて発表する。： プレゼ
ンテーション、ディスカッ
ション、グループワーク

復習：配布プリント
を見直す。ノート整
理を行う。 60分

教科書
「応用栄養学実習 -ケ－ススタディ－で学ぶ栄養マネジメント」建白社
参考書
「応用栄養学」朝倉書店（応用栄養学Ⅰ・Ⅱで使用した教科書）
「日本人の食事摂取基準（2020年版）」
食品成分表（7訂）
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上。
本試験（50%）、レポートなど提出物（50%)を総合して評価する
課題等に対する
フィードバックの方法
献立、アセスメントシートは添削後、返却する。
履修のポイント
応用栄養学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで学んだ各ライフステージの特徴と食事摂取基準（2020年版）を復習して
おく。課題は、出来るだけ授業時間内にレポートにまとめ、提出期限を厳守する。
個人レポートは各自完成させ、グループワークに積極的に参加すること。
調理実習時は管理栄養士を目指す学生としての自覚をもち、体調管理と清潔な身だしなみを心が
けること。
オフィス・アワー
月・火・水・金曜日の昼休み、１１号館研究室１８にて対応する
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R260



講義コード 20710001
講義名 栄養教育論Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統合し
た授業を展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮原 公子 指定なし
教員 齋藤 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育は、対象者の健康や生活の質（QOL）の向上に向けて実践するもので、同時に管理栄養
士の役割や使命ともなるものである。そのためには、基本的事項である栄養教育の概念や栄養教
育・指導の歴史、栄養教育計画の立案・実施・評価・検討という一連のPDCAサイクルを回した
栄養教育マネジメントを学習する。特に栄養教育計画の立案には、学習者の現状を把握すること
が重要であるため、アセスメントおよび行動科学の理論について修得する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養教育の対象であるライフステージ・ライフスタイルに応じ、専門性を発揮した栄養教育を実
践し、社会が求める管理栄養士の役割を果たすことができる必要な知識や技術を修得している。
到達目標
(1)栄養教育の定義や目標を理解し、管理栄養士の役割や使命を説明できる。
(2)栄養教育における行動変容の理論や行動療法の必要性を理解し、栄養教育実践の場で活用す
る知識や技術を修得している。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○授業内容の説明（進
め方・評価方法）
○栄養教育の目的・目
標
○栄養教育の必要性、
栄養教育の対象と機
会
○目指す管理栄養士

これまで学習を踏まえ、
自分が目指す管理栄養士
の小論文を論理だって記
述する。

予習90分：栄養士法第1条を
調べておく。
復習90分：目指す管理栄養
士の小論文を仕上げる。

宮



第2回

原
公
子
齋
藤
陽
子

○栄養教育・指導の歴
史
○国際的栄養の動向
○栄養教育と行動科学

予習90分：栄養教育の目的
を調べておく。
復習90分：栄養教育の目
的・目標をまとめる。予習
で調べた内容との相違点を
確認する。

第3回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○行動科学理論と栄養
教育
○生活習慣病・健康増
進と栄養教育

生活習慣病予防と食生活
の関連を調べ、小グルー
プ内でディスカッション
する。

予習90分：生活習慣病とは
を説明できるよう調べてお
く。
復習90分：生活習慣病と食
生活の関連をレポートす
る。

第4回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○行動療法における問
題解決
○行動療法からみた食
行動の特性

予習90分：栄養教育におけ
る行動療法とは何かを調べ
る。
復習90分：栄養教育に行動
療法が必要な理由をまとめ
る。

第5回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○健康増進や生活習慣
病に共通したコント
ロール
○心理的要因、変容に
必要条件

予習90分：栄養教育に影響
する要因を調べておく。
復習90分：心理的要因、変
容に必要な条件をまとめ
る。

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○カウンセリングの基
本
○カウンセリングとは
○栄養カウンセリング

DVDを視聴することでカ
ウンセリングの基本を、
小グループで話し合い共
有する。

予習90分：栄養カウンセリ
ングとはを調べておく。
復習90分：カウンセリング
の基本をまとめる。予習で
調べた内容との相違点を確
認する。

第7回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○組織・地域づくりへ
の展望と食環境づく
り
○食環境と栄養教育

予習90分：栄養教育におけ
る食環境づくりの方法を調
べる。
復習90分：食環境づくりの
重要性を事例をあげてまと
める。

第8回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○栄養教育の特性
○栄養教育の対象
○栄養教育のマネジメ
ント

予習90分：栄養教育の対象
者を調べておく。
復習90分：栄養教育マネジ
メントの内容をまとめる。



第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○栄養教育のマネジメ
ントの実際
○対象と機会別の事例
の演習

栄養教育の事例を基に、
小グループでディスカッ
ションをして実際をまと
める。

予習90分：栄養教育マネジ
メントサイクルを調べてお
く。
復習90分：栄養教育マネジ
メントサイクルをまとめ、
事例をとおして確実に習得
する。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○アセスメントの目的
○アセスメントの種
類･方法
○情報収集の方法

二次データの情報収集方
法の演習を取り入れ、小
グループでディスカッ
ションする。

予習90分：アセスメントの
意味と種類を調べておく。
復習90分：二次データの入
手方法と種類をまとめる。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○系統的・食行動とア
セスメント
○栄養・食生活調査等
の実際

栄養・食生活の方法とし
て、食物摂取頻度法によ
る把握法を体験する。

予習90分：栄養・食生活の
アセスメントの方法を調べ
ておく。
復習90分：栄養・食生活調
査の種類や方法をまとめ
る。

第12回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○栄養教育プログラム
の基本
○栄養教育の目標設定
○教育方法の選択

予習90分：栄養教育プログ
ラムの方法を調べておく。
復習90分：栄養教育の目標
設定の事例をあげまとめ
る。

第13回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○教材の種類と特性
・食生活指針
・食事バランスガイ
ド
・食品群等の活用

予習90分：わが国における
メジャーな教材は何か調べ
ておく。
復習90分：食生活指針、食
事バランスガイドの活用の
実際をまとめる。

第14回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○栄養教育プログラム
の作成
○栄養・食生活デザイ
ンの提示による教育

栄養・食生活提示案の立
案を演習し、助言を踏ま
えて作成の実際を体験す
る。

予習90分：献立計画の持つ
役割を調べておく。
復習90分：栄養・食生活デ
ザイン提示案を完成させ
る。

第15回

宮
原
公
子
齋
藤
陽

○プレゼンテーショ
ン：二次データを活
用した栄養アセスメ
ントの活用
○行動科学理論の活用
○授業のまとめ

小グループでプレゼン
テーションを行い、相互
に評価をする。
そのことで、授業のまと
めとなるようにする。

予習90分：プレゼンテー
ションの内容を練習してお
く。
復習90分：プレゼンテー
ションので相互評価の内容
を整理しておく。授業のま
とめをする。



子

教科書
教 科 書：健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂4版 丸山千鶴子ほか編著（南江堂）
配布資料：授業概要としてプリント配布
参考書
クエスチョンバンク管理栄養士国家試験解説 （2018版）
楽しく学ぶ献立の教材化の理論と実践 宮原公子編著（東山書房）
成績評価の方法・基準
単位認定基準60点以上
評価方法：定期試験（80％） 課題・授業の取り組み態度（20％）で評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業概要を活用し、各自、意欲的に学習に取り組んで欲しい。授業終了時に授業内容の確認・課
題・予習として授業の要点をまとめフィードバックする。そのまとめをとおして、管理栄養士の
根幹となる栄養教育の学びをとおしてモチベーションを高めていただきたい。
履修のポイント
栄養教育論Ⅰでは、管理栄養士の栄養教育・指導業務に関わる内容を総論的に学習し、栄養教育
論Ⅱ･Ⅲ、栄養教育論実習および臨地実習に繋げていく。確認テストや課題レポートを課すこと
があるので、積極的に取り組んで欲しい。また、私語、本講義と関係ない作業をすること、無断
退席など厳に慎むこと。
オフィス・アワー
＜宮原・齋藤＞
曜日：火曜日から金曜日までの4日間
時間：12:45～13:15（昼休み）
場所：11号館3階 19研究室（宮原）6研究室（齋藤）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R231



講義コード 20720001
講義名 栄養教育論Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統合し
た授業を展開する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
近年の栄養教育の分野では、科学的根拠および理論に基づいて栄養教育の対象者の行動変容を促
す企画・実施、その実践活動を評価を組織や社会に発信していく能力を有する人材が期待されて
いる。
本講義では栄養教育を企画する際に社会のニーズを踏まえ、科学的根拠に基づくプログラムの立
案、さらに栄養教育の目的・目標、実践・評価時の教育内容や手法について、管理栄養士として
必要な基礎知識を習得する。したがって、講義だけでなく演習を取り入れ能動的な学習ができる
ように授業をすすめる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
ライフステージ・ライフサイクル別の利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣などを把握し、
栄養教育に関して必要な知識や技術を修得している。
また、栄養教育マネジメント（計画・実施・評価・改善）に必要な知識と技能に関する基本的事
項を修得している。
到達目標
１．社会のニーズや対象者であるライフステージ・スタイルに応じた健康課題、栄養教育の特徴
を理解している。
２．PDCAサイクルにしたがって行う栄養教育マネジメントを理解している。
３．管理栄養士が行う栄養教育に必要な知識と技術を統合できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
宮
原

○ガイダンス：栄養
教育Ⅱの授業概要
（授業内容、進め
方・評価 方法）の
説明
○栄養教育の機会･

○これまで学習した内容
を踏まえ、自己が目指す
管理栄養士像をグループ

予習90分：栄養教育の機会と場
を復習しておく。
復習90分：管理栄養士に必要な



公
子 対象施設別管理栄養士
○管理栄養士に必要
なプレゼンテー
ション能力

でディスカッションす
る。

スキルを学習ノートにまとめ
る。

第2回
宮
原
公
子

○栄養教育と目的・
目標と管理栄養士 
○諸外国の管理栄養
士と国際的な動向
○管理栄養士の方向
性と課題

予習90分：管理栄養士に社会が
求めているものはないかを調べ
ておく。
復習90分：栄養教育の目的と管
理栄養士の役割をまとめる。

第3回
宮
原
公
子

○ライフステージ・
スタイル別栄養教
育①
・妊娠期の栄養教
育の課題と要点
・乳幼児期の栄養
教育の課題と要点

予習90分：妊娠期・乳幼児期の
栄養教育の課題を調べておく。
復習90分：妊娠期・乳幼児期の
栄養教育の要点をまとめる。予
習で調べたこととの違いを確認
する。

第4回
宮
原
公
子

○ライフステージ・
スタイル別栄養教
育②：学童期・思
春期①
・学童期・思春期
の栄養教育の課題
と要点
・プレゼンテー
ション計画書の作
成

○二次データを活用した
学童期・思春期の健康課
題をプレゼン計画書に起
こす。

予習90分：学童期・思春期期の
栄養教育の課題を調べておく。
復習90分：学童期・思春期の栄
養教育の要点をまとめる。プレ
ゼン計画書を作成準備する。

第5回
宮
原
公
子

○ライフステージ・
スタイル別栄養教
育③：学童期・思
春期②
・学童期・思春期
の栄養教育の実際
・健康課題のプレ
ゼンテーション

○小グループで、作成し
た栄養教育計画の構想を
プレゼンし、相互に評価
する。

予習90分：プレゼンテーション
での内容を練習する。
復習90分：学童期・思春期期の
栄養教育の要点をまとめる。評
価内容を整理し、次回プレゼン
の場に生かせるようにする。

第6回
宮
原
公
子

○ライフステージ・
スタイル別栄養教
育④：成人期・高
齢期
・成人期の栄養教
育の課題と要点
・高齢期の栄養教
育の課題と要点

予習90分：成人期・高齢期の栄
養教育の課題を調べておく。
復習90分：成人期・高齢期の栄
養教育の要点をまとめる。予習
で調べたこととの違いを確認す
る。

第7回
宮
原
公
子

○ライフステージ・
スタイル別栄養教
育⑤
・障害者の栄養教
育の課題と要点
・傷病者の栄養教
育の課題と要点
・実践事例をとお
した理解

○栄養教育実践事例の紹
介を基に、対象者に応じ
た栄養教育とは何かを発
表し合う。

予習90分：障害者期・傷病者の
栄養教育の課題を調べておく。
復習90分：障害者・傷病者の栄
養教育の要点をまとめる。予習
で調べたこととの違いを確認す
る。



第8回
宮
原
公
子

○栄養教育のための
アセスメントの目
的と実施・分析・
活用
・栄養アセスメン
トの重要性
・栄養アセスメン
トの分析
・栄養アセスメン
トの活用

予習90分：栄養アセスメントと
は何かを確認しておく。
復習90分：栄養アセスメントの
種類と方法を整理する。

第9回
宮
原
公
子

○栄養教育プログラ
ムの作成(1)
・栄養教育全体計
画 
・栄養教育目標の
設定

○ワークシート「栄養教
育全体計画」作成を練習
する。

予習90分：栄養教育のプログラ
ムかを調べておく。
復習90分：栄養教育の目的と管
理栄養士の役割をまとめる。

第10回
宮
原
公
子

○栄養教育プログラ
ムの作成(2)
・プログラムの作
成 
・学習指導案の作
成 

○プログラム・学習指導
計画案の作成ポイントを
演習し、小グループで検
討し合う。

予習90分：学習指導計画案の様
式を調べておく。
復習90分：演習したプログラム
と学習指導計画案を指定された
部分を完成させる｡

第11回
宮
原
公
子

○栄養教育プログラ
ムの作成(3)
・教材作成 
・教材の提示方
法・活用
・教材作成の要点
と実際
・食育SATを利用し
た栄養教育

○体験型栄養教育媒体で
ある「食育SAT]の体験を
することで、栄養教育能
力の必要性を実感する。

予習90分：栄養教育教材の種類
を調べておく。
復習90分：栄養教育教材作成の
要点を整理しておく。

第12回
宮
原
公
子

○栄養教育の実施者
の技術 
・栄養教育実施に
必要な準備内容
・栄養教育の評価

予習90分：栄養教育者に必要な
技術は何か調べておく。
復習90分：栄養教育者に必要な
技術を整理する。予習で調べた
こととの違いを確認する。

第13回
宮
原
公
子

○PDCAサイクルに
回した栄養教育の
評価 
・評価の意義
・評価の方法
・評価の手順

○栄養教育目標の設定か
ら評価に取り組み、グ
ループでディスカッショ
ンする。

予習90分：栄養教育におけ
るPDCAサイクルについて調べ
ておく。
復習90分：栄養教育の目標に対
する評価の方法をまとめる。

第14回
宮
原
公
子

○栄養教育マネジメ
ントで用いる理論
とモデル 
・栄養教育におけ
る行動科学とは
・行動科学の理論
の必要性

予習90分：行動科学とはの意味
を調べておく。
復習90分：栄養教育に行動科学
の理論の必要性をまとめる。

○授業の要点とまと
予習90分：管理栄養士が行う栄
養教育をまとめる。



第15回
宮
原
公
子

め 
・栄養教育実施と
今後の方向性 
・栄養教育の実践
へ繋げる

○栄養教育論で学習した
内容をディスカッション
し、3年生の実習に向け
て意欲を高める。

復習90分：行動科学の理論とモ
デルと栄養教育における活用の
まとめをする。
3年生開講の栄養教育論実
習Ⅰ・Ⅱにつなげるように学習を
まとめる。

教科書
教 科 書：健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂４版 丸山千鶴子ほか 編著（南江堂）
配布資料：授業概要としてプリントを配布する。
参考書
クエスチョンバンク管理栄養士国家試験解説（2020版）
献立の教材化の理論と実践 宮原公 編著 （東山書房）
成績評価の方法・基準
単位認定基準60点以上
評価方法：定期試験（80％） 課題・レポート（10％） 授業への参加度（10％）
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回配布する授業概要を活用し、各自、意欲的に学習に取り組んで欲しい。授業終了時に授業の
要点（確認 課題 予習）をまとめるので、まとめた内容を確実に学習し、管理栄養士業務の根幹
となる栄養教育論の学びをとおして、モチベーションを高めていただきたい。毎回の授業概要を
活用してフィードバックする。さらに、授業確認票を毎回双方向で評価するので、有効活用を奨
める。
履修のポイント
栄養教育論Ⅱでは、管理栄養士が行う栄養教育の内容を各論的に学習し、栄養教育論Ⅲ、栄養教
育論実習Ⅰ・Ⅱに繋げていく。確認テストや課題レポートを課すので、積極的に取り組んで欲し
い。また、私語、本講義と関係のない作業をすること、無断退席など厳に慎むこと。
オフィス・アワー
曜日：火曜日から金曜日までの4日間
時間：12:45～13:15
場所：11号館3階 19研究室（宮原研究室）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R232



講義コード 20730001
講義名 栄養教育論Ⅲ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践活動の場で栄養教育を行った経歴を有している教員
が、理論と実践させた栄養教育が実践できるよう能動的学習を展開する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育においては、個人・個人間、集団や社会の行動変容及び栄養カウセリングの実施に向け
て、コミュニケーション技術は必須である。本授業においては、栄養教育のための理論的基礎知
識と技法を理解し、既学習を整理し、管理栄養士に必要な「栄養教育力」「マネジメント能力」
「コミュニケーション能力」であるスキルをまとめる。教育目標は、栄養教育と行動科学、行動
科学の理論とモデル、栄養カウンセリング、行動変容技法の概念、組織・地域づくりへの展開及
び食環境づくりとの関連をとおして、理論と実践を結びつけて学修することを目的とする。

卒業認定・学位授与の方針との関連
これまでの学習した専門基礎科目と専門科目（基礎栄養学・応用栄養学、臨床栄養学、公衆栄養
学、給食経営管理論）を統合･発展させる。そのことにより、多様な社会のニーズ、変化に対応
できる知識・技術を身につけ、実践栄養教育の場において職業人として活躍できる知識・技術を
修得している。

到達目標
１．栄養教育の意義及び目的に応じた理論と技法について理解する。
２．栄養教育で活用する行動科学理論の基礎および行動変容技法を理解する。
３．栄養教育の実践場面で何を求められているか理解し、21世紀を担う高度な管理栄養士として
の自覚を持つことができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時間

宮
原
公

○ガイダンス：栄養教育
論Ⅲ授業概要（教育目
標・到達目標、評価方 栄養教育におけるPDCAサ

予習90分：管理栄養士が
行う栄養教育の役割を復



第1回 子
齋
藤
陽
子

法、授業の進め方）の説
明
○栄養教育確認テスト：
栄養教育論Ⅰ・Ⅱの既習
学習

イクルを回したマネジメン
トの重要性を、小グループ
でディスカッションする。

習しておく。
復習90分：栄養教育と行
動科学の理論を学習ノー
トにまとめる。

第2回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動科学の理論とモデル
に関する理論の解説(1)
○食行動変容と栄養教育
①
○個人・個人間、集団や
社会の行動変容の理論①
・健康信念モデル
・KAP/KABモデル

小グループ分けによる小集
団においてのデスカッショ
ン

予習90分：行動科学の理
論・モデルの種類を調べ
ておく。
復習90分：食行動変容に
関するプレゼンと事例演
習の準備をする。

第3回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動科学の理論とモデル
に関する理論の解説(2)
○食行動変容と栄養教育
②
○個人・個人間、集団や
社会の行動変容②
・行動変容段階モデル、
・計画的行動理論

Aグループ：プレゼンテー
ション準備① 
Bグループ：〔課題解決学
習〕行動科学理論とモデル
収集

予習90分：行動科学の理
論とモデルの種類を調べ
ておく。
復習90分：食行動変容に
関するプレゼンと事例演
習の準備をする。

第4回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動科学の理論とモデル
に関する理論の解説(3)
○食行動変容と栄養教育
③
○個人・個人間、集団や
社会の行動変容③
・社会的学習理論、
・社会的認知理論

Aグループ：プレゼンテー
ション実施① 
Bグループ：〔課題解決学
習〕行動科学理論とモデル
実施

予習90分：行動科学の理
論とモデルの種類を調べ
ておく。
復習90分：食行動変容に
関するプレゼンと事例演
習の準備をする。

第5回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動科学の理論とモデル
に関する理論の解説(4)
○食行動変容と栄養教育
④
○個人・個人間、集団や
社会の行動変容④
・レスポンデンス学習理
論
・オペラント学習理論

Aグループ：〔課題〕行動
科学理論とモデル収集
Bグループ：プレゼンテー
ション準備②

予習90分：行動科学の理
論とモデルの種類を調べ
ておく。
復習90分：食行動変容に
関するプレゼンと事例演
習の準備をする。

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動科学の理論とモデル
に関する理論の解説(5)
○食行動変容と栄養教育
⑤
○個人・個人間、集団や
社会の行動変容⑤
・ソーシャルネットワー
ク
・ソーシャルサポート

Aグループ：〔課題〕行動
科学理論とモデル実施
Bグループ：プレゼンテー
ション実施②

予習90分：行動科学の理
論とモデルの種類を調べ
ておく。
復習90分：食行動変容に
関するプレゼンと事例演
習の準備をする。

第7回

宮
原
公
子
齋
藤
陽

栄養カウンセリングに関
する理論の解説(1)
○栄養カウンセリングの
本質①
○栄養カウンセリング①
・カウンセリングマイン
ド

Aグループ：〔課題〕行動
科学理論とモデル実施
Bグループ：プレゼンテー
ション実施②

予習90分：栄養カウンセ
リングの基本的事項を調
べておく。
復習90分：栄養カウンセ
リングに関するプレゼン
と事例演習の準備をす
る。



子 ・ラポールの形成

第8回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養カウンセリングに関
する理論の解説(2)
○栄養カウンセリングの
本質②
○栄養カウンセリング②
・対人コミュニケーショ
ン
・コーチング①

Aグループ：プレゼンテー
ション準備②
Bグループ：〔課題〕栄養
相談・カウンセリング収集

予習90分：栄養カウンセ
リングの基本的事項を調
べておく。
復習90分：栄養カウンセ
リングに関するプレゼン
と事例演習の準備をす
る。

第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養カウンセリングに関
する理論の解説(3)
○栄養カウンセリングの
本質③
○栄養カウンセリング③
・コーチング②
・行動カウンセリング

Aグループ：プレゼンテー
ション実施②
Bグループ：〔課題〕栄養
相談・カウンセリング実施

予習90分：栄養カウンセ
リングの基本的事項を調
べておく。
復習90分：栄養カウンセ
リングに関するプレゼン
と事例演習の準備をす
る。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動変容に関する理論の
解説(1)
○個人の行動を促す技法
① 
○行動変容技法①
・社会変革モデル
・プリシード・プロシー
ドモデル①

Aグループ：プレゼンテー
ション実施②
Bグループ：〔課題〕栄養
相談・カウンセリング実施

予習90分：栄養教育にお
ける個人の行動を促す技
法を調べておく。
復習90分：栄養教育にお
ける個人の行動を促す技
法に関するプレゼンと事
例演習の準備をする。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動変容に関する理論の
解説(2)
○個人の行動を促す技法
② 
○行動変容技法②
・プリシード・プロシー
ドモデル②
・コミュニケーションモ
デル

Aグループ：〔課題〕行動
科学理論とモデル準備
Bグループ：プレゼンテー
ション準備②

予習90分：栄養教育にお
ける個人の行動を促す技
法を調べておく。
復習90分：栄養教育にお
ける個人の行動を促す技
法に関するプレゼンと事
例演習の準備をする。

第12回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

行動変容に関する理論の
解説(2)
○個人の行動を促す技法
③ 
○行動変容技法③
・コミュニティーオーガ
ニゼーション
・イノベ―ション普及理
論

Aグループ：〔課題〕行動
科学理論とモデル実施
Bグループ：プレゼンテー
ション実施②

予習90分：栄養教育にお
ける個人の行動を促す技
法を調べておく。
復習90分：栄養教育にお
ける個人の行動を促す技
法に関するプレゼンと事
例演習の準備をする。

第13回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

組織・地域・食環境づく
りの解説(1)
○集団や社会の行動変容
①
○組織・地域・食環境づ
くり①
・ネットワークづくり
・自助集団

Aグループ：プレゼンテー
ション実施①
Bグループ：〔課題〕組
織・地域・食環境づくり収
集①

予習90分：組織・地域・
食環境づくりと栄養教育
を調べておく。
復習90分：組織・地域・
食環境づくりと栄養教育
に関するプレゼンと事例
演習の準備をする。

宮
原
公

組織・地域・食環境づく
りの解説(2)
○集団や社会の行動変容
②

Aグループ：プレゼンテー
ション実施②

予習90分：組織・地域・
食環境づくりと栄養教育
を調べておく。



第14回 子齋
藤
陽
子

○組織・地域・食環境づ
くり②
・集団力学（グループダ
イナミックス）
・エンパワメント

Bグループ：〔課題〕組
織・地域・食環境づくり収
集②

復習90分：組織・地域・
食環境づくりと栄養教育
に関するプレゼンと事例
演習の準備をする。

第15回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

組織・地域・食環境づく
りの解説(3)
○集団や社会の行動変容
③
○組織・地域・食環境づ
くり③
・ポピュレーションアプ
ローチ）
・ハイリスクアプローチ

Aグループ：プレゼンテー
ション実施③
Bグループ：〔課題〕組
織・地域・食環境づくり実
施③

予習90分：組織・地域・
食環境づくりと栄養教育
を調べておく。
復習90分：組織・地域・
食環境づくりと栄養教育
に関するまとめをする。

教科書
健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂4版 丸山千鶴子ほか編著 （南江堂）
配布資料：授業概要としてプリント配布

参考書
参考文献：クエスチョンバンク管理栄養士国家試験解説（2020版）
日本人の食事摂取基準（2020年版）
成績評価の方法・基準
単位認定基準60点以上
評価方法：定期試験（80％） 課題・事例演習（10％）授業の取り組み（10％）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業は能動的学習を取り入れるので、積極的に参加してもらいたい。また、毎回配布する授業概
要を活用し、確実に基礎から応用を繋ぐ学習になるよう取り組んで欲しい。授業終了時に授業の
要点をまとめるので、確認・課題・予習を行い、栄養教育論の学びのまとめとなるようにしてい
ただきたい。授業出席カードによりフィードバックする。
履修のポイント
栄養教育論Ⅲでは、管理栄養士の栄養教育・指導業務に関わる内容を行動変容に焦点をあて学習
し、栄養教育栄養教育論Ⅰ･Ⅱ、栄養教育論実習Ⅰ・Ⅱ及び臨地実習のまとめとする。学習主題に
そったプレゼンテーションや事例課題を課すので、積極的に取り組み管理栄養士の専門性を高め
るようにする。
オフィス・アワー
＜宮原＞
曜日：火曜日から金曜日までの4日間 
時間：12:45～13:15 
場所：11号館3階 19研究室（宮原研究室）
＜齋藤＞
曜日：火曜日から金曜日までの4日間 
時間：12:45～13:15 
場所：11号館3階 6研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R270



講義コード 20740001
講義名 栄養教育論実習Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統合し
た栄養教育能力を高める授業を展開する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育の目的は、「人々の健康維持・増進および生活の質（QOL）の向上を目指し、ライフス
テージ別に望ましい栄養状態の実現を図ること」である。栄養教育論Ⅰ・Ⅱおよび専門基礎科目で
学んだ知識を基に、対象者の把握に必要なアセスメント手法や栄養教育の計画から評価までの基
本的手法を習得する。具体的には、栄養教育の対象と機会に応じた栄養教育の実際を学び、管理
栄養士として現場で活用できる実践力を身につけることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
ライフステージ・ライフサイクル別利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣など、エビデンス
を基にした栄養教育（小集団・ポピュレーションアプローチ）が現場で推進できるよう必要な知
識や技術を修得している。そのためには、PDCAサイクルにそった一連の流れ（Plan Do Check
Action）の実践力と考察力を身につけている。
到達目標
１．栄養アセスメントの目的・種類・方法の基本的事項を理解し、対象者と機会に応じたマネジ
メントの流れを習得する。
２．栄養教育全体計画を基に諸計画を作成し、必要な知識と技術を統合し具体的な栄養教育計画
の作成ができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

宮
原
公
子
齋
藤

オリエンテーショ
ン
・栄養教育論実習
の目的・目標
・栄養教育の理論
と実践を繋ぐ実習

栄養教育の必要性を二次
データを基にディスカッ
ションする。

予習：15分 栄養教育の必要性
を確認する。
復習：30分 栄養教育実習の目
的・目標を復習する。



陽
子 の方向性

第2回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（1）：臨
床診査
・栄養アセスメン
トの目的・種類・
方法
・問診による臨床
診査

問診による臨床診査をペア
で行い、グループ内で評価
し合う。

予習：30分 栄養アセスメント
の目的・種類・方法を確認す
る。
復習：45分 栄養アセスメント
の目的・種類・方法を理解す
る。

第3回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（2）：身
体計測
・身体状況の把握
と評価
・身体活動レベル
の推定（行動記
録）
・推定エネルギー
必要量の算出

身体計測の結果を基にグ
ループ内で評価し合う。

予習：15分 身体状況の把握の
仕方を調べる。
復習：30分 行動記録の書き
方、身体活動レベルおよび推
定エネルギー必要量の算出方
法を理解する。

第4回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（3）：食
事調査①
・栄養・食事調査
の種類と方法
・栄養状態の把握
と評価①（食物摂
取頻度調査法）

グループ内で入力したデー
タを評価し合う。

予習：30分 栄養・食事調査の
種類と方法を調べる。
復習：30分 食物摂取頻度調査
法の仕方を理解する。

第5回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（4）：食
事調査②
・栄養・食事調査
の種類と方法
・栄養状態の把握
と評価②（食事記
録）
・栄養計算ソフト
の使い方

食事記録をグループ内で評
価し合う。

予習：30分 食事記録の種類と
方法を調べる。
復習：30分 栄養計算ソフトの
使い方を理解し、その操作方
法を習得する。

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（5）：食
事調査③
・栄養・食事調査
の種類と方法
・栄養状態の把握
と評価③（食事バ
ランスガイド）

栄養状態の評価をグループ
内で行う。

予習：30分 食事バランスガイ
ドの概要を確認する。
復習：30分 食事バランスガイ
ドを用いた食品レベルおよび
料理レベルの評価を理解す
る。

第7回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（6）：分
析方法
・対象者のアセス
メント結果の分析
方法
・Excel関数を活
用した基本統計量
の求め方

栄養アセスメントの分析方
法を学習グループで共有
し、相互にスキルを高め合
う。

予習：15分 Excelの基本統計量
の仕方を確認する。
復習：30分 基本統計量の求め
方を復習する。



第8回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（1）
・対象者のアセス
メント実施
・アセスメント結
果の分析、課題抽
出
・二次データの活
用

栄養アセスメントを基に二
次データを活用し健康課題
をグループディスカッショ
ンする。

予習：15分 アセスメントの分
析方法を調べる。
復習：30分 二次データを利用
した課題抽出方法を復習す
る。

第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（2）
栄養教育全体計画
の立案①
対象者の決定、目
標の設定、計画書
の作成

栄養アセスメントを基に栄
養教育全体計画を立案す
る。

予習：15分 既学習した栄養教
育計画立案の仕方を確認す
る。
復習：30分 栄養教育における
目標設定の仕方を復習する。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（3）
栄養教育学習指導
案の作成
栄養教育指導案の
意義、目的

栄養教育全体計画を基に学
習指導案を作成する。

予習：15分 既学習した学習指
導案の作成の仕方を確認す
る。
復習：30分 栄養教育学習指導
案を仕上げる。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（4）
栄養・食生活デザ
イン提示案の作成
献立の教材化の理
論と実践

栄養教育学習指導案を基に
栄養・食生活デザイン提示
案を作成する。

予習：15分 管理栄養士が食品
レベル、料理レベルで提示す
る能力が求められる理由を考
える。
復習：90分 作成した提示案を
基に実物教材となる献立を試
作・評価する。

第12回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（5）
栄養教育における
教材
教材の種類
教材の効果的な活
用法
教材作成の実際

栄養教育全体計画を基に教
材を作成する。

予習：15分 栄養教育教材の役
割を確認する。
復習：30分 教材の種類、効果
的な活用方法の理解を深め、
教材を仕上げる。

第13回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（6）
栄養教育実施者の
技術
プレゼンテーショ
ン技術
プレゼンテーショ
ン計画書、原稿の
作成

「栄養教育マネジメント」
のプレゼンテーション計画
書および原稿を作成する。

予習：15分 プレゼンテーショ
ンの技術について調べる。
復習：30分 プレゼンテーショ
ン計画書、原稿を仕上げる。

第14回

宮
原
公
子
齋

栄養教育のマネジ
メント（7）
栄養教育計画に基
づいた対象者・機

グループ内で「栄養教育マ
ネジメント」のプレゼン
テーション行い、相互に評

予習：15分 プレゼンテーショ
ンの練習をする。
復習：30分 他者からの評価を



藤
陽
子

会別グループ内プ
レゼン

価し合う。 受け、修正・改善をする。

第15回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育
のPDCAサイクル
・栄養教育の計
画・展開・評価・
改善の実際
・実習のまとめ、
実習ノートの整理

グループ内で「栄養教育マ
ネジメント」の改善点など
をディスカッションする。

予習：15分 栄養教育全体計画
の修正・改善をする。
復習：30分 栄養教育論実習Ⅰ内
容を復習し、栄養教育論実
習Ⅱにつなげる。

教科書
教 科 書：健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂4版 丸山千鶴子ほか編著 南江堂
楽しく学ぶ献立の教材化の理論と実践 東山書房 
配布資料：授業概要としてプリント配布
参考書
栄養教育論実習 講談社 
日本人の食事摂取基準（2020年版）第一出版 

成績評価の方法・基準
単位認定：最終評価点 60点以上
評価方法：課題・レポート（60％）、確認テスト（25％）、授業参加度（15％）で評価する。

課題等に対する
フィードバックの方法
授業概要を活用し、各自、意欲的に学習に取り組んで欲しい。課題については、コメントを入れ
て返却する。授業準備は必須で確認・課題・予習を確実に行い、管理栄養士の業務の根幹をなす
栄養教育の技術を学びモチベーションを高めていただきたい。
履修のポイント
栄養教育論実習Ⅰでは、栄養教育の実践を総論的に学習してきたので、栄養教育論実習Ⅱに繋げて
いく。課題や情報収集としてレポートを課すことがあるので、滞ることなく取り組むようにす
る。
オフィス・アワー
宮原：火曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 19研究室（宮原研究室）
齋藤：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 6研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R251



講義コード 20740002
講義名 栄養教育論実習Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統合し
た栄養教育能力を高める授業を展開する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育の目的は、「人々の健康維持・増進および生活の質（QOL）の向上を目指し、ライフス
テージ別に望ましい栄養状態の実現を図ること」である。栄養教育論Ⅰ・Ⅱおよび専門基礎科目で
学んだ知識を基に、対象者の把握に必要なアセスメント手法や栄養教育の計画から評価までの基
本的手法を習得する。具体的には、栄養教育の対象と機会に応じた栄養教育の実際を学び、管理
栄養士として現場で活用できる実践力を身につけることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
ライフステージ・ライフサイクル別利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣など、エビデンス
を基にした栄養教育（小集団・ポピュレーションアプローチ）が現場で推進できるよう必要な知
識や技術を修得している。そのためには、PDCAサイクルにそった一連の流れ（Plan Do Check
Action）の実践力と考察力を身につけている。
到達目標
１．栄養アセスメントの目的・種類・方法の基本的事項を理解し、対象者と機会に応じたマネジ
メントの流れを習得する。
２．栄養教育全体計画を基に諸計画を作成し、必要な知識と技術を統合し具体的な栄養教育計画
の作成ができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

宮
原
公
子
齋
藤

オリエンテーショ
ン
・栄養教育論実習
の目的・目標
・栄養教育の理論
と実践を繋ぐ実習

栄養教育の必要性を二次
データを基にディスカッ
ションする。

予習：15分 栄養教育の必要性
を確認する。
復習：30分 栄養教育実習の目
的・目標を復習する。



陽
子 の方向性

第2回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（1）：臨
床診査
・栄養アセスメン
トの目的・種類・
方法
・問診による臨床
診査

問診による臨床診査をペア
で行い、グループ内で評価
し合う。

予習：30分 栄養アセスメント
の目的・種類・方法を確認す
る。
復習：45分 栄養アセスメント
の目的・種類・方法を理解す
る。

第3回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（2）：身
体計測
・身体状況の把握
と評価
・身体活動レベル
の推定（行動記
録）
・推定エネルギー
必要量の算出

身体計測の結果を基にグ
ループ内で評価し合う。

予習：15分 身体状況の把握の
仕方を調べる。
復習：30分 行動記録の書き
方、身体活動レベルおよび推
定エネルギー必要量の算出方
法を理解する。

第4回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（3）：食
事調査①
・栄養・食事調査
の種類と方法
・栄養状態の把握
と評価①（食物摂
取頻度調査法）

グループ内で入力したデー
タを評価し合う。

予習：30分 栄養・食事調査の
種類と方法を調べる。
復習：30分 食物摂取頻度調査
法の仕方を理解する。

第5回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（4）：食
事調査②
・栄養・食事調査
の種類と方法
・栄養状態の把握
と評価②（食事記
録）
・栄養計算ソフト
の使い方

食事記録をグループ内で評
価し合う。

予習：30分 食事記録の種類と
方法を調べる。
復習：30分 栄養計算ソフトの
使い方を理解し、その操作方
法を習得する。

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（5）：食
事調査③
・栄養・食事調査
の種類と方法
・栄養状態の把握
と評価③（食事バ
ランスガイド）

栄養状態の評価をグループ
内で行う。

予習：30分 食事バランスガイ
ドの概要を確認する。
復習：30分 食事バランスガイ
ドを用いた食品レベルおよび
料理レベルの評価を理解す
る。

第7回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のアセス
メント（6）：分
析方法
・対象者のアセス
メント結果の分析
方法
・Excel関数を活
用した基本統計量
の求め方

栄養アセスメントの分析方
法を学習グループで共有
し、相互にスキルを高め合
う。

予習：15分 Excelの基本統計量
の仕方を確認する。
復習：30分 基本統計量の求め
方を復習する。



第8回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（1）
・対象者のアセス
メント実施
・アセスメント結
果の分析、課題抽
出
・二次データの活
用

栄養アセスメントを基に二
次データを活用し健康課題
をグループディスカッショ
ンする。

予習：15分 アセスメントの分
析方法を調べる。
復習：30分 二次データを利用
した課題抽出方法を復習す
る。

第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（2）
栄養教育全体計画
の立案①
対象者の決定、目
標の設定、計画書
の作成

栄養アセスメントを基に栄
養教育全体計画を立案す
る。

予習：15分 既学習した栄養教
育計画立案の仕方を確認す
る。
復習：30分 栄養教育における
目標設定の仕方を復習する。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（3）
栄養教育学習指導
案の作成
栄養教育指導案の
意義、目的

栄養教育全体計画を基に学
習指導案を作成する。

予習：15分 既学習した学習指
導案の作成の仕方を確認す
る。
復習：30分 栄養教育学習指導
案を仕上げる。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（4）
栄養・食生活デザ
イン提示案の作成
献立の教材化の理
論と実践

栄養教育学習指導案を基に
栄養・食生活デザイン提示
案を作成する。

予習：15分 管理栄養士が食品
レベル、料理レベルで提示す
る能力が求められる理由を考
える。
復習：90分 作成した提示案を
基に実物教材となる献立を試
作・評価する。

第12回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（5）
栄養教育における
教材
教材の種類
教材の効果的な活
用法
教材作成の実際

栄養教育全体計画を基に教
材を作成する。

予習：15分 栄養教育教材の役
割を確認する。
復習：30分 教材の種類、効果
的な活用方法の理解を深め、
教材を仕上げる。

第13回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジ
メント（6）
栄養教育実施者の
技術
プレゼンテーショ
ン技術
プレゼンテーショ
ン計画書、原稿の
作成

「栄養教育マネジメント」
のプレゼンテーション計画
書および原稿を作成する。

予習：15分 プレゼンテーショ
ンの技術について調べる。
復習：30分 プレゼンテーショ
ン計画書、原稿を仕上げる。

第14回

宮
原
公
子
齋

栄養教育のマネジ
メント（7）
栄養教育計画に基
づいた対象者・機

グループ内で「栄養教育マ
ネジメント」のプレゼン
テーション行い、相互に評

予習：15分 プレゼンテーショ
ンの練習をする。
復習：30分 他者からの評価を



藤
陽
子

会別グループ内プ
レゼン

価し合う。 受け、修正・改善をする。

第15回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育
のPDCAサイクル
・栄養教育の計
画・展開・評価・
改善の実際
・実習のまとめ、
実習ノートの整理

グループ内で「栄養教育マ
ネジメント」の改善点など
をディスカッションする。

予習：15分 栄養教育全体計画
の修正・改善をする。
復習：30分 栄養教育論実習Ⅰ内
容を復習し、栄養教育論実
習Ⅱにつなげる。

教科書
教 科 書：健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂4版 丸山千鶴子ほか編著 南江堂
楽しく学ぶ献立の教材化の理論と実践 東山書房 
配布資料：授業概要としてプリント配布
参考書
栄養教育論実習 講談社 
日本人の食事摂取基準（2020年版）第一出版 

成績評価の方法・基準
単位認定：最終評価点 60点以上
評価方法：課題・レポート（60％）、確認テスト（25％）、授業参加度（15％）で評価する。

課題等に対する
フィードバックの方法
授業概要を活用し、各自、意欲的に学習に取り組んで欲しい。課題については、コメントを入れ
て返却する。授業準備は必須で確認・課題・予習を確実に行い、管理栄養士の業務の根幹をなす
栄養教育の技術を学びモチベーションを高めていただきたい。
履修のポイント
栄養教育論実習Ⅰでは、栄養教育の実践を総論的に学習してきたので、栄養教育論実習Ⅱに繋げて
いく。課題や情報収集としてレポートを課すことがあるので、滞ることなく取り組むようにす
る。
オフィス・アワー
宮原：火曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 19研究室（宮原研究室）
齋藤：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 6研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R251



講義コード 20750001
講義名 栄養教育論実習Ⅱ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統合し
た栄養教育能力を高める授業を展開する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育の実践は、ハイリスク者である個人を対象にするだけでなく、ポピュレーションアプ
ローチの視点を持つことが重要である。本授業では地域集団（地域・職場・学校等）を対象に、
食環境アプローチを視野に入れた栄養教育の実践力を養う。
栄養教育論実習Ⅰの基礎実習で習得した基本的知識と技能を生かし、行動科学理論やエビデンス
に基づき、企画推進・実践展開の仕方を応用実習として取り組んでいく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につ
けている。具体的には、エビデンスを基づいたポピュレーションアプローチ（ 教育的・環境的
）が管理栄養士の活躍の場で推進できるようになり、実践的な職業人として活躍できる知識・技
術を修得している。
到達目標
１．小集団・ポピュレーションを対象にした栄養教育において、行動科学理論が活用できるよう
になる。
２．小集団・ポピュレーションアプローチを実施する上での栄養教育の流れ（レビュー、アセス
メント、教育計画、目標設定、実施、評価）の体験をとおして、その知識と技能を習得する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

宮
原
公
子
齋
藤

オリエンテーション
・栄養教育論実
習Ⅱ授業概要（目
標・進め方）
・ポピュレーション
アプローチの視点を

○栄養教育論実習Ⅰの振り返
りを行い、グループ内で
ディスカッションを行い学
習に生かす。

予習：15分 ポピュレー
ションアプローチを調べ
る。 
復習：30分 ポピュレー
ションアプローチの特徴を



陽
子
持つ栄養教育 実習ノートにまとめる。

第2回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育実施の方
法：応用
・学習形態と方法
・一斉学習・グルー
プ学習・個別学習

○グループ内ディスカッショ
ン後、全体において発表す
る。

予習：30分 学習形態と方
法を調べる。
復習：30分 学習形態の種
類と方法をを実習ノートに
まとめる。

第3回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(1)
・学習者の栄養アセ
スメント：二次デー
タの利用、情報収集
準備
・栄養教育全体計画
の立案

○グループワーク（情報収
集、栄養教育全体計画の作
成）に取り組む。

予習：30分 栄養アセスメ
ントの情報収集を確認す
る。
復習：30分 二次データを
利用して情報収集を行い、
栄養教育全体計画に反映で
きる準備をする。

第4回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(2)
・栄養教育計画書の
作成①
（学習指導計画案、
栄養・食生活提示
案）

○グループワーク（諸計画書
の作成）に取り組む。

予習：15分 栄養教育計画
書の種類と方法を再確認す
る。
復習：30分 諸計画書の作
成を進める。

第5回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(3)
・栄養教育計画書の
作成②
（学習指導計画案、
栄養・食生活提示
案）

○グループワーク（諸計画書
の作成）に取り組む。

予習：15分 栄養教育計画
書作成の構想をしておく。
復習：30分 諸計画書の作
成を進める。

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(4)
・栄養教育計画書の
作成③
（学習指導計画案、
栄養・食生活提示
案）

○グループワーク（諸計画書
の作成）に取り組み、完成
後、ディスカッション・検
討する。

予習：15分 諸計画書を進
める
復習：30分 諸計画書の仕
上げをする。

第7回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(5)
・栄養教育のための
食事計画と栄養教育
教材の作成
・栄養教育教材とし
ての「栄養・食生活
提示案」

○グループワーク（教材作
成）に取り組む。

予習：15分 栄養教育教材
の特徴や種類を確認する
復習：30分 栄養教育のた
めの食事計画の重要性を理
解し、具体的な栄養・食生
活提示案を進める。

第8回

宮
原
公
子
齋

栄養教育のマネジメ
ント 計画(6)
・栄養教育のための
食事計画と栄養教育
教材の作成

○グループワーク（教材作
成） 
完成後、ディスカッショ

予習：15分 取り組んでい
る栄養教育教材について再
確認する。
復習：30分 栄養教育のた



藤
陽
子

・栄養教育教材とし
ての「栄養・食生活
提示案」

ン・検討 めの食事計画の重要性を理
解し、具体的な栄養・食生
活提示案を仕上げる。

第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 実施(1)
・栄養・食生活提示
案に基づく試作
・試作に基づく検
討・評価・修正

○グループワーク（試作・検
討・評価・修正）に取り組
む。
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：60分 試作の準備を
する。
復習：30分 計画段階と実
施段階を評価し、教材とな
る栄養・食生活提示案であ
るかどうか評価・修正す
る。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 実施(2)
・栄養教育の機会と
場別模擬栄養教育の
実施
・実施後のディス
カッション

○グループでのプレ模擬栄養
教育実施及びディスカッ
ションを行う。
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：30分 プレ模擬栄養
教育の練習をする。
復習：30分 グループ内で
行ったディスカッションを
まとめる。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 評価(1)
・栄養教育の機会と
場別模擬栄養教育の
評価
・模擬栄養教育後の
評価から改善

○グループワーク（栄養教育
全体計画の評価・改善）に
取り組む。
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：30分 栄養教育全体
計画の見直しをする
復習：30分 他者からの評
価を受け、修正・改善をす
る。

第12回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 評価(2)
・学習指導案の修正
・栄養教育全体計画
の見直し
・プレゼンテーショ
ンの準備

○グループワーク（模擬教育
の準備）に取り組む。 
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：30分 諸計画書、教
材を完成させる
復習：60分 栄養教育マネ
ジメントのプレゼンテー
ションの準備をする。

第13回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

プレゼンテーション
（前半グループ）：
栄養教育計画マネジ
メントの実践・評
価(1)
・栄養教育全体計画
を基にしたマネジメ
ント説明 
・模擬教育の実践

○グループワークで行った栄
養教育マネジメントを、プ
レゼンテーションを行い相
互に評価する。−前半グルー
プ−

予習：60分 模擬教育の練
習をする。
復習：30分 他者からの評
価を受け、修正・改善をす
る。（前半グループ）

第14回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

プレゼンテーション
（後半グループ）：
栄養教育計画マネジ
メントの実践・評
価(2)
・栄養教育全体計画
を基にしたマネジメ
ント説明 
・模擬教育の実践

○グループワークで行った栄
養教育マネジメントを、プ
レゼンテーションを行い相
互に評価する。−後半グルー
プ−

予習：60分 模擬教育の練
習をする。
復習：30分 他者からの評
価を受け、修正・改善をす
る。（後半グループ）

宮



第15回

原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育論実習Ⅱの
まとめ
・実習ノート整理 
・栄養教育の知識と
技能の統合と課題ま
とめ

○実践現場においての栄養教
育スキルの必要性を実習
ノートにまとめて提出す
る。

予習：15分 実習ノートを
整理する
復習：30分 栄養教育の知
識と技能を統合し、4年生
管理栄養士総合演習Ⅱの実
践力・応用力につなげる。

教科書
教 科 書：健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂4版 丸山千鶴子ほか編著 南江堂
楽しく学ぶ献立の教材化の理論と実践 東山書房
配布資料：授業概要としてプリント配布
参考書
栄養教育論実習 講談社 
日本人の食事摂取基準（2020年版）第一出版
成績評価の方法・基準
評価方法：課題・レポート（60％）、授業の取り組み（25％）、授業参加度（15％）で評価す
る。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業概要を活用し、各自、意欲的に学習に取り組んで欲しい。本実習授業は、グループ単位で取
り組む内容が多くメンバーと協力して、積極的に取り組みをして欲しい。授業に際しては、授業
の流れや目的を授業概要として示し、双方向で活用できる書き込み方式で、フィードバックでき
るようにする。
履修のポイント
栄養教育論実習Ⅰでは、栄養教育の実践を総論的に学習してきたので、栄養教育論実習Ⅱに繋げて
いく。課題や情報収集としてレポートを課すことがあるので、滞ることなく取り組むようにす
る。
オフィス・アワー
宮原：火曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 19研究室（宮原研究室）
齋藤：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 6研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R261



講義コード 20750002
講義名 栄養教育論実習Ⅱ（Ｂクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践現場での栄養教育経験を有し、理論と実践を統合し
た栄養教育能力を高める授業を展開する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育の実践は、ハイリスク者である個人を対象にするだけでなく、ポピュレーションアプ
ローチの視点を持つことが重要である。本授業では地域集団（地域・職場・学校等）を対象に、
食環境アプローチを視野に入れた栄養教育の実践力を養う。
栄養教育論実習Ⅰの基礎実習で習得した基本的知識と技能を生かし、行動科学理論やエビデンス
に基づき、企画推進・実践展開の仕方を応用実習として取り組んでいく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につ
けている。具体的には、エビデンスを基づいたポピュレーションアプローチ（ 教育的・環境的
）が管理栄養士の活躍の場で推進できるようになり、実践的な職業人として活躍できる知識・技
術を修得している。
到達目標
１．小集団・ポピュレーションを対象にした栄養教育において、行動科学理論が活用できるよう
になる。
２．小集団・ポピュレーションアプローチを実施する上での栄養教育の流れ（レビュー、アセス
メント、教育計画、目標設定、実施、評価）の体験をとおして、その知識と技能を習得する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

宮
原
公
子
齋
藤

オリエンテーション
・栄養教育論実
習Ⅱ授業概要（目
標・進め方）
・ポピュレーション
アプローチの視点を

○栄養教育論実習Ⅰの振り返
りを行い、グループ内で
ディスカッションを行い学
習に生かす。

予習：15分 ポピュレー
ションアプローチを調べ
る。 
復習：30分 ポピュレー
ションアプローチの特徴を



陽
子
持つ栄養教育 実習ノートにまとめる。

第2回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育実施の方
法：応用
・学習形態と方法
・一斉学習・グルー
プ学習・個別学習

○グループ内ディスカッショ
ン後、全体において発表す
る。

予習：30分 学習形態と方
法を調べる。
復習：30分 学習形態の種
類と方法をを実習ノートに
まとめる。

第3回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(1)
・学習者の栄養アセ
スメント：二次デー
タの利用、情報収集
準備
・栄養教育全体計画
の立案

○グループワーク（情報収
集、栄養教育全体計画の作
成）に取り組む。

予習：30分 栄養アセスメ
ントの情報収集を確認す
る。
復習：30分 二次データを
利用して情報収集を行い、
栄養教育全体計画に反映で
きる準備をする。

第4回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(2)
・栄養教育計画書の
作成①
（学習指導計画案、
栄養・食生活提示
案）

○グループワーク（諸計画書
の作成）に取り組む。

予習：15分 栄養教育計画
書の種類と方法を再確認す
る。
復習：30分 諸計画書の作
成を進める。

第5回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(3)
・栄養教育計画書の
作成②
（学習指導計画案、
栄養・食生活提示
案）

○グループワーク（諸計画書
の作成）に取り組む。

予習：15分 栄養教育計画
書作成の構想をしておく。
復習：30分 諸計画書の作
成を進める。

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(4)
・栄養教育計画書の
作成③
（学習指導計画案、
栄養・食生活提示
案）

○グループワーク（諸計画書
の作成）に取り組み、完成
後、ディスカッション・検
討する。

予習：15分 諸計画書を進
める
復習：30分 諸計画書の仕
上げをする。

第7回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 計画(5)
・栄養教育のための
食事計画と栄養教育
教材の作成
・栄養教育教材とし
ての「栄養・食生活
提示案」

○グループワーク（教材作
成）に取り組む。

予習：15分 栄養教育教材
の特徴や種類を確認する
復習：30分 栄養教育のた
めの食事計画の重要性を理
解し、具体的な栄養・食生
活提示案を進める。

第8回

宮
原
公
子
齋

栄養教育のマネジメ
ント 計画(6)
・栄養教育のための
食事計画と栄養教育
教材の作成

○グループワーク（教材作
成） 
完成後、ディスカッショ

予習：15分 取り組んでい
る栄養教育教材について再
確認する。
復習：30分 栄養教育のた



藤
陽
子

・栄養教育教材とし
ての「栄養・食生活
提示案」

ン・検討 めの食事計画の重要性を理
解し、具体的な栄養・食生
活提示案を仕上げる。

第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 実施(1)
・栄養・食生活提示
案に基づく試作
・試作に基づく検
討・評価・修正

○グループワーク（試作・検
討・評価・修正）に取り組
む。
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：60分 試作の準備を
する。
復習：30分 計画段階と実
施段階を評価し、教材とな
る栄養・食生活提示案であ
るかどうか評価・修正す
る。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 実施(2)
・栄養教育の機会と
場別模擬栄養教育の
実施
・実施後のディス
カッション

○グループでのプレ模擬栄養
教育実施及びディスカッ
ションを行う。
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：30分 プレ模擬栄養
教育の練習をする。
復習：30分 グループ内で
行ったディスカッションを
まとめる。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 評価(1)
・栄養教育の機会と
場別模擬栄養教育の
評価
・模擬栄養教育後の
評価から改善

○グループワーク（栄養教育
全体計画の評価・改善）に
取り組む。
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：30分 栄養教育全体
計画の見直しをする
復習：30分 他者からの評
価を受け、修正・改善をす
る。

第12回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育のマネジメ
ント 評価(2)
・学習指導案の修正
・栄養教育全体計画
の見直し
・プレゼンテーショ
ンの準備

○グループワーク（模擬教育
の準備）に取り組む。 
○質問に対して適切な対応を
する。

予習：30分 諸計画書、教
材を完成させる
復習：60分 栄養教育マネ
ジメントのプレゼンテー
ションの準備をする。

第13回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

プレゼンテーション
（前半グループ）：
栄養教育計画マネジ
メントの実践・評
価(1)
・栄養教育全体計画
を基にしたマネジメ
ント説明 
・模擬教育の実践

○グループワークで行った栄
養教育マネジメントを、プ
レゼンテーションを行い相
互に評価する。−前半グルー
プ−

予習：60分 模擬教育の練
習をする。
復習：30分 他者からの評
価を受け、修正・改善をす
る。（前半グループ）

第14回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

プレゼンテーション
（後半グループ）：
栄養教育計画マネジ
メントの実践・評
価(2)
・栄養教育全体計画
を基にしたマネジメ
ント説明 
・模擬教育の実践

○グループワークで行った栄
養教育マネジメントを、プ
レゼンテーションを行い相
互に評価する。−後半グルー
プ−

予習：60分 模擬教育の練
習をする。
復習：30分 他者からの評
価を受け、修正・改善をす
る。（後半グループ）

宮



第15回

原
公
子
齋
藤
陽
子

栄養教育論実習Ⅱの
まとめ
・実習ノート整理 
・栄養教育の知識と
技能の統合と課題ま
とめ

○実践現場においての栄養教
育スキルの必要性を実習
ノートにまとめて提出す
る。

予習：15分 実習ノートを
整理する
復習：30分 栄養教育の知
識と技能を統合し、4年生
管理栄養士総合演習Ⅱの実
践力・応用力につなげる。

教科書
教 科 書：健康科学シリーズ「栄養教育論」改訂4版 丸山千鶴子ほか編著 南江堂
楽しく学ぶ献立の教材化の理論と実践 東山書房
配布資料：授業概要としてプリント配布
参考書
栄養教育論実習 講談社 
日本人の食事摂取基準（2020年版）第一出版
成績評価の方法・基準
評価方法：課題・レポート（60％）、授業の取り組み（25％）、授業参加度（15％）で評価す
る。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業概要を活用し、各自、意欲的に学習に取り組んで欲しい。本実習授業は、グループ単位で取
り組む内容が多くメンバーと協力して、積極的に取り組みをして欲しい。授業に際しては、授業
の流れや目的を授業概要として示し、双方向で活用できる書き込み方式で、フィードバックでき
るようにする。
履修のポイント
栄養教育論実習Ⅰでは、栄養教育の実践を総論的に学習してきたので、栄養教育論実習Ⅱに繋げて
いく。課題や情報収集としてレポートを課すことがあるので、滞ることなく取り組むようにす
る。
オフィス・アワー
宮原：火曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 19研究室（宮原研究室）
齋藤：月曜日～金曜日 12:45～13:15 11号館3階 6研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R261



講義コード 20760001
講義名 臨床栄養学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院での臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし管理栄養士の役
割、各疾病の対象者に合わせた栄養の評価、診断、介入のための基礎知識
や調査項目の特徴、病態別の臨床栄養管理について実践的な教育を実施す
る。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし
教 員 町田 大輔 指定なし

授業の概要と教育目標
臨床栄養領域におけるコメディカルとしてチーム医療に参画するために必要な基礎知識を学ぶ。
傷病者の病態や栄養状態の特徴に基づいて適切な栄養管理を行うために、臨床症候や検査および
栄養状態の評価、それに対する臨床栄養管理や補給法の基礎知識を学習する。また、医療や介護
の制度の基本から、食品と薬剤の相互作用、栄養ケアマネジメントを修得し、医療人としての資
質を養い、チーム医療の中で多職種連携がとれる管理栄養士としての自覚を養うことを目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象や人間のライフステージ・ライフサイ
クルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育、臨
床栄養の分野に関して必要な知識や技術を修得することを目指す。
到達目標
１．栄養アセスメント、栄養管理を理解し疾病の予防や治療につなげて考えることができる。
２．臨床栄養管理を行うための役割を理解する。
３．栄養ケア・マネジメントから栄養状態や疾病コントロール状況を把握できる。
４．食品と薬剤の作用や臨床検査についても理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必
要な時間

町
田
大
輔 オリエンテーション（授業の進め方、成績評価） 臨床栄養学の意義と目的につい

予習：教科書
第１章を読
む。 90分



第1回 島
田
美
樹
子

・臨床栄養学の意義と目的
・疾患と栄養

てディスカッションする。 復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第2回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

医療と臨床栄養
・チーム医療
・クリニカルパス
・医療倫理

事例を用いて医療施設における
栄養管理に関するリスクマネジ
メントについてディスカッショ
ンする。

予習：教科書
第２章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第3回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

医療制度の基本
・医療保健制度
・診療報酬の基本
・特定健診・特定保健指導

管理栄養士・栄養士に関連する
診療報酬をペアワークで学ぶ。

予習：教科書
第２章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第4回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

福祉・介護と臨床栄養
・福祉・介護保険制度
・栄養管理の意義

福祉・介護における管理栄養士
の役割についてディスカッショ
ンする。

予習：教科書
第２章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第5回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養ケア・マネジメントの
概要
・栄養管理の目的
・プロセス

予習：教科書
第３章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第6回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養アセスメント(1)
・栄養スクリーニング
・栄養アセスメント項目

簡単な症例を通して栄養スク
リーニングを実施し、理解を深
める。

予習：教科書
第４章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第7回

町
田
大
輔
島

栄養アセスメント(2)
・栄養アセスメントの項目
（症状、臨床検査、尿検

簡単な症例を通して栄養アセス
メントを実施し、理解を深め

予習：教科書
第４章を読
む。 90分
復習：授業で



田
美
樹
子

査、身体計測）
・栄養アセスメントの実際

る。 学んだ内容を
まとめる。
90分

第8回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養状態の判定、栄養介
入(1)
・栄養診断の判定
・用語
・手順

栄養診断の用語をペアワークで
学ぶ。

予習：教科書
第８章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第9回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養介入（2）
・栄養介入
・栄養管理計画
【課題】
グループワークの結果をレ
ポート提出する。次回に返
却するため今後の学修の参
考とすること。

推定エネルギー必要量をハリ
ス・ベネディクトの式とストレ
ス係数、アクティブ係数を用い
て算出する。記録例になら
いSOAPの記載をグループワーク
する。

予習：教科書
第５章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第10回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養状態のモニタリングと
評価
・栄養状態のモニタリング
の必要性と評価
・栄養補給法の種類

予習：教科書
第10章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第11回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養補給法
・静脈栄養法
・経腸栄養法
・経口栄養法
【課題】
ワークシート

症例から栄養補給法の種類と特
徴を選択する。

予習：教科書
第６章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第12回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養教育
・臨床栄養における栄養教
育の理論と展開
・傷病者・要介護者への栄
養教育

カウンセリングの手法をペア
ワークで学ぶ。

予習：教科書
第９章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を
まとめる。
90分

第13回

町
田
大
輔
島
田

食物と薬剤の相互作用
・薬物の吸収による効果と
副作用
・食物と薬剤の相互作用

予習：教科書
第７章を読
む。 90分
復習：授業で
学んだ内容を



美
樹
子

まとめる。
90分

第14回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

臨床検査
・臨床検査の基礎知識
・臨床検査と診断、治療と
の関連
【課題】
臨床検査の項目と正常値を
リストアップし、疾病との
関連をまとめレポート提出
する。次回に返却するため
今後の学修の参考にするこ
と。

臨床検査の項目と正常値をリス
トアップし、疾病との関連をま
とめペアワークする。

予習：栄養ア
セスメントや
モニタリング
に必要な臨床
検査を調べ
る。 90分
復習：臨床検
査の項目・正
常値・疾病と
の関連をまと
める。 90分

第15回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

まとめ・試験
・前半にこれまでの授業の
総まとめを行い、後半に試
験（45分）を行う。

予習：今まで
の授業の復習
をする。 90分
復習：試験で
わからなかっ
た部分を復習
する。90分

教科書
本田佳子，土江節子，曽根博仁／編 「栄養科学イラストレイテッド臨床栄養学 基礎編 改訂第２
版」(羊土社）
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上。
筆記試験、80％、レポート・課題10％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので、学習の参考にすること。また、授業
の振り返りの資料とその解答を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
臨床栄養学ⅡおよびⅢに繋がる重要な科目である。教科書で予習復習をしっかりと行い、不明な
単語はあらかじめ調べ、授業に積極的に取り組むように期待する。
オフィス・アワー
町田：授業の前後 臨床栄養学実習室にて対応 
島田：火曜日～金曜日 昼休み 研究室12にて対応
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R243



講義コード 20770001
講義名 臨床栄養学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
臨床栄養学Ⅰと専門基礎科目にて学習した知識を基に、栄養管理を必要とする各領域別疾患の発
症機序および病態生理を概説し、臨床施設における栄養管理の専門職として活躍するために、有
効な栄養療法の意義とその内容を解説する。各疾病における栄養療法を理解し、疾病に対する臨
床栄養学的なアプローチを実践するために必要な基礎知識を修得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ち、臨床栄養学Ⅰを理解し、多様な対象や人間のライフステー
ジ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管
理、栄養教育、臨床栄養の分野に関して必要な知識や技術を修得することを目指す。
到達目標
１．各疾病の病態や栄養状態の特徴を理解する。
２．各疾病の発症機序と栄養食事療法の関係を理解する。
３．各疾病の診断基準やガイドラインを理解する。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必
要な時間

第1回

島
田
美
樹
子

オリエンテーション(目的や講義の
進め方)
消化器疾患の病態生理と栄養食事療
法①
胃食道逆流症、胃十二指腸疾患、胃
癌

症例に対して、食事指導
や生活指導のポイントを
まとめペアワークする。

予習90分：教
科書1章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第2回

島
田
美

消化器疾患の病態生理と栄養食事療
法②
下痢・便秘、過敏性腸症候群、炎症

クローン病と潰瘍性大腸
炎を比較し食事療法や病
態のポイントをまとめグ

予習90分：教
科書1章を読
む。



樹
子
性腸疾患、潰瘍性大腸炎、クローン
病、大腸癌

ループディスカッション
する。

復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第3回

島
田
美
樹
子

肝疾患の病態生理と栄養食事療法
肝炎、肝硬変、肝癌、脂肪
肝、NAFLD・NASH

肝疾患の食事療法、エネ
ルギー産生栄養素バラン
スを整理しペアワークで
確認する。

予習90分：教
科書2章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第4回

島
田
美
樹
子

胆嚢・膵臓疾患の病態生理と栄養食
事療法
胆石症、胆嚢炎、胆管炎、膵炎、膵
癌

予習90分：教
科書2章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第5回

島
田
美
樹
子

代謝・内分泌疾患の病態生理と栄養
食事療法①
肥満・るいそう、脂質異常症

肥満や脂質異常症をテキ
ストとガイドラインから
食事療法についてまと
め、発表する。

予習90分：教
科書3章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第6回

島
田
美
樹
子

代謝・内分泌疾患の病態生理と栄養
食事療法②
糖尿病

糖尿病をテキストとガイ
ドラインから食事療法に
ついてまとめ、発表す
る。

予習90分：教
科書3章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第7回

島
田
美
樹
子

代謝・内分泌疾患の病態生理と栄養
食事療法③
高尿酸血症・痛風、甲状腺機能亢進
症・低下症、クッシング症候群

痛風の食事療法について
ペアワークする。

予習90分：教
科書3章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第8回

島
田
美
樹
子

第１～7回までの総復習
消化器疾患、肝疾患、胆・膵疾患、
代謝・内分泌疾患の病態生理と食事
療法について、web小テストを実施
する。解説はレポートで対応する。
【課題】
小テストをレポートにまとめ次回提
出する。

予習90分：教
科書１～3章
まとめる。
復習90分：小
テストを解き
直し、レポー
トにまとる。

第9回

島
田
美
樹
子

循環器疾患の病態生理と栄養食事療
法①
メタボリックシンドローム、動脈硬
化症、高血圧症

メタボリックシンドロー
ムと高血圧症をテキスト
とガイドラインから食事
療法についてまとめる。

予習90分：教
科書4章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第10回

島
田
美
樹
子

循環器疾患の病態生理と栄養食事療
法②
虚血性心疾患、うっ血性心不全、脳
卒中

予習90分：教
科書4章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。



第11回

島
田
美
樹
子

呼吸器疾患と慢性腎臓病の病態生理
と栄養食事療法
呼吸器疾患、慢性腎臓病

COPDの病態と食事療法に
ついてまとめ発表する。

予習90分：教
科書5,6章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第12回

島
田
美
樹
子

腎臓疾患の病態生理と栄養食事療法
①
慢性腎臓病、糸球体腎炎、ネフロー
ゼ症候群

CKDをテキストとガイド
ラインから病期分類につ
いてまとめペアワークす
る。

予習90分：教
科書6章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第13回

島
田
美
樹
子

腎臓疾患の病態生理と栄養食事療法
②
糖尿病性腎症、腎盂腎炎、急性腎不
全

予習90分：教
科書6章を読
む。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

第14回

島
田
美
樹
子

腎臓疾患の病態生理と栄養食事療法
③
循環器疾患と腎疾患の総復習
人工透析療法
循環器疾患と腎疾患の病態生理と食
事療法について、小テストと解説を
実施する。小テストをレポートにま
とめ次回提出する。

予習90分：教
科書4～6章を
まとめる。
復習90分：小
テストを解き
直し、レポー
トにまとる。

第15回

島
田
美
樹
子

各疾患の栄養管理まとめ
消化器疾患、肝・胆・膵、代謝・内
分泌、循環器、呼吸器、腎臓

予習90分：教
科書や配布プ
リントの不明
な点を復習す
る。
復習90分：資
料とノートを
まとめる。

教科書
佐藤和人・本間健・小松龍史 編 「臨床栄養学 第8版」(医歯薬出版）
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上。
筆記試験、80％、小テスト・レポート・課題15％、授業への参加度5％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題、テストを実施することがある。返却するので学習の参考にすること。
また、授業に沿った資料を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
自ら栄養計画を立案するために、何か必要で重要であるのかを考え、目的意識を持って積極的に
授業に取り組むこと。
オフィス・アワー
火曜日～木曜日 12：30～13：10 研究室12



科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R252



講義コード 20780001
講義名 臨床栄養学Ⅲ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
臨床栄養学ⅠとⅡ、専門基礎科目にて学習した知識を基に、栄養管理を必要とする各領域別疾患の
発症機序および病態生理を概説し、臨床施設における栄養管理の専門職として活躍するために、
有効な栄養療法の意義とその内容を解説する。各疾病における栄養療法を理解し、疾病に対する
臨床栄養学的なアプローチを実践するために必要な基礎知識を修得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象者の身体状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養の分野に関して必要な知識や技術を修得することを目
指す。臨床栄養学Ⅰを基本的に理解し実習と統合、発展させ、実践でも活躍できる人材の育成を
する。
到達目標
１．各疾病の病態や栄養状態の特徴を理解する。
２．各疾病の発症機序と栄養食事療法の関係を理解する。
３．各疾病の診断基準やガイドラインを理解する。
４．これまでの学習で得た知識から適切な栄養管理計画を立案できるようになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回

島
田
美
樹
子

オリエンテーション
血液疾患の病態生理と栄
養食事療法
鉄欠乏性貧血、巨赤芽球
性貧血、出血性疾患、白
血病

予習90分：教科
書7章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

島 免疫・アレルギー疾患の 予習90分：教科



第2回
田
美
樹
子

病態生理と栄養食事療法
アレルギー疾患、自己免
疫疾患、免疫不全症候群

書7章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第3回

島
田
美
樹
子

感染症の病態生理と栄養
食事療法
7～9章まとめ
急性熱性疾患、慢性消耗
性疾患
【課題】
7～9章での病態別に臨床
栄養で学んだことをまと
め,次回レポート提出す
る。

病態別臨床栄養についてまとめグ
ループディスカッションする。

予習90分：教科
書9章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第4回

島
田
美
樹
子

骨・関節疾患の病態生理
と栄養食事療法
骨粗鬆症、くる病・骨軟
化症、サルコペニア、廃
用性筋萎縮

予習90分：教科
書10章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第5回

島
田
美
樹
子

歯科疾患の病態生理と栄
養食事療法、栄養障害
歯科疾患、栄養失調症、
ビタミン欠乏症および過
剰症
【課題】
ペアワークの結果をふま
え次回レポート提出す
る。

各種ビタミン欠乏と過剰について
まとめペアワークする。

予習90分：教科
書11、12章を読
む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第6回

島
田
美
樹
子

心身症の病態生理と栄養
食事療法
神経性の摂食障害

神経性やせ症と過食症について症
状をまとめ発表する。

予習90分：教科
書13章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第7回

島
田
美
樹
子

外科疾患の病態生理と栄
養食事療法①
胃の手術と術後後遺症、
肝・胆・膵、小腸・大腸
の手術

予習90分：教科
書14章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第8回

島
田
美
樹
子

外科疾患の病態生理と栄
養食事療法②
基礎疾患と外科手術、ク
リティカルケア

予習90分：教科
書14章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第9回

島
田
美
樹
子

小児疾患の病態生理

予習90分：教科
書15章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第10回

島
田
美
樹
子

小児疾患の栄養食事療法
【課題】
ペアワークの結果をふま
え次回レポート提出す
る。

小児疾患の病態生理シートに栄養
食事療法を追記しまとめ、ペア
ワークでより理解を深める。

予習90分：教科
書15章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

妊産婦・授乳婦疾患の病



第11回

島
田
美
樹
子

態生理と栄養食事療法
妊娠高血圧症候群、妊娠
糖尿病
【課題】
次回レポートを提出す
る。

ガイドラインや妊産婦のための食
生活指針を用いて栄養食事指導の
ポイントをディスカッションしレ
ポートにまとめる。

予習90分：教科
書16章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第12回

島
田
美
樹
子

高齢者疾患の病態生理と
栄養食事療法①
高齢者の特異性、高齢者
の症候と疾患、高齢者に
多くみられる障害

予習90分：教科
書17章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第13回

島
田
美
樹
子

高齢者疾患の病態生理と
栄養食事療法②
高齢者の褥瘡、栄養問題

高齢者の特徴についてまとめ発表
する。

予習90分：教科
書17章を読む。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

第14回

島
田
美
樹
子

災害時における栄養管理
災害時の食事対応、防災
マニュアルについて

症例に応じた臨床栄養学
的アプローチ
ケーススタディ 糖尿病
【課題】
ケーススタディを仕上げ
て次回提出する

患者情報からスクリーニング、ア
セスメント、栄養評価をまとめ
る。

予習90分：事前
配布資料を読
む。
復習90分：レ
ポートとノート
をまとめる。

第15回

島
田
美
樹
子

各疾患の栄養管理まとめ
感染症、骨・関節、歯
科、栄養障害、心身症、
外科、小児、妊産婦・授
乳婦、高齢者疾患

予習90分：教科
書や配布プリン
トの不明な点を
復習する。
復習90分：資料
とノートをまと
める。

教科書
佐藤和人・本間健・小松龍史 編 「臨床栄養学 第8版」(医歯薬出版）
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上。
筆記試験、80％、レポート・課題10％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を実施することがある。返却するので、学習の参考にすること。また、
授業の振り返りの資料を配布するので、授業内容の理解に役立て積極的に取り組むこと。
履修のポイント
自ら栄養計画を立案するために何が必要・重要であるのかという目的意識を持って履修し、積極
的に授業に参加し発言することを望みます。
オフィス・アワー
火曜日～木曜日 昼休み 研究室12
科目区分



専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R253



講義コード 20790001
講義名 臨床栄養学Ⅳ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
臨床に関する栄養管理専門職として実践力を身に付けるために、傷病者の病態を理解し、臨床所
見や臨床検査から栄養状態を把握したうえで、治療に適した栄養管理を行う力を身につける。栄
養評価・判定に関する総合的な栄養ケアマネジメントを学ぶ。
さらに、傷病者の疾病の治療・予防に貢献し、QOLの向上に寄与することも視野に入れ、実践に
活用できる知識や技術を養う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象者の身体状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養の分野に関して必要な知識や技術を修得することを目
指す。臨床栄養学の集大成として実習と統合、発展させ、実践でも活躍できる人材の育成をす
る。
到達目標
１．本講義で栄養食事療法に関する知識を深め、説明できる。
２．病態の発症機序、病態生理などの知識を他者に伝え、食事療法の重要性やポイントを説明で
きる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
ガイダンス（授業の概要と成績評
価） 
栄養療法の意義と目的
栄養障害の栄養食事療法

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第2回 消化器疾患の栄養食事療法①
・胃炎、胃・十二指腸潰瘍、腸炎

症例に関するグ
ループワークを行

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。



い発表する。 復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第3回

消化器疾患の栄養食事療法②
・たんぱく質漏出性胃腸症、過敏性
腸症候群、潰瘍性大腸炎、クローン
病、便秘
課題：消化器疾患の栄養食事療法を
レポートにまとめ、次回提出する。

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第4回 肝臓疾患の栄養食事療法
・肝炎、肝硬変、脂肪肝

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第5回

胆のう・膵臓疾患の栄養食事療法
・胆石症、胆嚢炎、膵炎
課題：肝臓・胆のう・膵臓疾患の栄
養食事療法をレポートにまとめ、次
回提出する。

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第6回
循環器疾患の栄養食事療法
・高血圧、虚血性心疾患、うっ血性
心不全、動脈硬化症

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第7回
腎・尿路疾患の栄養食事療法①
・腎炎、ネフローゼ症候群

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第8回

腎・尿路疾患の栄養食事療法②
・糖尿病性腎症、腎不全、慢性腎臓
病、尿路結石
課題：循環器、腎疾患の栄養食事療
法をレポートにまとめ、次回提出す
る。

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第9回 代謝疾患の栄養食事療法①
・糖尿病

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第10回 代謝疾患の栄養食事療法②・脂質異常症、高尿酸血症、痛風
症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第11回

内分泌疾患・アレルギーの栄養食事
療法
課題：代謝・内分泌疾患、アレル
ギーの栄養食事療法をレポートにま
とめ、次回提出する。

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第12回
脳・神経疾患、精神疾患の栄養食事
療法
・脳血管障害、神経性やせ症、神経
性大食症

症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。



第13回 呼吸器疾患の栄養食事療法・肺炎、慢性呼吸器疾患
症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第14回 手術前後の栄養食事療法・外科手術、クリティカルケア
症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

第15回 妊産婦・婦人科疾患、乳幼児、小児疾患、高齢者の栄養管理
症例に関するグ
ループワークを行
い発表する。

予習90分：栄養食事療
法必携使用テキストを
読んでおく。
復習90分：配布プリン
トをまとめる。

教科書
栄養食事療法必携 第3版（改訂予定あり）
参考書
臨床栄養学第8版、改訂臨床栄養学実習フローチャートで学ぶ臨床栄養学管理、糖尿病食品交換
表 腎臓病食品交換表
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上。
筆記試験、80％、レポート・課題15％、授業への参加度5％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題、小テストを実施することがある。返却するので、学習の参考にするこ
と。また、授業の振り返りの資料とその解答を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
臨床栄養学、臨床栄養学実習の総まとめとして臨地実習へも繋げるよう理解を深めるために積極
的な態度で授業に取り組むことを期待します。
オフィス・アワー
火曜日～木曜日 昼休み 研究室12
※講義前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R262



講義コード 20800001
講義名 臨床栄養学実習Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期（重複①）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 町田 大輔 指定なし
教員 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
医療機関や介護施設において管理栄養士としての役割を果たせるよう、関連専門職と多職種連携
を理解し病態・疾患別の栄養アセスメント（スクリーニング、栄養アセスメント、栄養補給量、
補給方法の選択、栄養状態モニタリング）の方法と手技を学び、管理栄養士が行う具体的な栄養
状態の評価・判定、栄養介入の方法を活用し体得する。また、アクティブラーニングを取り入れ
た演習に能動的に参加して栄養ケア・マネジメントおよび栄養ケアプロセスを修得することを目
標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象者の身体状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養の分野に関して必要な知識や技術を修得する。臨床栄
養学ⅠならびにⅡを基本的に理解し実習と統合、発展させ、実践でも活躍できる人材の育成をす
る。
到達目標
1.栄養スクリーニングツールの利用ができる。
2.栄養アセスメント及びその結果に基づいた栄養評価ができる。
3.栄養評価に基づき、栄養介入計画を立案・作成できる。
4.モニタリングの経過を記録できる。
5.傷病者に対する栄養改善に向け、積極的に関わる姿勢を身に付ける。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

町
田
大
ガイダンス（授業
の概要と成績評 予習：スクリーニン

グやアセスメント、



第1回
輔
島
田
美
樹
子

価）
・臨床情報の収集
・患者への問診
・栄養スクリーニ
ング、臨床検査

医療コミュニケーションをロールプ
レイングする。SGAレポートをグ
ループ内発表する。

臨床検査について復
習する。 45分
復習：SGAの項目を
まとめる。 45分

第2回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養アセスメント
①
・身体計測（身
長、体重、上腕周
囲長、上腕三頭筋
部皮下脂肪厚な
ど）
課題：1日分の自
己食事記録をし次
回の授業時に持っ
てくる。

グループワークで栄養アセスメント
をする。

予習：身体計測項目
と手技についてまと
める。 45分
復習：アセスメント
項目の算出を復習す
る。 45分

第3回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄耀アセスメント
②
・エネルギー必要
量の算出
・食事調査及び栄
養計算
・聞き取り調査の
演習
・食品成分表を用
いた栄養計算

食事聞き取り調査を栄養計算し自己
評価レポートを作成する。
電卓、記録表、栄養算出記録（第3回
使用）、食品成分表を持参する。

予習：テキスト18-
21を予習し、1日分
の食事を記録する。
45分
復習：聞き取り調査
のポイントをまとめ
る。 45分

第4回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養補給法
・栄養補給法の分
類と選択基準
・経腸栄養剤の分
類や特徴を学ぶ
（試飲とレポー
ト）
課題：レポート仕
上げて提出する。

経腸栄養剤を試飲し、症例に合わせ
た選択や特徴、自分が患者にどのよ
うに提供していくかも含めレポート
にまとめる。

予習：栄養補給法は
臨床栄養学Ⅰのテキ
ストで復習する。
45分
復習：疾患別の特徴
をまとめる。 45分

第5回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養管理計画書の
作成
・栄養管理計画書
の作成と計画
・症例患者の栄養
管理計画を立案す
る

症例患者についてグループディス
カッションし栄養管理計画を立案す
る。

予習：栄養管理計画
書の作成に必要な項
目をまとめる。
45分
復習：立案した事例
を復習しまとめる。
45分

第6回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

症例検討
・栄養管理計画書
における栄養不良
症例のモニタリン
グ
・病棟訪問の実際

病棟訪問をロールプレイする。課題
症例について発表と討論を実施す
る。

予習：病棟訪問のポ
イントと身体計測を
予習する。 45分
復習：症例と併せて
病棟訪問からの対応
を復習する。 45分

町



第7回

田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養診断に基づい
た管理計画
・栄養介入
・栄養ケアプロセ
スと栄養診断

実際の栄養診断をSOAP記載し演習す
る。

予習：栄養ケアプロ
セスについて臨床栄
養学Ⅰのテキストで
復習する。 45分
復習：SOAP記載に
ついてまとめる。
45分

第8回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養管理計画書の
作成
・様々な疾患・病
態別の栄養管理計
画書を作成
課題：栄養管理計
画書を提出する。

症例の栄養管理計画をグループワー
クにて検討し発表し、再度検討す
る。

予習：疾患ガイドラ
インや臨床検査値の
復習。 45分
復習：グループワー
ク発表後のまとめを
する。 45分

第9回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

糖尿病食事療法①
・糖尿病食事療法
のための食品交換
表の使い方
・交換表による栄
養指導
課題：交換表の指
定献立を計算して
次回発表する。

ロールプレイによる交換表を用いた
栄養指導を演習する。

予習：食品交換表の
表分類を予習する。
45分
復習：糖尿病患者の
栄養管理の復習す
る。 45分

第10回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

糖尿病食事療法②
・課題の指定献立
を表ごとに発表す
る
・食事の聞き取り
調査
・交換表を用いて
栄養計算する。

課題の献立をグループ発表する。食
事をペアワークにより聞き取り、交
換表で計算する。その後改善ポイン
トをペアワークにて指導する。

予習：食品交換表を
利用して課題献立を
計算する。 45分
復習：糖尿病ガイド
ライン、栄養指導の
復習をする。 45分

第11回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

糖尿病の食事療法
③
・献立作成と栄養
指導
・特別治療食の試
食とレポート
課題：レポートと
献立を完成させて
次回提出する。

特別治療食をグループで試食し、活
用方法などグループワークする。

予習：食品交換表利
用の栄養管理を予習
する。 45分
復習：糖尿病ガイド
ライン、栄養指導の
復習をする。 45分

第12回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

腎臓病の食事療法
①
・腎臓病食事療法
のための食品交換
表の使い方
・交換表を用いた
栄養指導

ロールプレイによる交換表を用いた
栄養指導を演習する。

予習：食品交換表の
表分類を予習する。
45分
復習：慢性腎臓病患
者の栄養管理をまと
める。 45分

町
腎臓病の食事療法
②



第13回

田
大
輔
島
田
美
樹
子

・CKDの栄養管理
・食事療法を用い
た献立作成と栄養
指導
・CKD治療食品の
試食とレポート
課題：レポートと
献立を完成させて
次回提出する。

特別治療食をグループで試食し、活
用方法などグループワークする。

予習：食品交換表利
用の栄養管理の予習
うる。 45分
復習：CKD栄養指導
の復習をする。
45分

第14回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

摂食嚥下の食事療
法
・咀嚼嚥下障害の
判定および栄養管
理の方法
・嚥下調整食、と
ろみ調整食
・試食と評価
課題：レポートを
完成させて次回提
出する。

特別治療食をグループで試食し、活
用方法などグループワークする。

予習：嚥下障害をま
とめる。 45分
復習：嚥下調整食の
特徴をまとめる。
45分

第15回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

疾患別栄養管理
・脂質異常症、肝
硬変、胃切除、肺
がん、クローン病

栄養管理計画書及び栄養評価を演習
し、グループごとに発表する。

予習：臨床栄養学実
習Ⅰのまとめをす
る。 45分
復習：実習の資料を
整理しノートにまと
める。 45分

教科書
中村富予、高岸和子 「改訂臨床栄養学実習フローチャートで学ぶ臨床栄養学管理」 建帛社
参考書
「糖尿病食事療法のための食品交換表 第7版」 （日本糖尿病学会）
黒川清監修、中尾俊之、小沢尚、酒井謙 編集 「腎臓病食品交換表 第9版 治療食の基準」（医歯
薬出版）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
レポート・課題の提出90％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので、学習の参考にすること。また、授業
ではテキストに補足する資料を配布するので、臨床栄養学実習1で学んだ内容の理解に役立てる
こと。
履修のポイント
臨地実習（臨床栄養学実習Ⅲ）に向けて、臨床栄養学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲとともに教育効果をあげるた
め、積極的に演習に取り組み専門的知識及び技術を修得すること。
オフィス・アワー
町田：授業の前後に対応 臨床栄養学実習室にて対応。
島田：火曜日～木曜日 昼休み 研究室12にて対応。
科目区分
専門科目



当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R254



講義コード 20800002
講義名 臨床栄養学実習Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期（重複②）
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 町田 大輔 指定なし
教員 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
医療機関や介護施設において管理栄養士としての役割を果たせるよう、関連専門職と多職種連携
を理解し病態・疾患別の栄養アセスメント（スクリーニング、栄養アセスメント、栄養補給量、
補給方法の選択、栄養状態モニタリング）の方法と手技を学び、管理栄養士が行う具体的な栄養
状態の評価・判定、栄養介入の方法を活用し体得する。また、アクティブラーニングを取り入れ
た演習に能動的に参加して栄養ケア・マネジメントおよび栄養ケアプロセスを修得することを目
標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象者の身体状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養の分野に関して必要な知識や技術を修得する。臨床栄
養学ⅠならびにⅡを基本的に理解し実習と統合、発展させ、実践でも活躍できる人材の育成をす
る。
到達目標
1.栄養スクリーニングツールの利用ができる。
2.栄養アセスメント及びその結果に基づいた栄養評価ができる。
3.栄養評価に基づき、栄養介入計画を立案・作成できる。
4.モニタリングの経過を記録できる。
5.傷病者に対する栄養改善に向け、積極的に関わる姿勢を身に付ける。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

町
田
大
ガイダンス（授業
の概要と成績評 予習：スクリーニン

グやアセスメント、



第1回
輔
島
田
美
樹
子

価）
・臨床情報の収集
・患者への問診
・栄養スクリーニ
ング、臨床検査

医療コミュニケーションをロールプ
レイングする。SGAレポートをグ
ループ内発表する。

臨床検査について復
習する。 45分
復習：SGAの項目を
まとめる。 45分

第2回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養アセスメント
①
・身体計測（身
長、体重、上腕周
囲長、上腕三頭筋
部皮下脂肪厚な
ど）
課題：1日分の自
己食事記録をし次
回の授業時に持っ
てくる。

グループワークで栄養アセスメント
をする。

予習：身体計測項目
と手技についてまと
める。 45分
復習：アセスメント
項目の算出を復習す
る。 45分

第3回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄耀アセスメント
②
・エネルギー必要
量の算出
・食事調査及び栄
養計算
・聞き取り調査の
演習
・食品成分表を用
いた栄養計算

食事聞き取り調査を栄養計算し自己
評価レポートを作成する。
電卓、記録表、栄養算出記録（第3回
使用）、食品成分表を持参する。

予習：テキスト18-
21を予習し、1日分
の食事を記録する。
45分
復習：聞き取り調査
のポイントをまとめ
る。 45分

第4回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養補給法
・栄養補給法の分
類と選択基準
・経腸栄養剤の分
類や特徴を学ぶ
（試飲とレポー
ト）
課題：レポート仕
上げて提出する。

経腸栄養剤を試飲し、症例に合わせ
た選択や特徴、自分が患者にどのよ
うに提供していくかも含めレポート
にまとめる。

予習：栄養補給法は
臨床栄養学Ⅰのテキ
ストで復習する。
45分
復習：疾患別の特徴
をまとめる。 45分

第5回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養管理計画書の
作成
・栄養管理計画書
の作成と計画
・症例患者の栄養
管理計画を立案す
る

症例患者についてグループディス
カッションし栄養管理計画を立案す
る。

予習：栄養管理計画
書の作成に必要な項
目をまとめる。
45分
復習：立案した事例
を復習しまとめる。
45分

第6回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

症例検討
・栄養管理計画書
における栄養不良
症例のモニタリン
グ
・病棟訪問の実際

病棟訪問をロールプレイする。課題
症例について発表と討論を実施す
る。

予習：病棟訪問のポ
イントと身体計測を
予習する。 45分
復習：症例と併せて
病棟訪問からの対応
を復習する。 45分

町



第7回

田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養診断に基づい
た管理計画
・栄養介入
・栄養ケアプロセ
スと栄養診断

実際の栄養診断をSOAP記載し演習す
る。

予習：栄養ケアプロ
セスについて臨床栄
養学Ⅰのテキストで
復習する。 45分
復習：SOAP記載に
ついてまとめる。
45分

第8回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

栄養管理計画書の
作成
・様々な疾患・病
態別の栄養管理計
画書を作成
課題：栄養管理計
画書を提出する。

症例の栄養管理計画をグループワー
クにて検討し発表し、再度検討す
る。

予習：疾患ガイドラ
インや臨床検査値の
復習。 45分
復習：グループワー
ク発表後のまとめを
する。 45分

第9回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

糖尿病食事療法①
・糖尿病食事療法
のための食品交換
表の使い方
・交換表による栄
養指導
課題：交換表の指
定献立を計算して
次回発表する。

ロールプレイによる交換表を用いた
栄養指導を演習する。

予習：食品交換表の
表分類を予習する。
45分
復習：糖尿病患者の
栄養管理の復習す
る。 45分

第10回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

糖尿病食事療法②
・課題の指定献立
を表ごとに発表す
る
・食事の聞き取り
調査
・交換表を用いて
栄養計算する。

課題の献立をグループ発表する。食
事をペアワークにより聞き取り、交
換表で計算する。その後改善ポイン
トをペアワークにて指導する。

予習：食品交換表を
利用して課題献立を
計算する。 45分
復習：糖尿病ガイド
ライン、栄養指導の
復習をする。 45分

第11回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

糖尿病の食事療法
③
・献立作成と栄養
指導
・特別治療食の試
食とレポート
課題：レポートと
献立を完成させて
次回提出する。

特別治療食をグループで試食し、活
用方法などグループワークする。

予習：食品交換表利
用の栄養管理を予習
する。 45分
復習：糖尿病ガイド
ライン、栄養指導の
復習をする。 45分

第12回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

腎臓病の食事療法
①
・腎臓病食事療法
のための食品交換
表の使い方
・交換表を用いた
栄養指導

ロールプレイによる交換表を用いた
栄養指導を演習する。

予習：食品交換表の
表分類を予習する。
45分
復習：慢性腎臓病患
者の栄養管理をまと
める。 45分

町
腎臓病の食事療法
②



第13回

田
大
輔
島
田
美
樹
子

・CKDの栄養管理
・食事療法を用い
た献立作成と栄養
指導
・CKD治療食品の
試食とレポート
課題：レポートと
献立を完成させて
次回提出する。

特別治療食をグループで試食し、活
用方法などグループワークする。

予習：食品交換表利
用の栄養管理の予習
うる。 45分
復習：CKD栄養指導
の復習をする。
45分

第14回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

摂食嚥下の食事療
法
・咀嚼嚥下障害の
判定および栄養管
理の方法
・嚥下調整食、と
ろみ調整食
・試食と評価
課題：レポートを
完成させて次回提
出する。

特別治療食をグループで試食し、活
用方法などグループワークする。

予習：嚥下障害をま
とめる。 45分
復習：嚥下調整食の
特徴をまとめる。
45分

第15回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

疾患別栄養管理
・脂質異常症、肝
硬変、胃切除、肺
がん、クローン病

栄養管理計画書及び栄養評価を演習
し、グループごとに発表する。

予習：臨床栄養学実
習Ⅰのまとめをす
る。 45分
復習：実習の資料を
整理しノートにまと
める。 45分

教科書
中村富予、高岸和子 「改訂臨床栄養学実習フローチャートで学ぶ臨床栄養学管理」 建帛社
参考書
「糖尿病食事療法のための食品交換表 第7版」 （日本糖尿病学会）
黒川清監修、中尾俊之、小沢尚、酒井謙 編集 「腎臓病食品交換表 第9版 治療食の基準」（医歯
薬出版）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
レポート・課題の提出90％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので、学習の参考にすること。また、授業
ではテキストに補足する資料を配布するので、臨床栄養学実習1で学んだ内容の理解に役立てる
こと。
履修のポイント
臨地実習（臨床栄養学実習Ⅲ）に向けて、臨床栄養学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲとともに教育効果をあげるた
め、積極的に演習に取り組み専門的知識及び技術を修得すること。
オフィス・アワー
町田：授業の前後に対応 臨床栄養学実習室にて対応。
島田：火曜日～木曜日 昼休み 研究室12にて対応。
科目区分
専門科目



当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R254



講義コード 20810001
講義名 臨床栄養学実習Ⅱ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし
教 員 町田 大輔 指定なし

授業の概要と教育目標
医療の場において、各疾患・病態に合わせた適切な栄養管理を実施するために、日本人の食事摂
取基準（2020年版）および各疾患のガイドラインをもとにエネルギー量や各栄養素の設定につ
いて理解し、献立作成と給食管理を行う上で基礎となる常食から各食種への展開ができるように
なることを目指す。また、各食種の献立に合わせた食材の選定や適切な調理方法を理解し、それ
に基づき献立作成や調理作業ができるようになることを目標とする。また、グループディスカッ
ションや発表を行い、互いに理解を深め、知識の定着を図る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養管理を行うために、これまでの臨床栄養学で学んだ内容を基礎知識とし、実践に活用できる
知識の統合・発展をさせ多様な対象の身体状況、栄養状態に必要な知識や技術を養う。
到達目標
１．栄養食事療法が有効な疾病に応じた栄養・食事管理を行うことができる。
２．患者のQOLに則した適切な献立展開と献立作成ができる。
３．治療食の調理を身に着け、検食、評価することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

町
田
大
輔
島
田

ガイダンス、臨床栄養
学実習について（授業
の進め方、評価につい
て）
常食の献立作成①
・食種、食形態、疾患
別分類、栄養成分別分

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：常食の



美
樹
子

類について
・常食の献立作成
【課題】常食の献立作
成を進める。

献立作成を進め
る。

第2回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

常食の献立作成②
・常食の献立作成
・常食の発注書作成
【課題】常食の献立を
完成させ、次回提出す
る。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：常食の
献立を仕上げる。

第3回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

一般食の実習①
・常食
・検収、調理、評価

常食をグループで調理する。実
習後にグループディスカッショ
ンをして献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第4回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開①
・塩分コントロール食
の考え方
・減塩食品について
・塩分コントロール食
の献立作成
【課題】塩分コント
ロール食の献立作成を
進める。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：塩分コ
ントロール食の献
立作成を進める。

第5回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開②
・エネルギーコント
ロール食（糖尿病食）
の考え方
・食品交換表の使い方
・甘味料の使い方
・エネルギーコント
ロール食（糖尿病食）
の献立作成
・塩分コントロール食
の献立作成
・塩分コントロール食
の発注
【課題】塩分コント
ロール食の献立を完成
させ、次回提出する。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：塩分コ
ントロール食の献
立を仕上げる。

第6回

町
田
大
輔
島
田
美
樹

治療食の実習①
・塩分コントロール食
・検収、調理、評価

減塩食をグループで調理する。
実習後にグループディスカッ
ションをして献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。



子

第7回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開③
・たんぱく質コント
ロール食（腎臓食）の
考え方、交換表の使い
方
・低たんぱく質食品、
特殊食品について
・たんぱく質コント
ロール食（腎臓食）の
献立作成
・エネルギーコント
ロール食（糖尿病食）
の献立作成
・エネルギーコント
ロール食の発注作業
【課題】エネルギーコ
ントロール食の献立を
完成させ、次回提出す
る。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：エネル
ギーコントロール
食の献立を仕上げ
る。

第8回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の実習②
・エネルギーコント
ロール食
・検収、調理、評価

エネルギーコントロール食をグ
ループで調理する。実習後にグ
ループディスカッションをして
献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第9回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開④
・たんぱく質コント
ロール食（腎臓食）の
献立作成
・たんぱく質コント
ロール食の発注作業
【課題】たんぱく質コ
ントロール食の献立を
完成させ、次回提出す
る。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：たんぱ
く質コントロール
食の献立を仕上げ
る。

第10回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の実習③
・たんぱく質コント
ロール食
・検収、調理、評価

たんぱく質コントロール食をグ
ループで調理する。実習後にグ
ループディスカッションをして
献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第11回

町
田
大
輔
島
田

治療食の展開⑤
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の考
え方
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の献
立作成

4

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：糖尿
病4種、腎臓病4種



美
樹
子

【課題】糖尿病 種、
腎臓病4種の献立展開
を進める（次回完成さ
せて提出）。

の献立展開を進め
る。

第12回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開⑥
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の考
え方
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の献
立作成
・脂質コントロール
食・易消化食の考え方
・脂質コントロール
食・易消化食の献立作
成
【課題】脂質コント
ロール食の献立作成を
進める。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：脂質コ
ントロール食の献
立作成を進める。

第13回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開⑦
・脂質コントロール
食・易消化食の献立作
成
・脂質コントロール食
の発注作業
【課題】脂質コント
ロール食の献立を完成
させ、次回提出する。

グループワークでディスカッ
ションをして献立を完成させ
る。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：脂質コ
ントロール食の献
立を仕上げる。

第14回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の実習④
・脂質コントロール食
・検収、調理、評価

脂質コントロール食をグループ
で調理する。実習後にグループ
ディスカッションをして献立を
振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第15回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

各疾患の栄養管理のま
とめ
・各食種のポイントや
調理の工夫などをまと
める

グループワークで各食種のポイ
ントや調理の工夫をまとめ発表
する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トを読んでおく。
復習60分：献立の
展開を総復習す
る。

教科書
三訂 臨床栄養学実習（建帛社）
担当教員作成プリント及び帳票類
参考書
栄養食事療法必携 糖尿病食品交換表 腎臓病食品交換表
日本標準食品成分表
成績評価の方法・基準



単位認定60点以上。
疾患別献立の立案・課題献立80％、授業への参加度・貢献度20％。
課題等に対する
フィードバックの方法
献立の展開は基準に沿っているかを確認し評価後、ポイントをアドバイスして返却する。再度修
正して今後の実習や臨床栄養学の学びに生かすこと。
履修のポイント
課題については提出期限を厳守し、臨床調理や献立の展開に関しては積極性をもって臨むこと。
臨地実習に向けて教育効果をあげるため、専門的知識及び技術を修得するよう心がける。
オフィス・アワー
町田：授業の前後 臨床栄養学実習室にて対応。
島田：火曜日～木曜日 昼休み 研究室12にて対応。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R263



講義コード 20810002
講義名 臨床栄養学実習Ⅱ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし
教 員 町田 大輔 指定なし

授業の概要と教育目標
医療の場において、各疾患・病態に合わせた適切な栄養管理を実施するために、日本人の食事摂
取基準（2020年版）および各疾患のガイドラインをもとにエネルギー量や各栄養素の設定につ
いて理解し、献立作成と給食管理を行う上で基礎となる常食から各食種への展開ができるように
なることを目指す。また、各食種の献立に合わせた食材の選定や適切な調理方法を理解し、それ
に基づき献立作成や調理作業ができるようになることを目標とする。また、グループディスカッ
ションや発表を行い、互いに理解を深め、知識の定着を図る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養管理を行うために、これまでの臨床栄養学で学んだ内容を基礎知識とし、実践に活用できる
知識の統合・発展をさせ多様な対象の身体状況、栄養状態に必要な知識や技術を養う。
到達目標
１．栄養食事療法が有効な疾病に応じた栄養・食事管理を行うことができる。
２．患者のQOLに則した適切な献立展開と献立作成ができる。
３．治療食の調理を身に着け、検食、評価することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

町
田
大
輔
島
田

ガイダンス、臨床栄養
学実習について（授業
の進め方、評価につい
て）
常食の献立作成①
・食種、食形態、疾患
別分類、栄養成分別分

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：常食の



美
樹
子

類について
・常食の献立作成
【課題】常食の献立作
成を進める。

献立作成を進め
る。

第2回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

常食の献立作成②
・常食の献立作成
・常食の発注書作成
【課題】常食の献立を
完成させ、次回提出す
る。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：常食の
献立を仕上げる。

第3回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

一般食の実習①
・常食
・検収、調理、評価

常食をグループで調理する。実
習後にグループディスカッショ
ンをして献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第4回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開①
・塩分コントロール食
の考え方
・減塩食品について
・塩分コントロール食
の献立作成
【課題】塩分コント
ロール食の献立作成を
進める。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：塩分コ
ントロール食の献
立作成を進める。

第5回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開②
・エネルギーコント
ロール食（糖尿病食）
の考え方
・食品交換表の使い方
・甘味料の使い方
・エネルギーコント
ロール食（糖尿病食）
の献立作成
・塩分コントロール食
の献立作成
・塩分コントロール食
の発注
【課題】塩分コント
ロール食の献立を完成
させ、次回提出する。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：塩分コ
ントロール食の献
立を仕上げる。

第6回

町
田
大
輔
島
田
美
樹

治療食の実習①
・塩分コントロール食
・検収、調理、評価

減塩食をグループで調理する。
実習後にグループディスカッ
ションをして献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。



子

第7回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開③
・たんぱく質コント
ロール食（腎臓食）の
考え方、交換表の使い
方
・低たんぱく質食品、
特殊食品について
・たんぱく質コント
ロール食（腎臓食）の
献立作成
・エネルギーコント
ロール食（糖尿病食）
の献立作成
・エネルギーコント
ロール食の発注作業
【課題】エネルギーコ
ントロール食の献立を
完成させ、次回提出す
る。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：エネル
ギーコントロール
食の献立を仕上げ
る。

第8回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の実習②
・エネルギーコント
ロール食
・検収、調理、評価

エネルギーコントロール食をグ
ループで調理する。実習後にグ
ループディスカッションをして
献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第9回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開④
・たんぱく質コント
ロール食（腎臓食）の
献立作成
・たんぱく質コント
ロール食の発注作業
【課題】たんぱく質コ
ントロール食の献立を
完成させ、次回提出す
る。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：たんぱ
く質コントロール
食の献立を仕上げ
る。

第10回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の実習③
・たんぱく質コント
ロール食
・検収、調理、評価

たんぱく質コントロール食をグ
ループで調理する。実習後にグ
ループディスカッションをして
献立を振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第11回

町
田
大
輔
島
田

治療食の展開⑤
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の考
え方
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の献
立作成

4

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：糖尿
病4種、腎臓病4種



美
樹
子

【課題】糖尿病 種、
腎臓病4種の献立展開
を進める（次回完成さ
せて提出）。

の献立展開を進め
る。

第12回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開⑥
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の考
え方
・糖尿病4種、腎臓
病4種の献立展開の献
立作成
・脂質コントロール
食・易消化食の考え方
・脂質コントロール
食・易消化食の献立作
成
【課題】脂質コント
ロール食の献立作成を
進める。

グループディスカッションをし
て献立を作成する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：脂質コ
ントロール食の献
立作成を進める。

第13回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の展開⑦
・脂質コントロール
食・易消化食の献立作
成
・脂質コントロール食
の発注作業
【課題】脂質コント
ロール食の献立を完成
させ、次回提出する。

グループワークでディスカッ
ションをして献立を完成させ
る。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トの該当箇所を読
んでおく。

復習60分：脂質コ
ントロール食の献
立を仕上げる。

第14回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

治療食の実習④
・脂質コントロール食
・検収、調理、評価

脂質コントロール食をグループ
で調理する。実習後にグループ
ディスカッションをして献立を
振り返る。

予習20分：作成す
る献立を確認す
る。

復習70分：実習後
の献立を修正す
る。

第15回

町
田
大
輔
島
田
美
樹
子

各疾患の栄養管理のま
とめ
・各食種のポイントや
調理の工夫などをまと
める

グループワークで各食種のポイ
ントや調理の工夫をまとめ発表
する。

予習30分：臨床栄
養学実習Ⅱテキス
トを読んでおく。
復習60分：献立の
展開を総復習す
る。

教科書
三訂 臨床栄養学実習（建帛社）
担当教員作成プリント及び帳票類
参考書
栄養食事療法必携 糖尿病食品交換表 腎臓病食品交換表
日本標準食品成分表
成績評価の方法・基準



単位認定60点以上。
疾患別献立の立案・課題献立80％、授業への参加度・貢献度20％。
課題等に対する
フィードバックの方法
献立の展開は基準に沿っているかを確認し評価後、ポイントをアドバイスして返却する。再度修
正して今後の実習や臨床栄養学の学びに生かすこと。
履修のポイント
課題については提出期限を厳守し、臨床調理や献立の展開に関しては積極性をもって臨むこと。
臨地実習に向けて教育効果をあげるため、専門的知識及び技術を修得するよう心がける。
オフィス・アワー
町田：授業の前後 臨床栄養学実習室にて対応。
島田：火曜日～木曜日 昼休み 研究室12にて対応。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R263



講義コード 20820001
講義名 公衆栄養学Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期（重複①）
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所での勤務経験に基づき、公衆栄養マネジ
メントについて具体的に教授する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 橘 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆栄養学の意義と目的、生態系と食料・栄養、保健・医療・福祉システムと公衆栄養活動など
の概念を理解する。また、国や地域、諸外国の健康・栄養問題の現状と課題に関する動向および
現状・課題に対応した栄養政策について公衆栄養活動の歴史、国際比較をしながら習得する。政
策展開のためのヘルスプロモーションの考えに沿って、国や地域、諸外国における生活習慣病予
防、健康寿命の延伸を目的とした具体的な健康づくりのための公衆栄養活動についても学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿った、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る公衆栄養分
野に関する必要な知識を修得することを目指し、公衆栄養学の概念や健康・栄養問題の現状と課
題、種々の栄養政策を理解することを通じてその目的達成に資する知識を養う。将来的な展望と
しては、多様な社会のニーズ及び変化に対応できる知識及び技術を身に付け、実践的な職業人と
して活躍できる基盤を修得することを目指すものとする。
到達目標
1.認知の観点：「公衆栄養の概論、公衆栄養活動の必要性について説明ができる」「わが国、諸
外国の健康・栄養の問題点の現状について説明ができる」「わが国、諸外国の公衆栄養政策の現
状について説明ができる」
2.態度の観点：「わが国、諸外国の健康・栄養の問題点の要因について図・表を見て探求と分析
力、読解力を表現できる」「わが国、諸外国の健康・栄養の問題点の要因の討論で学生間のチー
ムワーク、協調性を発揮できる」
3.技能の観点：「わが国、諸外国の健康・栄養の問題点をもとに公衆栄養政策や事業の必要性に
ついて、批判的・創造的思考力、問題解決力が発揮できる」
授業計画

担
当
者

授業内容
と方法、
課題

アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時
間

ガイダン 予習90分：公衆栄養
学Ⅰでの学習範囲



第1回
橘
陽
子

ス
公衆栄養
学Ⅰでの
学びと本
授業の概
要

公衆栄養学Ⅰでの学習内容を理解し、公衆衛生
学、栄養教育論、医療保健統計学等の他教科
との関連について検討する。

（第1章～第3章）を
教科書で確認する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第2回
橘
陽
子

公衆栄養
学の概念
①
公衆栄養
の概念

健康と公衆栄養の関連について理解し、コ
ミュニティにおける公衆栄養活動の実際を調
べる。

予習90分：教科書
「公衆栄養の概念」
を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第3回
橘
陽
子

公衆栄養
学の概念
②
公衆栄養
活動

公衆栄養活動の意義や目的を理解し、地域づ
くりやヘルス・プロモーションのための公衆
栄養活動の実際を調べる。

予習90分：教科書
「公衆栄養活動」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第4回
橘
陽
子

健康・栄
養問題の
現状と課
題①
健康状態
の変化

人口構成や死因別死亡、平均寿命等の変遷と
現在の課題を理解し、栄養・食生活との関連
を検討する。

予習90分：教科書
「健康状態の変化」
を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第5回
橘
陽
子

健康・栄
養問題の
現状と課
題②
食事の変
化(1)

国民健康・栄養調査の結果を確認し、エネル
ギー・栄養素摂取量の変化とその要因を検討
する。

予習90分：教科書
「食事の変化」を熟
読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第6回
橘
陽
子

健康・栄
養問題の
現状と課
題③
食事の変
化(2)

国民健康・栄養調査の結果を確認し、食品群
別摂取量の変化とその要因を検討する。

予習90分：教科書
「食事の変化」を熟
読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。
復習90分：

第7回
橘
陽
子

健康・栄
養問題の
現状と課
題④
食生活の
変化

国民健康・栄養調査の結果を確認し、食行
動・食態度・食知識・食スキルの変化とその
要因を検討する。

予習90分：教科書
「食生活の変化」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第8回
橘
陽
子

健康・栄
養問題の
現状と課
題⑤
食環境の

食料自給票の結果を確認し、食料自給率の変
化とその要因を検討する。

予習90分：教科書
「食環境の変化」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に



変化 教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第9回
橘
陽
子

健康・栄
養問題の
現状と課
題⑥
諸外国の
健康・栄
養問題の
現状

先進諸国、開発途上国の栄養問題を確認し、
地域間格差に向けた解決法について検討す
る。

予習90分：教科書
「諸外国の健康・栄
養もんだの現状」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第10回
橘
陽
子

栄養政策
①
わが国の
公衆栄養
活動と関
連法規

公衆栄養活動の役割について理解し、それを
支持する法規や栄養政策の実際を調べる。

予習90分：教科書
「わが国の公衆栄養
活動と関連法規」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第11回
橘
陽
子

栄養政策
②
公衆栄養
活動と組
織・人材
育成

公衆栄養活動の具体例を調べ、どのような組
織・人材が活躍しているかを知り、公衆栄養
活動における連携の重要性について検討す
る。

予習90分：教科書
「公衆栄養活動と組
織・人材育成」を熟
読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第12回
橘
陽
子

栄養政策
③
国民健
康・栄養
調査

国民健康・栄養調査の概要を理解し、我が国
の栄養政策にとっての重要性・今後の方向性
について検討する。

予習90分：教科書
「国民健康・栄養調
査」を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第13回
橘
陽
子

栄養政策
④
実施に関
する指
針、ツー
ル

食生活指針、運動指針、食育ガイド、健康な
食事等の指針・ツールについて理解し、実際
の活用例について調べる。また、食事バラン
スガイドを活用し、自らの食事診断を行う。

予習90分：教科書
「実施に関する指
針、ツール」を熟読
する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第14回
橘
陽
子

栄養政策
④
わが国の
健康増進
基本方針
と地方計
画

健康日本21、特定健康診査・特定保健指導、
食育推進計画について理解し、国及び地方公
共団体におけるそれぞれの役割と連携につい
て調べる。

予習90分：教科書
「わが国の健康増進
基本方針と地方計
画」を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に
教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

第15回
橘
陽
子

栄養政策
⑤
諸外国の
健康・栄

諸外国の食事摂取基準やフードガイドを理解
し、我が国との違いについて比較検討する。

予習90分：教科書
「諸外国の健康・栄
養政策」を熟読す
る。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に



養政策 教科書等で復習し、
知識の定着を図る。

教科書
健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂第6版：南江堂
参考書
国民衛生の動向
日本人の食事摂取基準[2020年版]
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。定期試験を実施します。
（原則定期試験100％評価だが課題等の未提出者は10％まで減点する）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内での課題は返却の際に解説を行う。
履修のポイント
授業内容に連続性があり、習得度に合わせた内容変更の可能性もあるので欠席はしないこと。
オフィス・アワー
月曜日 昼休み
11号館栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R264



講義コード 20830001
講義名 公衆栄養学Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所での勤務経験に基づき、公衆栄養マネジ
メントについて具体的に教授する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 橘 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
「公衆栄養学Ⅰ」で学んだ公衆栄養の概念、健康栄養問題の現状と課題、栄養政策を理解したう
えでの「公衆栄養学Ⅱ」では、地域、職域における公衆栄養活動の展開に向けて、必要な栄養疫
学、公衆栄養マネジメント、また具体的な公衆栄養プログラムの展開についての理解、知識を身
につけることを目的とした学びとする。「公衆栄養学Ⅱ」での学びが「公衆栄養学実習Ⅰ」での実
践学習、「公衆栄養学実習Ⅱ（臨地実習）」での応用的学習につながる。
栄養疫学では、栄養疫学の必要性と意義、基本的な考え方とその役割、曝露情報としての栄養・
食事摂取量の取り扱い、栄養調査における食事摂取量の測定方法、栄養疫学の科学的根拠の活用
方法について学ぶ。
公衆栄養マネジメントでは、公衆栄養マネジメントの基本的な考え方、その必要性、アセスメン
トの目的や方法、公衆栄養プログラムにおける目標設定の方法、公衆栄養プログラムの立案・実
施・評価の各段階に応じた対応について学ぶ。
公衆栄養プログラムの展開では、具体的な事例を通じて地域特性、食環境づくり、集団特性を考
慮したプログラム展開、より客観的・総合的視野から対応する力量形成を目指した学びとする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿った、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る公衆栄養分
野に関する必要な知識を修得することを目指し、地域集団への公衆栄養アセスメントおよび公衆
栄養プログラムの実施を通じてその目的達成に資する知識を養う。将来的な展望としては、多様
な社会のニーズ及び変化に対応できる知識及び技術を身に付け、実践的な職業人として活躍でき
る基盤を修得することを目指すものとする。
到達目標
1.認知の観点：「栄養疫学・食事調査の必要性について理解し、説明ができる」「公衆栄養マネ
ジメントについて理解し、説明ができる」「公衆栄養マネジメント理論による具体的な公衆栄養
プログラムの展開について理解し、説明ができる」
２.態度の観点：「栄養疫学・食事調査について探求力と分析力、読解力、表現力を獲得でき
る」「公衆栄養マネジメント理論から具体的な公衆栄養プログラムの展開に至るまでの探求力と
分析力、読解力、表現力を獲得できる」
３.技能の観点：「栄養疫学・食事調査、および公衆栄養マネジメント理論から具体的な公衆栄



養プログラムの展開に至るまでの探求力、分析力、読解力、表現力の獲得から事例等の批判的・
創造的思考力が発揮できる」
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
橘
陽
子

ガイダンス
公衆栄養
学Ⅰでの学び
の振り返りと
公衆栄養
学Ⅱでの学び
の概要

公衆栄養学Ⅰでの学習内容を振り返り、知
識の定着を確認し、不足している部分に
ついて復習する。

予習90分：公衆栄養
学Ⅰでの学習範囲を教
科書で復習する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第2回
橘
陽
子

栄養疫学①
栄養疫学の概
要

歴史上の疫学の業績に関する映像を視聴
し、公衆栄養における栄養疫学の重要性
について自分の考えをまとめ、ディス
カッションする。

予習90分：教科書
「栄養疫学の概要」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第3回
橘
陽
子

栄養疫学②
栄養疫学の指
標(1)

罹患率、累積罹患率、有病率、致命率、
生存率等の計算を行い、知識の確認を行
うとともに、値の意味について比較検討
する。

予習90分：教科書
「栄養疫学の指標」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第4回
橘
陽
子

栄養疫学③
栄養疫学の指
標(2)

相対危険、寄与危険、寄与危険割合、集
団清き兼割合、オッズ比等の計算を行
い、知識の確認を行うとともに、値の意
味について比較検討する。

予習90分：教科書
「栄養疫学の指標」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第5回
橘
陽
子

栄養疫学④
栄養疫学の方
法

記述疫学、分析疫学の各種研究内容の違
いについて理解し、エビデンスレベルの
違いと実際の研究例について比較検討す
る。

予習90分：教科書
「栄養疫学の方法」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第6回
橘
陽
子

栄養疫学⑤
栄養疫学のた
めの食事調査
法

食事調査における個人内変動と個人間変
動、偶然誤差と系統誤差等の違いについ
て理解し、実際の食事調査により得られ
るデータ取り扱い上の留意点について検
討する。

予習90分：教科書
「栄養疫学のための食
事調査法」を熟読す
る。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。
復習90分：

第7回
橘
陽
栄養疫学⑥
食事摂取量の

食事記録法、24時間食事思い出し法、食
物摂取頻度調査法等の各種食事調査の違
いを比較検討する。また、食事歴法の調

予習90分：教科書
「食事摂取量の測定方
法」を熟読する。
復習90分：理解が不



子 測定方法 査票に回答し、調査票により誤差が生じ
る要因について検討する。

十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第8回
橘
陽
子

栄養疫学⑦
食事摂取量の
評価方法(1)

日本人の食事摂取基準（2020年版）を活
用した集団の評価におけるエネルギーと
栄養素の違いを理解し、異なる指標を用
いる意味について検討する。

予習90分：教科書
「食事摂取量の評価方
法」を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第9回
橘
陽
子

栄養疫学⑧
食事摂取量の
評価方法(2)

栄養素密度法、残差法、多変量解析によ
る総エネルギー調整栄養素摂取量の算出
の意義について理解し、データの処理と
解析を行う上での留意点について検討す
る。

予習90分：教科書
「食事摂取量の評価方
法」を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第10回
橘
陽
子

公衆栄養マネ
ジメント①
公衆栄養マネ
ジメントの概
念とプロセス
公衆栄養アセ
スメント

PDCAサイクルやプリシード・プロシー
ドモデルを活用した公衆栄養マネジメン
トについて理解し、実際の公衆栄養施策
にどのように反映されているかを検討す
る。

予習90分：教科書
「公衆栄養マネジメン
トの概念とプロセス」
「公衆栄養アセスメン
ト」を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第11回
橘
陽
子

公衆栄養マネ
ジメント②
公衆栄養プロ
グラムの目標
設定
公衆栄養プロ
グラムの計画

自治体の健康増進計画等を参照し、目標
設定、立案がどのように行われているか
を調べる。

予習90分：教科書
「公衆栄養プログラム
の目標設定」「公衆栄
養プログラムの計画」
を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第12回
橘
陽
子

公衆栄養マネ
ジメント③
公衆栄養プロ
グラムの評価

自治体の健康増進計画等を参照し、評価
がどのように行われているかを調べる。

予習90分：教科書
「公衆栄養プログラム
の評価」を熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第13回
橘
陽
子

公衆栄養プロ
グラムの展開
①
地域特性に対
応したプログ
ラムの展開

自治体の健康増進計画等を参照し、健康
づくり、食育等の課題に対し、どのよう
な公衆栄養プログラムが展開されている
かを調べる。

予習90分：教科書
「地域特性に対応した
プログラムの展開」を
熟読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第14回
橘
陽

公衆栄養プロ
グラムの展開
②
食環境づくり

自治体の健康増進計画等を参照し、栄養
成分表示の活用、保健機能食品の活用等
の課題に対し、どのような公衆栄養プロ

予習90分：教科書
「食環境づくりのため
のプログラムの展開」
を熟読する。
復習90分：理解が不



子 のためのプロ
グラムの展開

グラムが展開されているかを調べる。 十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

第15回
橘
陽
子

公衆栄養プロ
グラムの展開
③
地域集団の特
性別プログラ
ムの展開

自治体の健康増進計画等を参照し、母
子、成人、高齢者等の対象者に対し、ど
のような公衆栄養プログラムが展開され
ているかを調べる。

予習90分：教科書
「地域集団の特性別プ
ログラムの展開」を熟
読する。
復習90分：理解が不
十分な部分を中心に教
科書等で復習し、知識
の定着を図る。

教科書
健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂第6版：南江堂
公衆栄養学2018年版 地域・国・国際レベルでの栄養マネジメント 第5版：医歯薬出版株式会社
日本人の食事摂取基準[2020年版]
参考書
国民衛生の動向
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。定期試験を実施します。
（原則定期試験100％評価だが課題等の未提出者は10％まで減点する）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内での課題は返却の際に解説を行う。
履修のポイント
授業内容に連続性があり、習得度に合わせた内容変更の可能性もあるので欠席はしないこと。
オフィス・アワー
月曜日 昼休み
11号館栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R271



講義コード 20840001
講義名 公衆栄養学実習Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所等での勤務経験に基づき、公衆栄養マネ
ジメントについて具体的に教授する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 橘 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆栄養活動は、地域住民の健康の維持・増進を目的として綿密なる計画を堅実に実行し、その
結果を的確に評価するという行為の繰り返しである。そのためには、正確な情報の収集による問
題点の把握（公衆栄養アセスメント）及びヘルスプロモーションの考えに基づく計画・実施・評
価・改善（公衆栄養マネジメント）の技術が必須となる。本授業では、地域集団の健康・栄養状
態を把握する技術の修得、問題解決のための論理的な公衆栄養プログラムの樹立方法及び実施方
法の修得及びそれらを支持する法的根拠の正しい理解を目指し、成果の見える公衆栄養施策を行
うための技術を養うことを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿った、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る公衆栄養分
野に関する必要な知識や技術を修得することを目指し、地域集団への公衆栄養アセスメントおよ
び公衆栄養プログラムの実施を通じてその目的達成に資する知識を養う。将来的な展望として
は、多様な社会のニーズ及び変化に対応できる知識及び技術を身に付け、実践的な職業人として
活躍できる基盤を修得することを目指すものとする。
到達目標
1.地域集団の健康状態及び食事・栄養素等摂取状況などの分析方法及び・診断方法、優先すべき
課題の抽出の実際、その改善のための活動・事業のマネジメント方法を理解し、実践できるよう
になる。
2.各種食事調査法の長所・欠点と活用、「日本人の食事摂取基準」の活用の実際、国民健康・栄
養調査データの解析、食事・栄養素摂取量のデータ処理・統計解析方法を理解し、実践できるよ
うになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

◆公衆栄養マ
ネジメントと 予習15分：公衆栄養マ



第1回
橘
陽
子

モデルの理解
ガイダンス
PDCAサイク
ル
プリシード・
プロシードモ
デル
自治体の計画
の位置づけ

市町村における健康分野の各種計画に
ついて、それぞれの相互関係を検討
し、意見交換する。

ネジメントの理論的モ
デル、健康日
本21（第2次）につい
て教科書等で理解して
おく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第2回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント①
年齢調整死亡
率による健康
課題のアセス
メント

都道府県別性別疾患別年齢調整死亡率
から、対象となる地域の課題となる疾
患を抽出する。また、その原因となる
栄養・食生活要因について意見交換を
行い、仮説を設定する。

予習15分：年齢調整死
亡率について教科書等
で理解しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第3回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント②
標準化死亡比
（SMR）によ
る健康課題の
アセスメント

対象となる保健所管内の標準化死亡比
から、地域の健康課題となる疾患を抽
出する。また、その原因となる栄養・
食生活要因について意見交換を行い、
仮説を設定する。

予習15分：標準化死亡
比について教科書等で
理解しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第4回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント③
国民健康・栄
養調査結果か
らのアセスメ
ント（栄養素
等摂取状況）

最新の国民健康・栄養調査の結果か
ら、栄養素等摂取量に関するデータ分
析を行う。また、健康課題との関連に
ついて意見交換する。

予習15分：最新の国民
健康・栄養調査の結果
を厚労省HPで確認して
おく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第5回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント④
国民健康・栄
養調査結果か
らのアセスメ
ント（生活習
慣）

最新の国民健康・栄養調査の結果か
ら、生活習慣に関するデータ分析を行
う。また、健康課題との関連について
意見交換する。

予習15分：最新の国民
健康・栄養調査の結果
を厚労省HPで確認して
おく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第6回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント⑤
ターゲット
層・要因とな
る食生活の明
確化

健康課題と国民健康・栄養調査結果を
関連付け、健康課題のターゲット層を
明確化するとともに、食生活上の問題
点とその背景を確認する。

予習15分：これまでの
アクティブラーニング
の内容を整理してお
く。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第7回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの目
標設定
長期・中期・
短期目標の設
定
優先順位付け

アセスメント結果を基に、健康課題に
対する長期・中期・短期目標を設定す
る。また、重要度と実現可能性を踏ま
えた優先順位付けを行う。

予習15分：長期・中
期・短期計画の違いに
ついて教科書等で確認
しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。



第8回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの計
画
地域社会資源
の把握と管理
運営面・政策
面のアセスメ
ント

公衆栄養プログラムを実践する際に連
携できる人的・物的資源と予算につい
て検討する。また、運営面・政策面の
アセスメントを行い、プログラム実施
の障壁にならないか等を検討する。

予習15分：地域におけ
る社会資源の種類や対
象地域の実際について
調べておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第9回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの策
定
事業計画書の
作成
評価の計画

公衆栄養プログラムの中から、1事業に
ついて、事業計画書を作成する。ま
た、評価の方法・時期等についても検
討し、計画書に反映する。

予習15分：事業計画書
の書き方について教科
書等で理解しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第10回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの提
案①
提案資料の作
成

関係者に公衆栄養プログラムを提案す
るための資料を作成し、発表に備え
る。

予習15分：効果的なプ
レゼンテーションの方
法について復習してお
く。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第11回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの提
案②
発表・評価

作成した資料に基づき、発表する。ま
た、他者の発表を評価する。

予習15分：発表練習す
る。
復30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第12回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの提
案③
発表・評価

作成した資料に基づき、発表する。ま
た、他者の発表を評価する

予習15分：発表練習す
る。
復30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第13回
橘
陽
子

◆集団の食事
改善を目的と
した食事摂取
基準の活用①
確率法とカッ
トポイント法

食事摂取基準を集団に活用する場合
の、確率法とカットポイント法の違い
を踏まえ、カットポイント法による栄
養素摂取不足者の割合を求める。

予習15分：食事摂取基
準の集団への活用につ
いて、熟読しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第14回
橘
陽
子

◆集団の食事
改善を目的と
した食事摂取
基準の活用②
栄養素摂取の
提案

栄養素のアセスメント結果に基づき、
不足する栄養素の摂取を促すリーフ
レットを作成する。

予習15分：栄養素に関
する理解を深め、資料
作成に備える。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第15回
橘
陽
子

◆集団の食事
改善を目的と
した食事摂取
基準の活用③
まとめ

作成したリーフレットを評価する。ま
た、本授業のまとめを行う。

予習15分：これまでの
授業の振り返りを行
う。
復習30分：意見交換に
より得た学びを整理
し、将来に活かせるよ



うにする。

教科書
健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂第6版：南江堂
公衆栄養学2018年版 地域・国・国際レベルでの栄養マネジメント 第5版：医歯薬出版株式会社
日本人の食事摂取基準[2020年版]
参考書
日本食品標準成分表2015年版（七訂）
調理のためのベーシックデータ 第5版
成績評価の方法・基準
課題85%、授業への参加度15% 
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内での課題は返却の際に解説を行う。
履修のポイント
授業内容に連続性があり、習得度に合わせた内容変更の可能性もあるので欠席はしないこと。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 昼休み
11号館栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R272



講義コード 20840002
講義名 公衆栄養学実習Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所等での勤務経験に基づき、公衆栄養マネ
ジメントについて具体的に教授する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 橘 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆栄養活動は、地域住民の健康の維持・増進を目的として綿密なる計画を堅実に実行し、その
結果を的確に評価するという行為の繰り返しである。そのためには、正確な情報の収集による問
題点の把握（公衆栄養アセスメント）及びヘルスプロモーションの考えに基づく計画・実施・評
価・改善（公衆栄養マネジメント）の技術が必須となる。本授業では、地域集団の健康・栄養状
態を把握する技術の修得、問題解決のための論理的な公衆栄養プログラムの樹立方法及び実施方
法の修得及びそれらを支持する法的根拠の正しい理解を目指し、成果の見える公衆栄養施策を行
うための技術を養うことを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿った、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る公衆栄養分
野に関する必要な知識や技術を修得することを目指し、地域集団への公衆栄養アセスメントおよ
び公衆栄養プログラムの実施を通じてその目的達成に資する知識を養う。将来的な展望として
は、多様な社会のニーズ及び変化に対応できる知識及び技術を身に付け、実践的な職業人として
活躍できる基盤を修得することを目指すものとする。
到達目標
1.地域集団の健康状態及び食事・栄養素等摂取状況などの分析方法及び・診断方法、優先すべき
課題の抽出の実際、その改善のための活動・事業のマネジメント方法を理解し、実践できるよう
になる。
2.各種食事調査法の長所・欠点と活用、「日本人の食事摂取基準」の活用の実際、国民健康・栄
養調査データの解析、食事・栄養素摂取量のデータ処理・統計解析方法を理解し、実践できるよ
うになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

◆公衆栄養マ
ネジメントと 予習15分：公衆栄養マ



第1回
橘
陽
子

モデルの理解
ガイダンス
PDCAサイク
ル
プリシード・
プロシードモ
デル
自治体の計画
の位置づけ

市町村における健康分野の各種計画に
ついて、それぞれの相互関係を検討
し、意見交換する。

ネジメントの理論的モ
デル、健康日
本21（第2次）につい
て教科書等で理解して
おく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第2回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント①
年齢調整死亡
率による健康
課題のアセス
メント

都道府県別性別疾患別年齢調整死亡率
から、対象となる地域の課題となる疾
患を抽出する。また、その原因となる
栄養・食生活要因について意見交換を
行い、仮説を設定する。

予習15分：年齢調整死
亡率について教科書等
で理解しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第3回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント②
標準化死亡比
（SMR）によ
る健康課題の
アセスメント

対象となる保健所管内の標準化死亡比
から、地域の健康課題となる疾患を抽
出する。また、その原因となる栄養・
食生活要因について意見交換を行い、
仮説を設定する。

予習15分：標準化死亡
比について教科書等で
理解しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第4回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント③
国民健康・栄
養調査結果か
らのアセスメ
ント（栄養素
等摂取状況）

最新の国民健康・栄養調査の結果か
ら、栄養素等摂取量に関するデータ分
析を行う。また、健康課題との関連に
ついて意見交換する。

予習15分：最新の国民
健康・栄養調査の結果
を厚労省HPで確認して
おく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第5回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント④
国民健康・栄
養調査結果か
らのアセスメ
ント（生活習
慣）

最新の国民健康・栄養調査の結果か
ら、生活習慣に関するデータ分析を行
う。また、健康課題との関連について
意見交換する。

予習15分：最新の国民
健康・栄養調査の結果
を厚労省HPで確認して
おく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第6回
橘
陽
子

◆公衆栄養ア
セスメント⑤
ターゲット
層・要因とな
る食生活の明
確化

健康課題と国民健康・栄養調査結果を
関連付け、健康課題のターゲット層を
明確化するとともに、食生活上の問題
点とその背景を確認する。

予習15分：これまでの
アクティブラーニング
の内容を整理してお
く。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第7回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの目
標設定
長期・中期・
短期目標の設
定
優先順位付け

アセスメント結果を基に、健康課題に
対する長期・中期・短期目標を設定す
る。また、重要度と実現可能性を踏ま
えた優先順位付けを行う。

予習15分：長期・中
期・短期計画の違いに
ついて教科書等で確認
しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。



第8回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの計
画
地域社会資源
の把握と管理
運営面・政策
面のアセスメ
ント

公衆栄養プログラムを実践する際に連
携できる人的・物的資源と予算につい
て検討する。また、運営面・政策面の
アセスメントを行い、プログラム実施
の障壁にならないか等を検討する。

予習15分：地域におけ
る社会資源の種類や対
象地域の実際について
調べておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第9回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの策
定
事業計画書の
作成
評価の計画

公衆栄養プログラムの中から、1事業に
ついて、事業計画書を作成する。ま
た、評価の方法・時期等についても検
討し、計画書に反映する。

予習15分：事業計画書
の書き方について教科
書等で理解しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第10回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの提
案①
提案資料の作
成

関係者に公衆栄養プログラムを提案す
るための資料を作成し、発表に備え
る。

予習15分：効果的なプ
レゼンテーションの方
法について復習してお
く。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第11回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの提
案②
発表・評価

作成した資料に基づき、発表する。ま
た、他者の発表を評価する。

予習15分：発表練習す
る。
復30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第12回
橘
陽
子

◆公衆栄養プ
ログラムの提
案③
発表・評価

作成した資料に基づき、発表する。ま
た、他者の発表を評価する

予習15分：発表練習す
る。
復30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第13回
橘
陽
子

◆集団の食事
改善を目的と
した食事摂取
基準の活用①
確率法とカッ
トポイント法

食事摂取基準を集団に活用する場合
の、確率法とカットポイント法の違い
を踏まえ、カットポイント法による栄
養素摂取不足者の割合を求める。

予習15分：食事摂取基
準の集団への活用につ
いて、熟読しておく。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第14回
橘
陽
子

◆集団の食事
改善を目的と
した食事摂取
基準の活用②
栄養素摂取の
提案

栄養素のアセスメント結果に基づき、
不足する栄養素の摂取を促すリーフ
レットを作成する。

予習15分：栄養素に関
する理解を深め、資料
作成に備える。
復習30分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第15回
橘
陽
子

◆集団の食事
改善を目的と
した食事摂取
基準の活用③
まとめ

作成したリーフレットを評価する。ま
た、本授業のまとめを行う。

予習15分：これまでの
授業の振り返りを行
う。
復習30分：意見交換に
より得た学びを整理
し、将来に活かせるよ



うにする。

教科書
健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂第6版：南江堂
公衆栄養学2018年版 地域・国・国際レベルでの栄養マネジメント 第5版：医歯薬出版株式会社
日本人の食事摂取基準[2020年版]
参考書
日本食品標準成分表2015年版（七訂）
調理のためのベーシックデータ 第5版
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
課題85%、授業への参加度15% 
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内での課題は返却の際に解説を行う。
履修のポイント
授業内容に連続性があり、習得度に合わせた内容変更の可能性もあるので欠席はしないこと。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 昼休み
11号館栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R272



講義コード 20850001
講義名 給食経営管理論Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校・学校給食センター及び教育委員会における給食経営管理の指
導・実践に基づき指導する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
給食施設における管理栄養士の役割は、対象（喫食）者の健康の保持・増進、心身の健全な成長
及び疾病予防と治療を促すための食事管理と栄養教育を行うことである。そのため、給食施設に
おける給食業務を円滑に管理･経営するための基本な知識と技術（方法）について学習する。な
お、給食施設の概要及び給食施設における管理栄養士の役割を理解し、さらに、特定多数の人々
の健康状態・栄養状態の改善・維持・向上・ＱＯＬの向上を目標とした栄養・食事管理を効率
的、かつ効果的に継続して実施していくための生産、安全・衛生について理解することを目標と
する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象に沿って、利用者の
身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育に関して給食経営管理に必要
な知識や技術を修得することを目指すものとする。

到達目標
１．給食の意義及び運営について説明できる。
２．特定多数の人々に食事を提供する給食施設における食事の提供にかかわる栄養・食事管理に
ついて説明できる。
３．給食経営における品質管理について説明できる。
４．安全・衛生な給食の経営管理について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

神
戸
美

オリエンテー
ション 
給食の概念(1)
給食経営管理
論について 

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行



恵
子
給食の概要
課題：授業の
まとめプリン
ト

い、給食の概要について理解を深める。

第2回

神
戸
美
恵
子

給食の概念(2)
給食システム
給食施設の特
徴と管理栄養
士の役割・関
連法規
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、給食システム、給食施設の特徴と管
理栄養士の役割・関連法規について理解
を深める。

第3回

神
戸
美
恵
子

栄養・食事管
理(1)
栄養・食事の
アセスメント
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。復
習60分：課題プリントによる復習を行
い、栄養・食事のアセスメントについて
理解を深める。

第4回

神
戸
美
恵
子

栄養・食事管
理(2)
食事の計画 
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、食事の計画について理解を深める。

第5回

神
戸
美
恵
子

栄養・食事管
理(3)
食事計画の実
施、評価、改
善 
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、食事計画の実施、評価、改善につい
て理解を深める。

第6回

神
戸
美
恵
子

給食経営にお
ける品質管
理(1)
品質と標準化 
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、品質と標準化について理解を深め
る。

第7回

神
戸
美
恵
子

給食経営にお
ける品質管
理(2)
食材管理 
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、食材管理 について理解を深める。

第8回

神
戸
美
恵
子

給食経営にお
ける品質管
理(3)
生産管理①
課題：授業の
まとめプリン

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、生産管理について理解を深める。



ト

第9回

神
戸
美
恵
子

給食経営にお
ける品質管
理(4)
生産管理②
提供管理
課題：授業の
まとめプリン
ト

大量調理と少量調
理の違いについて
ディスカッション
ンを行う。

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、提供管理について理解を深める。

第10回

神
戸
美
恵
子

給食の安全・
衛生(1)
安全・衛生の
概念
課題：授業の
まとめプリン
ト

食中毒事例につい
てディスカッショ
ンンを行う。

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、安全・衛生の概念について理解を深
める。

第11回

神
戸
美
恵
子

給食の安全・
衛生(2)
安全・衛生の
実際
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、安全・衛生の実際について理解を深
める。

第12回

神
戸
美
恵
子

給食の安全・
衛生(3)
大量調理施設
衛生管理マ
ニュアル
課題：数値管
理表

マニュアルに示さ
れている数値管理
項目についてまと
める。

予習60分：第10～11回の内容を復習す
る。
復習60分：大量調理施設衛生管理マニュ
アルについて理解を深める。

第13回

神
戸
美
恵
子

給食の安全・
衛生(4)
事故・災害対
策
課題：授業の
まとめプリン
ト

災害時の給食の役
割と対策について
ディスカッション
ンを行う。

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、事故・災害対策、災害時の給食の役
割と対策について理解を深める。

第14回

神
戸
美
恵
子

給食経営管理
の概念(1)
経営管理の概
念
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、経営管理の概念について理解を深め
る。

第15回

神
戸
美
恵
子

給食経営管理
の概念(2)
給食の資源と
管理
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を行
い、給食の原価構成、収入と原価管理に
ついて理解を深める。

教科書



サクセス管理栄養士講座 給食経営管理論 第一出版
講義のスライドを随時プリントして配布する。
参考書
日本人の食事摂取基準 
日本標準食品成分表
給食のための基礎からの献立作成 
はじめての大量調理
調理のためのベーシックデータ（第5版）
給食経営管理用語辞典
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
筆記試験90％、レポート10％、平常点（授業参加度・貢献度等）を加味して総合的に判断す
る。
評価方法の基準を講義初回時にアナウンスする。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題提出時に模範解答を配布する。
定期試験に課題を一部反映させる。
履修のポイント
給食経営管理論実習Ⅰ、給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習）に臨むうえで必要な基礎的知識を得る
ための科目ですので、積極的に取り組むこと。
予習・復習の時間数：不足分については試験前の学習で補完すること。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 昼休み 研究室15
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R232



講義コード 20860001
講義名 給食経営管理論Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校・学校給食センター及び教育委員会における給食経営管理の指
導・実践に基づき指導する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
給食施設における管理栄養士の役割は、対象（喫食）者の健康の保持・増進、心身の健全な成長
及び疾病予防と治療を促すための食事管理と栄養教育を行うことである。そのため、給食経営管
理の概念について理解し、給食運営や関係の資源を総合的に判断し、栄養面・安全面・経営管理
全般のマネジメントを行う能力を養う。なお、給食運営や関係の資源（食品流通や食品開発の状
況、給食に関わる組織や経費等）を総合的に判断し、栄養面・安全面・経済面全般のマネジメン
トについて理解することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、多様な対象に沿って、利用者の
身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育に関して給食経営管理に必要
な知識や技術を修得することを目指すものとする。
到達目標
１．給食経営管理の概念について説明することができる。
２．給食における原価管理について説明できる。
３．栄養管理・食事管理に関するマネジメントについて説明できる。
４．各施設、対象（喫食）者に応じた給食の概要について説明できる。
授業計画

授業内容と方
法、課題

アクティブラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

栄養・食事管
理の実際(1)
アセスメント
に基づく食事
計画
課題：食事計
画ワークシー
ト

アセスメント結果に基づ
く食事計画の作成手順に
ついてグループディス
カッションを行う。

予習60分：1年次の食事設計計画実習で
行った特定の集団を対象とした給与栄
養目標量の考え方、給食経営管理
論Ⅰ第3回について復習する。
復習120分：ワークシートを仕上げる。



第2回

栄養・食事管
理の実際(2)
食事計画から
献立計画へ
課題：献立計
画ワークシー
ト

前回作成した食事計画に
そった献立計画について
グループディスカッショ
ンを行う。

予習60分：1年次の食事設計計画実習で
学習した献立作成の手順や要点、給食
経営管理論Ⅰ第4・5回について復習す
る。
復習120分：ワークシートを仕上げる。

第3回

栄養・食事管
理の実際(3)
栄養教育教材
としての給食
課題：栄養教
育教材

前回作成した献立計画に
そった栄養教育教材をグ
ループで考える。

予習60分：給食経営管理論Ⅰ第4回につ
いて復習する。
復習120分：栄養教育教材を仕上げる。

第4回

栄養・食事管
理の実際(4)
計画（予定献
立・作業計
画・作業工
程・作業動
線・発注等）
課題：計画書
作成

各計画書の作成手順につ
いてグループで確認し、
計画書を作成する。

予習60分：給食経営管理論Ⅰ第5～12回
を確認する。
復習120分：計画書を仕上げる。

第5回

栄養・食事管
理の実際(5)
作業管理（検
収・下処理・
調理・配膳配
食・洗浄等）

各作業内容及び全体の流
れについてグループで確
認する。

予習60分：給食経営管理論Ⅰ第5～12回
を確認する。
復習120分：各作業について配布資料を
確認し、理解を深める。

第6回

栄養・食事管
理の実際(6)
評価・改善
（実施献立・
インシデント
レポート・評
価表等）

喫食者評価の方法や、予
定献立と実施献立の違い
についてディスカッショ
ンする。

予習60分：給食経営管理論Ⅰ第5～12回
を確認する。
復習120分：配布資料を確認し、理解を
深める。

第7回

給食経営管理
の概念(3)
給食の原価構
成と収支構造
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、給食の原価構成と収支構造につ
いて理解を深める。

第8回

給食経営管理
の概念(4)
給食とマーケ
ティング
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、給食とマーケティングについて
理解を深める。

第9回

給食経営管理
の概念(5)
給食経営と組
織
課題：授業の

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、給食経営と組織について理解を



まとめプリン
ト

深める。

第10回

給食施設の特
徴と関連法
規(1)
医療施設 
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、医療施設の特徴と関連法規につ
いて理解を深める。

第11回

給食施設の特
徴と関連法
規(2)
高齢者・介護
福祉施設 
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、高齢者・介護福祉施設の特徴と
関連法規について理解を深める。

第12回

給食施設の特
徴と関連法
規(3)
児童福祉施
設、障害者福
祉施設
課題：授業の
まとめプリン
ト

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、児童福祉施設、障害者福祉施設
の特徴と関連法規について理解を深め
る。

第13回

給食施設の特
徴と関連法
規(4)
学校
課題：給食経
営管理論のま
とめチェック
シート

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、学校の特徴と関連法規について
理解を深める。給食経営管理論のまと
めチェックシートを仕上げる。

第14回

給食施設の特
徴と関連法
規(5)
事業所、その
他の施設
課題：給食経
営管理論のま
とめチェック
シート

予習60分：教科書の該当箇所を読む。
復習60分：課題プリントによる復習を
行い、事業所、その他の施設の特徴と
関連法規について理解を深める。給食
経営管理論のまとめチェックシートを
仕上げる。

第15回 給食経営管理論のまとめ

グループで、給食経営管
理論のまとめチェック
シートを基に、課題を出
し合い、ディスカッショ
ンする。
グループごとにディス
カッションした内容を発
表する。

予習120分：給食経営管理論のまとめ
チェックシートをもとに自己課題を挙
げ、調べ学習をする。
復習60分：ディスカッションした内容
を整理する。

教科書
サクセス管理栄養士講座 給食経営管理論



参考書
日本食品標準成分表、給食施設のための献立作成マニュアル、管理栄養士栄養士必携、給食経営
管理用語辞典
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
筆記試験90％、課題10％、平常点（授業参加度・貢献度等）を加味して総合的に判断する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題提出時に模範解答を配布する。
定期試験に課題を一部反映させる。
履修のポイント
給食経営管理論実習Ⅰ、給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習）へ繋がるよう理解を深めること。
予習・復習の時間数：不足分については試験前の学習で補完すること。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日昼休み 研究室15
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R244



講義コード 20870001
講義名 給食経営管理論実習Ⅰ（Aクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校・学校給食センター及び教育委員会における給食経営管理の指
導・実践に基づき指導する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
給食現場での管理栄養士の実践力を身につけるために、関連教科で学習した基本的な知識や技術
をもとに、給食経営管論で学習した給食運営のPDCA(マネジメント)サイクルを活用し、健康な
学生を対象とした約100食の給食提供実習を行うことより、アセスメントから評価までの一連の
業務について理解する。給食提供実習は班編制、班内の役割分担により行う。さらに、実習献立
を活用した期間献立を作成する。なお、給食提供実習を通して、アセスメントから評価までの一
連の業務について理解するとともに、栄養面・安全面・経済面などを統合した給食経営管理マネ
ジメントを行う能力を養うこと、給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習）に向けて個人個人が給食経
営管理に関するスキルや意欲を高めることを目標とする。
また、給食業務を行うために必要な食事の計画や調理を含めた給食サービス提供に関する実習を
通して、フードサービスシステムやマーケティングを理解するとともに、給食経営管理の基本的
な考え方や技法を修得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、健康な人を対象として、身体の
状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育等給食経営管理に必要な技術を修得
している。

到達目標
１．健康な人を対象とした給食提供を経営管理のPDCAサイクルに従い計画することができる。
２．「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づく衛生管理について確認することができる。
３．給食組織運営やチームワークやコミュニケーション力を身に付けることができる。
４．給食運営業務に関する基本的な方法、技術を取得することができる。
５．栄養面、安全面、経済面全般について円滑にマネジメントすることができる。
６．提供する給食を活用した栄養教育を実施することができる。
７．実施給食を活用した期間献立を作成することができる。
授業計画



授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

オリエンテー
ション
・実習の目的、
方法、日程、実
習室説明等

予習90分：給食経営管理
論Ⅰの内容を復習する。
復習90分：実習室配置図
をもとに、設備、動線等
について確認する。

第2回
予定献立案作成
・給与栄養目標
量に基づく献立
作成・検討

給与栄養目標量に基づく献立作成・検
討を行う。（グループワーク）

予習90分：献立資料を参
考に、テーマに沿った献
立案を考える。
復習60分：献立の見直し
をする。

第3回

試作
・作成した献立
案の試作
・給食経営管理
実習室設備等説
明

作成した献立案の試作を行う。（グ
ループワーク）

予習30分：使用する食材
や器具、調理手順の確認
をする。
復習60分：試作の結果に
基づき、献立の修正案を
考える。

第4回
予定献立作成 
・試作の結果に
基づく献立案の
修正、決定

試作の結果に基づき献立案を修正し予
定献立を決定する。（グループワー
ク）

予習30分：献立修正案の
確認をする。
復習60分：決定した献立
を仕上げる。

第5回

予定献立に基づ
く作業計画作成
・作業計画表、
作業工程表、作
業動線図等

予定献立に基づき、作業計画表、作業
工程表、作業動線図等を作成する。
（グループワーク）

予習60分：決定した献立
の食材の使用量、作り方
を整理する。
復習60分：各作業工程表
を仕上げる。

第6回

予定献立に基づ
く帳票、栄養指
導資料作成
・発注書、衛生
管理チェック
表、栄養指導資
料等

予定献立に基づき、発注書、衛生管理
チェック表、栄養指導資料等を作成す
る。（グループワーク）

予習60分：献立に基づく
栄養指導に参考になる資
料を集め、案を作成す
る。
復習60分：栄養指導資料
等を仕上げる。

第7回

給食提供実習事
前準備､確認
補助グループと
の作業確認、準
備

100食の給食提供実習に向け、補助グ
ループに説明を行い、作業確認、準備
を行う。

予習90分：給食提供実習
の流れについて説明でき
るよう準備する。
復習60分：給食提供実習
に向け、担当作業につい
て整理する。

第8回

給食提供実習
（1）
管理栄養士（献
立、栄養指導）
担当

計画に基づき給食提供実習を行う。

予習60分：各計画書に目
を通し、担当する作業の
確認をする。
復習60分：インシデント
レポート、個人評価表、
実習記録をまとめる。

第9回
給食提供実習
（2）
検収・下処理・
洗浄担当

計画に基づき給食提供実習を行う。

予習60分：各計画書に目
を通し、担当する作業の
確認をする。
復習60分：インシデント
レポート、個人評価表、
実習記録をまとめる。
予習60分：各計画書に目
を通し、担当する作業の



第10回
給食提供実習
（3）
主食・主菜担当

計画に基づき給食提供実習を行う。 確認をする。
復習60分：インシデント
レポート、個人評価表、
実習記録をまとめる。

第11回
給食提供実習
（4）
副菜・汁物・デ
ザート担当

計画に基づき給食提供実習を行う。

予習60分：アンケート調
査の集計やまとめ方、事
務処理方法の確認をす
る。
復習60分：振り返りを行
い、記録をする。

第12回

給食提供実習の
評価とまと
め(1)
アンケート集計
実施献立表作成

アンケート集計、給食提供実習結果に
基づき実施献立表を作成（グループ
ワーク）

予習60分：実習記録を整
理する。
復習60分：実施献立表を
仕上げる。期間献立を考
える。

第13回

給食提供実習の
評価とまと
め(2)
評価表に基づく
給食提供実習の
評価

個人評価表に基づき給食提供実習の評
価とまとめを行う。（グループワー
ク）

予習60分：個人評価表を
整理する。
復習60分：実施評価とま
とめを参考に振り返りを
行う。期間献立を考え
る。

第14回

給食提供実習の
評価とまと
め(3)
給食提供実習報
告会
・給食提供実習
の評価とまとめ
について報告
・各グループの
報告に対し、評
価を行う
・報告に対する
評価をまとめる

給食提供実習の評価とまとめを報告す
る。報告に対する評価をグループでま
とめ、共有する。（グループワーク）

予習60分：報告準備をす
る。
復習60分：各グループの
報告を整理する。
期間献立を考える。

第15回

新調理システ
ム、期間献立作
成
・真空調理法
・実習献立を活
用した期間献立
作成

予習60分：新調理システ
ムについて教科書で確認
する。
復習180分：実習献立を
活用した期間献立を完成
させる。

教科書
担当教員作成実習書（プリント）及び帳票類
サクセス管理栄養士講座 給食経営管理論 
日本標準食品成分表
参考書
日本人の食事摂取基準
給食施設のための献立作成マニュアル 
栄養・食事管理のための施設別給食献立集
大量調理
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 



課題（期間献立等）30％、ワーク10％、平常点（授業参加度・貢献度等）60％として総合的に
評価する。

課題等に対する
フィードバックの方法
課題は、添削しコメント・アドバイスをつけて返却する。また、必要に応じて、受講者間で共有
しディスカッションを行う。
履修のポイント
グループワークが中心の実習なので、各自主体的に取り組む。
給食の特性を考慮し、健康管理、衛生的な身支度・行動を心がける。
大型の厨房機器も使用するため、作業に関する注意点を守り、安全に作業を行う。
課題は提出期限を厳守する。
課題（期間献立）作成は、授業時間では不足するため、家庭学習で補完すること。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日昼休み 研究室15（神戸研究室）
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R245



講義コード 20870002
講義名 給食経営管理論実習Ⅰ（Bクラス）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校・学校給食センター及び教育委員会における給食経営管理の指
導・実践に基づき指導する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
給食現場での管理栄養士の実践力を身につけるために、関連教科で学習した基本的な知識や技術
をもとに、給食経営管論で学習した給食運営のPDCA(マネジメント)サイクルを活用し、健康な
学生を対象とした約100食の給食提供実習を行うことより、アセスメントから評価までの一連の
業務について理解する。給食提供実習は班編制、班内の役割分担により行う。さらに、実習献立
を活用した期間献立を作成する。なお、給食提供実習を通して、アセスメントから評価までの一
連の業務について理解するとともに、栄養面・安全面・経済面などを統合した給食経営管理マネ
ジメントを行う能力を養うこと、給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習）に向けて個人個人が給食経
営管理に関するスキルや意欲を高めることを目標とする。
また、給食業務を行うために必要な食事の計画や調理を含めた給食サービス提供に関する実習を
通して、フードサービスシステムやマーケティングを理解するとともに、給食経営管理の基本的
な考え方や技法を修得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、健康な人を対象として、身体の
状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育等給食経営管理に必要な技術を修得
している。

到達目標
１．健康な人を対象とした給食提供を経営管理のPDCAサイクルに従い計画することができる。
２．「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づく衛生管理について確認することができる。
３．給食組織運営やチームワークやコミュニケーション力を身に付けることができる。
４．給食運営業務に関する基本的な方法、技術を取得することができる。
５．栄養面、安全面、経済面全般について円滑にマネジメントすることができる。
６．提供する給食を活用した栄養教育を実施することができる。
７．実施給食を活用した期間献立を作成することができる。
授業計画



授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

オリエンテー
ション
・実習の目的、
方法、日程、実
習室説明等

予習90分：給食経営管理
論Ⅰの内容を復習する。
復習90分：実習室配置図
をもとに、設備、動線等
について確認する。

第2回
予定献立案作成
・給与栄養目標
量に基づく献立
作成・検討

給与栄養目標量に基づく献立作成・検
討を行う。（グループワーク）

予習90分：献立資料を参
考に、テーマに沿った献
立案を考える。
復習60分：献立の見直し
をする。

第3回

試作
・作成した献立
案の試作
・給食経営管理
実習室設備等説
明

作成した献立案の試作を行う。（グ
ループワーク）

予習30分：使用する食材
や器具、調理手順の確認
をする。
復習60分：試作の結果に
基づき、献立の修正案を
考える。

第4回
予定献立作成 
・試作の結果に
基づく献立案の
修正、決定

試作の結果に基づき献立案を修正し予
定献立を決定する。（グループワー
ク）

予習30分：献立修正案の
確認をする。
復習60分：決定した献立
を仕上げる。

第5回

予定献立に基づ
く作業計画作成
・作業計画表、
作業工程表、作
業動線図等

予定献立に基づき、作業計画表、作業
工程表、作業動線図等を作成する。
（グループワーク）

予習60分：決定した献立
の食材の使用量、作り方
を整理する。
復習60分：各作業工程表
を仕上げる。

第6回

予定献立に基づ
く帳票、栄養指
導資料作成
・発注書、衛生
管理チェック
表、栄養指導資
料等

予定献立に基づき、発注書、衛生管理
チェック表、栄養指導資料等を作成す
る。（グループワーク）

予習60分：献立に基づく
栄養指導に参考になる資
料を集め、案を作成す
る。
復習60分：栄養指導資料
等を仕上げる。

第7回

給食提供実習事
前準備､確認
補助グループと
の作業確認、準
備

100食の給食提供実習に向け、補助グ
ループに説明を行い、作業確認、準備
を行う。

予習90分：給食提供実習
の流れについて説明でき
るよう準備する。
復習60分：給食提供実習
に向け、担当作業につい
て整理する。

第8回

給食提供実習
（1）
管理栄養士（献
立、栄養指導）
担当

計画に基づき給食提供実習を行う。

予習60分：各計画書に目
を通し、担当する作業の
確認をする。
復習60分：インシデント
レポート、個人評価表、
実習記録をまとめる。

第9回
給食提供実習
（2）
検収・下処理・
洗浄担当

計画に基づき給食提供実習を行う。

予習60分：各計画書に目
を通し、担当する作業の
確認をする。
復習60分：インシデント
レポート、個人評価表、
実習記録をまとめる。
予習60分：各計画書に目
を通し、担当する作業の



第10回
給食提供実習
（3）
主食・主菜担当

計画に基づき給食提供実習を行う。 確認をする。
復習60分：インシデント
レポート、個人評価表、
実習記録をまとめる。

第11回
給食提供実習
（4）
副菜・汁物・デ
ザート担当

計画に基づき給食提供実習を行う。

予習60分：アンケート調
査の集計やまとめ方、事
務処理方法の確認をす
る。
復習60分：振り返りを行
い、記録をする。

第12回

給食提供実習の
評価とまと
め(1)
アンケート集計
実施献立表作成

アンケート集計、給食提供実習結果に
基づき実施献立表を作成（グループ
ワーク）

予習60分：実習記録を整
理する。
復習60分：実施献立表を
仕上げる。期間献立を考
える。

第13回

給食提供実習の
評価とまと
め(2)
評価表に基づく
給食提供実習の
評価

個人評価表に基づき給食提供実習の評
価とまとめを行う。（グループワー
ク）

予習60分：個人評価表を
整理する。
復習60分：実施評価とま
とめを参考に振り返りを
行う。期間献立を考え
る。

第14回

給食提供実習の
評価とまと
め(3)
給食提供実習報
告会
・給食提供実習
の評価とまとめ
について報告
・各グループの
報告に対し、評
価を行う
・報告に対する
評価をまとめる

給食提供実習の評価とまとめを報告す
る。報告に対する評価をグループでま
とめ、共有する。（グループワーク）

予習60分：報告準備をす
る。
復習60分：各グループの
報告を整理する。
期間献立を考える。

第15回

新調理システ
ム、期間献立作
成
・真空調理法
・実習献立を活
用した期間献立
作成

予習60分：新調理システ
ムについて教科書で確認
する。
復習180分：実習献立を
活用した期間献立を完成
させる。

教科書
担当教員作成実習書（プリント）及び帳票類
サクセス管理栄養士講座 給食経営管理論 
日本標準食品成分表
参考書
日本人の食事摂取基準
給食施設のための献立作成マニュアル 
栄養・食事管理のための施設別給食献立集
大量調理
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 



課題（期間献立等）30％、ワーク10％、平常点（授業参加度・貢献度等）60％として総合的に
評価する。

課題等に対する
フィードバックの方法
課題は、添削しコメント・アドバイスをつけて返却する。また、必要に応じて、受講者間で共有
しディスカッションを行う。
履修のポイント
グループワークが中心の実習なので、各自主体的に取り組む。
給食の特性を考慮し、健康管理、衛生的な身支度・行動を心がける。
大型の厨房機器も使用するため、作業に関する注意点を守り、安全に作業を行う。
課題は提出期限を厳守する。
課題（期間献立）作成は、授業時間では不足するため、家庭学習で補完すること。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日昼休み 研究室15（神戸研究室）
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R245



講義コード 20880001
講義名 管理栄養士総合演習Ⅰ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践栄養活動を行った経歴を有する教員が、臨地実習に
必要な知識や技術を総合的にサポートする。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし
教員 神戸 美恵子 指定なし
教員 島田 美樹子 指定なし
教員 関谷 果林 指定なし

授業の概要と教育目標
給食経営管理論・給食の運営、臨床栄養学、公衆栄養学分野の専門的知識と技術を統合し、課題
発見（気づき）、問題解決をしていく過程を学ぶ。それにより、専門職である管理栄養士が身に
つけるべき態度や行動について意識を深めることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
専門的な知識や技術の学習を統合・発展させ、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメントを行
うために必要とされる知識及び技術を身につけ、実践活動の場での課題発見、解決できる知識・
技術を修得する。
到達目標
①臨地実習の意義や目的を理解し、実習に向けての意欲を高めることができる。
②課題発見力と問題解決能力を身に付けために自己課題の設定ができる。
③大学での学びと臨地における学習内容を統合する準備ができる。
④管理栄養士として専門的な知識や技術を修得できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習とそのために必要な時間

1
増
野

・教員紹介
・授業の概要
・前期・後期授業の概
要

予習：臨地実習と授業
の関係いついて理解を

 60



第 回 弥
生
・職業人としての管理
栄養士・栄養士の職業
倫理とは

しておく 分
復習：授業内容の復習
60分

第2回
宮
原
公
子

・管理栄養士養成課程
におけるカリキュラム
と必要なスキル
・臨地実習の位置づけ
と重要性
・臨地実習と校外実習
の相違点
・研究課題の意義・目
的、課題設定

臨地実習をとおして、何を学
びたいかグループ内で発表し
合い、目的を明らかにする。

予習：栄養士法第1条、
第2条を理解しておく
60分
復習：臨地実習の意
義、重要性をノートに
まとめる 60分

第3回
関
谷
果
林

・臨地実習にふさわし
い服装、身だしなみ
・電話のかけ方

臨地実習に向けてふさわしい
服装、身だしなみ、実習先へ
の電話のかけ方、事前訪問の
仕方など、グループでロール
プレイングを通して、課題を
明確にしてアドバイスを行
う。

予習：服装、身だしな
み、電話のかけ方につ
いて想定する 60分
復習：授業内容をもと
に各自の服装、持ち物
などを確認する 60分

第4回
関
谷
果
林

・レポートを書くため
に必要なスキル
・注意したい表現や留
意点
・誤字脱字、誤表現を
訂正
課題：当日の授業スケ
ジュールを含め実習日
誌に記載し次回提出す
る。

レポート例をグループディス
カッションにて適切な言葉を
用いた文章に修正し仕上げ
る。

予習：実習に用いる用
語を調べる 60分
復習：実習日誌を参考
にレポートの書き方を
復習 60分

第5回
関
谷
果
林

・敬語の種類及び活用
方法
・礼状のマナーおよび
書き方

目上の方への礼状を検討し、
実際に書き上げ、投函する。

予習：敬語に関する基
礎的知識を調べ、礼状
の下書きをする 90分
復習：礼状を仕上げ、
投函する 60分

第6回

神
戸
美
恵
子

給食経営管理論復習①
・栄養・食事管理
・品質管理

講義内容についてグループ
ディスカッションを行い、課
題発見につなげる。

予習：2年次に学習した
給食経営管理論（栄
養・食事管理、品質管
理）の復習を行う 30分
復習：授業内容の復習
を行う 30分

第7回

神
戸
美
恵
子

給食経営管理論復習②
・財務管理、食材管
理、生産（調理）
・提供管理
・安全・衛生管理
・施設設備管理

講義内容についてグループ
ディスカッションを行い、課
題発見につなげる。

予習：2年次に学習した
給食経営管理論（財務
管理、食材管理、生産
（調理）・提供管理）
の復習を行う 30分
復習：授業内容の復習
を行う 30分

第8回

神
戸
美
恵

給食施設の概要と管理
栄養士の役割① 
・学校
・事業所
・自己研究課題設定①

学校、事業所の管理栄養士の
役割の特徴についてグループ
ディスカッションを行い、課
題発見につなげる。

予習：学校給食、事業
所給食に関する法規の
確認をする 30分
復習：授業内容の復習



子 を行う 30分

第9回
増
野
弥
生

給食施設の概要と管理
栄養士の役割②
・福祉施設
・自己研究課題設定②

高齢者施設の管理栄養士の役
割と業務、給食の概要、高齢
者の特徴についてグループ
ワークを行い、課題発見につ
なげる。

予習：福祉施設給食に
関する法規の確認をす
る 60分 
復習：授業内容の復習
を行う 30分

第10回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

自己研究課題解決の取
組の検討①
・自己研究課題設定の
明確化
・研究方法・内容の計
画 
課題：自己研究課題計
画書（計画用）

自己研究課題計画書にそっ
て、課題設定の理由、研究方
法・内容についてまとめる。

予習：自己研究課題に
決定したい内容を挙げ
ておく 30分
復習：自己研究課題計
画書（計画用）を仕上
げる 30分

第11回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

実習に向けた準備と確
認
・事前訪問の連絡
・事前訪問（オリエン
テーション）
課題：事前訪問（オリ
エンテーション）の記
録

実習施設グループで、事前訪
問の詳細について計画する。

予習：第3回、第5回の
内容を復習しておく
30分
復習：事前訪問（オリ
エンテーション）の記
録を仕上げる、添削さ
れた自己研究課題計画
書（計画用）を修正す
る 60分

第12回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

自己研究課題解決の取
組の検討②
・自己研究課題テー
マ・研究内容の共有化
・自己研究課題の研究
方法・研究内容の整理
課題：自己研究課題計
画書（提出用）

実習施設グループで、自己研
究課題テーマ・研究内容の発
表を行い、アドバイスを行
う。

予習：自己研究課題
テーマ・研究内容を説
明できるようにする
30分
復習：自己研究課題計
画（提出用）を仕上げ
る 30分

第13回

増
野
弥
生
神
戸
美
恵
子

実習ノートの概要
・実習ノートの書き
方、まとめ方

実習ノートの内容確認及び書
き方、要点のまとめ方、記録
方法を確認する。

予習：実習ノートの内
容を確認する 30分 
復習： 施設概要など実
習ノートにまとめる
30分

第14回

増
野
弥
生
神
戸
美
恵
子

給食経営管理実
習Ⅱ（臨地実習）に向
けた確認①

実習施設ごとに、実習内容、
施設課題、所持品等の確認を
する。

予習：実習ノートを参
考に給食経営管理実
習Ⅱ（臨地実習）内容を
確認する 30分
復習：実習ノートの整
理 30分

神
戸
美 給食経営管理実 予習：自己研究課題に



第15回
恵
子
増
野
弥
生

習Ⅱ（臨地実習）に向
けた確認②
・自己研究課題の研究
方法・研究内容の進め
方

自己研究課題について、実習
前に必要な準備、資料・文献
検索を行う。

必要な資料を収集して
おく 30分
復習：自己研究課題に
必要な資料を整理する
30分

第16回
増
野
弥
生

・実習終了の報告・確
認
・お礼状作成

実習施設ごとにお礼状を作
成、清書する。

予習：お礼状の下書き
をする 60分
復習：実習ノートを整
理する 60分

第17回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

給食経営管理論実
習Ⅱのまとめ
・自己研究課題
・実習ノート

自己研究課題、実習ノートを
整理する。

予習：実習メモを整理
する 30分
復習：実習ノートを仕
上げる 60分

第18回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

実習報告会発表準備
・資料及び原稿の作成

実習報告会に向けて、施設の
概要及び実習内容、各自の研
究課題をﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄにまとめ
る。

予習：実習報告に使用
する内容を整理する
30分
復習：実習報告資料・
原稿を仕上げる 30分

第19回

橘
陽
子
宮
原
公
子

公衆栄養学実習Ⅱ（臨
地実習）報告会の聴講

発表内容についての情報を整
理し、質疑応答を行う。

予習：居住地及び出身
地の保健所・保健セン
ターの名称及び役割に
ついて調べる 60分
復習：報告会で得た知
識とこれまでの知識を
統合し、地域保健の場
での管理栄養士活動に
ついて理解を深める
60分

第20回

橘
陽
子
宮
原
公
子

公衆栄養学実習Ⅱ（臨
地実習）報告会のまと
め

報告会での学びについてディ
スカッションし、選択希望に
ついて検討する。

予習：保健所・保健セ
ンターでの管理栄養士
の役割について調べる
60分
復習：ディスカッショ
ンの内容を整理し、今
後の学習の方向性を定
める 60分

島
田

臨床臨地実習の目的及
び目標と心構え
・感染対策管理及びワ
クチン接種スケジュー
ルの立案と書類の確認
（ワクチン接種済、予
定、母子手帳の整理、
インフルエンザワクチ
ンの予定）

予習：第１～5回で学ん
だ内容を復習する 30分
復習：守秘義務、接



第21回 美
樹
子

医療施設の仕組みにつ
いての復習
・施設の概要
・組織図
・栄養部門の役割
・チーム医療
・認定資格
課題：実習先の施設概
要を仕上げ次回提出す
る

施設概要をまとめグループ
ディスカッションをする。 遇、感染抗体価につい

ての復習と医療施設の
仕組みを復習し、施設
概要を仕上げる 60分

第22回

島
田
美
樹
子

栄養管理計画について
の復習
・栄養スクリーニング
・栄養アセスメント
・栄養補給法（経口・
経腸・経静脈）
・治療食について（疾
患別、成分栄養別）
課題：治療食の種別と
特徴をまとめる

治療食についてグループディ
スカッションを行い、ワーク
シートを仕上げる。

予習：栄養管理や栄養
補給について復習して
おく 30分
復習：治療食について
のレポートを理解して
まとめ上げる 60分

第23回

島
田
美
樹
子

自己課題の設定①
・復習内容を踏まえ、
自己課題を設定する
事前訪問の準備①
・グループ内で日程を
調整する
・連絡方法

課題：自己課題の必要
箇所のみ記入し提出す
る

グループ内で多くのことが学
べるようにディスカッション
し、自己課題の設定や内容を
深めるように協同する。

予習：自己課題のテー
マをいくつか候補を挙
げて必要と思われる詳
細な情報をまとめてお
く 60分
復習：ディスカッショ
ンの内容を基に自己課
題のテーマを決め、概
要を仕上げる 60分

第24回

島
田
美
樹
子

栄養教育・指導、栄養
ケア記録についての復
習
・栄養ケアとPOS
・SOAP記載
診療報酬
・栄養部門の関わる診
療報酬や体制について
自己課題の設定②
・提出した課題を修正
をする

SOAP記載をペアワークにて
実施しレポートに書き上げる

予習：SOAP記載を復習
しておく 30分
復習：自己課題の修正
60分

第25回

島
田
美
樹
子

事前準備①
・事前挨拶①の日程調
整の連絡
・事前挨拶①の報告書
作成（終了した施設）
・自己課題の修正
・事前報告の施設別発
表
・書類作成（個人票な
ど）
・実習の手引きを概説

電話のかけ方をロールプレイ
ングする。事前挨拶の報告書
を用いて発表し、聴講し要点
をまとめることで他施設の事
例を知り、情報共有をする。

予習：報告書作成のた
めに事前訪問の内容を
個々にまとめる 60分
復習：発表後の指摘事
項を改善し仕上げる
60分

事前準備②
・事前挨拶①の日程調



第26回

島
田
美
樹
子

整の連絡
・事前挨拶①の報告書
作成（終了した施設）
・ワクチンスケジュー
ルの確認
施設課題の準備①
・施設課題
・献立展開
自己課題の仕上げ
・自己課題は添付資料
とともにそろえて事前
部分を完成させる

施設課題のために必要な事項
をグループワークし、施設か
ら求められていることを正し
く共通理解し、学びを深めよ
り良いものができるように協
同作業をする。

予習：施設課題をする
ために必要な事項をを
個々にまとめる 60分
復習：施設課題のため
に不足していた情報を
収集し、発展させる
60分

第27回

島
田
美
樹
子

事前準備③
・実習の手引きの記録
説明（事前部分）
施設課題の準備②
・施設課題の修正
・内容を詳細にまとめ
整理する
ワクチンスケジュール
の確認
課題：施設課題や献立
作成を仕上げて次回提
出する

予習：手引きを読む
30分
復習：施設課題や献立
を仕上げる 60分

第28回

島
田
美
樹
子

事前準備④
・提出書類（誓約書、
交通手段、感染報告
書、個人票、健康診断
書、課題等）の管理
・ワクチンスケジュー
ルの確認（書類の仕上
げ）
事前挨拶②の準備
・日程調整
・報告書

感染対策についてグループ
ワークし、リスクマネジメン
トをする。

予習：感染に関する自
己結果シックデイの対
応を学ぶ 30分
復習：実習日程までの
ワクチン接種スケ
ジュールを組み直し調
整する、体調不良時の
対応を想定し実行でき
るようにする、テスト
メール実施 60分

第29回

島
田
美
樹
子

・事前挨拶②の報告書
作成
・自己課題と施設課
題、献立作成
・事前報告の施設別発
表

事前挨拶の報告書を用い、発
表内容を傾聴し要点をまとめ
ることで、他施設の事例から
学ぶ。

予習：課題や献立作成
に必要な分野を予習す
る 60分
復習：授業で指導され
た不足していた内容を
検討する 60分

第30回

島
田
美
樹
子

・マナー、敬語、守秘
義務、身だしなみ
・体調不良時の対応
・実習ノートの書き方
・実習準備（検便検
査、感染報告、衛生管
理）
・物品の確認
・事後報告のための準
備

実習先によって指示されたこ
とが理解して取り組めている
かグループワークにて確認
し、不足があれば改善する。

予習：実習ノートや物
品、備品の確認 60分
復習：実習内容の復習
と事後のための準備
60分

教科書
給食経営管理論・給食の運営、臨床栄養学、公衆栄養学分野の専門教科の教科書。
各臨地実習の手引き及び臨地実習ノート。



参考書
給食経営管理論・給食の運営、臨床栄養学、公衆栄養学分野の専門実習教科の教科書。管理栄養
士・栄養士必携等。
成績評価の方法・基準
単位認定試験60点以上。給食経営管理論・給食の運営、臨床栄養学、公衆栄養学分野の課題とレ
ポートの提出を80％、平常点（授業参加度・貢献度）20％として総合的に判断する。
課題等に対する
フィードバックの方法
レポート（ワークシート）は確認後、返却するので各臨地実習記録に綴じ、臨地実習で活用す
る。
履修のポイント
到達目標を達成するよう努力をして、遅刻・欠席をしない。
臨地実習の意義や目的を理解し、課題発見力と問題解決能力を身に付る。
大学での学びと各臨地における学習内容を統合し、管理栄養士として専門的な知識や技術を修得
する。
オフィス・アワー
宮原
神戸 月曜日～金曜日 昼休み 研究室15
増野 月曜日～金曜日 昼休み 研究室18
島田 火曜日～木曜日 昼休み 研究室17
橘 月曜日～金曜日 昼休み 栄養教育準備室
関谷 月曜日～金曜日 昼休み 給食経営管理準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R350



講義コード 20890001
講義名 管理栄養士総合演習Ⅱ
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士として実践栄養活動を行った経歴を有する教員が、応用力・実
践力を習得できるように演習を進める。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮原 公子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 増野 弥生 指定なし
教員 神戸 美恵子 指定なし
教員 島田 美樹子 指定なし
教員 齋藤 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
本演習は、これまで学習してきた基礎専門および専門科目での学びを統合し、管理栄養士として
の高度な専門的な知識や技術を向上させるための基礎力を高める学習を進めていく。学生自ら、
問題発見能力と問題解決能力を伸ばし、今、社会が求める管理栄養士として必要なスキルを身に
付けることを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、管理栄養士の実践活動の場での
課題発見、解決を通して、多様な社会ニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につけ、実践的
な職業人として活躍できる知識・技術を修得する。そのために、基礎専門科目および専門科目を
横断した学習をすることで、応用力・実践力を養う。
到達目標
１．管理栄養士に求められるスキルである「栄養教育能力」、「マネジメント能力」および「コ
ミュニケーション能力」を演習をとおして実践的に習得する。
２．基礎専門科目で習得した知識を基に、専門実践科目である「臨床栄養学」「公衆栄養学」お
よび「給食経営管理論」につなげることができる。
３．専門科目を横断して得た知識・技術を統合し、総合的な応用力を習得する。
４．栄養評価・判定に基づいた適正な栄養管理を行うために、基礎専門分野および専門分野を横
断して総合力を養い、実践活動の場で生かすことができる。
５．管理栄養士に必要なスキルの習得方法として、プレゼンテーションをとおして、課題発見・
問題解決力を身に付ける。
授業計画



担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

宮
原
公
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
神
戸
美
恵
子

○オリエンテーション：授業概
要の説明
（内容・到達目標・授業の進め
方等）
○21世紀を担う高度な管理栄養
士の役割と必要なスキル：栄養
教育能力、マネジメン能力、コ
ミュニケーション能力
○実践分野における管理栄養士
に求められるスキル：実践科目
における具体的に求められるス
キルとその実際

講和：管理栄養士の実践
活動の場で求められるス
キルの実際の講和から、
課題発見・解決のための
ディスカッションを行
う。

予習：管理栄養士
の求められるスキ
ルを予習する 15分
復習：実践分野に
おける具体的なス
キルを復習し、学
習ノートにまとめ
る。 30分

第2回

宮
原
公
子
島
田
美
樹
子

〇基礎専門分野の学びを専門分
野に生かす：影山晴秋教授
人体の構造と機能および疾病の
成り立ち （解剖生理学分野）
・解剖生理学で修得した知識の
整理と他の器官系や疾病との関
連づける

グループワークによる
ディスカッションとプレ
ゼンテーションを実施：
日常の生理的現象をディ
スカッションすること
で、知識の定着を図る。

予習：実習で使っ
たときのプリント
を再確認す
る。10分
復習：他のグルー
プのプレゼンテー
ションについて、
教科書を見直し、
再確認する。35分

第3回

宮
原
公
子
橘
陽
子

〇専門分野の学びを専門実践科
目に生かす：榮 昭博教授
基礎栄養学の知識を実践専門科
目の理解につなげる。具体的に
は、食品成分と生体内で合成さ
れる栄養素の関係および栄養ア
セスメントの視点から、血液成
分と疾病の関係を学ぶ。

事前配布プリント内容に
ついて学生より説明し、
これに対して、教員およ
び学生より質疑応答を行
い、学習内容の理解を深
める。

予習：事前配布の
プリントを読み理
解すること。30分
以上 
復習：左記の内容
について講義ノー
トを作成するこ
と。15分以上

第4回
増
野
弥
生

○専門分野における「応用栄養
学」の学びを専門実践分野に生
かす：知識と技術
・ライフステージ別（特に妊娠
期・授乳期、乳幼児期、高齢
期）、の栄養アセスメント
・栄養アセスメントの手法、考
慮が必要なポイントの共有

小グループでのプレゼン
テーション実施：
・ケーススタディをとお
して、課題発見、問題解
決を図る。
・応用栄養学分野におけ
る応用力を共有する。

予習：栄養アセス
メント、マネジメ
ントの流れを予習
しておく。15分
復習：ライフス
テージ別の復習
し、自己課題を設
定する。30分

第5回
増
野
弥
生

○専門分野における「応用栄養
学」の学びを専門実践分野に生
かす：課題発見・問題解決
・ライフステージ別にみた食に
関する課題発見・問題解決
・日本人の食事摂取基準
（2020年版）の理解
・特殊環境別の栄養アセスメン
トについての手法
・プレゼンテーションをとおし

小グループでのプレゼン
テーション実施：
・ケーススタディをとお
して、課題発見、問題解
決を図る。
・応用栄養学分野におけ
る応用力を共有する。

予習：ライフス
テージ別栄養マ
ネージメント、ア
セスメントのポイ
ントを予
習しておく。15分
復習：特殊環境別
の自己課題を設定



た応用栄養学分野の知識と技能
の共有

する。30分

第6回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

○専門分野における「栄養教育
論」の学びを専門実践分野に生
かす（１）：課題発見のために
必要な知識と技術
・栄養教育マネジメント、栄養
アセスメント、PDCAサイクル
・行動科学の理論・モデル・概
念：個人および集団に用いる手
法
・栄養教育計画と評価

○Web上に公開されてい
る二次データをアセスメ
ントとして用い、健康課
題を出し合う。

予習：栄養アセス
メントに基づく、
マネジメントの流
れを予習してお
く。15分
復習：個人・集団
に応じた行動科学
の理論・モデルを
復習し、自己課題
を設定する。45分

第7回

齋
藤
陽
子
宮
原
公
子

○専門分野における「栄養教育
論」の学びを専門実践分野に生
かす（２）：課題解決、応用力
への展開
・栄養教育論における課題発
見・問題解決
・プレゼンテーションをとおし
た栄養教育分野の知識と技能の
共有

○小グループでのプレゼ
ンテーション実施：
・ディスカッションをと
おして、課題発見、問題
解決を図る。
・栄養教育分野における
応用力を共有する。

予習：自己の課題
発見・問題解決の
流れをプレゼンで
きるようにしてお
く。45分
復習：プレゼン
テーションやディ
スカッションで得
た学びを課題解決
としてまとめ
る。15分

第8回

島
田
美
樹
子

○専門分野における「臨床栄養
学」の学びを専門実践分野に定
着させる（１）：課題発見に必
要な知識の復習
・栄養ケアプロセス
・栄養スクリーニング、アセス
メント
・栄養状態の判定

〇小グループでのプレゼ
ンテーション実施：
・ケーススタディをとお
して、課題を発見し、問
題解決に向けて必要な知
識を共有しまとめる。

予習：栄養ケアプ
ロセスの手法、栄
養管理計画につい
て、疾患ごとに教
科書等で復習す
る。30分
復習：症例につい
て検討し、プレゼ
ンテーションに備
える。90分

第9回

島
田
美
樹
子

○専門分野における「臨床栄養
学」の学びを専門実践分野に定
着させる（２）：課題解決
・症例における課題発見・問題
解決
・プレゼンテーションをとおし
た臨床栄養学分野の知識と技能
の共有

○小グループでのプレゼ
ンテーション実施：
・ディスカッションをと
おして、課題発見、問題
解決を図る。
・臨床栄養学分野におけ
る応用力を共有する｡

予習：自己の課題
発見・問題解決の
流れをプレゼンで
きるようにしてお
く。60分

復習：プレゼン
テーションやディ
スカッションで得
た学びを課題解決
としてまとめ
る。30分

第10回
橘
陽
子

○専門分野における「公衆栄養
学」の学びを専門実践分野に定
着させる（１）：課題解決に必
要な知識の復習
・栄養疫学
・公衆栄養マネジメント

〇小グループでのプ事例
検討：
・事例における課題を発
見し、問題解決に向けて
必要な知識を共有しまと
める。

予習：栄養疫学の
手法、公衆栄養マ
ネジメントの流れ
について、教科書
等で確認す
る。60分
復習：事例内容に
ついて検討し、プ
レゼンテーション



に備える。90分

第11回
橘
陽
子

○専門分野における「公衆栄養
学」の学びを専門実践分野に定
着させる（２）：課題解決
・事例における課題発見・問題
解決
・プレゼンテーションをとおし
た公衆栄養学分野の知識と技能
の共有

○小グループでのプレゼ
ンテーション実施：
・ディスカッションをと
おして、課題発見、問題
解決を図る。
・公衆栄養学分野におけ
る応用力を共有する。

予習：自己の課題
発見・問題解決の
流れをプレゼンで
きるようにしてお
く。60分

復習：プレゼン
テーションやディ
スカッションで得
た学びを課題解決
としてまとめ
る。30分

第12回

神
戸
美
恵
子

○専門分野における「給食経営
管理論」の学びを専門実践分野
に定着させる（１）：
・栄養・食事管理、品質管理、
安全・衛生管理、施設・設備管
理
・臨地実習で発見した課題を出
し合い、各管理項目１テーマの
抽出とその解決策

〇学習した内容に関する
臨地実習時に発見した課
題を出し合う。

予習：栄養・食事
管理、品質管理、
安全・衛生管理、
施設・設備管理に
ついて教科書を復
習しておく。30分
復習：4つのテーマ
について、これま
でに学んだ知識を
統合し、解決策を
まとめる。45分

第13回

神
戸
美
恵
子

○専門分野における「給食経営
管理論」の学びを専門実践分野
に定着させる（２）：
・栄養・食事管理、品質管理、
安全・衛生管理、施設・設備管
理に関する課題に対する解決策
・プレゼンテーションをとおし
た給食経営管理分野の知識と技
能の共有

○グループで、課題に対
する解決策を発表し、
ディスカッションする。
〇グループでの意見をま
とめ、全体で発表しあ
い、給食経営管理分野に
おける応用力を共有す
る。

予習：問題解決策
について発表でき
るようにしてお
く。30分

復習：ディスカッ
ションで得た学び
をまとめる。30分

第14回

宮
原
公
子
島
田
美
樹
子
橘
陽
子
神
戸
美
恵
子

○専門実践分野の知識・技能の
統合（１）:
・専門5分野で習得した知識と
技術を栄養管理の実践場面にお
いて理論と実践を結びつける
・管理栄養士の知識・技術を統
合した総合力・応用力の習得

〇応用力・総合力の習得
度確認のための実践演習
を行う。
〇プレゼンテーションを
実施し、実践力を養う。
〇演習課題に対して、適
切なアドバイスを各教員
が行う。

予習：管理栄養士
の実践活動の場で
求められる能力を
予習する。45分
復習：管理栄養士
が果たすべき多様
な専門領域におけ
る知識・技能をま
とめる。15分

宮
原
公
子
島
田 ○専門実践分野の知識・技能の 〇応用力・総合力の習得

予習：管理栄養士
が果たすべき多様
な専門領域におけ



第15回

美
樹
子
橘
陽
子
神
戸
美
恵
子

統合（２）：
・専門5分野で習得した知識と
技術を栄養管理の実践場面にお
いて理論と実践を結びつける
・管理栄養士の知識・技術を統
合した総合力・応用力の習得

度確認のための実践演習
を行う。
〇プレゼンテーションを
実施し、実践力を養う。
〇演習課題に対して、適
切なアドバイスを各教員
が行う。

る知識・技能を予
習する。45分
復習：21世紀を担
う高度な管理栄養
士に必要な能力を
実践現場で生かせ
るようにまとめ
る。15分

教科書
「管理栄養士総合演習学習ノート」 桐生大学作成（2020版）
参考書
○解剖生理学、基礎栄養学、応用栄養学、栄養教育論、臨床栄養学、公衆栄養学および給食経営
管理論の各授業で使用した教科書
○クエスチョンバンク「管理栄養士」国家試験問題解説 （2020版）メディック・メディア
成績評価の方法・基準
単位認定は、60点以上とする。定期試験80％、課題やレポートの提出および平常点（授業参加
度・貢献度）20％として評価する。前期開講科目であるが、後期に評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業は能動的学習を取り入れるので、積極的に参加してもらいたい。また、教員作成による学習
ノートを活用し、確実に基礎から専門さらに応用を繋ぐ学習になるよう取り組んで欲しい。授業
終了時に授業の要点をまとめるので、確認・課題・予習を行い、管理栄養士として実践活動の場
で応用力・実践力が発揮できるような学びのまとめとなるようにしていただきたい。授業概要コ
メント欄によりフィードバックする。
履修のポイント
管理栄養士養成課程の4年間の学びの集大成として位置づける意義を理解する。そのために、基
礎専門・専門・専門実践科目を横断し、応用力・実践力が習得できるように、自己努力をする姿
勢で臨み知識と技術を統合することがポイントとなる。
オフィス・アワー
宮原 火曜日～金曜日昼休み 研究室19
神戸 月曜日～金曜日昼休み 研究室15 
増野 月・火・水・金 昼休み 研究室18
島田 火曜日～木曜日 昼休み 研究室12
橘 月曜日 昼休み 栄養教育準備室
齋藤 月曜日～金曜日昼休み 研究室6
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R370



講義コード 20900001
講義名 給食経営管理論実習Ⅱ（臨地実習）
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 実験・実習
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校・学校給食センター及び教育委員会における給食経営管理の指
導・実践に基づき指導する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし
教員 増野 弥生 指定なし
教員 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
給食現場での管理栄養士の実践力を身につけるために、給食経営管理論Ⅰ・Ⅱ、給食経営管理論実
習Ⅰ、管理栄養士総合演習Ⅰおよび関連科目で学んだ基本的な知識や技術をもとに、給食施設にお
いて対象者のニーズや施設の条件に適した給食経営管理について、実習先にて、到達目標達成に
向けて10日間（90時間）実習を行う。
給食運営や関連する資源を総合的に判断し、栄養面、安全面、経済面全般のマネジメントを行う
能力を身につける。また、実践活動の場での課題発見、解決を通して、栄養評価・判定に基づく
適切なマネジメントを行うために必要とされる専門的知識および技術の統合を図り、管理栄養士
として具備すべき知識及び技能を修得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、本実習を通して、多様な対象や
人間のライフステージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得するとともに、
これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につ
け、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得することを目指すものとする。
到達目標
１．施設の特徴や管理栄養士業務について説明できる。
２．栄養・食事・食材管理（献立作成）について説明できる。
３．安全で衛生的に食事を提供することができる。
４．施設の特徴に応じた給食全般のマネジメントについて説明できる。
５．実践活動の場での課題解決に取り組むことができる。
６．多（他）職種との連携について説明できる。
授業計画

担
当 授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な



者 時間

第1回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

事前指導(1)
・衛生管理の確認（大
量調理施設衛生管理マ
ニュアル）

予習30分：大量調
理施設衛生管理マ
ニュアルを熟読す
る
復習60分：大量調
理施設衛生管理マ
ニュアルについて
理解を深める

第2回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

事前指導(2)
・実習内容の確認（給
食施設における管理栄
養士の役割、実習施設
の特徴・給食の内容
等）

実習施設ごとのグループで、給食
施設における管理栄養士の役割、
実習施設の特徴・給食の内容等に
ついて確認し、共通理解する。

予習30分：実習施
設、事前訪問（オ
リエンテーショ
ン）の内容を確認
する 
復習60分：確認し
た内容を整理する

第3回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

事前指導(3)
・自己研究課題の確認
・実習に向けた最終確
認

実習施設ごとのグループで、自己
研究課題について説明しあい、実
習に向けた最終確認を行う。

予習30分：自己研
究課題について説
明できるようにし
ておく
復習60分：確認し
た内容を整理する

第4回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(1)
・実習施設の概要、施
設の特性、給食の目
標、目的
・実習施設における給
食業務の法的根拠
・実習施設における管
理栄養士の役割

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

神
戸



第5回

美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(2)
・栄養・食事計画と評
価
・献立作成
・栄養教育

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第6回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(3)
・食材の計画と管理
・会計・原価管理と評
価

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第7回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(4)
・生産（調理）の計画
と実際
・提供の計画と実際

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第8回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
増
野
弥
生

実習先管理栄養士の指
導を受ける(5)
・マニュアルに基づく
安全・衛生管理の実際
・事故対策・災害対策

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

神
戸
美
恵
子
増 実習先管理栄養士の指

予習30分：実習内
容を確認し、これ



第9回 野
弥
生
野
沢
弘
子

導を受ける(6)
・実習施設の給食経営
とマネジメント

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第10回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(7)
・給食の組織、人事管
理と労務管理

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第11回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(8)
・調理施設・設備・機
器の整備と保全管理

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第12回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

実習先管理栄養士の指
導を受ける(9)
・多（他）職種との連
携

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：実習内
容を確認し、これ
までに学習した内
容の復習を行う
復習60分：実習内
容を整理する

第13回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習先管理栄養士の指
導を受ける(10)
・課題解決に向けた調
査研究

実習施設において管理栄養士業務
を体験する。

予習30分：課題に
ついて、実習中に
いただいた指導や
気づき等を整理す
る 
復習60分：調査研
究内容をまとめる



第14回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生

事後指導
・実習ノートの整理
・自己研究課題のまと
め
・報告会準備

グループごとに、発表会の準備を
行う。

予習30分：実習
ノート、自己研究
課題を整理する
復習60分：実習
ノート、自己研究
課題を仕上げる

第15回

神
戸
美
恵
子
増
野
弥
生
野
沢
弘
子

実習のまとめと報告
施設ごとにプレゼンテーションを
行う。
各プレゼンテーションについて評
価を行う。

予習60分：報告会
に向けた準備をす
る
復習60分：報告会
資料を参考に他施
設について理解を
深める。

教科書
給食経営管理論Ⅰ・Ⅱで使用した教科書
実習の手引き 実習ノート
参考書
日本人の食事摂取基準 日本標準食品成分表
給食のための基礎からの献立作成 はじめての大量調理
調理のためのベーシックデータ（第5版）
実習に関係する教科書や資料
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
実習施設の指導者の評価と実習記録及びプレゼンテーション、事前準備・事後報告等の内容を含
めて総合評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題、実習ノートは、コメントを付して返却する。
実習報告会に向けて作成した資料は資料集として配布する。
履修のポイント
実習先にて10日間（1日9時間（1時間を45分として換算）、到達目標達成に向けて実習を行う。
そのため、関連科目を予習・復習および十分な準備を行うこと。
常に問題意識や課題を持って積極的に臨み、自ら考え、行動すること。
予習・復習の時間数：不足分については各自の学習で補完すること。
オフィス・アワー
神戸：月曜日～金曜日昼休み 11号館3F研究室15
増野：月曜日～金曜日昼休み 11号館3F研究室18 
野沢：月曜日～金曜日昼休み 11号館2F調理準備室 
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
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講義コード 20910001
講義名 臨床栄養学実習Ⅲ（臨地実習）H30入学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
医療現場での管理栄養士の実践力を身に付けるために、臨床栄養学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、臨床栄養学
実習Ⅰ・Ⅱ、管理栄養士総合演習Ⅰ及び関連科目で学んだ基本的な知識や技術を元に実習を行う。
さらに、実践活動の場での課題発見、解決をとして、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメン
トを行う力を身につける。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象者の身体状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養の分野に関してこれまでの学びを基礎知識として、実
践の場でさらに必要な知識や技術を修得することを目指す。チーム医療の重要性を理解し、多職
種や患者とのコミュニケーションを円滑に進める能力を養い、実践でも活躍できる人材の育成を
する。
到達目標
１．実習施設における栄養マネジメントシステムを学び理解し説明できる。
２．医療機関における管理栄養士業務を、実践を通して医療機関の管理栄養士業務を学ぶ。
２．チーム医療における管理栄養士の役割について理解し、自らが選択した課題の解決を通して
理解を深め、他者に説明できる。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

実習の準備①
・施設概要をま
とめる
・資格やチーム
医療を調べる
・自己課題の確
認

グループワークで病院の施設概要
をまとめ発表する

予習：病院・福祉施設の概
要とその施設 の特徴につい
て理解する。 30分
復習：施設概要をまとめ
る。 60分



第2回

実習の準備②
・自己課題と施
設課題の確認
・事前指導の内
容を確認する

グループワークで自己課題と施設
課題をまとめる

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第3回

事前学習③
・直前指導（細
菌検査結果や書
類の確認）
・備品や課題の
確認
・初日の流れと
緊急対応マニュ
アル、SNSの利用
ガイドラインの
確認

緊急対応やSNSの利用、接遇など
をグループディスカッションで共
通理解する。

予習：実習先からの事前指
導内容について確認す
る。30分
復習：事前体調管理票の記
録をする。実習日程、学修
内容、反省まとめなど実習
ノートを熟読する。 60分

第4回

実習先の指導を
受ける①
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際
・

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第5回

実習先の指導を
受ける②
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第6回

実習先の指導を
受ける③
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分



・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

第7回

実習先の指導を
受ける④
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第8回

実習先の指導を
受ける⑤
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第9回

実習先の指導を
受ける⑥
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第10回

実習先の指導を
受ける⑦
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分



・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

第11回

実習先の指導を
受ける⑧
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第12回

実習先の指導を
受ける⑨
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第13回

実習先の指導を
受ける⑩
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第14回

実習の事後指導
①
・実習ノートの
仕上げ
・自己課題の解
決
・施設課題の解
決
・報告会の準備

実習施設で学んだことや自己課題
や施設課題の解決を報告するため
に、グループディスカッションを
し、報告会の内容をまとめる。

予習：報告会に向けて、実
習ノートを仕上げる。40分
復習：報告会のシナリオを
仕上げる。50分



第15回

実習の事後指導
②
・実習ノートの
仕上げと提出
・自己課題の解
決
・施設課題の解
決
・報告会の準備

実習施設で学んだことや自己課題
や施設課題の解決を報告するため
に、グループディスカッションを
し、報告会の資料を仕上げる。

予習：報告会に向けて、時
間内に報告ができるように
準備する。30分
復習：実習全体を振り返
り、ノートと報告会の資料
を仕上げ指定日に提出でき
るようにする。60分

教科書
臨地実習の手引き、臨地実習ノート
臨床栄養学の教科書と臨床栄養学実習で使用したテキスト、栄養食事療法必携 糖尿病食品交換
表 腎臓病食品交換表
参考書
日本標準食品成分表
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
事前指導への参加度10％、臨地実習施設での実習修得80％、実習ノート提出と報告会への参
加10％

課題等に対する
フィードバックの方法
実習の手引きとノートを配布するので熟読すること。実習施設の特徴、診療科目、栄養管理、栄
養指導について課題を出すが返却するため、その後の学修のために必ず確認し理解を深めてお
く。
履修のポイント
医療の現場での実習が充実した実習となるよう、積極的に発言をし、コミュニケーションをとり
協同する努力をすること。傷病者の病態や栄養状態に基づいた適正な栄養管理をするために、事
前事後指導も主体的に取り組むこと。
オフィス・アワー
島田 火・木 昼休み
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R360



講義コード 20910002
講義名 臨床栄養学実習Ⅲ（臨地実習）H29入学
(副題) 【管理栄養士必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 必修
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
医療現場での管理栄養士の実践力を身に付けるために、臨床栄養学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、臨床栄養学
実習Ⅰ・Ⅱ、管理栄養士総合演習Ⅰ及び関連科目で学んだ基本的な知識や技術を元に実習を行う。
さらに、実践活動の場での課題発見、解決をとして、栄養評価・判定に基づく適切なマネジメン
トを行う力を身につける。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人体の構造ならびに疾病の成り立ちを理解し、多様な対象者の身体状況、栄養状態、生活習慣に
係る栄養・食事管理、栄養教育、臨床栄養の分野に関してこれまでの学びを基礎知識として、実
践の場でさらに必要な知識や技術を修得することを目指す。チーム医療の重要性を理解し、多職
種や患者とのコミュニケーションを円滑に進める能力を養い、実践でも活躍できる人材の育成を
する。
到達目標
１．実習施設における栄養マネジメントシステムを学び理解し説明できる。
２．医療機関における管理栄養士業務を、実践を通して医療機関の管理栄養士業務を学ぶ。
２．チーム医療における管理栄養士の役割について理解し、自らが選択した課題の解決を通して
理解を深め、他者に説明できる。
授業計画

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回

実習の準備①
・施設概要をま
とめる
・資格やチーム
医療を調べる
・自己課題の確
認

グループワークで病院の施設概要
をまとめ発表する

予習：病院・福祉施設の概
要とその施設 の特徴につい
て理解する。 30分
復習：施設概要をまとめ
る。 60分



第2回

実習の準備②
・自己課題と施
設課題の確認
・事前指導の内
容を確認する

グループワークで自己課題と施設
課題をまとめる

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第3回

事前学習③
・直前指導（細
菌検査結果や書
類の確認）
・備品や課題の
確認
・初日の流れと
緊急対応マニュ
アル、SNSの利用
ガイドラインの
確認

緊急対応やSNSの利用、接遇など
をグループディスカッションで共
通理解する。

予習：実習先からの事前指
導内容について確認す
る。30分
復習：事前体調管理票の記
録をする。実習日程、学修
内容、反省まとめなど実習
ノートを熟読する。 60分

第4回

実習先の指導を
受ける①
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際
・

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第5回

実習先の指導を
受ける②
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第6回

実習先の指導を
受ける③
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分



・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

第7回

実習先の指導を
受ける④
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第8回

実習先の指導を
受ける⑤
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第9回

実習先の指導を
受ける⑥
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第10回

実習先の指導を
受ける⑦
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分



・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

第11回

実習先の指導を
受ける⑧
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第12回

実習先の指導を
受ける⑨
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第13回

実習先の指導を
受ける⑩
・施設概要と特
徴
・栄養部門の機
能と役割
・栄養管理シス
テムの実際
・臨床調理の実
際
・栄養指導の実
際
・チーム医療の
実際

実習施設の業務内容と指導方針に
従って実施する。

予習：翌日に行う実習内容
について復習する。30分
復習：実習日程、学修内
容、反省まとめなどを実習
ノート、実習日誌にまとめ
る。 60分

第14回

実習の事後指導
①
・実習ノートの
仕上げ
・自己課題の解
決
・施設課題の解
決
・報告会の準備

実習施設で学んだことや自己課題
や施設課題の解決を報告するため
に、グループディスカッションを
し、報告会の内容をまとめる。

予習：報告会に向けて、実
習ノートを仕上げる。40分
復習：報告会のシナリオを
仕上げる。50分



第15回

実習の事後指導
②
・実習ノートの
仕上げと提出
・自己課題の解
決
・施設課題の解
決
・報告会の準備

実習施設で学んだことや自己課題
や施設課題の解決を報告するため
に、グループディスカッションを
し、報告会の資料を仕上げる。

予習：報告会に向けて、時
間内に報告ができるように
準備する。30分
復習：実習全体を振り返
り、ノートと報告会の資料
を仕上げ指定日に提出でき
るようにする。60分

教科書
臨地実習の手引き、臨地実習ノート
臨床栄養学の教科書と臨床栄養学実習で使用したテキスト、栄養食事療法必携 糖尿病食品交換
表 腎臓病食品交換表
参考書
日本標準食品成分表
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
事前指導への参加度10％、臨地実習施設での実習修得80％、実習ノート提出と報告会への参
加10％

課題等に対する
フィードバックの方法
実習の手引きとノートを配布するので熟読すること。実習施設の特徴、診療科目、栄養管理、栄
養指導について課題を出すが返却するため、その後の学修のために必ず確認し理解を深めてお
く。
履修のポイント
医療の現場での実習が充実した実習となるよう、積極的に発言をし、コミュニケーションをとり
協同する努力をすること。傷病者の病態や栄養状態に基づいた適正な栄養管理をするために、事
前事後指導も主体的に取り組むこと。
オフィス・アワー
島田 火・木 昼休み
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R360



講義コード 20920001
講義名 公衆栄養学実習Ⅱ（臨地実習）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所等での勤務経験に基づき、公衆栄養マネ
ジメントについて具体的に教授する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 橘 陽子 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
「公衆栄養学」分野の臨地実習においては、地域における行政栄養士による健康づくり及び栄
養・食生活の改善に関する施策が法律および関連規則等に基づいてどのように実施されているか
を理解する必要がある。本授業では、地域や職域等における保健・医療・福祉・介護システムの
栄養関連サービスに関するプログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントする行政栄養
士の実際を学び、これらの技術の習得を目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、実践的な管理栄養士として活躍
するため、また多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につけるため、これまで
の学習を統合･発展させることを目指し、地域保健の場を通してその目的達成に資する技術を養
う。将来的な展望としては、地域や職域等における保健・医療・福祉・介護システムの栄養関連
サービスに関するプログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントする能力を養うことを
目指すものとする。
到達目標
1.地方公共団体における法律に基づいた健康・栄養行政の様々な施策の実際について説明するこ
とができる。
2.保健師等の他職種との連携や組織内での管理栄養士の立場と役割について説明することができ
る。
3.住民への栄養・食生活の改善に関連する様々なサービス事業について説明することができる。
4.事業計画の立案・実施・評価に関するマネジメントサイクルについて理解し、シュミレーショ
ンすることができる。
5.「健康日本21（第2次）」「食育推進基本計画」等の国の施策が、地方公共団体でどのように
計画、施策化、実践されているか説明することができる。
6.地域における行政栄養士による健康づくり及び栄養・食生活の改善の基本指針を踏まえ、地方
公共団体が行っている具体的な施策の基本指針での位置づけと必要性について説明することがで
きる。
授業計画



担
当
者

授業内容
と方法、
課題

アクティブラーニングの内容 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橘
陽
子

1日目
実習施設
の概要
実習施設
における
管理栄養
士の役割
管理栄養
士の業務
内容
法的根拠

実習施設における管理栄養士の役割と業務
内容についてまとめ、求められる資質につ
いて意見交換する。

予習60分：実習施設の
概要等について再度確
認する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第2回
橘
陽
子

1日目
実習内容
の確認・
準備

実習日程および課題を再度確認し、必要な
学習・準備をする。

予習60分：実習日程に
ついて再度確認する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第3回
橘
陽
子

1日目
課題解決
のための
調査、方
法の検討

施設課題及び自己課題解決に向けて、不明
点等を洗い出し、施設の管理栄養士とディ
スカッションする。

予習60分：施設課題及
び自己課題の解決に向
け、これまでの学習内
容を振り返る。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第4回
橘
陽
子

2日目
地域診断
と健康増
進計画、
食育推進
計画

地域診断の手法を調べ、地域の健康増進計
画や食育推進計画にどのように活かされて
いるかまとめ、ディスカッションする。

予習60分：実習施設地
域における健康増進計
画および食育推進計画
について再度確認す
る。
復習6分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第5回
橘
陽
子

2日目
生活習慣
病対策

実習施設管内における生活習慣病の現状と
その対策について調べ、具体的な公衆栄養
プログラムの例から施策のあり方と今後の
課題についてディスカッションする。

予習60分：実習施設地
域における生活習慣病
対策について再度確認
する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第6回
橘
陽
子

2日目
食育の推
進

実習施設管内における食育推進の現状とそ
の対策について調べ、具体的な公衆栄養プ
ログラムの例から施策のあり方と今後の課
題についてディスカッションする。

予習60分：実習施設地
域における食育推進施
策について再度確認す
る。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。
予習60分：実習施設地
域における高齢者の健



第7回
橘
陽
子

3日目
高齢者の
健康対策

実習施設管内における高齢者の健康の現状
とその対策について調べ、具体的な公衆栄
養プログラムの例から施策のあり方と今後
の課題についてディスカッションする。

康対策施策について再
度確認する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第8回
橘
陽
子

3日目
人材育成

実習施設管内における栄養分野の人材育成
の現状とその対策について調べ、具体的な
公衆栄養プログラムの例から施策のあり方
と今後の課題についてディスカッションす
る。

予習60分：実習施設地
域における人材育成プ
ログラムについて再度
確認する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第9回
橘
陽
子

3日目
食環境整
備

実習施設管内における食環境整備の現状と
その対策について調べ、具体的な公衆栄養
プログラムの例から施策のあり方と今後の
課題についてディスカッションする。

予習60分：実習施設地
域における食環境整備
施策について再度確認
する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第10回
橘
陽
子

4日目
多職種連
携

実習施設管内における多職種連携の具体例
を調べ、公衆栄養プログラムにおける多職
種連携の必要性と今後の課題についてディ
スカッションする。

予習60分：実習施設に
所属する職種とそれら
の役割について再度確
認する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第11回
橘
陽
子

4日目
健康危機
管理

実習施設管内における健康危機管理の体制
整備について調べ、有事及び平時の対策の
在り方と今後の課題についてディスカッ
ションする。

予習60分：実習施設地
域における健康危機管
理体制について再度確
認する。
復60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第12回
橘
陽
子

4日目
施設課題
および自
己課題の
まとめ

課題に関する情報を整理し、まとめ、発表
に備える。また、不明点や新たな課題につ
いて施設の管理栄養士とディスカッション
する。

予習60分：施設課題、
自己課題について学習
内容をまとめておく。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第13回
橘
陽
子

5日目
発表準備

発表資料を仕上げ、プレゼンテーションに
向けて準備する。練習を踏まえ、改善す
る。

予習90分：発表用資料
を作成する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ
いて復習し、理解を深
める。

第14回
橘
陽

5日目
施設課題
および自 準備した資料に基づき発表する。また、質

疑応答により学びを深め、共有する。

予習90分：発表に備
え、練習する。
復習60分：アクティブ
ラーニングの内容につ



子 己課題の
発表 いて復習し、理解を深

める。

第15回
橘
陽
子

5日目
まとめお
よび評価

5日間の実習内容を総括し、得られた知識・
技術について自己評価する。また、実習を
経て明らかになった今後の課題について
ディスカッションする。

予習60分：これまでの
授業の振り返りを行
う。
復習90分：意見交換に
より得た学びを整理
し、将来に活かせるよ
うにする。

教科書
健康・栄養科学シリーズ 公衆栄養学 改訂第6版：南江堂
公衆栄養学2018年版 地域・国・国際レベルでの栄養マネジメント 第5版：医歯薬出版株式会社

参考書
臨地実習に関する各種統計資料等（国民衛生の動向、各自治体の統計資料等）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
臨地実習の内容について臨地実習先施設からの評価も加味する。 
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内発表については、その都度コメントする。
実習ノートについては、提出後確認し、返却時にコメントする。
履修のポイント
事前学習として公衆衛生学・公衆栄養学の学習内容を復習して実習に臨むこと。
実習前の事前の準備も含めて授業に連続性がある。
また臨地実習のため遅刻・欠席は通常授業とは異なる。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 昼休み 栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C371



講義コード 20930001
講義名 特別演習Ⅰ
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし
教員 影山 晴秋 指定なし
教員 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養学科専門基礎科目（特別演習）の選択科目である。特別演習Ⅰは、「時代が求める管理栄養
士としての質の確保」を目的とする。栄養士法改正に伴い、専門職種として今まで以上に保健･
医療サービスの担い手として､医学を基調とした人間栄養学を実践できる人材としての管理栄養
士が求められている。そこで管理栄養士としての基礎力を高めるために、特別演習Ⅰでは、「人
体の構造と機能及び疾病の成り立ち｣と「基礎栄養学」について、アクティブラーニングの手法
を用いて、基礎知識の定着を目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
もとづいて、人体の構造と機能および疾病の成り立ちおよび基礎栄養学について、これまでに修
学した知識を体系づけてアウトプットできるようにする。

到達目標
1．「人体と構造と機能及び疾病の成り立ち」と「基礎栄養」の範囲で弱点を見つけ、解決でき
る。
2．基礎科目のキーワードや仕組みについて、具体的に説明できる。
3．生化学、基礎栄養学、解剖生理学および病理学を横断的に関係づけることができる。

授業計画
担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な時間

予習90分：配布プリン



第1回
小
林
葉
子

アミノ酸・タンパク質・糖
質・脂質・ヌクレオチドの
物質の化学

予習・復習によって、未
解決の部分があった場合
には、時間内で質問、議
論を行い解決する。

トの問題を解き、クエ
スチョンバンクを利用
してキーワードを調べ
たノートを作る。
復習90分：授業で配布
したプリントで、知識
があいまいなところを
再度確認し、正しい知
識の定着を図る。

第2回
小
林
葉
子

アミノ酸・タンパク質・糖
質・脂質・ヌクレオチドの
代謝

予習・復習によって、未
解決の部分があった場合
には、時間内で質問、議
論を行い解決する。

予習90分：配布プリン
トの問題を解き、クエ
スチョンバンクを利用
してキーワードを調べ
たノートを作る。
復習90分：授業で配布
したプリントで、知識
があいまいなところを
再度確認し、正しい知
識の定着を図る。

第3回
小
林
葉
子

細胞・生体エネルギー・細
胞内情報伝達

予習・復習によって、未
解決の部分があった場合
には、時間内で質問、議
論を行い解決する。

予習90分：配布プリン
トの問題を解き、クエ
スチョンバンクを利用
してキーワードを調べ
たノートを作る。
復習90分：授業で配布
したプリントで、知識
があいまいなところを
再度確認し、正しい知
識の定着を図る。

第4回
榮
昭
博
栄養の概念とその歴史、食
行動、消化吸収、糖の栄養

左記の内容が記してある
事前配布したプリントの
問題について、学生各自
が解説を行う。学生およ
び教員で質疑応答を行
う。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を基礎栄養学の
教科書およびQBにて
チェックを行い、正文
誤文を整理する。

第5回
榮
昭
博
脂質の栄養、たんぱく質の
栄養

左記の内容が記してある
事前配布したプリントの
問題について、学生各自
が解説を行う。学生およ
び教員で質疑応答を行
う。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を基礎栄養学の
教科書およびQBにて
チェックを行い、正文
誤文を整理する。

第6回
榮
昭
博
ビタミンの栄養、ミネラル
の栄養

左記の内容が記してある
事前配布したプリントの
問題について、学生各自
が解説を行う。学生およ
び教員で質疑応答を行
う。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を基礎栄養学の
教科書およびQBにて
チェックを行い、正文
誤文を整理する。

第7回
榮
昭
博
水と電解質、遺伝と栄養、
エネルギー代謝

左記の内容が記してある
事前配布したプリントの
問題について、学生各自
が解説を行う。学生およ
び教員で質疑応答を行

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を基礎栄養学の
教科書およびQBにて



う。 チェックを行い、正文
誤文を整理する。

第8回
影
山
晴
秋

消化器系の構造と機能およ
びその関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第9回
影
山
晴
秋

呼吸器系の構造と機能およ
びその関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第10回
影
山
晴
秋

筋系および循環器系の構造
と機能およびその関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第11回
影
山
晴
秋

泌尿器系の構造と機能およ
びその関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第12回
影
山
晴
秋

内分泌系の構造と機能およ
びその関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第13回
影
山
晴
秋

生殖系および免疫系の構造
と機能およびその関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第14回
影
山
晴
秋

神経系の構造と機能および
その関連疾患

事前に配布したプリント
の問題について、学生各
自が解説を行う。学生お
よび教員からの質疑に答
えてもらう。

予習90分：配布プリン
トの問題を解く。
復習90分：演習で行っ
た内容を教科書をつ
かって、確認しながら
まとめる。

第15回

小
林
葉
子
影
山
晴
秋
榮
昭

人体と構造と機能、その疾
病の成り立ち 及び 基礎栄
養の内容について総合的に
学習する。そして、総合的
に学習の理解度を測る。

自らの学習の弱点を知
り、今後の学習に反映さ
せる。

予習90分：1回か
ら14回までの内容を、
配布プリントと個人で
まとめたノートを使い
ながら、総まとめを行
う
復習90分：まとめのプ
リントを使って、見直
し、できていない箇所
はもう一度調べ直す。



博

教科書
クエスチョンバンク2020 メディックメディア社
参考書
生化学：シンプル生化学 林典夫/廣野治子 南江堂
サイエンスビュー生物資料牛 木 辰男 (監修), 長野 敬 実教出版
エキスパート管理栄養士養成シリーズ 分子栄養学 金本 龍平 編 化学同人
基礎栄養学：Nブックス三訂基礎栄養学（建帛社）
解剖生理学：管理栄養士を目指す学生のための解剖生理学テキスト（文光堂）
成績評価の方法・基準
人体の構造と機能、その疾病の成り立ち、基礎栄養学の範囲の総合的な理解度を測る試験で正解
率が60％以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業時間内で、受講者に説明をする。必要な場合には、個別指導をおこなう。
履修のポイント
生化学：授業の前に自ら学習し、不明点を授業内で解決するようにする。各自ノートを作成し、
必要事項を「覚える」。
基礎栄養学：国家試験過去問題について、基礎栄養学の教科書を読み正文誤文のまとめ、その内
容をよく理解する。
解剖生理学：必ず教科書を読んでキーワードを学修すること。教科書やこれまでに作成してきた
自作ノートを利用し、自分の学習スタイルを確立すること。人体を仕組みを全体的に捉えながら
理解するために、演習内容は連続性があるので欠席はしないこと。
オフィス・アワー
小林：月〜金 お昼休み（3限授業の場合は不可） 3限 11号館3階16研究室
影山：月〜木 9:00-17:00 11号館3階第10研究室 または演習終了時、講義室で適宜対応。 
榮：月〜金 12:30〜13:20（3限授業の場合は13:10まで）および校務が重複しない時間 11号
館3階14研究室
科目区分
専門科目 選択
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C372



講義コード 20940001
講義名 特別演習Ⅱ
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院における臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士
の役割、各疾病の対象者に合わせた病態別の臨床栄養管理について解説
し、卒後の栄養管理業務にも対応した実践的な教育を実施する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし
教員 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
これまでの学びで修得した専門知識と技術を関連付けて考え、管理栄養士としての業務を遂行で
きるよう、さらに専門かつ実践的能力を身につけることを目標とする。特別演習Ⅱでは、「臨床
栄養学」、「応用栄養学」について学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
多様な対象や人間のライフステージ・ライフスタイルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状
態、生活習慣に係る必要な知識や技術を習得することを目的とする。
到達目標
修得した専門知識を総復習し、管理栄養士養成課程修了の水準に達するための総合力を身につけ
ることができる。
授業計画

担
当
者

授業内容と方法、課題 アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

島
田
美
樹
子

オリエンテーション（授業の進
め方、評価）
臨床栄養学
・意義と目的
・医療介護制度の基本
・医療と臨床栄養
・福祉・介護と臨床栄養

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

島
田

臨床栄養学
傷病者・要介護者の栄養ケアマ
ネジメント①
・栄養アセスメントの意義と方

ケーススタディに
よるグループワー

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく



第2回 美
樹
子

法
・栄養ケアの目標設定と計画作
成
・栄養・食事療法と栄養補給法

クを行い、発表す
る

復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第3回

島
田
美
樹
子

臨床栄養学
傷病者・要介護者の栄養ケアマ
ネジメント②
・傷病者・要支援者・要介護者
への栄養教育
・モニタリングと再評価
・薬と栄養・食事の相互作用
・栄養ケアの記録

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第4回

島
田
美
樹
子

臨床栄養学
疾患・疾病別栄養ケア・マネジ
メント①
・栄養障害
・肥満と代謝疾患
・消化器疾患

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第5回

島
田
美
樹
子

臨床栄養学
疾患・疾病別栄養ケア・マネジ
メント②
・循環器疾患
・腎・尿路疾患

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第6回

島
田
美
樹
子

臨床栄養学
疾患・疾病別栄養ケア・マネジ
メント③
・内分泌疾患
・神経疾患
・摂食障害

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第7回

島
田
美
樹
子

臨床栄養学
疾患・疾病別栄養ケア・マネジ
メント④
・呼吸器疾患
・血液系疾患
・筋・骨格疾患
・免疫・アレルギー疾患

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第8回

島
田
美
樹
子

臨床栄養学
疾患・疾病別栄養ケア・マネジ
メント⑤
・感染症疾患
・癌疾患
・手術、周術期患者
・クリティカルケア
・摂食機能障害

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 臨床栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料を
グループワークの内容
を踏まえてまとめる

第9回
増
野
弥
生

①栄養ケア・マネジメントの概
念
②ライフステージ別栄養管理
乳幼児 妊産婦・授乳婦 高齢者
の特性

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

10
増
野

①妊婦・授乳婦のための各期の
生理的特徴
②各期の栄養アセスメントと栄

ケーススタディに
よるグループワー

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく



第 回 弥
生

養ケア
③妊婦・授乳婦のための食生活
指針・食事バランスガイド

クを行い、発表す
る

復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

第11回
増
野
弥
生

①新生児・乳幼児期の生理的特
徴
②授乳・離乳の支援ガイド

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

第12回
増
野
弥
生

①学童期・思春期の生理的特徴

②各期の栄養アセスメントと栄
養ケア
③神経性食欲不振症診断基準

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

第13回
増
野
弥
生

①成人期・高齢期の生理的特徴

②各期の栄養アセスメントと栄
養ケア
③メタボリックシンドローム診
断基準④更年期障害・日常生活
動作（ADL）・老年症候群

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

第14回
増
野
弥
生

①運動時の生理的特徴とエネル
ギー代謝
②運動と栄養ケア
③運動指針アクティブガイド

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

第15回
増
野
弥
生

①ストレスと栄養ケア
②特殊環境と栄養ケア 
③災害時の栄養ケア

ケーススタディに
よるグループワー
クを行い、発表す
る

予習：30分 応用栄養学
にて使用したテキスト
を読み復習しておく
復習：60分 配布資料及
びグループワークの内
容をまとめる

教科書
臨床栄養学分野、応用栄養学分野で使用した教科書
クエスチョンバンク
参考書
臨床栄養学：臨床栄養学、栄養食事療法必携、糖尿病食品交換表、腎臓病食品交換表
応用栄養学：応用栄養学分野で使用した教科書、 「日本人の食事摂取基準（2020年版）」
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
定期試験90％、授業への参加度10％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題、小テストを実施することがある。返却するので、学習の参考にするこ
と。また、授業の振り返りの資料とその解答を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業の前には予習をし、不明な点は授業で解決するよう努め、復習ではキーワードをまとめるな
ど最終的には各自でノートを完成させる。臨床栄養学、応用栄養学の総まとめとして理解を深め



るために積極的な態度で授業に取り組むことを期待する。
オフィス・アワー
増野 月曜日～金曜日 昼休み 研究室18
島田 火曜日～木曜日 昼休み 研究室12
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C373



講義コード 20950001
講義名 特別演習Ⅲ
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容 学校給食や食品会社において、勤務した経験を生かし指導する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし
教員 神戸 美恵子 指定なし
教員 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
1年～2年に掛けて開講された食べ物と健康（食品学・調理学分野）および給食経営管理論につい
ての復習を行うともに、管理栄養士として働く上で必要な知識の再確認および理解を深めること
を目的とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、食品学および基礎栄養学分野に
ついて管理栄養士として第一歩を踏み出す際の、基本的知識の再構築を目的とする。
到達目標
既に習得した専門知識を総復習し、管理栄養士養成課程修了の水準に達するための総合力を養
う。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
荒
井
勝
己

人間と食品
（食べ物）
①食分化と食
生活 ②食生活
と健康 ③食料
と環境問題
④食品成分表
の理解

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：事前に配
布された課題を解
き、説明ができるよ
うまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。
予習45分：前回の授
業で配布された課題



第2回
荒
井
勝
己

食品の分類と
食品の成分Ⅰ
①分類の種類
②植物性食品
（加工を含
む）

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第3回
荒
井
勝
己

食品の分類と
食品の成分Ⅱ
①動物性食品
（加工を含
む） 
②油脂、調味
料、香辛料、
嗜好飲料 
③微生物利用
食品

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第4回
荒
井
勝
己

食品の機能Ⅰ
①一次機能
（たんぱく
質、炭水化
物、脂質、ﾋﾞ
ﾀﾐﾝ、ﾐﾈﾗﾙ）

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第5回
荒
井
勝
己

食品の機能Ⅱ
①二次機能
（色素成分、
呈味成分、香
気成
分、ﾃｸｽﾁｬｰ）
②三次機能
（消化管内で
作用する機
能） ③表示の
種類

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第6回
荒
井
勝
己

食品の表示と
規格基準
①健康や栄養
に関する表示
の制度 ②基準

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第7回
荒
井
勝
己

食品の生産・
加工・保存・
流通と栄養
①食料生産と
栄養 ②食品加
工と栄養、加
工食品とその
利用
③食品流通・

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと



保存と栄養 ④
器具と容器包

める。

第8回
野
沢
弘
子

食品の成分と
調理変化 
①植物性食品
②動物性食品
③その他の食
品

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる

予習45分：事前に配
布された課題を解
き、説明ができるよ
うまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第9回
野
沢
弘
子

①調理操作と
調理機器
②調理と食生
活

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第10回

神
戸
美
恵
子

給食経営管理
の概念
①給食システ
ム ②給食経営
と献立 ③給食
とマーケティ
ング
④給食経営と
組織

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第11回

神
戸
美
恵
子

栄養・食事管
理
①栄養・食事
のアセスメン
ト ②食事の計
画
③食事計画の
実施、評価、
改善

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第12回

神
戸
美
恵
子

品質管理
①品質と標準
化 ②原価 ③
食材 ④生産
（調理）と提
供

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第13回

神
戸
美
恵

安全・衛生管
理
①安全・衛生
の概念 ②安
全・衛生の実
際 ③事故・災
害時対策
施設・設備管

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内



子 理①生産（調
理）設計・設
備計画 ②食事
環境の設計と
設備

せる。 容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第14回

神
戸
美
恵
子

人事管理
給食施設の特
徴と関連法規

事前に配布された課題に基づき、学生に
解答および調べた内容について発表して
もらう。教員はその内容について補足を
行い、単元内容についての理解を深めさ
せる。

予習45分：前回の授
業で配布された課題
を解き、説明ができ
るようまとめる。
復習45分：講義中に
理解できなかった内
容について参考書等
を利用し調べ、まと
める。

第15回

荒
井
勝
己
神
戸
美
恵
子
野
沢
弘
子

食べ物と健康
および給食経
営管理論のま
とめ

教科書
クエスチョンバンク 管理栄養士 国家試験問題解説
授業毎にプリントを配布する。
参考書
各科目で使用した教科書
食品学：栄養科学イラストレイテッド 食品学Ⅰ、Ⅱ（羊土社）
調理学： 調理学 食品の調理特性を正しく理解するために 化学同人 
給食経営管理論：サクセス管理栄養士講座 給食経営管理論（第一出版）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 
筆記試験100％
課題等に対する
フィードバックの方法
予習：シラバスに従って、予め各講義内容に関してこれまでの知識を整理しておくこと。
復習：講義の内容を十分理解するとともに、今まで学んできた内容について再構築できるように
しておくこと。
履修のポイント
管理栄養士として働くのに必要な知識について、講義・小テスト等の内容を各自ノートにまと
め、理解度を向上させる。 
オフィス・アワー
神戸：月曜日～金曜日の昼休み 研究室15
野沢：月曜日～金曜日の昼休み 調理準備室
荒井：月曜日～金曜日の昼休み 研究室13



科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C374



講義コード 20960001
講義名 特別演習Ⅳ
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての現場での勤務経験を有する教員が、具体例を示しなが
ら教授する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮原 公子 指定なし
教員 橘 陽子 指定なし
教員 齋藤 陽子 指定なし
教員 岩田 昇 指定なし

授業の概要と教育目標
本演習は、「社会・環境と健康」、「栄養教育論」「公衆栄養学」の各分野に重点を置き、管理
栄養士として具備すべき必要な知識を習得し、実践活動の即戦力となる能力を身に付けることを
目指す。
また、これまでの学習の総まとめをし、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を備
えた、実践的な管理栄養士として活躍できる能力を身に付けることを目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、実践的な管理栄養士として活躍
するため、また多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につけるため、「社会・
環境と健康」、「栄養教育論」「公衆栄養学」の各分野の知識の習得と実践力を養うとともに、
これまでの学習を統合･発展させることを目指す。将来的な展望としては、管理栄養士としての
実践活動の即戦力となる能力を身に付けることを目指すものとする。
到達目標
1.「社会・環境と健康(公衆衛生学分野）」における最新の情報を確認し、管理栄養士として必
要な知識と技術を説明することができる。
2.「公衆栄養学」における最新の情報を確認し、管理栄養士として必要な公衆栄養に関する知識
と技術を説明することができる。
3.「栄養教育論」における理論及び実践を確認し、管理栄養士として必要な知識と技術を説明す
ることができる。
4.これまでの学習の総まとめをし、管理栄養士としての多角的な知識と技術を統合し、説明する
ことができる。
授業計画

担
当 授業内容と方 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時



者 法、課題 間

第1回
岩
田
昇
【社会・環境
と健康】(1)

社会保障の動向と衛生行政の体系および
衛生の主要指標について、事前学習に基
づいて質疑討論を行い、現在の保健衛生
行政システムおよび国民の保健関連指標
の概要を整理し理解する。

予習60分：国民衛
生の動向第1～2編
を読んでおく。
復習60分：最新の
データを確認し、ポ
イントを整理する。

第2回
岩
田
昇
【社会・環境
と健康】(2)

保健と医療の動向、医療提供体制と医療
保健、ならびに介護保険に関して、事前
学習に基づいて質疑討論を行い、現在の
生活習慣病、感染症、高齢者介護の現状
および国の対策の概要を整理し理解す
る。

予習60分：国民衛
生の動向第3～5編
を読んでおく。
復習60分：最新の
データを確認し、ポ
イントを整理する。

第3回
岩
田
昇
【社会・環境
と健康】(3)

生活環境、労働衛生、環境保健、学校保
健に関して、事前学習に基づいて質疑討
論を行い、マクロからミクロレベルでの
環境保全のための対策ならびに労働・学
校現場の保健衛生の概要を整理し理解す
る。

予習60分：国民衛
生の動向第7～10編
を読んでおく。
復習60分：最新の
データを確認し、ポ
イントを整理する。

第4回
橘
陽
子

【公衆栄養
学】(1)
国民健康・栄
養調査

国民健康・栄養調査の概要及び最新年度
の結果を踏まえ、日本人の食生活のあり
方と今後の課題について討議する。

予習15分：平
成30年度国民健
康・栄養調査の結果
（概要版）を読んで
おく。
復習30分：最新の
データを確認し、ポ
イントを整理する。

第5回
橘
陽
子

【公衆栄養
学】(2)
健康日
本21（第2次）

健康日本21（第2次）の概要及び中間評
価を踏まえ、最終目標を達成するための
今後の課題等について討議する。

予習15分：健康日
本21（第2次）中間
報告を読んでおく。
復習30分：最新の
データを確認し、ポ
イントを整理する。

第6回
橘
陽
子

【公衆栄養
学】(3)
日本人の食事
摂取基準
（2020年版）

日本人の食事摂取基準（2020年版）の集
団への活用方法を理解し、地域集団の栄
養評価について事例検討する。

予習15分：日本人
の食事摂取基準
（2020年版）の総
論を読んでおく。
復習30分：不明確
な部分を整理し、再
度日本人の食事摂取
基準を読み込む。

第7回
橘
陽
子

【公衆栄養
学】(4)
公衆栄養マネ
ジメント

地域課題に対応した公衆栄養マネジメン
トと公衆栄養プログラムの展開方法につ
いて事例検討する。

予習15分：教科書
の公衆栄養マネジメ
ント、公衆栄養プロ
グラムに関する章を
読んでおく。
復習30分：不明確
な部分を整理し、再
度教科書を読み込
む。

宮
原

【栄養教育
論】(1)
栄養教育にお
ける行動科学

予習30分：栄養カ
ウンセリングに関す



第8回
公
子
齋
藤
陽
子

の理論とモデ
ル①
栄養教育の分
野における必
要性と役割
栄養教育にお
けるカウンセ
リング

重要な用語をまとめ、理論と技術を統合
できるようプレゼンテーションと事例演
習を行う。

る理論を理解してお
く。
復習45分：カウン
セリングに関するプ
レゼンと事例演習の
準備をする。

第9回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

【栄養教育
論】(2)
栄養教育にお
ける行動科学
の理論とモデ
ル②
行動変容技法
と概念と技法
（集団や社
会）

重要な用語をまとめ、理論と技術を統合
できるようプレゼンテーションと事例演
習を行う。

予習30分：行動変
容技法の理論を理解
しておく。
復習45分：集団や
社会に対する行動変
容技法に関するプレ
ゼンと事例演習の準
備をする。

第10回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

【栄養教育
論】(3)
栄養教育にお
ける行動科学
の理論とモデ
ル③
栄養教育にお
ける組織・地
域・食環境づ
くり

重要な用語をまとめ、理論と技術を統合
できるようプレゼンテーションと事例を
行う。

予習30分：組織・
地域・食環境づくり
の重要性を理解して
おく。
復習45分：栄養教
育における組織・地
域・食環境づくりに
関するプレゼンと事
例演習の準備をす
る。

第11回

宮
原
公
子
齋
藤
陽
子

【栄養教育
論】(4)
栄養教育にお
けるマネジメ
ント
栄養教育マネ
ジメントで用
いる理論やモ
デル

重要な用語をまとめ、理論と技術を統合
できるようプレゼンテーションと事例を
行う。

予習30分：課題を
解き、わからない問
題は調べ学習をす
る。
復習45分：課題を
見直し、理解を深め
る。

第12回
宮
原
公
子

【総まと
め】(1)
生化学・解剖
生理学・病理
学・基礎栄養
学

これまでの学習内容をもとに、生化学・
解剖生理学・病理学・基礎栄養学分野の
課題を解決するとともに、自らの弱点を
見出す。

予習45分：教科書
等で該当分野の学習
を振り返る。
復習45分：課題を
見直し、不明確な部
分は調べ学習し、理
解を深める。

第13回
宮
原
公
子

【総まと
め】(2)
臨床栄養学・
応用栄養学

これまでの学習内容をもとに臨床栄養
学・応用栄養学分野の課題を解決すると
ともに、自らの弱点を見出す。

予習45：教科書等
で該当分野の学習を
振り返る。
復習45分：課題を
見直し、不明確な部
分は調べ学習し、理
解を深める。

第14回
宮
原
公

【総まと
め】(3)
食品学・給食

これまでの学習内容をもとに、食品学・
給食経営管理論・調理学分野の課題を解
決するとともに、自らの弱点を見出す

予習45分：教科書
等で該当分野の学習
を振り返る。
復習45分：課題を



子 経営管理論・調理学
見直し、不明確な部
分は調べ学習し、理
解を深める。

第15回
宮
原
公
子

【総まと
め】(4)
公衆衛生学・
栄養教育論・
公衆栄養学

これまでの学習内容をもとに、公衆衛生
学・栄養教育論・公衆栄養学分野の課題
を解決するとともに、自らの弱点を見出
す。

予習45分：教科書
等で該当分野の学習
を振り返る。
復習45分：課題を
見直し、不明確な部
分は調べ学習し、理
解を深める。

教科書
国民衛生の動向 2020/2021(2020年8月末刊行予定の最新版)
参考書
各科目（公衆衛生学、公衆栄養学、栄養教育論）の教科書
日本人の食事摂取基準（2020年版）
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上（授業時間内の課題の評価100%） 
課題等に対する
フィードバックの方法
基本的には実習時間内での作業となるが、課題の進捗状況により自宅での学習も必要となる。
各科目の課題の取り組みに対しては、コメントをつけるので参考に学習を深める。
履修のポイント
授業内容を各自ノートにまとめ、理解度を向上させる。
オフィス・アワー
岩田 火曜日～木曜日 昼休み 研究室5
宮原 火曜日～金曜日 昼休み 研究室19
齋藤 月曜日～金曜日 昼休み 研究室6
橘 月曜日～金曜日 昼休み 栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C380



講義コード 20970001
講義名 卒業研究（大澤）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
【授業の概要】主に心理学研究法に基づく調査・実験の手法を用いて実際にデータを収集・分析
し、結果を出し、その結果を考察するという一連の研究の流れを学習する。研究テーマは、自分
の興味関心のある事柄を中心に検討するが、興味関心のある事柄を科学的な方法論に基づいて研
究の形にしていくことは、意外と容易ではない。研究するとはどういうことか、研究テーマを形
にする方法にはどのようなものがあるのか、一連の研究の流れを記述するときにはどのような文
章で記述すればよいのかなどにも触れながら、自分の興味関心のある事柄を“研究”の形に整えて
いくことを体験する。
【教育目標】研究をまとめるためには、事象を捉える幅広い視野、批判的思考、問題解決能力、
事象を客観的に文章化する能力などが必要となる。それは社会に出てからも役立つものと考えら
れる。卒業研究では、学生は最終的には各自が設定した研究テーマをレポートにまとめる。その
ために必要なスキルを意識し実践することを目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニケーション
などの諸側面から人に対する理解を深めることを目指す。また、学習を統合･発展させ、多様な
社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる知
識・技術を修得するために“研究”の形で栄養学科の学修の「総まとめ」の一端を担うことを目指
す。
到達目標
１．自らの興味関心のあるテーマが、心理学の研究の中でどのような位置づけになるかを考える
ことができる。
２．自らが決めた研究テーマに基づいて、調査・実験計画を立てることができる。
３．調査・実験を行い、その結果ならびに考察をレポートにまとめることができる。
４．研究テーマに仮説があれば、その検証を通して仮説が認められたかどうかを実証することが
できる。
授業計画

授業内容と
方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間



第1回
１回～４回
研究テーマ
に関する指
導（１）

ガイダンス、興味関心の確認と研究の方向
性の指導

予習90分：テーマ設定
の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第2回
５回～８回
研究テーマ
に関する指
導（２）

具体的なテーマ決定のための指導、研究
テーマに関する図書や論文（先行研究）の
紹介
【アクティブラーニングの内容】
ディスカッションを通した文献検索とクリ
ティーク。

予習90分：テーマ設定
の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第3回

９回～１２
回
研究テーマ
に関する指
導（３）

先行研究の検索、文献の収集、研究テーマ
の決定
【アクティブラーニングの内容】
ディスカッションを通した文献検索とクリ
ティーク。

予習90分：テーマ設定
の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第4回

１３回～１
６回
研究方法に
関する指導
（１）

先行研究や関連書籍の紹介・指導
【アクティブラーニングの内容】
ディスカッションを通した文献検索とクリ
ティーク。

予習90分：研究方法設
定の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第5回

１７回～２
０回
研究方法に
関する指導
（２）

実験か調査かなどの大きな方向性の決定

予習90分：研究方法設
定の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第6回

２１回～２
４回
研究方法に
関する指導
（３）

研究法についての指導、具体的な研究法の
決定

予習90分：研究方法設
定の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第7回
２５回～２
８回
研究計画の
作成

研究実施スケジュールの決定

予習90分：研究方法設
定の調べ学習。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第8回
２９回～３
２回
研究の実施
（１）

データ収集の時期の決定、調査・実験に必
要な材料・質問紙などの準備
【アクティブラーニングの内容】
調査。実験に必要な材料（調査用紙、実験
機材）作成のためのディスカッション。

予習90分：データ収集
の準備、質問紙や実験
計画の作成。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第9回
３３回～３
６回
研究の実施
（２）

調査・実験の実施（データ収集の実施）
【アクティブラーニングの内容】
調査計画、実験計画に基づく、調査対象者
に対する調査・実験の実践。調査対象者へ
の教示に対するサジェスチョン。

予習90分：データ収
集、データ入力。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第10回
３７回～４
０回
研究の実施
（３）

データの入力方法、分析方法の指導と実施
【アクティブラーニングの内容】
エクセルによるデータ入力の実践、ディス
カッションを通した論文掲載のための適正
なデータ分析方法や結果の読み取りの実
践。

予習90分：データ収
集、データ入力。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

データ分析とその結果の中間報告



第11回
４１回～４
４回
研究の実施
（４）

【アクティブラーニングの内容】
エクセルによるデータ分析の実践、ディス
カッションを通した論文掲載のための適正
なデータ分析方法や結果の読み取りの実
践。

予習90分：データ分析
と結果のまとめ。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第12回
４５回～４
８回
研究の実施
（５）

必要に応じて追加分析の実施、データ分析
の完了
【アクティブラーニングの内容】
エクセルによるデータ分析の実践、ディス
カッションを通した論文掲載のための適正
なデータ分析方法や結果の読み取りの実
践。

予習90分：データ分析
と結果のまとめ。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第13回

４９回～５
２回
卒業研究レ
ポートの執
筆・作成
（１）

論文の書き方、引用参考文献、論文フォー
マットの指導

予習90分：研究結果の
まとめ、論文フォー
マットに沿った論文作
成。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第14回

５３回～５
６回
卒業研究レ
ポートの執
筆・作成
（２）

アウトラインの作成、図表作成の指導
【アクティブラーニングの内容】
エクセルによる図表作成の実践、ディス
カッションを通した論文掲載のための適正
な図形作成の実践。

予習90分：研究結果の
まとめ、論文フォー
マットに沿った論文作
成。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

第15回

５７回～６
０回
卒業研究レ
ポートの執
筆・作成
（３）

教員による添削、卒業研究レポートの最終
的な修正と完成

予習90分：研究結果の
まとめ、論文フォー
マットに沿った論文作
成。
復習90分：教員との面
談内容・指導内容の整
理・まとめ。

教科書
特になし。
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
授業への参加度50％、提出論文（レポート）50％を総合して評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、レポー
トや課題についてはその内容を添削して返却しさらにディスカッションを通して研究の方向づけ
をしていくので、内容の理解や論文作成に役立てること。
履修のポイント
各自が問題意識を持ち、問題解決をはかれるような積極的・主体的な取組を期待します。積極的
に自分の研究テーマに関わる情報を収集すること、教員とのディスカッションを通して自ら研究
を進めることが授業時間外の学習となります。
オフィス・アワー



水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※その他、教員の空き時間であれば適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970002
講義名 卒業研究（荒井）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
ひとつの食品および成分にターゲットを絞って成分分析を行い、その機能性や食品としての価値
を再認識することを目的とした実験を行います。実験（主に夏期休暇期間に実施）を中心に進め
るため、実験や成分分析等に興味のある学生の履修を希望します。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」な
らびに「4．これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技
術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得している。」に基づき、食品
学および食品学実験で学んだ知識や技術を利用して実験を行い、論文検索やデータ処理、論文の
まとめ方などについての習得を目指します。
到達目標
各グループで決めたテーマに沿って実験を行い、その結果について論文にまとめることを目標と
します。また、グループが複数ある場合、報告会を行います。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復
習と
そのため
に必要な
時間

第1回
実験内容の決定、文献検
索、実験スケジュールの作
成など
（14回）

文献等を調べ、自分の行いたい実験の方法
や内容について検討を行い、実験の準備を
行う。

予習・復
習をあわ
せて90分

第2回
ある食品および食品成分に
ついて分析実験を行う

予習・復
習をあわ



（30回） せて90分

第3回
卒業研究実験において得た
結果（データ）について解
析し、論文にまとめる。
（16回）

実験結果についてデータを読み取り、論文
をまとめるために必要な知識や方法論を身
につけ、協力して論文をまとめる。

予習・復
習をあわ
せて90分

教科書
食品学実験書（食品学実験ⅠおよびⅡで使用した実験書）
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 実験・論文作成 100%
課題等に対する
フィードバックの方法
配布した参考文献やデータ等は必ず目を通し理解すること。
履修のポイント
食品や食品成分分析等に興味のある学生または食品学に自信のない学生の履修を希望します。
オフィス・アワー
月～金曜日のお昼休み（12:30～13:20）に11号館3F研究室13で受け付ける。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970003
講義名 卒業研究（小林）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 小林 葉子 指定なし

授業の概要と教育目標
テーマに沿って、各自、論文を読み、実験を組み立てて、実験を行う。実験結果から、考察し、
卒業論文としてまとめる。
論文を読み、口頭や研究論文として研究をまとめることを目標とする。同時に、科学倫理を理解
する。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、実践的な管理栄養士として活躍
するため、また多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につけるため、これまで
の学習を統合･発展させる栄養学科専門科目選択科目である。卒業研究を通して、研究の組み立
て、口頭発表や論文の書き方を学ぶ。
到達目標
テーマに沿った和・英文論文を読み、実験を遂行する。結果から、自分の考えをまとめ、卒業論
文を書くことを目標とする。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
小
林
葉
子

卒業論文の具体的
なテーマを決め
る。

自分の興味のある研究テーマに
ついて、考える。

予習90分：情報収集
復習90分：議論内容を
もとにまとめる

第2回
小
林
葉
子

卒業論文の具体的
なテーマに関連す
る論文の調査

自ら関連論文を見つけ、論文を
読む。

予習90分：情報収集
復習90分：関連論文講
読

小
林
卒業論文の具体的
なテーマに関連す 自ら関連論文を見つけ、論文を 予習90分：情報収集



第3回 葉
子
る論文の調査 読む。 復習90分：関連論文講

読

第4回
小
林
葉
子

卒業論文の具体的
なテーマに関連す
る論文の調査 自ら関連論文を見つけ、論文を

読む。
予習90分：情報収集
復習90分：関連論文講
読

第5回
小
林
葉
子

卒業論文の具体的
なテーマに関連す
る論文の調査 自ら関連論文を見つけ、論文を

読む。
予習90分：情報収集
復習90分：関連論文講
読

第6回
小
林
葉
子

卒業論文の具体的
なテーマに関連す
る論文の調査

自ら関連論文を見つけ、論文を
読む。

予習90分：情報収集
復習90分：関連論文講
読

第7回
小
林
葉
子

論文をもとに実験
計画を組む。 自分の遂行できる実験計画を組

む。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：計画の見直
し

第8回
小
林
葉
子

論文をもとに実験
計画を組む。 自分の遂行できる実験計画を組

む。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：計画の見直
し

第9回
小
林
葉
子

論文をもとに実験
計画を組む。

自分の遂行できる実験計画を組
む。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：計画の見直
し

第10回
小
林
葉
子

論文をもとに実験
計画を組む。 自分の遂行できる実験計画を組

む。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：計画の見直
し

第11回
小
林
葉
子

論文をもとに実験
計画を組む。 自分の遂行できる実験計画を組

む。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：計画の見直
し

第12回
小
林
葉
子

論文をもとに実験
計画を組む。 自分の遂行できる実験計画を組

む。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：計画の見直
し

第13回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第14回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第15回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

小 予習90分：実験計画の



第16回 林葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第17回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第18回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第19回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第20回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第21回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第22回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第23回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第24回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第25回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第26回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第27回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第28回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

小 計画をした実験を 予習90分：実験計画の



第29回 林葉
子
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第30回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第31回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第32回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第33回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第34回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第35回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第36回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第37回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第38回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第39回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第40回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第41回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

小
林 計画をした実験を 自ら実験に必要な試薬・器具を

予習90分：実験計画の
作成



第42回 葉
子
遂行する。 準備し、実験を遂行する。 復習90分：行った実験

のまとめ

第43回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第44回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第45回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する

自ら実験に必要な試薬・器具を
準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第46回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第47回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第48回
小
林
葉
子

計画をした実験を
遂行する。 自ら実験に必要な試薬・器具を

準備し、実験を遂行する。

予習90分：実験計画の
作成
復習90分：行った実験
のまとめ

第49回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第50回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第51回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第52回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第53回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第54回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第55回
小
林
実験結果をもと
に、考察し、論文 実験結果をもとに、関連論文と

の関連をディスカッションし、
予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に



葉
子
を書く。 自分の考えをまとめる。 関する情報の再収集、

データーのまとめ

第56回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第57回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第58回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第59回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

第60回
小
林
葉
子

実験結果をもと
に、考察し、論文
を書く。

実験結果をもとに、関連論文と
の関連をディスカッションし、
自分の考えをまとめる。

予習90分：結果の整理
復習90分：実験内容に
関する情報の再収集、
データーのまとめ

教科書
特になし
参考書
シンプル生化学 林典夫/廣野治子著 南江堂
エキスパート管理栄養士養成シリーズ 分子栄養学 金本 龍平 編 化学同人
成績評価の方法・基準
卒業論文の評価が60点以上 (卒業論文の評価100％）
課題等に対する
フィードバックの方法
提出された卒業論文に対して、訂正箇所を指摘する。これを繰り返す。
履修のポイント
科学倫理の基本を理解し、研究を行う。自分で考えて、実験を行う。失敗を恐れず、実験に取り
組む。結果を読み考察する。
オフィス・アワー
月〜金 お昼休み（ただし、3限に授業がある日は不可） 11号館3階16研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970004
講義名 卒業研究（野沢）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての実務経験を活かし、調理に関する実験を通して科学
的・分析的素養を身に着けさせる。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
自分の研究テーマについて、指導教員と連絡相談を繰り返しながら計画的に研究を進め、卒業論
文を作成する。
「調理科学」や「食文化」「郷土料理」に関することについて、これまで学修した基礎的・専門
的知識を用いて、その課題を解決するための計画を立て、実験・調査を行い、論理的思考および
手法によって総合的に判断する力を習得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、1.人間に対して、社会・環境・コ
ミュニケーションなどの側面から理解している。に基づき、特に食文化の知識の獲得を目指す科
目である。 ２、人間の健康を規定する要因として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに
健康の維持・増進プログラムを実践するために必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ
物と健康の知識や技能を修得している。に基づき、調理科学の知識をふまえ、食事作りの基礎と
なる食品の調理過程における変化や現象を科学的に捉えて説明できることを目指すものとする。
到達目標
1. 研究計画を立てることができる。
2. 自ら意欲的に実験・調査を実施することができる。
3. 論理的思考や手法を用いて総合的に判断することができる。
4. 課題解決に取り組むことができる。
5. 得られた結果を適切な手法を用いて表現することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニング

の内容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
野
沢
弘
子

〇論文の書き方、調査方法、
統計処理の方法を学ぶ

インターネット等で、
先行文献を調べる。

予習 ９０分 論文の書
き方を読む
復習 ９０分 論文の書
き方、調査方法につ
いてまとめる



第2回
野
沢
弘
子

〇研究内容の決定、研究のス
ケジュールの作成

決定した研究の調査方
法や実験方法について
検討を行う。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第3回
野
沢
弘
子

〇文献を調べ、自分の行いた
い研究の方法や内容について
研究の準備を行う。

研究に必要な先行文献
をインターネット等で
調べる。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第4回
野
沢
弘
子

〇文献を調べ、自分の行いた
い研究の方法や内容について
研究の準備を行う。

研究に必要な先行文献
をインターネット等で
調べる。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第5回
野
沢
弘
子

〇卒業研究の実験及び資料の
分析を行う。

実験や調査した内容に
ついて分析を行う。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第6回
野
沢
弘
子

〇卒業研究の実験及び資料の
分析を行う。

実験や調査した内容に
ついて分析を行う。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第7回
野
沢
弘
子

〇卒業研究の実験及び資料の
分析を行う。

実験や調査した内容に
ついて分析を行う。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第8回
野
沢
弘
子

〇卒業研究の実験及び資料の
分析を行う。

実験や調査した内容に
ついて分析を行う。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第9回
野
沢
弘
子

〇卒業研究の実験及び資料の
分析を行う。

実験や調査した内容に
ついて分析を行う。

予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第10回
野
沢
弘
子

〇卒業研究において得た結果
（データ）について解析し、
論文にまとめる。

データの解析を行う。
予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第11回
野
沢
弘
子

〇卒業研究において得た結果
（データ）について解析し、
論文にまとめる。

データの解析を行う。
予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第12回
野
沢
弘
子

〇卒業研究において得た結果
（データ）について解析し、
論文にまとめる。

データの解析を行う。
予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 研究内容
について

第13回
野
沢
弘
子

〇卒業研究において得た結果
（データ）について解析し、
論文にまとめる。

論文にまとめる
予習 ９０分 研究内容
について
復習 ９０分 論文にま
とめる

第14回
野
沢
弘
子

〇卒業研究において得た結果
（データ）について解析し、
論文にまとめる。

論文にまとめる
予習 ９０分 論文にま
とめる
復習 ９０分 論文にま
とめる

野 予習 ９０分 論文にま



第15回 沢弘
子
〇卒業研究のまとめ 最終仕上げの論文の

チェックをする
とめる
復習 ９０分 論文にま
とめる

教科書
必要に応じて、資料等を配布する。
参考書
初めての栄養学研究論文 第一出版
わかる統計学 同人化学
食の文化を知る事典 東京堂出版
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
研究貢献度50％、論文内容30％、研究発表20％
課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題にはコメントともに返却する。また、ゼミ内でディスカッションを行う。
履修のポイント
日頃から、自身の研究に関連する研究論文をできるだけたくさん読むようにする。
自己のテーマであるので、主体的に取組むことが求めらる。
予習・復習の時間数：不足分については各自の学習で補完すること。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 昼休み 調理学準備室
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970005
講義名 卒業研究（宮原）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

学校教育現場において食育と給食管理、さらに指導的立場の経験を有する
教員が研究指導を行う。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育の機会と場には、様々なライフステージ・ライフスタイル別がある。健康増進法、栄養
教諭制度創設および食育基本法の成立を契機にわが国の食育・栄養教育の重要性が高まった。こ
の背景には、栄養すなわち食生活の仕方で、健康を損なうことが種々のエビデンスとして示され
ており、その改善には、食生活をとおした一次・二次・三次予防を行うことが必要とされててき
た。特に、近年生活習慣病の低年齢化が懸念されている中、学校における食育に期待が寄せら
れ、その中核的な役割をする栄養教諭の役割は大きい。
本研究は、学校の食育と給食管理の範ちゅうである献立を一体的にとらえ、教材となる献立マネ
ジメントし教材研究を深め、生活習慣病一次予防としての食育の研究をすることを教育目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養教諭は、管理栄養士養成課程で教職課程を履修することで、管理栄養士の資質をもった教員
として免許状が取得でき得る。これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に
対応できる知識・技術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる栄養教諭としての資質を修
得している。
到達目標
１．学校給食法を理解し、食育と給食管理を一体的にとらえることができる。
２．学校における食に関する指導計画に基づく献立計画が作成できる。
３．献立計画と連動させた給食時間の学習指導計画案の作成ができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

○オリエンテー
ション：卒業研究
概要（研究内容、
研究の進め 
方、評価など）の



第1回
宮
原
公
子

説明
○研究の骨子の理
解：全授業60回
を15段階に分け
て研究を深める
ことの説明により
研究意欲の向上
○15段階による研
究区分の理
解：1段階概
ね4回授業
○1段階：学校教
育と学校給食の理
解

学校給食に関する法律を調べ、研究
メンバーとディスカッションをす
る。

予習60分：学校の食
育に期待されている
ことを調べておく。
復習60分：学校給食
が教育の一環として
実施されている法的
根拠をまとめる。

第2回
宮
原
公
子

○2段階：栄養教
諭の職務と使命の
理解

栄養教諭の職務の実際を調べ、研究
内容に生かせる情報を収集し、研究
メンバーとディスカッションをす
る。

予習60分：栄養教諭
に期待されてい るこ
とを調べておく。
復習60分：栄養教諭
の職務をまとめ、具
体的な事例を整理す
る。

第3回
宮
原
公
子

○3段階：学校の
食育と給食管理に
関する研究内容の
情報収集

学校の食育と給食管理に関する研究
内容に役立つ情報を収集し、研究メ
ンバーとディスカッションをする。

予習60分：学校給食
の献立の役割を調べ
ておく。
復習60分:学校給食の
献立の教材化の理論
をまとめる。

第4回
宮
原
公
子

○4段階：学校教
育における学校給
食の位置づけ
学校教育法、学習
指導要領の理解

学校教育のシステムを理解すること
で学校給食の役割と使命を踏まえた
栄養教諭の活動を研究メンバーと
ディスカッションす る。

予習60分：小中学校
学習指導要領に目を
とおしておく。
復習60分：学校教育
における学校給食の
位置づけをまとめ
る。

第5回
宮
原
公
子

○5段階：学校給
食における献立の
位置づけとマネジ
メント

献立マネジメントの必要性を各自ま
とめ、研究メンバーと協力 して論文
形式にまとめる。

予習60分：Ｗeb上に
公開されている献立
計画様式を調べてお
く。
復習60分：献立マネ
ジメントの様式の構
築の必要性をまとめ
る。

第6回
宮
原
公
子

○6段階：学校給
食献立計画と学習
指導計画案の理解
アセスメントに基
づく手法の研究

学術的なまとめのための手法を研究
メンバーとディスカッションする。

予習60分：栄養アセ
スメントの種類 を調
べておく。
復習60分：アセスメ
ントの手法と二次
データの活用をまと
める

第7回
宮
原
公
子

○7段階：学校給
食献立計画の立案
研究
食に関する指導年
間計画を踏まえた

食育目標に基づく献立計画の作成を
研究メンバーとディスカッションし
て仕上げる。

予習60分：食に関す
る指導年間の事例を
収集しておく。
復習60分：食育目標
の設定の仕方をまと



献立教材の作成 める。

第8回
宮
原
公
子

○8段階：給食時
間における学習指
導案の作成研究
食に関する指導年
間計画に基づく給
食時間の指導研究

食育目標に基づく学習指導案の作成
を研究メンバーとディスカッション
して仕上げる。

予習60分：学習指導
案の様式を数種、
収集しておく。
復習60分：学習指導
案の書き方を熟 知す
る。

第9回
宮
原
公
子

○9段階：献立の
教材化と指導案の
作成の実際①

献立の教材化研究に向けて試作を行
い、研究メンバーとディス カッショ
ンを行う。

予習60分：教材化す
る献立の試作研究を
しておく。
復習60分：試作した
献立の品質管理の観
点からまとめる。

第10回
宮
原
公
子

○10段階：献立の
教材化と指導案の
作成の実際② 

献立の教材化研究に向けて試作を行
い、研究メンバーとディ カッション
を行う。

予習60分：教材化す
る献立の試作研究し
ておく。
復習60分：試作した
献立の品質管理の観
点からまとめる。

第11回
宮
原
公
子

○11段階：研究内
容の評価・改善①

月刊「学校給食」掲載原稿を研究メ
ンバーと協議して、修正・改善しま
とめる。

予習60分：掲載原稿
案を作成してお く。
復習60分：掲載原稿
を修正し、投稿でき
るように準備する。

第12回
宮
原
公
子

○12段階：研究内
容の評価・改善②

月刊「学校給食」掲載原稿を研究メ
ンバーと協議して、修正・ 改善しま
とめる。

予習60分：掲載原稿
案を作成してお く。
復習60分：掲載原稿
を修正し、投稿でき
るように準備する。

第13回
宮
原
公
子

○13段階：研究の
まとめ① 月刊
「学校給食」掲載
投稿

掲載投稿する原稿を確認し合い、教
材や料理等の写真撮影を行 い評価し
合う。

予習60分：1学期
（4月－7月）の教材
作成を確認してお
く。
復習60分：投稿原稿
を確認する

第14回
宮
原
公
子

○14段階：研究の
まとめ② 月刊
「学校給食」掲載
投稿

掲載投稿する原稿を確認し合い、教
材や料理等の写真撮影を行 い評価し
合う。

予習60分：2学期
（8月－12月）の教材
作成を確認してお
く。
復習60分：投稿原稿
を確認する

第15回
宮
原
公
子

○15段階：研究の
まとめ③ 月刊
「学校給食」掲載
投稿

掲載投稿する原稿を確認し合い、教
材や料理等の写真撮影を行 い評価し
合う。

予習60分：3学期
（1月－3月）の教材
作成を確認してお
く。
復習60分：投稿原稿
を確認する

教科書
献立の教材化の理論と実践 東山書房 宮原公子編著
エクセル栄養君（最新版） 建帛社 
食に関する指導の手引き 文部科学省



参考書
月刊「学校給食」雑誌（これまでの刊行物）

成績評価の方法・基準
単位取得基準60点以上
研究内容 70％ 研究への参加度 30％
課題等に対する
フィードバックの方法
毎月、1主題に基づき研究を進める。計画書（献立計画、学習指導案）や教材作成に対して、コ
メントをつけて返却する。双方向のディスカッションを行い、フィードバックできるようにす
る。
履修のポイント
月刊」学校給食」雑誌に連載執筆する機会を得ているので、全国の読者にアピールできるよう
に、積極的に取り組んでもらいたい。斬新なアイディアを出していただきたい。
オフィス・アワー
火曜日から金曜日 昼休み（12:30-13:20）
11号館3階19研究室（宮原研究室）
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970006
講義名 卒業研究（榮）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 榮 昭博 指定なし

授業の概要と教育目標
生活習慣病予防を目的とする成分の生理的効果その作用機序について調べる。本年度の実験予定
は次のとおりである①肥満を防止する効果をもつ成分を確かめるため消化酵素活性（リパーゼ、
アミラーゼ、グルコシダーゼの阻害を調べる。②コラーゲンの消化に関する研究を本年度より新
たに行う ③生体内における抗酸化作用をモデルとした試験管内における食品成分の抗酸化試験
を行う。④痛風の成因に深くかかわっている生体成分は尿酸である。尿酸生成を抑制するであろ
う食品成分の検索を目的として、食品中のキサンチンオキシダーゼ活性阻害物質についての研究
を引き続き行う。これらの実験を行い、データ分析、文献検索を行い卒業論文を作成することが
目標である。
卒業認定・学位授与の方針との関連
卒業認定・学位授与の方針は「「専門科目」の中に、実践的な管理栄養士として活躍するため、
また多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につけるため、これまでの学習を統
合･発展させる科目を配置する。」であるが、卒業研究は、今まで学修してきた基礎栄養学・解
剖生理学・生化学・食品学等の科目を統合発展させるものである。
到達目標
学士としての研究に対する姿勢と計画性を持つことを目標とする。具体的には、生活習慣病の予
防や治療に寄与する食品成分を検索することと論文をまとめ上げる力を持てるようになることを
目標達成とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習
と
そのために
必要な時間

第1回

前期1～15週分：実験に対する基礎知
識の習得と研究関連文献の検索および
内容の理解をする。また、統計処理方
法を学習する。ゼミは一部英文で行う

予習は実験用語や専門用語に
ついて事前に調べ教員とディ

復習は当日
行った実験
やゼミ内容
をノートに
記録する。



ことがある。また、実験に対しては、
その手技の訓練や試薬の調製を行う。
ゼミは質疑応答形式で行う。

スカッションする。 合わせて1時
間以上学習
する。

第2回
前期16～30週分：本実験に向け、あ
らかじめいくつかの予備実験を行い、
実験の条件や試料の選択を行う。ゼミ
は引き続き行う。

実験について事前に調べる。
当日行った実験やゼミ内容を
ノートに記録する(実験ノート
の作成）。その内容について
教員とディスカッションす
る。

復習・復習
合わせて1時
間以上行う

第3回

夏休み15回分：予備実験の結果を基に
して、本実験を行う。予習は実験用語
や専門用語について事前に調べる。復
習は当日行った実験やゼミ内容をノー
トに記録する。

実験について事前に調べノー
トに記載する。当日行った実
験やゼミ内容をノートに記録
する（実験ノート作成）。教
員がノートについて質問し学
生がこれに対して回答する。

復習・復習
合わせて1時
間以上行う

第4回
後期15週分：本実験結果のデータ分析
を行う。統計処理を行い、論文を作成
する。ゼミは引き続き行う。

予習は実験結果を計算してお
く。復習は当日行ったゼミ内
容をノートに記録する。文献
を引用しながら論文を作成し
提出する。教員は論文を確認
し、その内容について、学生
とディスカッションする。

復習・復習
合わせて４
時間以上行
う

教科書
なし
参考書
各関連項目の論文等（文献検索）
成績評価の方法・基準
実験遂行の状態（５０％）、卒業論文の内容（５０％）を点数化して行う。60点以上
課題等に対する
フィードバックの方法
実験デザイン・実験は教員と連携して行う。データ分析を行い担当教員に報告をし、その都度、
指示・示唆を受ける。毎週のゼミの中でディスカッションして相互に確認する。
履修のポイント
英文文献を読むことが多いので、英語になれておくこと。
オフィス・アワー
12:30～13:20に第14研究室にて行う。担当教員の授業や校務のない時間においても随時研究室
で行うことができる。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970007
講義名 卒業研究（影山）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし

授業の概要と教育目標
生活習慣病の1つである肥満を理解するためには、正常の食欲のメカニズムを理解する必要があ
る。食欲は中枢神経系（脳）における満腹中枢、摂食中枢と摂食調節中枢で情報が統御されるだ
けで無く、グレリンやレプチンといったホルモンによっても制御されている。その食欲のメカニ
ズムについて、個人またはグループで、最新の英語論文を読み、本卒業研究のテーマである「中
枢神経系（脳）における摂食調節機構」についてまとめる。
研究テーマを進めるにあたり、文献検索、議論の進め方、まとめ方等について修得する。ディス
カッションを行いながら、最新の肥満研究に対して理解を深めていくことを目標とする。必要で
あれば、齧歯類を使った動物実験を行う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」な
らびに「3．これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技
術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得している。」に基づき、食欲
という生理現象を研究していく。さらに、実践的な職業人として活躍するために、理論的な思考
力の育成を目指すものとする。
到達目標
1．中枢神経系における食欲のメカニズムを説明することができる。
2．自ら疑問に思ったことを調べることができる。
3．自らが積極的に考えることができる。
4．調べたものを理論的に組み立て、まとめることができる。
授業計画

担当者 授業内容と方法、課題 アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 影山晴秋
実験の決定と実験の準
備（10回）

文献等を検索し、発表
する。

予習：文献を読んでまとめ
る。
45分



第2回 影山晴秋 実験（30回） 結果のまとめと進捗状
況の報告

予習と復習：文献を読んで
まとめる。
あわせて45分間

第3回 影山晴秋
実験のまとめ（20回）
論文の作成

結果のまとめと進捗状
況の報告

予習と復習：結果をまとめ
る。
あわせて45分間

教科書
適宜、プリントしたものを渡します。
参考書
使用しません
成績評価の方法・基準
60点以上
進捗状況の発表（40％）、課題（60％）
前期の終わりと後期の15回目（通年で45回目）に進捗状況を発表してもらいます。最終演習日
に提出してもらう課題を総合的に評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
成績発表時にコメントを付して作成した課題レポートを返却します。
履修のポイント
英語の論文を読みますので、英語の読解力が必要となります。また卒業研究なので、自ら考え、
積極的に自ら行動に移せるようにしてください。
オフィス・アワー
月から木曜日、5限目（16:40から18:00）、11号館研究室10で対応いたします。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970008
講義名 卒業研究（増野）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 増野 弥生 指定なし

授業の概要と教育目標
ライフステージ別の栄養を対象とし、妊娠期・授乳期、乳児期の栄養の方法、母の出生体重と子
の体重との関係、高齢期の栄養、特殊な環境にある船員の栄養管理などに着目し、文献検索や
データ収集を行い、最近の動向や問題点などについて学ぶ。また、幼児期において多く見られる
「食物アレルギー」について、現状や問題点、原因食品などについて学び、代替食品や活用法な
どに着目し、レシピ作成を行い、食物アレルギーについて学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、「3.多様な対象や人間のライフス
テージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食事
管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得し
ている」「4.これまでの学習を統合・発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・
技術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得している」に基づき、応用
栄養学で学んだ知識を基礎としてデータ処理を行い、論文検索や論文のまとめ方などを習得す
る。また、代替食レシピ作成では代替食品について調べ、パワーポイントにまとめ、知識・技術
を身につけ、プレゼンテーション能力を養うことを目指す。
到達目標
・各自が決めたテーマごとに先行研究を調べ、データを分析することができる。
・食物アレルギーの原因食品、代替食品についての知識を身につけることができる。
・自らレシピを考案し実施、検討することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニ

ングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
増
野
弥

・各自が興味を持っている
テーマをどのように進めてい
くか、今後の方向性について
話し合う。

具体的に作成例を
用いて発表を行
い、検討する。
（プレゼンテー
ション、ディス

予習：テーマに関係する資
料を集める。90分
復習：調べ学習をノートな



生 前期
1～8回（8回）

カッション、グ
ループワーク）

どにまとめる。90分

第2回
増
野
弥
生

・関係する論文を集め勉強会
を行う。
・レシピに基づいて調理を行
い、改善点について検討す
る。

前期
9～20回（12回）

具体的に作成例を
用いて発表を行
い、検討する。
（プレゼンテー
ション、ディス
カッション、グ
ループワーク）

予習：テーマに関係する資
料を集める。90分
復習：調べ学習をノートな
どにまとめる。90分

第3回
増
野
弥
生

・データ収集・調査をする。
.レシピに基づいて調理を行
い、改善点について検討す
る。

前期～夏季休暇期間
20～30回（10回）

具体的に作成例を
用いて発表を行
い、検討する。
（プレゼンテー
ション、ディス
カッション、グ
ループワーク）

予習：データ分析と結果の
まとめ。90分 復習：調べ学
習をノートなどにまとめ
る。90分

第4回
増
野
弥
生

・文献検索や調査などから得
られたデータをまとめる。
・統計解析、分析を行う。
.レシピに基づいて調理を行
い、改善を加え、レシピを完
成させる。

後期
30～45回（15回）

具体的に作成例を
用いて発表を行
い、検討する。
（プレゼンテー
ション、ディス
カッション、グ
ループワーク）

予習：研究結果のまとめ、
論文作成、 データ分析と結
果のまとめ 90分 
復習90分：データの整理、
まとめ。90分

第5回
増
野
弥
生

・データをまとめて、検討し
論文形式にまとめる。
・レシピ、活動経過などをパ
ワーポイントにてまとめる。
・発表準備

後期
45～60回（15回）

具体的に作成例を
用いて発表を行
い、検討する。
（プレゼンテー
ション、ディス
カッション、グ
ループワーク）

予習：研究結果のまとめ
90分
復習：発表準備 90分

教科書
随時、プリント、資料を渡す。
参考書
国民健康・栄養調査(最新版）
「日本人の食事摂取基準（2020年版）」
応用栄養学で使用している教科書
レシピ集 
食品成分表
伊藤浩明監修、新 食物アレルギーの基礎と対応、株式会社みらい、2019
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
進捗状況、貢献度(40％）レシピの作成、調査・論文作成、パワーポイント作成などの取り組
み(60％）
課題等に対する
フィードバックの方法
提出課題、パワーポイント、論文の作成、図表などについては添削しフィードバックするので、
次回までに訂正すること。



履修のポイント
興味を持っている対象に関して、自ら積極的に取り組み、文献を読むこと。
研究の方法、時期などについては相談すること。卒業研究の進捗については必ず報告すること。
オフィス・アワー
前期：月・火・水・木・金曜日の昼休み 後期：月・火・水・金曜日の昼休みに11号館１８研究
室で対応する。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970009
講義名 卒業研究（田口）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
子どもの「食」と人間形成を結びつけながら、「食」「農」「社会」「自然」の観点から考え
る。今日の子どもたちの「食」をめぐる情況を把握し、そこで何が問題となっているかについて
自分自身の問題意識を明確にさせながら、人間形成論・人間関係論の視点から考えていく。「今
日の子どもたちの『食』をめぐる情況」を把握するに当たっては、「ぐんま食育こころプラン
＜1次＞＜2次＞＜3次＞」なども参考にする。
子どもの「食」が、人間形成に深く関わっていることを理解することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーと関連して、「人間に対して、社会・環境・コミュ
ニケーションなどの諸側面から理解している。」「多様な社会のニーズ、変化に対応できる知
識・技術を身に付け、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得している。」に関連し
て、子どもの「食」と人間形成について考える。そして、主体的で、対話的な学習を通じて、理
論的・実践的な資質と能力を育成することを目指すものとする。
到達目標
１．自分自身の問題意識を明確にする。
２．子どもの「食」が、人間形成に深く関わっていることを理解する。
３．行動力をもって研究に取り組む。
授業計画

授業内容と方法、課題
アクティ
ブラーニ
ングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ
ポートにしたものを報告する。

問題意識
の報告

予習90分：「食」あるいは「子ど
も」についてのニュースを調べ
る。復習90分：資料を見直す。

第2回
「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ 問題意識 予習90分：「食」あるいは「子ど

も」についてのニュースを調べ



ポートにしたものを報告する。
【２】

の報告 る。復習90分：資料を見直す。

第3回
「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ
ポートにしたものを報告する。

問題意識
の報告

予習90分：「食」あるいは「子ど
も」についてのニュースを調べ
る。復習90分：資料を見直す。

第4回
「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ
ポートにしたものを報告する。

問題意識
の報告

予習90分：「食」あるいは「子ど
も」についてのニュースを調べ
る。復習90分：資料を見直す。

第5回
「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ
ポートにしたものを報告する。

問題意識
の報告

予習90分：「食」あるいは「子ど
も」についてのニュースを調べ
る。復習90分：資料を見直す。

第6回
「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ
ポートにしたものを報告する。

問題意識
の報告

予習90分：「食」あるいは「子ど
も」についてのニュースを調べ
る。復習90分：資料を見直す。

第7回

「子どもの「食」と人間形成」の
テーマのもと、自分の問題意識をレ
ポートにしたものを報告する。
第8回以降は、各自の問題意識を先鋭
化させて、できるだけ長めの報告を
行う。
最終的には、A4２枚の論文形式のレ
ポートを作成する。

問題意識
の報告

予習90分：「食」あるいは「子ど
も」についてのニュースを調べ
る。復習90分：資料を見直す。

教科書
適宜、資料・プリントを配布します。
参考書
「ぐんま食育こころプラン＜1次＞＜2次＞＜3次＞」など。
成績評価の方法・基準
60点以上
問題意識についての報告（40％）、レジュメを用いた研究の報告（60％）
最終的にまとめたものを総合的に評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
成績発表時に、最終的にまとめたものにコメントをつけて、返却します。
履修のポイント
自分自身の問題意識を持つことを大切にします。そして、主体的、対話的で深い学びを期待しま
す。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館第７研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970011
講義名 卒業研究（島田）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

病院での臨床栄養管理業務の実務経験と専門性を活かし、管理栄養士とし
て各疾病の対象者に合わせた臨床栄養管理や研究方法について実践的な教
育を実施する

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 島田 美樹子 指定なし

授業の概要と教育目標
生活習慣病と臨床栄養を関連付けて学び、各疾患ごとの栄養管理や食事提供に関する工夫、患者
の立場に立って疾患と向き合い長く付き合っていくための食事療法など医療に貢献できる栄養学
に視点をあてた研究を行っている。個人またはグループで、最新の論文を読み、本卒業研究の
テーマである「疾患と栄養」「チーム医療」「嚥下障害」「システマティックレビュー」などに
ついてまとめる。 研究テーマを進めるにあたり、文献調査、まとめ方等について、ディスカッ
ションを行いながら、最新の臨床栄養研究に対して理解を深めていくことを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「2．人間の健康を規定する要因
とし て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するた
めに必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」
ならびに「3． これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知
識・技術を身につけ、 実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得している。」に基づ
き、食欲という生理現象を研究していく。さらに、実践的な職業人として活躍するために、理論
的な思考力の育成を目指すものとする。
到達目標
1．テーマに沿った疾患のメカニズムを説明することができる。
2．学びから自ら疑問に思ったことを調べることができる。
3．自らが積極的に考えまとめることができる。
授業計画

担当
者 授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回から第20回
研究倫理
研究計画の作成
・わかりやすい具体的
な研究課題を作成す



第1回
島田
美樹
子

る。
・先行研究の論文を収
集し読む。
・明確な研究目的の作
成する。
・詳しい研究方法の検
討する。
・実現可能な研究計画
とする。
・予測される結果の仮
説をたてる。
・専門外の者にも伝わ
る文章で書く。

ディスカッション形式で
実施し、実現可能な研究
計画をたてる。
研究計画のプレゼンテー
ションを行う。

予習：20分 研究計画に
必要な知識をまとめる。
復習：30分 授業の課題
をまとめる。

第2回

第21回から40回
研究の実施
・必要があればプレ実
習を実施する。
・研究計画の修正をす
る。
・研究方法の実施（集
中講義とする）。
・結果をまとめる。

ディスカッションにより
研究を進める。
研究経過のプレゼンテー
ションを行う。

予習：20分 研究実施に
必要な知識をまとめる。
復習：30分 授業の課題
をまとめる。

第3回

第41回から60回
研究のまとめ
・データを収集する。
・データをまとめる。
・考察を作成する。
・研究成果発表として
公表する。
・希望があれば、学会
発表や学会誌へ投稿、
査読を受ける。

ディスカッションにより
研究を進める。
研究成果のプレゼンテー
ションを行う。

予習：20分 研究計画に
必要な知識をまとめる。
復習：30分 授業の課題
をまとめる。研究の論文
を仕上げる。

教科書
講義や実習に使用した教科書と配布するプリントを使用します。
参考書
大学のテキスト、各疾患のガイドライン
成績評価の方法・基準
60点以上
進捗状況の発表（40％）、課題（60％）
前期の終わりと後期の15回目に進捗状況を発表してもらいます。最終演習日に提出してもらう課
題を総合的に評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
成績発表時にコメントを付して作成した課題レポートを返却します（2部提出、1部返却、1部保
管）。
履修のポイント
日本語でも多くの論文を読みますので、読解力が必要となります。また卒業研究なので、自ら考
え、積極的に自ら行動に移せるようにしてください。
オフィス・アワー
月曜日、水曜日、木曜日 5限 研究室12
科目区分



専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970012
講義名 卒業研究（橘）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての県庁・保健所での勤務経験に基づき、公衆栄養や栄養
行政について具体的に教授する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 橘 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
公衆栄養活動は、地域住民の健康の維持・増進を目的として綿密なる計画を堅実に実行し、その
結果を的確に評価するという行為の繰り返しである。そのためには、正確な情報の収集による問
題点の把握（公衆栄養アセスメント）及びヘルスプロモーションの考えに基づく計画・実施・評
価・改善（公衆栄養マネジメント）の技術が必須となる。卒業研究では、地域集団に対する公衆
栄養活動の展開方法等に関する論文を読み、まとめる。文献調査とそのまとめ方等について、
ディスカッションを行いながら、最新の公衆栄養に関する理解を深めていくことを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、多様な対象や人間のライフステー
ジ・ライフサイクルに沿った、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る公衆栄養分野に
関する必要な知識や技術を修得することを目指し、地域集団の公衆栄養アセスメントの研究を通
じてその目的達成に資する知識及び技術を養う。将来的な展望としては、多様な社会のニーズ及
び変化に対応できる知識及び技術を身に付け、実践的な職業人として活躍できる、理論的思考力
の育成を目指すものとする。
到達目標
1.地域集団に対する公衆栄養活動の展開方法について説明することができる。
2.自ら疑問に思ったことを調べることができる。
3.自らが積極的に考えることができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
橘
陽
子
テーマ設定
（1～10回）

文献検索による
テーマ設定

予習45分：自ら取り組みたいテーマに関す
る文献を読み解く。
復習45分：文献により得られた知見をまと
める。

橘 研究計画書の 参考文献を参照し 予習45分：定めたテーマに必要な研究計画



第2回 陽
子
作成
（11～20回）

た研究計画書の作
成

を立案する。
復習45分：不足している情報等を再度調べ
る。

第3回
橘
陽
子
研究の実施
（21～40回）

研究計画書に沿っ
た研究の遂行
中間報告書の作成
と発表

予習45分：研究に必要な知識を再度調べ
る。また、必要物品等を準備する。中間報
告書を作成し、発表準備をする。
復習45分：行った研究を記録する。また、
中間報告の際のコメントを参考に、必要に
応じて研究計画書を修正する。

第4回
橘
陽
子

研究報告書の
作成
（41～55回）

研究結果をまと
め、研究報告書を
作成する。

予習45分：研究報告書を作をする。
復習45分：研究報告書作成に不足している
情報等を再度調べる。

第5回
橘
陽
子

研究発表、ま
とめ
（56～60回）

研究成果を発表す
る。研究全体をま
とめ、総括する。

予習45分：発表資料を作成し、準備する。
復習45分：発表の際のコメントを参考に、
必要に応じて修正する。

教科書
国民衛生の動向
公衆栄養学Ⅰおよび公衆栄養学Ⅱで用いた教科書
食事摂取基準（2020年版）
参考書
適宜提示します
成績評価の方法・基準
60点以上
中間報告書30%、研究報告書30%、発表30%、参加度10%
課題等に対する
フィードバックの方法
報告書返却時、発表時にコメントを付します。
履修のポイント
公衆栄養に対する理解や関心、自ら考え、積極的に行動できる姿勢を求めます。
オフィス・アワー
月曜～木曜 昼休み 栄養教育準備室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970013
講義名 卒業研究（吉村）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 吉村 英悟 指定なし

授業の概要と教育目標
スポーツ栄養はトップアスリートだけで無く、健康の維持・増進のために運動をしている人を含
め幅広く対象とする。よってプロスポーツ選手だけで無く高校生や中学生・小学生等を対象と
行ったアマチュアスポーツを対象にも栄養マネージメントに基づいた栄養サポートが実施されて
いる。特に将来、トップアスリートになったときに自己管理出来るように食育の重要性は高い。
なかでもバランス食や通学時間と食事時間の関係から補食サポートなどが顕著である。
本研究では、スポーツ栄養マネジメントにおける基本的なプログラム作成や、アセスメントなど
理解を深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学科のディプロマポリシーの関連として②での生理学的な理解と③でのライフステージ別での
必要な知識と技術、④実践的な管理栄養士として活躍できるための知識や技術を学ぶ。
卒業後には、スポーツ栄養の現場等での活躍出きるように修得する。
到達目標
１．スポーツ栄養マネジメントを理解すること。
２．それぞれ必要なアセスメント等の技術・知識を身につける。
３．世代別のプログラム作成を行える。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニン

グの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
吉
村
英
悟

・各自が興味を持っているテー
マをどのように進めていくか、
今後の方向性について話し合
う。
・関係する論文を集め勉強会を
行う。
前期

【アクティブラーニ
ング】
具体的に事例を用い
て発表を行い、検討
する。
（プレゼンテーショ
ン、ディスカッショ
ン、グループワー

予習：テーマに関係す
る資料を集める。90分
復習：調べ学習をノー
トなどにまとめ
る。90分



1～8回（8回） ク）

第2回
吉
村
英
悟

・関係する論文を集め勉強会を
行う。
・ケーススタディを用い、栄養
プログラムの検討を行う。
・実際にフィールドで調査をす
るにあたり、準備を行う。
前期
9～20回（12回）

【アクティブラーニ
ング】
具体的に事例を用い
て発表を行い、検討
する。
（プレゼンテーショ
ン、ディスカッショ
ン、グループワー
ク）

予習：テーマに関係す
る資料を集める。90分
復習：調べ学習をノー
トにまとめる。90分

第3回
吉
村
英
悟

・関係する論文を集め勉強会を
行う。
・実際にフィールドで調査をす
るにあたり、準備を行う。
・フィールドでアセスメントや
栄養教育、調査等を行う。
前期～夏季休暇期間
20～30回（10回）

【アクティブラーニ
ング】
具体的に事例を用い
て発表を行い、検討
する。
（プレゼンテーショ
ン、ディスカッショ
ン、グループワー
ク）

予習：テーマの分析方
法などを調べる。90分
復習：データを整理す
る 90分

第4回
吉
村
英
悟

.文献検索や調査などから得られ
たデータをまとめる。

後期
30～45回（15回）

【アクティブラーニ
ング】
具体的に事例を用い
て発表を行い、検討
する。
（プレゼンテーショ
ン、ディスカッショ
ン、グループワー
ク）

予習：テーマの分析方
法などを調べる。90分
復習：データを整理す
る 90分

第5回
吉
村
英
悟

・データをまとめて、検討し論
文形式にまとめる。
・内容をまとめパワーポイント
にてまとめる。
後期
45～60回（15回）

【アクティブラーニ
ング】
具体的に事例を用い
て発表を行い、検討
する。
（プレゼンテーショ
ン、ディスカッショ
ン、グループワー
ク）

予習：先行研究の論文
を参考にテーマに関係
する資料を集め
る。90分
復習：調べ学習をノー
トにまとめる。90分

教科書
適宜、プリントを配ります。
参考書
エクセル栄養君建帛社。
エクセル栄養君FFQｇ 建帛社
健康づくりと競技力向上のための スポーツ栄養マネジメント．日本医療企画．鈴木 志保子
(著)他
アスリートの栄養アセスメント．第一出版．田口 素子 (著)他
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 
進捗状況の発表、レシピの作成(40％）調査・論文作成、パワーポイント作成などの取り組
み(60％）
課題等に対する
フィードバックの方法



1主題に基づき研究を進める。進捗状況に対して、コメントをつけて返却する。双方向のディス
カッションを行い、フィードバックできるようにする。
履修のポイント
日本語論文等を読みます。積極的に自己課題を見つけ行動できるようにする事。
研究の方法、時期などについては相談すること。卒業研究の進捗については必ず報告すること。
オフィス・アワー
曜 日：月曜日～金曜日 
時 間：12：30～13：15 
場 所：11号館3階 研究室6
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970014
講義名 卒業研究（齋藤）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

学校教育現場において食育と給食管理、さらに指導的立場の経験を有する
教員が研究指導を行う。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 齋藤 陽子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教育の機会と場には、様々なライフステージ・ライフスタイル別がある。健康増進法、栄養
教諭制度創設および食育基本法の成立を契機にわが国の食育・栄養教育の重要性が高まった。こ
の背景には、栄養すなわち食生活の仕方で、健康を損なうことが種々のエビデンスとして示され
ており、その改善には、食生活をとおした一次・二次・三次予防を行うことが必要とされててき
た。特に、近年生活習慣病の低年齢化が懸念されている中、学校における食育に期待が寄せら
れ、その中核的な役割をする栄養教諭の役割は大きい。
本研究は、学校の食育と給食管理の範ちゅうである献立を一体的にとらえ、教材となる献立マネ
ジメントし教材研究を深め、生活習慣病一次予防としての食育の研究をすることを教育目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養教諭は、管理栄養士養成課程で教職課程を履修することで、管理栄養士の資質をもった教員
として免許状が取得でき得る。これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に
対応できる知識・技術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる栄養教諭としての資質を修
得している。
到達目標
１．学校給食法を理解し、食育と給食管理を一体的にとらえることができる。
２．学校における食に関する指導計画に基づく献立計画が作成できる。
３．献立計画と連動させた給食時間の学習指導計画案の作成ができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な時
間

○オリエンテーショ
ン：卒業研究概要
（研究内容、研究の
進め方、評価など）
の説明



第1回
齋
藤
陽
子

○研究の骨子の理解：
全授業60回を15段階
に分けて研究を深め
る
ことの説明により研
究意欲の向上
○15段階による研究区
分の理解：1段階概
ね4回授業
○1段階：学校教育と
学校給食の理解

学校給食に関する法律を調べ、研
究メンバーとディスカッションを
する。

予習60分：学校の食
育に期待されている
ことを調べておく。
復習60分：学校給食
が教育の一環として
実施されている法的
根拠をまとめる。

第2回
齋
藤
陽
子

○2段階：栄養教諭の
職務と使命の理解

栄養教諭の職務の実際を調べ、研
究内容に生かせる情報を収集し、
研究メンバーとディスカッション
をする。

予習60分：栄養教諭
に期待されてい る
ことを調べておく。
復習60分：栄養教諭
の職務をまとめ、具
体的な事例を整理す
る。

第3回
齋
藤
陽
子

○3段階：学校の食育
と給食管理に関する
研究内容の情報収集

学校の食育と給食管理に関する研
究内容に役立つ情報を収集し、研
究メンバーとディスカッションを
する。

予習60分：学校給食
の献立の役割を調べ
ておく。
復習60分:学校給食
の献立の教材化の理
論をまとめる。

第4回
齋
藤
陽
子

○4段階：学校教育に
おける学校給食の位
置づけ
学校教育法、学習指
導要領の理解

学校教育のシステムを理解するこ
とで学校給食の役割と使命を踏ま
えた栄養教諭の活動を研究メン
バーとディスカッションする。

予習60分：小中学校
学習指導要領に目を
とおしておく。
復習60分：学校教育
における学校給食の
位置づけをまとめ
る。

第5回
齋
藤
陽
子

○5段階：学校給食に
おける献立の位置づ
けとマネジメント

献立マネジメントの必要性を各自
まとめ、研究メンバーと協力して
論文形式にまとめる。

予習60分：Ｗeb上に
公開されている献立
計画様式を調べてお
く。
復習60分：献立マネ
ジメントの様式の構
築の必要性をまとめ
る。

第6回
齋
藤
陽
子

○6段階：学校給食献
立計画と学習指導計
画案の理解
アセスメントに基づ
く手法の研究

学術的なまとめのための手法を研
究メンバーとディスカッションす
る。

予習60分：栄養アセ
スメントの種類 を
調べておく。
復習60分：アセスメ
ントの手法と二次
データの活用をまと
める

第7回
齋
藤
陽
子

○7段階：学校給食献
立計画の立案研究
食に関する指導年間
計画を踏まえた献立
教材の作成

食育目標に基づく献立計画の作成
を研究メンバーとディスカッショ
ンして仕上げる。

予習60分：食に関す
る指導年間の事例を
収集しておく。
復習60分：食育目標
の設定の仕方をまと
める。

○8段階：給食時間に 予習60分：学習指導



第8回
齋
藤
陽
子

おける学習指導案の
作成研究
食に関する指導年間
計画に基づく給食時
間の指導研究

食育目標に基づく学習指導案の作
成を研究メンバーとディスカッ
ションして仕上げる。

案の様式を数種、収
集しておく。
復習60分：学習指導
案の書き方を熟 知
する。

第9回
齋
藤
陽
子

○9段階：献立の教材
化と指導案の作成の
実際①

献立の教材化研究に向けて試作を
行い、研究メンバーとディスカッ
ションを行う。

予習60分：教材化す
る献立の試作研究を
しておく。
復習60分：試作した
献立の品質管理の観
点からまとめる。

第10回
齋
藤
陽
子

○10段階：献立の教材
化と指導案の作成の
実際② 

献立の教材化研究に向けて試作を
行い、研究メンバーとディカッ
ションを行う。

予習60分：教材化す
る献立の試作研究し
ておく。
復習60分：試作した
献立の品質管理の観
点からまとめる。

第11回
齋
藤
陽
子

○11段階：研究内容の
評価・改善①

月刊「学校給食」掲載原稿を研究
メンバーと協議して、修正・改善
しまとめる。

予習60分：掲載原稿
案を作成しておく。
復習60分：掲載原稿
を修正し、投稿でき
るように準備する。

第12回
齋
藤
陽
子

○12段階：研究内容の
評価・改善②

月刊「学校給食」掲載原稿を研究
メンバーと協議して、修正・ 改善
しまとめる。

予習60分：掲載原稿
案を作成しておく。
復習60分：掲載原稿
を修正し、投稿でき
るように準備する。

第13回
齋
藤
陽
子

○13段階：研究のまと
め① 月刊「学校給
食」掲載投稿

掲載投稿する原稿を確認し合い、
教材や料理等の写真撮影を行 い評
価し合う。

予習60分：1学期
（4月－7月）の教材
作成を確認してお
く。
復習60分：投稿原稿
を確認する

第14回
齋
藤
陽
子

○14段階：研究のまと
め② 月刊「学校給
食」掲載投稿

掲載投稿する原稿を確認し合い、
教材や料理等の写真撮影を行い評
価し合う。

予習60分：2学期
（8月－12月）の教
材作成を確認してお
く。
復習60分：投稿原稿
を確認する

第15回
齋
藤
陽
子

○15段階：研究のまと
め③ 月刊「学校給
食」掲載投稿

掲載投稿する原稿を確認し合い、
教材や料理等の写真撮影を行い評
価し合う。

予習60分：3学期
（1月－3月）の教材
作成を確認してお
く。
復習60分：投稿原稿
を確認する

教科書
献立の教材化の理論と実践 東山書房 宮原公子編著
エクセル栄養君（最新版） 建帛社 
食に関する指導の手引き 文部科学省
参考書
月刊「学校給食」雑誌（これまでの刊行物）



成績評価の方法・基準
単位取得基準60点以上
研究内容 70％ 研究への参加度 30％
課題等に対する
フィードバックの方法
毎月、1主題に基づき研究を進める。計画書（献立計画、学習指導案）や教材作成に対して、コ
メントをつけて返却する。双方向のディスカッションを行い、フィードバックできるようにす
る。
履修のポイント
月刊「学校給食」雑誌に連載執筆する機会を得ているので、全国の読者にアピールできるよう
に、積極的に取り組んでもらいたい。斬新なアイディアを出していただきたい。
オフィス・アワー
月曜日から金曜日 昼休み（12:30-13:20）
11号館3F 6研究室
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20970015
講義名 卒業研究（神戸）
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 4
代表曜日
代表時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

教育委員会及び学校における勤務経験に基づき、給食経営管理及び食育に
ついて研究指導を行う。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 神戸 美恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
自分の研究テーマについて、指導教員と連絡相談を繰り返しながら計画的に研究を進め、卒業論
文を作成する。
「給食」や「食育」に関する課題について、これまで学修した基礎的・専門的知識を用いて、そ
の課題を解決するための計画を立て、実験・調査を行い、論理的思考および手法によって総合的
に判断する力を習得することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、対象者のの身体の状況、栄養状
態、生活習慣に係る栄養・食事管理、栄養教育、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得
し、これまでの学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身
につけ、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得することを目指すものとする。
到達目標
1. 研究計画を立てることができる。
2. 自ら意欲的に実験・調査を実施することができる。
3. 論理的思考や手法を用いて総合的に判断することができる。
4. 課題解決に取り組むことができる。
5. 得られた結果を適切な手法を用いて表現することができる。
授業計画

担当
者

授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
神戸
美恵
子

文献検索と抄
読（1回
～6回）

興味関心のあるテーマに関す
る先行研究や図書を検索し、
抄読会を行う。

予習90分：興味関心のある
テーマについて調べ学習を行
う。
復習90分：教員との面談内
容・指導内容、査読会での内
容の整理を行う。
予習90分：研究テーマに関す



第2回
神戸
美恵
子

研究課題の明
確化（7回
～12回）

研究テーマに関する資料を収
集し、ディスカッションを行
う。

る資料を収集する。
復習90分：収集した資料の整
理、ディスカッション内容の
整理を行う。

第3回
神戸
美恵
子

研究計画作成
（13回
～20回）

収集した資料等を参考に、
ディスカッションを通して、
研究計画を作成する。

予習90分：研究を進めるため
に参考となる資料を収集す
る。
復習90分：参考資料、ディス
カッション内容を基に研究計
画の作成を進める。

第4回
神戸
美恵
子

研究実施
（20回
～50回）

研究計画に基づきディスカッ
ションを通して研究を進め
る。

予習90分：研究の準備を行
う。
復習90分：研究内容、ディス
カッション内容について整理
しまとめる。

第5回
神戸
美恵
子

論文作成
（51～60回）

研究結果に基づきディスカッ
ションを通して論文を作成す
る。

予習90分：研究データの整
理、論文作成に必要な資料を
収集する。
復習90分：研究結果、ディス
カッション内容について整理
し論文をまとめる。

教科書
必要に応じて、資料等を配布する。
参考書
初めての栄養学研究論文 第一出版
管理栄養士・栄養士のための統計処理入門
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
研究貢献度50％、論文内容30％、研究発表20％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。提出された課題にはコメントともに返却するととも
に、ディスカッションを通して研究の方向付けの参考に活用する。
履修のポイント
日頃から、自身の研究に関連する研究論文をできるだけたくさん読むようにする。
自己のテーマであるので、主体的に取組むことが求めらる。
予習・復習の時間数：不足分については各自の学習で補完すること。
オフィス・アワー
月曜日～金曜日 昼休み 11号館3F研究室15
質問はメールでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-R375



講義コード 20980001
講義名 薬理学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ２時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 影山 晴秋 指定なし
教員 山科 章 指定なし

授業の概要と教育目標
近年、高血圧症、糖尿病などの生活習慣病や認知症が大きな課題となっている。多くの疾患の治
療に医薬品が使われている。そのような中で、本講義では、薬に対する基礎知識を十分身につけ
るために、疾患の治療薬の作用機序や薬と食品との相互作用を中心に講義を行い、管理栄養士と
しての知識の幅を広げることを目標とする。
授業は講義形式で行い、｢食｣を通して健康に関わる管理栄養士にとっての医薬品の基礎知識及び
薬と食品との相互関係を理解することを本科目の教育目標とする。病理学や臨床栄養学で学修し
た化学的治療法を補完する内容となる。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「3．多様な対象や人間のライフ
ステージ・ライフサイクルに沿って、利用者の身体の状況、栄養状態、生活習慣に係る栄養・食
事管理、栄養教育、臨床栄養ならびに公衆栄養、給食経営分野に関して必要な知識や技術を修得
している。」に基づき、生活習慣病を代表とする疾患に対する医薬品の基本的な知識及び医薬品
と食品の相互作用を理解することを目指すものとする。
到達目標
1．医薬品のカテゴリーと作用を具体的に述べることができる。
2．管理栄養士として薬と栄養・食事の相互作用について説明できる。
3．修得した知識を、臨床の現場で応用できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
影
山
晴
秋
医薬品の総論

予習90分：教科書第17と18章
をよく読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき



るようにする。

第2回
影
山
晴
秋

医薬品の作用機序、自律神経作動薬と遮断
薬

予習90分：教科書第1と2章をよ
く読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第3回
影
山
晴
秋

炎症時に使用する医薬品（副腎皮質ステロ
イド薬と非ステロイド性抗炎症薬）

予習90分：教科書第3と4章をよ
く読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第4回
影
山
晴
秋

抗リウマチ薬・免疫抑制薬
輸液と中心静脈栄養法

予習90分：教科書第4と6章をよ
く読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第5回
影
山
晴
秋

呼吸器：気管支喘息治療薬（リリーバーと
コントローラー）、去痰薬、鎮咳・感冒薬
消化器（１）：消化性潰瘍治療薬、健胃
薬、制吐薬、瀉下薬、止痢薬

予習90分：教科書第8と9章をよ
く読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第6回
影
山
晴
秋

消化器（２）：肝疾患、その他の消化器疾
患に対する医薬品
代謝（１）：糖尿病、インスリン治療

予習90分：教科書第9と10章を
よく読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第7回
影
山
晴
秋

代謝（２）：経口血糖降下薬、痛風、抗脂
質異常症薬、骨粗鬆症薬

予習90分：教科書第10章をよく
読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第8回
影
山
晴
秋
内分泌：ホルモン製剤、妊娠中の薬剤投与

予習90分：教科書第11章をよく
読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第9回
影
山
晴
秋

中枢神経（１）：パーキンソン病に対する
医薬品、抗不安薬、睡眠薬、抗精神病薬

予習90分：教科書第12章をよく
読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第10回
影
山
晴
秋

中枢神経（２）：抗うつ薬、抗てんかん薬
麻酔（１）：麻薬性鎮痛薬、非合法麻薬、
吸入・静脈麻酔薬

予習90分：教科書第12と13章
をよく読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第11回
影
山
晴
秋

麻酔（２）：局所麻酔薬、麻酔の種類、特
殊な鎮痛剤
抗菌薬（１）：抗菌薬の種類、ペニシリン
系

予習90分：教科書第13と14章
をよく読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

12
山 血液：貧血、輸血と輸液に使う医薬品

予習90分：教科書第5と7章をよ
く読む。

90



第 回 科
章 循環器（１）：降圧剤、血管拡張薬 復習 分：教科書と授業ノート

を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第13回
影
山
晴
秋

抗菌薬（２）アミノ配糖体系抗菌薬、マク
ロライド系抗菌薬、抗真菌薬、耐性菌、抗
ウィルス薬、日和見感染
抗がん薬：様々な抗がん薬、抗がん薬の副
作用と投与法

予習90分：教科書第14と15章
をよく読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第14回
山
科
章

循環器（２）：カルシウム拮抗薬、狭心
症・心筋梗塞治療薬、心不全治療薬、抗不
整脈薬、利尿薬

予習90分：教科書第7章をよく
読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

第15回
影
山
晴
秋

特殊な薬：散瞳薬・縮瞳薬、緑内障治療
薬、解毒薬、消毒薬

予習90分：教科書第16章をよく
読む。
復習90分：教科書と授業ノート
を活用し、授業内容を理解でき
るようにする。

教科書
イラストで学ぶ薬理学 田中越郎 著（医学書院）
参考書
使用しない
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上。
レポート・課題100％。
課題等に対する
フィードバックの方法
提出した課題レポートに関しては、レポートにコメントを入れて返却するので、成績発表後、研
究室10まで取りに来ること。コメントに対して、もう一度教科書などで調べ直しておくこと。
履修のポイント
医薬品の名前がたくさん出てきますが、薬のカテゴリーで作用を分類し、主に作用点と作用機序
といった基礎知識を理解する。また医薬品の作用機序を通して、解剖生理学の復習を行う。
オフィス・アワー
月曜日から木曜日、9:00-16:00、11号館研究室10にて対応します。講義前後にも、適宜受け付
けます。
上記のじかんであれば、Teamsでも受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C381



講義コード 20990001
講義名 食品バイオテクノロジー
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食品会社における生産現場および研究所で勤務した経験を活かし、食品の
機能や栄養について最新の情報を交えて解説する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 荒井 勝己 指定なし

授業の概要と教育目標
地球温暖化、エネルギー問題、食料問題などを解決する方法のひとつにバイオテクノロジーの応
用がある。その中で、食品分野における食品バイオテクノロジーの役割と応用食品についての学
ぶものである。また、分子生物学、遺伝子工学の基礎、遺伝子組み換え農作物、クローン技術、
バイオリアクターなどについて理解を深め食品、医薬品（創薬）、農畜産物、環境における分野
にバイオテクノロジーが利用されていることについての理解も深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、「２．人間の健康を規定する要因
として幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するため
に必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。」に
基づき、バイオテクノロジー全般の基礎的知識と食品の加工特性・保存性・嗜好性・生理機能・
栄養性の向上においてバイオテクノロジーを利用した食品についてこの食品バイオテクノロジー
の講義から習得することを目指すものとする。
到達目標
食品バイオテクノロジーの現状と問題点などについて、管理栄養士として食品の安全性を科学的
視点から評価できる能力を養うことを到達目標とする。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
生物と無生物、遺伝学と遺伝子、遺
伝子組換え、バイオテクノロジーに
おける技術革新

“バイオテクノロ
ジー”ということばにつ
いて、イメージしたも
のを挙げてもらい、今
後の授業内容とすり合
わせる。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった



内容について調べ
る。

第2回
微生物の種類とその性質、微生物の
生育条件、醸造や発酵食品製造にお
ける微生物の利用 ①

食品学で習得した微生
物利用食品を挙げても
らい、その特徴につい
て発表させる。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第3回
微生物の種類とその性質、微生物の
生育条件、醸造や発酵食品製造にお
ける微生物の利用 ②

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第4回 酵素とは、酵素の生産と利用技術、
酵素の利用

“酵素”とは何かを具体
的に発表してもらい、
復習した上で講義を行
う。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第5回
ゲノムとは、クローニング技術、遺
伝子組換え技術、有用物質の生産、
遺伝子組換えの応用例 ①

“クローニング”からイ
メージできるものを発
表してもらい、食品開
発にどのように取り込
まれているかを講義す
る。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第6回
ゲノムとは、クローニング技術、遺
伝子組換え技術、有用物質の生産、
遺伝子組換えの応用例 ②

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。
予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ



第7回
植物の組織培養技術、植物の遺伝子
組換え技術、遺伝学的手法を用いた
植物遺伝子解析法、新品種の育成 ①

いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第8回
植物の組織培養技術、植物の遺伝子
組換え技術、遺伝学的手法を用いた
植物遺伝子解析法、新品種の育成 ②

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第9回

様々な組換え技術と組換えマウスを
用いた医療・病理への応用、家畜に
おけるバイオテクノロジー、小型魚
類を用いた遺伝子組換え技術の水産
分野への応用、RNA干渉とその応用

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第10回
水の浄化・環境修復、環境汚染物質
とモニタリングと処理、バイオエネ
ルギー、バイオプラスチック

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第11回
食品の機能性とは、保健機能食品、
特別用途食品、機能性食品、機能性
食品の制度、健康食品とその問題点

“食品の機能性”につい
てイメージするものを
発表してもらい、その
内容を基に講義を行
う。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第12回
食の安全・安心とセンシング、食環
境への応用、遺伝子組換え食品、食
品衛生への応用

“遺伝子組換え食品”に
ついてイメージするこ
と、安全性などについ
て検討する。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった



内容について調べ
る。

第13回
抗生物質、インスリン、血栓溶解
剤、造血剤、インターフェロン、モ
ノクローナル抗体、新しいがん治
療、遺伝子診断

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第14回
幹細胞とは、iPS細胞の誕生、これか
らの再生医療
最新の医療で用いられている

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

第15回
食品バイオテクノロジー分野の現状
と問題点などについて評価する管理
栄養士の役割

まとめとして、食品に
おけるバイオテクノロ
ジーが管理栄養士の業
務としてどのように役
立つかについて検討す
る。

予習90分：教科書
を読み、わからな
い単語や内容につ
いて調べる。
復習90分：配布し
た試料をまとめ、
復習問題を解き、
理解できなかった
内容について調べ
る。

教科書
バイオテクノロジー入門 高畑京也・蔡晃植・齊藤修 編著 建帛社
参考書
単元ごとにプリント教材を配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定 60 点以上。筆記試験 100%
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内に問題を提示したり、課題を課すことがある。学期末の筆記試験にも関与する事柄なの
で、必ず復習しておくこと。また、単元ごとに復習問題を配付するので、必ず問題を解いて授業
内容の理解に役立てること。
履修のポイント
予習・復習の積み重ねが知識を身につける力となり、試験対策にもつながっていく。教科書の内
容以外の事柄についても取り入れていくので、授業には積極的に参加すること。
オフィス・アワー
授業内容等の質問については、授業終了後、または月～金曜日のお昼休みに11号館3F研究
室13で受け付ける。
科目区分



専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C352



講義コード 21000001
講義名 調理科学実験
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 火曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての実務経験を活かし、調理科学実験において、調理科学
の基本・分析的素養を身に着けさせる。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
日常食品を用いた調理に関する基礎的実験をとおして、調理過程に起きる諸現象を科学的に理解
し、実際の調理や食事提供の場面に応用できる力を養う。また、おいしさの評価である主観的手
法（官能検査）および客観的手法（機器測定）について実験を通して理解するとともに、食品や
食べ物の鑑別の能力を養うことを目的とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
保健医療学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、２、人間の健康を規定する要因とし
て幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために必
要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識をふまえ、食事作りの基礎となる食品の調理過程における変化や現象を科学
的に捉えて説明できることを目指すものとする。
到達目標
１．食品の調理性について、条件を変えた比較実験を通して、科学的にとらえてその理論を理解
することができる。
２．官能評価や機器測定を通して、おいしさを評価することおよび食品や食べ物の鑑別について
その方法を理解できる。
３．食品のテクスチャーの違いについて学び、摂食機能障害に対応した食事形態のあり方を理解
できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要
な時間

第1回
野
沢
弘
子

調理学実験の目的
実験の進め方
レポートの書き方
等
調理科学実験の目
的を知る

実験の進め方や実験の注意点をレク
チャーする。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出



レポートの形式を
学ぶ

第2回
野
沢
弘
子

計測とｐＨ 
・測定
〇粒状、粉状食品
の容量と重量
〇固形食品の体
積，膨化率、形均
率、密度について
〇比重、形状
〇ｐＨの測定,温度
の測定、色の測定

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第3回
野
沢
弘
子

植物性食品の調理
特性 米
・実験
〇浸水による給水
量
〇うるち米の炊飯
と粥
〇もち米の蒸し加
熱

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提

第4回
野
沢
弘
子

植物性食品の調理
特性 小麦粉
・実験
〇強力粉と薄力粉
の観察
〇グルテンの採取
〇小麦粉の膨化調
理

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第5回
野
沢
弘
子

植物性食品の調理
特性 芋
・実験
〇じゃがいものマ
シュポテト、でん
ぷんの観察
〇じゃがいもの過
熱温度が軟化に及
ぼす影響
〇サツマイモの温
度上昇速度と食味

実験データを共有して、実験レポート
作成のディスカッション

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第6回
野
沢
弘
子

植物性食品の調理
特性 野菜 豆
・実験
〇野菜の色とｐＨ
〇生野菜の放水と
吸水
〇野菜の過熱軟化
に及ぼす調味料の
影響

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第7回
野
沢
弘
子

動物性食品の調理
特性 鶏卵 生クリー
ム
・実験
〇鶏卵調理特性
〇生クリームの調

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出



理特性

第8回
野
沢
弘
子

抽出素材の調理特
性 寒天
・実験
〇寒天ゲルの凝固
に及ぼす砂糖の影
響 
〇ゼラチンゼリー
の接着性
〇寒天ゼリーの接
着性

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第9回
野
沢
弘
子

抽出素材の調理特
性 砂糖
・実験
〇砂糖の加熱温度
とそのときの砂糖
の状態を観察
〇フォンダンの条
件
〇カラメルソース
の状態を観察

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第10回
野
沢
弘
子

抽出素材の調理特
性 油脂
・実験
〇ドレッシングの
調製 
〇揚げ物の吸油

実験データを共有して、実験レポート
作成するためにディスカッションす
る。

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第11回
野
沢
弘
子

高齢者の食物
嚥下困難者の食事
・実験
〇隠し包丁の効果
〇人参を用いた嚥
下困難者用食事の
調製
〇軟食、粥の調製

実験データの共有と、実験レポート作
成のディスカッション

予習30分 教科書
復習60分 結果及
び考察を書いて
レポート提出

第12回
野
沢
弘
子

実験のまとめ 
〇実験で学んだこ
とをまとめ
パワーポイントに
まとめプレゼンを
作成する。

この実験を通じて学んだことや感想を
まとめプレゼンを作成するためのディ
スカッションをする。

予習30分 教科書
復習60分 プレゼ
ンのまとめ

教科書
改訂 食事設計と栄養のための 調理科学実験 
奥田弘枝 畑江敬子 吉岡慶子 編著 光生館
参考書
随時紹介
成績評価の方法・基準
単位認定 60点 プレゼン 30% 課題レポート70％
課題等に対する
フィードバックの方法
プリントや教科書を使った予習を行う。授業前に必ず該当する実験内容に目を通して、授業に
臨むこと。復習では、実験の経過と結果をまとめ、テーマに関連する研究事項や興味をもった事



項について調べて記述してレポートして提出する。
履修のポイント
食品を口にすることが多いため、身支度の不備は減点とし、実験不適切とみなす。各自が自己管
理の自覚を持って実験すること。
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12：45～13：15（昼休み）
11号館 調理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C340



講義コード 21010001
講義名 調理学実習Ⅲ
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

管理栄養士としての実務経験を活かし、調理の技術や確かな知識と技術を
習得できる授業を展開する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 野沢 弘子 指定なし

授業の概要と教育目標
調理学実習では、食物摂取の最終段階である調理を通して、食品が人に摂取されるまでの過程を
理解するとともに、人々の健康をサポートする管理栄養士として必要な調理の基礎について、実
習をとおして学び、確かな知識と技術を習得する。「調理学実習Ⅰ」及び「調理学実習Ⅱ」で修得
したことをもとに、調理作業や操作の幅をさらに広げる。季節に応じた献立や行事食、供応食の
ほか、様々な食様式の実習を行い、献立構成の流れをつかむ。また、調理特性を科学的、具体的
に把握できるようにする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーの関連として、、2、人間の健康を規定する要因と
して幅広く社会・環境を科学的に理解し、さらに健康の維持・増進プログラムを実践するために
必要な人体の構造並びに疾病の成り立ちから食べ物と健康の知識や技能を修得している。に基づ
き、調理科学の知識と調理技術並びに献立作成やその評価など食事設計の方法の修得を目指すも
のとする。「調理学実習Ⅰ」及び「調理学実習Ⅱ」で修得したことをもとに、調理作業や操作の幅
をさらに広げる。世界の料理を学び、様々な食様式や調理操作を学び、献立構成の流れをつか
む。また、調理特性を科学的、具体的に把握できるようにする。
到達目標
１．調理に関する基礎知識や技術を、応用することができる。
２．食品の調理特性について科学的に理解することができる。
３．様々な国の食様式を実習を通して理解できる。
４．様々な国で使用されている食材や調味料を知り、調理操作習得することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な
時間

野
沢
オリエンテーション
〇調理・献立作成の基礎の確

日本料理、中国料理、西洋
料理の特徴について話し合
う。

予習60分 調理学実
習ⅠⅡの復習
復習60分 実習結果
の考察（レポー



第1回 弘
子
認
・調理学実習ⅠⅡで学んだこと

・興味のある国の料理の特
徴を話合い、献立を考え
る。

ト）
家庭での技術の向
上
レポート作成

第2回
野
沢
弘
子

各国の料理(１) ベトナム料理
〇ベトナム風春巻き（ゴイ ク
ン）フォー ガー（鶏の米麺）
鶏のベトナム風唐揚げ（ガー
クアイ）
・ベトナム料理の特徴を知る
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 ベトナム
料理の特徴を調べ
る
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上

第3回
野
沢
弘
子

各国の料理(２) タイ料理
○エビのトムヤムスープ（ト
ムヤムクン）グリーンカレー
（ケーン キアオ ワーンガ
イ）焼きビーフン（パットタ
イ）
・タイ料理の特徴を知る 食材
調味料
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 タイ料理
の特徴を調べる 復
習60分 実習結果の
考察（レポート）
栄養計算をして栄
養価を知る 家庭で
の技術の向上

第4回
野
沢
弘
子

各国の料理(３) インド料理
○キーマカレー タンドリーチ
キン ナン
・インド料理の特徴を知る 食
材 調味料
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 インド料
理の特徴を調べる
復習90分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算

第5回
野
沢
弘
子

各国の料理(４) 韓国料理
〇ビビンバ ナムル キムチチ
ゲ
・韓国料理の特徴を知る 食材
調味料
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 韓国料理
の特徴を調べる
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算 

第6回
野
沢
弘
子

各国の料理(５) スペイン料理
〇スペイン風オムレツ パエリ
ア 
ガスパチョ
・スペイン料理の特徴を知る
食材 調味料
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 スペイン
料理の特徴を調べ
る
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算

第7回
野
沢
弘
子

各国の料理(６) メキシコ料理

〇トルティーヤ タコス 若鶏
メキシカンソース
・メキシコ料理の特徴を知る
食材 調味料 
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 メキシコ
料理の特徴を調べ
る
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算



第8回
野
沢
弘
子

各国の料理(７) イタリア料理
〇ミネストローネ ピッツア
トマトとモッツアレラのサラ
ダ
パスタ（ジェノベーゼ）ラザ
ニア スズキのオーブン焼き
・イタリア料理の特徴を知る
食材 調味料
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 イタリア
料理の特徴を調べ
る
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算

第9回
野
沢
弘
子

各国の料理(８） ロシア料理
〇ボルシチ ピロシキ ビーフ
ストロガノフ
・ロシア料理の特徴を知る 食
材 調味料
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 ロシア料
理の特徴を調べる
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算

第10回
野
沢
弘
子

行事食（３） お祝い事（洋風
ディナー）
○前菜 スープ 魚料理 肉料理
サラダ デザート
パン コーヒー
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。(Teamsを活用して）

予習60分 洋風ディ
ナーの特徴を調べ
る
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上
栄養計算

第11回
野
沢
弘
子

献立作成
・選択した国の料理について
調べ、料理の特徴を話合い、
献立を考える
課題：レポート作成

・選択した国の料理につい
て調べ、料理の特徴を話合
い、献立を考える
（グループワーク）

予習60分 配布プリ
ント読む
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上

第12回
野
沢
弘
子

調理実習
・食材の選択を学ぶ
・調味料の使い方 ソースの作
り方 味付けの特徴に留意して
実習を行う。
課題：レポート作成

実習した内容について、学
んだことや理解したことを
グループディスカッション
する。

予習60分 実習レ
ポートを読む
復習60分 実習結果
の考察（レポー
ト）
家庭での技術の向
上

教科書
プリント配布
参考書
これからの調理学実習 基本手法から各国料理・行事食まで 新調理研究会編
オーム社
成績評価の方法・基準
単位認定 ６０点以上
レポート５０％ 実習への参加度５０％
課題等に対する
フィードバックの方法
実習後のレポートに、調理のポイントと実習内容に関連した事項を調べてまとめる。
実習した献立の栄養計算をする。



履修のポイント
基礎技術の習得と実習への積極的な取り組み
献立の栄養計算ができる
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12：45～13：15（昼休み）
11号館 調理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C375



講義コード 21020001
講義名 健康スポーツ栄養学
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 吉村 英悟 指定なし

授業の概要と教育目標
スポーツ栄養はトップアスリートだけで無く、健康の維持・増進のために運動をしている人を含
め幅広く対象とする。よってプロスポーツ選手だけで無く高校生や中学生・小学生等を対象と
行ったアマチュアスポーツを対象にも栄養マネージメントに基づいた栄養サポートが実施されて
いる。特に将来、トップアスリートになったときに自己管理出来るように食育の重要性は高い。
そこで、本授業ではスポーツ選手の栄養管理について学び、マネジメントにおける基本的なプロ
グラム作成や、アセスメントなど理解を深める。
よって①～⑤を学ぶ。
①スポーツ選手に必要な各栄養素の生理的作用について 
②スポーツ選手に必要なエネルギーや栄養素の補給量について 
③スポーツ選手の食事について 
④試合期とトレーニング期の食事について 
⑤ケーススタディについて
卒業認定・学位授与の方針との関連
本学科のディプロマポリシーの関連として②での生理学的な理解と③でのライフステージ別での
必要な知識と技術、④実践的な管理栄養士として活躍できるための知識や技術を学ぶ。
卒業後には、スポーツ栄養の現場等での活躍出きるように修得する。
到達目標
１．スポーツ栄養マネジメントを理解すること。
２．それぞれ必要なアセスメント等の技術・知識を身につける。
３．世代別のプログラム作成を行える。
４．スポーツ選手の栄養サポートが出来るようになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

吉 予習30分（スポーツ栄
養をしらべる）



第1回 村
英
悟

授業概要説明
スポーツ栄養の概要 復習60分（授業の記録

をノートと資料で再確
認する）

第2回
吉
村
英
悟

スポーツ栄養に関する
科学的理論と根拠

予習30分（運動生理学
や運動時の栄養につい
て調べる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第3回
吉
村
英
悟

スポーツ選手の身体組
成（種目別身体組成の
特徴）とエネルギー補
給量

予習30分（種目別の代
謝の特徴をしらべる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第4回
吉
村
英
悟

糖質、脂質、たんぱく
質の補給量

予習30分（運動時の糖
質や脂質、たんぱく質
の補給量をしらべる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第5回
吉
村
英
悟

ビタミン、ミネラルの
補給量

予習30分（運動時のビ
タミン、ミネラルの補
給量をしらべる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第6回
吉
村
英
悟

・スポーツドリンクの
エネルギー及び栄養素
量
・スポーツ時の栄養補
助食品の利用

予習30分（スポーツド
リンクの種類や特徴を
調べる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第7回
吉
村
英
悟

・種目別食事献立の基
礎

予習30分（競技毎の栄
養補給の違いを調べ
る）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第8回
吉
村
英
悟

・食事のタイミング
・試合前・当日・試合
後の栄養管理

予習30分（栄養摂取の
タイミングや違いを調
べる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第9回
吉
村
英
悟

スポーツ栄養マネジメ
ントの概要１

予習30分（栄養マネジ
メントをしらべる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第10回
吉
村
英
悟

スポーツ栄養マネジメ
ントの概要２

予習30分（スポーツ栄
養マネジメントをしら
べる）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確



認する）

第11回
吉
村
英
悟

ケーススタディによる
スポーツ栄養マネジメ
ントの実践

ケアプランの作成グループで
のプログラムづくりするため
アクティブラーニングを行
う。

予習30分（ケアプラン
の作成に向けての資料
集めを行う。）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第12回
吉
村
英
悟

ケーススタディによる
スポーツ栄養マネジメ
ントの実践
ケアプランに基づく献
立作成１

グループでのプログラム(献
立）づくりするためアクティ
ブラーニングを行う。

予習30分（ケアプラン
の作成に向けての資料
集めを行う。）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第13回
吉
村
英
悟

ケーススタディによる
スポーツ栄養マネジメ
ントの実践
ケアプランに基づく献
立作成２

グループでのプログラム(献
立）づくりするためアクティ
ブラーニングを行う。

予習30分（ケアプラン
の作成に向けての資料
集めを行う。）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第14回
吉
村
英
悟

ケーススタディによる
スポーツ栄養マネジメ
ントの実践
ケアプランに基づく献
立作成３

スポーツ栄養マネジメント実
習（グループ研究）発表準備
グループでの発表を行うため
アクティブラーニングを行
う。

予習30分（ケアプラン
の作成に向けての資料
集めを行う。）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

第15回
吉
村
英
悟

スポーツ栄養マネジメ
ント実習（グループ研
究）発表・評価

予習30分（発表を行う
ための準備を行う）
復習60分（授業の記録
をノートと資料で再確
認する）

教科書
適宜プリント
参考書
健康づくりと競技力向上のための スポーツ栄養マネジメント．日本医療企画．鈴木 志保子
(著)他
エクセル栄養君建帛社。
エクセル栄養君FFQｇ 建帛社
アスリートの栄養アセスメント．第一出版．田口 素子 (著)他
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
提出物50％ 発表50％
課題等に対する
フィードバックの方法
課題や発表に対してコメント付け返却する。
履修のポイント
スポーツ選手等の栄養管理の実際について検討する各研究発表において、各自が積極的に発言し
意見交換を行うこと。
オフィス・アワー
曜 日：月曜日～金曜日 
時 間：12：30～13：15 



場 所：11号館3階 研究室6
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C382



講義コード 21030001
講義名 クックチルシステム概論演習
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 関谷 果林 指定なし

授業の概要と教育目標
現在のフードビジネス業界における課題として顧客満足度の向上、厨房要員の確保、原価率の維
持・管理、厳格な衛生管理などがあり、これらの課題解決のために、ハード面、ソフト面の両面
から開発や改善が進んでいる。
従来の調理法であるクックサーブに、新たな調理法である真空調理法や、クックチル、クックフ
リーズといった保存法を取り入れた『新調理システム』はこれらの課題を解決する仕組みのひと
つであり、新調理システムを導入する施設・企業は増加傾向にある。管理栄養士は特に集団給食
施設における経営、生産、衛生管理などの維持向上を果たすべき人材であることから、新調理シ
ステムの仕組みを理解し、施設及び対象者に応じた活用方法を身につけることを目教育目標とす
る。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、継続的に食事を供給する施設で利
用者の身体の状況、栄養状態、利用の状況等に応じた特別の配慮を必要とする給食管理をおこな
える管理栄養士の育成に基づき、クックチルシステムを中心とした『新調理システム』の手法
や、システム活用に重要なHACCPの概念と手順を学修する。また知識を身に付けた上で演習に取
り組み活用方法の理解を深めることで、実践的な栄養・食のスペシャリストの育成を目指すもの
とする。
到達目標
1.新調理システムの概要について理解し、説明することができる。
2.新調理システムを取り入れた献立を計画・立案し工程表が作成できる。
3.新調理システム導入時に重要な衛生管理について、HACCPの概念を理解し、HACCPプランを作
成できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課
題

アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

【オリエンテーショ
ン】



第1回
関
谷
果
林

シラバスについて、
授業の進め方
【復習】
・大量調理施設衛生
管理マニュアル
・新調理システムに
重要な業務用厨房機
器

予習：給食経営管理論分野における
管理項目について復習する。 90分
復習；ノート、テストをみなおす。
90分

第2回
関
谷
果
林

【新調理システム
①】
・新調理システムの
定義
・調理・保存法
・導入のポイント

予習：給食経営管理論分野における
オペレーションシステムについて復
習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第3回
関
谷
果
林

【新調理システム
②】
・新調理システムの
加温と過熱
・衛生管理（記
録、HACCPの概要）
・原価管理

予習：HACCPシステム、給食経営管
理論分野における衛生管理、原価管
理について復習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。90分

第4回
関
谷
果
林

【新調理システム
③】
・真空調理法とは
・真空調理法の基本
工程と各工程の留意
点
・加熱条件と衛生管
理

予習：クックサーブシステムの作業
工程を復習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。90分

第5回
関
谷
果
林

【新調理システム
④】
・クックチルシステ
ムとは
・クックチルシステ
ムの基本工程と各工
程の留意点
・メリットと導入効
果

予習：クックサーブシステムの作業
工程を復習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第6回
関
谷
果
林

【新調理システム
⑤】
・ニュークックチル
システムとは
・導入のポイント
・レシピ（例）の確
認

予習：クックサーブシステムの作業
工程を復習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第7回
関
谷
果
林

【新調理システム
⑥-1】
・衛生管理の基本と
重要性
・HACCPシステムの
運用
・新調理システムを
利用した調理工

予習：第1回から第5回の授業ノート
を見直す。HACCPシステム、給食経
営管理論分野における衛生管理につ
いて復習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分



程、HACCPプランの
作成方法

第8回
関
谷
果
林

【新調理システム
⑥-2】
・新調理システムを
利用した調理工
程、HACCPプラ
ン、CCP整理表の作
成

献立例を用いて、
各資料を作成する
（グループワー
ク）

予習：第1回から第5回の授業ノート
を見直す。個人で調理工
程、HACCPプラン、CCP整理表を考
える。 90分
復習；作成した資料を見直す。 90分

第9回
関
谷
果
林

【新調理システム
⑥-3】
・新調理システムを
利用した調理工
程、HACCPプラ
ン、CCP整理表の作
成

献立例を用いて、
各資料を作成する
（グループワー
ク）
作成したHACCPプ
ランについて発表
をおこなう（ディ
スカッション）

予習：グループで作成した資料を見
直す。発表の練習を行う。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第10回
関
谷
果
林

【新調理システムの
応用①-1】
・新調理システムの
調理テクニック
・新調理システムを
用いた嚥下食

予習：応用栄養学における高齢期の
栄養、および臨床栄養学における摂
食・栄養障害について復習す
る。90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第11回
関
谷
果
林

【新調理システムの
応用①-2】
・新調理システムを
用いた比較調理
・新調理システムを
用いた嚥下食

予習：応用栄養学における高齢期の
栄養、および臨床栄養学における摂
食・栄養障害について復習す
る。90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第12回
関
谷
果
林

【新調理システムの
応用①-3】
・新調理システムを
用いた比較調理
・新調理システムを
用いた嚥下食

予習：応用栄養学における高齢期の
栄養、および臨床栄養学における摂
食・栄養障害について復習す
る。90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第13回
関
谷
果
林

【新調理システムの
応用②-1】
・新調理システムを
用いた給食実習献立
の提案
・調理工
程、HACCPプラ
ン、CCP整理表の作
成

予習：第1回から第5回の授業ノート
を見直す。HACCPシステム、給食経
営管理論分野における衛生管理につ
いて復習する。 90分
復習；ノート、小テストをみなお
す。 90分

第14回
関
谷
果
林

【新調理システムの
応用②-2】
・新調理システムを
用いた給食実習献立
の提案
・調理工
程、HACCPプラ
ン、CCP整理表の作
成

予習：第1回から第5回の授業ノート
を見直す。HACCPシステム、給食経
営管理論分野における衛生管理につ
いて復習する。 90分
復習；作成した献立を見直す。 90分



第15回
関
谷
果
林

【新調理システムの
応用②-3】
・新調理システムを
用いた給食実習献立
の発表

作成した献立つい
て発表をおこなう
（ディスカッショ
ン）

予習：作成した資料を見直す。発表
の練習を行う。 90分
復習；これまで学習したことをノー
トにまとめる。 90分

教科書
配布資料
参考書
・フードサービスの課題とクックチルの活用法 楠見五郎著 幸書房 
・改訂新版 大量調理ー品質管理と調理の実際ー 殿塚婦美子編 学建書院
・新調理システムの概念とリテールHACCP完全解説 一般社団法人新調理システム推進協会
・その他献立立案資料
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上
小テスト30%、提出物20%、発表20%、授業参加度30％（ディスカッションへの参加度、質疑
応答など）
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業の中で小
テストに関する答え合わせを行うので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
理論をふまえ、演習を通して新調理システム活用に当たっての留意点を理解する。
課題については提出期限を守ること。
給食経営管理論だけでなく、調理科学、献立作成能力も必須のため、しっかりと復習しておくこ
と。
オフィス・アワー
月曜日・火曜日・水曜日 12；45～13：15
11号館 給食経営管理準備室
＊講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C361



講義コード 21040001
講義名 フードスペシャリスト論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

食のスペシャリストとして、群馬県の商工会連合会の専門家である立場か
ら、幅広い知識が要求されるフードスペシャリストについて、様々な角度
からアプローチしながら講義する。

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 金澤 亜希子 指定なし

授業の概要と教育目標
我々が食生活を営めるといういうことは、生産者がいて、それを流通させる人がいて、販売する
人がいて、調理する人がいてという一連の流れの元に成り立っている。また、食生活の歴史の元
に成り立っている。この教科では、食に関連する事項を生産、流通、販売、食文化など幅広く講
義することで、広い視野をもった食のスペシャリストを育成することを目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、これまでの学習を統合・発展さ
せ、社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身に付け、実践的な職業人として活躍できる
知識・技術の修得を目指す。
到達目標
現在の食の生産・開発・流通・消費に至るあらゆる分野でどのような問題点があるか考え、どう
改善に取り組んでいけるか、また、今後食の産業に於いてどのようなニーズがあるのか考え、解
決に取り組めるようになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

金
澤
亜
希
子

・オリエン
テーション
（授業の進め
方、成績の評
価方法など）
・フードスペ
シャリスト概
論

・今後注目される食の分野、そこで必要
となる食のスペシャリストについてｸﾞﾙｰ
ﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝし、指定の用紙にまとめる。

＜予習：90分＞
・教科書P１～P１
５までを読んでお
く
＜復習：90分＞
・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ
した内容をまと
め、翌授業の発表
の準備をする



第2回

金
澤
亜
希
子

・フードスペ
シャリストの
責務を４つ理
解する
・食育につい
て理解する

・前回の講義でまとめた課題をグループ
ごとに発表し、意見交換をする
・食育のイベントをグループになって企
画し、指定の用紙にまとめる。

＜予習：90分＞
・教科書P１５～２
８までを読んでお
く
＜復習：90分＞
・食育のイベント
企画について内容
をまとめ、翌授業
の発表の準備をす
る

第3回

金
澤
亜
希
子

・人類の歩み
と食物の関係
を理解する
・食品加工・
保存技術につ
いて理解す
る。

・食育イベントの発表と意見交換
・未来の食品加工について考え、指定の
用紙にまとめて提出する。

＜予習：90分＞
・教科書P２９～４
６までを読んでお
く
＜復習：90分＞
・日常の食生活の
中で、使用されて
いる食品加工技
術、保存技術に注
目する

第4回

金
澤
亜
希
子

・世界の三大
食作法を知る
・食の禁忌と
忌避について
知る

・箸の使い方、和食のマナーの動画を視
聴し、実際に箸を使用して正しい箸使い
を学ぶ。

＜予習：90分＞
・教科書P４７～５
４までを読んでお
く
・日本の箸使いの
タブーを調べてお
く
＜復習：90分＞
・日常の食生活の
中で、正しい箸使
いを行うよう、心
がける

第5回

金
澤
亜
希
子

・世界各国の
食の特徴につ
いて理解する
・世界各国の
代表的な料理
を知る

・予習してきた内容をもとに、融合料理
（フュージョン料理）を５つ考え、指定
の用紙にまとめ、意見交換をする

＜予習：90分＞
・教科書P５５～６
２までを読んでお
く
・自分の興味があ
る世界の料理につ
いて５つ以上作り
方を調べておく
＜復習：90分＞
・フュージョン料
理の課題を指定の
用紙にまとめる

第6回

金
澤
亜
希
子

・日本の食物
史の流れを理
解する
・現代の食生
活の特徴につ
いて考える

・現代日本の食生活の問題点について、
その時代的背景についても考え、指定の
用紙にまとめ、グループ内で発表し合う

＜予習：90分＞
・教科書P６３～７
３までを読んでお
く
・日本の歴史年表
を見ておく
＜復習：90分＞
・課題をまとめ、
翌授業の際に提出
する
＜予習：90分＞

P



第7回

金
澤
亜
希
子

・日本の食の
地域差を野
菜、調味料、
料理の視点か
あら理解する
・群馬の食の
地域性につい
て理解する

・自分の出身地の郷土料理についてまと
める
・自分の家のお雑煮についてイラストも
書いて指定用紙にまとめる

・教科書 ７３～８
０までを読んでお
く
・日本地図を見て
おく
・自分の家のお雑
煮の作り方を調べ
ておく
＜復習：90分＞
・課題をまとめ、
翌授業の際に提出
する

第8回

金
澤
亜
希
子

・戦後の食生
活の変化につ
いて理解する
・食生活の現
状と消費生活
について理解
する

・自分自身の食事一日分を書き出し、食
の外部化に頼っている部分を洗い出す。
その後グループで食の外部化の利用につ
いてメリット、デメリットをディスカッ
ションする。

＜予習：90分＞
・教科書P８１～９
５までを読んでお
く
＜復習：90分＞
・課題をまとめ、
翌授業の際に提出
する
・スーパーやコン
ビニで食の外部化
の動向について注
目する

第9回

金
澤
亜
希
子

・食生活の変
化と食産業に
ついて理解す
る
・食料の供給
と食料自給率
について理解
する

・身の回りの地産地消の取り組みについ
て、調べてきたことを発表し合う

＜予習：90分＞
・教科書P９６～１
０４までを読んで
おく
・身の回りの地産
地消の取り組みを
調べてまとめてお
く
＜復習：90分＞
・食をとりまく環
境問題について、
問題意識をもち、
食品ロスを減らす
努力をする

第10回

金
澤
亜
希
子

・フードシス
テムと食品産
業の関係を理
解する
・食品製造業
の規模・動
向・目的・特
徴を理解する
・食品卸売業
の規模・動
向・目的・特
徴を理解する
・新たな産業
として注目さ
れている6次産
業化について
理解する

・6次産業化について、６次産業化に関す
る動画を視聴し、理解する

＜予習：90分＞
・教科書P１０５～
１１７を読んでお
く
＜復習：90分＞
・教科書を読み返
し、深く理解して
おく

＜予習：90分＞



第11回

金
澤
亜
希
子

・食品小売業
について理解
する
・外食産業に
ついて理解す
る

・今後の外食産業について、利用した経
験、アルバイト経験などをもとに、発表
する。

・教科書P１１７～
１２４を読んでお
く
＜復習：90分＞
・教科書を読み返
し、深く理解して
おく

第12回

金
澤
亜
希
子

・食品の品質
規格、表示に
かかわる法律
を知る
・食品表示法
施行によって
変更された食
品表示を理解
する

・持参した食品表示の切り抜きを指定の
用紙に貼り、食品表示法施行に伴う変更
点などを理解する

＜予習：90分＞
・教科書P１２５～
１５６を読んでお
く
・お菓子や弁当、
清涼飲料水などの
食品表示を切り抜
いて３つ持参する
・のり持参
＜復習：90分＞
・日常の生活の中
で、食品を購入す
る際、食品表示を
見るように習慣付
ける

第13回

金
澤
亜
希
子

・食品表示法
の添加物表
示、栄養成分
に関する表示
を理解する
・健康や栄養
に関する表示
制度を理解す
る

・食品表示法に関する動画を視聴し、食
品表示の理解を深める

＜予習：90分＞
・教科書P１５６～
１６８を読んでお
く
＜復習：90分＞
・日常生活の中
で、機能性表示食
品、特定保健用食
品を見つけたら表
示を確認する

第14回

金
澤
亜
希
子

・JAS法につい
て知る
・国際的な食
品基準（コー
デック
ス、GAP）に
ついて理解す
る

・動画の視聴を通してGAPへの理解を深
める

＜予習：90分＞
・教科書P１６８～
１７２を読んでお
く
＜復習：90分＞
・J－GAPの認証、
コーデックス規格
について調べ、深
く理解しておく

第15回

金
澤
亜
希
子

・情報の発
信、受容につ
いて理解する
・情報の氾濫
について考え
る

・食のスペシャリストとして、食の安全
性をどのように守るかをｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ
する。

＜予習：90分＞
・教科書P１７３～
１８９を読んでお
く
＜復習：90分＞
・日常の生活の中
で、広い視野を
もって食に関わる
ように努力する

教科書
フードスペシャリスト論第４版
日本フードスペシャリスト協会編
建帛社



参考書
適宜紹介する
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上 
レポート６０％ 課題への取り組み３０％ 授業への参加度１０％ 
課題等に対する
フィードバックの方法
提出された課題につき、A、B、Cで評価し、返却するので、学習の参考にすること。
履修のポイント
食への関心、探究力が旺盛であること。グループ討議でも食知識を活かし発言が活発であるこ
と。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室などで相談に応じる。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C341



講義コード 21050001
講義名 フードマーケティング論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 木曜日
代表時限 １時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 飯島 正義 指定なし

授業の概要と教育目標
授業では、フードビジネスの視点から農水産物や加工食品などの流通を中心に学んでいきます。
また、世界の食料事情、食の安全・安心、食料消費と環境問題など私たちと関わりの深い問題に
ついても説明します。授業は、講義形式で行いますが、授業内容が理解できているかどうかを確
認するために「確認プリント」を実施する予定です。本講義は、授業を通じて社会や環境などを
より深く理解することを目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連では、１．人間に対して、社会・環境・コミュニケー
ションなど諸側面から理解している、４．これまでの学習を統合・発展させ、多様な社会のニー
ズ、変化に対応できる知識・技術を身につけ、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修
得しているの2項目と関連しています。本講義を通して、社会や環境などをより深く理解すると
ともに、変化に対応できる知識を身につけることを目指します。
到達目標
１．私たちの食生活とその変化について説明できるようになる。
２．農水産物や加工食品の流通について説明できるようになる
３．流通の担い手である卸売業・小売業について説明できるようになる。
４．食の安心・安全などの身近な食料問題についても説明できるようになる。
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回

フードビジネスとは何か
オリエンテーション（授業内容と
進め方、成績評価等）
フードビジネス、フードマーケ
ティングとは何かについて学びま
す。

予習90分：シラバスをよく読んでおくこと。復
習90分：授業の重要事項を整理・まとめておく
こと。

食生活の変化（１） 予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ



第2回 日本の食生活の変化とその要因に
ついて学びます。

と。復習90分：授業の授業の重要事項を整理・
まとめておくこと。

第3回
食生活の変化（２）
食生活の変化が食料の生産・消費
にどのような変化を及ぼしたのか
を学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第4回
食品流通（１）
食品流通と他の商品流通との違い
について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第5回
食品流通（２）
卸売市場の仕組みと現状について
学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第6回
食品流通（３）
生鮮食品（青果物・水産物・食
肉）の流通と近年の状況について
学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第7回
食品流通（４）
食品業界の特徴と加工食品の流通
について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第8回
食品流通（５）
食品卸売業の役割と近年の状況に
ついて学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第9回
食品流通（６）
食品小売業の変遷とスーパー・コ
ンビニ等の登場について学びま
す。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第10回
食品流通（７）
1990年代以降の食品小売業の多
様化について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第11回
外食産業
外食産業の発展と現状について学
びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第12回
世界の食料事情
今日の世界の食料事情がどのよう
になっているのかを学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第13回
日本の食料生産
日本の農業・水産業の現状と問題
点について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第14回
食の安心・安全
食料の輸入大国である日本の食の
安心・安全について学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

第15回
食料消費と環境問題
食料消費と環境問題との関係につ
いて学びます。

予習90分：プリント資料をよく読んでおくこ
と。復習90分：授業の重要事項を整理・まとめ
ておくこと。

教科書
使用しません。プリントを配布します。
参考書
日本フードスペシャリスト協会編『三訂食品の消費と流通』建帛社
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上



筆記試験70％、平常点（確認プリントの提出、授業への取り組みなど）30％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業で実施した確認プリント等については、原則として次週返却します。
履修のポイント
授業の重要事項の整理・まとめを着実に積み重ねて下さい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C362



講義コード 21060001
講義名 フードコーディネート論
(副題)
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 火曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

フードコーディネーターとして、レシピ開発、フードスタイリング、商品
開発、料理講師など、幅広間行ってきた経験をもつ。フードコーディネー
ターとして、実務で役立つ知識、技術を講義する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 金澤 亜希子 指定なし

授業の概要と教育目標
フードコーディネーターとしての仕事内容を、教員の経験をもとに、実践的な部分も交えて講義
する。食事文化、マナー、テーブルコーディネート、レストランプロデュースなど、幅広く実習
なども取り入れた講義内容ですすめていく。写真を撮る際の美しく料理を盛り付けるコツ、流行
のコーディネートなど、フードスタイリングに関しては、実際にコーディネートをし、写真を撮
影できるよう実習する。試験はレポート形式で、各自フードスタイリングをし、写真も撮り、評
価する。
食をコーディネートしていく際の幅広い知識を、広い視野から学ぶ態度を望む。
卒業認定・学位授与の方針との関連
管理栄養士を目指して学んできた知識、技術を発展させ、現在必要性が高まっている「食の情報
発信」の仕方を学ぶことで、管理栄養士＋αの知識、技術を習得できる。講義の内容は実践的な
部分が多く、社会に出てからすぐに使える技術になるであろう。
到達目標
基本的なﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとしての専門知識を身に付けたうえで、フードスタイリングができるよ
うになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの

内容
予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

金
澤
亜
希

ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰト概論フードコー
ディネートとは何か、また、
フードコーディネーターの仕事
とはどのようなものがあるのか
講じる。基本的な知識となる、

フードコーディネーター
の仕事に関するDVDを鑑
賞し、フードコーディ
ネーターとして必要な要
素を考え、各自プリント

＜予習（90分）＞
フードコーディ
ネーターとは何か
調べべ、必要な資
質、要素とは何か
考えておく。
＜復習（90分）＞
フードコーディ



子 おいしさとの本質、ホスピタリ
ティについても講じる。 にまとめる。 ネーターとして必

要な資質、要素に
ついて意識し、考
える。

第2回

金
澤
亜
希
子

主に日本の食文化の歴史につい
て講じ、現在の食文化の問題点
を考える

現在の食文化の問題点と
して、環境問題について
資料をもとに調べ、それ
ぞれ調べたことを発表
し、環境問題について
ディスカッションする。

＜予習（90分）＞
日本の歴史年表を
見て、時代の流れ
を復習しておく。
＜復習（90分）＞
食と環境について
考え、常に環境に
配慮した行動が取
れるよう心掛け
る。

第3回

金
澤
亜
希
子

テーブルコーディネートの基本
を、日本料理の様式に合わせた
セッティング、食器の種類を講
じる。

実際に日本料理に使用さ
れる食器、食具を使用し
て、セッティングを体験
する。

＜予習（90分）＞
日常の食事で使用
する食器、食具に
注目しておく。
＜復習（90分）＞
日常の食事の中
で、セッティング
に気を付けて食事
をする。また、器
の種類や素材に興
味をもつこと。

第4回

金
澤
亜
希
子

世界各国の食器、テーブルウェ
ア、テーブルコーディネートの
特徴などを講じ、理解する。

実際にハロウィンのテー
ブルコーディネートを体
験し、テーブルコーディ
ネートとはどういうこと
かを理解する。

＜予習（90分）＞
日常の食事で使用
する食器、食具に
注目しておく。
＜復習（90分）＞
日常の食事の中
で、テーブルコー
ディネートを取り
入れること。

第5回

金
澤
亜
希
子

食卓に於けるホスピタリティの
精神を中心に、サービス、マ
ナーの基本理念を講じる。

実際にサービスする側、
サービスされる側をロー
ルプレイを通して体験す
る。また、日本食のマ
ナーの基本となるお箸の
使い方の動画を見て、忌
み箸について理解する。

＜予習（90分）＞
ホスピタリティと
は何か調べてお
く。
＜復習（90分）＞
日常の食事のマ
ナーに気を付ける
こと。特に箸の使
い方については正
しく使えるように
なること。

第6回

金
澤
亜
希
子

メニュープランニングの３つの
軸、売れるメニューの作り方、
レストランの業種、業態に合っ
たメニューの組み立て方を講じ
る。

実際にランチメニューの
プランニングを考え、発
表する。

＜予習（90分）＞
自分の良く行く外
食産業のメニュー
に注目しておく。
＜復習（90分）＞
メニュープランニ
ングの課題を完成
させる。外食産業
のメニューに興味
をもち、どのよう



な意味があるのか
常に考える。

第7回

金
澤
亜
希
子

フードビジネスに於いて重要と
なるカラーコディネートについ
て、身近なもののカラーコディ
ネートを題材にしながら講じ
る。

色鉛筆を使用し、「まん
だら塗り絵」の実習を通
し、色彩感覚を身に付け
る。

＜予習（90分）＞
色相環を見ておく
こと。
＜復習（90分）＞
日常生活の中でカ
ラーコーディネー
トの知識を活か
し、洋服のコー
ディネート、食事
の盛り付け等を工
夫する。

第8回

金
澤
亜
希
子

食事空間、厨房設備のコーディ
ネートについて、基本的なコン
セプトから、音響設備、照明設
備に至るまで講じる。

店舗計画を雰囲気、イン
テリア、店の間取り図を
書いてイメージする。

＜予習（90分）＞
教科書P９９～P１
２１までを予め読
むこと。
色鉛筆持参
＜復習（90分）＞
店舗計画の課題を
仕上げ、翌講義の
際に提出する。

第9回

金
澤
亜
希
子

フードサービスの動向と特性、
外食産業の出店方法について講
じる。

レストランの出店計画を
作り、フードマネジメン
トの基本を理解する。

＜予習（90分）＞
教科書P１２３
～P１３４までを
予め読むこと。
色鉛筆持参
＜復習（90分）＞
出店計画の課題を
仕上げ、翌講義の
際に提出する。

第10回

金
澤
亜
希
子

実際に外食産業を出店する際の
費用の計算方法を、投資計画、
収支計画について講じる。

実際に出店する際の費用
の計算をし、特に損益分
岐点についての計算を確
実にできるようにする。

＜予習（90分）＞
教科書P１３４
～P１４４までを
予め読むこと。
計算機持参
＜復習（90分）＞
教科書P１４３、
１４４の演習問題
を3回以上行う

第11回

金
澤
亜
希
子

食企画の種類、実際にイベント
を行う際の手順について講じ
る。

グループで食育イベント
の企画を立て、それを行
う場合の手順、注意点な
どについて理解する。

＜予習（90分）＞
教科書P１４５
～P１６３までを
予め読むこと。
＜復習（90分）＞
食企画の課題を仕
上げ、翌講義の際
に提出する。

第12回

金
澤
亜
料理写真を撮影する際のﾌｰﾄﾞ
ｽﾀｲﾘﾝｸﾞについて、使用する道
具、配置、見せ方について、講

実際に様々なスタイリン
グをしながら、どうスタ
イリングしたら美味しそ

＜予習（90分）＞
SNSや料理雑誌な
どに目を通し、ど
ういったスタイリ
ングが美味しそう
に見えるのかを考
えておく



希
子 じる。

うに見えるのかを理解す
る。

＜復習（90分）＞
日常の食事の中
で、どうスタイリ
ングしたら写真に
美しく収まるかを
考える。

第13回

金
澤
亜
希
子

美味しく見える料理写真の撮り
方の基本と、スマホで美味しく
料理写真を撮る方法を講じる。

りんごをスマホで撮影し
てみて、どう撮ったら美
味しく見えるかを理解す
る。

＜予習（90分）＞
SNSや料理雑誌な
どに目を通し、ど
ういった料理写真
が美味しく見える
のかを考えてお
く。
＜復習（90分）＞
日常の食事の中
で、料理写真
を10枚以上撮影す
る

第14回

金
澤
亜
希
子

12回目、13回目の講義で行った
内容を復習し、料理スタイリン
グと料理写真の撮影方法を実践
する。

予め準備した食材を、ス
タイリングし、料理写真
を撮影する。

＜予習（90分）＞
SNSや料理雑誌な
どに目を通し、ど
ういった料理写真
が美味しく見える
のかを考えてお
く。
カメラ持参
＜復習（90分）＞
撮影した写真をプ
リントアウトし、
レポートにまとめ
る。

第15回

金
澤
亜
希
子

教員の経験をもとに、フード
コーディネーターとして働く際
の仕事の運び方を講じる。ま
た、14回目の講義で行ったスタ
イリング写真についても、評価
する。

実際にレシピ提案をし、
フードスタイリングした
写真とレシピを各自持参
し、発表する。

＜予習（90分）＞
日常の生活の中
で、ﾌｰﾄﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰの仕事にどのよ
うなものがあるの
か注目しておく。
＜復習（90分）＞
講義で学んだこと
を日常の勉強、生
活に活かすように
努める。

教科書
フードコーディネート論日本フードスペシャリスト協会編（建帛社）
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。レポート６０％、課題３０％、授業の参加度１０％
課題等に対する
フィードバックの方法
提出した課題についてはA,B,Cの三段階の評価で返却するので、学習の参考にすること。
履修のポイント



フードコーディネートに興味をもち、実践的に学びたい学生、食のトレンドを知りたい学生を期
待します。知識がなくても、この講義を受けて、食のトレンドについて関心を持っていただけた
らと期待します。
オフィス・アワー
授業日の授業開始もしくは終了後に教室等で相談に応じます。
科目区分
専門科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-C383



講義コード 21070001
講義名 現代教職論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 佐々木 尚毅 指定なし

授業の概要と教育目標
教職についての理解を深め、自らの教職への意欲、適性等を熟考し、将来教職に就くことについ
て多角的に考察するために、教職の意義や教員の役割、職務内容等に関する知識を修得すること
を目標とする。さらに予定されている学習指導要領改訂の中で重要な改訂点となる「カリキュラ
ム・マネジメント」、「アクティブ・ラーニング」、「外国語(英語)の教科化」などについて、
その導入理念を理解する。これらを通じて「時代の変化に対応した新しい学びを支える教育・教
師」について理解し自らの適正を考え、どのような教師となるかキャリア・デザインできる事が
目標である。

卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部のディプロマ・ポリシーのひとつである「人間に対して、社会・環境・コミュニ
ケーションなどの諸側面から理解している」ことを第一に内容を精選する。人は年齢を重ねただ
けでは大人にはなれない。人は人のなかで人になっていく。その人のなかでも、教師は重要な機
能と役割をもって子どもが大人になることを見守り、支え励ます。そうした教員の職務内容を理
解し、教職の意義及び役割を学ぶ。また、受講者が自分自身の適正について熟考し、進路を考え
る。
到達目標
１)現代日本の子どもの状況と公教育の目的とを説明できる。
２)教職の意義や教員の役割、職務内容・服務内容等を説明できる。
３)ひとり一人の子どもの成長を支える「チーム学校」、「学校内外の専門家等との連携と分
担」の必要性とその運営・活用について説明できる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニング
の内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
何を学ぶのか、何のために学ぶ
のか。「自らと向き合い適正を
考える」

学校現場のビデオを試
聴後、グループ討議、
発表。

復習90分:レポート作成
「教師志望の動機」作成



第2回 親・教師・学校・社会の変化、
世界の中の日本の子ども グループ討議

予習30分:第1回配布資料
の通読
復習30分:『子ども・若者
白書』指定個所を読む

第3回 子どもを中心にした、連携と教
師の役割の拡大

予習20分:『白書』指定個
所のまとめと課題文書作
成
復習20分:『白書』指定個
所のまとめと課題文書作
成

第4回 教育関連法規－日本国憲法・教
育関連法規－

予習20分:教育基本法通読
復習30分:教基法確認テス
トに向けた学習

第5回 我が国の教育－中央教育審議会
の教育構想－

予習30分:配布中教審答申
を読む
復習30分:答申案のポイン
トまとめ

第6回 学習指導要領－学習指導要領改
訂の理念とポイント－

予習40分:調べ学習「指導
要領の変遷」
復習50分:今次改定のポイ
ントを学習

第7回
新しい学校－学校の組織運
営(校務分掌／新しい職による
組織の変化)－

予習20分:調べ学習「1条
校」の変遷
復習30分:校内職名の確
認(次回確認テスト)

第8回 教師の役割－学級担任の職務と
教科指導－

予習20分:『子ども・若者
白書』の指定個所を読む
復習60分:配布資料に関す
る感想文作成

第9回 教師の役割－養護教諭・栄養教
諭の職責と協働・連携－

予習60分:現職教師の日記
を読む
復習60分:視聴映像の感想
文作成

第10回 教師の役割－職務、研修、「学び続ける教師」－
予習20分:調べ学習「生涯
学習」
復習20分:配布資料の再読

第11回 「特別な支援を必要とする子ども」

予習30分:調べ学習「障害
者総合支援法」
復習60分:視聴映像感想文
作成

第12回 「特別な支援を必要とする子ども」－事例の検討を含む－ グループ討議
予習20分:調べ「チーム学
校」
復習90分:課題作成「私が
目指す教師像」

第13回 学校－開かれた学校、学校安全の具体例とその検討－

予習20分:配布資料を読む
復習60分:課題作成「私が
目指す家庭と地域と教師
の関係」

第14回 教師の仕事－教科指導、生活指導、学級経営等－
予習20分:配布資料を読む
復習90分:作文「私が目指
す教師像」

第15回 教師と生涯学習－学び続ける教
予習90分:作文「教師とは
学校とは教育とは」



師－ 復習90分:総復習

教科書
『中学校学習指導要領』(文科省、平成29年3月)、『高等学校学習指導要領』(文科省、平
成29年)
参考書
各種法規、審議会答申は適宜配布する。
成績評価の方法・基準
定期試験(70％)、リアクションペーパー(30％)
単位認定60点以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業では持ち帰り課題を多く課す。その自宅学習の成果を次の授業時間内に発表者を指名して受
講者の前で発表させる。その発表内容について意見交換を行う。このアクティブ・ラーニングへ
の取り組み姿勢とその内容を評価に加える。提出された課題文章はすべて添削し、文章作成能力
の向上を図る。仲間と協働することの意義と楽しさを体得させる。
履修のポイント
大学は教育・研究機関である。自ら課題を発見し、その課題にどの様に取り組み、そして解決す
るかを学びとることにこそ大学での学びである。「仲間とともに、積極的に」という姿勢を自ら
育てていくこと。
オフィス・アワー
講義時間の前後の時間及び休み時間
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F420



講義コード 21080001
講義名 教育心理学
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

教育機関での心理臨床活動やスクールカウンセラーの経験を基にして、よ
り具体的な児童生徒理解に関する授業を行う

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 大澤 靖彦 指定なし

授業の概要と教育目標
教師が学校現場で児童・生徒と対応する際には、彼らが、今現在発達的にどのような状況におか
れてるのか、また、そのときの心の状態はいかなるものなのか、ということに配慮しながら接す
ることが求められる。この科目では、人は環境と相互に作用しあう存在であることを踏まえて、
人の発達過程、学習過程、教授過程について講義する。授業は講義形式で行うが、授業後半では
実習も取り入れ、学生による「模擬授業」を実施する。なお、青年期までの人の発達過程とその
特徴、学習のしくみと学習を規定する要因と障がい、教授の類型について理解を深めることを教
育目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部看護学科・栄養学科のディプロマポリシーとの関連として、社会・環境・コミュニ
ケーションなどの諸側面から人に対する理解を深めることを目指し、心理的側面の理解を通して
その目的達成に資する知識を養う。そして将来的な展望としては、心身の発達理論を理解しつ
つ、多様な人間のライフステージ、ライフサイクルを理解するという発達の側面、そして知識を
収めていく学習の側面、発達課題に直面した際の課題未達成からくる適応の問題の側面から教職
実践の基盤となる学修を行うことを目指すものとする。
到達目標
１．教育心理学で使用されるさまざまな専門用語の意味を理解できる。
２．青年期までの人の発達過程とその特徴について理解できる。
３．学習のしくみと学習を規定する要因、および障がいについて理解できる。
４．「教える」ということを体験を通じて実感し、自ら「教える」立場をシュミレーションす
る。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復
習と
そのため
に必要な
時間
予



第1回 オリエンテーション
教育心理学の概要

教育心理学で取り扱う内容について、その概
要（発達・学習・教授）を取り上げる。よい
授業とは何かについてグループで話し合いな
がら、心理学における教育心理学の位置づけ
について考える。

習90分：
教科
書pp.12-
21を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第2回

発達の基本原理と人生初
期の発達 
発達の基本的な原理、発
達の最近接領域の発達に
ついて取り上げる。

発達を促進する要因についてグループで話し
合い、考究する。

予
習90分：
教科
書pp.22-
25、31-
39
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第3回
発達段階の特徴 
乳児期から成人期までの
発達の特徴について取り
上げる。

発達の特徴を前提に学校教育の意義につい
て、グループで検討し、考究する。

予
習90分：
教科
書pp.25-
31を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第4回

さまざまな学習理論① 
刺激と反応の結びつきを
重視する学習の連合理論
と認知の変容を重視する
学習の認知理論を中心
に、学習のしくみを取り
上げる。

学習理論から生まれたソーシャル・スキルト
レーニングを体験し、12・13・14回目で行
う模擬授業の展開の仕方について理解する。

予
習90分：
教科
書41-
54を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第5回
さまざまな学習理論② 
記憶、思考を取り上げ
る。

記憶のメカニズムを理解することで、どのよ
うに教授するのがよいのかについて熟考す
る。

予
習90分：
教科
書pp.55-
70を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。
予
習90分：



第6回

学習の規定因① 
学習の規定因としての動
機づけ理論と、動機づけ
向上に必要な事項につい
て取り上げる。

やる気を高めたり維持するためには何が必要
なのかについて、グループで意見交換し、自
身の考えを深める。

教科
書pp.72-
88を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第7回

学習の規定因②
学習を規定する要因とし
てのパーソナリティの理
論、知能の構造、測定方
法を取り上げる。

予
習90分：
教科
書pp.89-
102を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第8回
人間関係と社会性
子どもは人間関係の中で
どのように成長するのか
について取り上げる。

愛着が発達に及ぼす意義について、グループ
意見交換しながら、自身の考えを掘り下げ
る。

予
習90分：
教科
書pp.104-
119を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第9回

学級集団
集団形成や教師のリー
ダーシップやバイアス等
について取り上げる。発
達を促す集団の力は教師
の働きかけによるところ
が大きいことを理解す
る。

望ましい学級集団を形成するために教師が気
を付けるべきことについて考究する。

予
習90分：
教科
書pp.124-
139を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第10回

学校不適応および障がい
の理解
学校における適応と不適
応、さらに発達障がいの
種類や特徴の理解につい
て取り上げる。

グループでの意見交換を通して、児童生徒の
つまずきやすさについての考えを広げる。

予
習90分：
教科
書pp.141-
171を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。
予
習90分：



第11回
学習指導と教育評価
学習方法や評価の種類に
ついて取り上げる。

教科
書pp.175-
192を読
む。
復
習90分：
配布資料
を見直
す。

第12回 模擬授業①

教える技術、伝える技術、授業づくりの留意
点をおさえて、「教える」ことをシュミレー
トする模擬授業を行う。他の履修者は、授業
評価をし、授業担当者にフィードバックす
る。この経験を教育実習の参考として役立て
られるようにする。

予
習90分：
模擬講義
資料作
り。
復
習90分：
模擬講義
ふり返
り。

第13回 模擬授業②

第12回目の授業から、さらに発展させ、応
答技法の留意点もおさえて、「教える」こと
をシュミレートする模擬授業を行う。他の履
修者は、授業評価をし、授業担当者にフィー
ドバックする。この経験を教育実習の参考と
して役立てられるようにする。

予
習90分：
模擬講義
資料作
り。
復
習90分：
模擬講義
ふり返
り。

第14回 模擬授業③

第12・13回目の授業から、さらに発展さ
せ、応答技法の留意点もおさえて、「教え
る」ことをシュミレートする模擬授業を行
う。他の履修者は、授業評価をし、授業担当
者にフィードバックする。この経験を教育実
習の参考として役立てられるようにする。

予
習90分：
模擬講義
資料作
り。
復
習90分：
模擬講義
ふり返
り。

第15回 授業のまとめ
まとめ及び模擬授業の振り返り。グループ発
表の良かったこと改善すべきところについて
話し合う。

復
習90分：
これまで
の小テス
トを見返
す。

教科書
桜井茂男監修 『実践につながる教育心理学』 北樹出版
参考書
適宜紹介する。
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
確認テスト（最終授業で毎回の授業で行う小テストから40問を出題）40％、
レポート課題30％、



模擬授業・授業への参加度30％を総合して評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業で
資料を配布するので、授業内容の理解に役立てること。
履修のポイント
授業への積極的な取り組みを期待します。予習として各回の主題に該当する教科書の章に目を通
すこと、復習として配布資料・ノートのまとめを勧めます。
オフィス・アワー
水曜日・木曜日、12：30～13：20（昼休み）、11 号館第 8 研究室。 
※講義終了前後にも、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F421



講義コード 21090001
講義名 教育課程論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日
代表時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 佐々木 尚毅 指定なし

授業の概要と教育目標
学校教育が所期の目的をより効果的に達成しようとする観点から、まず、教育課程の意義、構
造、機能、歴史といった基本的な事項について学ぶ。次いで、学習指導要領を用いて、学校や地
域、子どもの実情を踏まえたカリキュラムマネジメントの実際、評価の観点、教育計画と教育方
法との接続について体験的学習を交えながら、理解を深めていく。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部のディプロマ・ポリシーのひとつである「人間に対して、社会・環境・コミュニ
ケーションなどの諸側面から理解している」ことを第一に内容を精選する。人は年齢を重ねただ
けでは大人にはなれない。人は人のなかで人になっていく。その人のなかでも、学校は児童生徒
の発達段階に則して、その成長を支え見守り励ますという重要な機能と役割をもっている。そう
した学校教育の背景にあるカリキュラム理論を理解し、教育の意義及び役割を学ぶ。また、受講
者が自分自身の適正について熟考し、進路を考える。
到達目標
学校教育における教育課程の意義と構造・機能を理解し、編成に関する基本的な事項についての
説明できる。また、学習指導要領を教育課程編成の基準としながら、各学校の実情に合ったカリ
キュラムマネジメントを行うことにより、社会に開かれた教育課程を実現していく意義と具体的
な手立てについて説明できるようになる。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内容
予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回 学校の性質と教育内容の組
織化、教育課程の意義 グループによる討議

復習90分:レポート
作成「教師志望の
動機」作成

第2回 教育課程の定義、学習内容
観と教育課程のタイプ グループによる討議

予習30分:第1回配
付資料の通読
復習30分:『子ど



も・若者白書』指
定個所を読む

第3回
哲学的条件、社会学的条
件、心理学的条件、教育学
的条件

予習30分:課題図書
を読み課題文書作
成
復習20分:教科書の
指定個所を読む

第4回

社会の発展段階と教育課程
の特徴

予習30分:教育基本
法通読
復習30分:教基法確
認テストに向けた
学習

第5回
「知識基盤社会」の「人間
化」された「社会に開かれ
た教育課程」

予習30分:配布課題
図書を読む
復習30分:配布課題
図書を読む

第6回
発達段階への対応、可塑性
への働きかけ、社会化と教
育内容

予習40分:調べ学習
「指導要領の変
遷」
復習50分:今次改定
のポイントを学習

第7回
教科の構成、教育内容の精
選と構造化、教科外の教育
内容

予習40分:調べ学習
「指導要領の変
遷」
復習50分:今次改定
のポイントを学習

第8回
単元の意義、教材単元と経
験単元、単元の構成と教材
の準備

予習40分:調べ学習
「指導要領の変
遷」
復習50分:今次改定
のポイントを学習

第9回
全体的教育課程と個別的教
育課程、教育課程編成に関
する法令等

予習40分:調べ学習
「指導要領の変
遷」
復習50分:今次改定
のポイントを学習

第10回 教育課程編成の基本的観点、内容の重点化と構造化

予習20分:調べ学習
（学校「年間指導
計画」) 
復習20分:配布資料
の再読

第11回 定量化の必要性と観点、配当時間との関係

予習30分:配付資料
「評価」を読む
復習60分:「指導と
評価の計画」の作
成

第12回
年間計画と時間割・日課
表、教材・教具との関係

グループに分かれ、作業を分担し
年間指導計画を作成し、校務分掌
表を作成する。

予習90分:「総合的
な学習の時間」の
指導案作成
復習90分:「総合的
な学習の時間」の
指導案修正
予習90分:「道徳の



第13回 評価の視点と方法、教育課程の接続と改善

時間」の指導案作
成
復習90分:「道徳の
時間」の指導案修
正

第14回 現代社会に対する学習指導要領の戦略

予習90分:「特別活
動」の指導案作成
復習90分:「特別活
動」の指導案修正

第15回 基準性と個別性の観点から振り返り

予習90分:作文「教
師とは学校とは教
育とは」
復習90分:総復習

教科書
平成29年3月31日公示小学校学習指導要領、中学校学習指導要領
参考書
広岡義之著『はじめて学ぶ教育課程』ミネルヴァ書房 2016年
無藤 隆著『新しい教育課程におけるｱｸﾃｨﾌﾞな学びと教師力・学校力』図書文化社 2017年
成績評価の方法・基準
定期試験50％、授業末に実施する小テストや課題提出物等50％の割合で総合評価し、60点以上
合格。

課題等に対する
フィードバックの方法
授業では持ち帰り課題を多く課す。その自宅学習の成果を次の授業時間内に発表者を指名して受
講者の前で発表させる。その発表内容について意見交換を行う。このアクティブ・ラーニングへ
の取り組み姿勢とその内容を評価に加える。提出された課題文章はすべて添削し、文章作成能力
の向上を図る。仲間と協働することの意義と楽しさを体得させる。
履修のポイント
大学は教育・研究機関である。自ら課題を発見し、その課題にどの様に取り組み、そして解決す
るかを学びとることにこそ大学での学びである。「仲間とともに、積極的に」という姿勢を自ら
育てていくこと。
オフィス・アワー
講義時間の前後の時間及び休み時間
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F430



講義コード 21100001
講義名 教育方法論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

盲学校、小学校教員としての勤務経験を活かし、より深い学びにつながる
教育方法を考える講義を行う

学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 山上 裕子 指定なし
教 員 宮内 洋 指定なし

授業の概要と教育目標
教育の方法は、学ぶ者、学ばれる内容に関連するリアルタイムのものである。子どもの成長を考
えた学びをどう実現していくのかを問い、授業を創意工夫していく必要がある。現在は、自ら主
体的に考え、深い学びにつながるアクティブラーニングが求められている。本講義では、教育方
法の基礎理論、授業の構成要素、学習評価、基礎的な技術、指導案の作成ポイント及び模擬授業
を行う。
そして、情報機器を活用した効果的な授業や情報活用能力の育成を視野に入れた適切な教材の作
成・活用に関する基礎的な能力を身に付ける。
よりよい授業を工夫できる基礎の修得を目指す。
卒業認定・学位授与の方針との関連
本科目は、国際化・情報化の社会変化において、人間の成長に携わる教職の科目である。栄養学
科のディプロマポリシー「人間に対して、社会・環境・コミュニケーションなどの諸側面から理
解している」に関連している。
教えるということは、学び手がどのような状況にあるか、という理解が不可欠である。そして、
人としてどう成長することが望ましいのか、という問いと関連する。
到達目標
①教育方法の基礎理論について理解できる。
②授業の構成要素や多様な学習評価について理解できる。
③授業の指導技術のポイントを理解できる。
④授業の基礎理論を踏まえた指導案を作成できる。
⑤児童・生徒の興味・関心を高めたり、学習内容を的確にまとめさせたりするために、情報機器
を活用し、効果的に教材等を作成・提示することができる。
⑥児童・生徒の情報活用能力を育成するための指導法を理解し、情報モラル教育についても理解
し、児童・生徒を指導できる。
授業計画

担
当 授業内容と方法、課題 アクティブラー 予習・復習とそのために必要な



者 ニングの内容 時間

第1回
山
上
裕
子

・講義内容について説明を受け、学習目標
を確認する。
・これまで受けてきた授業について情報交
換し、よりよい授業について考える。
・現在求められている学びについて知る。

・これまで受け
てきた授業につ
いて、ディス
カッションを行
う。

・予習：シラバス
を通読し授業内容
を知る。これまで
受けてきた授業に
ついて振り返る。
（90分）
・復習：授業内容
をノートにまとめ
る。（90分）

第2回
山
上
裕
子

・子どもから学びが始まる、という教育観
に立った先人たちの提案した教育方法の考
え方とその実践について学ぶ。具体的に
は、ルソーの消極的な教育、ペスタロッチ
の直観教授法、デューイの問題解決学習な
どである。

・予習：配布資料
を読んで、内容を
確認する。
（90分）
・復習：授業内容
をノートにまとめ
る。（90分）

第3回
山
上
裕
子

・前回の授業内容から、授業には多様な要
素があることを見出し、授業の目的に応じ
て環境を構成する必要性を学ぶ。

・授業の構成要
素について、
ディスカッショ
ンを行う。

・予習：配布資料
を読んで、内容を
確認する。
（90分）
・復習：授業内容
をノートにまとめ
る。（90分）

第4回
山
上
裕
子

・授業形態に応じた多様な評価について、
基礎理論に立ちかえりつつ、何をどのよう
に評価を行うのかを学ぶ。
・模擬授業の内容をグループで話し合う。

・模擬授業につ
いて、ディス
カッションを行
う。

・予習：配布資料
を読んで、内容を
確認する。
（60分）
・復習：模擬授業
に向けて準備を進
める（60分）

第5回
山
上
裕
子

・基礎理論を踏まえて、指導案を作成す
る。
・指導案の作成の仕方について、学習指導
要領の総則に則り、具体的に学ぶ。
・協力して指導案を作成する。

・模擬授業につ
いて、ディス
カッションを行
う。

・予習：模擬授業
の準備を進める
（90分）
・復習：模擬授業
に向けて準備を進
める（90分)

第6回
山
上
裕
子

・話し方、板書の仕方等に留意し、作成し
た指導案を試してみる。
・より善い授業についてディスカッション
を行う。

・より善い授業
についてディス
カッションを行
う。

・予習：模擬授業
の準備を進める
（120分）
・復習：これまで
の学修を振返り、
レポートにまとめ
る。（120分）

第7回
宮
内
洋
情報機器とネットの活用

情報機器を活用
して効果的に教
材等を作成・提
示する方法とそ
の注意点を学
ぶ。

予習：情報機器の
練習（30分）
復習：授業の振り
返り（30分）

第8回
宮
内 情報機器とネットの問題点

児童・生徒の情
報活用能力（情
報モラルを含
む）を育成する

予習：情報機器の
練習（30分）
復習：授業の振り



洋 ための指導法を
学ぶ。

返り（30分）

教科書
中学校学習指導要領総則（平成29年3月告示 文部科学省）
参考書
佐藤学『教育の方法』左右社、2012年。
古藤泰弘『教育方法学の実践研究』教育出版、20013年。
今度珠美ほか『スマホ世代の子どものための主体的・対話的で深い学びにむかう情報モラルの授
業』日本標準
その他、授業で適宜資料を配布する。
成績評価の方法・基準
単位認定 60点以上
レポート80％
授業参加度20％
課題等に対する
フィードバックの方法
授業で実施したワークは、次回授業時にコメントし返却するので、各自の復習に役立てること。
履修のポイント
小学校以降受けてきた授業を振り返り、よりよい授業とは何か、という問いをもつこと。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じます。また、下記のメールアドレスで
も受けつけます。
yamakami@koriyama-kgc.ac.jp
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F440



講義コード 21110001
講義名 生徒指導論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 2学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
①教科・道徳・総合的な学習の時間・特別活動における生徒指導の意義や重要性を理解すると同
時に、教育課程全般のなかでの生徒指導の位置づけを理解する。
②集団指導・個別指導また「個人と集団」という概念のもとで、生徒指導について考える。
③子どもの成長発達の段階を踏まえながら、基本的生活習慣や規範意識の重要性について考える
（養護教諭・栄養教諭の立場から）。
④学校教育における体罰、いじめ、不登校、インターネットや性、また児童虐待に関する問題な
どを具体的に取り上げながら、これらへの対応について考える。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、社会・環境・コミュニケーションについての
認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるように、自らの「資質・能力」を
高めることに努める。
到達目標
生徒指導は、一人ひとりの児童及び生徒の人格を尊重し、個性の伸長を図りながら、社会的資質
や行動力を高めることを目指して教育活動全体を通じて行われる、学習指導と並ぶ重要な教育活
動である。他の教職員や関係機関と連携しながら組織的に生徒指導を進めていくために必要な知
識・技能や素養を身に付ける。
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニン
グの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回
「生徒指導とは何か？」について、これ
まで受けてきた学校教育の記憶やイメー
ジをたどりながら、教育課程のなかでの
その位置付けについて理解する。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。
予習90分：教育に



第2回
生徒指導の経験的なイメージを踏まえな
がら、教育活動の二つの形態（教授と陶
冶）について考える。

関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第3回
学校教育また学校生活の具体的な場面を
イメージしながら、生徒指導の有り様に
ついて考える。― 視聴覚教材を用いる
― 

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第4回 特別活動・総合的な学習の時間における
生徒指導の様態について考える。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第5回 児童生徒の問題行動に対する生徒指導の
対応の仕方ついて学び、考える。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第6回 学校教育・部活動でなくならない体罰の
実態について考える。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第7回 校則及び不登校（引きこもり）について
考える。

校則及び不登校（引
きこもり）について
考える。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第8回 「いじめ（いじめ自殺）」の視聴覚教材
をみて、感想・意見をレポートする。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第9回
第８回での感想・意見をもとに、「いじ
め」問題についての理解を相互に深め
る。

第８回での感想・意
見をもとに、「いじ
め」問題についての
理解を相互に深め
る。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第10回 児童生徒を取り巻くインターネットや性に関する問題について考える。

児童生徒を取り巻く
インターネットや性
に関する問題につい
て考える。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第11回

養護教諭・栄養教諭を前提として、基礎
的生活習慣の確立や規範意識の醸成に向
けた生徒指導について考える。― 朝食
欠食問題・不規則な生活習慣などを事例
に ―

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第12回 養護教諭・栄養教諭が担任教諭との協力で進める生徒指導について考える。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。



第13回 クラスでの生徒指導に関するケース・スタディとグループディスカッション。

クラスでの生徒指導
に関するケース・ス
タディとグループ
ディスカッション。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第14回 第13回でのディスカッションをもと
に、プレゼンテーションと相互検討。

第13回でのディス
カッションをもと
に、プレゼンテー
ションと相互検討。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

第15回 学校教育における生徒指導に関する総合的な理解を深める。

予習90分：教育に
関する事象につい
て調べる。復
習90分：配付資料
を見直す。

教科書
なし
参考書
『生徒指導提要』（平成22年）『小学校学習指導要領』（平成29年）
『中学校学習指導要領』（平成29年）
岩城隆次・森嶋昭伸編著『生徒指導の新展開』ミネルヴァ書房
成績評価の方法・基準
定期試験（80％）、授業時のレポート（20％）
単位認定基準60％以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートや課題を課すことがある。返却するので、授業の振り返りとして役立てるこ
と。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館第7研究室
※授業終了後も、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F441



講義コード 21111001
講義名 特別支援教育論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

中学校特別支援学級担任教諭としての指導経験を活かして実践力を育成す
る授業を展開する。

学年 1学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 小林 徹 指定なし

授業の概要と教育目標
担当者の中学校特別支援学級担任教諭としての指導経験や市町村教育支援委員としての幼稚園・
保育所等との連携の経験に基づき、研究成果も踏まえて以下の内容を講義する。 
１．特別支援教育を支える理念や歴史的変遷について理解する。 
２．特別支援教育の場（機関）と制度の現状をとらえる。 
３．さまざまな障がいと障がい児、特別な配慮を要する子どもの理解の視点と方法について理解
する。 
４．障がい児等の個別支援計画の作成、評価について理解する。 
５．特別支援教育の実際について理解を深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連としては、社会・環境・コミュニケー
ションなどの諸側面から、さまざまな障がいと障がい児、特別な配慮を要する子どもを理解する
ことで人間理解を目ざす。
また、特別支援教育の理解を通して、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技術を身に
つけ、実践的な職業人となることを目ざす。
到達目標
１．履修学生が特別支援教育の理念や制度、その歴史や支援機関の現状について説明できる。 
２．履修学生が障がい児や特別な配慮を要する子どもの個別指導（支援）計画を作成し、評価す
ることができる。 
３．履修学生がさまざまな障がいと障がい児や特別な配慮を要する子どもを支援するための視点
と方法について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題

アクティブ
ラーニングの
内容

予習・復習と
そのために必要な時間

小
「特別支援教育の考え方、制度と仕組
み」
障がい児、特別な配慮を要する子ども、

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授



第1回 林
徹 特別支援教育の基礎概念、特別支援教育と障がい児福祉の制度とその仕組みにつ
いて学習する。

業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第2回
小
林
徹

「障がいとの出合いと子育て、保護者支
援」
保護者と障がいとの出合いと保護者支
援、障がいのある子どもの子育ての考え
方と療育の実際を映像を通して学習す
る。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第3回
小
林
徹

「障がい児の理解と支援①発達障がい・
知的障がい・情緒障がい」
映像を通して発達障がい、知的障がい、
情緒障がいに関する基礎的概念を整理
し、その支援方法を考える。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第4回
小
林
徹

「障がい児の理解と支援②肢体不自由・
視覚障がい・聴覚障がい・言語障がい」
肢体不自由・視覚障がい・聴覚障がい・
言語障がいに関する基礎的概念を整理
し、その支援方法を考える。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第5回
小
林
徹

「障がい児の理解と支援③病弱・重複障
がい・その他の特別な教育的ニーズ」
病弱・重複障がいに関する基礎的概念を
整理し、その支援方法を考える。また、
障がいはないが、特別な教育的ニーズを
もつ子どもについて学び、その支援方法
を考える。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第6回
小
林
徹

「他機関との連携、幼保小中高の接続」
障がい児支援に関わるさまざまな工夫に
ついて紹介し、理解を深める。また、幼
保小中高の接続を含めたさまざまな機関
との連携について学習する。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第7回
小
林
徹

「個別の教育支援計画と個別の指導計画
の作成と活用」
子どもの有する特別な教育的ニーズをど
のように見出し、理解するかを個別の教
育支援計画や個別の指導計画の作成を通
して学習する。また、作成した計画をも
とにして具体的な支援を考察する。

特別な教育的
ニーズを有す
る児童の個別
の指導計画を
作成し、発表
する。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

第8回
小
林
徹

「特別支援教育のこれまでとこれから」
特別支援教育の歴史的変遷について学習
する。そして、今後のインクルーシブ教
育システムの構築に向けた考察を行う。

【予習90分】当日の内
容をテキストで確認す
る。 【復習90分】授
業を踏まえてまとめと
質問シートを作成す
る。

教科書
小林徹・栗山宣夫編著『ライフステージを見通した障害児保育と特別支援教育』みらい,2020
参考書
適宜紹介する。



成績評価の方法・基準
単位認定60点以上。
レポート試験（50％）、毎回提出する小レポート（30％）、小テスト（20％）
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回提出する小レポートや小テストを参考にして、期末のレポート試験を受けること。
履修のポイント
障がいや障がい児について関心をもち、学習を深めてほしい。
オフィス・アワー
授業日の授業開始前もしくは終了後に教室等で質問に応じる。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F422



講義コード 21120001
講義名 道徳教育及び特別活動の研究
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 1
代表曜日 木曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ×

実務経験のある教員
の経歴と授業内容
学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし

授業の概要と教育目標
教育課程における道徳教育・特別活動の位置について理解することを第一に行います。その上
で、道徳教育と特別活動を一応区分したうえで、それぞれについて「グループ討議」を行いま
す。また視聴覚教材を見て道徳の授業についての理解を深めます。 
教育課程における道徳教育・特別活動の位置について理解すると同時に、今日の子どもたちが置
かれた状況を考慮した場合に、どのような道徳教育・特別活動が求められるのかについて考える
ことを学習の目標とします。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、社会・環境・コミュニケーションについての
認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるように、自らの「資質・能力」を
高めることに努める。
到達目標
日本の道徳教育は1945年を境とする戦前・戦後では大きく変わりました。それは特別活動にも
同様のことがいえます。何がどのように変わったのかについて理解することを一つの目標としま
す。その上で、今日の子どもたちが抱える様々な教育問題を想定しながら、求められる道徳教
育・特別活動はどのようなものであるかについて、自分自身で考えることを二つ目の目標としま
す。 
授業計画

授業内容と方法、課題 アクティブラーニ
ングの内容

予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
道徳教育とは、特別活動とは（教育
課程についての説明）。日本の近代
教育における道徳教育と特別活動に
ついて考える。

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

第2回 教育活動の二つの形態（教授と陶冶）について学習する。

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資



料を見直す。

第3回
今日の道徳の教科化を念頭に、学習
指導要領と道徳教育・特別活動につ
いて学習する。 

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

第4回 道徳の授業の視聴覚教材を見て、批判的な検討・学習を行う。

道徳の授業の視聴
覚教材を見て、批
判的な検討・学習
を行う。

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

第5回 学級活動、児童会活動及び生徒会活動、学校行事について学習する。 

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

第6回 テーマを設定してグループごとに討議を行う。
テーマを設定して
グループごとに討
議を行う。

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

第7回 グループ討議した内容を整理して、発表する。
グループ討議した
内容を整理して、
発表する。

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

第8回 道徳教育と特別活動の現状と展望についてのまとめを行う。

予習90分：教育に関す
る事象について調べ
る。復習90分：配付資
料を見直す。

教科書
なし
参考書
適宜、資料を配付します。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 筆記試験80％、授業中のレポート、発言20％で評価します。 
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業内での自
分自身の発言の参考にすること。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日12：30～13：20（昼休み） 11号館第７研究室
※授業終了後も、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F470



講義コード 21130001
講義名 教育相談論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 金曜日
代表時限 ４時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

中学校や高等学校での教諭経験を活かし、教育相談に臨むにあたって必要
な姿勢や在り方を解説する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 山本 裕詞 指定なし

授業の概要と教育目標
学校における教育相談について、その目的の理解から入り、徐々に具体的技法や現実の児童生徒
を想定した教育相談の在り方を明らかにしていきます。カウンセリングやソーシャルワークの技
法にも学びながら、教師の専門性として教育相談が展開されることの意義について理解を深めて
いきます。
学生の皆さんが、上記の理解内容を、自らの言葉で説明するとともに、それらを基礎としての教
育相談に関する自律的な学びが可能となることが教育目標です。
卒業認定・学位授与の方針との関連
ディプロマポリシーで重視されている「人間と環境の理解」との関係で、教育相談の必要性を理
解し、基礎的知識を得るとともに、実践する際の基礎力を身に付けます。
到達目標
1.教育相談の必要性、学校教育上の位置付けについて理解し、説明できるようになる。
2.子どもの成長発達上の課題や、それに対する現代社会の影響を踏まえた対応を理解し、説明で
きるようになる。
3.教育相談の技法を支える人間観を理解し、説明できるようになる。
4.教育相談に係わる多様な専門職性を理解し、チームアプローチの基礎的知識を基にした議論が
できるようになる。
5.事例を通して、教育相談を実践する基礎を培い、自律的に個別の具体的ケースを検討できるよ
うになる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、
課題 アクティブラーニングの内容 予習・復習と

そのために必要な時間

第1回
山
本
裕

1.授業のねらい、
方法、評価の在り
方について
2.なぜ学校が必要
で、なぜ学校で教

左記２について、自己の体験を
省みて意見をまとめ、発表を通
して学びを共有する。

復習180分



詞 育相談が必要とさ
れるのか

第2回
山
本
裕
詞

1.広義の教育相談
と狭義の教育相談
2.近年の学校教育
相談の動向

生徒指導と教育相談の関係を実
感できた経験を、グループ間で
話し合い、発表を通して学びを
共有する。

生徒指導提要等によっ
て、事前に教育相談と生
徒指導の概念間の関係を
下調べする。
復習。合計180分

第3回
山
本
裕
詞

1.学校教育相談の
４機能
2.学校内組織にお
ける教育相談の位
置付け

自己の体験を左記１の４機能に
分けてワークシートにまとめ
る。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第4回
山
本
裕
詞

1.心理的事実の受
容・共感と客観的
指導
2.教育相談の
「心」

グループ・ワークにより受容と
共感を体験的に学ぶ。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第5回
山
本
裕
詞

1.理論と技法に関
する基礎知識の必
要性
2.主な理論と技法
に学ぶ

左記２について、個々人でワー
クシートに整理する。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第6回
山
本
裕
詞

1.意義と分類
2.児童生徒理解の
基本姿勢と具体的
方法

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第7回
山
本
裕
詞

1.一般的理解の必
要性
2.心に関わる疾
病・障害・行動特
性・言動

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第8回
山
本
裕
詞

1.「発達」という
概念の特徴
2.発達課題の考え
方

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第9回
山
本
裕
詞

1.「みる」「き
く」ことによる理
解
2.「探る」ための
基礎知識

心理テストを体験し、その結果
について自己分析し、効果と感
想をワークシートにまとめる。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第10回
山
本
裕
詞

1.管理職の役割と
可能性
2.校内教育相談体
制と担任の役割

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第11回
山
本
裕
詞

1.異なる専門職と
の連携
2.専門機関との連
携

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第12回
山
本
裕
詞

1.教育相談と法令
2.専門団体の倫理
規定と校内の申し
合わせ

当該主題に関する教員採用試験
既出問題を各自が解いて提出す
る。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

1.自尊感情を育



第13回
山
本
裕
詞

て、共感力を高め
る支援
2.相互支援を進
め、集団成長を促
す

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第14回
山
本
裕
詞

1.発達障害のある
児童生徒への対応
2.多様化する問題
への対応

ケース事例について、教師とし
て適当な対応を考察し、意見を
述べ合う。

生徒指導提要等によっ
て、当該主題の下調べを
行う。
復習。合計180分

第15回
山
本
裕
詞

1.授業のまとめ
2.小試験による学
習効果の自己確認

グループワークにより学習内容
を確認し、その後の個別小試験
により教育目標の達成度を自己
確認する。

復習180分

教科書
使用しません。授業中、必要に応じてプリント等を配布いたします。但し、下記「参考書」に示
した『生徒指導提要』は予習復習に活用できますので、用意することを強く推奨します。
参考書
文部科学省『生徒指導提要』2010年、文部科学省「児童生徒の教育相談の充実について（報
告）」（以上の2点は、文科省HPから入手可能）、島崎政男『入門 学校教育相談』学事出版
2014年。
成績評価の方法・基準
60点以上の評価で単位を認定します。評価の割合は、授業中に数回実施予定の確認テスト
で50％、授業最終回のまとめの後に実施する試験によって50％です。欠席、遅刻、早退、課題
の未提出等は減点の対象とします。詳細は、初回授業オリエンテーションにおいて説明します。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内容の予習・復習を中心とした自主的な学びが必要となります。なお、各授業の終了間
際10～20分で確認の小テストや小レポートを実施いたします。これらについては、採点・添削
して、翌週の授業冒頭にて返却しますので、復習に活用するとともに、15回目の授業のまとめ時
に使用できるように、配布プリントとともにファイリングすること。15回目の授業時に、自筆
ノートとともに教員が確認します。
履修のポイント
「教育相談」の原理的理解に努めながらも、同時に、児童生徒の多様な状況・生活背景等を想像
することが重要です。
オフィス・アワー
授業の前後で質問に応じます。また、文章で質問してくだされば、次回の授業時で回答をお渡し
します。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UM-F472



講義コード 21140001
講義名 栄養教諭論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 前期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 １時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校及び教育委員会における勤務経験に基づき、栄養教諭の在り方に
ついて具体的に指導する。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 武井 弘美 指定なし
教員 神戸 美恵子 指定なし

授業の概要と教育目標
栄養教諭のための科目です。栄養教諭は，管理栄養士・栄養士を基礎資格とした教員免許であ
り、「児童生徒の栄養の指導及び管理をつかさどる」教員として、その専門性を生かし、食に関
する指導における全体計画作成や実践等で中心的な役割を果たすとともに、学校給食の管理を行
い、学校内における教職員間及び家庭や地域との連携・調整で要としての役割を果たすことが求
められている。本授業では、教育課程における栄養教諭の教育活動や、栄養教諭に必要とされる
資質能力を習得し、教師の視点で児童生徒や教育の今日的課題に関心を持てるようになることを
目標とする。
卒業認定・学位授与の方針との関連
医療保健学部栄養学科のディプロマ・ポリシーとの関連として、管理栄養士に必要なこれまでの
学習を統合･発展させ、学校教育における多様なニーズ、変化に対応できる知識・技術を身につ
け、実践的な職業人として活躍できる知識・技術を修得することを目指すものとする。
到達目標
１．栄養教諭の役割について説明できる。
２．学校教育における学校給食の役割について説明できる。
３．学校給食と食に関する指導の一体化について説明できる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題 アクティブラーニングの内容

予習・復習と
そのために必要な
時間

第1回

武
井
弘
美
神
戸

オリエンテー
ション
栄養教諭の制
度
・栄養教諭制
度創設の経緯 

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直



美
恵
子

・栄養教諭の
資質能力
・栄養教諭の
身分と配置

し、理解を深め
る。

第2回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

栄養教諭の役
割
・栄養教諭の
職務 
・学校給食の
歴史
・関係法規

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第3回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

学校組織と栄
養教諭
・学校組織と
栄養教諭の位
置づけ
・委員会活動
等における栄
養教諭の役割

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第4回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

学校給食と日
本人の食生活
・学校給食の
食事内容の推
移 
・地場産物の
活用と郷土食

グループで、学校給食献立表をもとに、
地場産物の活用および郷土料理をどのよ
うに取り入れているかディスカッション
する。

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第5回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

子どもの発達
と食生活
・体位と健康
・食習慣と健
康
・食生活の課
題
・学校給食で
の栄養摂取量

グループで、子どもの食生活の課題か
ら、学校給食摂取基準を満たすためにど
のような献立工夫が必要かディスカッ
ションする。

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第6回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

学習指導要領
の意義と食育
のあり方
・学習指導要
領改訂の趣旨
・学校におけ
る体育・健康
に関する指導
と食育
・カリキュラ
ムマネジメン
ト
・栄養教諭に
求められるも
の

グループで、授業内容をふまえ栄養教諭
に求められるものについてディスカッ
ションする。

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。



第7回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

食に関する指
導の全体計画
・食に関する
指導の全体計
画作成の必要
性
・食に関する
指導の目標と
内容
・全体計画作
成の手順およ
び内容
・食育推進の
評価

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第8回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

「食に関する
指導」の展開
・指導内容の
整理と指導計
画
・年間指導計
画に基づいた
指導の成果
・学習指導の
評価
・特別支援学
校における食
に関する指導

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第9回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

給食時間にお
ける食に関す
る指導
・給食の時間
における指導
・指導におけ
る留意点

グループで、給食時間における留意点に
ついて具体例を挙げてディスカッション
する。

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第10回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

個別栄養相談
指導の意義と
方法
・個別栄養相
談の意義
・個別栄養相
談の方法
・個別栄養相
談指導の実際

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。

第11回

武
井
弘
美
神
戸
美
恵
子

家庭・地域社
会との連携
・家庭・地域
社会との連携
と栄養教諭の
役割
・地場産物を
活用するため
の連携
・連携の実践
例

予習60分：教科書
の該当箇所を読
む。
復習60分：配布資
料、教科書を見直
し、理解を深め
る。



第12回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

食に関する指
導と学校給
食(1)
・食に関する
指導の全体計
画と学校給食
・学校給食年
間指導

課題：給食年
間指導計画作
成

示された例についてディスカッションを
行い、学校給食年間指導計画を作成す
る。

予習90分：
第1～11回の学習内
容を確認する。
復習90分：給食年
間指導計画を完成
させる。

第13回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

食に関する指
導と学校給
食(2)
・学校給食の
教材化①

課題：年間指
導計画に基づ
く献立作成

示された例についてディスカッションを
行い、年間指導計画に基づく献立を作成
する。

予習90分：
第1～12回の学習内
容を確認する。
復習90分：年間指
導計画に基づく献
立を完成させる。

第14回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

食に関する指
導と学校給
食(3)
・学校給食の
教材化②

課題：献立に
基づく給食時
間の指導計画

示された例についてディスカッションを
行い、献立に基づく給食時間の指導計画
を作成する。

予習90分：
第1～13回の学習内
容を確認する。
復習90分：献立に
基づく給食時間の
指導計画を完成さ
せる。

第15回

神
戸
美
恵
子
武
井
弘
美

食に関する指
導と学校給
食(4)
・計画の発表
および評価
まとめ

第12～14回課題で作成した計画の発表を
行い、評価しあう。

予習90分：
第12～14回課題で
作成した計画の発
表準備を行う。
復習60分：発表評
価表を作成し提出
する。

教科書
四訂 栄養教諭論 －理論と実際－
食に関する指導の手引 第二次改訂版
参考書
学習指導要領（文部科学省）、栄養教諭のための学校栄養教育論
成績評価の方法・基準
単位認定60点以上
課題60％、授業参加度・意欲40％とし総合的に評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
課題は、添削しコメント・アドバイスをつけて返却する。また、必要に応じて、受講者間で共有
する。
履修のポイント



栄養教諭は、栄養に関する専門性と教育に関する資質を併せ持つことが要求される。学校給食の
管理と食に関する指導とを結び付けられるよう意識して授業に臨んで欲しい。 
予習・復習時間数：不足分については、自主的に子どもたちの食生活上の課題の解決案について
研究すること
オフィス・アワー
武井：授業前後
神戸：月曜日～金曜日昼休み 11号館3F15研究室 
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-F450



講義コード 21150001
講義名 学校食育指導論
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 講義
基準単位数 2
代表曜日 水曜日
代表時限 ３時限
必修/選択 選択
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

学校教育現場での食育と給食管理の実務経験を活かし、学校の食育に必要
な知識と技術が修得できるように授業を進める。

学年 3学年
担当教員

職種 氏名 所属
教 員 ◎ 武井 弘美 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
『栄養教諭論』において学修した児童及び生徒の栄養の実態と課題、栄養教諭の役割、職務内
容、食生活に関する歴史的、文化的事項を踏まえて、幼児、児童・生徒に食に関する指導を展開
するために必要な知識・技術を習得し実践能力を養う。その場として教科、道徳、総合的な学習
の時間及び特別活動等の模擬授業を体験することで、その方法・知識・技術を習得し栄養教諭と
しての教育力を養う。さらに、教育課程に位置づけた「食に関する指導」と「学校給食管理」を
一体化させた指導の重要性の学習を深める。
卒業認定・学位授与の方針との関連
これまでの教職課程の学習を統合･発展させ、多様な社会のニーズ、変化に対応できる知識・技
術を身につけ、教育の場における実践的な職業人である管理栄養士の資質をもった「栄養教諭」
として活躍できる知識・技術を修得している。

到達目標
教職に関する科目や栄養教諭論の学修内容を基に、幼児、児童・生徒に食に関する指導を展開す
る知識と技術を習得し、学校の食育における実践能力を養うことを到達目標とする。
１．教科、特別活動等における食に関する指導計画の立案ができ、専門的な対場から効果的な指
導を展開することができる。
２．食に関する指導に必要な知識や技術を習得し、学校教育活動全般で実践できる能力を身につ
けている。
３．教科等で学習した内容を給食時間において体験学習をし、児童生徒が自己の食生活に生かす
ことができる教育場面を設定することができる。
授業計画

担
当
者
授業内容と方
法、課題

アクティブラーニングの内
容

予習・復習と
そのために必要な時間

武



第1回

井
弘
美
宮
原
公
子

○ガイダンス：
授業概要（授業
内容・進め方・
評価法）の説明
○栄養教諭の職
務と使命

○栄養教諭の職務と役割を
テーマにディスカッション
する。

予習90分：栄養教諭の職務の確
認をする。
復習90分：学校の食育と給食管
理を役割をまとめる。

第2回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○教科等と給食
時間の関連指導
○学校給食献立
の教材化
・アセスメント
を基にした食育
・献立計画から
食育計画

○作成した給食時間の指導と
献立計画の関連を発表し、
ディスカッションをして教
材化の意義を共有する。

予習90分：給食時間の指導の重
要性を確認しておく。
復習90分：学校給食献立の教材
化の理論を整理する。

第3回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○教科における
指導①
・家庭科（小学
校）
・技術家庭科：
家庭分野（中学
校)

○小・中学校家庭分野教科書
を用いて、食○食育の関連を
ディスカッションする。

予習90分：家庭科（小学校）、
技術家庭科（中学校）の教科書
を確認しておく。
復習90分：家庭分野における学
習指導案の事例研究をする。

第4回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○教科における
指導②
・体育科：保健
分野（小学校）
・保健体育科：
保健分野（中学
校）
・小・中学校保
健分野の教科書
を用いて、食育
関連指導が
できる単元等を
調べる。

○小・中学校保健分野教科書
を用いて、食育関連指導が
できる単元を調べる。
○食育の関連をディスカッ
ションする。

予習90分：体育科（小学校）、
保健体育科（中学校）の教科書
を確認しておく。
復習90分：保健分野における学
習指導案の事例研究をする。

第5回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○教科における
指導③
・社会科、 理
科、 生活科（小
学校） 
・社会科（地
理・歴史・公
民）、理科（中
学校）

○小・中学校社会科、理科、
生活科教科書を用いて、食
育関連指導ができる単元を
調べる。
○食育の関連をディスカッ
ションをする。

予習90分：小学校（社会科、理
科、生活科）、中学校（社会
科、理科）の教科書で食育と関
連単元を確認しておく。
復習90分：保健分野における学
習指導案の事例研究をる。

第6回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○教科における
指導④
・道徳科
・外国語活動
・総合的な学習
の時間の指導

○総合的な学習時間において
実践可能な指導の場や題材
ををデスカッションする。

予習90分：総合的な学習の時間
での指導分野を調べておく。
復習90分：総合的な学習の時間
における学習指導案の事例研究
をする。



第7回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○特別活動(学級
活動 、児童会・
生徒会活動等）
の指導
・学級活動
・児童会・生徒
会活動
・学校行事
・クラブ活動

○アセスメントを基にした学
級活動における題材や発達
段階に応じた指導内容を
ディスカッションする。

予習90分：特別活動における学
級活動の内容を調べておく。
復習90分：学級活動における学
習指導案の事例研究をする。

第8回

武
井
弘
美
宮
原
公
子

○教職員との連
携・調整、学校
給食と家庭地域
との連携
・教職員との連
携
・地域家庭との
連携

○教職員との連携事例を基に
ディスカッションをする。
そのこと により、具体的な
方法を習得する。

予習90分：家庭における健康課
題を整理しておく。
復習90分：栄養教諭の職務であ
る連絡・調整・連携等の役割を
まとめる。

第9回

宮
原
公
子
武
井
弘
美

○個別栄養相談
活動、栄養相談
とカウンセリン
グ技法
・栄養教諭と個
別指導
・相談者：児童
生徒、保護者等
との信頼関係の
構築

○二人１組になり、相談活動
の模擬練習をする。

予習90分：栄養教諭の職務であ
る個別指導の方法を調べてお
く。
復習90分：栄養相談におけるラ
ポールの形成を要点をまとめ、
実践力を高める。

第10回

武
井
弘
美
宮
原
公
子

○教科・総合的
な学習時間・特
別活動の指導計
画案の作成
・学習指導案の
様式と書き方
・教科等の指導
と給食時間の指
導の関連
・給食時間の指
導と学校給食の
献立の教材化
【

○教科等における学習指導案
に作成に取り組み、アドバ
イスを基 に修正する。

予習90分：学習指導案の様式を
調べ、プリントをしておく。
復習90分：アドバイスを受けた
学習指導案を完成させる。

第11回

武
井
弘
美
宮
原
公
子

○食に関する指
導計画案作成、
教材作成・教材
研究(1)
・学習指導案の
作成
・教材作成
・教材研究

○児童生徒のアセスメント結
果より、食に関する課題を
抽出し、小グループで検討
し合う。（１）Plan

予習90分：教材作成、教材研究
の意味を調べておく。
復習90分：教材作成、教材研究
の要点をまとめる。予習したこ
ととの違いを確認する。

第12回

武
井
弘
美
宮
原
公

○食に関する指
導計画案作成、
教材作成・教材
研究(2)
・学習指導案の
作成
・教材作成

○児童生徒のアセスメント結
果より、食に関する課題を
抽出し、小グループで検討
し合う。（２）Plan

予習90分：教材作成、教材研究
の意味を調べておく。
復習90分：教材作成、教材研究
を深める。



子 ・教材研究

第13回

武
井
弘
美
宮
原
公
子

○模擬授業の実
践(1)：１組
・食に関する全
体計画の説明
・展開・評価
・授業反省会

○児童生徒のアセスメント結
果より、食に関する課題を
抽出し、小グループで検討
し合う。
○学習指導案を基に模擬授業
を行い、相互に評価する。
（１）Do

予習90分：模擬教育に向けて準
備をする。
復習90分：模擬授業を体験し、
相互に評価した点をまとめる。
教育実習に生かすよう意欲を持
つ。

第14回

武
井
弘
美
宮
原
公
子

○模擬授業の実
践(2):２組
・食に関する全
体計画の説明
・展開・評価
・授業反省会 

○児童生徒のアセスメント結
果より、食に関する課題を
抽出し、小グループで検討
し合う。
○学習指導案を基に模擬授業
を行い、相互に評価する。
（２）Do

予習90分：模擬教育に向けて準
備をする。
復習90分：模擬授業を体験し、
相互に評価した点をまとめる。
教育実習に生かすよう意欲を持
つ。

第15回

武
井
弘
美
宮
原
公
子

○模擬授業の実
践(3)：３組
・食に関する全
体計画の説明
・展開・評価
・授業反省会、
まとめ

○児童生徒のアセスメント結
果より、食に関する課題を
抽出し、小グループで検討
し合う。
○学習指導案を基に模擬授業
を行い、相互に評価す
る。Check＆Act

予習90分：模擬教育に向けて準
備をする。
復習90分：模擬授業を体験し、
相互に評価した点をまとめる。
教育実習に生かすよう意欲を持
つ。

教科書
栄養教諭論 建帛社 金田雅代編著
献立の教材化の理論と実践 東山書房 宮原公子編著
小学校 教科書（社会科 理科 生活科 家庭科 体育科：保健分野）
中学校 教科書（社会科 理科 技術家庭科 保健体育科：保健分野）
参考書
小学校学習指導要領、中学校学習指導要領
成績評価の方法・基準
認定基準60点以上
課題・レポート（50％）、模擬教育（30％）、授業に対する参加度（20％）とし
総合的な評価する。
課題等に対する
フィードバックの方法
毎回、授業概要として内容や授業目的を示すとともに、授業に対す評価や感想を記述することを
求める。双方向（学生と教員）の授業の振り返りをとおしてフィードバックできるようにする。
課題・レポートは、コメントをつけて返却する。
履修のポイント
栄養教諭の職務である学校の食育の実践力を養う教科である。栄養教育実習に直結する授業であ
るため、指導案作成、教材作成、模擬授業などの一連の流れを理解しておくこと。また、そのた
めに必要な知識と技術を習得することが重要となる。
オフィス・アワー
武井 水曜日 授業前後
宮原 火曜日～金曜日 昼休み 研究室19（宮原研究室）
科目区分
教職科目



当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-F460



講義コード 21160001
講義名 教職実践演習（栄養教諭）
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 後期
講義区分 演習
基準単位数 2
代表曜日 月曜日
代表時限 １時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校及び教育委員会における勤務経験に基づき、栄養教諭の在り方に
ついて具体的に指導する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし
教 員 武井 弘美 指定なし

授業の概要と教育目標
第1回は、教職担当教員によりオリエンテーションを行う。第2～3回は、栄養教育実習を振り返
りながら、教師（栄養教諭）という仕事について考える。第4～6回は栄養教育実習での経験を踏
まえ、学校給食（調理場）についての学習を深めることにより、栄養教諭としての資質向上に努
める。第7～10回では、教師に求められる様々な指導力を伸ばすために、道徳、生徒指導、総合
的な学習の時間、特別活動の指導を前提として、児童生徒に対する洞察力・観察力そして創造力
を高めるため視聴覚教材を用いて学ぶ。第11～14回は栄養教育実習の研究授業を踏まえ、栄養
教諭の指導的側面の向上を図る。第15回は、学校教育が抱える諸問題をふまえながら教師の役割
について考え、最後に教職課程履修に関するまとめを行う。 
卒業認定・学位授与の方針との関連
履修カルテにより、個人別の履修状況や教諭になるための実践的指導力等を把握しながら、演習
を通して受講者が栄養教諭になるために必要な能力を培うことを目的とする。また、組織の一員
としての自覚や地域社会とのつながりを意識しながら（地産地消）、社会性や人間関係能力（コ
ミュニケーション能力）を育成する。 
到達目標
"①履修カルテにより、履修状況を確認する。
②栄養教諭になるために必要な資質・能力を、身につける。
③学校という組織の一員として自覚するとともに、教師としての豊かな感性や人間関係能力を高
める。 " 
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラーニングの内

容
予習・復習と
そのために必要な時
間

第1回
田
口
和
教職実践演習の内容とスケ
ジュールの確認。履修カル

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復



人 テ」の確認。 習90分：配付資料を
見直す。

第2回
武
井
弘
美

教育実習を踏まえて、教師
（栄養教諭）の役割につい
て学び、考える。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第3回
武
井
弘
美

学習指導要領と教育課程に
ついて再度確認する。食育
基本法・学校給食法の理解
を含む。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第4回
田
口
和
人

自校方式とセンター方式の
双方から、学校給食の状況
について学ぶ。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第5回
武
井
弘
美

「食のバランス」「食事の
大切さ」など学校給食につ
いての指導について考え
る。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第6回
武
井
弘
美

教育実習で経験した「献
立」をもとに、お互いに検
討する。

教育実習で経験した「献
立」をもとに、お互いに検
討する。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第7回
田
口
和
人

教育実習報告会を受けて、
学校給食・子どもの実態・
子どもの生活についてディ
スカッションを行なう。

教育実習報告会を受けて、
学校給食・子どもの実態・
子どもの生活についてディ
スカッションを行なう。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第8回
田
口
和
人

学校全体の問題として「い
じめ」をとらえ、改めて考
える。 

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第9回
武
井
弘
美

視聴覚教材を用いて、学校
教育が抱える多様な問題
（障がい児）を考える。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第10回
武
井
弘
美

視聴覚教材を見て、学校教
育が抱える多様な問題（障
がい児）ついて、ディス
カッションを行なう。

視聴覚教材を見て、学校教
育が抱える多様な問題（障
がい児）ついて、ディス
カッションを行なう。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第11回
武
井
弘
美

全学年を対象とした食に関
する指導計画の作成

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

田 予習90分：食及び教



第12回 口和
人
給食の場を利用した食育 

育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第13回
田
口
和
人

給食・教科等での指導案作
成 

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第14回
田
口
和
人

給食・教科等での指導案検
討 

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

第15回
田
口
和
人

履修カルテを用いて、教職
課程の総合的な確認を行
う。

予習90分：食及び教
育に関する事象につ
いて調べる。復
習90分：配付資料を
見直す。

教科書
なし
参考書
適宜、資料を配付します。
成績評価の方法・基準
単位認定：60点以上 演習50％・発表内容50％を総合的に評価します。
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内で課したレポートを返却します。見直して自分自身の発言に役立てること。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館第7研究室
※授業終了後も、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-F480



講義コード 21170001
講義名 栄養教育実習
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 実験・実習
基準単位数 1
代表曜日
代表時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

学校教育現場において食育を実践した経験を生かし、教育実習（栄養教
諭）が有意義で効果的にできるようにする。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし
教員 宮原 公子 指定なし

授業の概要と教育目標
教育実習事前事後指導を踏まえ、5日間の栄養教育実習に取り組む。学校現場での教育活動全般
の実際について学ぶ。そして、栄養教諭の役割について、研究授業や子どもたちとの関わりを通
じて学ぶ。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、社会・環境・コミュニケーションについての
認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるように、自らの「資質・能力」を
高めることに努める。
到達目標
栄養教諭であることを自覚したうえで、①豊かな人間性とコミュニケーション能力を有する教
員、②幅広い視野と高い専門性を有する教員、③社会人としての優れた識見を有する教員、の三
つの観点を到達目標とします。
授業計画

授業内容と方法、課題 予習・復習と
そのために必要な時間

第1回 実習校での指導の下、「主体的、対話的で深い学び」を目指す。
実習に向けて、予習・復習をしっか
りと行なうこと。

第2回 実習校での指導の下、「主体的、対話的で深い学び」を目指す。
実習に向けて、予習・復習をしっか
りと行なうこと。

第3回 実習校での指導の下、「主体的、対話的で深い学び」を目指す。
実習に向けて、予習・復習をしっか
りと行なうこと。

第4回 実習校での指導の下、「主体的、対話的で深い学び」を目指す。
実習に向けて、予習・復習をしっか
りと行なうこと。

第5回 実習校での指導の下、「主体的、対話的で深い学び」を目指す。
実習に向けて、予習・復習をしっか
りと行なうこと。



教科書
なし
参考書
なし
成績評価の方法・基準
実習校での指導評価による。
課題等に対する
フィードバックの方法
実習ノートを返却するので、それをもとに教育実習を振り返る。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日12：30～13：20（昼休み） 11号館第7研究室
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-F473



講義コード 21180001
講義名 教育実習事前事後指導
(副題) 【教職必修】
開講責任部署 栄養学科
講義開講時期 通年
講義区分 演習
基準単位数 1
代表曜日 金曜日
代表時限 ５時限
必修/選択 自由
実務経験のある教員
の有無 ○

実務経験のある教員
の経歴と授業内容

小中学校及び教育委員会における勤務経験に基づき、栄養教諭の在り方に
ついて具体的に指導する。

学年 4学年
担当教員

職種 氏名 所属
教員 ◎ 田口 和人 指定なし
教 員 武井 弘美 指定なし

授業の概要と教育目標
教育実習事前・事後指導は、教育実習の事前と事後に2年間を通じて行う。事前指導において
は、実習を効果的なものにするために、学校組織についての学習をはじめ、心構え・態度・姿勢
など、身につけておかなければならないことを中心に行う。事後指導においては、教育実習を終
えての報告会を通じて、経験交流と意見交換を行う。
卒業認定・学位授与の方針との関連
人間を対象とする教育職員の役割を念頭に置いて、日常的「生活空間」そして社会・環境・コ
ミュニケーションについての認識を深める。また、多様な社会のニーズ、変化に対応できるよう
に、自らの「資質・能力」を高めることに努める。
到達目標
次の4つを学習目標とします。
①教育実習の意義を理解すること、②教育実習についての基礎的事項（知識・技能・心構え）を
理解すること、③教育実習に自信をもって臨むための準備をすること、④教育実習の経験をみん
なで共有し、自分なり成果等をまとめること。
授業計画

担
当
者
授業内容と方法、課題 アクティブラー

ニングの内容
予習・復習と
そのために必要な時間

第1回
田
口
和
人

学校とはどんなところか、教師
の仕事（組織）がどのように
なっているかについて学習す
る。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

第2回
武
井
弘
美

学校の教育活動の1年間（3年間
も含む）を学習する。
教師の1週間および1日の教育活
動について学習する。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。



第3回
武
井
弘
美

学習指導要領及び「解説」につ
いて学ぶ。
指導案とは、なにかについて学
習する。
指導案を作成する。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

第4回
武
井
弘
美
指導案を作成する。

「主体的・対話
的で、深い学
び」を意識して
行う。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

第5回
武
井
弘
美

作成した指導案をもとに、模擬
授業を行う。

「主体的・対話
的で、深い学
び」を意識して
行う。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

第6回
田
口
和
人

作成した指導案をもとに、模擬
授業を行う。

「主体的・対話
的で、深い学
び」を意識して
行う。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

第7回
田
口
和
人

それぞれの教育実習経験を発表
し、お互いに講評する。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

第8回
田
口
和
人

それぞれの教育実習経験を発表
し、お互いに講評する。

予習90分：教育に関する事
象について調べる。復
習90分：配付資料を見直
す。

教科書
なし
参考書
適宜、資料を配付します。
成績評価の方法・基準
授業時の発言50％、レポート50％。
単位認定基準60％以上
課題等に対する
フィードバックの方法
授業内でレポートを課すことがある。返却するので学習の参考にすること。また、授業内での自
分自身の発言の参考にすること。
履修のポイント
主体的、対話的で深い学びを期待します。
オフィス・アワー
火曜日・木曜日の12：30～13：20（昼休み） 11号館第７研究室
※授業終了後も、適宜受け付けます。
科目区分
教職科目
当該授業科目の教育課程内での位置づけ
UE-F474


